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１. 平成２０年度業務実績について 

 

（１）評価の視点 

独立行政法人国立病院機構は、国立病院・療養所（国立高度専門医療センター及びハン

セン病療養所を除く。）の業務を承継して平成１６年４月に新たに独立行政法人として発

足したものである。 

今年度の国立病院機構の業務実績の評価は、平成１６年４月に厚生労働大臣が定めた中

期目標（平成１６年度～２０年度）の最終年度（平成２０年４月～２１年３月）の達成度

についての評価である。 

当委員会では、「厚生労働省所管独立行政法人の業務実績に関する評価の基準」等に基

づき、平成１９年度までの業務実績の評価において示した課題等、さらには、独立行政法

人整理合理化計画（平成１９年１２月２４日閣議決定）、総務省政策評価・独立行政法人

評価委員会から寄せられた意見や取組方針も踏まえ、評価を実施した。 

なお、評価に当たっては、平成２０事業年度監査報告書について、監事による監査状

況の説明を受け、これを参考とした。 

 

（２）平成２０年度業務実績全般の評価 

国立病院機構は、安全で質の高い医療を効率的に提供していくことが求められている。

具体的には、国の医療政策を踏まえつつ患者の目線に立った適切な医療を提供する診療事

業、国立病院機構のネットワークを活用した臨床研究事業、質の高い医療従事者を養成す

る教育研修事業等を安定的な経営基盤を確立しつつ効率的・効果的に運営していくことを

目指している。 

独立行政法人に移行後５年度目にあたる平成２０年度においては、初年度から取り組ま

れた病院長の裁量・権限の拡大等を通じた業務進行状況の迅速な把握と業務改善への努力

により、全体として中期目標を達成している実績となっている。 

特に積極的な業務運営の効率化と収支改善に向けた取組は、中期目標に掲げる経常収支

に係る目標を５期連続して達成したことに加え、これまでで最大の純利益（３００億円）

を計上するなど特段の実績を上げている。こうした全体としての大きな成果は、理事長の

卓越したリーダーシップの下に、各病院長をはじめ職員が懸命な経営努力をした結果であ

り、ＱＣ活動（病院職員が自施設内の課題に応じて小グループを構成し、業務の質の向上

を目指して取り組む自主的活動）などに代表される職員の意識改革がもたらしたものと高

く評価する。また、平成２０年度においては、セカンドオピニオンの専門窓口の設置病院

の増加や医療ソーシャルワーカー（以下、「ＭＳＷ」（Medical Social Worker）という）

の大幅な増員及びインフォームド・コンセントの一層の推進、個別診療報酬の算定項目の

分かる明細書の発行について全病院で全患者に発行することを方針決定するなど患者の

目線に立った医療及び質の高い医療の提供について着実に実績を上げている。 

さらに、国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究活動や根拠に基づく医療（以

下、「ＥＢＭ」（Evidence-based Medicine）という）の推進に向けた取組が順調に進捗

しているほか、質の高い治験の推進に向けた取組も大いに実績を上げている。 

今後とも、患者の目線に立った良質な医療と健全な経営とのバランスがとれた一層の取
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組を期待したい。 

また、平成１９年１２月に策定された「独立行政法人整理合理化計画」を踏まえ、内部

統制強化等に適切に取り組むとともに、国立病院機構の契約に関しても、「随意契約見直

し計画」に沿った取組を実施し、件数、金額とも着実に改善しており、独立行政法人とし

てより透明性と競争性の高い契約の実施に取り組んでいる。 

これらのことを踏まえると、中期目標の最終年度に当たる平成２０年度の業務実績につ

いては、全体として国立病院機構の設立目的に沿って適正に業務を実施したと評価できる

ものである。今後とも医療政策における国立病院機構の役割等も踏まえ、全国１４５病院

のネットワークを活用し、積極的に我が国における医療の向上に貢献してゆく姿勢を期待

したい。 

中期目標に沿った具体的な評価結果の概要については、２のとおりである。個別項目に

関する評価資料については、別紙として添付した。 

 

２. 具体的な評価内容 

（１）診療事業 

① 患者の目線に立った医療の提供 

初年度より実施している患者満足度調査については、総合評価をはじめ主要な項目

で、中期計画の目標である平成１６年度平均値を上回る満足度が得られており、着実

に患者満足度の向上が図られていることは評価する。 

セカンドオピニオン制度については、窓口を設置している病院数が更に増加し１２

９病院（平成１５年度７病院）と充実が図られているが、情報提供件数の更なる増加

についても努めてもらいたい。 

インフォームド・コンセント推進について、医療相談窓口を全ての病院に設置する

他、積極的なクリティカルパスの活用に伴うわかりやすい治療方針・治療経過の説明

やＭＳＷの増員等がこれまで以上に進み、患者の相談に応じ解決の支援を行うなど更

なる充実が図られている。また、平成２１年３月には「インフォームド・コンセント

の更なる向上のために」を策定しており、今後のインフォームド・コンセントのなお

一層の推進に期待したい。 

さらに、国立病院機構では、全ての病院において患者の求めに応じ「個別の診療報

酬の算定項目の分かる明細書」を発行しており、平成２０年度においても着実にその

発行枚数が増加している。 

これらの取組は、患者自身が医療の内容を理解し、治療の選択を自己決定できるこ

とに資する取組であり評価する。 

この他、院内助産所や助産師外来の開設、土日外来の実施など、地域や患者、家族

のニーズに合った先進的な取組を着実に進めていること、患者の不満要因である待ち

時間について様々な対策に取り組んでいることを評価する。今後もこのような創意工

夫をこらした様々な取組を期待する。 

 

② 患者が安心できる医療の提供 

医療倫理の確立については、相談窓口の個室化等患者プライバシーへの配慮、適切
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なカルテ開示による診療情報の提供、医療事故公表基準の運用による病院運営の透明

性の促進などが行われた。また、平成１９年度までに全ての病院に倫理審査委員会、

治験審査委員会を設置し、倫理審査委員会においては、引き続き審議内容のホームペ

ージ公開に取り組んでいる。 

医療安全対策については、「転倒・転落防止事故プロジェクト」の運用開始や「長

期療養患者が使用する人工呼吸器の取扱い手順書」を策定するとともに、報告された

事故事例等から作成した「医療安全白書」、「警鐘的事例」などは、各病院の医療安

全対策を推進する上で評価できる取組である。また、過年度より取り組んできた人工

呼吸器の機種や使用医薬品の標準化も着実に進展している。 

これらの取組は、国立病院機構内部はもとより我が国全体の医療倫理、医療安全対

策の向上への貢献も期待されるところであり、患者が安心できる医療の提供に資する

ものとして評価する。 

なお、救急患者受入数及び小児救急患者の受入数については、目標値を達成するこ

とができなかったものの、これらは地域の救急医療体制が整備される中、救急患者数

全体が減尐し、また安易に救急車を利用することも減尐していることなどの理由が考

えられるが、国立病院機構における救急患者に占める入院患者の割合は上昇している

ことから、より重篤な患者を受け入れるという国立病院機構に期待されている役割は

着実に果たしていると言えよう。 

また、自治体等が運営する休日・夜間の小児急患センターへの医師派遣やドクター

ヘリ、防災ヘリによる患者搬送時の医師同乗や搬送患者の受け入れなど、地域の救急

医療体制への協力も評価する。全国的に医師の確保等が困難な環境にはあるが、今後

とも地域における救急医療体制の充実に合わせて、国立病院機構に期待される役割に

沿った更なる充実を期待したい。 

 

③ 質の高い医療の提供 

クリティカルパスについては、作成数、実施件数ともに初年度より着実に増加し中

期目標に掲げる目標数を大幅に達成していることに加え、平成２０年度においては、

平成１９年度より実施している代表的疾患に関する各病院毎のクリティカルパスの

内容のばらつきに係る分析・検討を４疾患から８疾患に拡大しており、このことはパ

スの標準化とともに良質かつ患者にとってわかりやすい医療の標準化への取組とし

て高く評価する。 

また、病院から在宅医療まで一貫した地域連携による医療を実践するため、地域連

携クリティカルパスについても取り組んでおり、これにより地域医療機関との連携に

ついて一層の強化・推進が図られ、紹介率・逆紹介率の向上及び高額医療機器の共同

利用数の増となっていると認められ、それぞれ中期計画に掲げる目標値を達成してい

ると言える。 

その他、都道府県医療対策協議会等への参加、助産所の嘱託医療機関としての協力、

政府の緊急臨時的医師派遣システム等への協力等、地域医療に貢献するための各般に

わたる努力を高く評価する。 

ＥＢＭ推進に向けた取組は、臨床評価指標の開発、ＥＢＭ普及のための研修会の実
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施、多施設共同臨床研究、電子ジャーナルの配信など、各般にわたり努力しており、

国立病院機構のネットワークを活用した取組や成果としても評価する。 

なお、これらは医療の標準化に資する取組でもあり、このような活動については、

ホームページによる公開だけでなく積極的に学会やメディアを通じて情報発信して

いくことも重要である。 

重症心身障害児（者）等の長期療養者のＱＯＬの向上については、療養介助員等の

増員による日常生活のケアに関する介助サービス提供体制の強化や、人工呼吸器によ

る医療事故防止の観点から人工呼吸器の機種の標準化の推進とその手順書の作成な

ど、その取組を高く評価する。 

国立病院機構の本来目的の一つである政策医療の提供については、結核や精神医療

をはじめ適切に実施されているが、とりわけ、心神喪失者等医療観察法に基づく指定

入院医療機関については、都道府県の病床整備が遅々として進まない中、全４３７床

中３４９床（平成２１年４月現在）と約８割を占めるなど、職員の確保等様々な課題

を乗り越え国の政策に大きく貢献していることを高く評価する。 

さらに、平成２０年１１月には、新型インフルエンザが発生した際に各病院が適

切に対応できるよう、新型インフルエンザ対応指針の検討を行い、本年４月の新型

インフルエンザ発生の際に役立てるなどその取組を評価する。 

 

（２）臨床研究事業 

ＥＢＭ推進のためのエビデンスづくりについては、大規模臨床研究が順調に進展してい

る。平成１６年度及び１７年度に開始した９課題については、患者登録が終了し、一部に

ついては成果の発表が行われた。今後、他の課題についても具体的成果の情報発信を大い

に期待する。 

高度先端医療技術については、「高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術」など７項目

について実施するとともに、「抗原賦活化方法」など３０件の特許等の出願を行った。 

質の高い治験の推進については、文部科学省及び厚生労働省が策定した「新たな治験活

性化５カ年計画」において、中核病院や拠点医療機関として本部及び５病院が選定される

など大学と並び治験実施活動度の高い施設として認定を受けるなどの成果を上げている。 

また、治験審査の効率化、迅速化を図る中央治験審査委員会（ＮＨＯ－ＣＲＢ）の設置

や、ＣＲＣ（治験コーディネーター）配置病院の増加など治験実施体制の整備等に特段の

努力を行い、中期目標に掲げる治験実施症例数に係る目標値を大幅に上回る成果をあげて

いる。さらには治験に係る受託研究費も着実に増加している。 

この他、国立病院機構のネットワークを活用することで、新型インフルエンザワクチン

（Ｈ５Ｎ１）の安全性・有効性を大規模かつ迅速に検証し、政府の新型インフルエンザ対

策に大きく貢献した。 

これらの国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究や治験の推進は、我が国の医

療の向上への貢献が期待される分野であり、国立病院機構のこれまでの実績を高く評価す

るとともに、今後とも積極的、継続的な取組を望みたい。 
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（３）教育研修事業 

国立病院機構においては、医師の臨床研修、看護師等養成などに積極的に取り組んでい

ることが認められる。 

医師のキャリアパス制度については、初期臨床研修修了後の専門領域の研修制度として

の後期臨床研修制度（専修医制度）の先進的な取組を評価する。また、本制度をより良い

ものとするために、専修医修了者等を対象としたアンケートを実施するなど今後の医師の

キャリアパス制度の確立に向けた取組に期待する。一方で、レジデント（いわゆる後期臨

床研修医）の受入数の減尐に対しては、国立病院機構独自の「専修医」制度との関係や、

昨今の大学医学部（医局）を取り巻く状況変化が影響しているものと考えられるが、キャ

リアパスの構築を行い、より魅力的な研修体制とする必要がある。 

看護師のキャリアパス制度については、引き続き全病院統一の研修ガイドラインの運用

をはじめ、専任の教育担当看護師長の配置や研究休職制度など様々な施策を講じており充

実ぶりがうかがえ、今後の臨床現場における成果に期待したい。 

また、附属看護学校においては、平成１９年度より政策医療全般の内容を盛り込んだ新

たなカリキュラムによる授業を引き続き実施するとともに、地域社会に貢献するため全学

校で地域住民等を対象とした公開講座の実施、さらには医療と一体となった高等看護教育

の実施など看護教育の変化が求められる中で、「東京医療保健大学 国立病院機構校」を

平成２２年４月に開設する予定としており、国立病院機構が担う医療に対する使命感を育

む教育にも力を入れていることが認められる。 

 

（４）災害等における活動 

災害等における活動については、計画どおりに研修を実施しているほか、国際緊急援助

を含む災害援助に積極的に参加していることは評価するが、一層の進展を期待する。 

岩手・宮城内陸地震時には３病院から直ちに医療班を現地に派遣し、さらには中国西部

大地震やミャンマー連邦におけるサイクロン被害に対する政府の国際緊急援助隊医療チ

ームに参加し救援活動を行っている。災害時における活動や災害に備えた人材育成は国立

病院機構にとって極めて重要な業務のひとつであり、今後も一層の貢献を期待したい。 

 

（５）効率的な業務運営体制の確立 

本部・ブロック組織の役割分担の明確化、管理体制の再編成については、中期計画に沿

って平成１６年度に組織体制が整備され役割分担が明確化された後、本部、ブロック組織

のそれぞれにおいて効率的な組織運営に努めている。内部監査の充実や、経営改善計画（再

生プラン）策定における支援など、本部職員の貢献も評価する。 

弾力的な組織の構築については、各病院の地域事情や特性を考慮した各部門の見直しが

行われ、特定の課題を担う副院長複数制についても、平成２０年度は新たに４病院におい

て設置し、病院経営、地域医療連携、看護師確保、再編成等の特命事項に取り組んでいる。 

人員配置の見直しについては、業務量の変化に応じ非常勤職員やアウトソーシングを活

用するほか、上位の施設基準取得による収支改善も視野に入れた職員の配置も適切に行わ

れており評価する。技能職の削減については、計画を上回る実績を上げているが、不補充

後に業務の質が低下しないよう配慮も求めたい。 
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全職員への業績評価制度については、平成２０年度から本格導入している。国に先行し

た取組を評価するとともに、各自の目標設定において、評価する側とされる側の間で認識

の乖離が生じないよう配慮することも重要であり、職員のモチベーションの向上や組織の

活性化に繋がる制度運用を期待し見守りたい。 

また、効率的な運営を図るため、「まつもと医療センター」における２病院組織一元化、

さらに、患者の減尐及び収支が極めて悪化し収支改善が見込めなかった单横浜病院につい

ては、平成２０年１２月に廃止を実施し、これに伴う結核患者は神奈川病院に患者へ充分

な説明を行いながら円滑に転院している。 

 

（６）業務運営の見直しや効率化による収支改善 

① 業務運営コストの節減等 

本部で実施している医薬品の共同入札、一部のブロック管内での医療用消耗品等の

共同入札並びに大型医療機器の共同入札等、機構のスケールメリットを活かした取組

を進めている。また、医薬品や診療材料の在庫の適正化にも一層努力し、材料費率の

抑制に効果が現れている。 

業務委託については、検査部門や給食業務におけるアウトソーシングの推進や、外

部委託契約金額の病院間比較による分析を行うなど費用の削減に努めている。 

さらに、建築コストについても、主要建築資材が上昇する中で、平成１９年度と同

水準に抑制し費用の削減に努めている。 

こうした各方面での努力が、（７）に記すような大きな収支改善に繋がっているも

のであり、コスト節減については全体として評価する。 

一般管理費の節減についても、目標として１５％減のところ３７．７％減と中期目

標を大きく上回ったことは評価する。 

なお、国立病院機構の契約に関しては、随意契約から一般競争入札への移行など、

より適正な方向への取組が行われているものの、依然、その競争性や公正性に対し厳

しい目が向けられている。平成１９年１２月に策定・公表した「随意契約見直し計画」

の着実な実施を望むとともに、国会等で指摘されている一般競争入札における高い落

札率についても、改善すべきことは改善しているところではあるが、今後ともさらに

厳正かつ適切な取組を望みたい。 

 

② 医療資源の有効活用 

医療機器については、積極的な広報活動による他の医療機関との共同利用の促進や、

稼働実績の高い病院の取組を情報共有する等の努力により、その共同利用数、稼働総

数が増加しており、それぞれ目標値を大幅に上回ったことは高く評価できる。なお、

こうした医療機器の整備等については、新たな借入を行わずに自己資金の積極的活用

等で必要な整備量を確保していることも評価に値する。 

病床稼働については、結核患者の新退院基準の実施や医療内容の高度化等の退院促

進による平均在院日数の短縮化により非効率となった病床等を整理・集約することで、

効率化が図られている。また、これにより、人材の効率的な配置による上位基準の取

得等にも繋がり、人的物的資源の有効活用として高く評価する。 
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③ 診療事業以外の事業に係る費用の削減等 

臨床研究事業においては、各病院における臨床研究部の設置など基盤整備を進め、

外部競争的資金や受託研究費の獲得に努めており評価する。 

教育研修事業においては、授業料等の改定と効率的な運営により収支率の改善を図

り、６４．４％（対平成１５年度比３７．０ポイント増）と中期計画目標を達成した

ことを評価する。 

 

④ 財務会計システムの導入等ＩＴ化の推進及び業務・システム最適化 

財務会計システムの活用と改善等を通じて、各病院等において会計処理の迅速化や

精度の向上に取り組んでいるが、これらは、各病院で毎月開催される評価会での経営

状況の把握・分析等の精度を向上させ、結果として適切な経営改善に繋がるものであ

り評価する。 

医事会計システムについては、平成２０年度中に実施した３４病院の共同入札によ

り、現導入費用と比較し、約１２億円の削減効果（削減率５６％）を達成し、現状の

ＩＴ投資額の削減及び機構のシステム価格の平準化を達成したことは評価できる。 

また、全ての病院に共通する機能を網羅した標準仕様書を作成し、これを公開する

ことで、国立病院機構の共通インフラとして整備したことも高く評価する。 

独立行政法人国立病院機構総合情報ネットワークシステム（ＨＯＳＰｎｅｔ）の診

療情報データベース及び同分析システムが平成２１年４月から新たに稼働し、データ

ベースを構築したことは、国立病院機構のネットワークを利用した調査研究機能強化

のため平成２２年度を目途に設置を検討している総合研究センター（仮称）の基盤整

備として高く評価するとともに、今後の総合研究センター（仮称）の設置に向けた取

組を着実に推進することを期待する。 

レセプトオンライン請求については、厚生労働省令で定める期限よりも前倒しし

て対応するなど積極的な取組が認められ評価できる。 

業務・システム最適化については、平成１９年度に策定した「独立行政法人国立病

院機構総合情報ネットワークシステム（ＨＯＳＰｎｅｔ）における業務・システム最

適化計画」に基づき、システム構成の見直しや競争入札・分離調達を行うなど調達方

式の見直しを行い、業務の効率化・合理化を図るとともにシステムコストの大幅な削

減を実現し、最適化を着実に実施していることは評価できる。 

 

（７）経営の改善 

平均在院日数の短縮や地域連携による診療報酬にかかる上位基準の取得等により、経常

収支率１０５．１％、経常利益３００億円と５期連続の黒字であるとともに、５年間累積

で経常収支率は１０２．２％となり、中期目標を達成した。 

こうした結果は、本部の経営指導もさることながら各病院長をはじめ全職員が懸命な努

力をした結果であると高く評価する。 

個別病院毎に視点を向けても、平成１９年度末に策定した経営改善計画（再生プラン）

に基づき、５８病院中３１病院の経常収支が平成２０年度計画を達成するなど、これらの

取組により、平成１６年度では７６病院の赤字病院数（再編成施設を除く）が４１病院ま



- 8 - 
 

で減尐し、赤字額についても２５８億円から１１２億円と大幅に改善されたことを評価す

る。 

医業未収金の解消についても、各病院に適したマニュアルの作成、医業未収金の発生防

止、民間業者のノウハウの活用の導入などに取り組んでいることは評価するが、医業未収

金の解消に向けた継続的な努力を期待する。 

 

（８）固定負債割合の改善 

国立病院機構発足時に承継した国時代の膨大な負債（約７，６００億円）と老朽化した

病院を数多く抱えながらの経営の中で、建築卖価の見直しをはじめとした様々な経営努力

により、病院の機能維持に必要な整備を行いつつ、毎年着実に固定負債を減尐させ、５年

間で２１．５％の減尐を達成したことは高く評価する。 

また、約定どおり償還を確実に行うとともに、平成１９年度から引き続き行った繰上償

還についても、将来の債務負担軽減の観点に立った積極的な取組として高く評価する。 

 

（９）その他の業務運営等に関する事項 

人事に関する計画に関して、先に記した療養介助員の増員のほか、技能職の削減につい

ては計画を上回って進展している。 

医師確保対策については、救急呼出待機手当等の給与面での処遇改善や、子育てをする

女性医師の職場環境整備や復職支援を目的にした「女性医師支援モデル事業」の実施、平

成１８年度に創設したシニアフロンティア制度（定年退職予定者が引き続き在職できる制

度）など様々な取組を評価する。 

看護師確保対策については、先に記したような、より魅力的なキャリアパス制度の構築

や附属看護学校におけるカリキュラム改訂等により人材の確保、育成に取り組んでおり、

今後とも質の高い人材の確保、育成に継続的な努力を望みたい。 

なお、総人件費改革等への対応については、技能職の退職後不補充、非効率病棟の職員

配置数の適正化等による削減の取組を評価する。一方で、人件費抑制の観点も重要である

が、人員配置の必要性という点では、国立病院機構には、国民に対する安全で質の高い医

療の確実な提供と国の医療政策への貢献という課せられた使命があり、その遂行のために

は、医師、看護師をはじめとした有能な人材の確保と育成は欠くことができないものであ

る。医療現場における過酷な労働実態の緩和や急性期医療における安全・質の向上が一層

求められる中、今後とも、安定した経営基盤のもとに国民に対する適切な医療の提供が行

えるよう、業務運営体制の効率化に努めた上で、土台となる人材の確保、育成に努めても

らいたい。 

障害者雇用については、業務の委託範囲や業務分担の見直し等により法定雇用率を達成

している努力を評価する。 

 

（１０）「独立行政法人整理合理化計画」、「独立行政法人の業務の実績に関する評価の

視点」（平成２１年３月３０日政策評価・独立行政法人評価委員会）等への対応に

ついて 

 



- 9 - 
 

① 財務状況について 

平均在院日数の短縮や地域連携による診療報酬にかかる上位基準の取得等により、

経常収支率１０５．１％、経常利益３００億円と過去最高の利益を計上したことを高

く評価する。また、平成２０年度の利益剰余金について、積立金として整理の上、次

期中期目標期間へ繰り越したことは妥当である。 

 

② 保有資産の運用・管理等について 

平成２０年度は、廃止した看護師等養成所や建て替えのため使用しない病棟等につ

いて減損を認識し、これらについては今後病棟・宿舎等の建て替えに有効活用するほ

か、病院機能との相乗効果が図られる貸付等により有効活用を行うこととしており、

保有資産の有効活用として評価できる。 

 

③ 人件費管理について 

病院医師について国家公務員の給与水準を上回っているが、民間医療機関とはまだ

なお相当な開きがある。医師確保が切実な問題となっている昨今において、他の医療

機関と遜色ない給与水準に近づけることは必要な措置であると考える。勿論、医療職

種のモチベーションが金銭面だけではないことは自明であり、勤務体制や環境整備は

もとより魅力ある病院づくりも重要な課題である。 

また、総人件費改革の取組として、技能職の退職不補充、非効率病棟の整理・集

約、事務職の削減等、給与カーブの変更・調整額の廃止などを行い、平成１８年度

以降平成２０年度までの削減額１６４億円（５．４１％）については高く評価する。 

他方、増額は２４０億円あり、総人件費改革の基準値である平成１７年度の人件

費と比すると７６億円増となり、行革推進法等による削減率を達成していないものの、

人件費率と委託費率を併せた率（対医業収益）５７％は、平成１７年度決算（５７．

８％）に比べて０．８ポイント低下しており、人件費増を上回る自己収入を得ている。

また、これらは他の設置主体では代替困難な医療観察法等に基づく医療体制の整備、

地域医療計画を踏まえた救急医療など政策医療推進のための対応や医師不足解消

に向けた取組によるものであり、国立病院機構の役割を果たしていくためには必要

な措置と認められる。 

今後とも適正な人件費管理を行っていくことはもとより必要であるが、医療現場

を巡る昨今の厳しい状況の中で、患者の目線に立った良質な医療を提供し、国立病

院機構に求められる役割を着実に果たしていくためには引き続き医師、看護師等の

人材確保が必要であることを考えると、医療現場に対し総人件費改革を一律に適用

することの是非を考える時期に来ているのではないかと思われる。 

福利厚生費の見直しにより、レクリエーション経費については独立行政法人の事

務・事業の効率性及び国民の信頼確保の観点から、当機構においても病院からの支

出を行わないこととしているが、他方、多職種間でのチーム医療の推進の観点から、

経費支出の有無にかかわらず引き続きレクリエーションを含め多職種間のコミュニ

ケーションが図られるよう期待する。 
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④ 契約について 

平成１８年８月に会計規程を改正し、原則、一般競争入札とすることとするととも

に、「随意契約見直し計画」について、平成２０年７月に平成１９年度実績をホーム

ページに公表した。また、平成２０年度には原則一般競争入札であることを改めて周

知するとともに、監事と連携した抜打監査を実施し、これらの取組により、平成２０

年度の競争性のない随意契約の契約に占める割合は、平成１９年度に対し、件数で８．

０ポイント、金額で９．２ポイント減尐するなど着実に改善されており、今後ともよ

り透明性と競争性の高い、厳正かつ適切な実施に期待する。 

 

⑤ 内部統制について 

国立病院機構においては、これまでも、業務の適正化等を目的とした内部監査の実

施やコンプライアンス推進規程の制定など、内部統制の充実に取り組んでおり、平成

２０年度においては、監事の１人を常勤化するとともに、平成２１年４月には内部統

制・ガバナンス強化の観点から本部に業務監査室を設置したことを評価する。今後に

おいても、職員研修の実施等による周知徹底とともに、内部監査や抜打監査の実施な

ど、一層の内部統制強化に向けた取組を望みたい。 

 

⑥ 業務改善のための役員等のイニシアティブ等について 

国立病院機構では、毎年実施している患者満足度調査において、個々の病院に対す

る評価、ニーズを把握しており、それらを踏まえ、病院全体又は各職場卖位で改善活

動を行うことや、経常収支が前年度実績を上回る収支相償病院に年度末賞与を支給す

るなど、業務改善に対するインセンティブを働かせるよう努めており、これを高く評

価するとともに、今後の更なる取組に期待する。 
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に

対
の

向
上

及
び

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
と

す
る

医
療

、
歴

史
的

・
社

会
的

な
経

緯
す

る
。

こ
の

た
め

、
医

療
の

提
供

、
調

に
よ

り
担

っ
て

き
た

医
療

及
び

国
の

危
査

研
究

及
び

医
療

従
事

者
の

養
成

を
着

機
管

理
や

積
極

的
貢

献
が

求
め

ら
れ

る
実
に
実
施
す
る
。

医
療

と
し

て
別

に
示

す
分

野
（

別
記

）

を
中

心
と

し
て

、
医

療
の

確
保

と
と

も

に
質
の

向
上
を
図

る
こ
と
。

併
せ

て
、

我
が

国
の

医
療

の
向

上
に

貢
献

す
る

た
め

、
調

査
研

究
及

び
質

の

高
い
医

療
従
事
者

の
養
成
を
行
う
こ
と
。

１
診
療
事

業
１

診
療
事
業

１
診

療
事
業

１
診

療
事

業
診

療
事

業
に

つ
い

て
は

、
国

の
医

療
政

診
療

事
業

に
お

い
て

は
、

利
用

者
で

あ

策
や

国
民

の
医

療
需

要
の

変
化

を
踏

ま
え

る
国

民
に

満
足

さ
れ

る
安

心
で

質
の

高
い

つ
つ

、
利

用
者

で
あ

る
国

民
に

対
し

て
、

医
療

を
提

供
し

て
い

く
こ

と
を

主
た

る
目

患
者

の
目

線
に

立
っ

た
適

切
な

医
療

を
確

標
と
す
る

。

実
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
患

者
が

安
心

し
て

安
全

で
質

の
高

い
医

療
が

受
け

ら
れ

る
よ
う
取

り
組
む
こ
と
。

（
１
）
患
者

の
目
線
に
立
っ
た
医
療
の
提
供

（
１
）
患
者
の
目
線
に
立
っ
た
医

療
の
提
供

（
１

）
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

（
１

）
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
患
者

自
身
が
医
療
の
内
容
を
理
解
し
、

の
提

供

治
療

の
選

択
を

自
己

決
定

で
き

る
よ

う

に
す

る
た

め
、

医
療

従
事

者
に

よ
る

説
①

分
か

り
や

す
い

説
明

と
相

談
し

や
す

①
分

か
り

や
す

い
説

明
と

相
談

①
分

か
り

や
す

い
説

明
と

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
明
・
相

談
体
制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

い
環
境

づ
く
り

し
や

す
い
環
境

づ
く
り

患
者

の
視

点
で

サ
ー

ビ
ス

を
点

検
す

る
患

者
が
医

療
の

内
容
を

適
切

に
理
解

各
病

院
は

、
平

成
１

９
年

度
１

．
平

成
２

０
年

度
患

者
満

足
度

調
査

の
概

要

た
め

に
患

者
満

足
度

を
測

定
し

、
そ

の
し

、
治

療
の

選
択

を
患

者
自

身
が

で
き

に
実

施
し

た
患

者
満

足
度

調
査

患
者

満
足

度
調
査

に
つ

い
て
は

、
患

者
の
目

線
に

立
ち

国
立
病

院
機

構
全
体

の
サ

ー
ビ
ス

の
向

上
を

図
る
こ

と
を
目
的
に

、
平
成
２
０

年
度
も

結
果

に
つ

い
て

適
宜

、
分

析
・

検
討

を
る

よ
う

に
説

明
を

行
う

と
と

も
に

、
相

の
分

析
結

果
を

基
に

、
引

き
続

実
施

し
た

。
入

院
は

調
査

期
間

（
平

成
２

０
年

６
月

３
０

日
か

ら
平

成
２

０
年

７
月

２
９

日
ま

で
）

の
退

院
患

者
の

う
ち

協
力

の
得

ら
れ

た

行
う

こ
と

に
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

が
談

し
や

す
い

体
制

を
つ

く
る

よ
う

取
り

き
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

２
０
，

３
３

０
名
、

外
来

は
調
査

日
（

平
成
２

０
年

６
月

３
０
日

か
ら

平
成
２

０
年

７
月
４

日
ま

で
の

病
院
任

意
の
２
日
間

）
に
来
院
し

た
外
来

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
見

直
し

や
組
む
。

行
う

。
患

者
の

う
ち

協
力
の

得
ら

れ
た
３

４
，

０
６
２

名
に

つ
い

て
調
査

を
行

っ
た
。

向
上
を

図
る
こ
と
。

ま
た

、
患

者
満

足
度
調

査
に

お
け
る

平
成

１
９

年
度
調

査
に

引
き
続

き
設

問
は
、

全
体

的
に

ネ
ガ
テ

ィ
ブ

な
設
問

と
し

、
患
者

の
調

査
に

対
す
る

心
理
的
障
害

を
取
り
払
い

、
本
音

ま
た

、
主

治
医

以
外

の
専

門
医

の
意

医
療

従
事

者
の

説
明

に
関

す
る

項
目

に
を

引
き

出
し

や
す
く

す
る

こ
と
に

よ
り

、
調
査

精
度

の
向

上
と
客

観
性

を
追
求

す
る

調
査
方

法
と

し
て

い
る
。

見
を

聞
く

こ
と

の
で

き
る

セ
カ

ン
ド

オ
つ

い
て

、
特

に
、

平
均

値
以

下
の

評
価

ま
た

、
患

者
の
匿

名
性

を
担
保

す
る

た
め
、

記
入

さ
れ

た
調
査

票
に

つ
い
て

は
、

病
院
職

員
が

内
容

を
確
認

す
る
こ
と
が

出
来
な
い
よ

う
患
者

ピ
ニ
オ

ン
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

の
病

院
に

つ
い

て
は

、
医

療
従

事
者

の
が

厳
封

し
た

も
の
を

各
病

院
か
ら

本
部

に
直
送

し
て

お
り

、
集
計

に
当

た
っ
て

も
個

人
が
特

定
さ

れ
る

こ
と
が

な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
患

者
の
プ

研
修

を
充

実
す

る
等

に
よ

り
、

平
均

値
ラ

イ
バ

シ
ー

に
十
分

配
慮

し
実
施

し
て

い
る
。

以
上

の
評

価
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
改

善
平
成

２
０

年
度
調

査
の

結
果
は

、
総

合
評
価

を
は

じ
め

、
中
期

計
画

に
掲
げ

ら
れ

て
い
る

重
要

項
目

で
あ
る

「
分
か
り
や

す
い
説
明
」
、
「

相
談

を
図
る

。
し

や
す

い
環

境
づ
く

り
」

に
関
し

て
、

平
成
１

６
年

度
平

均
値
を

上
回

る
満
足

度
が

得
ら
れ

た
病

院
数

が
増
加

し
、
着
実
に

改
善
が
図
ら

れ
た
。

な
お

、
全

調
査
項

目
に

お
い
て

、
満

足
度
の

下
が

っ
た

項
目
は

な
い

。



-
2

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

【
調
査
結

果
概

要
】

平
均
ポ
イ

ン
ト

平
均
ポ

イ
ン

ト

・
入
院

：
総

合
評

価
平
成

１
６
年
度

４
．
３
１

０
（

８
９

病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
５
０

８
（

１
２

３
病
院
）

分
か

り
や

す
い

説
明

平
成

１
６
年
度

４
．
４
２

３
（

９
７

病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
５
７

７
（

１
２

１
病
院
）

相
談

し
や

す
い

環
境
づ

く
り

平
成

１
６
年
度

４
．
３
５

２
（

７
８

病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
５
１

６
（

１
１

５
病
院
）

・
外
来

：
総

合
評

価
平
成

１
６
年
度

３
．
９
２

０
（
１
０

１
病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
０
９

７
（

１
３

５
病
院
）

分
か

り
や

す
い

説
明

平
成

１
６
年
度

３
．
９
９

６
（
１
０

２
病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
１
７

７
（

１
３

９
病
院
）

相
談

し
や

す
い

環
境
づ

く
り

平
成

１
６
年
度

３
．
８
４

７
（
１
０

６
病
院
）

→
平
成

２
０
年
度

４
．
１
１

５
（

１
３

９
病
院
）

※
括
弧

書
き

は
、
平

成
１

６
年
度

の
平

均
ポ
イ

ン
ト

を
上

回
る
病

院
数

２
．

患
者

満
足

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

各
病

院
の

取
組

(
1
)
分

か
り

や
す

い
説

明
に

係
る

取
組

例

①
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
を

積
極

的
に
活

用
し
治
療

方
針

、
治
療

経
過

等
に
つ

い
て

分
か

り
や
す

い
説

明
に
努

め
て

い
る
と

と
も

に
、

既
に
用

い
て
い

る
パ

ス
が

患
者
に

と
っ

て
よ
り

分
か
り
や

す
い

様
式
と

な
る

よ
う
に

見
直

し
を

行
っ
て

い
る

。

ま
た

、
カ

ン
フ

ァ
レ
ン

ス
や

看
護
計

画
の
策
定

に
患

者
・
家

族
が

参
加
出

来
る

よ
う

に
し
、

治
療

方
針
の

策
定

の
経
緯

を
明

ら
か

に
す
る

こ
と
に

よ
り

高
い

理
解
が

得
ら

れ
る
取

組
を
行
っ

て
い

る
ほ
か

、

・
治

療
方

針
等

の
説
明

は
、

医
学
用

語
等
専
門

的
な

言
葉
の

使
用

は
で
き

る
だ

け
避

け
、
必

要
に

応
じ
て

模
型

、
各
疾

患
毎

の
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
、

ビ
デ

オ
等
を

活
用

し
て
患

者
の
理
解

度
に

合
わ
せ

平
易

で
丁
寧

な
説

明
に

心
が
け

る

・
説

明
等

に
看

護
師
長

が
同

席
し
、

分
か
り
に

く
い

部
分
を

簡
単

な
言
葉

を
用

い
て

看
護
師

長
が

表
現
す

る

・
患

者
・

家
族

を
対
象

と
し

た
疾
患

毎
の
勉
強

会
を

開
催
し

て
い

る

な
ど
に

よ
り

、
患

者
に
と

っ
て

分
か
り

や
す
い
説

明
に

努
め
て

い
る

。

【
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
の

実
施
件
数

】
※
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
に

つ
い

て
は
２

２
頁

に
記
載

平
成
１
９

年
度

２
２
６
，
８

４
５

件
→

平
成
２

０
年
度

２
４
３
，
７
２
９

件
（

平
成

１
５

年
度

９
７
，
３

８
９

件
）

②
患
者

に
退

院
後

の
食
事

療
養

を
理
解

し
て
も
ら

う
た

め
、
患

者
及

び
そ
の

家
族

を
対

象
と
し

て
、

様
々
な

健
康

状
態
に

対
し

て
の

集
団
栄

養
食
事

指
導

（
集

団
勉
強

会
）

を
開
催

し
、
正
し

い
食

生
活
の

改
善

方
法
の

指
導

及
び

悩
み
や

不
安

の
解
消

に
努

め
て
い

る
。

ま
た

、
専
門

病
院
で

は
患

者
の

要
望
に

よ
り

、
病
院

独
自
の
内

容
で

相
談
会

を
実

施
し
て

い
る

。

平
成

１
９
年

度
平

成
２

０
年

度

・
糖

尿
病

教
室

７
７

病
院

実
施

→
９

４
病

院
実

施

・
高

血
圧

教
室

２
３

病
院

実
施

→
２

９
病

院
実

施

・
母

親
教

室
３

５
病

院
実

施
→

３
５

病
院

実
施

・
心

臓
病

教
室

１
９

病
院

実
施

→
２

０
病

院
実

施

・
腎
臓

病
教
室

７
病
院
実

施
→

８
病

院
実

施

・
離

乳
食

・
調

乳
教

室
１

０
病

院
実

施
→

１
３

病
院

実
施

・
肥

満
教

室
８

病
院

実
施

→
１

０
病

院
実

施

（
特
徴

の
あ
る

病
院

で
の

独
自
集

団
勉

強
会
）

・
京

都
医
療

セ
ン

タ
ー

「
メ
タ

ボ
リ

ッ
ク
シ

ン
ド

ロ
ー
ム

会
」

・
静

岡
て
ん

か
ん

医
療

セ
ン
タ

ー
「

て
ん
か

ん
教

室
」

③
患

者
が

医
療

知
識

を
入

手
し

や
す

い
よ

う
に

、
医

学
資

料
を

閲
覧

で
き

る
図

書
コ

ー
ナ

ー
や

情
報

室
（

が
ん

専
門

の
場

合
は

、
『

が
ん

相

談
支

援
室

』
）

を
設

置
し

て
お

り
、

図
書

コ
ー

ナ
ー

に
お

い
て

は
、

患
者

が
理

解
し

や
す

い
書

籍
を

中
心

に
蔵

書
数

を
増

や
し

、
利

用
向

上

に
努
め

て
い

る
。

【
患

者
閲
覧

用
蔵
書
数
】

平
成

１
９

年
度

２
５

，
６
９

６
冊

→
平

成
２
０

年
度

２
８

，
８

６
７

冊
（
平

成
１

７
年
度

９
，
２
５

５
冊

）



-
3

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
相

談
し

や
す

い
環

境
作

り
に

係
る

取
組

例

全
て
の

病
院

に
お

い
て
医

療
相

談
窓
口

を
設
置
し
、
患
者
が

相
談
し
や
す

い
環
境
を
整

備
し
て
お

り
、
プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の

保
護
に

も
考

慮
し
、

窓
口
の
個

室
化

を
推

進
す
る

こ
と

に
よ
り

１
２
６
病

院
が

個
室
化

し
て

い
る
。

※
残
り

１
９

病
院

に
つ
い

て
も

、
第
三

者
に
会
話

が
聞

こ
え
な

い
よ

う
に
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

の
仕
切

等
を

設
け
て

い
る

。

ま
た
、
診

察
中
の

心
理

的
、
経

済
的

諸
問

題
な
ど

に
つ
い
て
、
相

談
に
応

じ
解

決
へ
の

支
援

を
行

う
医
療

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（

Ｍ
Ｓ
Ｗ
）

を
配
置
し

て
お

り
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て
は
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
を
３

７
名

増
員
す

る
こ

と
に

よ
り
、

患
者

の
立
場

に
立

っ
た
よ

り
き

め
細

や
か
な

対
応
を
行

え
る

相
談

体
制
の

更
な

る
充
実

を
図
っ
た

。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

配
置

状
況
】

平
成
１

９
年

度
１

０
９

病
院
１

９
２
名

→
平
成
２

０
年

度
１

１
３

病
院

２
２
９

名
（

平
成
１

６
年

度
５

５
病

院
７

１
名
）

ま
た
、

全
病

院
が

投
書
箱

を
設

置
し
て

お
り
苦
情

等
に

対
す
る

改
善

事
項
を

掲
示

板
に

貼
り
出

す
な

ど
患
者

へ
の

周
知
を

行
っ

て
い

る
と
と

も
に

、

・
外
来

ホ
ー
ル

の
総
合
案
内

へ
看
護
師

長
等

担
当
者

の
配

置
・

・
・
１

０
０

病
院
実

施

・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
医
療
相

談
窓
口
の

案
内

の
紹
介

欄
、

問
い

合
わ
せ

欄
の

設
置
・

・
・

１
２
２

病
院

実
施

・
医
療

相
談
窓

口
で
随
時
薬

剤
師
が
薬

剤
の

質
問
や

相
談

に
対

応
で
き

る
よ

う
体
制

を
整

備
し
て

い
る

・
・

・
１
１

６
病

院

等
の
取

組
を

行
う
こ

と
に

よ
り

、
患
者

が
相

談
し
や

す
い

環
境
作

り
に

努
め

て
い
る

。

【
説

明
資

料
】

資
料

１
：
患
者

満
足

度
調
査

の
概

要
〔
１

頁
〕

資
料

２
：
集
団

栄
養

食
事
指

導
の

概
要
〔

８
頁

〕

資
料

３
：
分
か

り
や

す
い
説

明
と

相
談
し

や
す

い
環

境
づ
く

り
〔

１
５
頁

〕

資
料

４
：
分
か

り
や

す
い
説

明
に

係
る
取

組
（

福
井

病
院
「

放
射

線
診
療

説
明

用
掲
示

物
の

作
成

」）
〔

１
９

頁
〕



-
4

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
制
度
の
実
施

②
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

②
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
実

施
国

立
病

院
機

構
に

お
い

て
、

患
者

が
の

実
施

主
治

医
以

外
の

専
門

医
の

ア
ド

バ
イ

ス
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

１
．

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
の

実
施

状
況

を
求

め
た

場
合

に
適

切
に

対
応

で
き

る
の

充
実

に
向

け
、

引
き

続
き

相
患
者

の
目

線
に
立

っ
た

医
療
を

推
進

す
る
た

め
セ

カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
の
環

境
整

備
に
努

め
て

お
り

、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
希
望
者

を
受
け

よ
う

な
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

を
談

し
や

す
い

環
境

（
専

門
医

の
入

れ
る

た
め

の
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン

窓
口
の

設
置

や
、

セ
カ
ン

ド
オ

ピ
ニ
オ

ン
を

求
め
て

来
院

す
る

患
者
へ

の
情
報
提
供

及
び
自
院
以

外
で
セ

導
入

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

全
情

報
提

供
等

）
を

整
備

し
て

い
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
を

希
望

す
る

患
者

が
他

院
を

受
診

す
る

た
め

の
情

報
提

供
書

の
作

成
を

行
う

な
ど

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

推
進

を
行

っ

国
で

受
け

入
れ

、
対

応
で

き
る

体
制

を
く

。
た

。

整
備
す
る
。

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ

ン
窓

口
の

設
置

病
院

を
全

都
道

(
1
)
セ

カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
窓
口

設
置

病
院
数

府
県

に
増

や
し

、
質

・
量

と
も

平
成

１
９
年

度
１

２
３
病

院
→

平
成

２
０

年
度
１

２
９

病
院

（
平
成
１

５
年

度
７

病
院
）

に
向

上
を

図
る

。

(
2
)
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

提
供

者

平
成

１
９
年

度
２

，
５
４

６
名

→
平
成

２
０

年
度
２

，
９

２
８
名

（
平
成
１

７
年

度
２

，
７
３

１
名
）

(
3
)
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
た

め
の

情
報

提
供

書
作

成
数

平
成

１
９
年

度
１

，
０
７

１
件

→
平
成

２
０

年
度
１

，
０

６
４
件

【
説

明
資

料
】

資
料

５
：
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン

窓
口
設

置
病

院
の

推
移
及

び
料

金
体
系

〔
２

１
頁
〕



-
5

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
患
者
の
価
値
観
の
尊
重

③
患

者
の

価
値

観
の

尊
重

③
患

者
の

価
値

観
の

尊
重

患
者

満
足

度
調

査
を

毎
年

実
施

し
、

平
成

１
９

年
度

ま
で

に
実

施

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
患

者
の

利
便

性
し

た
患

者
満

足
度

調
査

の
分

析
１

．
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

推
進

へ
の

取
組

に
考

慮
し

た
多

様
な

診
療

時
間

の
設

定
結

果
を

参
考

に
、

引
き

続
き

必
○

「
イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
の
更

な
る

向
上

の
た
め

に
」

の
策
定

や
待

ち
時

間
対

策
な

ど
サ

ー
ビ

ス
の

改
要

な
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

を
進

め
イ
ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
に
つ

い
て
は
、

ほ
と

ん
ど
の

病
院

に
お
い

て
既

に
検

討
し
実

施
し

て
い
る

実
情

に
あ

る
が

、
平

成
１
９
年

善
を

図
る

。
特

に
、

患
者

満
足

度
調

査
る

。
治

療
の

選
択

に
患

者
の

価
度

か
ら
開

催
し

て
い

る
「
中

央
医

療
安
全

管
理
委
員

会
」

に
お
い

て
、

患
者
に

対
し

適
切

な
説
明

を
行

い
、
理

解
を

得
る

こ
と

が
望

ま
し
い
と

の
結

果
、

調
査

項
目

全
体

の
評

価
結

果
値

観
が

反
映

さ
れ

る
よ

う
患

者
考

え
ら
れ

る
内

容
に

つ
い
て

の
議

論
を
重

ね
て
き
た

。

に
つ

い
て

平
均

値
以

下
の

評
価

の
病

院
に

身
体

や
疾

病
に

関
す

る
情

報
こ
の
よ

う
な

中
、

イ
ン
フ

ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ
ン

ト
を

行
う
に

あ
た

っ
て
の

基
本

的
な

考
え
方

や
留

意
す
べ

き
点

な
ど

必
要

最
低

限
の
事
項

に
つ

い
て

は
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

を
具

体
を

提
供

で
き

る
環

境
を

整
備

す
を

整
理
し

、
イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ

ン
セ
ン

ト
の

更
な

る
向
上

の
た
め
に
各

病
院
に
発
信

す
べ
き
と

の
考

え
の

も
と
、
平
成

２
１
年

３
月

に
「
イ

的
に

見
直

し
、

平
均

値
以

上
の

評
価

を
る

た
め

に
、

図
書

コ
ー

ナ
ー

等
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ
ン

ト
の

更
な
る

向
上
の
た

め
に

」
を
策

定
し

た
も
の

で
あ

る
。

こ
れ
に

よ
り

、
各
病

院
は

必
要

な
事

項
を

取
り
入
れ

受
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
を
図
る
。

の
整

備
、

患
者

・
家

族
を

対
象

る
な
ど
自

院
の

実
施

状
況
を

見
直

す
こ
と

に
よ
っ
て

体
制

強
化
を

図
る

こ
と
に

繋
が

る
。

と
し

た
院

内
研

修
会

な
ど

を
引

平
成
２

１
年

度
よ

り
運
用

を
開

始
し
、

国
立
病
院

機
構

に
お
け

る
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン
セ

ン
ト

の
実
施

体
制

を
な

お
一

層
推

進
し
て
い

き
続

き
行

う
。

く
こ
と
と

し
て

い
る

。

ま
た

、
各

病
院

に
お

け
る

サ

ー
ビ

ス
改

善
を

経
年

的
に

と
ら

【
具

体
的

内
容
】

え
る

た
め

、
平

成
２

０
年

度
に

①
意
義

、
②

一
般

的
対
象

事
項

、
③
説

明
範
囲
、

④
危

険
性
の

説
明

、
⑤
頻

度
、

⑥
説

明
者
、

⑦
説

明
の
対

象
者

、
⑧

家
族

等
へ

の
説
明
、

お
い

て
も

患
者

満
足

度
調

査
を

⑨
説
明

時
間

及
び

場
所
、
⑩
説

明
の

進
め

方
、
⑪

セ
カ
ン
ド

オ
ピ

ニ
オ
ン

の
説

明
、
⑫

診
療

録
へ

の
記
録
、
⑬

同
意
能
力

な
き

者
へ

の
説
明
、

実
施

す
る

。
⑭
説
明

の
省

略

２
．「

個
別

の
診

療
報

酬
の

算
定

項
目

の
分

か
る

明
細

書
」

の
発

行

(
1
)
全

病
院

で
希

望
者

へ
の

発
行

平
成
１

８
年

度
の

診
療
報

酬
改

定
に
伴

い
、
明
細

書
の

発
行
に

つ
い

て
は
国

立
病

院
機

構
全
病

院
で

、
求
め

が
あ

っ
た
場

合
に

は
明

細
書
を

発
行
す
る

こ
と

が
で

き
る
体

制
と

な
っ
て

い
る
。

ま
た
、

明
細

書
交

付
の
普

及
に

貢
献
し

て
い
く
観

点
か

ら
、
発

行
手

数
料
に

つ
い

て
は

無
料
と

し
、

受
付
窓

口
な

ど
患
者

の
目

に
つ

き
や
す

い
と
こ
ろ

に
「

患
者

の
希
望

に
応

じ
て
明

細
書
の
発

行
が

可
能
で

あ
る

」
旨
の

表
示

を
行

っ
て
い

る
。

【
明
細
書

の
発

行
状

況
】

平
成
１

９
年
度

平
成

２
０
年

度

入
院

：
５

９
病

院
発

行
枚

数
：
５

．
６
枚
／

病
院

→
７
０

病
院

発
行

枚
数

：
１
０

．
１

枚
／
病

院

外
来

：
５

２
病

院
発

行
枚

数
：
８

．
８
枚
／

病
院

→
６
６

病
院

発
行

枚
数

：
１
８

．
３

枚
／
病

院

(
2
)
全

患
者

へ
の

発
行

医
療

側
と

患
者

側
と

が
お

互
い

に
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

は
非

常
に

重
要

で
あ

る
と

考
え

、
国

立
病

院
機

構
全

病
院

に
お

い
て

全
患

者
に

対
し
て

発
行

す
る
方

針
と

し
た

。

全
患
者

に
対
し

て
発

行
す
る

に
当

た
り
、

ス
ム

ー
ズ

に
展
開

で
き

る
よ
う

課
題

を
把
握

す
る

た
め

、
試
行

的
に
２
病
院

に
お
い
て
実

施
し
、

「
発

行
手

順
」
、
「

患
者

へ
の

対
応

」
な

ど
を

整
理

し
、

発
行

準
備

の
整

っ
た

病
院

か
ら

発
行

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

【
全
患

者
発
行

に
係

る
試
行

実
施

の
概
要

】

①
試
行
病

院
：

西
多
賀

病
院

、
九
州

が
ん

セ
ン

タ
ー

②
試
行
期

間
：

平
成
２

０
年

９
月
１

９
日

か
ら

２
ヶ
月

間

③
課
題
整

理
：

領
収
書

と
明

細
書
の

同
時

発
行

に
か
か

る
状

況
や
待

ち
時

間
の
状

況
他

※
上
記
試

行
２

病
院
に

お
い

て
は
、

引
き

続
き

全
患
者

へ
の

発
行
を

実
施

し
て
い

る
。

【
全
患

者
に
対

し
発

行
を
行

っ
て

い
る
病

院
数

】

平
成

１
９

年
度

１
病

院
→

平
成

２
０

年
度

８
病

院



-
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-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

全
病

院
で

の
医

療
相

談
窓

口
の

設
置

(再
掲

)

患
者

の
価

値
観
や

診
療

へ
の
要

望
等

を
き
め

細
か

く
聴

取
し
病

院
運

営
に
反

映
し

て
い
く

こ
と

が
で

き
る
よ

う
、
平
成
２

０
年
度
ま
で

に
全
て

の
病
院

に
お

い
て
医

療
相

談
窓
口

を
設

置
し
た

。
特

に
、

患
者
や

家
族

の
抱
え

る
心

理
的
・

社
会

的
な

問
題
の

解
決
・
調
整

を
援
助
す
る

た
め
の

体
制
を

強
化

す
る
た

め
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ

の
大

幅
な
増

員
(
１
９

２
名

→
２
２

９
名

)
を

行
っ

た
。

ま
た

、
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

の
保
護

に
も

考
慮
し

、
１

２
６

病
院
が

相
談

窓
口
を

個
室

化
し
て

い
る

。

４
．

院
内

助
産

所
・

助
産

師
外

来
の

開
設

家
族

の
ニ

ー
ズ
に

合
わ

せ
た
満

足
度

の
高
い

、
安

心
な

お
産
及

び
育

児
支
援

が
出

来
る
体

制
を

よ
り

一
層
充

実
さ
せ
て
い

く
た
め
、
各

病
院
が

自
院
の

状
況

に
応
じ

て
院

内
助
産

所
や

助
産
師

外
来

の
開

設
を
推

進
し

て
い
る

。

【
院

内
助

産
所

・
助

産
師

外
来

の
開

設
病

院
数
(
分

娩
実

績
を

有
す

る
４

９
病

院
中

)
】

平
成

１
９
年

度
平
成

２
０

年
度

院
内

助
産
所

２
病
院

→
院
内

助
産

所
４
病

院
（

１
病

院
）

助
産

師
外
来

１
９
病
院

→
助
産

師
外

来
１
９
病

院
（

１
０
病

院
）

[
括

弧
書
は

設
置

に
向

け
て

準
備

・
検

討
中

の
病

院
]

※
平

成
１
５

年
度

：
院
内

助
産

所
０

病
院

、
助

産
師
外

来
２
病
院

ま
た

、
平

成
２

１
年

度
に

お
い

て
も

、
よ

り
多

く
の

病
院

が
開

設
に

向
け

た
具

体
的

な
検

討
を

行
え

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
院

内
助

産
所

等

を
既

に
設

置
し

て
い

る
病

院
の

緊
急

時
に

お
け

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
や

開
設

後
の

状
況

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
開

催
し

、
開

設
を

予
定

し
て

い
る

病
院
へ

の
情

報
提

供
を
行

う
予
定
で
あ

る
。

５
．

平
成

２
０

年
度

患
者

満
足

度
調

査
の

概
要

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

重
要

事
項

で
あ

る
「

多
様

な
診

療
時

間
の

設
定

」
「

待
ち

時
間

対
策

」
に

関
し

て
は

、
平

成
１

６
年

度
平

均
値

を
上
回

る
満

足
度
が

得
ら

れ
た
病

院
数

が
増
加

し
た

。

【
調
査
結

果
概

要
】

平
均

ポ
イ
ン

ト
平
均

ポ
イ
ン

ト

・
多
様

な
診

療
時

間
の
設

定
平
成
１

６
年
度

３
．

８
８
５

（
８
２
病

院
）

→
平
成

２
０

年
度

３
．

９
８
８

（
１

０
７

病
院
）

・
待
ち

時
間

対
策

平
成
１

６
年
度

３
．

２
６
４

（
１

１
６
病

院
）

→
平
成

２
０

年
度

３
．

４
６
２

（
１

３
１

病
院
）

※
括

弧
書

き
は

、
平
成

１
６

年
度
の

平
均

ポ
イ
ン

ト
を

上
回

る
病
院

数

○
患
者

満
足

度
を
向

上
さ

せ
る
た

め
の

各
病
院

の
取

組

（
1
）

多
様

な
診
療

時
間

の
設
定

に
関

す
る
具

体
的

取
組

例

各
病

院
で

は
、

患
者

の
利

便
性

を
考

慮
し

た
多

様
な

診
察

時
間

を
設

定
す

る
な

ど
し

、
受

診
し

や
す

い
体

制
と

な
る

よ
う

地
域

の
医

療

ニ
ー

ズ
や

自
院
の

診
療

機
能

や
診
療

体
制

等
を
踏

ま
え

て
下
記

の
様

な
様

々
な
取

組
を

行
っ
て

い
る
。

○
予
約

制
や
専

門
外

来
（
ス

ポ
ー

ツ
整
形

や
小

児
外

来
）
の

場
合

、
午
後

も
診

療
を
実

施
し

て
い

る
。

○
地
域

医
療
連

携
の

一
環
と

し
て

、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検

査
を

１
９
時

ま
で

の
予
約

枠
を

設
定
し

検
査

を
受

け
入
れ

て
い
る
。

○
社
会

人
や
就

学
児

童
の
受

診
に

配
慮
し

夕
方

に
診

察
時
間

を
設

定
し
て

い
る

。

ま
た

、
大
型

連
休

期
間
中

に
お

い
て
も

、
よ

り
利

便
性
の

高
い

患
者
サ

ー
ビ

ス
を
提

供
し

て
い

く
観
点

か
ら
、
平
成

２
０
年
度
に

お
い
て

１
０
病

院
が

平
日

並
み
の

診
療

を
１
日

以
上
行
っ

た
。

そ
の
ほ

か
、

救
急
患

者
の

積
極

的
受
入

れ
や

、
平
常

時
に

準
じ
た

手
術

の
実

施
体
制

を
整
え

る
な

ど
必

要
な
医

療
サ

ー
ビ
ス

を
提
供
で

き
る

よ
う
に

し
た

。

【
土

日
外
来

の
実

施
】

平
成
１

９
年

度
３

０
病

院
→

平
成
２

０
年
度

３
５
病
院

（
平
成
１

６
年

度
１
０
病

院
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
待

ち
時

間
対

策
に

関
す

る
具

体
的

取
組

例

診
療
科

の
特

徴
に

よ
り
外

来
患

者
数
が

少
な
く
待

ち
時

間
が
短

い
病

院
を
除

く
全

て
の

病
院
で

、
外

来
診
療

の
予

約
制
を

導
入

し
て

い
る
。

ま
た
、

予
約

の
変

更
に
つ

い
て

も
、
電

話
で
受
け

付
け

る
体
制

に
加

え
、
１

６
病

院
に

お
い
て

は
、

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

予
約

の
変

更
が
で

き
る
よ
う

利
便

性
を

考
慮
し

て
い

る
ほ
か

、
時
間
当

り
の

予
約
人

数
の

調
整
を

行
う

な
ど

、
予
約

患
者

を
待
た

せ
な

い
よ
う

に
す

る
た

め
の
工

夫
を
行
っ

て
い

る
。

更
に
、

待
ち

時
間

が
発
生

し
て

し
ま
う

場
合
で
も

、
で

き
る
だ

け
長

く
感
じ

さ
せ

な
い

よ
う
に

す
る

た
め
に

下
記

の
よ
う

な
取

組
を

行
っ
て

い
る

。 ○
看

護
師
等

に
よ

る
積
極

的
な

患
者
へ

の
声

か
け

や
状
況

説
明

○
テ

レ
ビ
、

雑
誌

な
ど
の

閲
覧

コ
ー
ナ

ー
の

設
置

○
待

ち
時
間

の
目

安
と
な

る
よ

う
診
察

中
の

患
者

の
受
付

番
号

の
掲
示

○
ポ

ケ
ベ
ル

や
Ｐ

Ｈ
Ｓ
の

貸
出

に
よ
り

待
ち

時
間

中
の
行

動
範

囲
の
制

限
を

緩
和

環
境
面

に
お
い

て
も

、
ア
メ

ニ
テ

ィ
ー
空

間
と

し
て

、
以
下

の
環

境
を
設

け
て

い
る
。

○
病

院
内
又

は
敷

地
内
に

コ
ー

ヒ
ー
シ

ョ
ッ

プ
・

・
・
・

・
・

・
・
２

７
病

院

○
外

来
待
合

室
付

近
に
飲

食
で

き
る
コ

ー
ナ

ー
・

・
・
・

・
・

・
・
８

５
病

院

【
説

明
資

料
】

資
料

６
：「

イ
ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
の
更

な
る

向
上
の

た
め

に
」
〔
２

２
頁
〕

資
料

７
：
患
者

の
価

値
観
の

尊
重

〔
２
８

頁
〕

資
料

８
：
待
ち

時
間

対
策
の

取
組

〔
３
０

頁
〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

１
診

療
事

業
（
１
）

患
者

の
目
線
に
立

っ
た

医
療
の

提
供
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委
員
会

と
し

て
の
評

定
理

由
）

平
成

１
６

年
度
か

ら
引
き
続
き

実
施
し
て

い
る

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
は

、
総

合
評

価
を

は
患

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

は
主

要
な

項
目

で
着

実
な

改
善

、
向

上
が

図
ら

れ
て

お
り

評
価

す

じ
め
主

要
な

項
目
で

、
中
期
計
画

の
目
標
で

あ
る

平
成

１
６

年
度

平
均

値
を

上
回

る
満

足
度

が
得

ら
る

。
ま

た
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
と

し
て

Ｍ
Ｓ

Ｗ
（

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

れ
た

病
院

数
が

増
加

し
て

お
り

、
着

実
に

患
者

満
足

度
の

向
上

を
果

た
し

て
い

る
。
（

全
調

査
項

目
ー

）
の
増

員
や

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の
積

極
的
活
用
を

評
価
す
る
。

に
お

い
て

下
が

っ
た

項
目

は
な

い
。
）

患
者

満
足

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

取
組

と
し

て
は
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
の

実
施
件

数
を

大
幅

に
増

や
し

積
極

的
に

活
用

す
る

こ
と

等
に

よ
り

患
者

へ
の

分
か

り
や

す
い

説
明

に
努

め
て

い
る

ほ
（

各
委
員

の
評

定
理
由

）

か
、
医

療
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
に

つ
い

て
も

、
引

き
続

き
必

要
に

応
じ

増
員

し
、

き
め

細
・

患
者

満
足

度
調

査
に

お
い

て
「

分
か

り
や

す
い

説
明

」
、
「

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
」

に
関

や
か
な

対
応

が
行
え

る
相
談
体
制

の
充
実
を

図
っ

た
。

し
て

入
院

・
外

来
と

も
に

高
い

満
足

度
が

得
ら

れ
て

い
る

。
特

に
全

調
査

項
目

に
お

い
て

満
足

ま
た

、
産

科
医

師
が

不
足

す
る

中
、

院
内

助
産

所
、

助
産

師
外

来
に

つ
い

て
も

開
設

の
推

進
を

度
の
下

が
っ

た
項
目

が
な

い
こ

と
は
高

く
評
価
で
き

る
。

図
っ

た
。

・
毎

年
実

施
し

て
い

る
患

者
満

足
度

調
査

に
つ

い
て

、
主

要
な

項
目

で
着

実
な

改
善

、
向

上
が

み

ら
れ
患

者
の

目
線
に

立
っ

た
医

療
の
提

供
に
機
構
全

体
で
努
力
し

て
お
り
評

価
で

き
る

。

・
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

を
提

供
す

る
た

め
各

病
院

は
、

実
績

：
○

・
待
ち
時

間
、

予
約
に

対
す

る
工

夫
が
見

ら
れ
る
。

患
者

満
足

度
調

査
の

活
用

な
ど

を
通

じ
て

患
者

の
意

見
を

取
・

患
者

満
足

度
調

査
を

実
施
し
、

各
病
院
は

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
Ｑ

Ｃ
活

動
な

ど
の

業
務

改
善

活
・

最
大

の
不

満
要

因
で

あ
る

待
ち

時
間

対
策

に
つ

い
て

様
々

な
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

さ
ら

り
入

れ
、

分
か

り
や

す
い

説
明

と
相

談
体

制
の

充
実

な
ど

サ
動

の
き

っ
か

け
と

し
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向
上

に
努
め

る
と

と
も

に
、
全

て
の

病
院
で

意
見

箱
を

に
病
院

の
創

意
工
夫

を
こ

ら
し

た
一
層

の
努
力
を
期

待
し
た
い
。

ー
ビ
ス

を
改

善
で

き
る
仕

組
み

と
な
っ

て
い

る
か

。
設

置
し

て
お

り
、

常
時

、
意

見
募

集
を

行
い

タ
イ
ム
リ

ー
な

改
善

活
動
に

つ
な

げ
て
い

る
。

・
Ｍ
Ｓ
Ｗ

の
増

員
は
評

価
で

き
る

が
、
配

置
病
院
数
の

更
な
る
増
加

に
取
り
組

ま
れ

た
い

。

（
業

務
実

績
１

、
２

、
３

、
９

１
頁

参
照

）
・

全
病
院

で
の

医
療
相

談
窓

口
の

設
置
や

Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
大

幅
な
増
員
（

前
年
よ
り

１
９

．
２

％
増
）
、

・
患
者

の
立

場
に
立

っ
た
よ
り
き

め
細
や
か

な
対

応
が

行
え

る
よ

う
全

て
の

病
院

に
お

い
て

医
療

相
１

２
６

病
院

に
お

け
る

相
談

窓
口

の
個

室
化

な
ど

、
患

者
が

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

着

談
窓

口
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
患

者
の

診
療

中
の
心

理
的

、
経

済
的
諸

問
題

等
に
つ

い
て

相
談

実
に
取

り
組

ん
で
い

る
。

に
応

じ
解

決
へ

の
支

援
を

行
う

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
に

つ
い

て
は

、
昨

年
に

引
き

続
き

・
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

の
実

施
の

た
め

、
患

者
に

病
気

の
診

断
・

治
療

を
分

か
り

や
す

く

３
７

名
の

増
員

（
平

成
１

９
年

度
１

０
９

病
院

１
９
２

名
→

平
成

２
０
年

度
１

１
３
病

院
２

２
９

説
明
す

る
努

力
を
続

け
ら

れ
、

そ
の
効

果
が
着
実
に

上
が
っ
て
き

て
い
る
よ

う
に

思
わ

れ
る
。

名
）

を
行

っ
た

。
（

業
務
実

績
３

頁
参

照
）

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
推

進
へ

の
努

力
と

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
件

数
も

増

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
推

進
に

つ
い
て
は

、
イ

ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・

コ
ン
セ

ン
ト

の
基

加
し
て

き
て

お
り
評

価
さ

れ
る

。

本
的

な
考

え
方

や
実

施
に

当
た

っ
て

の
留

意
す

べ
き
事

項
な

ど
を

整
理
し
、
平
成
２

０
年

度
に「

イ
・

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
に

つ
い

て
も

そ
の

充
実

に
努

め
て

お
り

、
中

期
計

画
の

目
標

を
達

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
更

な
る

推
進

の
た

め
に

」
を

策
定

し
た

。
（

業
務

実
績

５
頁

参
成
し
て

い
る

。

照
）

・
全

患
者

に
対

し
て

明
細

書
を

発
行

す
る

方
針

と
し

た
こ

と
は

、
患

者
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

い

・
「

個
別

の
診

療
報

酬
の

算
定

項
目

の
分

か
る

明
細

書
」

の
発

行
に

つ
い

て
、

今
後

、
全

病
院

に
お

医
療

を
実

践
す

る
も

の
と

し
て

、
他

の
病

院
の

模
範

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
全

病
院

で
の

円
滑

い
て

発
行

す
る

方
針

と
し

た
。
（

全
患

者
発

行
病

院
：

平
成

１
９

年
度

１
病

院
→

平
成

２
０

年
な

実
施

を
期

待
す

る
。

度
８

病
院

）
（

業
務

実
績

５
頁

参
照

）
・

助
産
師

外
来
、
院

内
助

産
所
の

開
設
、
土

日
外

来
の

実
施
も

ニ
ー

ズ
対
応

と
し
て
評
価

で
き
る
。

・
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
に

つ
い

て
は

、
実

施
件

数
を
大
幅

に
増

や
し

（
平
成

１
９

年
度
２

２
６

，
８

４
５

件
→

平
成

２
０

年
度

２
４

３
，

７
２

９
件

）
、

平
成

１
５

年
に

比
し

て
１

５
０

．
３

％
増

と

中
期

計
画

の
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
な

ど
積

極
的
に

活
用

す
る

と
と
も

に
、

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

（
そ
の
他

の
意

見
）

ス
の

内
容

に
つ
い

て
も
、
よ
り

分
か
り
や

す
い

様
式

と
な

る
よ

う
見

直
し

を
行

い
、

患
者

へ
の

分
・

患
者

満
足

度
の

ポ
イ

ン
ト

向
上

は
現

場
の

努
力

と
評

価
す

る
が

微
増

で
あ

る
。

ま
た

背
景

に
は

か
り

や
す

い
説

明
に

努
め

て
い

る
。
（

業
務

実
績

２
、

２
２

頁
参

照
）

メ
デ

ィ
ア

に
踊

ら
さ

れ
た

患
者

の
漠

然
と

し
た

不
信

感
の

減
少

変
化

に
よ

る
と

こ
ろ

も
加

味
し

て
戴
き

た
い

。

・
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

に
つ

い
て

、
導

入
の

た
め

に
必

実
績

：
○

・
待

ち
時

間
対

策
の

工
夫

は
大

い
に

評
価

に
値

す
る

が
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

は
前

年
比

大
き

な
変

化

要
な

検
討

を
進

め
、

こ
れ

を
導

入
し

、
利

用
し

や
す

い
体

制
・

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
に

つ
い

て
は

、
全

国
で
受

け
入

れ
対

応
で
き

る
体

制
を
整

備
（

４
６

は
な
い

。
し
か
し
、
弘
前
病

院
の

取
組
に

見
る

よ
う

な
更
な

る
対

応
改
善

の
努
力
を
望

み
た
い
。

と
な

っ
て

い
る

か
。

都
道

府
県

で
窓
口

設
置
済
み
）

し
中
期
計

画
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

そ
こ

は
何

よ
り

医
療

者
の

姿
勢

が
表

れ
る

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

た
だ

、
弘

前
病

院
の

「
待

た
せ

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

セ
カ

ン
ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
環
境

整
備

に
努
め

、
窓

口
設

方
」
と

い
う

表
現
は

ど
う

か
。

置
病

院
数

を
平

成
１

９
年

度
の

１
２

３
病

院
か

ら
平
成

２
０

年
度

は
１
２

９
病

院
へ
拡

大
さ

せ
る

な
ど

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
充

実
を

図
っ
た

。
（
業
務

実
績

４
頁
参

照
）

・
患

者
の

視
点

で
サ

ー
ビ

ス
を

点
検

す
る

た
め

各
病

院
は

患
者

実
績

：
○

満
足

度
調

査
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
サ

ー
ビ

ス
・

患
者

満
足

度
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
患

者
の

利
便
性

を
考

慮
し

、
午
後

診
療

の
実
施

や
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
改
善

を
図

っ
て

い
る
か

。
検

査
等

の
予

約
枠

を
夕

方
ま

で
設

定
す

る
な

ど
患
者
が

受
診

し
や

す
い
体

制
と

な
る
よ

う
改

善
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
栄

養
食

事
指

導
（

集
団

勉
強

会
）
の

開
催
や
地

域
ニ

ー
ズ

に
合
わ

せ
て

土
日
外

来
の

実
施
、

大
型

連
休

期
間

中
に

お
い

て
も

平
日

並
み

の
診

療
を
実

施
な

ど
、

利
便
性

へ
の

配
慮
等

改
善

に
向

け
た

様
々

な
取

組
を

引
き

続
き

行
っ

た
。
（

業
務
実

績
２

、
６
、

７
頁

参
照
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
患
者

が
安
心
で
き
る
医
療
の
提
供

（
２
）
患
者
が
安
心
で
き
る
医
療

の
提
供

（
２

）
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
の

（
２

）
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

る
こ

提
供

と
が

で
き

る
よ

う
、

国
立

病
院

機
構

に

お
け

る
医

療
倫

理
の

確
立

を
図

る
と

と
①

医
療
倫
理
の
確
立

①
医

療
倫
理
の

確
立

①
医

療
倫

理
の

確
立

も
に

、
医

療
安

全
対

策
の

充
実

に
努

め
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
を

提
供

す
各

病
院

は
、

患
者

の
プ

ラ
イ

る
こ
と

。
る

た
め

、
各

病
院

は
カ

ル
テ

の
開

示
を

バ
シ

ー
保

護
の

観
点

か
ら

個
人

１
．

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

に
関

す
る

各
病

院
の

取
組

ま
た

、
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

た
め

行
う

な
ど

情
報

公
開

に
積

極
的

に
取

り
情

報
保

護
の

徹
底

に
努

め
る

と
各
病

院
で

個
人
情

報
保

護
法
に

関
す

る
研
修

や
外

部
講

師
を
招

い
た

講
習
会

の
実

施
、
個

人
情

報
の

利
用
目

的
等
に
つ
い

て
の
院
内
掲

示
、
個

に
、

救
急

医
療

・
小

児
救

急
等

に
積

極
組

む
と

と
も

に
、

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

と
も

に
、

情
報

公
開

に
つ

い
て

人
情
報

保
護

に
係
る

各
種

規
定
の

作
成

等
に
よ

り
院

内
に

お
け
る

個
人

情
報
保

護
の

た
め
の

体
制

を
整

備
し
て

い
る

。

的
に

取
り

組
み

、
平

成
１

５
年

度
に

比
ー

の
保

護
に

努
め

る
こ

と
が

、
患

者
と

も
、

カ
ル

テ
の

開
示

を
行

う
な

ま
た

、
引

き
続
き

、
患

者
の
プ

ラ
イ

バ
シ
ー

へ
配

慮
す

る
た
め

患
者

か
ら
の

相
談

窓
口
の

個
室

化
を

進
め
て

い
る
ほ
か
、

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

救
急

患
の

信
頼

関
係

の
醸

成
に

お
い

て
重

要
で

ど
積

極
的

に
取

り
組

む
。

○
外

来
採
血

室
に

衝
立
を

設
置

し
、
採

血
の

様
子

を
他
の

患
者

に
見
ら

れ
な

い
よ
う

に
す

る

者
及

び
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
に

つ
あ

る
。

ま
た

、
臨

床
研

究
を

実
施

す
る

ま
た

、
患

者
と

の
よ

り
良

質
○

カ
ル
テ
の

持
ち

出
し
の

際
、

患
者
氏

名
が

見
え

な
い
カ

バ
ー

に
入
れ

る

い
て
１

０
％
の
増
加
を
図
る
こ
と
。

す
べ

て
の

病
院

に
倫

理
委

員
会

を
、

治
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

信
○

点
滴
ボ
ト

ル
等

に
記
載

し
て

い
る
氏

名
を

シ
ー

ル
形
式

と
し

、
他
の

患
者

等
の
目

に
ふ

れ
る

こ
と
に

な
る
使
用
す

る
段
階
で
そ

れ
を
剥

験
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

病
院

に
治

験
頼

関
係

の
確

立
を

目
指

し
た

取
が
す

こ
と
に

よ
り

点
滴
ボ

ト
ル

か
ら
患

者
の

氏
名

が
わ
か

ら
な

い
よ
う

に
す

る

審
査

委
員

会
を

設
置

し
、

す
べ

て
の

臨
組

を
よ

り
積

極
的

に
進

め
て

い
○

病
室
入
口

名
札

の
表
示

に
は

患
者
の

意
向

を
反

映
さ
せ

る

床
研

究
、

治
験

に
つ

い
て

厚
生

労
働

省
く

た
め

に
、

国
立

病
院

機
構

内
な

ど
の

取
組

を
行
っ

た
結

果
、
平

成
２

０
年
度

の
「

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
へ

の
配
慮

」
に

係
る
入

院
患

者
の

患
者
満

足
度
調
査
の

結
果
は
平
成

１
９
年

が
定

め
る

倫
理

指
針

（
平

成
１

５
年

厚
で

統
一

的
な

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
度

を
上

回
る

満
足
度

を
得

て
い
る

。

生
労

働
省

告
示

第
２

５
５

号
）

を
遵

守
・

コ
ン

セ
ン

ト
の

た
め

の
指

針

し
て

実
施

す
る

。
な

お
、

小
規

模
病

院
を

策
定

し
、

そ
の

運
用

を
開

始
【
相

談
窓

口
の
個

室
化

】

に
つ

い
て

は
、

そ
の

負
担

の
軽

減
の

た
す

る
と

と
も

に
、

各
施

設
に

設
平
成

１
９
年

度
１
２
７

病
院

→
平
成

２
０

年
度

１
２

６
病
院

（
平
成
１

６
年

度
１
０
５

病
院

）

め
、

合
同

開
催

等
に

よ
り

倫
理

委
員

会
置

し
た

倫
理

審
査

委
員

会
に

お
△
１

病
院
：

廃
止

し
た
南

横
浜

病
院

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

け
る

活
動

及
び

適
切

性
を

高
め

【
患

者
満

足
度
調

査
結

果
】

平
均

ポ
イ
ン

ト
平
均

ポ
イ

ン
ト

各
病

院
の

倫
理

委
員

会
の

組
織

・
運

る
た

め
の

指
導

及
び

支
援

を
行

・
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

の
配
慮

《
入

院
》

平
成

１
９

年
度

４
．

５
８
１

→
平
成

２
０

年
度

４
．

６
０

９

営
状

況
を

把
握

し
、

そ
の

改
善

に
努

め
う

。
（
平
成

１
６

年
度

４
．

５
１
８
）

る
と

と
も

に
、

倫
理

委
員

会
の

指
摘

事
・
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

の
配
慮

《
外

来
》

平
成

１
９

年
度

４
．

１
１
９

→
平
成

２
０

年
度

４
．

１
５
５

項
を

そ
の

医
療

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る
（
平
成

１
６

年
度

４
．

０
３
３
）

こ
と
に
努
め
る
。

２
．

医
療

事
故

発
生

時
の

公
表
等

病
院

運
営

の
透
明

性
を

高
め
、

社
会

的
信
頼

を
よ

り
一

層
獲
得

し
て

い
く
と

と
も

に
、
我

が
国

全
体

の
医
療

安
全
対
策
に

も
貢
献
し
て

い
く
観

点
か
ら

、
明

ら
か
な

過
誤

に
よ
り

患
者

が
死
亡

し
た

場
合

や
、
重

大
な

永
続
的

障
害

が
発
生

し
た

場
合

は
各
病

院
に
よ
る
個

別
の
公
表
を

行
い
、

そ
れ
以

外
の

ケ
ー
ス

は
、

国
立
病

院
機

構
全
体

の
包

括
的

な
事
故

の
公

表
を
行

う
こ

と
を
内

容
と

す
る

医
療
事

故
公
表
基
準

を
平
成
１
８

年
度
に

策
定
し

平
成

１
９
年

度
か

ら
運
用

し
て

い
る
。

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

島
根

県
の
医

療
機

関
で

発
生
し

た
「

微
量
の

血
液

を
採
取

す
る

た
め

の
器
具

の
う
ち
複
数

人
に
使
用
し

て
は
な

ら
な
い

タ
イ

プ
の
器

具
を

複
数
の

患
者

に
使
用

し
た

例
」

に
つ
い

て
、

全
国
に

先
駆

け
国
立

病
院

機
構

内
で
の

実
態
調
査
を

実
施
し
、
厚

生
労
働

省
の
公

表
と

は
別
に

国
立

病
院
機

構
の

調
査
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
上

に
公
表

し
、

広
く
国

民
に

対
し

周
知
す

る
と
と
も
に

患
者
の
不
安

の
解
消

を
図

っ
た

。

ま
た
、
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン
製

剤
納

入
機
関

の
う
ち
厚

生
労

働
省
の

文
書

調
査
に

対
し

て
診

療
録
等

の
記

録
が
保

管
さ

れ
て
い

な
い

と
回

答
し
た

４
６
病

院
に

つ
い
て
、
平
成

２
０

年
１
０

月
か

ら
１
２

月
に

お
い
て

厚
生

労
働

省
が
記

録
の

保
管
等

に
つ

い
て
訪

問
調

査
を

実
施
し

た
。
そ

の
際
、

２
病
院

で
３

名
の
患

者
に

つ
い
て

フ
ィ

ブ
リ
ノ

ゲ
ン

製
剤

投
与
の

事
実

が
判
明

し
、

２
名
の

患
者

に
つ

い
て
は

投
与
の
事
実

を
お
知
ら
せ

し
、
１

名
の
患

者
に

つ
い
て

は
居

所
が
判

明
し

て
い
な

い
。

【
公

表
内

容
】

「
微

量
採

血
の

た
め
の

穿
刺

器
具
（

針
の
周
辺

部
分

が
デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ
ブ

ル
タ

イ
プ

（
使
い

捨
て

タ
イ
プ

）
で

な
い
も

の
）

の
取

扱
い
に

つ
い
て

」
平

成
２

０
年
８

月
８

日

・
実

態
調

査
の

結
果
、

６
６

病
院
に

お
い
て
使

用
し

て
い
た

。

・
し

か
し

な
が

ら
、
針

は
１

回
毎
に

交
換
し
キ

ャ
ッ

プ
部
分

を
消

毒
し
て

お
り

、
同

一
の
針

を
複

数
の
患

者
に

使
用
し

て
は

い
な

い
。

・
当

該
器

具
を

使
用
し

た
こ

と
の
あ

る
も
し
く

は
使

用
し
た

と
思

わ
れ
る

患
者

で
心

配
な
患

者
に

つ
い
て

は
、

感
染
に

関
す

る
検

査
を
無

料
で

実
施

す
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

適
切

な
カ

ル
テ

開
示

各
病

院
は

、
厚

生
労

働
省

医
政

局
長

通
知

「
診

療
情

報
の

提
供

等
に

関
す

る
指

針
の

策
定

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
、

カ
ル

テ
の

開
示

請
求

が

あ
っ
た

場
合

に
は
適

切
に

開
示
を

行
っ

て
い
る

。
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
は

、
８

９
７
件

の
開

示
請

求
に
対

し
て
、
開
示

す
る
こ
と
が

治
療
の

妨
げ
に

な
る

と
医
師

が
判

断
し
た

ケ
ー

ス
を
除

き
、

１
０

０
％
の

開
示

を
行
っ

た
。

４
．

臨
床

研
究

、
治

験
に

か
か

る
倫

理
の

遵
守

(
1
)

臨
床
研

究

「
臨
床

研
究
に

関
す

る
倫
理

指
針
」
、
「

疫
学
研

究
に

関
す
る

倫
理

指
針
」
、
「
厚

生
労
働

省
の

所
管

す
る
実

施
機
関
に
お

け
る
動
物
実

験
等
の

実
施
に
関

す
る

基
本

指
針
」

等
の

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を

遵
守

し
、
臨

床
研

究
等
の

推
進

を
図

っ
て
い

る
。

①
倫
理

審
査
委

員
会

等

倫
理

的
配

慮
の

趣
旨
に

沿
っ

て
臨
床

研
究
等
の

推
進

が
果
た

せ
る

よ
う
、

倫
理

審
査

委
員
会

が
未

設
置
で

あ
る

病
院
に

対
し

て
は

、
臨
床

研
究
倫

理
規

程
等

を
作
成

の
上

、
倫
理

審
査
委
員

会
を

整
備
で

き
る

よ
う
支

援
を

行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
平

成
１

９
年
度

ま
で

に
１

４
６
す

べ
て
の

病
院

に
倫

理
審
査

委
員

会
を
設

置
し
た
。

ま
た

、
平

成
１

９
年
度

に
引

続
き
、

国
立
病
院

機
構

に
お
い

て
行

っ
た
倫

理
審

査
委

員
会
の

審
議

内
容
等

に
つ

い
て
は

、
厚

生
労

働
省
の

定
め
る

疫
学

研
究

に
関
す

る
倫

理
指
針

等
に
準
じ

て
、

病
院
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
上

で
掲

示
す
る

な
ど

外
部
に

公
開

を
し
た

。

ア
各
病
院

に
お

け
る
倫

理
審

査
委
員

会
の

設
置

平
成

１
９

年
度

１
４

６
病
院

→
平

成
２
０

年
度

１
４

６
病

院
（
全

病
院
）
（

平
成
１
５
年

度
７
２

病
院

）

イ
倫
理
委

員
会

開
催

平
成

１
９

年
度

５
８

２
回

→
平
成

２
０
年

度
６
２
８

回
（

平
成
１

５
年

度
２
２
０

回
）

ウ
倫
理
審

査
件

数

平
成

１
９

年
度

２
，

４
３
３

件
→

平
成
２

０
年

度
２

，
３

６
４
件

（
平

成
１

５
年
度

８
５
４
件

）

エ
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
で
の

審
議

内
容
公

開
病

院

平
成

１
９

年
度

３
３

病
院

→
平
成

２
０
年

度
３
３
病

院

②
中
央

倫
理
審

査
委

員
会

平
成

１
９

年
度

に
引
き

続
き

、
本
部

が
主
導
し

て
行

う
臨
床

研
究

等
の
研

究
課

題
を

中
心
に

中
央

倫
理
審

査
委

員
会
に

お
い

て
審

議
を
行

い
、
「

国
立

病
院

機
構

職
員

の
麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
水

痘
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

測
定

と
抗

体
価

の
低

い
職

員
に

対
す

る
ワ

ク
チ

ン
接
種

の
有

効
性

の
検
討

研
究

」
等
の

国
立
病
院

機
構

共
同
研

究
指

定
研
究

、
ま

た
平

成
２
０

年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

の
た
め

の
大

規
模

臨
床
試

験
研
究

、
新

規
２

課
題
を

含
む

６
１
件

の
一
括
審

査
を

行
っ
た

。

③
動
物

実
験
委

員
会

動
物

愛
護
の

観
点

に
配
慮

し
つ

つ
、
科

学
的

観
点

に
基
づ

く
適

正
な
動

物
実

験
等
が

実
施

さ
れ

る
よ
う

、
動
物
実
験

を
実
施
す
る

病
院
に

お
い
て

は
平

成
２

０
年
度

ま
で

に
１
９

病
院
に
動

物
実

験
委
員

会
を

設
置
し

た
。

(
2
)

治
験

①
治
験

審
査
委

員
会

中
期

計
画
に

掲
げ

た
と
お

り
、

質
の
高

い
治

験
を

推
進
す

る
た

め
、
平

成
１

９
年
度

ま
で

に
１

４
６
す

べ
て
の
病
院

に
お
い
て
、

審
査
委

員
会
を

設
置

し
た

。

ア
各

病
院
に

お
け

る
治
験

審
査

委
員
会

の
設

置
病

院
数

平
成
１

９
年

度
１

４
６

病
院

→
平
成

２
０
年

度
１
４
６

病
院

（
全
病

院
）
（
平

成
１
６
年
度

１
２
９

病
院

）

イ
治

験
審
査

委
員

会
開
催

平
成
１

９
年

度
１

，
１

０
４
回

→
平

成
２
０

年
度

１
，
１

２
８
回

（
平
成
１
７

年
度

７
５

０
回
）

ウ
治

験
等
審

査
件

数

平
成
１

９
年

度
１

２
，

４
９
４

件
→

平
成
２

０
年

度
１

４
，

０
１
９

件
（

平
成

１
７
年

度
７
５
０

回
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
中
央

治
験
審

査
委

員
会
（

第
１

の
２
の

（
２

）
の

１
参
照

）

国
立

病
院
機

構
傘

下
の
医

療
機

関
に
お

け
る

治
験

の
一
括

審
査

が
可
能

と
な

っ
た
こ

と
か

ら
、

治
験
審

査
の
効
率
化

、
迅
速
化
を

図
る
中

央
治
験

審
査

委
員

会
を
本

部
に

設
置
し

、
平
成
２

０
年

１
１
月

よ
り

毎
月
１

回
定

期
的

に
開
催

し
、

新
規
１

０
課

題
及
び

継
続

審
議

を
実
施

し
た
。

５
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
へ

の
取

組
（

再
掲

）

イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ

ン
セ
ン

ト
に

つ
い
て

は
、

ほ
と

ん
ど
の

病
院

に
お
い

て
既

に
検
討

し
実

施
し

て
い
る

実
情
に
あ
る

が
、
平
成
１

９
年
度

か
ら
開

催
し

て
い
る

「
中

央
医
療

安
全

管
理
委

員
会

」
に

お
い
て

、
患

者
に
対

し
適

切
な
説

明
を

行
い

、
理
解

を
得
る
こ
と

が
望
ま
し
い

と
考
え

ら
れ
る

内
容

に
つ
い

て
の

議
論
を

重
ね

て
き
た

。

こ
の

よ
う

な
中
、

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
を

行
う
に

あ
た

っ
て
の

基
本

的
な
考

え
方

や
留

意
す
べ

き
点
な
ど
必

要
最
低
限
の

事
項
を

整
理
し

、
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト
の

更
な

る
向

上
の
た

め
に

各
病
院

に
発

信
す
べ

き
と

の
考

え
の
も

と
、
平
成
２

１
年
３
月
に

「
イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
の
更

な
る

向
上
の

た
め

に
」

を
策
定

し
た

も
の
で

あ
る

。
こ
れ

に
よ

り
、

各
病
院

は
必
要
な
事

項
を
取
り
入

れ
る
な

ど
自
院

の
実

施
状
況

を
見

直
す
こ

と
に

よ
っ
て

体
制

強
化

を
図
る

こ
と

に
繋
が

る
。

平
成

２
１

年
度
よ

り
運

用
を
開

始
し

、
国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
実
施

体
制
を
な
お

一
層
推
進
し

て
い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

【
具

体
的

内
容

】

①
意
義
、

②
一

般
的

対
象
事

項
、

③
説
明

範
囲
、
④

危
険

性
の
説

明
、

⑤
頻
度

、
⑥

説
明

者
、
⑦

説
明

の
対
象

者
、

⑧
家
族

等
へ

の
説

明
、
⑨

説
明
時
間

及
び

場
所

、
⑩
説

明
の

進
め
方

、
⑪
セ
カ

ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン

の
説
明

、
⑫

診
療

録
へ
の

記
録

、
⑬
同

意
能

力
な
き

患
者

へ
の

説
明
、

⑭
説
明
の

省
略

【
説

明
資

料
】

資
料

９
：
患
者

の
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

保
護
〔

３
３

頁
〕

資
料

１
０

：
国
立

病
院

機
構
医

療
事

故
公
表

指
針

〔
３

５
頁
〕

資
料

１
１

：
倫
理

審
査

委
員
会

設
置

数
、
開

催
回

数
及

び
審
査

件
数

の
状
況

〔
３

７
頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
医
療
安
全
対
策
の
充
実

②
医

療
安

全
対

策
の
充

実
②

医
療

安
全

対
策

の
充

実
医

療
安

全
対

策
を

重
視

し
、

リ
ス

ク
我

が
国

の
医

療
安

全
対

策
の

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

中
心

に
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
充

実
に

貢
献

す
る

観
点

か
ら

、
１

．
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
中

央
医

療
安

全
管

理
委

員
会

の
開

催

ト
事

例
の

適
正

な
分

析
等

の
リ

ス
ク

管
す

べ
て

の
病

院
が

、
医

療
事

故
平
成

１
９

年
度
に

国
立

病
院
機

構
に

お
け
る

医
療

安
全

対
策
に

つ
い

て
の
基

本
的

方
向
性

等
に

つ
い

て
審
議

す
る
常
設
委

員
会
と
し
て

「
中
央

理
を
推
進
す
る
。

情
報

収
集

等
事

業
及

び
医

薬
品

医
療
安

全
管

理
委
員

会
」

を
設
置

し
た

。

院
内

感
染

対
策

の
た

め
、

院
内

サ
ー

等
安

全
情

報
制

度
に

よ
り

積
極

国
立

病
院

機
構
内

に
お

け
る
医

療
事

故
の
報

告
状

況
を

踏
ま
え

、
最

も
報
告

件
数

の
多
い

転
倒

・
転

落
事
故

に
つ
い
て
、

平
成
２
０
年

度
よ
り

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

充
実

等
に

積
極

的
に

取
的

に
協

力
す

る
。

ま
た

、
病

院
２

年
間

で
半

減
を
目

指
す

た
め
、

事
故

防
止
の

た
め

の
業

務
標
準

化
等

を
内
容

と
す

る
「
転

倒
・

転
落

事
故
防

止
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
運

用
を
開

り
組
む
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
医

始
し
た

。

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
充

実
に

貢
療

事
故

の
原

因
・

防
止

対
策

の
ま

た
、

長
期

療
養

者
の

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

使
用

時
の

留
意

点
等

を
整

理
し

、
「

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
い

手

献
す

る
観

点
か

ら
、

新
た

な
医

療
事

故
情

報
の

共
有

化
に

よ
り

、
各

病
順

書
」

を
平

成
２
１

年
３

月
に
策

定
し

た
。

報
告

制
度

の
実

施
に

協
力

す
る

と
と

も
院

の
医

療
安

全
対

策
の

充
実

を
さ

ら
に

、
「

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
」

に
お

い
て

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
基

本
的

な
考

え
方

や
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

の

に
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

、
医

薬
図

る
と

と
も

に
、

当
該

情
報

を
留

意
す

べ
き

事
項
に

つ
い

て
検
討

を
重

ね
「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン

セ
ン
ト

の
更

な
る
向

上
の

た
め

に
」
を

策
定
し
、
平

成
２
１
年
度

よ
り
運

品
等
安

全
性
情
報
の
報
告
を
徹
底
す
る
。

外
部

に
も

発
信

し
て

い
く

。
用

を
開

始
す

る
こ
と

で
、

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
を
一

層
推

進
し

て
い
く

こ
と
と
し
て

い
る
。

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る

人
工

呼
吸

器
に

つ
い

て
は

、
平

２
．

医
療

事
故

報
告

制
度

へ
の

一
層

の
協

力

成
１

９
年

度
に

医
療

安
全

対
策

国
立

病
院

機
構
と

し
て

、
日
本

医
療

機
能
評

価
機

構
（

評
価
機

構
）

が
行
う

医
療

事
故
情

報
収

集
等

事
業
へ

よ
り
一
層
協

力
し
て
い
く

観
点
か

の
観

点
か

ら
絞

込
を

行
な

っ
た

ら
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
に

つ
い

て
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

、
そ

れ
ま

で
異

な
っ

て
い

た
評

価
機

機
種

へ
の

集
約

を
進

め
る

。
構

へ
の

報
告

範
囲
と

機
構

本
部
へ

の
報

告
範
囲

を
統

一
す

る
と
と

も
に

、
報
告

を
行

う
に
当

た
っ

て
の

事
務
的

負
担
を
軽
減

す
る
観
点
か

ら
、
報

事
故

発
生

件
数

が
多

い
転

倒
告

様
式

に
つ

い
て

も
評

価
機

構
へ

の
報

告
様

式
と

で
き

る
だ

け
共

通
し

た
様

式
と

す
る

な
ど

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
平

成

・
転

落
事

故
に

つ
い

て
は

、
標

２
０
年

度
に

お
い
て

は
、

評
価
機

構
へ

の
報
告

件
数

が
大

幅
に
増

加
し

、
評
価

機
構

に
お
け

る
報

告
義

務
対
象

医
療
機
関
か

ら
の
報
告
の

う
ち
半

準
的

な
防

止
対

策
を

策
定

し
、

数
近
く

を
国

立
病
院

機
構

が
占
め

る
ま

で
に
な

っ
た

。

減
少

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く
。

【
日

本
医

療
機
能

評
価

機
構
へ

の
報

告
件
数

】

平
成

１
９
年

１
月

～
１
２

月
５
９
２

件
→

平
成
２

０
年

１
月
～

１
２

月
７

２
８

件

（
平
成
１

６
年

１
０
月

～
平

成
１
７

年
３

月
１
２
２

件
）

３
．

医
療

安
全

対
策

に
お

け
る

情
報

発
信

(
1
)
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

へ
の

取
組

（
平

成
１

９
年

度
版

）
」
（
医
療

安
全

白
書

）
の
公

表

平
成
１

９
年
度

中
に

国
立
病

院
機

構
本
部

に
報

告
の

あ
っ
た

医
療

事
故
報

告
に

つ
い
て

、

①
事

故
内
容

別
、

病
院
機

能
別

、
患
者

年
齢

別
、

事
故
発

生
時

間
別
に

整
理

す
る
と

と
も

に
、

②
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
後

の
、
「

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

な
ど

機

構
内
に
け

る
医

療
安
全

対
策

上
の
課

題
へ

の
取

組
に
つ

い
て

紹
介
、

③
医

療
事
故

報
告

の
中
か

ら
、

再
発
防

止
対

策
上

ケ
ー
ス

ス
タ

デ
ィ
と

し
て

有
効
で

あ
る

と
考

え
ら
れ

る
事
例
に
つ

い
て
、
事
故

概
要
、

事
故
の
背

景
、

講
じ
た

再
発

防
止
策

の
紹

介
、

等
を
内
容

と
す

る
「

国
立

病
院
機

構
に

お
け

る
医
療

安
全

対
策
へ

の
取

組
み
に

つ
い

て
（

平
成

１
９

年
度
版
）
」（

医
療
安

全
白
書
）
を

作
成
し
、

平
成
２
０

年
１

０
月

に
国
立

病
院

機
構
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

に
公
表

し
た

。

(
2
)
医

療
事

故
報

告
に

係
る

「
警

鐘
的

事
例

」
の

作
成

と
国

立
病

院
機

構
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
の

共
有

国
立

病
院

機
構

本
部

へ
報

告
さ

れ
た

事
故

事
例

等
を

素
材

と
し

て
、

機
構

本
部

に
お

い
て

「
警

鐘
的

事
例

」
を

作
成

し
国

立
病

院
機

構
内

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

内
の

掲
示
板

に
掲

示
す
る

こ
と
で
、

各
病

院
に
お

け
る

医
療
安

全
対

策
の

推
進
に

資
す

る
た
め

の
取

組
を
、

平
成

２
０

年
度
に

お
い
て
も

引
き

続
き

実
施
し

た
。

具
体
的

に
は

、
医

療
安
全

対
策

上
特
に

留
意
す
る

べ
き

テ
ー
マ

を
決

定
し
た

上
で

、
テ

ー
マ
に

関
連

す
る
個

別
事

故
事
例

の
紹

介
と

そ
れ
ら

に
共

有
す

る
発

生
原

因
や

再
発

防
止

策
等

に
つ

い
て

分
析

・
整

理
を

行
っ

た
も

の
で

あ
り

、
各

病
院

の
医

療
安

全
管

理
者

等
が

ケ
ー

ス
ス

タ

デ
ィ
の
た

め
の

テ
キ

ス
ト
と

し
て

も
活
用

で
き
る
よ

う
作

成
し
た

も
の

で
あ
る

。
平

成
２

０
年
度

の
月

ご
と
の

テ
ー

マ
は
、

次
の

と
お

り
で
あ

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

【
医

療
事

故
報
告

書
の

概
要
の

警
鐘

的
事
例

】

○
平

成
２
０

年
４
月

Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査

に
お

け
る

危
険
性

に
つ

い
て

○
平

成
２
０

年
５
月

嚥
下

に
お
け

る
危

険
性

に
つ
い

て

○
平

成
２
０

年
６
月

輸
血

検
査
に

お
け

る
危

険
性
に

つ
い

て

○
平

成
２
０

年
７
月

原
因

不
明
の

骨
折

に
つ

い
て

○
平

成
２
０

年
８
月

輸
液

に
よ
る

血
液

外
漏

出
皮
膚

障
害

に
つ
い

て

○
平

成
２
０

年
１

０
月

胃
ろ

う
チ
ュ

ー
ブ

誤
挿

入
に
よ

る
死

亡
事
例

等
に

つ
い
て

○
平

成
２
０

年
１

２
月

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

中
の
事

故
（

転
倒
）

に
つ

い
て

４
．

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て

国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
医
療

事
故

報
告
の

約
３

０
％

を
占
め

る
転

倒
・
転

落
事

故
の
２

年
間

で
半

減
（
△

５
０
％
）
を

目
標
に
掲
げ

、
転
倒

・
転
落

事
故

防
止
対

策
を

強
力
に

推
進

し
て
い

く
た

め
、

転
倒
・

転
落

事
故
防

止
の

た
め
の

業
務

標
準

化
の
検

討
を
行
い
、

①
各

病
院

共
通
の

転
倒

・
転
落

ア
セ

ス
メ
ン

ト
シ

ー
ト

②
ア

セ
ス

メ
ン
ト

シ
ー

ト
に
基

づ
く

転
倒
・

転
落

事
故

防
止
計

画
表

③
患

者
・

家
族
へ

の
標

準
的
な

説
明

内
容

④
リ

ス
ク

の
高
い

薬
剤

リ
ス
ト

⑤
転

倒
・

転
落
事

例
集

等
か
ら

構
成

さ
れ
る

「
転

倒
・
転

落
事

故
防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

平
成

２
０
年

３
月

に
作
成

し
、

本
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
、

平
成
２
０
年

度
か
ら

「
転
倒

・
転

落
事
故

防
止

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

強
力

に
推

進
し
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

半
減

を
目

標
に
掲

げ
て

い
る
一

方
で

、
国
立

病
院

機
構

本
部
へ

の
転

倒
・
転

落
を

原
因
と

す
る

事
故

報
告
件

数
が
平
成
１

９
年
度
に
比

べ
倍
増

と
な
っ

て
い

る
状
況

で
あ

る
。

こ
れ

に
つ

い
て
は

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
立
ち

上
げ

た
こ

と
に
よ

り
報

告
精
度

が
よ

り
明
確

に
な

り
報

告
件
数

が
増
加
し
た

こ
と
、
各
病

院
の
報

告
に
対

す
る

認
識
が

高
ま

っ
た
こ

と
に

よ
る
も

の
と

考
え

て
お
り

、
今

後
は
、

各
病

床
種
別

毎
に

集
計

を
行
い

、
転
倒
・
転

落
事
故
に
関

す
る
高

リ
ス
ク

要
因

（
項
目

）
の

特
定
を

行
う

こ
と
な

ど
に

よ
り

、
効
果

的
な

改
善
を

図
っ

て
い
く

こ
と

と
し

て
い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

状
況

と
し
て

は
、

初
年
度

に
お

け
る

ア
セ
ス

メ
ン

ト
実
施

率
は

当
初
目

的
を

達
成

し
た
。

【
ア
セ

ス
メ
ン

ト
実

施
率
】

入
院
時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
実

施
患

者
数
／

新
入

院
患
者

数
（

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
・

Ｇ
Ｃ
Ｕ
除
く

）

平
成
２
０

年
度

目
標

：
９

５
％

→
全
病

院
の
実

施
率

９
７

．
７

％

５
．

そ
の

他
の

医
療

安
全

に
関

す
る

取
組

・
全

国
の

機
構

病
院

の
臨

床
検

査
部

門
で

把
握

し
て

い
る

流
行

性
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

関
係

の
情

報
に

つ
い

て
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
全

国
感

染
動
向

」
と

し
て
本

部
の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上

に
掲

載
し
、

広
く

一
般

も
参
照

で
き

る
よ
う

準
備

を
進
め

た
（

平
成

２
１
年

４
月
掲
載

）
。

・
近
年

問
題

と
な
っ

て
い

る
ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス
感

染
流

行
を

受
け
て

、
平

成
２
１

年
２

月
に
全

国
の

機
構

病
院
の

臨
床
検
査
部

門
を
通
じ
て

「
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス

検
査

体
制

に
関
す

る
実

態
調
査

」
を
実
施

し
、

関
係
部

署
へ

情
報
提

供
を

行
っ

た
。

・
医
療

放
射

線
関
連

機
器

の
不
具

合
・

改
修
等

の
情

報
に

つ
い
て

、
平

成
２
０

年
度

か
ら
、

メ
ー

カ
ー

よ
り
本

部
で
一
元
的

に
情
報
収
集

し
、
全

病
院
へ
周

知
す

る
よ

う
改
め

、
医

療
事
故

防
止
に
役

立
て

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
に

つ
い

て

(
1
)
人

工
呼

吸
器

の
機

種
の

標
準

化
に

つ
い

て

平
成
１

８
年

度
に

取
り
ま

と
め

ら
れ
た

報
告
書
「

長
期

療
養
患

者
が

使
用
す

る
人

工
呼

吸
器
の

標
準

化
に
つ

い
て

」
を
踏

ま
え

、
平

成
１
９

年
４
月
に

、
今

後
、

長
期
療

養
患

者
が
使

用
す
る
人

工
呼

吸
器
の

更
新

等
整
備

を
行

う
際

に
は
、

原
則

と
し
て

標
準

６
機
種

の
中

か
ら

整
備
を

行
う
こ
と

と
す

る
旨

の
医
療

部
長

通
知
を

発
出
し
た

。

ま
た
、

平
成

２
１

年
３
月

に
標

準
化
の

進
捗
状
況

に
つ

い
て
の

調
査

を
行
っ

た
と

こ
ろ

、
医
療

部
長

通
知
発

出
前

の
平
成

１
９

年
２

月
の
調

査
時
点
と

比
較

し
て

、
長
期

療
養

患
者
が

使
用
す
る

人
工

呼
吸
器

で
標

準
６
機

種
の

占
め

る
割
合

が
上

昇
し
て

お
り

、
標
準

化
に

向
け

た
各
病

院
の
積
極

的
な

取
組

が
見
ら

れ
た

。

【
人

工
呼

吸
器
６

機
種

の
使

用
状
況

】
平
成
１

９
年

１
２
月

４
６
．

０
％

→
平
成
２

１
年
３
月

５
４
．
２

％

（
当

初
：
平
成
１

９
年
２
月

３
５
．
４

％
）

(
2
)
長

期
療

養
患

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
手

順
書

に
つ

い
て

進
行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
児

（
者
）
・

重
症

心
身
障

害
児

（
者
）
・

Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者

等
の

長
期
療

養
患

者
に
と

っ
て

人
工
呼

吸
器

は
生

命
維
持

装
置
で
あ

り
、

そ
の

装
着
に

当
た

っ
て
は

患
者
に
分

か
り

や
す
い

説
明

を
行
う

と
と

も
に

、
細
心

の
注

意
を
も

っ
て

取
り
扱

う
こ

と
が

必
要
で

あ
る
こ
と

か
ら

、
人

工
呼
吸

器
の

目
的
や

基
本
構
造

、
操

作
時
の

安
全

管
理
、

使
用

時
の

看
護
の

留
意

点
、
装

着
に

係
る
説

明
書

等
を

内
容
と

す
る
「
長

期
療

養
患

者
が
使

用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

取
扱

い
手
順

書
」

を
平
成

２
１

年
３

月
に
作

成
し

運
用
を

開
始

し
た
。

【
手
順

書
内
容

】

Ⅰ
長
期

療
養
患

者
に

対
す

る
人
工

呼
吸

器
の
目

的
、

使
用
時

の
留

意
点

等

１
．
目

的
２

．
分

類
３
．
基

本
構

造
４

．
操

作
５

．
安

全
管

理
６

．
使
用
時
の

看
護
の
留
意

点
７
．

停
電

時
の

対
応

８
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意

書

Ⅱ
非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

療
法

（
N
P
P
V
）

１
．
適

応
基
準

２
．
長

所
・
短

所
３
．
代

表
的

な
換
気

様
式

４
．
安
全

管
理

５
．

使
用
時
の
看

護
の
留
意

点
６
．

移
行

７
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意

書

７
．

人
工

呼
吸

器
不

具
合

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

の
運

用

国
立

病
院

機
構
内

病
院

で
稼
働

し
て

い
る
人

工
呼

吸
器

の
不
具

合
情

報
を
迅

速
に

共
有
す

る
こ

と
で

、
患
者

の
人
工
呼
吸

器
管
理
に
係

る
リ
ス

ク
を

軽
減

さ
せ

、
患

者
の

療
養

上
の

安
全

を
よ

り
一

層
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

人
工

呼
吸

器
不

具
合

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

を
平

成
２
１

年
３

月
か
ら

開
始

し
た
。

ま
た

、
不

具
合
が

生
じ

た
場
合

に
は

、
患
者

へ
の

影
響

を
考
慮

し
必

要
に
応

じ
て

製
造
業

者
に

対
し

情
報
提

供
を
行
い
、

不
具
合
原
因

の
究
明

や
、
改

善
を

求
め
る

こ
と

と
し
て

い
る

。

【
シ
ス

テ
ム
概

要
】

①
報
告

内
容

：
人
工

呼
吸

器
の
機

械
的
な
不

具
合

の
情
報

を
報

告
内
容

②
報
告

事
項

：
メ
ー

カ
ー

名
、
機

種
名
、
購

入
年

月
日
、

不
具

合
の
内

容
、

不
具

合
が
発

生
し

た
場
合

の
使

用
状
況

③
情
報

共
有

：
各
病

院
よ

り
報
告

後
、
速
や

か
に

国
立
病

院
機

構
内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内
の

掲
示

版
に
掲

示

８
．

国
立

病
院

機
構

使
用

医
薬

品
の

標
準

化

平
成

１
８

年
度
よ

り
医

療
安
全

、
医

薬
品
管

理
の

効
率

化
に
資

す
る

た
め
、

本
部

に
標
準

的
医

薬
品

検
討
委

員
会
を
設
置

し
使
用
医
薬

品
の
標

準
化
の

取
組

を
進
め

て
い

る
。
平

成
１

９
年
度

は
前

回
同

様
の
検

討
手

順
に
よ

り
平

成
１
８

年
度

の
医

薬
品
購

入
実
績
情
報

を
ベ
ー
ス
に

検
討
を

行
い
、

標
準

使
用
医

薬
品

と
し
て

６
，

３
５
８

品
目

を
整

理
し
、

標
準

的
使
用

医
薬

品
一
覧

を
各

病
院

へ
周
知

し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本

一
覧
は

平
成
２

０
年

度
の
医

薬
品

の
共
同

入
札

実
施
の

際
に

活
用

さ
れ
た

。

ま
た

、
各

病
院

に
お

け
る

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

、
平

成
１

７
年

度
に

作
成

し
た

標
準

的
使

用
医

薬
品

一
覧

と
平

成

１
９
年

度
の

医
薬
品

購
入

実
績
、

平
成

１
９
年

度
に

作
成

し
た
標

準
的

使
用
医

薬
品

一
覧
と

平
成

２
０

年
度
（

４
月
～
１
２

月
）
の
医
薬

品
購
入

実
績
を

比
較

し
た
と

こ
ろ

、
標
準

的
使

用
医
薬

品
一

覧
の

掲
載
品

目
の

み
を
採

用
し

て
い
る

病
院

は
平

成
１
９

年
度
は
２
２

病
院
で
あ
っ

た
が
、

平
成
２

０
年

度
は
６

４
病

院
に
増

加
し

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

９
．

拡
大

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

設
置

平
成

１
９

年
３

月
に

は
、
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
を

行
い

、
発

生
し

た
医

療

事
故
の

過
失

の
有
無

、
原

因
等
に

つ
い

て
十
分

な
結

論
付

け
が
で

き
な

い
場
合

に
は

、
第
三

者
的

立
場

か
ら
過

失
の
有
無
等

に
に
つ
い
て

厳
正
に

審
議
を

行
う

た
め
、

国
立

病
院
機

構
内

に
お
け

る
自

院
以

外
の
病

院
の

専
門
医

、
看

護
師
等

を
加

え
た

「
拡
大

医
療
安
全
管

理
委
員
会
」

を
開
催

で
き
る

体
制

を
全
６

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
事
務

局
と

し
て

整
備
し

、
必

要
に
応

じ
開

催
す
る

こ
と

と
し

て
い
る

。

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

１
３

件
の
重

要
案

件
に

つ
い
て

開
催

し
、
適

切
な

医
療
事

故
対

応
を

行
っ
て

い
る
。

【
拡
大

医
療

安
全

管
理
委

員
会

開
催
件

数
】

平
成

１
９

年
度

１
２

件
（

１
ブ

ロ
ッ

ク
）

→
平

成
２

０
年

度
１

３
件

（
３

ブ
ロ

ッ
ク

）

1
0
．

院
内

感
染

防
止

体
制

の
強

化

院
内

感
染

対
策
と

し
て

、
す
べ

て
の

病
院
に

お
い

て
院

内
感
染

防
止

対
策
委

員
会

等
を
開

催
し

、
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ

、
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
、
緑
膿

菌
等
の

院
内
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
を

実
施
す

る
と

と
も
に

、
医

師
・

看
護
師

・
薬

剤
師
・

事
務

職
等
で

構
成

さ
れ

る
院
内

感
染
対
策
チ

ー
ム
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を

１
３

７
病

院
に

設
置

し
て

い
る

。
（

院
内

感
染

対
策

チ
ー

ム
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

を
設

置
し

て
い

な
い

残
り

の
８

病
院

に
つ

い
て

は
、

院
内

感
染

防
止

対

策
委
員

会
を

設
置
し

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機

能
の

役
割
を

果
た

し
て

い
る
。
）

ま
た

、
７

１
病
院

で
は

感
染
管

理
を

専
門
分

野
と

す
る

認
定
看

護
師

を
８
７

名
配

置
す
る

な
ど

院
内

感
染
防

止
体
制
の
強

化
を
図
る
と

と
も
に

院
内
感

染
対

策
に
係

る
基

本
的
知

識
を

習
得
す

る
こ

と
を

目
的
に

院
内

に
お
け

る
研

修
を
全

病
院

で
実

施
し
た

。

さ
ら

に
、

院
内
感

染
発

生
時
の

対
応

な
ど
よ

り
実

践
的

な
知
識

、
技

能
を
習

得
す

る
と
と

も
に

、
医

師
、
看

護
師
、
薬
剤

師
等
の
多
職

種
と
の

連
携
の

重
要

性
を
認

識
す

る
こ
と

を
目

的
に
、

全
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
に

お
い
て

、
院

内
感
染

対
策

に
係

る
研
修

を
実
施
し
た

。

【
感

染
管

理
認
定

看
護

師
配
置

状
況

】

平
成

１
９
年

度
８
４
名

→
平
成

２
０

年
度

８
７

名
（
平
成

１
５

年
度

２
０

名
）

※
全

国
登

録
者

：
７
６

９
名

（
国
立

病
院

機
構
職

員
の

占
め

る
割
合

１
１
．
３

％
）

1
1
．

共
同

臨
床

指
定

研
究

の
活

用

麻
疹

の
流

行
な
ど

が
み

ら
れ
る

社
会

状
況
に

対
応

し
、

流
行
性

ウ
イ

ル
ス
性

疾
患

に
対
応

す
る

た
め

に
、
平

成
２
０
年
度

の
指
定
研
究

と
し
て

「
国
立

病
院

機
構
職

員
の

麻
疹
、

風
疹

、
流
行

性
耳

下
腺

炎
、
水

痘
ウ

イ
ル
ス

抗
体

価
測
定

と
抗

体
価

の
低
い

職
員
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン

接
種
の

有
効

性
の

検
討

（
Ｍ

Ｍ
Ｒ

Ｖ
研

究
）
」

を
実

施
し

、
７

６
病

院
、

１
８

，
９

１
０

名
の

職
員

を
対

象
と

し
て

麻
疹

、
風

疹
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
、

水
痘
ウ

イ
ル

ス
の
抗

体
価

を
測
定

し
た

。
そ
の

結
果

、
職

員
の
麻

疹
１

２
．
９

％
、

風
疹
１

１
．

１
％

、
流
行

性
耳
下
腺
炎

１
８
．
３
％

、
水
痘

１
．
８

％
が

十
分
な

抗
体

が
な
い

こ
と

が
判
明

し
、

延
べ

５
，
０

０
０

名
の
職

員
が

ワ
ク
チ

ン
を

接
種

し
た
。

そ
の
結
果
、

抗
体
の
不
十

分
な
成

人
に
ワ

ク
チ

ン
を
接

種
し

た
場
合

の
有

効
率
は

、
麻

疹
７

８
．
５

％
、

風
疹
９

５
．

３
％
、

流
行

性
耳

下
腺
炎

８
８
．
１
％

、
水
痘
９
０

．
１
％

で
あ
る

こ
と

が
判
明

し
た

。
ワ
ク

チ
ン

接
種
に

よ
り

職
員

が
無
用

な
感

染
被
曝

を
受

け
る
こ

と
を

防
止

す
る
だ

け
で
な
く
、

職
員
か
ら
患

者
へ
の

感
染
を

防
止

す
る
こ

と
が

期
待
さ

れ
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

1
2
．

医
療

安
全

対
策

に
係

る
研

修
体

制
等

の
充

実

(
1
)
新

人
看

護
師

を
対

象
と

し
た

全
病

院
統

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
運

用
開

始

新
人
看

護
師

（
採

用
か
ら

概
ね

５
年
目

ま
で
）
を

対
象

と
し
た

全
病

院
統
一

の
研

修
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
活
用

を
平

成
１
８

年
度

か
ら

開
始
し

た
。
本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で
は

、
病

院
に
お

け
る
医
療

安
全

管
理
体

制
に

つ
い
て

の
基

本
的

理
解
や

医
療

現
場
に

お
け

る
倫
理

の
重

要
性

、
院
内

感
染
防
止

や
Ｍ

Ｅ
機

器
の
取

扱
い

な
ど
医

療
安
全
に

関
わ

る
知
識

・
技

術
に
つ

い
て

経
験

年
数
毎

の
達

成
目
標

と
の

比
較
を

行
い

な
が

ら
修
得

で
き
る
よ

う
示

し
て

い
る
。

本
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
に
基

づ
く

各
病
院

の
研

修
を
通

じ
て

、
就

職
後
早

い
段

階
で
の

医
療

安
全
に

係
る

研
修

体
制
の

充
実
を
図

る
こ

と
と

し
て
い

る
。

【
研
修

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
運
用

後
の

受
講
者

数
】

平
成
１
８

年
度

３
，

４
２

８
名

平
成
１
９

年
度

３
，

８
０

５
名

平
成
２
０

年
度

３
，

９
２

６
名

延
受

講
者

数
１

１
，

１
５
９

名

(
2
)
各

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
で

の
研

修
の

実
施

及
び

そ
の

効
果

全
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
お
い

て
、

具
体
的

な
事

例
分

析
等
の

演
習

を
通
し

て
、

実
践
的

な
知

識
、

技
術
を

習
得
し
適
正

な
医
療
事
故

対
策
能

力
を

養
成

す
る

と
と

も
に

、
医

師
・

看
護

師
・

事
務

職
等

職
種

毎
の

職
責

と
連

携
の

重
要

性
を

認
識

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

医
療

安
全

管

理
対
策

に
係

る
研
修

を
実

施
し

た
。

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
主

催
研
修

の
受

講
者
は

、
研

修
の

成
果
を

自
院

で
活
用

し
医

療
事
故

防
止

に
繋

げ
て
い

く
た
め
、
研

修
内
容
を
踏

ま
え
、

例
え

ば
「

リ
ス

ク
感

性
と

思
考

力
を

磨
く

た
め

の
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

Ｋ
Ｙ

Ｔ
）
」

や
「

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
原

因
の

根
本

分
析

方
法

」

の
た
め

の
院

内
研
修

の
実

施
、

医
療
安

全
管

理
マ
ニ

ュ
ア

ル
の
見

直
し

等
を

行
い
医

療
事

故
防
止

策
の
充
実
を

図
っ
た
。

【
医
療

安
全
対

策
研

修
会
の

開
催

件
数
】

平
成
１
９

年
度

１
７

開
催

→
平
成

２
０

年
度

２
２

開
催

【
説

明
資

料
】

資
料

１
２

：
医
療

安
全

管
理
体

制
及

び
「
独

立
行

政
法

人
国
立

病
院

機
構
の

医
療

安
全
管

理
の

た
め

の
指
針
」
〔
３

８
頁
〕

資
料

１
３

：
医
療

事
故

報
告
書

の
警

鐘
的
事

例
〔

６
５

頁
〕

資
料

１
４

：
転
倒

・
転

落
事
故

防
止

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い
て

〔
９

４
頁
〕

資
料

１
５

：
長
期

療
養

患
者
が

使
用

す
る
人

工
呼

吸
器

の
取
扱

い
手

順
書
〔

１
０

３
頁
〕

資
料

１
６

：
人
工

呼
吸

器
不
具

合
情

報
共
有

シ
ス

テ
ム

〔
１
３

７
頁

〕

資
料

１
７

：
標
準

的
医

薬
品
（

'０
８

）
の
概

要
に

つ
い

て
〔
１

３
９
頁
〕

資
料

１
８

：
拡
大

医
療

安
全
管

理
委

員
会
〔

１
４

７
頁

〕

資
料

１
９

：
医
療

安
全

管
理
対

策
に

係
る
研

修
〔

１
４

９
頁
〕



-
17

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
救
急
医
療
・
小
児
救
急
等
の
充
実

③
救

急
医

療
・

小
児

救
急

等
の

③
救

急
医

療
・

小
児

救
急

等
の

充
実

地
域

住
民

と
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

充
実

た
め

に
、

救
急

医
療

・
小

児
救

急
等

に
新

た
な

都
道

府
県

医
療

計
画

１
．

救
急

・
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

、
平

成
で

位
置

付
け

ら
れ

る
４

疾
病

５
平
成

２
０

年
度
の

救
急

患
者
の

受
入

数
に
つ

い
て

は
、

５
６
４

，
８

３
１
件

（
う

ち
小
児

救
急

患
者

数
は
１

３
９
，
７
６

６
件
）
で
あ

り
、
対

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

の
期

間
事

業
の

う
ち

の
救

急
医

療
に

連
１

９
年

度
で

６
２

，
８

３
７

件
の

減
（

う
ち

小
児

救
急

患
者

数
は

２
０

，
５

５
８

件
の

減
）
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
．

９
％

増
と

な
っ

て

中
に

、
救

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

者
携

し
、

地
域

住
民

と
地

域
医

療
い

る
。

の
受
入
数
に
つ
い
て
１
０
％
以
上
（
※
）

に
貢

献
す

る
た

め
に

、
救

急
医

救
急

患
者

の
受
入

数
は

平
成
１

９
年

度
よ
り

減
少

傾
向

に
あ
る

が
、

そ
の
理

由
と

し
て
は

、

の
増
加
を
目
指
す
。

療
・

小
児

救
急

等
に

積
極

的
に

①
救

急
車

に
よ
る

搬
送

患
者
数

の
全

国
的
な

伸
び

の
鈍

化

取
り

組
む

と
と

も
に

、
引

き
続

②
こ

れ
ま

で
二
次

救
急

医
療
機

関
で

受
け
入

れ
て

い
た

比
較
的

軽
症

の
患
者

を
本

来
の
受

入
先

で
あ

る
一
次

救
急
医
療
機

関
で
受
け
入

れ
る
な

※
平
成
１
５
年
度
実
績

き
救

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

ど
、
地

域
の
救

急
医

療
体
制

が
整

備
さ
れ

て
き

た
こ

と

年
間
延
べ
救
急
患
者
数

者
の

受
入

数
増

を
目

指
す

。
な

ど
の

要
因

が
複
合

的
に

影
響
し

て
い

る
こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る
。

５
５
４
，
５
０
４
件

し
か

し
な

が
ら
、

こ
の

よ
う
な

中
で

も
救
急

患
者

数
に

占
め
る

入
院

患
者
数

の
割

合
は
上

昇
し

て
い

る
な
ど

、
よ
り
重
篤

な
患
者
の
受

け
入
れ

う
ち
年
間
延
べ
小
児
救
急
患
者
数

に
シ
フ

ト
し

て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

り
、

国
立
病

院
機

構
に

期
待
さ

れ
て

い
る
役

割
を

着
実
に

果
た

し
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ
る

。
引
き
続
き

、
自
治

１
６
３
，
３
５
５
件

体
や
一

次
救

急
医
療

機
関

と
の
緊

密
な

連
携
の

も
と

、
地

域
の
救

急
医

療
体
制

の
中

で
の
国

立
病

院
機

構
と
し

て
の
役
割
を

適
切
に
果
た

し
て
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

。

平
成

１
９
年

度
６
２
７

，
６

６
８
件

（
う

ち
小

児
救
急

患
者

数
１
６

０
，

３
２
４

件
）

→
平
成

２
０
年

度
５
６
４

，
８

３
１
件

（
う

ち
小

児
救
急

患
者

数
１
３

９
，

７
６
６

件
）

（
平
成

１
５
年

度
５
５
４

，
５

０
４
件

（
う

ち
小

児
救
急

患
者

数
１
６

３
，

３
５
５

件
）

（
参

考
）

〔
救

急
患
者

数
に

占
め
る

入
院

患
者
の

割
合

〕

・
全
救
急

患
者

数
に
占

め
る

割
合

平
成

１
９
年

度
２
４

．
１

％
→

平
成
２
０

年
度

２
６

．
３
％
（

＋
２
．
２
％

）

・
救
急
車

搬
送

患
者
数

に
占

め
る
割

合
平
成

１
９
年

度
５
３

．
７

％
→

平
成
２
０

年
度

５
６

．
４
％
（

＋
２
．
７
％

）

〔
う

ち
救
急

患
者

が
５
０

０
人

以
上
減

少
し

た
病

院
に
お

け
る

救
急
患

者
数

に
占
め

る
入

院
患

者
の
割

合
〕

・
全
救
急

患
者

数
に
占

め
る

割
合

平
成

１
９
年

度
２
１

．
５

％
→

平
成
２
０

年
度

２
４

．
８
％
（

＋
３
．
３
％

）

・
救
急
車

搬
送

患
者
数

に
占

め
る
割

合
平
成

１
９
年

度
５
２

．
２

％
→

平
成
２
０

年
度

５
７

．
１
％
（

＋
４
．
９
％

）

２
．

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

救
急

医
療

体
制

の
強

化

(
1
)
地

域
医

療
体

制
の

強
化

地
域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま
え

て
、

三
次
救

急
へ
の
取

組
も

充
実
さ

せ
て

お
り
、

平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き
１

７
病

院
に
お

い
て

救
命

救
急
セ

ン
タ
ー
を

設
置

す
る

と
と
も

に
、

こ
れ
ま

で
二
次
救

急
医

療
機
関

で
受

け
入
れ

て
い

た
救

急
患
者

を
一

次
救
急

医
療

機
関
で

受
け

入
れ

る
な
ど

地
域
の
救

急
医

療
体

制
が
整

備
さ

れ
る
な

か
、
よ
り

重
篤

な
患
者

の
受

け
入
れ

を
積

極
的

に
行
う

な
ど

、
地
域

の
救

急
医
療

体
制

強
化

に
大
き

な
貢
献
を

し
て

い
る

。

ま
た

、
２

４
時

間
の

小
児

救
急

医
療

体
制

を
敷

い
て

い
る

病
院

は
１

７
病

院
（

平
成

２
０

年
度

は
１

病
院

増
）
、

地
域

の
小

児
救

急
輪

番
に

参
加
し
て

い
る

病
院

は
３
８

病
院

と
な
っ

て
お
り
、

引
き

続
き
体

制
強

化
を
行

っ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

２
４

時
間
小

児
救

急
医
療

体
制

平
成

１
９

年
度

１
６
病

院
→

平
成
２

０
年
度

１
７

病
院

（
平

成
１
５
年
度

６
病
院
）

小
児

救
急
輪

番
平
成

１
９

年
度

３
８
病

院
→

平
成
２

０
年
度

３
８

病
院

（
平

成
１
５
年
度

１
９
病
院
）

(
2
)
地

域
の

救
急

医
療

体
制

へ
の

協
力

自
治
体

等
が

主
導

し
て
地

域
全

体
で
救

急
医
療
・

小
児

救
急
医

療
体

制
を
構

築
し

て
い

る
地
域

に
お

い
て
、

国
立

病
院
機

構
の

病
院

か
ら
、

市
町
村
や

地
域

医
師

会
が
運

営
す

る
休
日

・
夜
間
の

小
児

急
患
セ

ン
タ

ー
に
対

し
て

医
師

を
派
遣

す
る

な
ど
、

地
域

の
医
療

ニ
ー

ズ
に

応
え
た

重
要
な
役

割
を

果
た

し
て
い

る
。



-
18

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
、

防
災

ヘ
リ

に
よ

る
診

療
状

況

長
崎
医

療
セ

ン
タ

ー
で
は

、
従

来
よ
り

自
治
体
の

防
災

ヘ
リ
に

よ
る

患
者
搬

送
の

受
入

れ
を
行

っ
て

き
た
が

、
平

成
１
８

年
度

か
ら

は
病
院

に
駐
在
す

る
県

の
ド

ク
タ
ー

ヘ
リ

に
よ
る

医
療
を
行

い
、

離
島
や

救
急

車
に
よ

る
搬

送
が

困
難
な

地
域

へ
の
医

療
提

供
を
担

っ
て

い
る

。

○
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
に
よ

る
診

療
活
動

・
稼
働
回

数
平
成
１

９
年

度
：
３

９
４

回
→

平
成
２

０
年
度

：
４

６
２
回

・
病
院
側

の
診

療
体
制

：
医
師
４

名
、

看
護

師
８
名

の
フ

ラ
イ
ト

チ
ー

ム
を
組

み
診

療
を

実
施
し

て
い
る
。

※
こ
れ

以
外

に
も
海

上
自

衛
隊
の

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
に

よ
る

診
療
活

動
１

３
０
回

ま
た
、

水
戸

医
療

セ
ン
タ

ー
、

災
害
医

療
セ
ン
タ

ー
、

南
和
歌

山
医

療
セ
ン

タ
ー

、
関

門
医
療

セ
ン

タ
ー
、

九
州

医
療
セ

ン
タ

ー
、

熊
本
医

療
セ
ン
タ

ー
、

別
府

医
療
セ

ン
タ

ー
及
び

嬉
野
医
療

セ
ン

タ
ー
に

お
い

て
も
自

治
体

の
所

有
す
る

防
災

ヘ
リ
等

の
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー

に
よ

る
患
者

搬
送
時
の

医
師

等
の

同
乗
や

搬
送

さ
れ
た

患
者
の
受

入
れ

を
行
っ

て
い

る
。

(
4
)
熊

本
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
取

組

近
年

、
救

急
患

者
の

受
け

入
れ

拒
否

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
が

、
熊

本
医

療
セ

ン
タ

ー
の

運
営

方
針

は
、
「

何
時

で
も

、
何

で
も

断
ら

な
い

救
急
医
療

、
全

診
療

科
受
け

入
れ

」
で
あ

り
、
２
４

時
間

・
３
６

５
日

体
制
で

、
全

職
員

で
全
身

全
霊

の
努
力

を
も

っ
て
日

夜
救

急
患

者
の
受

け
入
れ
を

行
っ

て
い

る
。

救
命
救

急
セ

ン
タ

ー
の
公

的
救

急
車
の

受
入
台
数

は
年

々
増
加

し
て

お
り
、

熊
本

県
に

お
け
る

救
急

医
療
の

最
後

の
砦
と

な
っ

て
い

る
。
そ

の
結
果
、

熊
本

県
に

お
い
て

は
、

病
院
か

ら
受
け
入

れ
を

断
ら
れ

続
け

搬
送
中

に
患

者
が

死
亡
し

た
と

い
う
事

例
は

防
が
れ

て
い

る
。

ま
た
、

所
有

し
て

い
る
「

普
通

救
急
車

」
と
心
臓

疾
患

に
対
応

で
き

る
「
特

殊
大

型
救

急
車
」

に
よ

り
、
他

の
医

療
機
関

の
要

請
に

応
じ
、

い
つ
で
も

・
ど

こ
に

で
も
出

動
し

救
急
患

者
の
受
け

入
れ

を
行
っ

て
い

る
。

こ
う
し

た
取

組
に

よ
り
、

国
民

の
医
療

確
保
に
大

き
く

貢
献
し

、
国

民
に
大

き
な

安
心

感
を
与

え
た

こ
と
な

ど
が

評
価
さ

れ
、

熊
本

医
療
セ

ン
タ
ー
が

平
成

２
０

年
１
２

月
に

人
事
院

総
裁
賞
を

受
賞

し
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

２
０

：
救
急

医
療

・
小
児

救
急

医
療
の

充
実

〔
１

５
６
頁

〕

資
料

２
１

：
熊
本

医
療

セ
ン
タ

ー
に

お
け
る

取
組

（
救

急
医
療
）
〔
１
５

８
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

２
診

療
事

業
（
２
）

患
者

が
安
心
で
き

る
医

療
の
提

供
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委
員
会

と
し

て
の
評

定
理

由
）

医
療

安
全

対
策
に

つ
い
て
は
、

平
成
１
９

年
度

に
設

置
し

た
「

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
」

が
医

療
相

談
窓

口
の

個
室

化
、

点
滴

ボ
ト

ル
シ

ー
ル

等
の

利
用

に
よ

る
患

者
へ

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー

取
り

ま
と

め
た

方
策

に
つ

い
て

、
実

質
初

年
度
で

あ
る
平

成
２

０
年

度
に
お

い
て

、
取
り

組
む

べ
き

の
配
慮
や

倫
理

委
員
会

、
治

験
審

査
委
員

会
の
設
置
な

ど
様
々
な
取

組
を
評
価

す
る

。

重
要
課

題
の

検
討
を

行
い
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

よ
り

一
層

推
進

し
て

く
た

め
「

イ
一

方
、

救
急

患
者

及
び

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
の

更
な
る
推

進
の

た
め

に
」

を
策

定
、

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
に

係
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

、
国

立
病

院
機

構
に

期
待

さ
れ

て
い

る
役

割
は

果
た

し
て

い
る

こ
と

は
評

る
統

一
的

な
手

順
書

と
し

て
、
「

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
い

手
順

書
」

を
価

で
き

る
。

平
成

２
１

年
３

月
策

定
す

る
な

ど
、
国

立
病

院
機
構
に

お
け

る
医
療

安
全

対
策

を
強
力

に
推

進
し
た
。

ま
た

、
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
へ

の
医

療
事
故

報
告

を
大
幅

に
増

加
さ
せ

る
こ

と
に

よ
り
、（

平

成
１

９
年

５
９

２
件

→
平

成
２

０
年

７
２
８

件
）
我

が
国

全
体

の
医
療

安
全

対
策
に

つ
い

て
も

（
各
委
員

の
評

定
理
由

）

積
極
的

に
貢

献
し
た

。
・

全
病

院
に

お
け

る
倫

理
委

員
会

、
治

験
審

査
委

員
会

の
設

置
は

、
医

療
倫

理
の

確
立

と
い

う
点

さ
ら

に
、

国
立

病
院

機
構

本
部

に
報

告
の

あ
っ

た
医
療

事
故

報
告

を
事
例

集
と

し
て
整

理
し

”
医

で
評
価

で
き

る
。

療
安

全
白

書
（

平
成

１
９

年
度

版
）
”

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

す
る

こ
と

を
通

じ
て

外
部

に
・

医
療

安
全

に
お

け
る

中
央

管
理

委
員

会
の

設
置
を
評

価
す
る
。

情
報

発
信

を
行

う
こ

と
に

よ
り

我
が

国
全

体
の
医

療
安
全

対
策

へ
の

貢
献
を

目
指

し
た
。

・
医
療
安

全
対

策
は
目

標
を

着
実

に
上
回

っ
て
お
り
評

価
す
る
。

救
急

医
療

へ
の
対

応
に
つ
い
て

は
、
救
急

車
搬

送
患

者
数

の
伸

び
の

全
国

的
な

鈍
化

や
地

域
の

救
・

人
工

呼
吸

器
の

機
種

の
標

準
化

、
使

用
医

薬
品

の
標

準
化

が
着

実
に

進
ん

で
お

り
、

評
価

で
き

急
医

療
体

制
が

整
備

さ
れ

る
中

で
、

受
入

患
者
数

は
減
少

し
て

い
る

も
の
の

、
よ

り
重
篤

な
患

者
受

る
。

け
入

れ
に

シ
フ

ト
す

る
な

ど
、
国

立
病

院
機

構
に
期
待

さ
れ

て
い
る

役
割

を
着

実
に
果

た
し

て
い
る
。

・
点
滴
ボ

ト
ル

の
シ
ー

ル
形

式
を

評
価
す

る
。

・
患

者
が

安
心

し
て

医
療

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
は

重
要

で

［
数

値
目

標
］

あ
り
、

そ
れ

を
考
え

て
努

力
さ

れ
て
い

る
こ
と
は
評

価
で
き
る
。

・
救

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
に

つ
い

て
平

成
１

・
救

急
患

者
の

受
入

数
に
つ
い
て

は
、
５
６

４
，

８
３

１
件

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
１

５
年

度
に

比
・

医
療

事
故

発
生

防
止

の
た

め
の

取
組

に
も

力
が

入
れ

ら
れ

て
お

り
良

い
こ

と
で

あ
る

。
院

内
感

５
年
度

比
１

０
％

増
し

て
１

．
９

％
増

と
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
達
成
で

き
て
い
な

い
。（

業
務

実
績
１

８
頁

参
照
）

染
に
対

し
て

も
現
在

の
努

力
を

続
け
て

も
ら
い
た
い

。

年
間

延
べ

救
急

患
者

５
６
４

，
７
６

６
件

・
ま
た

、
小

児
救
急

患
者
の
受
入

数
に
つ
い

て
は

、
１

３
９

，
７

６
６

件
で

あ
り

中
期

計
画

の
数

値
・

医
療

事
故

を
防

止
す

る
こ

と
は

勿
論

重
要

な
こ

と
で

あ
る

が
、

発
生

し
た

医
療

事
故

情
報

を
収

（
平
成

１
５

年
度

５
５

４
，

５
０
４

件
）

目
標

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
地

域
の

救
急

医
療
体

制
が

整
備

さ
れ
る

中
、

救
急
患

者
に

占
め

集
・
分

析
し

、
再
発

防
止

に
つ

な
げ
る

こ
と
も
、
「

患
者
が
安

心
で
き
る
医

療
の
提
供
」

と
い
う

る
入

院
患

者
の
割

合
が
上
昇
す

る
な
ど
、

よ
り

重
篤

な
患

者
を

受
け

入
れ

る
と

い
う

国
立

病
院

機
点

で
非

常
に

重
要

で
あ

り
、

公
表

基
準

を
作

成
し

、
そ

れ
に

沿
っ

て
運

用
し

て
い

る
姿

勢
は

評

う
ち
小

児
救

急
１

３
９

，
７
６

６
件

構
に

期
待

さ
れ

て
い

る
役

割
を

着
実

に
果

た
し

て
い
る

。
（
業
務

実
績

１
７
頁

参
照

）
価
で
き

る
。

（
平
成

１
５

年
度

１
６

３
，

３
５
５

件
）

・
機

構
へ

の
報

告
制

度
の

新
た

な
取

り
組

み
、

公
開

の
姿

勢
は

大
い

に
評

価
で

き
る

。
た

だ
し

、

事
故
数

の
増

加
の
現

実
は

厳
粛

に
受
け

止
め
て
欲
し

い
。

［
評

価
の

視
点

］
・

カ
ル

テ
の

開
示

や
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
保

護
、

医
療

安
全

対
策

の
推

進
な

ど
患

者
が

安
心

・
患

者
と

の
信

頼
関

係
を

醸
成

さ
せ

る
た

め
各

病
院

が
、

カ
ル

実
績

：
○

で
き

る
医

療
の

提
供

に
向

け
努

力
を

着
実

に
続

け
て

い
る

。
ま

た
、

医
療

事
故

報
告

に
係

る
警

テ
の

開
示

及
び

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

に
つ

い
て

適
・

カ
ル

テ
開

示
に

つ
い

て
は
、
開

示
請
求
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

開
示

す
る

こ
と

が
治

療
の

妨
げ

に
鐘

的
事

例
の

作
成

、
共

有
は

同
じ

失
敗

を
繰

り
返

さ
な

い
た

め
に

大
変

に
有

意
義

で
あ

り
、

継

切
に
取

り
組

ん
で

い
る
か

。
な

る
と

医
師

が
判

断
し

た
場

合
等

を
除

き
１

０
０
％
の

開
示

を
行

っ
て
お

り
適

切
な
取

組
を

行
っ

続
し
て

取
り

組
ん
で

も
ら

い
た

い
。

て
い

る
。
（
業

務
実

績
１
０

頁
参

照
）

・
満

足
度

の
ポ

イ
ン

ト
は

い
わ

ば
飽

和
状

態
で

も
あ

る
が

一
定

以
上

の
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

今

・
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
す

る
た

め
、

医
療
相
談

窓
口

を
全

病
院
に

お
い

て
設
置

し
、

個
室

後
も
更

な
る

努
力
を

期
待

し
た

い
。

化
若

し
く

は
第

三
者

に
会

話
が

聞
こ

え
な

い
よ

う
な

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

た
。
（

業
務

実
績

９
頁

・
数

値
目

標
で

あ
る

救
急

患
者

及
び

小
児

患
者

の
受

入
数

が
大

き
く

未
達

と
な

っ
て

い
る

。
重

篤

参
照

）
患

者
の

受
入

へ
シ

フ
ト

等
や

社
会

情
勢

の
変

化
な

ど
が

要
因

と
考

え
ら

れ
る

が
目

標
を

大
き

く

下
回
っ

て
い

る
と
こ

ろ
は

問
題

で
あ
る

。

・
臨

床
研

究
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

病
院

に
倫

理
委

員
会

を
、

実
績

：
○

・
救

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

９
年

度
よ

り
大

幅
に

減
少

傾

治
験

を
実

施
す

る
す

べ
て

の
病

院
に

治
験

審
査

委
員

会
を

設
・

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
疫
学
研

究
に
関
す

る
倫

理
指

針
等

を
遵

守
し

、
倫

理
審

査
委

員
会

に
お

け
向

に
あ

り
、

中
期

計
画

を
達

成
で

き
て

い
な

い
。

救
急

患
者

に
占

め
る

入
院

患
者

の
割

合
が

上

置
す

る
な

ど
、

す
べ

て
の

臨
床

研
究

、
治

験
に

つ
い

て
厚

生
る

活
動

及
び

適
切

性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う

、
指

導
及

び
支

援
を

行
っ

た
。

結
果

と
し

て
、

倫
理

審
昇

し
、

よ
り

重
篤

な
患

者
の

受
け

入
れ

に
シ

フ
ト

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

が
、

救
急

患

労
働

省
が

定
め

る
倫

理
指

針
（

平
成

１
５

年
厚

生
労

働
省

告
査

委
員

会
、

治
験

審
査

委
員

会
と

も
に

、
１
４

６
す
べ

て
の

病
院

に
設
置

整
備

す
る
こ

と
が

で
き

者
及
び

小
児

救
急
患

者
の

受
入

数
増
加

に
向
け
て
、

更
な
る
取
組

を
期
待
し

た
い

。

示
２

５
５

号
）

を
遵
守
し

て
実

施
し
て

い
る

か
。

た
。

ま
た

、
委
員

会
開
催
数
及

び
審
査
件

数
も

平
成

１
５

年
度

に
比

べ
て

軒
並

み
増

加
し

、
科

学
・

転
倒

・
転

落
事

故
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
環

と
し

て
、

入
院

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

実
施

率
９

７
．

性
・

倫
理

性
が

担
保

さ
れ

た
質

の
高

い
臨

床
研

究
を
推

進
で

き
た
。
（

業
務
実

績
１

０
頁

参
照
）

７
％
を

達
成

す
る
な

ど
、

徹
底

し
た
取

組
は
評
価
で

き
る
。

（
次

ペ
ー

ジ
へ
続

く
）



-
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-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
各

病
院

が
倫

理
委

員
会

等
の

指
摘

事
項

を
そ

の
医

療
に

適
切

実
績

：
○

（
そ
の
他

の
意

見
）

に
反
映

さ
せ

る
こ

と
に
努

め
て

い
る
か

。
・

倫
理

委
員

会
に

お
け

る
指

摘
事

項
を

活
か

し
、

患
者
同

意
説

明
文

書
を
よ

り
分

か
り
や

す
い

も
の

・
急
患
、

小
児

急
患
の

重
篤

な
患

者
へ
の

シ
フ
ト
が
見

ら
れ
る
。
（

患
者
数
の

上
で
は
中
期

目
標
を

に
改

善
し

た
。
ま

た
、
被

験
者

の
な

る
べ

く
負
担

に
な

ら
ぬ
よ

う
、
検
査

項
目

を
簡
素

化
し

た
り
、

達
成
し

て
い

な
い
が

問
題

な
い

）

研
究

計
画

書
の
見

直
し
を
行
う

な
ど
し
て

、
臨

床
研

究
に

被
験

者
が

安
心

し
て

参
加

で
き

る
よ

う
・

救
急

・
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
は

目
標

を
達

成
し

な
か

っ
た

が
、

こ
れ

は
地

域
に

お
け

る
救

努
め

て
い

る
。
（
業

務
実
績

１
０

頁
参

照
）

急
医

療
体

制
の

整
備

に
よ

る
も

の
と

合
理

的
な

説
明

が
つ

く
も

の
で

あ
る

。
引

き
続

き
救

急
医

療
・
小

児
医

療
に
積

極
的

に
取

り
組
む

こ
と
を
望
む

。

・
各

病
院

が
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

中
心

に
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
事

実
績

：
○

・
救

急
受

入
数

に
関

し
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

て
い

る
が

、
単

純
に

目
標

を
上

回
れ

ば
よ

い
と

の

例
の
適

正
な

分
析

等
の
リ

ス
ク

管
理
を

推
進

し
て

い
る

か
。

・
各

病
院

に
お

け
る

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
事

例
や
事

故
報
告

に
つ

い
て

は
、
各

病
院

毎
に
設

置
す

る
医

こ
と
に

疑
問

も
あ
る

。
重

症
患

者
の
着

実
な
受
入
を

さ
ら
に
進
め

て
も
ら
い

た
い

。

療
安

全
管

理
委

員
会

で
事

例
検

証
や

再
発

防
止

に
努
め

る
策

を
講

じ
る
と

と
も

に
、
院

内
各

部
門

・
救
急
医

療
体

制
強
化

に
加

え
地

域
ニ
ー

ズ
へ
の
警
鐘

、
啓
発
を
。

に
迅

速
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

情
報

の
共

有
を

図
り

再
発

防
止

に
努

め
て

い
る

。
（

業
・

急
患
、

小
児

急
患
の

重
篤

な
患

者
へ
の

シ
フ
ト
が
見

ら
れ
る
。
（

患
者
数
の

上
で
は
中
期

目
標
を

務
実

績
１

２
頁

参
照

）
達
成
し

て
い

な
い
が

問
題

な
い

）

・
ま
た

、
国

立
病
院

機
構
に
報
告

さ
れ
た
医

療
事

故
報

告
に

つ
い

て
は

、
各

病
院

が
リ

ス
ク

管
理

な
・

救
急

医
療

お
よ

び
小

児
救

急
医

療
へ

の
対

応
は

重
要

で
あ

り
、

本
当

の
重

症
患

者
を

い
つ

で
も

ど
取

組
み

や
す

く
で

き
る

よ
う

、
個

別
事

故
概

要
や
留

意
す

べ
き

事
例
を

「
警

鐘
的
事

例
」

と
し

受
け
入

れ
る

努
力
を

続
け

て
も

ら
い
た

い
。

て
全

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
る

。
（
業
務

実
績

１
２
頁

参
照

）
・

カ
ル
テ

開
示

１
０
０

％
で

あ
る

が
、
請

求
の
背
景
に

も
注
視
を
。

・
さ

ら
に

、
各

病
院

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
の

医
療
安

全
対

策
能

力
を
向

上
さ

せ
る
た

め
、

全
ブ

・
感
染
防

止
体

制
に
は

是
非

と
も

認
定
看

護
師
が
要
と

な
る
活
躍
を

期
待
し
た

い
。

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お

い
て

医
療

安
全

対
策

に
関

す
る
研

修
を

行
い

、
こ
れ

を
基

に
各
病

院
に

お
け

・
「
７

：
１

看
護
」

で
も

常
に
新

人
対

策
を
。

る
関

係
職

員
に

対
す

る
医

療
安

全
対

策
研

修
を

行
う
こ

と
で

、
各

病
院
の

医
療

安
全
対

策
の

体
制

強
化

を
図

っ
て

い
る

。
（

業
務

実
績

１
６

頁
参
照
）

・
各

病
院

が
院

内
感

染
対
策

に
積

極
的
に

取
り

組
ん

で
い

る
か

。
実

績
：

○

・
全

病
院

で
院

内
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

を
実

施
し

て
い
る
ほ

か
、

医
師

、
看
護

師
、

薬
剤
師

等
で

構
成

さ
れ

た
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

等
に

よ
る

院
内

ラ
ウ
ン

ド
を

全
病

院
で
行

っ
て

い
る
。

ま
た

、
感

染
管

理
認

定
看

護
師

の
配

置
に

つ
い

て
も

、
増

員
（
平

成
１

５
年

度
２

０
名

→
平
成

２
０

年
度

８
７

名
）
（

業
務

実
績

１
５

頁
参

照
）

・
各

病
院

が
新

た
な

医
療

事
故

報
告

制
度

や
医

薬
品

等
安

全
情

実
績

：
○

報
の

報
告

を
適

切
に

実
施

し
、

我
が

国
全

体
の

医
療

安
全

対
・

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
推

進
に

積
極

的
に

貢
献

し
て

い
く

た
め

の
情

報
発

信
の

一
貫

と
し

策
の
推

進
に

貢
献

し
て
い

る
か

。
て

、
平

成
１

９
年

度
に

国
立

病
院

機
構

本
部

に
報
告
さ

れ
た

医
療

事
故
報

告
を

、
事
故

内
容

別
、

病
院

機
能

別
、

患
者

年
齢

、
発

生
時

間
別

の
発

生
状
況

と
再

発
防

止
対
策

の
た

め
の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
有

効
と

考
え

ら
れ

る
事

故
事

例
（

事
故
概

要
、

背
景

、
再
発

防
止

策
）
の

紹
介

等
を

内
容

と
す

る「
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
医

療
安
全

対
策

へ
の
取

組
に

つ
い

て（
平
成

１
９
年

版
）
」

（
医

療
安

全
白

書
）

を
国

立
病

院
機

構
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公

表
し

た
。
（

業
務

実
績

１
２

頁
参

照
）

・
従

来
異

な
っ

て
い

た
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
（
評
価

機
構

）
と

機
構
本

部
へ

の
報
告

範
囲

を
統

一
化

す
る

（
平

成
１

９
年

度
“

国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
医

療
安

全
管
理

の
た

め
の
指

針
”

の
改

訂
）

と
と

も
に

、
平

成
２

０
年

度
に

は
報

告
様

式
に
つ

い
て

も
共

通
の
も

の
と

す
る
こ

と
で

、
評

価
機

構
へ

の
報

告
件

数
を

大
幅

に
増

加
さ

せ
、

評
価
機

構
に

お
け

る
報
告

義
務

対
象
医

療
機

関
か

ら
の

報
告

の
う

ち
半

数
近

く
を

国
立

病
院

機
構

が
占

め
る

ま
で

に
な

っ
た

。
（

業
務

実
績

１
２

頁

参
照

）

・
ま

た
、
こ

の
こ

と
に

よ
り

大
幅

に
増

加
し

た
機
構
本

部
へ
の
報
告

事
例
等
を

素
材

と
し

て
、
毎
月
、

医
療

安
全

対
策

上
特

に
留

意
す

べ
き

テ
ー

マ
を

決
定
し

た
上

で
、

テ
キ
ス

ト
と

し
て
も

活
用

で
き

る
よ

う
、
テ

ー
マ

に
関

連
す

る
事

故
事

例
の

紹
介
と

共
通

す
る
発

生
原

因
や

再
発
防

止
策

等
を「

警

鐘
的

事
例

」
と

し
て

整
理

し
、

機
構

全
病

院
に

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る
取

り
組

み
を
開

始
し

た
。

（
業

務
実

績
１

２
頁

参
照

）

(
次

ペ
ー

ジ
へ

続
く

)
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
さ

ら
に

、
医

療
事

故
報

告
件

数
の

う
ち

の
約

３
０
％
を

占
め

る
転

倒
・
転

落
事

故
に
つ

い
て

は
、

そ
の

半
減

を
目

指
す

こ
と

と
し

、
転

倒
・

転
落

事
故
防

止
の

た
め

の
業
務

標
準

化
の
検

討
を

行
い

「
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
作

成
、
平

成
２

０
年

度
か
ら

全
入

院
患
者

に
対

し
標

準
的

な
評

価
が

行
え

る
よ

う
統

一
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
を

実
施

す
る

な
ど
「

転
倒

・
転
落

事
故

防
止

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

強
力

に
推

進
し

て
い

る
。
（
業

務
実

績
１
３

頁
参

照
）

・
長

期
療

養
患

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
に

つ
い
て
は

、
標

準
６

機
種
へ

の
絞

り
込
み

が
着

実
に

推
進

さ
れ

て
い

る
ほ

か
（

人
工

呼
吸

器
６

機
種

の
使
用

状
況

：
平

成
１
９

年
１

２
月
４

６
％

→
平

成
２

１
年

３
月

５
４

．
２

％
）
、

人
工

呼
吸

器
の

装
着

に
当

た
っ

て
患

者
に

分
か

り
や

す
い

説
明

を
行

う
等

の
観

点
か

ら
「

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す
る

人
工

呼
吸

器
の
取

扱
い

手
順
書

」
を

平
成

２
１

年
３

月
に

策
定

し
た

。
（

業
務

実
績

１
４
頁
参

照
）

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
推

進
に
つ

い
て
は

、
イ

ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・

コ
ン
セ

ン
ト

の
基

本
的

な
考

え
方

や
実

施
に

当
た

っ
て

の
留

意
す

べ
き
事

項
な

ど
整

理
し
、

平
成

２
０
年

度
に

「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
更

な
る

推
進

の
た

め
に

」
を

策
定

し
た

。
（

業
務

実
績

１
１

頁

参
照

）

・
地

域
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
救

急
医

療
・

小
児

救
急

に
貢

実
績

：
○

献
し
て

い
る

か
。

・
地

域
の

救
急

医
療

体
制

の
中

で
、

よ
り

重
篤

な
患
者
の

受
け

入
れ

を
行
う

医
療

機
関
と

し
て

の
役

割
を

担
う

こ
と

で
貢

献
し

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り
、

救
急

患
者

数
に
占

め
る

入
院
患

者
の

割
合

に
つ

い
て

も
上

昇
し

て
い

る
。
（

業
務

実
績

１
７
頁

参
照

）

・
三

次
救

急
、

２
４

時
間

小
児

救
急

体
制

、
小
児

救
急
輪

番
、

市
町

村
や
地

域
医

師
会
が

運
営

す
る

休
日

・
夜

間
の

小
児

救
急

セ
ン

タ
ー

へ
の

医
師

派
遣
、

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ
等

に
よ

る
患
者

搬
送

時
の

医
師

等
の

同
乗

や
搬

送
患

者
の

受
入

な
ど

、
地

域
の
救

急
医

療
体

制
の
強

化
に

大
き
く

貢
献

し
て

い
る

。
（

業
務

実
績

１
７

、
１

８
頁

参
照

）

・
救

急
患

者
・

小
児

救
急

患
者

の
受

け
入

れ
数

に
つ

い
て

、
中

実
績

：
△

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
取

組
、

着
実

に
・

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

５
６

４
，

８
３
１

件
で

平
成

１
５
年

度
に

比
し
て

１
．

９
％

進
展
し

て
い

る
か

。
増

、
ま

た
、

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て
は
、

１
３

９
，

７
６
６

件
と

な
っ
て

お
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
数

値
目

標
を

達
成

で
き

て
い

な
い
。

救
急

患
者

の
受

入
数

は
平

成
１

９
年

度
よ

り
減

少
傾
向

に
あ

る
が

、
そ
の

理
由

と
し
て

は
、

救
急

車
に

よ
る

搬
送

患
者

数
の

全
国

的
な

伸
び

の
鈍

化
や
、

こ
れ

ま
で

二
次
救

急
医

療
機
関

で
受

け
入

れ
て

い
た

比
較

的
軽

傷
の

患
者

を
本

来
の

受
入

先
で
あ

る
一

次
救

急
医
療

機
関

で
受
け

入
れ

る
な

ど
地

域
の

救
急

医
療

体
制

が
整

備
さ

れ
て

き
た

こ
と
な

ど
の

要
因

が
複
合

的
に

影
響
し

て
い

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
こ

の
よ

う
な

中
で

も
救

急
患

者
に
占

め
る

入
院

患
者
の

割
合

が
上
昇

し
て

い
る

な
ど

、
よ

り
重

篤
な

患
者

の
受

け
入

れ
に

シ
フ

ト
し
て

い
る

と
こ

ろ
で
あ

り
、

国
立
病

院
機

構
に

期
待

さ
れ

て
い

る
役

割
を

着
実

に
果

た
し

て
い

る
。
（
業

務
実
績

１
７

頁
参
照

）



-
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
３
）
質
の

高
い
医
療
の
提
供

（
３
）
質
の
高
い
医
療
の
提
供

（
３

）
質

の
高

い
医

療
の

提
供

（
３

）
質

の
高

い
医

療
の

提
供

国
立

病
院

機
構

の
医

療
の

標
準

化
を

図
る

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
①

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
活
用

①
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

①
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

用
や

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
医

療
（

E
v
i

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

、
患

者
に

分
か

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
普

及

d
e
n
c
e

B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i
n
e
）

に
関

す
る

り
や

す
い

医
療

の
提

供
や

医
療

の
標

準
推

進
の

た
め

、
研

究
会

・
研

修
１

．
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

推
進

情
報
の

共
有
化

を
図

る
こ
と
。

化
の

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
会

を
開

催
し

、
引

き
続

き
ク

リ
短
期

間
で

よ
り
効

果
的

な
医
療

、
チ
ー

ム
医

療
の
実

践
を

行
う
た

め
、
各

病
院

で
は
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス

委
員

会
に
お

い
て

妥
当
性

を
検

討
し
、

こ
れ

ま
で

担
っ

て
き

た
重

症
心

身
障

用
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

、
平

成
１

５
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

総
作

成
数

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス

の
作

成
を
行

い
、

こ
れ
を

用
い

た
医

療
の
実

践
を

行
っ
て

い
る

。
ま
た

各
地

で
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
研

究
会
を
開
催

し
て
、

害
児

（
者

）
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

年
度
に
比
し
、
中
期
目
標
の
期
間
中
に
、

増
を

図
る

と
と

も
に

、
平

成
１

普
及
・

改
善

に
取
り

組
ん

で
い
る

。

ー
児

（
者

）
等

の
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
に

つ
い

５
年

度
に

比
し

て
、

ク
リ

テ
ィ

Ｌ
（

生
活

の
質

）
の

向
上

を
図

り
、

併
て

５
０

％
以

上
の

増
加

（
※

）
を

目
指

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

の
５

０
％

(
1
)
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス

総
作
成

数

せ
て
、

在
宅
支

援
を

行
う
こ
と

。
す
。

以
上

増
の

確
保

を
目

指
す

。
平
成

１
９
年

度
７

，
５
３

０
種

類
→

平
成
２

０
年
度

１
１

，
５
６

５
種

類
（

平
成

１
５
年

度
３
，
９
３

５
種
類
）

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

・
物

ま
た

、
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ

的
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
地

域
医

療
※

平
成
１
５
年
度
実
績

カ
ル

パ
ス

の
作

成
及

び
活

用
を

(
2
)
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス

実
施
件

数

に
貢

献
す

る
た

め
、

病
診

・
病

病
連

携
延
べ
実
施
件
数

更
に

進
め

、
病

院
か

ら
地

域
ま

平
成

１
９
年

度
２

２
６
，

８
４

５
件

→
平
成

２
０
年

度
２

４
３
，

７
２

９
件

（
平

成
１

５
年
度

９
７
，
３
８

９
件
）

を
推

進
す

る
こ

と
。

こ
れ

ら
の

医
療

の
９

７
，
３
８
９
件

で
一

貫
し

た
医

療
の

提
供

を
目

質
の

向
上

を
基

盤
に

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
指

す
。

２
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

ワ
ー

ク
を

活
用

し
政

策
医

療
を

適
切

に
病
院

か
ら

在
宅
医

療
ま

で
一
貫

し
た

地
域
連

携
に

よ
る

医
療
を

実
践

す
る
た

め
に

、
地
域

の
医

療
機

関
と
一

体
と
な
り
地

域
連
携
ク
リ

テ
ィ
カ

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
際

、
政

策
ル

パ
ス

実
施

の
た
め

の
取

組
を
行

っ
た

。

医
療

の
評

価
を

行
う

た
め

の
指

標
を

開
地
域

連
携

パ
ス
に

よ
る

医
療
を

実
践

し
て
い

る
病

院
は

５
３
病

院
あ

り
、
大

腿
骨

頸
部
骨

折
、

脳
血

管
障
害

等
を
対
象
と

し
た
パ
ス
を

実
践
し

発
す
る

こ
と
。

た
。

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
平
成
１

９
年

度
３

８
病
院

→
平
成

２
０
年
度
５

３
病
院

（
平

成
１

７
年
度

１
２

病
院
）

パ
ス
の

実
施
件

数
に

つ
い
て
は

５
０

％
、

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

に
つ

い
３

．
医

療
の

標
準

化
に

向
け

た
取

組

て
は
４

０
％
の

増
加

を
図
る
こ

と
。

平
成

１
９

年
度
指

定
研

究
課
題

「
医

療
者
用

／
患

者
用

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
・
パ

ス
の

内
容
の

ば
ら

つ
き

と
、
バ

リ
ア
ン
ス
発

生
頻
度
及
び

在
院
日

数
と
の

関
連

に
関
す

る
調

査
研
究

」
に

お
い
て

、
国

立
病

院
機
構

内
で

運
用
さ

れ
て

い
る
代

表
的

疾
患

に
関
す

る
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
パ
ス

を
横
断

的
に
収

集
し

、
パ
ス

自
体

に
組
み

込
ま

れ
て
い

る
医

療
プ

ロ
セ
ス

の
ば

ら
つ
き

（
パ

ス
工
程

の
ば

ら
つ

き
）
と

入
院
日
数
な

ど
の
患
者
ア

ウ
ト
カ

ム
と
の

関
連

に
つ
い

て
分

析
・
検

討
を

行
っ
た

（
平

成
２

０
年
５

月
と

り
ま
と

め
）
。

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

対
象

疾
患
を

４
疾

患
か

ら
８
疾

患
に

拡
大
す

る
と

と
も
に

、
よ

り
詳

細
な
分

析
、
す
な
わ

ち
、
①
パ
ス

工
程
の

ば
ら
つ

き
と

病
院
特

性
と

の
関
連

、
②

パ
ス
工

程
の

ば
ら

つ
き
と

診
療

エ
ビ
デ

ン
ス

と
の
関

連
、

及
び

③
パ
ス

行
程
の
ば
ら

つ
き
と
在
院

日
数
な

ど
実
際

の
患

者
ア
ウ

ト
カ

ム
と
の

関
連

、
な
ど

の
点

を
明

ら
か
に

す
る

た
め
の

調
査

・
分
析

を
行

っ
た

。
こ
れ

ら
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今

後
医
療

の
標
準

化
に

向
け
た

具
体

的
な
方

策
や

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
・

パ
ス
自

体
の

標
準
化

に
向

け
た
取

組
を

進
め

て
い
く

こ
と
と
し
て

い
る
。

平
成

１
９

年
度
対

象
疾

患
：
胃

切
除

術
、
逆

行
性

前
立

腺
切
除

術
、

股
関
節

手
術

、
糖
尿

病
教

育
入

院

平
成

２
０

年
度

対
象

疾
患

：
扁

桃
摘

出
術

、
大

腸
ポ

リ
ベ

ク
ト

ミ
ー

、
子

宮
筋

腫
手

術
、

肺
が

ん
肺

葉
切

除
、

白
内

障
（

片
眼

）
、

ラ
ク

ナ
脳

梗
塞
、

心
臓
カ

テ
ー

テ
ル

（
予
定

検
査

入
院
）
、
小
児
市

中
肺
炎

【
説

明
資

料
】

資
料

２
２

：
地
域

連
携

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス

実
施

状
況

〔
１
６

０
頁

〕

資
料

２
３

：
Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ
の

他
施

設
間
比

較
〔

１
６

１
頁
〕

資
料

２
４

：
医
療

の
標

準
化
に

向
け

た
取
組

〔
１

６
４

頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
推
進

②
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推
進

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

十
平

成
１

９
年

度
か

ら
運

用
を

開

分
に

活
用

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
医

始
し

た
臨

床
評

価
指

標
を

す
べ

て
１

．
臨

床
評

価
指

標
の

開
発

及
び

公
表

療
（

E
v
i
d
e
n
c
e

B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i
n
e
。

以
の

施
設

を
対

象
に

測
定

す
る

と
と

１
４

６
病

院
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

を
活

用
し

て
病

院
の

提
供

す
る

医
療

の
質

を
計

り
改

善
す

る
た

め
の

臨
床

評
価
指
標

を
開
発
す
べ

く
、
平

下
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
」

と
い

う
。
）

を
実

践
す

る
も

に
、

国
立

病
院

機
構

で
の

指
標

成
１

６
年

度
よ

り
各

病
院

で
臨

床
評

価
指

標
に

つ
い

て
測

定
を

行
っ

て
き

た
。

平
成

１
８

年
度

に
こ

れ
ま

で
の

結
果
を
踏
ま

え
、
内
容
の

妥
当
性

た
め

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
臨

床
評

値
を

公
表

し
、

そ
の

結
果

を
基

に
や

改
善

可
能

性
に

つ
い

て
の

検
討

会
を

設
置

し
、

指
標

の
検

討
や

研
究

班
に

よ
る

新
指

標
の

実
施

可
能

性
の

調
査

を
行
っ
た

。

価
指

標
の

開
発

や
Ｅ

Ｂ
Ｍ

に
関

す
る

情
報

医
療

の
質

の
改

善
に

努
め

る
。

平
成

１
９

年
度
か

ら
は

、
①
現

行
の

政
策
医

療
分

野
に

お
い
て

普
遍

的
に
見

ら
れ

る
疾
患

に
つ

い
て

、
②
入

院
患
者
を
対

象
と
し
、
計

測
可
能

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
作
成
を
目
指
す
。

ま
た

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
開

性
、
改

善
可

能
性
を

重
視

し
た
項

目
を

、
新
た

な
臨

床
評

価
指
標

と
し

て
２
６

項
目

設
定
し

た
。

始
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

め
の

大
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
平

成
１

９
年

度
に

引
き

続
き

、
新

た
な

指
標

に
よ

り
平

成
１

９
年

度
実

績
を

計
測
し
、
そ

の
結
果
を
平

成
２
１

規
模

臨
床

研
究

に
よ

り
得

ら
れ

た
年

３
月

に
公

表
し

た
。

結
果

を
、

各
施

設
に

情
報

の
フ

ィ
複

数
の

病
院

に
お

い
て

、
医

療
プ

ロ
セ

ス
を

含
め

た
臨

床
評

価
指

標
を

計
測

し
、

公
表

す
る

試
み

は
日

本
で

は
あ
ま
り
例

が
無
く
、
こ

の
取
組

ー
ド

バ
ッ

ク
及

び
成

果
の

公
表

を
に

よ
り

病
院

に
お

け
る

一
般

的
な

医
療

の
質

向
上

へ
繋

が
る

一
方

法
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
て

い
る

。

行
い

、
医

療
の

質
の

向
上

に
資

す

る
。

２
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催

さ
ら

に
、

医
療

の
質

の
向

上
の

エ
ビ

デ
ン

ス
に
基

づ
い

た
医
療

を
提

供
す
る

た
め

、
各

政
策
医

療
分

野
や
治

験
・

臨
床
研

究
推

進
の

た
め
の

研
修
会
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
実
践
法

に
関
す

た
め

の
診

療
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
る

研
修

会
を

行
っ

た
。

平
成

１
７

年
度

か
ら

平
成

２
０

年
度

ま
で

で
延

べ
９

，
９

８
１

名
が

参
加

し
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

更
な
る
普

及
に
尽
力
し

た
。

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

進
め
る
。

３
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

事
業

一
般

医
療

を
多
く

担
っ

て
い
る

日
本

最
大
の

グ
ル

ー
プ

で
あ
る

国
立

病
院
機

構
に

お
い
て

、
豊

富
な

症
例
と

一
定
の
質
を

確
保
す
る
こ

と
が
可

能
と
い

う
特

徴
を
活

か
し

て
、
質

の
高

い
標
準

的
な

医
療

を
広
く

提
供

す
る
た

め
の

医
学
的

根
拠

を
確

立
す
る

た
め
、
平
成

１
６
年
度
か

ら
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

の
た

め
の
大

規
模

臨
床
研

究
を

開
始
し

た
。

平
成

１
６
年

度
に

採
択
し

た
５

課
題
の

研
究

に
つ

い
て
は

、
平
成
１
９

年
度
に
お
い

て
患
者

登
録
が

終
了

し
、
平

成
１

９
年
度

、
平

成
２
０

年
度

に
一

部
課
題

に
つ

い
て
学

会
等

で
成
果

の
発

表
を

行
っ
た

。
今
後
は
研

究
の
終
了
し

た
も
の

か
ら
随

時
論

文
発
表

等
に

よ
り
情

報
の

発
信
を

進
め

て
い

く
こ
と

と
し

て
い
る

。

平
成

１
７

年
度
に

は
、

４
課
題

の
研

究
を
開

始
し

て
、

平
成
１

９
年

度
に
症

例
の

登
録
を

完
了

し
、

一
部
課

題
に
つ
い
て

は
学
会
等
で

成
果
の

発
表

を
行

っ
た

。

平
成

１
８

年
度
か

ら
は

本
部
に

お
い

て
研
究

計
画

書
の

作
成
に

積
極

的
に
関

わ
る

こ
と
に

よ
り

、
厳

選
さ
れ

た
質
の
高
い

６
課
題
を
採

択
し
、

平
成
２

０
年

度
に
一

部
課

題
に
お

い
て

症
例
の

登
録

を
完

了
し
た

。

平
成

１
９

年
度
も

平
成

１
８
年

度
と

同
様
に

本
部

に
お

い
て
研

究
計

画
書
の

作
成

に
積
極

的
に

か
か

わ
る
こ

と
に
よ
り
質

の
高
い
３
課

題
を
採

択
し
、

順
調

に
症
例

の
登

録
を
行

っ
て

い
る
。

平
成

２
０

年
度
に

は
、

２
課
題

の
臨

床
研
究

課
題

（
高

度
医
療

適
用

の
試
験

、
が

ん
第
Ⅲ

相
比

較
試

験
）
を

採
択
し
、
症

例
登
録
の
準

備
を
進

め
て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
る

。
こ
れ

ら
の

情
報
を

分
担

研
究

施
設
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

す
る
こ

と
に

よ
り

、
診
療

の
質
の
標
準

化
を
図
っ
て

い
る
。

※
詳
細

に
つ

い
て
は

、
３

７
、
３

８
頁

に
記
載

平
成

２
０

年
度
に

採
択

し
た
課

題

○
糖
尿

病
腎
症

進
展

阻
止
の

た
め

の
抗
血

小
板

薬
の

効
果
の

検
討

○
既
治

療
進
行

非
小

細
胞
肺

癌
に

対
す
る

エ
ル

ロ
チ

ニ
ブ
と

ド
セ

タ
キ
セ

ル
の

無
作
為

比
較

第
Ⅲ

相
試
験

４
．

そ
の

他
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
取

組

(
1
)
臨

床
検

査
デ

ー
タ

の
精

度
保

証

日
本
医

師
会

が
主

催
す
る

「
臨

床
検
査

精
度
管
理

調
査

」
に
機

構
の

全
病
院

が
参

加
し

、
各
病

院
に

お
け
る

臨
床

検
査
の

精
度

の
維

持
向
上

に
取
り
組

ん
だ

。
そ

の
結
果

、
臨

床
検
査

精
度
の
評

価
に

つ
い
て

、
全

国
３
，

１
６

１
病

院
に
お

け
る

平
均
点

は
９

６
．
２

点
で

あ
っ

た
の
に

対
し
、
機

構
病

院
の

平
均
点

は
を

９
８
．

３
点
で
あ

り
、

１
０
０

点
満

点
の
病

院
も

１
０

病
院
存

在
す

る
な
ど

高
水

準
で
あ

っ
た

。

(
2
)
Ｅ

Ｂ
Ｍ

に
基

づ
く

臨
床

検
査

デ
ー

タ
標

準
化

へ
向

け
た

取
組

臨
床
検

査
デ

ー
タ

の
更
な

る
標

準
化
を

目
指
し
、

臨
床

検
査
技

師
協

議
会
と

連
携

し
つ

つ
、
平

成
２

０
年
度

よ
り

全
国
の

機
構

病
院

で
使
用

さ
れ
て
い

る
検

査
試

薬
の
性

能
評

価
検
討

作
業
を
開

始
し

た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

２
５

：
新
臨

床
評

価
指
標

項
目

一
覧
〔

１
７

０
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

最
新

の
医

学
知
見

を
も

と
に
、

根
拠

に
基
づ

い
た

医
療

サ
ー
ビ

ス
を

患
者
に

提
供

す
る
こ

と
を

目
的

と
し
て

、
平
成
１
８

年
７
月
か
ら

１
４
６

す
べ
て

の
病

院
で
国

立
病

院
機
構

職
員

が
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経
由

で
配

信
さ
れ

る
医

学
文
献

を
閲

覧
、

全
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が

で
き
る

よ
う
、

機
構

本
部
に

お
い

て
電
子

ジ
ャ

ー
ナ
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス
の

一
括

契
約
を

行
っ

た
。
平

成
１

８
年

度
に
お

い
て
は
、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ
ｎ
ｅ

ｔ
端
末

で
の

み
の

利
用

に
閲

覧
が

限
ら

れ
て

い
た

が
、

平
成

１
９

年
６

月
よ

り
「

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
）
」

で
整

備
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

バ
ー

を
経

由
し

て
、

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
外

か
ら

の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

１
５
，

６
６

２
文
献

の
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド

が
あ
っ

た
。

【
月

間
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド

数
（
平

均
）
】

平
成

１
９
年

度
１
，
１

２
４

文
献

→
平
成

２
０
年

度
１
，
３

０
５

文
献

（
対

前
年

度
比

＋
１
１
６
．

１
％
）

【
説

明
資

料
】

資
料

２
６

：
電
子

ジ
ャ

ー
ナ
ル

〔
１
７

１
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
長
期
療
養
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
等

③
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

③
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
等

長
期

療
養

者
に

関
し

て
は

、
そ

の
Ｑ

上
等

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上

を
目
指
し
、

各
病

院
は

、
引

き
続

き
長

期
１

．
面

談
室

の
設

置
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

れ
状

況

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

面
談

室
を

設
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
に

つ

置
す

る
と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
い

て
自

院
の

サ
ー

ビ
ス

を
点

検
(
1
)

面
談

室
の

設
置

積
極
的
な
受
入
や
協
働
等
に
努
め
る
。

し
、

必
要

な
見

直
し

を
行

う
。

全
１
４

５
病
院

に
お

い
て
面

談
室

が
設
置

済
と

な
っ

て
お
り

、
中

期
計
画

の
目

標
値
を

達
成

し
て

い
る
。

ま
た

、
重
症

心
身
障
害

児
（

者
）
、
進
行

ま
た

、
障

害
者

自
立

支
援

法
平
成

１
９
年

度
１
４
６

病
院

→
平
成

２
０

年
度

１
４

５
病
院

（
平
成
１

５
年

度
１
２
３

病
院

）

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

受
の

趣
旨

に
沿

っ
て

、
療

養
介

助
（

注
）

南
横

浜
病

院
廃

止
に

伴
う

減
（

△
１

）

け
入
れ
て
い
る
８
１
病
院
に
つ
い
て
は
、

職
の

配
置

を
推

進
し

、
よ

り
よ

患
者

家
族

の
宿

泊
室

を
設

置
し

て
い

る
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
(
2
)

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
積

極
的

な
受

入
れ

病
院

数
を

、
地

方
公

共
団

体
、

関
係

団
に

よ
り

、
患

者
の

処
遇

充
実

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

入
れ

て
い

る
病

院
は

１
３

６
病

院
（

平
成

２
０

年
度

は
３

病
院

増
）

に
上

り
、

重
症

心
身

障
害
児

（
者

）
患

者
等
の

体
等

の
協

力
も

得
て

、
平

成
１

５
年

度
図

る
。

日
常
生
活

援
助

、
遊

び
相
手

、
お

む
つ
た

た
み
や
行

事
の

支
援
等

を
行

っ
て
い

た
だ

い
て

お
り
、

長
期

療
養
患

者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上

の
一

助
を
担

に
比

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

っ
て
い
た

だ
い

て
い

る
。

１
０
％
以
上
の
増
加
（
※
）
を
目
指
す
。

平
成

１
９
年

度
１
３
３

病
院

→
平
成

２
０

年
度

１
３

６
病
院

（
平
成
１

５
年

度
１
２
３

病
院
）

併
せ

て
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

等
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
、

通
２

．
患

者
家

族
の

宿
泊

施
設

の
設

置

園
事

業
等

の
推

進
や

在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

受
け

入
れ

て
い

る
８

１
病

院
の

う
ち

、
患

者
家

族
の

宿
泊

室
を

設
置

し

ワ
ー
ク
へ
の
協
力
を
行
う
。

て
い
る

病
院

は
６
８

病
院

と
な
っ

て
お

り
、
平

成
１

５
年

度
に
比

し
て

２
６
％

増
と

大
幅
に

増
加

し
て

い
る
。

平
成

１
９

年
度

６
７

病
院

→
平

成
２

０
年

度
６

８
病

院
（

平
成

１
５

年
度

５
４

病
院

）

※
平
成
１
５
年
度
実
績

５
４
病
院
に
設
置

３
．

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

の
在

宅
療

養
支

援

(
1
)
通

園
事

業
の

推
進

重
症
心

身
障

害
児
（
者
）
等
の

在
宅

療
養

を
支
援

す
る
た
め
、
通

園
事
業

等
を

推
進
し

て
お

り
、
Ｂ

型
通
園

事
業

に
つ
い

て
は

２
５

病
院
（
平

成
２
０
年

度
は

１
病

院
増
）

で
実

施
し
て

い
る
ほ
か

、
Ａ

型
通
園

事
業

に
つ
い

て
も

３
病

院
で
実

施
し

て
い
る

。

Ａ
型

平
成

１
９

年
度

３
病
院

→
平
成

２
０
年

度
３
病

院
（
平
成

１
５

年
度

０
病

院
）

Ｂ
型

平
成

１
９

年
度

２
４

病
院

→
平
成

２
０
年

度
２
５
病

院
（
平
成

１
５

年
度

１
９

病
院
）

(
2
)
在

宅
支

援
の

取
組

重
症
難

病
患

者
が

適
時
に

入
院

で
き
る

体
制
及
び

在
宅

療
養
提

供
体

制
を
整

備
す

る
た

め
に
都

道
府

県
が
実

施
し

て
い
る

重
症

難
病

患
者
入

院
施
設
確

保
事

業
に

つ
い
て

、
２

４
病
院

が
拠
点
病

院
、

５
０
病

院
（

平
成
２

０
年

度
は

４
病
院

増
）

が
協
力

病
院

の
役
割

を
担

う
な

ど
、
地

域
の
在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
へ

の
協
力

を
行
っ
て

い
る

。

拠
点

病
院

平
成

１
９
年

度
２
４
病

院
→

平
成
２

０
年

度
２

４
病

院
（

平
成

１
６

年
度

１
７
病
院
）

協
力

病
院

平
成

１
９
年

度
４
６
病

院
→

平
成
２

０
年

度
５

０
病

院
（

平
成

１
６

年
度

３
９
病
院
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

障
害

者
自

立
支

援
法

施
行

に
伴

う
療

養
介

助
員

の
増

員
に

よ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
強

化

平
成

１
８

年
１
０

月
の

自
立
支

援
法

施
行
に

よ
り

、
２

７
病
院

が
療

養
介
護

事
業

者
と
な

っ
て

お
り

、
対
象

病
棟
の
対
象

患
者
に
対
す

る
個
別

の
療
養

介
護

計
画
書

を
作

成
し
た

り
、

療
養
介

助
員

を
増

員
す
る

な
ど

し
て
、

サ
ー

ビ
ス
を

充
実

さ
せ

て
い
る

。

ま
た

、
患

者
の
多

様
な

要
望
に

応
じ

て
ケ
ア

の
充

実
を

図
る
た

め
、

看
護
師

の
指

示
の
下

、
入

浴
、

食
事
、

排
泄
等
の
ボ

デ
ィ
ー
タ
ッ

チ
を
主

と
し
た

療
養

介
助
員

を
重

症
心
身

障
害

・
進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー

病
棟
の

み
な

ら
ず
、

神
経

難
病

病
棟
を

含
め
５
６
３

名
増
員
し
、

長
期
療

養
患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

基
本

で
あ
る

日
常

生
活
の

ケ
ア

に
関

す
る
介

助
サ

ー
ビ
ス

の
提

供
体
制

を
強

化
し

た
。

【
療
養

介
助

員
配
置

数
】

平
成
１

９
年
度

４
３
病

院
４
０

９
名

→
平
成

２
０
年

度
４
９

病
院

５
６

３
名

（
平

成
１
８
年

度
３
９

病
院

３
１

４
名
）

５
．

長
期

療
養

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
の

具
体

的
取

組

(
1
)
各

病
院

の
具

体
的

な
取

組

長
期
療

養
患

者
に

対
し
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上

の
た
め
、

生
活

に
変
化

を
も

た
ら
し

た
り

、
地

域
と
ふ

れ
あ

い
を
も

て
る

機
会
を

設
け

て
い

る
。
ま

た
、
単
調

に
な

り
が

ち
な
長

期
療

養
生
活

の
良
い
ア

ク
セ

ン
ト
と

な
る

よ
う
、

各
病

院
に

お
い
て

、
七

夕
祭
り

、
ク

リ
ス
マ

ス
会

な
ど

の
季
節

的
行
事
の

開
催

に
取

り
組
ん

で
い

る
。

(
2
)
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
Ｍ

Ｓ
Ｗ

）
の

配
置

（
再

掲
）

長
期
療

養
に

伴
い

患
者
・

家
族

に
生
じ

る
心
理
的

、
経

済
的
、

社
会

的
問
題

等
の

解
決

に
早
期

に
対

応
し
安

心
し

て
医
療

が
受

け
ら

れ
る
よ

う
に
す
る

と
と

も
に

、
退
院

後
の

在
宅
ケ

ア
、
社
会

復
帰

が
円
滑

に
行

え
る
よ

う
関

係
機

関
と
連

携
し

必
要
な

援
助

を
行
っ

て
い

く
た

め
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配
置

を
進

め
た

。

【
Ｍ

Ｓ
Ｗ

の
配

置
】

・
国

立
病
院

機
構
１
４
５

病
院
中

平
成
１

９
年
度

１
０

９
病
院

１
９
２
名

→
平

成
２
０

年
度

１
１

３
病

院
２

２
９

名

（
平

成
１
６

年
度

５
５
病

院
７
１

名
）

・
重

症
心
身

障
害
・
進
行

性
筋
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

病
床

を
有

し
て
い

る
８

１
病
院

中

平
成
１

９
年
度

５
２
病
院

８
９

名
→

平
成
２

０
年
度

５
６
病
院

１
０

６
名

（
平

成
１

６
年
度

２
６
病
院

３
４
名
）

(
3
)
食

事
の

提
供

に
か

か
る

サ
ー

ビ
ス

向
上

へ
の

取
組

入
院

生
活

に
お

け
る

「
食

事
」

は
、

治
療

の
一

環
で

あ
る

と
と

も
に

、
患

者
に

と
っ

て
の

楽
し

み
の

一
つ

で
も

あ
る

。
最

近
は

、
選

択
メ

ニ
ュ
ー
な

ど
に

よ
り

、
可
能

な
限

り
患
者

の
意
向
を

重
視

し
た
形

を
取

り
入
れ

て
い

る
病

院
が
多

い
が

、
長
期

療
養

患
者
に

つ
い

て
は

、
食
事

の
介
助
が

大
変

な
こ

と
か
ら

ベ
ッ

ド
サ
イ

ド
又
は
食

堂
に

お
い
て

配
膳

ト
レ
ー

で
の

食
事

を
提
供

し
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
る

。
こ

う
し

た
中
、

年
に

数
回

、
定

期
的

に
「

食
事

バ
イ

キ
ン

グ
」

や
「

ワ
ゴ

ン
サ

ー
ビ

ス
」

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
満

足
し

て
も

ら
う

よ
う

、
病

院
が

一
体

と

な
っ
て
取

り
組

ん
で

い
る
。

【
食
事

バ
イ
キ

ン
グ
を
企
画

実
施
し
て

い
る

病
院
】

重
症
心
身

障
害
病
床
を

有
し
て
い

る
７
２
病

院
中

平
成
１

９
年
度

１
４
病
院

→
平

成
２

０
年
度

１
７
病
院

【
ワ

ゴ
ン

サ
ー
ビ

ス
を

企
画

実
施
し

て
い

る
病
院

】

重
症

心
身
障

害
・

進
行

性
筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
病

床
を
有

し
て

い
る

８
１

病
院
中

２
６

病
院
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-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

長
期

療
養

患
者

の
Q

O
L
を

維
持

・
向

上
さ

せ
る

た
め

の
人

工
呼

吸
器

の
標

準
化

（
再

掲
）

(
1
)
人

工
呼

吸
器

の
機

種
の

標
準

化
に

つ
い

て

平
成
１

８
年

度
に

取
り
ま

と
め

ら
れ
た

報
告
書
「

長
期

療
養
患

者
が

使
用
す

る
人

工
呼

吸
器
の

標
準

化
に
つ

い
て

」
を
踏

ま
え

、
平

成
１
９

年
４
月
に

、
今

後
、

長
期
療

養
患

者
が
使

用
す
る
人

工
呼

吸
器
の

更
新

等
整
備

を
行

う
際

に
は
、

原
則

と
し
て

標
準

６
機
種

の
中

か
ら

整
備
を

行
う
こ
と

と
す

る
旨

の
医
療

部
長

通
知
を

発
出
し
た

。

ま
た
、

平
成

２
１

年
３
月

に
標

準
化
の

進
捗
状
況

に
つ

い
て
の

調
査

を
行
っ

た
と

こ
ろ

、
医
療

部
長

通
知
発

出
前

の
平
成

１
９

年
２

月
の
調

査
時
点
と

比
較

し
て

、
長
期

療
養

患
者
が

使
用
す
る

人
工

呼
吸
器

で
標

準
６
機

種
の

占
め

る
割
合

が
上

昇
し
て

お
り

、
標
準

化
に

向
け

た
各
病

院
の
積
極

的
な

取
組

が
見
ら

れ
た

。

【
人

工
呼

吸
器
６

機
種

の
使

用
状
況

】
平
成
１

９
年

１
２
月

４
６
．

０
％

→
平
成
２

１
年
３
月

５
４
．
２

％

（
当

初
：

平
成

１
９

年
２

月
３

５
．

４
％

）

(
2
)
長

期
療

養
患

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
手

順
書

に
つ

い
て

進
行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
児

（
者
）
・

重
症

心
身
障

害
児

（
者
）
・

Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者

等
の

長
期
療

養
患

者
に
と

っ
て

人
工
呼

吸
器

は
生

命
維
持

装
置
で
あ

り
、

そ
の

装
着
に

当
た

っ
て
は

患
者
に
分

か
り

や
す
い

説
明

を
行
う

と
と

も
に

、
細
心

の
注

意
を
も

っ
て

取
り
扱

う
こ

と
が

必
要
で

あ
る
こ
と

か
ら

、
人

工
呼
吸

器
の

目
的
や

基
本
構
造

、
操

作
時
の

安
全

管
理
、

使
用

時
の

看
護
の

留
意

点
、
装

着
に

係
る
説

明
書

等
を

内
容
と

す
る
「
長

期
療

養
患

者
が
使

用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

取
扱

い
手
順

書
」

を
平
成

２
１

年
３

月
に
作

成
し

運
用
を

開
始

し
た
。

【
手
順

書
内
容

】

Ⅰ
長
期

療
養
患

者
に

対
す

る
人
工

呼
吸

器
の
目

的
、

使
用
時

の
留

意
点

等

１
．
目

的
２

．
分

類
３
．
基

本
構

造
４

．
操

作
５

．
安

全
管

理
６

．
使
用
時
の

看
護
の
留
意

点
７
．

停
電

時
の

対
応

８
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意

書

Ⅱ
非
侵

襲
的
陽

圧
換

気
療

法
（
Ｎ

Ｐ
Ｐ

Ｖ
）

１
．
適

応
基
準

２
．
長

所
・
短

所
３
．
代

表
的

な
換
気

様
式

４
．
安
全

管
理

５
．

使
用
時
の
看

護
の
留
意

点
６
．

移
行

７
．
装

着
に
か

か
る

説
明

書
及
び

同
意

書

【
説

明
資

料
】

資
料

２
７

：
長
期

療
養

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向
上

等
〔

１
７

３
頁
〕

資
料

２
８

：
重
症

心
身

障
害
児

（
者

）
通
園

事
業

の
推

進
〔
１

７
４

頁
〕

資
料

２
９

：
療
養

介
助

職
の
配

置
に

よ
る
効

果
〔

１
７

５
頁
〕



-
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-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

④
病
診
連
携
等
の
推
進

④
病

診
連

携
等

の
推

進
④

病
診

連
携

等
の

推
進

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携

地
域

に
お

い
て

的
確

な
役

割
を

担
う

た
を

図
り

、
地

域
に

お
け

る
的

確
１

．
地

域
医

療
連

携
室

の
取

組

め
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

地
域

医
な

役
割

を
担

う
た

め
、

引
き

続
地
域

医
療

連
携
室

に
つ

い
て
は

、
す

べ
て
の

病
院

に
お

い
て
設

置
さ

れ
て
お

り
、

そ
の
う

ち
１

１
７

病
院
で

専
任
の
職
員

（
３
０
３
名

）
を
配

療
連

携
室

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

平
き

各
病

院
の

地
域

医
療

連
携

室
置

し
て

い
る

。
具
体

的
な

取
組
と

し
て

、
広
報

誌
の

発
行

、
紹
介

患
者

の
受
付

、
公

開
講
座

の
実

施
、

連
携
病

院
へ
の
訪
問

、
近
隣
医
療

機
関
の

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
が

中
心

と
な

っ
て

、
紹

介
率

と
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作
成

、
地

域
医
療

カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

の
実

施
、
地

域
連

携
パ
ス

作
り

へ
の
参

画
、

高
額

医
療
機

器
の
検
査
予

約
受
付
な
ど

を
行
う

間
中

に
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高

額
医

療
機

器
逆

紹
介

率
の

引
き

上
げ

や
高

額
こ

と
に

よ
っ

て
、
病

診
連

携
等
を

推
進

し
て
い

る
と

こ
ろ

で
あ
る

。

（
※

１
）

の
共

同
利

用
数

に
つ

い
て

４
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
の

増
ま
た

、
地

域
の
医

療
機

関
と
の

連
携

を
強
化

し
、

紹
介

率
の
向

上
を

図
る
こ

と
に

よ
り
、

平
均

在
院

日
数
の

短
縮
化
に
も

貢
献
し
て
い

る
。

０
％
以
上
の
増
加
（
※
２
）
を
目
指
す
。

を
図

る
。

ま
た

、
同

様
に

、
紹

介
率

と
逆

紹
介

２
．

紹
介

率
と

逆
紹

介
率

の
上

昇

率
に

つ
い

て
各

々
５

％
以

上
引

き
上

げ
各
病

院
平

均
の
紹

介
率

は
５
３

．
９

％
、
平

成
１

５
年

度
に
比

し
て

１
７
．

１
ポ

イ
ン
ト

増
と

な
っ

て
い
る

。
ま
た
、
各

病
院
平
均
の

逆
紹
介

る
（
※
３
）
こ
と
に
努
め
る
。

率
は
４

２
．

７
％
、

平
成

１
５
年

度
に

比
し
て

１
８

．
３

ポ
イ
ン

ト
増

と
な
っ

て
お

り
、
そ

れ
ぞ

れ
中

期
計
画

の
数
値
目
標

を
達
成
し
て

い
る
。

※
１

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮

紹
介
率

逆
紹
介

率

影
装
置
）
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁

気
共
鳴
診

平
成
１
５

年
度

３
６

．
８

％
２

４
．

４
％

断
装

置
）
、

シ
ン

チ
グ

ラ
フ

ィ
ー

、
平

成
１
６

年
度

４
０

．
５

％
２

８
．

７
％

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ト

平
成
１
７

年
度

４
２

．
７

％
３

３
．

２
％

ン
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｔ
装
置
）

平
成
１
８

年
度

４
７

．
４

％
３

２
．

２
％

※
２

平
成
１
５
年
度
実
績

平
成
１
９

年
度

５
１

．
１

％
３

６
．

９
％

総
件
数

２
８
，
２

８
２
件

平
成
２
０

年
度

５
３

．
９

％
４

２
．

７
％

※
３

平
成
１
５
年
度

紹
介
率

３
６
．

８
％

３
．

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
状

況
（

第
２

２
(3

)①
「

医
療

機
器

の
効

率
的

な
利

用
の

推
進

」
参

照
）

逆
紹
介
率

２
４
．

４
％

高
額

医
療

機
器

（
Ｍ

Ｒ
Ｉ

、
Ｃ

Ｔ
、

Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

Ｔ
、

シ
ン

チ
グ

ラ
フ

ィ
ー

）
の

稼
働

状
況

及
び

共
同

利
用

数
は

５
９

，
０

０
４

件
で

、
平

成

１
５

年
度
に

比
し

て
約

１
０
８

．
６
％
増
と

大
幅
に
増
加

し
て
お
り

、
中

期
計

画
の
数

値
目

標
を
大

幅
に

上
回
っ

た
。

４
．

地
域

医
療

へ
の

取
組

平
成

１
８

年
の
医

療
法

改
正
に

よ
り

、
都
道

府
県

が
作

成
す
る

新
医

療
計
画

に
お

い
て
４

疾
病

５
事

業
等
が

位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
と

な
っ
た

と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

国
立

病
院
機

構
関

係
者
が

都
道

府
県

の
医
療

協
議

会
等
へ

参
加

し
、
医

療
計

画
の

策
定
に

貢
献
す
る
こ

と
な
ど
に
よ

り
、
地

域
医
療

へ
の

取
組
を

推
進

し
て
い

る
。

○
各

都
道

府
県
に

お
け

る
医
療

連
携

体
制
に

つ
い

て
検

討
・
討

議
す

る
た
め

に
設

置
さ
れ

る
委

員
会

等
へ
の

参
加
状
況

平
成
２
０

年
４

月
平
成

２
１
年

４
月

・
都

道
府

県
医
療

対
策

協
議

会
等

２
５
病

院
→

３
０
病
院

・
地

域
別

・
疾
患

別
の

委
員

会
等

４
２
病

院
（

延
数
）

→
４

５
病
院

（
実
数
）

５
．

助
産

所
の

嘱
託

医
療

機
関

と
し

て
の

協
力

平
成

１
８

年
の
医

療
法

改
正
に

よ
り

、
分
娩

を
取

り
扱

う
助
産

所
の

開
設
者

は
分

娩
時
等

の
異

常
に

対
応
す

る
た
め
、
嘱

託
医
師
に
つ

い
て
は

産
科
又

は
産

婦
人
科

を
担

当
す
る

医
師

を
嘱
託

医
と

す
る

こ
と
、

及
び

嘱
託
医

師
に

よ
る
対

応
が

困
難

な
場
合

の
た
め
、
診

療
科
名
の
中

に
産
科

又
は
産

婦
人

科
及
び

小
児

科
を
有

し
、

か
つ
、

新
生

児
へ

の
診
療

を
行

う
こ
と

が
で

き
る
病

院
又

は
診

療
所
を

確
保
す
る
こ

と
と
さ
れ
た

。

平
成

２
１

年
４
月

１
日

現
在
、

嘱
託

医
療
機

関
（

嘱
託

医
師
を

含
む

）
と
し

て
１

１
病
院

が
協

力
し

て
い
る

。



-
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

地
域

医
療

支
援

病
院

の
増

加

平
成

２
０

年
度
中

に
、

新
た
に

１
０

病
院
（

霞
ヶ

浦
医

療
セ
ン

タ
ー

、
千
葉

医
療

セ
ン
タ

ー
、

災
害

医
療
セ

ン
タ
ー
、
金

沢
医
療
セ
ン

タ
ー
、

京
都
医

療
セ

ン
タ
ー

、
舞

鶴
医
療

セ
ン

タ
ー
、

大
阪

医
療

セ
ン
タ

ー
、

大
阪
南

医
療

セ
ン
タ

ー
、

岩
国

医
療
セ

ン
タ
ー
、
小

倉
医
療
セ
ン

タ
ー
）

が
地
域

医
療

支
援
病

院
の

指
定
を

受
け

、
合
計

３
３

病
院

が
地
域

医
療

支
援
病

院
と

し
て
の

役
割

を
担

う
な
ど

、
地
域
医
療

へ
の
取
組
を

一
層
強

化
し

て
い

る
。

平
成

１
９

年
度

２
３

病
院

→
平

成
２

０
年

度
３

３
病

院
（

平
成

１
５

年
度

４
病

院
）

７
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

平
成

１
８

年
に
成

立
し

た
「
が

ん
対

策
基
本

法
」

及
び

同
年
に

出
さ

れ
た
「

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
の
整

備
に
関
す
る

指
針
」
等
に

よ
る
国

の
が
ん

医
療

の
均
て

ん
化

推
進
方

策
に

協
力
す

る
た

め
、

が
ん
医

療
を

担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報
提
供
体

制
等
を
整
備

し
た
結

果
、
平

成
２

０
年
度

は
２

病
院
が

都
道

府
県
が

ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携
拠
点
病

院
と
し
て
指

定
さ
れ

て
お
り

、
地

域
に
お

け
る

質
の
高

い
が

ん
医
療

の
拠

点
整

備
に
貢

献
し

た
。

都
道
府

県
が
ん

診
療

連
携
拠

点
病

院
平
成

１
９

年
度

２
病

院
→

平
成
２
０

年
度

２
病
院

（
平
成
１
５

年
度

０
病

院
）

地
域
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
平
成

１
９

年
度
３

１
病

院
→

平
成
２
０

年
度

３
１

病
院

（
平
成
１
５

年
度

７
病

院
）

※
平
成
２

１
年

４
月
１

日
に

北
海
道

が
ん

セ
ン

タ
ー
が

都
道

府
県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

に
、
神

戸
医
療
セ
ン

タ
ー
が
地
域

が
ん
診

療
連
携
拠

点
病

院
に
指

定

８
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

病
院

か
ら

在
宅
医

療
ま

で
一
貫

し
た

地
域
連

携
に

よ
る

医
療
を

実
践

す
る
た

め
、

ま
た
病

診
連

携
等

を
推
進

す
る
た
め
に

地
域
の
医
療

機
関
と

共
同
し

て
地

域
連
携

ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ

ス
を
作

成
し

、
そ

の
パ
ス

に
基

づ
い
た

連
携

医
療
の

実
践

を
進

め
た
。

地
域

連
携

パ
ス
に

よ
る

医
療
を

実
践

し
た
病

院
は

５
３

病
院
あ

り
、

大
腿
骨

頚
部

骨
折
、

脳
血

管
障

害
等
を

対
象
と
し
た

パ
ス
を
実
践

し
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

３
０

：
が
ん

診
療

連
携
拠

点
病

院
一
覧

〔
１

８
１

頁
〕

資
料

３
１

：
病
診

連
携

等
の
推

進
〔

１
８
２

頁
〕

資
料

３
２

：
地
域

医
療

支
援
病

院
一

覧
〔
１

８
３

頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

⑤
政
策
医
療
の
適
切
な
実
施

⑤
政

策
医

療
の

適
切

な
実

施
⑤

政
策

医
療

の
適

切
な

実
施

こ
れ

ま
で

担
っ

て
き

た
結

核
や

エ
イ

新
た

な
都

道
府

県
医

療
計

画

ズ
を

は
じ

め
と

す
る

感
染

症
、

進
行

性
で

位
置

付
け

ら
れ

る
４

疾
病

５
１

．
質

の
高

い
結

核
医

療
の

実
施

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

や
重

症
心

身
障

害
事

業
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

担

等
の

政
策

医
療

に
つ

い
て

、
政

策
医

療
っ

て
き

た
政

策
医

療
を

、
引

き
(
1
)
我

が
国

の
結
核

医
療

に
お
け

る
国

立
病
院

機
構

の
役

割

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
適

切
に

実
続

き
各

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
結
核
医

療
は

、
国

立
病
院

機
構

で
担
う

政
策
医
療

の
重

要
な
一

分
野

で
あ
り

、
結

核
病

床
を
有

す
る

５
４
病

院
３

，
７

１
７

床
に

お
い
て
全

施
す
る
。

ク
及

び
臨

床
評

価
指

標
等

を
活

国
の
結
核

入
院

患
者

の
約
４

５
％

以
上
を

受
け
入
れ

治
療

を
提
供

し
た

。

ま
た

、
今

後
開

発
す

る
臨

床
評

価
指

用
し

て
、

そ
の

質
の

向
上

を
図

標
を

活
用

し
て

そ
の

実
施

状
況

を
把

握
る

。
(
2
)

結
核
病

床

し
、

評
価

を
行

い
、

個
々

の
病

院
が

取
ま

た
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、

結
核

の
入
院

患
者
数
及

び
病

床
利
用

率
は

低
下
傾

向
に

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病

棟
運
営

の
た

め
、

複
数
の

り
組
む
政
策
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
。

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
医

療
機

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る

病
院

に
お
い

て
は
、
病

棟
の

休
棟
ま

た
は

廃
止
、
ま

た
、
単

一
の
結
核

病
棟

を
保

有
し
て

い
る

病
院
に

お
い

て
は
、

関
や

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上

、
一

般
病
床

と
の
ユ
ニ

ッ
ト

化
を
行

う
な

ど
の
取

組
を

進
め

て
い
る

。

づ
く

療
養

介
護

事
業

の
運

営
に

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て

は
、

７
個
病

棟
（
２
４

６
床

）
を
休

棟
な

ど
に
よ

り
集

約
し

た
ほ
か

、
一

般
病
床

と
の

ユ
ニ

ッ
ト

化
も

５
例
実
施

つ
い

て
は

、
適

切
な

対
応

を
図

し
た
。

る
。

ま
た

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

診
療

報
酬

改
定

が
行

わ
れ

、
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

に
つ

い
て

、
１

０
対

１
の

評
価

の
引

き
上

げ
、

１
３
対
１

の
平

均
在

院
日
数

要
件

の
撤
廃

が
行
わ
れ

た
こ

と
に
と

も
な

い
、
平

成
２

０
年

度
中
に

１
５

対
１
か

ら
１

０
対
１

へ
の

上
位

基
準
の

取
得
を
２

病
院

に
お

い
て
、

１
５

対
１
か

ら
１
３
対

１
へ

の
上
位

基
準

の
取
得

を
２

３
病

院
に
お

い
て

実
施
し

た
。

平
成

１
９

年
度

平
成
２

０
年

度

延
入
院
患

者
数

（
結
核

）
６
２
７

，
９

９
４

名
→

５
６
４
，

６
６

７
名

病
床
利
用

率
（

結
核
）

６
０

．
２

％
→

５
８
．

７
％

(
3
)

新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
対

応
指

針
（
素

案
）

の
作
成

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

発
生

が
強

く
懸

念
さ

れ
、

政
府

に
お

い
て

も
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

行
動

計
画

の
見

直
し

が
行

わ
れ

る
中

、
平

成

２
０
年

１
２

月
、
新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が

発
生

し
た
際

に
お

い
て

も
各
病

院
が

適
切
に

対
応

で
き
る

よ
う
、
「

旧
療

養
所
型

病
院

の
活

性
化
方

策
に
関

す
る

検
討
会

」
結
核
部
会

に
お
い
て

、
国

立
病
院

機
構

に
お

け
る
「

新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ
対

応
指

針
（

素
案
）
」

の
検
討

を
行

っ
た
。

当
該

素
案

で
は

、
地

域
に

お
け

る
各

病
院

の
役

割
の

確
認

、
発

熱
外

来
の

設
置

と
役

割
、

診
療

体
制

等
政

府
の

行
動

計
画

が
定

め
る

発
生

段
階

に
応

じ
た

各
病

院
の

具
体

的
行

動
に

つ
い

て
整

理
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
併

せ
て

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
疑

い
患

者
の

定
義

を
満

た
す

患
者

が
来

院
し

た
と

い
う

状
況

設
定

の
中

で
、

個
々

の
職

員
が

具
体

的
に

ど
う

行
動

し
、

ど
の

よ
う

な
役

割
を

果
た

す
べ

き
か

な
ど

を
事

前
に

確
認

す
る
た

め
の

「
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
マ
ニ
ュ

ア
ル

」
を
作

成
し

た
。

な
お

、
本

年
４

月
の

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
発

生
の

際
に

も
、

本
素

案
を

全
病

院
に

送
付

し
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

拡
大

し
た

場
合

の
各

病

院
の

体
制

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
検

討
し

て
お

く
こ

と
で

、
万

全
の

対
応

が
行

え
る

よ
う

指
示

を
行

い
、

発
熱

外
来

の
開

設
に

当
た

っ
て

も
組

織
的
か

つ
迅

速
な
対

応
を
行
う
こ

と
が
で
き

た
。

今
後

は
、

本
年

４
月

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
応

で
明

ら
か

と
な

っ
た

課
題

等
を

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

必
要

な
見

直
し

等
を

行
っ

て
い

く

こ
と

で
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

各
病

院
が

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
の

で
き

る
体

制
を

整
備

し
て

い
く

こ
と

と
し
て

い
る

。

【
説

明
資
料

】

資
料

３
３

：
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

対
応
指

針
（

素
案
）
〔

１
８
５

頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
施

行
に

係
る

主
導

的
な

取
組

と
精

神
医

療
の

質
の

向
上

(
1
)
医

療
観

察
法

病
床

の
主

導
的

整
備

平
成
１

７
年

７
月

の
心
神

喪
失

者
等
医

療
観
察
法

の
施

行
に
よ

り
、

国
、
都

道
府

県
及

び
特
定

独
立

行
政
法

人
は

指
定
入

院
医

療
機

関
を
整

備
す
る
こ

と
と

な
っ

た
。
対

象
患

者
の
増

加
に
よ
り

病
床

が
不
足

し
、

都
道
府

県
の

病
床

整
備
が

遅
々

と
し
て

進
ま

な
い
中

で
、

国
立

病
院
機

構
は
医
療

観
察

法
病

棟
の
整

備
を

進
め
る

な
ど
、
国

の
政

策
と
し

て
の

同
法
施

行
に

大
き

く
貢
献

し
て

い
る
。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

新
た
に
１

か
所

（
賀
茂

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
）

整
備
し

た
。

【
平
成

２
０

年
度

末
時
点

の
医

療
法
観

察
法
病
棟

開
棟

病
院
・

・
・

１
２
病

院
】

（
花

巻
病

院
、

東
尾

張
病

院
*
、

肥
前

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

*
、

北
陸

病
院

、
久

里
浜

ア
ル

コ
ー

ル
症

セ
ン

タ
ー

*
、

さ
い

が
た

病
院

*
、

小
諸

高
原
病

院
*、

下
総
精

神
医
療

セ
ン
タ
ー

*
、

琉
球

病
院

、
菊
地

病
院

、
榊
原

病
院

、
賀
茂

精
神

医
療

セ
ン
タ

ー
）

平
成
２

１
年

４
月

１
日
現

在
の

全
国
の

指
定
入
院

医
療

機
関
は

１
６

か
所
（

４
３

７
床

）
で
あ

る
が

、
う
ち

国
立

病
院
機

構
の

病
院

が
実
に

１
２

か
所

（
３

４
９

床
）

と
全

病
床

の
７

９
．

９
％

を
占

め
る

と
い

う
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

更
に

こ
の

う
ち

６
病

院
(
*
)
で

は
、

病
床

不
足

に
よ
る
国

の
強

い
要

請
に
応

え
、

専
用
病

棟
の
竣
工

以
前

の
暫
定

病
棟

を
設
置

・
開

棟
し

病
床
確

保
に

協
力
し

た
。

な
お
、

当
該

指
定

入
院
医

療
機

関
に
係

る
看
護
職

員
配

置
基
準

は
、

１
病
棟

３
０

床
に

対
し
て

４
３

名
と
い

う
多

数
の
職

員
を

配
置

す
る
こ

と
と
な
っ

て
い

る
た

め
、
や

む
な

く
当
該

病
院
の
既

存
病

棟
を
集

約
す

る
こ
と

に
よ

っ
て

職
員
を

確
保

す
る
な

ど
、

国
の
政

策
に

最
大

限
の
協

力
を
行
っ

て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
る

。

・
国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
指

定
医
療

機
関
数
及

び
病

床
数

病
院
数

病
床

数
病

床
占
有

率

平
成
２

０
年
４

月
１

１
病
院

（
１

５
病
院

）
２
９
９

床
（

３
８

７
床
）

７
７
．
３

％

平
成
２

１
年
４

月
１

２
病
院

（
１

６
病
院

）
３
４
９

床
（

４
３

７
床
）

７
９
．
９

％

（
注
）

括
弧
内

は
全

国
の

数
値

３
．

障
害

者
医

療
を

担
う

病
院

の
今

後
の

基
本

的
方

向
性

の
と

り
ま

と
め

国
立

病
院

機
構

の
重

要
な

役
割

で
あ

る
重

症
心

身
障

害
・

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

等
障

害
者

医
療

の
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
、
「

旧
療

養
所

型

病
院
の

活
性

化
方
策

に
関

す
る
検

討
会

」
重
症

心
身

障
害

・
筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
部

会
に
お

い
て

検
討

を
行
い

、
平
成
２
０

年
１
１
月
に

報
告
書

の
と
り

ま
と

め
を
行

っ
た

。

報
告
書
で

は
、

障
害

者
病
棟

に
お

け
る
患

者
重
症
度

、
医

師
や
療

養
介

助
職
の

現
状

、
病

棟
整
備

の
状

況
、
重

症
心

身
障
害

患
者

が
療

養
介
護

に
移
行

し
た

場
合
の

影
響

等
に
つ

い
て

実
態
調

査
等

に
基

づ
く
整

理
を

行
う
と

と
も

に
、
こ

れ
ら
の
実

態
を
踏
ま

え
た

将
来

的
な
方

向
性

と
し
て
、

①
超
重
症

児
等

重
症

度
の
高

い
患

者
の
受

入
と
、
地

域
の

周
産
期

医
療

体
制
の

中
で

の
ポ

ス
ト
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
と
し

て
の

機
能
を

強
化

す
る

取
組
の

促
進

②
研
修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
障
害

者
医

療
を
担

う
病
院
で

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

組
み
入

れ
る

こ
と

な
ど
に

よ
る

次
世
代

の
障

害
者
医

療
を

担
う

医
師
の

育
成
・

確
保

③
療
養
介

助
職

の
配

置
数
が

大
幅

に
増
加

す
る
と
と

も
に

、
そ
の

半
数

が
介
護

福
祉

士
で

あ
る
こ

と
等

を
踏
ま

え
た

グ
ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
の
設

置
等
業

務
運

営
体

制
の
見

直
し

④
重
症
心

身
障

害
の

療
養
介

護
事

業
移
行

に
向
け
た

厚
生

労
働
省

と
の

必
要
な

調
整

等
計

画
的
取

組
や

、
い
わ

ゆ
る

「
動
く

重
症

心
身

障
害
児

（
者
）
」
の
処
遇

困
難
性
を
踏

ま
え
た
診

療
報

酬
等
へ

の
反

映
の

働
き
か

け

⑤
老
朽
化

し
た

病
棟

の
計
画

的
整

備
の
推

進

等
を
示

し
た

と
こ
ろ

で
あ

る
。
本

報
告

書
を
踏

ま
え

、
第

２
期
中

期
計

画
期
間

中
に

、
国
立

病
院

機
構

の
障
害

者
医
療
に
係

る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ

ト
機
能

の
一

層
の
強

化
を

進
め
て

い
く

こ
と
と

し
て

い
る

。

な
お
、
上

記
の

う
ち

療
養
介

助
職

に
関
連

し
た
事
項

に
関

し
て
、

業
務

遂
行
の

効
率

化
及

び
職
域

に
お

け
る
業

務
能

力
の
向

上
を

目
指

す
観
点

か
ら
、

療
養

介
助
職

を
相

当
数
配

置
し

て
い
る

病
院

に
お

い
て
は

、
職

群
に
お

け
る

リ
ー
ダ

ー
的

役
割

を
担
う

療
養
介
助
長

及
び
副
療
養

介
助
長

を
配
置

す
る

と
と
も

に
、

療
養
介

助
職

の
給
与

の
改

善
を

行
う
こ

と
と

し
、
平

成
２

１
年
４

月
か

ら
実

施
し
て

い
る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

３
４

：
「
旧
療
養
所
型
病
院
の
活
性
化
方
策
に
関
す
る
検
討
会
」
重
症
心
身
障
害
・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
部
会
報
告
書
（
概
要
）
〔

２
０

２
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

精
神

科
病

院
の

今
後

の
基

本
的

方
向

性
の

と
り

ま
と

め

国
立

病
院

機
構

の
精

神
科

病
院

が
今

後
担

っ
て

い
く

べ
き

医
療

等
の

基
本

的
方

向
性

に
つ

い
て

、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性

化
方

策
に

関
す

る
検
討

会
」

精
神
部

会
に

お
い
て

検
討

を
行
い

、
平

成
２

０
年
１

１
月

に
報
告

書
の

と
り
ま

と
め

た
。

報
告
書

で
は
、

①
国
立
病

院
機

構
で

担
う
精

神
科

医
療
は

、
身
体
合

併
症

精
神
病

、
薬

物
・
ア

ル
コ

ー
ル

依
存
症

等
他

の
設
置

主
体

で
は
対

応
困

難
な

患
者
に

対
す
る

医
療

や
精

神
科
急

性
期

医
療
へ

の
取
組
に

加
え

、

ａ
自

閉
症

、
ア

ス
ペ
ル

ガ
ー

症
候
群

等
発
達
障

害
に

係
る
専

門
医

療
の
展

開

ｂ
ク

ロ
ザ

ピ
ン

使
用
や

修
正

型
電
気

け
い
れ
ん

療
法

の
活
用

等
新

た
な
治

療
方

法
へ

の
取
組

ｃ
認

知
症

の
「

行
動
心

理
学

的
症
候

」
に
係
る

治
療

方
法
標

準
化

へ
の
取

組

等
に
つ

い
て

も
積

極
的
に

進
め

て
行
く

こ
と
が
必

要

②
我
が
国

の
医

療
観

察
法
病

棟
の

約
８
割

を
国
立
病

院
機

構
が
占

め
て

い
る
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト

を
活

か
し
、

病
棟

運
営
状

況
に

つ
い

て
の
施

設
間
相

互
の

レ
ビ

ュ
ー
シ

ス
テ

ム
を
確

立
す
る
こ

と
等

に
よ
り

、
司

法
精
神

科
医

療
に

係
る
標

準
化

や
人
材

の
育

成
を
進

め
る

③
国
立
病

院
機

構
の

精
神
科

病
院

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
及

び
精

神
科
医

療
に

お
け
る

教
育

指
導

の
特
色

を
踏

ま
え
、

複
数

の
精
神

科
病

院
が

参
加
し

相
互
に

利
用

す
る

こ
と
の

で
き

る
「
多

施
設
共
同

研
修

プ
ロ
グ

ラ
ム

」
の
策

定
と

テ
レ

ビ
会
議

シ
ス

テ
ム
を

活
用

し
た
運

用

④
再
生
プ

ラ
ン

の
着

実
な
実

行
に

よ
る
経

営
改
善
の

推
進

等
を
提

示
し

た
と
こ

ろ
で

あ
る
。

本
報

告
書
を

踏
ま

え
、

第
２
期

中
期

計
画
期

間
中

に
、
国

立
病

院
機

構
が
担

う
精
神
科
医

療
の
一
層
の

機
能
強

化
を
進

め
て

い
く
こ

と
と

し
て
い

る
。

な
お
、
テ
レ

ビ
会
議

シ
ス

テ
ム
を

活
用

し
た
「
多

施
設

共
同
研

修
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ

い
て
は
、
平

成
２
１
年

２
月
か
ら
５

病
院
（

花
巻
病
院
、

久
里
浜

ア
ル

コ
ー
ル

症
セ

ン
タ
ー

、
東

尾
張
病

院
、

肥
前

精
神
医

療
セ

ン
タ
ー

及
び

琉
球
病

院
）

が
参

加
し
運

用
を
開
始
し

て
い
る
。

５
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

（
再

掲
）

平
成

１
８

年
に
成

立
し

た
「
が

ん
対

策
基
本

法
」

及
び

同
年
に

出
さ

れ
た
「

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
の
整

備
に
関
す
る

指
針
」
等
に

よ
る
国

の
が
ん

医
療

の
均
て

ん
化

推
進
方

策
に

協
力
す

る
た

め
、

が
ん
医

療
を

担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報
提
供
体

制
等
を
整
備

し
た
結

果
、
平

成
２

０
年
度

は
２

病
院
が

都
道

府
県
が

ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携
拠
点
病

院
と
し
て
指

定
さ
れ

て
お
り

、
地

域
に
お

け
る

質
の
高

い
が

ん
医
療

の
拠

点
整

備
に
貢

献
し

た
。

都
道
府

県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

平
成
１

９
年

度
２

病
院

→
平
成

２
０

年
度

２
病

院
（

平
成

１
５
年

度
０
病

院
）

地
域
が

ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

平
成
１

９
年

度
３
１

病
院

→
平
成

２
０

年
度
３

１
病

院
（

平
成

１
５
年

度
７
病

院
）

※
平
成
２

１
年

４
月
１

日
に

北
海
道

が
ん

セ
ン

タ
ー
が

都
道

府
県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

に
、
神

戸
医
療
セ
ン

タ
ー
が
地
域

が
ん
診

療
連
携
拠

点
病

院
に
指

定

６
．

周
産

期
医

療
に

お
け

る
新

た
な

取
組

（
院

内
助

産
所

、
助

産
師

外
来

の
開

設
）（

再
掲

）

成
育

医
療

分
野
の

妊
娠

・
出
産

領
域

に
お
け

る
産

科
医

師
が
不

足
す

る
中
、

助
産

師
が
有

す
る

専
門

能
力
を

積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と

に
よ
り

院
内
助

産
所

・
助
産

師
外

来
の
設

置
を

推
進
し

た
。

産
科

医
師
、

助
産

師
、
地

域
医

療
機
関

と
が

連
携

で
き
る

体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に

よ
り
院

内
助
産

所
は

４
病
院

、
助

産
師
外

来
は

１
９
病

院
で

開
設

し
て
い

る
。

ま
た
、

今
後

も
各
病

院
の

状
況

に
応
じ

て
開
設
に
向

け
た
準
備
を

取
り
組

ん
で
い

る
と

こ
ろ
で

あ
り

、
引
き

続
き

安
心
な

お
産

と
育

児
支
援

の
た

め
の
体

制
の

充
実
に

努
め

て
い

く
こ
と

と
し
て
い
る

。

７
．

骨
・

運
動

器
疾

患
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

村
山

医
療

セ
ン
タ

ー
を

中
心
と

し
た

骨
・
運

動
器

疾
患

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
３
３

病
院

で
集
積

し
た

１
，

３
３
３

例
の
大
腿
骨

頚
部
骨
折
患

者
調
査

か
ら

患
者

の
１

５
％

（
２

０
４

例
）

し
か

骨
粗

鬆
症

の
治

療
歴

が
な

く
、

う
ち

８
４

例
は

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
で

骨
量

増
加

効
果

が
期

待
さ

れ
る

ビ
ス

フ
ォ
ス

フ
ォ

ネ
ー
ト

は
３

％
（
４

２
例

）
に
過

ぎ
な

か
っ

た
。
自

立
歩

行
可
能

で
あ

っ
た
症

例
で

骨
折

後
も
自

立
歩
行
可
能

で
あ
っ
た
の

は
わ
ず

か
１
３

％
で

、
杖
歩

行
や

介
助
生

活
に

な
っ
て

い
る

こ
と

が
明
ら

か
に

な
っ
た

。
骨

折
予
防

と
し

て
の

有
効
な

骨
粗
鬆
症
治

療
の
普
及
啓

発
の
重

要
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

【
説

明
資

料
】

資
料

３
５

：「
旧
療
養

所
型

病
院

の
活
性

化
方

策
に
関

す
る

検
討
会

」
精

神
部

会
報
告

書
〔
２
０
６

頁
〕

資
料

３
６

：
Ｉ
Ｔ

を
活

用
し
た

精
神

科
領
域

に
お

け
る

多
施
設

共
同

研
修
〔

２
１

４
頁
〕

資
料

３
７

：
医
療

観
察

法
と
精

神
医

療
の
質

向
上

〔
２

１
６
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

３
診

療
事

業
（
３
）

質
の

高
い
医
療
の

提
供

】
（

総
合

的
な

評
定

）
（

委
員
会

と
し

て
の
評

定
理

由
）

ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
は
実
施
件

数
が
さ
ら

に
増

加
し

、
普

及
が

進
ん

で
お

り
、

チ
ー

ム
医

療
の

推
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
に

つ
い

て
作

成
数

、
実

施
件

数
と

も
に

着
実

に
増

加
し

て
お

り
目

標
値

を

進
、
患

者
に

分
か
り

や
す
い
説
明

、
医
療
の

標
準

化
が

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

大
幅

に
上

回
っ

た
。

ま
た

、
地

域
連

携
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

紹
介

率
・

逆
紹

介
率

の

質
の

高
い

医
療

の
提

供
の

た
め

、
療

養
介

助
員

の
大
幅

な
増

員
（

４
０
９

名
→

５
６
３

名
）

を
行

向
上
、
地
域

医
療
支

援
病

院
の
増

加
や

高
額

医
療
機

器
の
共
同
利

用
数
が
増
加

し
た
。
さ

ら
に
は
、

い
介

助
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
の

強
化

を
図

っ
た
。

心
神
喪
失

者
等

医
療
観

察
法

に
基

づ
く
整

備
等
の
政
策

医
療
も
適
切

に
実
施
し

て
い

る
。

平
成

２
０

年
１

１
月

、
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発
生

し
た

際
に

お
い
て

も
各

病
院
が

適
切

に
対

以
上
の

実
績

お
よ
び

取
組

に
つ

い
て
高

く
評
価
す
る

。

応
で

き
る

よ
う

、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性

化
方

策
に

関
す

る
検

討
会

」
結

核
部

会
に

お
い

て
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

応
指

針
（

素
案

）
の
検

討
を
行

い
、

本
年

４
月
の

新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ

発
生

の
際

に
も

役
立

て
た

。
（

各
委
員

の
評

定
理
由

）

ま
た

、
障

害
者
医

療
を
担
う
病

院
の
今
後

の
基

本
的

方
向

性
に

つ
い

て
、

平
成

２
０

年
１

１
月

に
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

が
平

成
１

５
年

度
比

１
５

０
．

３
％

増
と

中
期

計
画

の
目

標
値

同
検
討

会
重

症
心
身

障
害
・
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ

ィ
ー

部
会

に
お

い
て

報
告

書
の

と
り

ま
と

め
を

行
う

と
（

５
０

％
増

）
を

大
幅

に
上

回
っ

て
お

り
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
病

院
も

３

と
も

に
、

精
神

科
病

院
の

今
後

の
基

本
的

方
向
性

に
つ
い

て
、

平
成

２
０
年

１
１

月
に
同

検
討

会
精

８
病
院

か
ら

５
３
病

院
に

増
加

し
て
い

る
こ
と
は
高

く
評
価
で
き

る
。

神
部
会

に
お

い
て
報

告
書
の
と
り

ま
と
め
を

行
う

こ
と

で
、

第
２

期
中

期
計

画
に

お
け

る
質

の
高

い
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
積

極
的

な
取

組
は

高
い

評
価

に
値

す
る

。
一

方
で

、
外

科
配

医
療
の

提
供

に
向
け

た
取
組
を
進

め
た
。

属
看

護
師

の
「

パ
ス

に
従

え
ば

い
い

か
ら

楽
」

の
本

音
に

愕
然

と
さ

せ
ら

れ
る

。
次

世
代

医
療

者
の
中

に
は

こ
う
し

た
易

き
に

流
れ
る

意
識
が
潜
ん

で
い
る
こ
と

を
常
に
考

慮
し

て
戴

き
た
い
。

［
数

値
目

標
］

・
質

の
高

い
医

療
の

提
供

の
た

め
に

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
、

ま
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
へ

の
努

力

・
平
成
１

５
年

度
比

５
０
％

以
上

増
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

に
つ

い
て

は
２

４
３
，

７
２

９
件

と
な
っ

て
お

り
、
平

成
１

５
年

は
評
価

さ
れ

る
。

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
２

４
３

，
７

２
９

件
に

比
し

て
１

５
０

．
３

％
増

と
中

期
計

画
の

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
。
（

業
務

実
績

・
ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス

の
増

加
等

に
よ
る

医
療
の
可
視

化
も
進
ん
で

お
り
評
価

す
る

。

（
平
成
１

５
年

度
９

７
，

３
８

９
件

）
２

２
頁

参
照

）
・

高
額
医

療
機

器
の
共

同
利

用
数

が
平
成

１
５
年
度
比

１
０
８
．
６

％
と

中
期

計
画
の

目
標

値
（
４

０
％
増

）
を

大
幅
に

上
回

っ
て

お
り
、

医
療
機
器
の

効
率
的
利
用

が
推
進
さ

れ
る

。

・
平

成
１

５
年

度
比

１
０
％

以
上

増
・
患
者

家
族

の
宿
泊

施
設
を
設
置

し
て
い
る

病
院

は
６

８
病

院
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

１
５

年
度

に
・

全
病

院
に

地
域

医
療

連
携

室
を

設
置

す
る

な
ど

の
取

組
の

結
果

、
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
が

大
き

患
者
家

族
の

宿
泊

施
設
を

設
置

し
て
い

る
病

院
６

８
病

院
比

し
て

２
６

％
増

と
中

期
計

画
の

目
標

値
を
達

成
し
て

い
る
。
（

業
務

実
績
２

５
頁

参
照

）
く
向
上

し
、

目
標
を

大
き

く
上

回
っ
た

こ
と
は
高
く

評
価
で
き
る

。

（
平
成

１
５

年
度

５
４

病
院

）
・

難
病
患

者
の

積
極
的

受
入

を
評

価
す
る

。

・
地
域
医

療
支

援
病
院

の
増

加
を

評
価
す

る
。

・
平

成
１

５
年

度
比

４
０
％

以
上

増
・
高
額

医
療

機
器
の

共
同
利
用
数

は
、
平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
０

８
．

６
％

と
大

幅
に

増
え

て
・

地
域

連
携

の
精

力
的

な
取

組
は

大
い

に
評

価
し

た
い

。
し

か
し

、
背

景
と

な
る

（
患

者
家

族
を

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
３

９
，

５
９

お
り

（
５

９
，

０
０

４
件

）
中

期
計

画
の

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。
（

業
務

実
績

２
８

頁
参

含
め
た

）
理

解
と
協

力
も

忘
れ

な
い
で

欲
し
い
。

５
件

照
）

・
精

神
科

医
療

の
機

能
強

化
は

評
価

で
き

る
。

加
え

て
退

院
患

者
の

訪
問

支
援

の
モ

デ
ル

づ
く

り

（
平

成
１

５
年

度
２
８
，

２
８

２
件
）

・
紹

介
率

は
平

成
１

５
年

度
比

１
７

．
１

％
増

（
５

３
．

９
％

）
、

逆
紹

介
率

は
平

成
１

５
年

度
比

な
ど

に
も

取
り

組
ん

で
戴

き
た

い
。

・
平

成
１

５
年

度
比

５
％
以

上
増

１
８

．
３

％
増
（

４
２
．
７
％

）
と
な
っ

て
お

り
、

中
期

計
画

の
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

・
国

立
病

院
機

構
の

任
務

と
し

て
重

要
な

政
策

医
療

も
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
も

今

紹
介
率

５
３
．
９
％
（

平
成
１
５

年
度

３
６

．
８

％
）
、

（
業

務
実

績
２

８
頁

参
照

）
の
ペ
ー

ス
で

着
実
に

努
力

し
て

も
ら
い

た
い
。

逆
紹
介

率
４
２
．
７
％
（

平
成

１
５
年

度
２
４

．
４

％
）

・
長

期
療

養
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
の

努
力

や
病

診
連

携
の

推
進

も
着

実
に

効
果

を
あ

げ
て

き
て

い

る
が
、

さ
ら

な
る
努

力
が

必
要

で
あ
る

。

［
評

価
の

視
点

］
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推
進

に
つ

い
て

の
様

々
な

取
組

（
例

え
ば

臨
床

評
価

指
標

の
開

発
、

公
表

な
ど

）
や

・
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

実
施

件
数

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
に

実
績

：
○

長
期

療
養

者
へ

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
面

談
室

を
全

病
院

に
設

置
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
な

掲
げ

る
目

標
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
み

、
チ

ー
ム

医
療

の
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

研
修

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
そ
の

活
用

の
推

進
に
努

め
た

結
果
、

平
成

２
０

ど
大
い

に
評

価
し
う

る
。

推
進

、
患

者
に

分
か

り
や

す
い

医
療

の
提

供
や

医
療

の
標

準
年

度
の

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
件

数
は

２
４

３
，

７
２

９
件

と
、

平
成

１
５

年
度

比
・

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

向
け

て
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
や

療
養

介
助

員
の

大
幅

化
の

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

を
推

進
し

て
い

る
１

５
０

．
３

％
増

と
中

期
計

画
の

目
標

値
を
大

幅
に
上

回
っ

て
い

る
。
さ

ら
に

、
機
構

内
に

立
ち

な
増
員

（
４

０
９
名

→
５

６
３

名
）
、
患
者

家
族

の
宿

泊
施
設

の
設
置
な
ど

積
極
的
に
取

り
組
ん

か
。

上
げ

た
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

共
同

研
究

結
果
（
平

成
２
０
年
度

５
月
と
り

ま
と

め
）
を

踏
ま
え
、

で
い
る

。

よ
り

質
の

高
い
も

の
を
共
通
の

パ
ス
と
し

て
活

用
し

て
い

く
こ

と
で

医
療

の
標

準
化

を
目

指
し

て
・

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

応
指

針
（

素
案

）
の

検
討

な
ど

、
緊

急
時

を
想

定
し

た
適

切
な

体
制

い
る

。
整
備
に

一
早

く
取
り

組
ん

で
い

た
点
は

、
評
価
で
き

る
。

ま
た

地
域

に
お

け
る

一
貫

し
た

医
療

、
病

診
連

携
等
を

推
進

す
る

た
め
地

域
連

携
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

を
５

３
病

院
で

実
施

し
た

。
（

業
務

実
績
２
２

頁
参

照
）

（
そ
の
他

の
意

見
）

・
面

談
室

設
置

は
数

だ
け

の
問

題
で

は
な

く
ど

ん
な

利
用

・
活

用
さ

れ
て

い
る

か
に

も
注

目
し

て

ほ
し
い

。

・
「
協

働
」

の
実
現

の
た

め
に
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

の
場

の
更
な

る
拡
大
と
育

成
の
努
力
を

。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
臨

床
評

価
指

標
の

開
発

や
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
作

成
を

実
績

：
○

推
進

す
る

と
と

も
に

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
を

生
か

し
て

エ
・

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

は
、

前
年

度
同

様
に

２
６
の

臨
床

評
価

指
標
に

つ
い

て
全
病

院
に

つ
い

ビ
デ
ン

ス
に

基
づ

く
医

療
を

実
践

し
て

い
る

か
。

て
の

デ
ー

タ
を

集
計

、
公

表
し

た
。

前
年

度
と

の
比

較
に

よ
り

医
療

の
質

の
向

上
を

評
価

す
る

ツ
ー

ル
と

し
て

だ
け

で
な

く
、

全
病

院
に

実
施

す
る
こ

と
で

医
療

の
標
準

化
の

推
進
に

も
寄

与
し

て
い

る
。

複
数

の
病

院
に

お
い

て
、

医
療

プ
ロ

セ
ス

を
含
め
た

臨
床

評
価

指
標
を

計
測

し
、
実

施
し

て
い

る
医

療
を

可
視

化
す

る
こ

と
で

病
院

横
断

的
･
時

間
縦

断
的

な
比

較
を

行
い

、
公

表
す

る
と

い
う

試
み

は
我

が
国

で
は

初
の

取
組

で
あ

り
、

こ
の

よ
う
な

形
成

的
な

自
己
評

価
の

手
法
を

我
が

国
最

大
の

病
院

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
あ

る
国

立
病

院
機

構
が
実

施
す

る
こ

と
に
よ

り
、

病
院
に

お
け

る
一

般
的

な
医

療
の

質
向

上
に

繋
が

る
一

方
法

を
提

示
で

き
る

も
の

と
考

え
て

い
る

。
（

業
務

実
績

２
３

頁
参

照
）

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

積
極

的
な

受
入

等
に

よ
り

、
長

期
療

養
者

実
績

：
○

の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

に
取
り

組
ん

で
い
る

か
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

入
れ

て
い

る
病

院
は
１

３
６
病

院
（

平
成

２
０
年

度
は

３
病
院

増
）

に
上

り
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

患
者

等
の

日
常

生
活
援

助
、

遊
び

相
手
、

お
む

つ
た
た

み
や

行
事

の
支

援
等

を
行

っ
て

い
た

だ
い

て
お

り
、

長
期

療
養
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上

の
一

助
を
担

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
。
（

業
務

実
績

２
５

頁
参

照
）

・
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

改
善

の
た

め
、

療
養
介

助
員
の

大
幅

な
増

員
（
４

０
９

名
→
５

６
３

名
）

を
行

い
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
の

強
化

を
図

っ
た
。

ま
た

、
呼

吸
器

補
助

を
必

要
と

す
る

長
期

療
養

者
に
不

可
欠

な
人

工
呼
吸

器
に

つ
い
て

、
医

療
安

全
対

策
上

に
関

わ
る

リ
ス

ク
を

軽
減

し
、

外
出

・
外
泊

が
可

能
で

よ
り
快

適
な

療
養
生

活
に

繋
が

る
機

種
へ

の
標

準
化

を
行

う
た

め
、

７
４

機
種

か
ら
６

機
種

へ
の

絞
込
み

を
行

っ
て
い

く
こ

と
と

し
、

そ
の

趣
旨

を
全

病
院

に
周

知
徹

底
を

図
っ

た
。
今

後
各

病
院

に
お
い

て
は

機
器
更

新
の

際
に

当
該

６
機

種
か

ら
選

定
し

、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

を
図

っ
て
い

く
。
（
業

務
実

績
２
６

、
２

７
頁

参
照
）

・
重

症
心

身
障

害
児

（
者
）
、
進

行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
児

実
績

：
○

（
者

）
を

受
け

入
れ
て
い

る
病

院
に
つ

い
て

、
患
者

家
族

の
・

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

受
け

入
れ

て
い

る
病

院
に

宿
泊
施

設
の

設
置

病
院

数
を

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

つ
い

て
、

患
者

家
族

の
宿

泊
施

設
を

設
置

し
て

い
る

病
院

は
６

８
病

院
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

の
達

成
に

向
け

て
着
実
に

増
加

さ
せ
て

い
る

か
。

１
５

年
度

に
比

し
て

２
６

％
増

と
中

期
計

画
の

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。
（

業
務

実
績

２
５

頁

参
照

）

・
重

症
心

身
障

害
児

（
者
）

等
の

在
宅
支

援
が

進
展

し
て

い
る

実
績

：
○

か
。

・
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
等

の
在

宅
医

療
を
支

援
す
る

た
め

、
通

園
事
業

等
を

推
進
し

て
お

り
、

Ａ
型

は
３

病
院

、
Ｂ

型
は

２
５

病
院

（
平

成
２

０
年

度
は

１
病

院
増

）
で

実
施

し
て

い
る

。
（

業

務
実

績
２

５
頁

参
照

）

・
都

道
府

県
が

実
施

し
て

い
る

重
症

難
病

患
者
入

院
施
設

確
保

事
業

に
つ
い

て
、

２
４
病

院
が

拠
点

病
院

、
５

０
病

院
（

平
成

２
０

年
度

は
４

病
院

増
）
が

協
力

病
院

の
役
割

を
担

う
な
ど

、
地

域
の

在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

協
力

を
行

っ
て

い
る
。
（

業
務
実

績
２

５
頁
参

照
）

・
す

べ
て

の
病

院
に

地
域

医
療

連
携

室
を

設
置

し
、

地
域

の
医

実
績

：
○

療
機
関

と
連

携
を

図
っ
て

い
る

か
。

・
地

域
連

携
室

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
の

病
院
に

お
い
て

設
置

さ
れ

て
お
り

、
病

診
連
携

等
を

推
進

し
て

い
る

。
（

業
務

実
績

２
８

頁
参

照
）

・
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

に
掲

実
績

：
○

げ
る

目
標

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

み
、

着
実

に
進

展
し

て
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

は
、

平
成

１
５

年
度
に

比
し

て
１

０
８
．

６
％

と
大
幅

に
増

え
て

い
る

か
。

お
り

（
５

９
，

０
０

４
件

）
中

期
計

画
の

目
標

値
（

４
０

％
）

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
（

業
務

実

績
２

８
頁

参
照

）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
紹

介
率

と
逆

紹
介

率
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

実
績

：
○

の
達

成
に

向
け

て
取
り
組

み
、

着
実
に

進
展

し
て
い

る
か

。
・

紹
介

率
は

平
成

１
５

年
度

比
１

７
．

１
％

増
（

５
３

．
９

％
）
、

逆
紹

介
率

は
平

成
１

５
年

度
比

１
８

．
３

％
増

（
４

２
．

７
％

）
と

な
っ

て
お

り
、

中
期

計
画

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
（

業

務
実

績
２

８
頁

参
照

）

・
結

核
や

エ
イ

ズ
を

は
じ

め
と

す
る

感
染

症
、

進
行

性
筋

ジ
ス

実
績

：
○

ト
ロ

フ
ィ

ー
や

重
症

心
身

障
害

等
の

政
策

医
療

に
つ

い
て

、
・

平
成

２
０

年
１

１
月

、
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発
生

し
た

際
に

お
い
て

も
各

病
院
が

適
切

に
対

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

適
切

に
実

施
し

て
応

で
き

る
よ

う
、「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性
化
方

策
に
関
す

る
検

討
会
」
結

核
部
会

に
お

い
て
、

い
る

か
。

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

「
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
応

指
針

（
素

案
）
」

の
検

討
を

行
う

こ
と

で
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
発

生
時

の
体

制
整

備
に
努

め
た

。
ま

た
、
本

年
４

月
の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

発
生

の
際

に
も

、
当

該
素

案
を

各
病

院
に
送

付
し

、
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
が
拡

大
し

た
場

合
の

自
院

の
対

応
に

つ
い

て
あ

ら
か

じ
め

検
討

し
て
お

く
こ

と
で

、
万
全

の
対

応
が
行

え
る

よ
う

指
示

を
行

い
、

発
熱

外
来

の
開

設
に

当
た

っ
て

も
組
織

的
か

つ
迅

速
な
対

応
を

行
う
こ

と
が

で
き

た
。
（

業
務

実
績

３
０

頁
参

照
）

・
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察
法

施
行

に
係

る
取

組
に
つ
い

て
、

都
道

府
県
の

病
床

整
備
が

遅
々

と
し

て
進

ま
な

い
中

で
、

国
立

病
院

機
構

は
医

療
観

察
法
病

棟
の

整
備

を
進
め

、
国

の
政
策

と
し

て
の

同
法

施
行

に
大

き
く

貢
献

す
る

（
全

病
床

の
７

９
．
９

％
）

な
ど

、
適
切

に
実

施
し
て

お
り

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

新
た

に
１

カ
所

（
賀

茂
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
）

整
備

し
た

。
（

業
務

実

績
３

１
頁

参
照

）

・
障

害
者

医
療

を
担

う
病

院
の

今
後

の
基

本
的

方
向

性
に

つ
い

て
、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性

化

方
策

に
関

す
る

検
討

会
」

重
症

心
身

障
害

・
筋

ジ
ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

部
会
に

お
い

て
検
討

を
行

い
、

平
成

２
０

年
１

１
月

に
報

告
書

の
と

り
ま

と
め

や
療
養

介
助

職
の

業
務
運

営
の

見
直
し

を
行

う
な

ど
、

引
き

続
き

質
の

高
い

医
療

の
提

供
に

努
め

た
。
（
業

務
実
績

３
１

頁
参
照

）

・
精

神
科

病
院

の
今

後
の

基
本

的
方

向
性

に
つ

い
て

、
「

旧
療

養
所

型
病

院
の

活
性

化
方

策
に

関
す

る
検

討
会

」
精

神
部

会
に

お
い

て
検

討
を

行
い

、
平
成

２
０

年
１

１
月
に

報
告

書
の
と

り
ま

と
め

を
行

う
と

と
も

に
、

精
神

科
病

院
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
活

用
し

た
「

多
施
設

共
同

研
修
事

業
」

を
新

た
に

開
始

し
た

。
（

業
務

実
績

３
２

頁
参

照
）

・
開

発
さ

れ
た

臨
床

評
価

指
標

を
活

用
し

て
、

政
策

医
療

の
質

実
績

：
○

の
向
上

を
図

っ
て

い
る
か

。
・

複
数

の
病

院
に

お
い

て
医

療
プ

ロ
セ

ス
を

含
め

た
臨
床

評
価

指
標

を
計
測

し
公

表
す
る

取
組

を
通

じ
て

、
病

院
に

お
け

る
医

療
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

た
め

、
平

成
１

８
年

度
に

策
定

し
た

２
６

項
目

の
臨

床
評

価
指

標
に

よ
り

平
成

１
９

年
度
実

績
を

計
測

す
る
と

と
も

に
、
そ

の
結

果
を

平
成

２
０

年
度

３
月

に
公

表
し

た
。
（

業
務

実
績
２

３
頁

参
照
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
臨
床
研

究
事
業

２
臨
床
研
究
事
業

２
臨

床
研

究
事

業
２

臨
床

研
究

事
業

臨
床

研
究

事
業

に
つ

い
て

は
、

豊
富

か
臨

床
研

究
事

業
に

お
い

て
は

、
国

立
病

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

つ
多

様
な

症
例

を
有

す
る

国
立

病
院

機
構

の
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

臨
ク

を
活

用
し

て
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

診
療

の
科

学
床

研
究

を
進

め
、

診
療

の
科

学
的

根
拠

と
め

の
臨

床
研

究
を

進
め

、
診

療
の

的
根

拠
と

な
る

デ
ー

タ
を

集
積

し
、

エ
ビ

デ
な

る
デ

ー
タ

を
集

積
す

る
と

と
も

に
、

情
科

学
的

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

を
集

ン
ス
（

Ev
id

en
ce
）
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
。

報
を

発
信

し
、

こ
れ

ら
に

よ
り

、
我

が
国

積
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

総

ま
た

、
我

が
国

の
医

療
の

向
上

の
た

め
個

々
の

医
療
の

質
の
向
上
に
貢
献
す
る
。

合
医

学
会

等
を

開
催

し
、

情
報

の

の
病

院
の

特
性

を
活

か
し

、
高

度
先

端
医

療
発

信
に

努
め

る
。

技
術

の
開

発
や

そ
の

臨
床

導
入

を
推

進
す

る

こ
と
。

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

Ｅ
Ｂ

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
（

１
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ま
た

、
治

験
に

つ
い

て
も

、
上

記
の

国
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
の

作
成

立
病

院
機

構
の

特
徴

を
活

か
し

、
質

の
高

い
推

進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
と

そ
れ

治
験

を
推

進
す

る
た

め
、

平
成

１
５

年
度

に
ド
ラ

イ
ン
の
作
成

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
治

験
実

施
イ

ン
の

作
成

症
例
数
の
２
０
％
の
増
加

を
図
る
こ
と
。

①
一

般
臨

床
に

役
立

つ
独

自
の

臨
床

①
一

般
臨

床
に

役
立

つ
独

自
①

一
般

臨
床

に
役

立
つ

独
自

の
臨

床
研

究
の

推
進

研
究
の
推
進

の
臨
床
研
究

の
推
進

一
般

臨
床

に
役

立
つ

エ
ビ

デ
ン

国
立

病
院

機
構

の
全

国
ネ

１
．「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

(Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
研

究
)」

事
業

ス
づ

く
り

を
実

施
す
る

た
め

、
平
成

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

独
日
本

最
大

の
病
院

グ
ル

ー
プ
で

あ
る

国
立
病

院
機

構
の

ス
ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト

を
生

か
し
、

豊
富

な
症

例
と
一

定
の
質
を
確

保
す
る
こ
と

が
可
能

１
６

年
度

中
に

国
立
病

院
機

構
の
ネ

自
の

研
究

で
あ

る
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
と

い
う

特
徴

を
活
か

し
て

、
質
の

高
い

標
準
的

な
医

療
を

広
く
提

供
す

る
た
め

の
医

学
的
根

拠
を

確
立

す
べ
く

、
国
立
病
院

機
構
本
部
が

主
導
と

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用
し

た
観

察
研
究

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
な

っ
て

「
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
の

た
め
の

大
規

模
臨
床

研
究

」
事

業
を
引

き
続

き
推
進

し
た

。
平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は
、
平
成

１
６
年
度
及

び
平
成

等
を

主
体

と
す

る
臨
床

研
究

計
画
を

究
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

６
１

７
年

度
に

開
始
し

た
９

課
題
の

患
者

登
録
が

終
了

し
一

部
課
題

に
つ

い
て
は

成
果

の
発
表

を
行

っ
た

。
平
成

１
８
年
度
課

題
の
６
課
題

に
お
い

作
成

し
、

こ
れ

に
基
づ

い
て

独
自
の

年
度

及
び

平
成

１
７

年
度

に
て

は
、

一
部

課
題
に

お
い

て
患
者

登
録

が
終
了

し
、

平
成

１
９
年

度
課

題
の
３

課
題

に
お
い

て
は

順
調

に
患
者

登
録
が
進
捗

し
て
い
る
。

ま
た
、

臨
床
研
究
を
推
進
す
る
。

採
択

し
た

課
題

の
一

部
の

研
平

成
２

０
年

度
課
題

と
し

て
２
課

題
の

研
究
を

選
定

し
た

。

ま
た

、
こ

れ
に

よ
り

、
主

要
な

究
に

お
い

て
は

、
得

ら
れ

た

疾
患

の
標

準
的

な
診
療

指
針

の
作
成

成
果

を
学

会
・

論
文

な
ど

で
(
1
)
平

成
１

６
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

５
課

題
の

進
捗

状
況

・
改
善
に
寄
与
す
る
。

発
表

し
、

医
療

の
質

の
向

上
各

課
題

に
つ
い

て
平

成
１
８

年
度

中
に
登

録
を

完
了

し
、
平

成
１

９
年
度

に
は

４
課
題

に
お

い
て

追
跡
調

査
も
終
了
し

た
。
ま
た
、

一
部
の

に
資

す
る

と
と

も
に

、
広

く
課
題

に
お

い
て
、

成
果

発
表
を

行
っ

た
。
今

後
は

研
究

の
終
了

し
た

も
の
か

ら
随

時
論
文

発
表

等
に

よ
り
情

報
発
信
を
進

め
て
い
く
こ

と
と
し

情
報

発
信

し
、

臨
床

へ
の

還
て

い
る

。

元
を

目
指

す
。

○
人
工

栄
養

（
中
心

静
脈

栄
養
も

し
く

は
経

腸
栄
養

）
を

行
う
際

の
医

療
行
為

の
安

全
性

、
患
者

予
後
に
関
す

る
観
察
研
究

ま
た

、
平

成
１

８
年

度
及

（
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ｏ
Ａ
Ｎ

研
究
）
：

８
６

病
院

５
４

６
例
追

跡
調

査
終

了

び
平

成
１

９
年

度
に

採
択

し
○
わ
が

国
の

高
血
圧

症
に

お
け
る

原
発

性
ア

ル
ド
ス

テ
ロ

ン
症
の

実
態

調
査
研

究
（

Ｐ
Ｈ

Ａ
Ｓ
－

Ｊ
研
究
）

た
課

題
に

お
い

て
は

引
き

続
：

４
７

病
院

１
,２

８
９

例
追
跡

調
査

終
了

き
本

部
が

主
導

と
な

り
、

推
○
急
性

心
筋

梗
塞
全

国
共

同
悉
皆

調
査

に
よ

る
臨
床

評
価

指
標
と

そ
の

評
価
（

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｈ

Ｏ
研
究
）

進
・
運
営
す

る
。

：
４
４

病
院

３
,
３

７
６

例
追
跡

調
査

終
了

○
心
房

細
動

に
よ
る

心
原

性
脳
塞

栓
予

防
に

お
け
る

抗
血

栓
療
法

の
実

態
調
査

（
Ｊ

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ａ
Ｆ

研
究
）

：
５
８

病
院

１
,
５

７
７

例
追
跡

調
査

終
了

○
消
化

器
外

科
手
術

の
施

設
間
技

術
評

価
法

の
確
立

（
Ｅ

－
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ

研
究
）

：
６
３

病
院

５
，
３
３

１
例

追
跡

調
査
中
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
平

成
１

７
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

４
課

題
の

進
捗

状
況

各
課
題

に
つ

い
て

、
平
成

２
０

年
度
に

は
患
者
登

録
を

完
了
し

、
一

部
課
題

に
つ

い
て

は
成
果

発
表

を
行
っ

た
。

今
後
は

研
究

の
終

了
し
た

も
の
か
ら

随
時

論
文

発
表
等

に
よ

り
情
報

発
信
を
進

め
て

い
く
こ

と
と

し
て
い

る
。

○
慢
性
呼

吸
器

疾
患
に

お
け

る
、
機

械
的

人
工

換
気
療

法
の

適
用
基

準
、

安
全
性

、
患

者
予

後
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
、
医
療

経
済
効
果
に

関
す
る

観
察
研

究
（

Ｊ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｖ
研
究

）
：

６
４

病
院

１
８

８
例

追
跡

調
査

終
了

○
「
Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ
く

胃
潰

瘍
診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
」

の
妥

当
性
に

関
す

る
臨
床

的
検

討
―
ア
ウ

ト
カ
ム
研
究

を
中
心
と
し

て
―

（
Ｅ
Ｇ

Ｇ
Ｕ

研
究
）

：
６
９

病
院

９
４
２
例

調
査

終
了

○
ス
テ
ロ

イ
ド

療
法
の

安
全

性
の
確

立
に

関
す

る
研
究

（
Ｎ

Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｃ

研
究
）

：
５

７
病

院
６
０

４
例
追

跡
調

査
終

了

○
急

性
腸
間

膜
虚

血
症

の
疫
学

調
査

（
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｍ

Ｉ
－
Ｊ

研
究

）

：
５

０
病

院
１
１

５
例
調

査
終

了

(
3
)
平

成
１

８
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

６
課

題
の

進
捗

状
況

各
課
題

に
つ

い
て

、
平
成

２
０

年
度
に

は
一
部
課

題
に

お
い
て

患
者

登
録
を

完
了

し
、

現
在
追

跡
調

査
を
続

け
て

い
る
。

○
糖
尿
病

性
腎

症
発
症

阻
止

の
た
め

の
家

庭
血

圧
管
理

指
針

の
確
立

（
Ｈ

Ｂ
Ｐ
－

Ｄ
Ｎ

研
究

）

：
４

８
病

院
２

３
９

例
登

録
中

○
重
症
褥

瘡
（

Ⅲ
度
以

上
）

に
対
す

る
局

所
治

療
・
ケ

ア
の

適
切
性

に
関

す
る
研

究
－

ポ
ケ

ッ
ト
切

開
・
洗
浄
消

毒
処
置
を
中

心
に
－

（
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｐ

研
究
）
：

６
６

病
院

３
８
４

例
登
録

中

○
気
管
支

鏡
検

査
時
の

感
染

症
合
併

と
抗

菌
薬

投
与
に

関
す

る
多
施

設
調

査
研
究

（
Ｊ

－
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｏ
研
究
）

：
６

１
病

院
５
，

１
４
９

例
追

跡
調

査
終
了

○
胃
静
脈

瘤
に

対
す
る

治
療

方
針
の

確
立

に
関

す
る
研

究
（

Ｒ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
－

Ｇ
Ｖ
研

究
）

：
４

０
病

院
２
３
４

例
登

録
中

○
冠
動
脈

疾
患

治
療
に

お
け

る
イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ
ン

療
法

の
妥
当

性
に

つ
い
て

の
検

討
（

Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｔ
－
Ｊ
研
究

）

：
４

２
病

院
２
，

３
４
７

例
追

跡
調

査
中

○
人
工
呼

吸
器

装
着
患

者
の

体
位
変

換
手

技
と

気
管
チ

ュ
ー

ブ
逸
脱

事
故

に
関
す

る
研

究
（

Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｉ
Ｌ
研
究

）

：
９

７
病

院
１
，

９
９
９

例
調

査
終

了

(
4
)
平

成
１

９
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

３
課

題
の

公
募

採
択

と
研

究
計

画
・

研
究

組
織

の
確

定

平
成
２

０
年

６
月

の
倫
理

審
査

委
員
会

を
経
て
、

患
者

登
録
を

開
始

し
、
順

調
に

患
者

登
録
が

進
捗

し
て
い

る
。

○
心
房
細

動
に

よ
る
心

原
性

脳
塞
栓

予
防

に
お

け
る
抗

血
栓

療
法
－

標
準

的
医
療

の
確

立
に

向
け
て

ー
(Ｎ

Ｈ
Ｏ
Ａ

Ｆ
研

究
)

：
４

１
病

院
１
，

３
９
４

例
登

録
中

○
人

工
関

節
置

換
術

後
の

静
脈

血
栓

塞
栓

症
の

実
態

と
予

防
に

関
す

る
臨

床
研

究
(
Ｊ

－
Ｐ

Ｓ
Ｖ

Ｔ
研

究
)

：
３

９
病

院
５
４
５

例
登

録
中

○
無
症
候

性
微

脳
出
血

ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ

ｂ
ｌ

ｅ
ｅ

ｄ
ｓ
に

関
す

る
大
規

模
前

向
き
調

査
－

発
生

率
や
発

生
因
子
の
把

握
お
よ
び
症

候
性
脳

出
血

に
対

す
る

リ
ス

ク
評

価
－

(
Ｍ

Ａ
Ｒ

Ｓ
研

究
)

：
４

３
病

院
２
８
２

例
登

録
中

(
5
)
平

成
２

０
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

２
課

題
の

公
募

採
択

と
研

究
計

画
・

研
究

組
織

の
確

定

外
部
の

臨
床

研
究

学
識
者

か
ら

な
る
臨

床
研
究
推

進
委

員
会
に

よ
っ

て
、
多
数

応
募
の

あ
っ

た
中

か
ら
４

課
題

を
一
次

候
補

と
し
て

選
定

し
、

各
課
題
の

研
究

責
任

者
に
つ

い
て

、
研
究

組
織
の
作

成
及

び
研
究

計
画

書
の
作

成
支

援
を

本
部
が

直
接

行
っ
て

、
詳

細
な
研

究
計

画
書

を
完
成

さ
せ
た
う

え
、

二
次

審
査
と

し
て

臨
床
研

究
推
進
委

員
会

に
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、
最

終
的

に
２
課

題
が

採
択
さ

れ
た

。

○
糖
尿

病
腎

症
進
展

阻
止

の
た
め

の
抗
血
小

板
薬

の
効
果

の
検

討

○
既
治
療

進
行

非
小
細

胞
肺

癌
に
対

す
る

エ
ル

ロ
チ
ニ

ブ
と

ド
セ
タ

キ
セ

ル
の
無

作
為

比
較

第
Ⅲ
相

試
験



-
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

実
施

主
体

の
異

な
る

臨
床

研
究

へ
の

参
画

国
際

的
臨

床
研
究

と
し

て
平
成

２
０

年
度
も

引
き

続
き

、
ア
テ

ロ
ー

ム
血
栓

性
イ

ベ
ン
ト

リ
ス

ク
を

持
つ
患

者
を
対
象
と

す
る
国
際
共

同
前
向

き
観

察
研

究
(
Ｒ

Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
ｅ

ｇ
ｉ

ｓ
ｔ

ｒ
ｙ

)
を

行
い

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
平

成
２

０
年

度
に

終
了

す
る

ま
で

継
続

し
て

１
，

１
２

５
例

を
追
跡

調
査

し
た
。

ま
た

、
国
内

的
臨

床
研
究

と
し

て
、

Ｊ
Ｆ
Ｍ

Ｃ
３

５
－
Ｃ

１
術

後
補
助

化
学

療
法

に
お
け

る
フ
ッ
化
ピ

リ
ミ
ジ
ン
系

薬
剤
の

有
用
性

に
関

す
る
比

較
臨

床
試
験

（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｓ

－
Ｒ

Ｃ
）

に
平
成

１
８

年
度
か

ら
参

加
し
、

平
成

２
０

年
度
ま

で
に
、
７
２

例
（
平
成
２

０
年
度

新
規

２
４

例
）
を

登
録

す
る
な

ど
国

内
外
の

臨
床

研
究

に
積
極

的
に

参
画
し

て
い

る
。

３
．

我
が

国
の

政
策

決
定

に
寄

与
す

る
大

規
模

臨
床

研
究

の
実

施
に

つ
い

て

「
新

た
な

治
験
活

性
化

５
ヵ
年

計
画

」
で
推

進
さ

れ
て

い
る
医

師
主

導
治
験

と
し

て
、
社

会
的

に
強

い
要
請

を
受
け
て
実

施
し
た
新
型

イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ワ

ク
チ
ン

治
験

に
国
立

病
院

機
構
の

１
３

病
院

（
全
体

１
８

病
院
）

が
平

成
１
８

年
９

月
よ

り
参
画

し
、
治
験
開

始
か
ら
１
ヶ

月
以
内

の
短
期

間
に

、
予
定

し
て

い
た
３

７
０

例
（
全

体
６

０
０

例
）
の

症
例

登
録
を

実
施

し
、
平

成
１

９
年

１
０
月

に
は
沈
降
新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ

ン
と

し
て
承

認
さ

れ
る
な

ど
、

政
府
の

新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

対
策
に

大
き

く
貢
献

し
た

。
平

成
２
０

年
度
に
は
新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ

ン
（

Ｈ
５
Ｎ

１
）

の
小
児

適
応

医
師
主

導
治

験
２

試
験
を

神
谷

齊
及
び

中
野

貴
司
（

三
重

病
院

）
を
調

整
医
師
と
し

て
国
立
病
院

機
構
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
を

中
心

と
し
た

１
２

病
院
２

５
４

名
で

実
施
し

た
。

ま
た

、
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク

チ
ン
に

つ
い

て
、

１
千
万

人
規

模
の
事

前
接

種
を
実

施
す

る
こ

と
を
決

定
す
る
に
は

有
効
性
・
安

全
性
に

つ
い
て

の
一

層
の
根

拠
が

必
要
で

あ
る

た
め
、

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
、
庵

原
俊

昭
（
三

重
病

院
長

）
を
主

任
研
究
者
と

し
て
新
型
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

プ
レ

パ
ン
デ

ミ
ッ

ク
ワ
ク

チ
ン

の
事
前

接
種

の
有

効
性
な

ら
び

に
安
全

性
を

検
討
す

る
目

的
で

、
感
染

症
指
定
医
療

機
関
、
国
立

病
院
機

構
病
院

な
ど

を
中
心

と
し

て
、
「
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ウ
イ

ル
ス
に

対
す

る
プ

レ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ワ

ク
チ
ン
の
安

全
性
の
研

究
」
（
対
象

被
験
者

５
,
５
６
１

名
）
、「

ブ
ー

ス
タ
ー

効
果
に
関
す

る
臨
床
試

験
」（

対
象

被
験

者
４

０
０
名
）
、「

持
続
性

及
び

交
差
免

疫
性

に
関

す
る
臨

床
試

験
」（

対

象
被
験

者
４

０
０
名

）
を

実
施
し

、
有

効
性
・

安
全

性
の

検
討
を

行
い

、
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

プ
レ

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
ワ
ク

チ
ン
の
事
前

接
種
の

可
能
性

に
つ

い
て
の

科
学

的
エ
ビ

デ
ン

ス
を
構

築
し

行
政

的
判
断

根
拠

を
与
え

た
。

４
．

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

国
立

病
院

機
構
主

催
の

国
立
病

院
総

合
医
学

会
を

、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
を

学
会

長
施
設

、
東

京
病

院
を
副

学
会
長
施
設

と
し
て
、
東

京
国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、
「

医
療

の
心

を
求

め
て

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

開
催

し
た

。
国

立
病

院
総

合
医

学
会

を
通

じ
て

国
立

病
院

機
構

の
職

員
等

に
対
し

、
学

術
研
究

の
成

果
を
発

表
す

る
機
会

を
与

え
、

職
員
の

自
発

的
な
研

究
の

取
組
み

を
奨

励
し

、
職
員

が
行
う
研
究

レ
ベ
ル
の
向

上
を
図

り
、
ま

た
、

研
究
者

の
み

な
ら
ず

参
加

す
る
国

立
病

院
機

構
職
員

の
活

性
化
を

目
的

と
し
て

、
平

成
２

０
年
１

１
月
２
１
日

・
２
２
日
に

開
催
し

た
。 平
成

２
０

年
度
は

、
本

部
職
員

も
様

々
な
場

面
で

積
極

的
に
参

加
し

、
Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励
表

彰
と

し
て

、
病
院

運
営
の
あ
ら

ゆ
る
課
題
に

つ
い
て

様
々
な

創
意

工
夫
を

凝
ら

し
、
業

務
改

善
等
に

積
極

的
に

取
り
組

ん
だ

職
員
の

表
彰

を
行
う

等
、

国
立

病
院
総

合
医
学
会
の

質
の
向
上
を

図
っ
た

結
果
、

参
加

者
６
，

０
０

２
名
を

集
め

る
盛
大

な
学

会
と

な
っ
た

。

○
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・

パ
ネ
ル

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
・

・
・
・

・
３

０
題

○
ポ
ス

タ
ー
セ

ッ
シ

ョ
ン
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
１
，

５
７

３
題

○
特
別

講
演
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
２

講
演

・
加
我

君
孝

（
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー

臨
床
研

究
セ

ン
タ
ー

長
）

『
医

学
教
育

の
「

温
故

知
新
」

－
オ

ラ
ン
ダ

・
英

国
・
ド

イ
ツ

・
米

国
か
ら

医
学
を
学
ん

だ
あ
と
の
未

来
』

・
山

田
邦

子
（

タ
レ

ン
ト

）

『
ワ

ハ
ハ
で

い
こ

う
！

』

【
説

明
資

料
】

資
料

３
８

：
平
成

１
６

年
度
～

平
成

１
９
年

度
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進
研

究
課

題
研

究
結

果
及
び

一
部

発
表

内
容
〔

２
１
７
頁
〕

資
料

３
９

：
平
成

１
６

～
２
０

年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

２
０
課

題
一

覧
〔
２

３
５

頁
〕

資
料

４
０

：
平
成

２
０

年
度
採

択
課

題
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め
の

大
規

模
臨
床

研
究

〔
２

３
６
頁
〕

資
料

４
１

：
国
立

病
院

総
合
医

学
会

の
開
催

状
況

〔
２
３

７
頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
の

活
動

国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
多
施

設
共

同
研
究

事
業

を
支

援
・
推

進
す

る
た
め

、
本

部
内
に

設
置

し
た

「
臨
床

研
究
支
援
・

教
育
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｒ

）
」
に

お
い
て

、
非

常
勤

看
護
師

等
９

名
の
デ

ー
タ

マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

雇
用
し

、
臨
床
研
究

の
支
援
・
教

育
活
動
を

行
っ

た
。

臨
床

研
究

の
支

援
活

動
と

し
て

、
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

」
事

業
の

平
成

１
８

年
度

及
び

平
成

１
９

年
度

に
採

択
さ

れ
た

９
課
題

に
つ

い
て
は

、
症

例
登
録

の
支

援
を
行

う
こ

と
に

よ
り
順

調
に

登
録
が

進
捗

し
て
い

る
。

ま
た

、
平
成

２
０
年
度
「

Ｅ
Ｂ
Ｍ
推
進

の
た
め

の
大
規

模
臨

床
研
究

」
事

業
の
候

補
課

題
４
課

題
に

対
し

、
研
究

計
画

書
の
作

成
支

援
を
行

い
、

研
究

計
画
書

作
成
の
初
期

段
階
に
お
い

て
、
候

補
課
題

研
究

責
任
者

及
び

研
究
計

画
作

成
グ
ル

ー
プ

と
十

分
な
情

報
交

換
を
行

う
こ

と
で
、

質
が

高
く

、
実
行

可
能
性
が
高

い
研
究
計
画

書
を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

教
育

活
動

と
し
て

は
、

全
国
の

機
構

病
院
で

臨
床

研
究

に
携
わ

る
医

師
、
看

護
師

等
医
療

職
種

を
対

象
に
臨

床
研
究
デ
ザ

イ
ン
に
関
す

る
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

(平
成

２
０

年
度

ま
で

に
１

８
８

名
参

加
)
や

、
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

研
修

会
(
平

成
２

０
年

度
ま

で
に

１
４

４
名

参
加

)

を
行
う

な
ど

、
活
発

な
臨

床
研
究

推
進

の
た
め

の
啓

発
活

動
を
行

っ
た

。

６
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

(再
掲

)

最
新

の
医

学
知
見

を
も

と
に
、

根
拠

に
基
づ

い
た

医
療

サ
ー
ビ

ス
を

患
者
に

提
供

す
る
こ

と
を

目
的

と
し
て

、
平
成
１
８

年
７
月
か
ら

１
４
６

す
べ
て

の
病

院
で
国

立
病

院
機
構

職
員

が
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経
由

で
配

信
さ
れ

る
医

学
文
献

を
閲

覧
、

全
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が

で
き
る

よ
う
、

機
構

本
部
に

お
い

て
電
子

ジ
ャ

ー
ナ
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス
の

一
括

契
約
を

行
っ

た
。
平

成
１

８
年

度
に
お

い
て
は
、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ
ｎ
ｅ

ｔ
端
末

で
の

み
の

利
用

に
閲

覧
が

限
ら

れ
て

い
た

が
、

平
成

１
９

年
６

月
よ

り
「

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
）
」

で
整

備
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

バ
ー

を
経

由
し

て
、

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
外

か
ら

の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

１
５
，

６
６

２
文
献

の
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド

が
あ
っ

た
。

【
月

間
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド

数
（
平

均
）
】

平
成

１
９
年

度
１
，
１

２
４

文
献

→
平
成

２
０
年

度
１
，
３

０
５

文
献

（
対

前
年

度
比

＋
１
１
６
．

１
％
）

【
説

明
資

料
】

資
料

４
２

：
臨
床

研
究

支
援
・

教
育

セ
ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｒ

）
の

概
要
〔

２
４

５
頁
〕

資
料

２
６

：
電
子

ジ
ャ

ー
ナ
ル

〔
１

７
１
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
②

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
②

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

た
臨

床
研

究
の

推
進

た
臨
床

研
究
の
推
進

活
か

し
た

臨
床

研
究

の
推

進

各
政

策
医

療
分

野
毎
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の
推

各
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
１

．
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
臨

床
研

究
事

業
の

進
捗

進
の

た
め

に
臨

床
研

究
計

画
を

国
立

高
に

お
い

て
は

、
臨

床
研

究
５

ヵ
平
成

２
０

年
度
も

引
き

続
き
、

臨
床

研
究
５

ヶ
年

計
画

に
基
づ

い
て

、
順
調

に
臨

床
研
究

を
実

施
し

て
い
る

。
ま
た
、
臨

床
研
究
セ
ン

タ
ー
を

度
専

門
医

療
セ

ン
タ

ー
の

協
力

の
下

、
年

計
画

（
平

成
１

６
年

度
～

平
中

心
と

し
た

５
ヶ
年

計
画

の
暫
定

評
価

を
行
い

、
第

２
期

中
期
計

画
の

策
定
に

向
け

た
検
討

を
行

っ
た

。

平
成

１
６

年
度

中
に

作
成

し
、

こ
れ

に
成

２
０

年
度

）
に

基
づ

き
実

施

基
づ
い

て
臨
床
研
究
を
推

進
す
る
。

し
て

い
る

多
施

設
臨

床
研

究
事

２
．

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

そ
の

他
１

１
分

野
に

関
す

る
共

同
研

究
の

活
性

化
（

第
１

の
２

の
（

１
）

の
③

参
照

）

ま
た

、
こ

の
成

果
を
基

に
、

政
策
医

業
の

実
績

評
価

(
暫

定
)
を

行
う

国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
臨
床

研
究

を
、
全

国
に

通
用

す
る
質

の
高

い
臨
床

研
究

と
す
る

た
め

、
研

究
課
題

の
審
査
方
法

及
び
研
究
費

の
配
分

療
分

野
の

疾
患

に
つ

い
て

、
標

準
的

な
と

と
も

に
、

次
期

中
期

計
画

に
方

法
の

見
直

し
を
行

い
、

ま
た
、

平
成

１
８
年

度
に

行
っ

た
指
定

研
究

を
国
立

病
院

機
構
の

政
策

決
定

に
寄
与

す
る
も
の
と

し
て
位
置
づ

け
る
な

診
断

・
治

療
に

関
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

の
向

け
、

よ
り

我
が

国
の

医
療

に
ど

、
共

同
研

究
の
活

性
化

を
行
っ

た
。

集
積
を

行
い
、
指
針
の
作
成
を
目
指
す
。

貢
献

す
る

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

事
業

３
．

我
が

国
の

医
療

に
貢

献
す

る
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

の
立

案
に

着
手

す
る

。
臨
床

研
究

部
の
活

動
実

績
を
評

価
し

点
数
化

す
る

こ
と

に
よ
り

、
こ

れ
ま
で

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の
配
分
や

臨
床
研
究
組

織
の
再

構
築
の

指
標

と
し
て

活
用

し
て
き

た
が

、
平
成

２
０

年
度

は
さ
ら

に
点

数
を
分

野
毎

に
調
査

、
分

析
す

る
こ
と

に
よ
り
、
国

立
病
院
機
構

に
お
い

て
研
究

活
動

度
の
高

い
分

野
を
選

定
し

、
平
成

２
１

年
度

以
降
の

第
２

期
中
期

計
画

期
間
で

実
施

し
て

い
く
政

策
医
療
を
中

心
と
し
た
研

究
分
野

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

ま
た

、
各

病
院
の

臨
床

研
究
組

織
に

お
い
て

も
研

究
実

績
を
分

野
ご

と
に
点

数
化

す
る
こ

と
で

、
各

研
究
分

野
に
お
い
て

も
っ
と
も
活

動
実
績

の
高
い

病
院

を
グ
ル

ー
プ

リ
ー
ダ

ー
と

し
、
一

定
の

高
い

実
績
を

有
す

る
病
院

を
メ

ン
バ
ー

と
す

る
研

究
グ
ル

ー
プ
を
平
成

２
１
年
度
に

構
築
す

る
た
め

の
調

査
、
検

討
を

行
っ
た

。
こ

れ
に
よ

り
、

平
成

２
１
年

度
か

ら
実
施

さ
れ

る
各
共

同
研

究
課

題
に
お

い
て
、
今
ま

で
以
上
に
実

施
可
能

性
の
高

い
研

究
組
織

を
形

成
し
、

我
が

国
の
医

療
の

質
の

向
上
に

貢
献

す
る
エ

ビ
デ

ン
ス
の

創
出

を
目

指
す
。

【
説

明
資

料
】

資
料

４
３

：
臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
を

中
心
と

し
た

臨
床

研
究
概

要
〔

２
４
７

頁
〕

資
料

４
４

：
臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
の

活
動
状

況
〔

２
５

０
頁
〕

資
料

４
５

：
政
策

医
療

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に
お

け
る

そ
の

他
の
１

１
分

野
等
に

関
す

る
共
同

研
究

概
要

〔
２
６

６
頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

国
立

病
院

機
構

の
政

策
決

定
に

寄
与

す
る

指
定

研
究

事
業

の
推

進

平
成

１
８

年
度
か

ら
新

た
に
開

始
し

た
指
定

研
究

事
業

に
つ
い

て
は

、
国
立

病
院

機
構
が

緊
急

に
取

り
組
む

べ
き
重
要
な

テ
ー
マ
に
焦

点
を
当

て
、
１

課
題

あ
た
り

数
十

以
上
の

多
施

設
で
調

査
・

研
究

を
行
う

。
平

成
１
８

年
度

に
行
っ

た
３

つ
の

指
定
研

究
課
題
の
結

果
に
つ
い
て

は
、
そ

れ
ぞ
れ

臨
床

評
価
指

標
の

全
病
院

を
対

象
と
し

た
測

定
と

公
開
や

、
転

倒
・
転

落
事

故
防
止

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

、
平
成
１
９

年
度
に
お
け

る
当
機

構
の
政

策
立

案
に
大

き
く

寄
与
し

た
。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て

も
政

策
決
定

へ
の

根
拠
と

な
る

情
報

を
収
集

す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た

指
定
研

究
事
業

４
課

題
を
遂

行
し

た
。

例
え

ば
、

麻
疹
の

流
行

な
ど
が

み
ら

れ
る
社

会
状

況
に

対
応
し

、
流

行
性
ウ

イ
ル

ス
性
疾

患
に

対
応

す
る
た

め
に
、
平
成

２
０
年
度
の

指
定
研

究
と

し
て

実
施

し
た

、
「

国
立

病
院

機
構

職
員

の
麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
水

痘
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

測
定

と
抗

体
価

の
低

い
職

員
に

対

す
る

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
有

効
性

の
検

討
（

Ｍ
Ｍ

Ｒ
Ｖ

研
究

）
」

に
お

い
て

は
、

７
６

病
院

、
１

８
，

９
１

０
名

の
職

員
を

対
象

と
し

て
麻

疹
、

風

疹
、
流

行
性

耳
下
腺

炎
、

水
痘
ウ

イ
ル

ス
の
抗

体
価

を
測

定
し
た

。
そ

の
結
果

、
職

員
の
麻

疹
１

２
．

９
％
、

風
疹
１
１
．

１
％
、
流
行

性
耳
下

腺
炎
１

８
．

３
％
、

水
痘

１
．
８

％
が

十
分
な

抗
体

が
な

い
こ
と

が
判

明
し
、

約
延

べ
５
，

０
０

０
名

の
職
員

が
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た

。
そ
の

結
果

、
抗

体
の

不
十

分
な

成
人

に
ワ

ク
チ

ン
を

接
種

し
た

場
合

の
有

効
率

は
、

麻
疹

７
８

．
５

％
、

風
疹

９
５

．
３

％
、

流
行

性
耳

下
腺

炎

８
８
．

１
％

、
水
痘

９
０

．
１
％

で
あ

る
こ
と

が
判

明
し

た
。
こ

の
こ

と
に
よ

り
職

員
が
無

用
な

感
染

被
曝
を

受
け
る
こ
と

を
防
止
す
る

だ
け
で

な
く
、

職
員

か
ら
患

者
へ

の
感
染

を
防

止
す
る

こ
と

が
期

待
さ
れ

る
。

(
1
)
平

成
１

８
年

度
指

定
研

究
課

題

○
Ｄ
Ｐ

Ｃ
導
入

後
の

医
療
サ

ー
ビ

ス
プ
ロ

セ
ス

及
び

患
者
ア

ウ
ト

カ
ム
の

測
定

に
よ
る

医
療

サ
ー

ビ
ス
評

価

（
研

究
責
任

者
：

佐
治
文

隆
分
担

施
設

２
２

病
院
）

○
国
立

病
院
機

構
に

お
け
る

入
院

中
の
転

倒
・

転
落

事
象
及

び
そ

れ
ら
に

伴
う

有
害
事

象
に

関
連

す
る
要

因
の
分
析
研

究

（
研

究
責
任

者
：

富
永

理
子

分
担

施
設

１
４

５
病
院

）

○
臨
床

評
価
指

標
（

Ｑ
Ｉ
）

改
善

の
た
め

の
実

施
可

能
性
調

査
研

究
（
研

究
責

任
者
：

土
屋

俊
晶

分
担

施
設
１
５
病

院
）

(
2
)
平

成
１

９
年

度
指

定
研

究
課

題

○
結
核

医
療
の

Ｄ
Ｒ

Ｇ
／
Ｐ

Ｐ
Ｓ

化
に
関

す
る

調
査

研
究
（

研
究

責
任
者

：
坂

谷
光
則

分
担
施

設
７
６

病
院
）

○
患
者

満
足
度

に
影

響
を
与

え
る

要
因
分

析
に

関
す

る
研
究

（
研

究
責
任

者
：

石
橋
薫

分
担
施

設
１
４

６
病
院
）

○
医
療

者
用
／

患
者

用
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
・

パ
ス

の
内

容
の
ば

ら
つ

き
と
、

バ
リ

ア
ン
ス

発
生

頻
度

及
び
在

院
日
数
と
の

関
連
に
関
す

る
調
査

研
究

（
研
究

責
任

者
：
菊

池
秀

分
担

施
設

４
１

病
院
）

○
抗
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
薬
服

用
後

の
症
状

変
化

に
関

す
る
観

察
研

究
（
研

究
責

任
者
：

榛
葉

哲
夫

分
担

施
設
７
４
病

院
）

(
3
)
平

成
２

０
年

度
指

定
研

究
課

題

○
Ｉ
Ｔ

を
用
い

た
多

施
設
共

同
医

師
臨
床

研
修

シ
ス

テ
ム
の

開
発

（
研
究

責
任

者
：
平

野
誠

分
担
施
設

４
病
院
）

○
疾
患

別
医
療

者
用

／
患
者

用
ク

リ
テ
ィ

カ
ル

・
パ

ス
の
工

程
内

容
と
、

患
者

ア
ウ
ト

カ
ム

と
の

関
連
に

関
す
る
比
較

研
究

（
研

究
責
任

者
：

菊
地
秀

分
担
施
設

７
１

病
院

）

○
国
立

病
院
機

構
職

員
の
麻

疹
、

風
疹
、

流
行

性
耳

下
腺
炎

、
水

痘
ウ
イ

ル
ス

抗
体
価

測
定

と
抗

体
価
の

低
い
職
員
に

対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接

種
の

有
効
性

の
検

討
（
研

究
責

任
者
：

岩
田

敏
分
担
施

設
７

６
病
院

）

○
離
職

し
た
看

護
師

の
職
場

復
帰

を
可
能

に
す

る
要

因
分
析

（
研

究
責
任

者
：

三
浦
麗

子
分
担

施
設
１

４
５
病
院
）

５
．

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

へ
の

取
組

政
策

医
療

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
活

か
し

た
調
査

研
究

・
情

報
発
信

機
能

の
強
化

を
目

指
し
、

平
成

２
１

年
度
か

ら
の
第
２
期

中
期
計
画
に

盛
り
込

ん
だ

「
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
（

仮
称

）
」

の
設

立
に

向
け

た
検

討
・

準
備

に
着

手
し

た
。

同
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
臨

床
研

究
、

治
験

、
診

療

情
報
の

分
析

を
総
合

的
に

推
進
す

る
も

の
と
し

、
こ

れ
に

よ
り
医

療
の

質
の
向

上
、

診
療
報

酬
政

策
な

ど
国
の

政
策
形
成
に

向
け
た
基
盤

づ
く
り

に
寄
与

す
る

こ
と
が

期
待

さ
れ
る

。

【
説

明
資

料
】

資
料

４
６

：
指
定

研
究

課
題
の

概
要

〔
２
７

０
頁

〕



-
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
③

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
③

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
の

評
価

制
度

部
の
評

価
制
度

床
研

究
部
の
評

価
制
度

平
成

１
６

年
度

中
に
、

エ
ビ

デ
ン
ス

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
１

．
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

に
お

け
る

臨
床

研
究

活
動

評
価

の
実

施

づ
く

り
へ

の
貢

献
（

登
録

症
例

数
等

）
床

研
究

部
に

つ
い

て
は

、
平

成
実
施

症
例

数
や
プ

ロ
ト

コ
ー
ル

作
成

業
務
、
競

争
的
外

部
資

金
の

獲
得
額

な
ど
の
評
価

項
目
か
ら
な

る
臨
床
研

究
部

の
活

動
評
価

を
実

施
し
た
。

を
主

と
し

た
評

価
基

準
を

作
成

し
、

政
１

９
年

度
の

活
動

実
績

の
評

価
こ

の
評

価
に

よ
り
各

臨
床

研
究
部

の
平

成
１
９

年
度

活
動

実
績
を

点
数

化
し
て

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の
配
分
を

行
い
、
各
臨

床
研
究

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

臨
を

行
い

研
究

費
に

反
映

さ
せ

る
部

の
活

動
の

推
進
を

図
っ

た
。

床
研

究
成

果
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

セ
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

組
織

の

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

の
評

価
を

実
再

編
を

行
う

。

施
す
る

。
【
説

明
資

料
】

資
料

４
７

：
臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
に

お
け
る

臨
床

研
究

活
動
評

価
の

概
要
〔

２
７

４
頁
〕

資
料

４
８

：
臨
床

研
究

部
活
動

評
価

の
実
施

状
況

〔
２

７
５
頁

〕

２
．

臨
床

研
究

組
織

の
再

構
築

臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
及

び
臨
床

研
究

部
の
活

動
評

価
を

実
施
し

た
成

果
と
し

て
、

年
々
国

立
病

院
機

構
全
体

の
臨
床
研
究

の
活
動
度
が

高
ま
っ

た
。 平
成

１
９

年
度
に

平
成

１
７
年

度
、

平
成
１

８
年

度
の

２
か
年

の
臨

床
研
究

セ
ン

タ
ー
及

び
臨

床
研

究
部
に

お
け
る
臨
床

研
究
活
動
実

績
評
価

を
も
と

に
、

臨
床
研

究
の

活
動
度

の
高

い
病
院

に
臨

床
研

究
部
を

設
置

し
、
活

動
度

の
低
い

臨
床

研
究

部
を
廃

止
す
る
な
ど

臨
床
研
究
組

織
の
再

構
築
を

決
定

し
、
平

成
２

０
年
度

よ
り

新
体
制

で
の

活
動

を
開
始

し
た

。

今
後

も
、

原
則
と

し
て

２
年
お

き
に

同
様
の

評
価

方
法

に
よ
り

臨
床

研
究
組

織
の

再
構
築

を
行

う
こ

と
と
し

て
い
る
。

(
1
)
活

動
実

績
評

価
結

果

平
成

１
７
年

度
臨

床
研
究

部
活

動
実
績

５
２
，

６
７

３
ポ
イ

ン
ト

平
成

１
８
年

度
臨

床
研
究

部
活

動
実
績

５
９
，

１
４

４
ポ
イ

ン
ト

(
対

平
成
１
７
年

度
１
２
％

増
加
)

平
成

１
９
年

度
臨

床
研
究

部
活

動
実
績

６
４
，

０
７

６
ポ
イ

ン
ト

(
対

平
成
１
８
年

度
８
％

増
加
)

平
成

２
０
年

度
臨

床
研
究

部
活

動
実
績

暫
定

８
２
，

７
２

１
ポ
イ

ン
ト

(
対

平
成
１
９
年

度
２
９
％

増
加
)
※

現
在
集
計
中

＊
ポ

イ
ン

ト
は

、
活

動
実

績
を

点
数

化
し

た
も

の
で

各
評

価
項

目
ご

と
に

設
定

し
て

い
る

(
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

１
例

０
．

２
５

ポ
イ

ン

ト
な

ど
)
。

(
2
)

再
構
築

結
果

①
臨

床
研
究

セ
ン

タ
ー
の

新
設

(
２

病
院

)

大
阪
医
療

セ
ン

タ
ー
、

九
州

医
療
セ

ン
タ

ー

②
臨

床
研

究
部

の
新

設
(
１

７
病

院
)

弘
前
病

院
、

水
戸
医

療
セ

ン
タ
ー

、
西
群
馬

病
院

、
東
埼

玉
病

院
、
千

葉
医

療
セ

ン
タ
ー

、
新

潟
病
院

、
刀

根
山
病

院
、

米
子

医
療
セ

ン
タ

ー
、

福
山

医
療
セ

ン
タ

ー
、
東

広
島
医
療

セ
ン

タ
ー
、

関
門

医
療
セ

ン
タ

ー
、

岩
国
医

療
セ

ン
タ
ー

、
香

川
小
児

病
院

、
小

倉
医
療

セ
ン

タ
ー

、
大

牟
田
病

院
、

嬉
野
医

療
セ
ン
タ

ー
、

別
府
医

療
セ

ン
タ
ー

③
臨

床
研

究
部

の
廃

止
(
６

病
院

：
う

ち
２

病
院

は
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

振
替

)

盛
岡
病
院

、
花

巻
病
院

、
栃

木
病
院

、
下

総
精

神
医
療

セ
ン

タ
ー
、

大
阪

医
療
セ

ン
タ

ー
、

九
州
医

療
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
医

療
セ

ン
タ
ー

、
九

州
医
療

セ
ン

タ
ー

は
臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
に

振
替
）

④
組

織
数

臨
床
研
究

セ
ン

タ
ー
：

平
成

１
９
年

度
８
病

院
→

平
成
２
０

年
度

１
０
病

院

臨
床
研
究

部
：

平
成

１
９
年

度
４

９
病

院
→

平
成
２
０

年
度

６
０
病

院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

我
が

国
の

医
療

に
貢

献
す

る
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

(再
掲

)

臨
床

研
究

部
の
活

動
実

績
を
評

価
し

点
数
化

す
る

こ
と

に
よ
り

、
こ

れ
ま
で

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の
配
分
や

臨
床
研
究
組

織
の
再

構
築
の

指
標

と
し
て

活
用

し
て
き

た
が

、
平
成

２
０

年
度

は
さ
ら

に
点

数
を
分

野
毎

に
調
査

、
分

析
す

る
こ
と

に
よ
り
、
国

立
病
院
機
構

に
お
い

て
研
究

活
動

度
の
高

い
分

野
を
選

定
し

、
平
成

２
１

年
度

以
降
に

実
施

し
て
い

く
政

策
医
療

を
中

心
と

し
た
研

究
分
野
に
つ

い
て
検
討
し

た
。

ま
た

、
各

病
院
の

臨
床

研
究
組

織
に

お
い
て

も
研

究
実

績
を
分

野
ご

と
に
点

数
化

す
る
こ

と
で

、
各

研
究
分

野
に
お
い
て

も
っ
と
も
活

動
実
績

の
高
い

病
院

を
グ
ル

ー
プ

リ
ー
ダ

ー
と

し
、
一

定
の

高
い

実
績
を

有
す

る
病
院

を
メ

ン
バ
ー

と
す

る
研

究
グ
ル

ー
プ
を
平
成

２
１
年
度
に

構
築
す

る
た
め

の
調

査
、
検

討
を

行
っ
た

。
こ

れ
に
よ

り
、

平
成

２
１
年

度
か

ら
実
施

さ
れ

る
各
共

同
研

究
課

題
に
お

い
て
、
今
ま

で
以
上
に
実

施
可
能

性
の
高

い
研

究
組
織

を
形

成
し
、

我
が

国
の
医

療
の

質
の

向
上
に

貢
献

す
る
エ

ビ
デ

ン
ス
の

創
出

を
目

指
す
。

【
説

明
資

料
】

資
料

４
９

：
Ｎ
Ｈ

Ｏ
研

究
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
評

価
の

実
施

状
況
〔

２
８

３
頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
治
験
の
推
進

（
２

）
治

験
の

推
進

（
２

）
治

験
の

推
進

国
立
病
院

機
構
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

実

活
用

し
て

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

推
施

す
る

た
め

、
本

部
に

よ
り

、
１

．
国

立
病

院
機

構
内

に
お

け
る

治
験

実
施

体
制

の
確

立

進
す
る
。

治
験

実
施

施
設

の
実

態
を

詳
細

文
部

科
学

省
及

び
厚

生
労

働
省

が
平

成
１

９
年

４
月

に
策

定
し

た
「

新
た

な
治

験
活

性
化

５
ヵ

年
計

画
」

に
お

い
て
、
複

数
の
国
立
病

院
機
構

本
部

に
治

験
窓

口
を

設
置

す
る

等
に

に
把

握
し

、
進

捗
が

悪
い

又
は

病
院

の
実

績
が

評
価

さ
れ

、
本

部
が

中
核

病
院

の
１

０
病

院
の

う
ち

の
１

病
院

（
他

の
９

病
院

は
大

学
と

国
立

高
度
専
門
医

療
セ
ン
タ
ー

）
と
し

よ
り

、
多

病
院

間
の

共
同

治
験

を
推

進
実

施
率

の
低

い
施

設
に

対
し

て
て

選
定

さ
れ

た
ほ

か
、

拠
点

医
療

機
関

と
し

て
３

５
病

院
の

う
ち

大
学

病
院

が
６

割
以

上
を

占
め

る
中

で
、

国
立

病
院
機
構

の
５
病
院
（

東
京
医

し
、

質
の

高
い

治
験

を
実

施
す

る
。

ま
は

指
導

・
支

援
を

実
施

す
る

と
療

セ
ン

タ
ー

、
名

古
屋

医
療

セ
ン

タ
ー

、
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
、

四
国

が
ん

セ
ン

タ
ー

、
九

州
医

療
セ

ン
タ

ー
）

が
選
定
さ

れ
て
お
り
、

大
学
と

た
、

治
験

の
優

先
順

位
を

示
す

指
針

の
と

も
に

、
国

際
共

同
治

験
に

参
並

ぶ
治

験
実

施
活

動
度

の
高

い
病

院
と

し
て

認
定

を
受

け
た

。

作
成

の
た

め
、

本
部

に
治

験
の

調
整

に
加

す
る

た
め

の
体

制
の

整
備

に

関
す
る
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。

努
め

る
。

(
1
)

本
部

す
べ

て
の

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

ま
た

、
中

央
Ｉ

Ｒ
Ｂ

（
中

央
平
成
２

０
年

２
月

２
９
日

付
Ｇ

Ｃ
Ｐ
省

令
の
改
正

通
知

に
よ
り

、
国

立
病
院

機
構

傘
下

の
医
療

機
関

に
お
け

る
治

験
の

一
括

審
査

が
可

能
と

臨
床

研
究

部
に

治
験

管
理

部
門

を
設

置
治

験
審

査
委

員
会

）
の

導
入

な
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
治

験
審

査
の

効
率

化
、

迅
速

化
を

図
る

中
央

治
験

審
査

委
員

会
(Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

)
を

本
部
に

設
置
し

た
。

Ｎ
Ｈ

Ｏ
－
Ｃ

し
、

治
験

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

平
ど

事
務

処
理

の
合

理
化

を
実

施
Ｒ

Ｂ
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

１
１

月
よ

り
毎

月
１

回
定

期
的

に
開

催
し

、
３

月
ま

で
に

新
規

１
０

課
題

の
審
議

の
ほ
か

、
継

続
審

議
を
実

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
し

、
治

験
実

施
期

間
の

短
縮

を
施

し
た

。

間
中

に
、

治
験

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
図

り
、

平
成

１
５

年
度

の
治

験
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

の
設

置
に

よ
り

多
施

設
間

の
共

同
治

験
を

実
施

す
る

に
当

た
っ

て
の

一
括

審
査

が
可

能
に

な
り

、
プ
ロ

ト
コ

ー
ル

上
、
倫

２
０
％
以
上
の
増
加
（
※
）
を
目
指
す
。

総
実

施
症

例
数

の
７

０
％

以
上

理
審

査
上

の
施

設
間

の
バ

ラ
つ

き
が

排
除

さ
れ

、
参

加
施

設
全

体
で

統
一

的
・

整
合

的
な

治
験

を
実

施
す

る
こ

と
が

可
能
に

な
る

と
と

も
に
、

の
増

加
を

目
指

す
。

各
施
設
と

治
験

依
頼

者
の
事

務
手

続
き
業

務
の
負
担

が
軽

減
さ
れ

、
ま

た
、
治

験
期

間
の

短
縮
が

期
待

で
き
る

体
制

が
整
え

ら
れ

た
。

※
平

成
１
５
年
度
実
績

治
験

総
実
施
症
例
数

(
2
)

病
院

２
，
７
８
９
件

常
勤
の

治
験

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
（
Ｃ

Ｒ
Ｃ
）
を

８
名

増
員
、

１
５

３
名
と

し
実

績
に

応
じ
た

定
員

化
・
再

配
置

を
行
い

、
組

織
的

な
治
験

受
け
入
れ

体
制

を
整

備
し
た

。

○
常

勤
Ｃ
Ｒ

Ｃ
配

置
病
院

数

平
成
１
９

年
度

６
２

病
院

→
平
成

２
０

年
度

６
４

病
院
（

平
成

１
５
年

度
２
７

病
院
）

○
常

勤
Ｃ
Ｒ

Ｃ
数

平
成
１
９

年
度

１
４

５
名

→
平
成

２
０

年
度

１
５

３
名

(
平
成

１
５
年

度
５
４

名
）

２
．

病
院

に
対

す
る
本

部
指

導
・

実
施

支
援

(
1
)
本

部
治

験
専

門
職

を
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ

配
置

病
院

を
中

心
に

５
７

病
院

（
延

べ
６

２
回

）
に

派
遣

し
、

幹
部

職
員

に
対

す
る

治
験

実
施

体
制

構
築

に
つ

い
て

の
説
明

、
ま

た
、
進

捗
の

悪
い
病

院
又

は
実

施
率
が

低
い

病
院
の

治
験

担
当
者

に
対

し
、

業
務
の

実
務
指
導
・

支
援
を
行
っ

た
。

平
成
１

９
年
度

７
２
病
院

（
延

べ
１
０

７
回

）
→

平
成
２

０
年
度

５
７
病
院

（
延

べ
６

２
回
）

（
な
お

、
平
成

１
９

年
度
は

、
治

験
の
開

始
に

当
た

っ
て
支

援
を

必
要
と

す
る

病
院
が

多
数

と
な

る
神
経

難
病
治
験
に

着
手
し
た
。
）

(
2
)
治

験
事

務
局

・
事

務
職

員
対

象
研

修
会

を
開

催
し

、
治

験
等

に
係

る
契

約
及

び
経

理
に

つ
い

て
指

導
を

行
っ

た
。

(
3
)
常

に
継

続
し

て
質

の
高

い
治

験
を

実
施

し
て

い
く

た
め

に
、

各
種

業
務

（
Ｃ

Ｒ
Ｃ

・
治

験
担

当
医

師
・

事
務

局
）

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

掲
示

板
に

提
示

し
、

広
く
活

用
す

る
よ
う

に
し

た
。

(
4
)
経

験
の

浅
い

Ｃ
Ｒ

Ｃ
に

つ
い

て
は

、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

平
成

１
７

年
度

作
成

）
を

使
用

し
て

治
験

専
門

職
が

実
務

指
導

を
行

い
、

適
正
な
治

験
を

実
施

で
き
る

よ
う

指
導
し

た
。

(
5
)

治
験

推
進

室
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
治

験
の

取
組

）
、

及
び

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

治

験
等

に
係

る
体
制

整
備

実
態
第

４
版

を
作
成

（
平

成
２

０
年
８

月
）

し
、
各

病
院

か
ら
依

頼
者

に
配

布
し
た

。
ま
た
、
一

般
向
け
に
治

験
の
普

及
・

啓
発

を
目
的

と
し

て
治
験

に
関

す
る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を
作

成
し

各
病
院

に
配

布
（
平

成
２

０
年

１
１
月

）
し
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
等

の
実

施

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
、

Ｃ
Ｒ

Ｃ
（

初
級

・
３

年
以

上
）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

事
務

局
・

事
務

職
員

等
を

対
象

と
し

、

参
加
者

総
計

６
７
３

名
、

延
べ
１

１
回

、
２
０

日
間

の
研

修
会
を

実
施

し
、
中

核
と

な
る
人

材
を

養
成

し
た
。

ま
た

、
Ｇ

Ｃ
Ｐ
省

令
の

改
正
、

臨
床

研
究
の

倫
理

指
針

の
改
正

に
伴

い
、
治

験
審

査
委
員

・
臨

床
研

究
倫
理

審
査
委
員
を

対
象
と
し
、

参
加
者

総
数
１

２
７

名
の
研

修
会

を
実
施

し
た

。

４
．

企
業

に
対

す
る

P
R

(
1
)
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

更
新

し
、

情
報

提
供

治
験
推

進
室
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の

内
容
を

更
新

し
、

各
病
院

の
治

験
実
施

体
制

等
の
情

報
提

供
を

進
め
た

。

(
2
)

企
業
訪

問

４
１
社

（
延

べ
６

４
回
）

の
企

業
を
訪

問
し
、
治

験
推

進
室
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

、
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る
治

験
等

に
係
る

体
制

整
備

実
態
第

４
版
等
を

配
布

す
る

な
ど
し

て
国

立
病
院

機
構
の
取

組
に

つ
い
て

理
解

を
求
め

た
。

平
成
１

９
年

度
３
１
社

（
延

べ
３
１

回
）

→
平

成
２
０

年
度

４
１

社
（

延
べ

６
４
回

）

(
3
)
中

央
治

験
審

査
委

員
会

（
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

）
設

置
の

説
明

会
（

９
月

２
６

日
）

の
開

催

Ｎ
Ｈ

Ｏ
－

Ｃ
Ｒ

Ｂ
の

設
置

に
先

立
ち

、
依

頼
者

と
国

立
病

院
機

構
の

病
院

を
対

象
に

Ｎ
Ｈ

Ｏ
－

Ｃ
Ｒ

Ｂ
説

明
会

を
開

催
し

、
依

頼
者

は
７

６
社

（
２

１
０

名
）
、

病
院

は
８

８
病

院
（

１
４

４
名

）
の

参
加

が
得

ら
れ

た
。
そ

の
説

明
会

と
併

せ
て

国
立

病
院

機
構

５
７

病
院

が
自

院
の

取
り

組

み
を
紹
介

す
る

ポ
ス

タ
ー
展

示
を

行
っ
た

。

５
．

治
験

実
績

(
1
)
治

験
実

施
症

例
数

及
び

受
託

研
究

治
験
実

施
症

例
数

に
つ
い

て
は

、
４
，

２
５
０
件

と
な

り
、
単

年
度

で
は
中

期
計

画
の

数
値
目

標
を

大
幅
に

上
回

っ
て
い

る
。

ま
た

、
受
託

研
究
金
額

に
つ

い
て

も
、
平

成
１

５
年
度

と
比
較
し

て
増

加
し
て

い
る

。

な
お
、

前
年

度
に

比
べ
て

治
験

実
施
症

例
数
が
減

少
し

て
い
る

が
、

比
較
的

単
純

な
治

験
に
つ

い
て

は
、
民

間
医

療
機
関

で
行

わ
れ

る
こ
と

が
多
く
、

国
立

病
院

機
構
は

入
院

治
験
を

は
じ
め
と

す
る

難
易
度

の
高

い
治
験

を
扱

う
こ

と
が
多

く
な

っ
て
き

て
い

る
。

(
2
)
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

に
対

す
る

プ
レ

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

ワ
ク

チ
ン

の
臨

床
研

究
（

再
掲

）

国
の
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

対
策

の
一
環

と
し

て
、

平
成
２

０
年

度
に
は

新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ワ
ク
チ

ン
（
Ｈ
５
Ｎ

１
）
の
小
児

適
応
医

師
主

導
治

験
２
試

験
を

神
谷
齊

及
び

中
野
貴

司
（

三
重

病
院
）

を
調

整
医
師

と
し

て
国
立

病
院

機
構

東
京
医

療
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し

た
１
２

病
院

２
５

４
名
で

実
施

し
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
治
験
実
施

症
例
数

　
　
　
　

　
　
受
託
研

究
実
績

　
　
症
例
件

数
対
平
成
１
５

年
度
比

　
実
績
（

万
円
）

対
平
成
１

５
年
度
比

　
平
成

２
０
年
度

　
　
４
，
２

５
０
件

　
　
１
５
２

．
４
％

　
４
８
３

，
３
０
０

　
　
１
６

５
．
３
％

　
平
成

１
９
年
度

　
　
４
，
８

０
３
件

　
　
１
７
２

．
２
％

　
５
６
３

，
５
０
０

　
　
１
９

２
．
７
％

　
平
成

１
８
年
度

　
　
４
，
６

２
４
件

　
　
１
６
５

．
８
％

　
４
７
８

，
９
０
０

　
　
１
６

３
．
８
％

　
平
成

１
７
年
度

　
　
４
，
１

７
３
件

　
　
１
４
９

．
６
％

　
４
４
０

，
２
０
０

　
　
１
５

０
．
５
％

　
平
成

１
６
年
度

　
　
３
，
５

６
０
件

　
　
１
２
７

．
６
％

　
３
５
８

，
９
０
０

　
　
１
２

２
．
７
％

　
平
成

１
５
年
度

　
　
２
，
７

８
９
件

　
　
　
　
－

　
２
９
２

，
４
０
０

　
　
　
　

－
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

本
部

治
験

等
に

関
す
る

連
絡

・
調
整

を
行

う
治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

活
用

し
、
本

部
に

依
頼
さ

れ
た

治
験

を
各
病

院
毎
に
取
り

ま
と
め
推
進

し
た
。

(
1
)
治

験
依

頼
者

よ
り

本
部

に
依

頼
が

あ
り

実
施

可
能

な
病

院
を

紹
介

し
た

受
託

研
究

平
成

１
９
年

度
５
４
プ

ロ
ト

コ
ル
（

約
２

，
８

０
０
症

例
）

→
平
成

２
０
年

度
５
５

プ
ロ
ト

コ
ル
（
約
１

，
２
５
０
症

例
）

(
2
)
本

部
に

お
い

て
一

括
契

約
し

、
各

病
院

に
お

い
て

実
施

し
た

治
験

以
外

の
受

託
研

究

平
成

１
９
年

度
２
プ
ロ

ト
コ

ル
（
約

６
７

０
症

例
）

→
平
成
２

０
年

度
３

プ
ロ

ト
コ

ル
（
約

２
５
０
症
例

）

【
説

明
資

料
】

資
料

５
０

：
治
験

推
進

室
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
〔

２
８

８
頁

〕

資
料

５
１

：
治
験

推
進

対
策
〔

３
０

０
頁
〕

資
料

５
２

：
治
験

研
修

実
績
〔

３
０

３
頁
〕

資
料

５
３

：
年
度

別
受

託
研
究

実
績

〔
３
１

０
頁

〕

資
料

５
４

：
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

用
ワ
ク

チ
ン

の
臨

床
開
発

〔
３

１
６
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
３

）
高

度
先

端
医

療
技

術
の

開
発

や
臨

床
（

３
）

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
（

３
）

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
や

臨
床

導
入

の
推

進
導
入
の
推
進

や
臨

床
導
入
の

推
進

各
病

院
に

お
い

て
は

、
臨

床
研

究
セ

我
が

国
に

お
け

る
高

度
先

端
１

．
高

度
先

端
医

療
技

術
の

臨
床

導
入

等

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

を
中

心
に

、
医

療
技

術
の

臨
床

導
入

に
資

す
高

度
先

端
医

療
技

術
の

開
発

及
び

臨
床

導
入

例
と

し
て

、
以

下
に

例
示

す
る

よ
う

な
実

績
が

得
ら

れ
て

い
る

。

そ
の

個
性

を
活

か
し

た
高

度
先

端
医

療
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
を

公

技
術

の
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
表

す
る

。
○
高

周
波

切
除
器

を
用

い
た
子

宮
腺

筋
症
核

出
術

(
霞

ヶ
浦

医
療
セ

ン
タ

ー
)

の
特

性
等

を
活

か
し

、
臨

床
導

入
を

推
加

え
て

、
職

務
発

明
に

対
す

○
胎

児
心

超
音
波

検
査

（
産
科

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ

胎
児

超
音
波

検
査

に
お
い

て
心

疾
患
が

強
く

疑
わ

れ
る
症

例
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）

(
長

良

進
す
る
。

る
理

解
と

意
識

を
向

上
さ

せ
、

医
療

セ
ン

タ
ー

)

発
明

の
特

許
等

権
利

化
を

進
め

○
骨

髄
細

胞
移

植
に

よ
る

血
管

新
生

療
法

（
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
又

は
バ

ー
ジ

ャ
ー

病
（

従
来

の
治

療
法

に
抵

抗
性
の
も

の
で
、
フ
ォ

ン
タ
ン

て
い

く
。

分
類
Ⅲ

度
又
は

同
分

類
Ⅳ
度

の
も

の
に
限

る
。
）
に

係
る

も
の
に

限
る
。
）

(
熊
本
医

療
セ
ン
タ
ー

)

○
末

梢
血

幹
細
胞

に
よ

る
血
管

再
生

治
療
（

慢
性

閉
塞

性
動
脈

硬
化

症
又
は

バ
ー

ジ
ャ
ー

病
（

重
篤

な
虚
血

性
心
疾
患
又

は
脳
血
管
障

害
を
有

す
る
も

の
を
除

く
。
）
に

係
る

も
の
に

限
る
。
）

(千
葉

東
病

院
)

○
腫

瘍
性

骨
病
変

及
び

骨
粗
鬆

症
に

伴
う
骨

脆
弱

性
病

変
に
対

す
る

経
皮
的

骨
形

成
術
（

転
移

性
脊

椎
骨
腫

瘍
、
骨
粗
鬆

症
に
よ
る
脊

椎
骨
折

又
は
難

治
性
疼

痛
を

伴
う
椎

体
圧

迫
骨
折

若
し

く
は

臼
蓋
骨

折
に

係
る
も

の
に

限
る
。
）
（
四

国
が

ん
セ
ン

タ
ー
）

○
乳

が
ん

に
お
け

る
セ

ン
チ
ネ

ル
リ

ン
パ
節

の
同

定
と

転
移
の

検
索

(
九

州
が

ん
セ
ン

タ
ー
、
九

州
医
療
セ
ン

タ
ー
、
名

古
屋
医
療
セ

ン
タ
ー
、

函
館
病

院
、
福

山
医

療
セ
ン

タ
ー

）

○
胎

児
胸

腔
・
羊

水
腔

シ
ャ
ン

ト
チ

ュ
ー
ブ

留
置

術
（

特
発
性

又
は

既
知
の

胎
児

先
天
性

感
染

に
よ

る
胸
水

を
主
た
る
徴

候
と
す
る
非

免
疫
性

胎
児
水

腫
症
（

Ｎ
Ｉ

Ｈ
Ｆ
）

例
で

あ
っ
て

、
胸

腔
穿

刺
後
一

週
間

以
降
に

胸
水

の
再
貯

留
が

認
め

ら
れ
る

も
の
（
妊
娠

二
十
週
か
ら

三
十
四

週
未
満

に
限
る
。
）
に
係

る
も

の
に
限

る
。
）
（
長
良

医
療

セ
ン
タ

ー
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

職
務

発
明

の
権

利
化

の
推

進

高
度

先
端

医
療
技

術
の

開
発
等

を
推

進
す
る

た
め

に
、

国
立
病

院
機

構
で
実

施
さ

れ
た
職

務
発

明
に

つ
い
て

、
権
利
化
を

進
め
て
お
り

、
新
た

に
９
件

の
特

許
が
公

開
特

許
公
報

に
掲

載
さ
れ

た
上

、
平

成
２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
２
２

件
の

発
明

が
届
け

ら
れ
、
以
下

に
示
す
よ
う

に
３
０

件
の
特

許
等

出
願

を
行

っ
た

。
(
１

９
年

度
：

１
５

件
の

発
明

届
出

１
３

件
の

特
許

等
出

願
)

○
成

人
Ｔ

細
胞
白

血
病

発
症
リ

ス
ク

判
定
方

法
（

熊
本

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
抗

原
賦

活
化
方

法
（

陰
イ
オ

ン
性

界
面
活

性
剤

で
標

本
を
処

理
す

る
方
法

）
（
名
古

屋
医
療
セ
ン

タ
ー
）

○
抗

原
賦

活
化
方

法
（

加
熱
処

理
後

緩
慢
冷

却
処

理
及

び
緩
衝

液
に

よ
る
洗

浄
処

理
を
行

わ
な

い
方

法
）
（
名
古

屋
医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
チ

ト
ク

ロ
ー
ム

Ｐ
４

５
０

２
Ｃ

９
及
び

２
Ｃ

１
９

の
一
塩

基
変

異
多
型

の
塩

基
を
検

出
す

る
プ

ラ
イ
マ

、
プ
ロ
ー
ブ

、
当
該
プ
ラ

イ
マ
及

び
プ
ロ

ー
ブ
を

備
え

る
キ
ッ

ト
、

当
該
キ

ッ
ト

を
備

え
る
検

出
装

置
、
並

び
に

、
検
出

方
法

（
静

岡
て
ん

か
ん
・
神
経

医
療
セ
ン
タ

ー
）

○
内

視
鏡

装
置
及

び
内

視
鏡
用

フ
ー

ド
（
栃

木
病

院
）

○
幼

児
用

エ
プ
ロ

ン
（

実
用
新

案
）
（
香

川
小

児
病
院

）

○
幼

児
用

エ
プ
ロ

ン
（

意
匠
・

意
願

２
０
０

８
－

１
４

７
９
７
）
（
香
川

小
児

病
院
）

○
幼

児
用

エ
プ
ロ

ン
（

意
匠
・

意
願

２
０
０

８
－

１
４

７
９
８
）
（
香
川

小
児

病
院
）

○
潤

滑
剤

供
給
装

置
（

九
州
医

療
セ

ン
タ
ー

）

○
老

化
、

お
よ
び

血
管

障
害
を

伴
う

疾
患
の

検
定

の
た

め
の
組

成
物

、
キ
ッ

ト
お

よ
び
方

法
（

東
京

医
療
セ

ン
タ
ー
）

○
神

経
障

害
の
検

定
の

た
め
の

組
成

物
、
キ

ッ
ト

お
よ

び
方
法

（
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
代

謝
障

害
を
伴

う
疾

患
の
検

定
の

た
め
の

組
成

物
、

キ
ッ
ト

お
よ

び
方
法

（
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー

）

○
コ

ラ
ー

ゲ
ン
線

維
の

萎
縮
に

よ
る

組
織
障

害
の

検
査

の
た
め

の
方

法
、
組

成
物

お
よ
び

キ
ッ

ト
（

東
京
医

療
セ
ン
タ
ー

）

○
糖

尿
病

性
末
梢

血
管

障
害
の

検
査

の
た
め

の
方

法
、

組
成
物

お
よ

び
キ
ッ

ト
（

東
京
医

療
セ

ン
タ

ー
）

○
細

胞
増

殖
を
伴

う
糖

尿
病
合

併
症

の
検
査

の
た

め
の

方
法
、

組
成

物
お
よ

び
キ

ッ
ト
（

東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
緑

内
障

の
リ
ス

ク
の

予
測
方

法
（

東
京
医

療
セ

ン
タ

ー
）

○
滲

出
型

加
齢
黄

斑
変

性
の
リ

ス
ク

の
予
測

方
法

（
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
ト

ラ
ン

ス
ジ
ェ

ニ
ッ

ク
動
物

（
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー

）

○
依

存
性

医
薬
品

渇
望

抑
制
器

具
及

び
そ
の

使
用

方
法

（
下
総

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
卵

膜
由

来
細
胞

の
細

胞
外
マ

ト
リ

ク
ス
を

用
い

た
多

能
性
幹

細
胞

の
培
養

方
法

（
大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
ア

ル
ド

ス
テ
ロ

ン
用

計
算
尺

、
及

び
、
そ

の
使

用
方

法
（
特

許
）
（
京

都
医

療
セ
ン

タ
ー
）

○
早

見
表

（
意
匠
）
（
京
都

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
依

存
性

薬
物
渇

望
抑

制
器
具

お
よ

び
そ
の

使
用

方
法

（
下
総

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
ビ

オ
チ

ン
誘
導

体
又

は
そ
の

生
理

学
的
に

許
容

さ
れ

る
塩
、

そ
の

製
造
方

法
及

び
そ
れ

を
用

い
た

ア
フ
ィ

ニ
テ
ィ
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
用
材

並
び
に

タ
ン
パ

ク
質

の
分
離

方
法

（
呉
医

療
セ

ン
タ

ー
）

○
感

染
防

止
ク
リ

ー
ン

ブ
ー
ス

（
仙

台
医
療

セ
ン

タ
ー

）

○
感

染
防

止
ク
リ

ー
ン

ブ
ー
ス

装
置

（
仙
台

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
冷

あ
ん

法
用
具

（
七

尾
病
院

）

○
医

用
画

像
作
成

装
置

（
３
次

元
画

像
処
理

に
お

け
る

周
波
数

変
調

バ
ー
）
（
呉
医
療

セ
ン
タ
ー
）

○
難

聴
及

び
難
聴

に
伴

う
副
症

状
の

、
予
防

又
は

治
療

の
た
め

の
医

薬
（
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー

）

○
加

齢
黄

斑
変
性

モ
デ

ル
動
物

、
及

び
、
そ

の
作

成
方

法
（
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー

）

○
上

肢
固

定
具
（

栃
木

病
院
）

○
医

用
画

像
作
成

装
置

及
び
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

放
射

線
画

像
に
お

け
る

動
き
検

出
プ

ロ
グ
ラ

ム
の

構
築

）
（
呉
医
療

セ
ン
タ
ー

）

○
病

院
経

営
評
価

支
援

装
置
、

病
院

経
営
評

価
支

援
シ

ス
テ
ム

、
病

院
経
営

評
価

支
援
方

法
並

び
に

病
院
経

営
評
価
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

及
び
こ

れ
を
記

録
し
た

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
読

み
取
り

可
能

な
記

録
媒
体

（
香

川
小
児

病
院

）

＊
発
明

の
名

称
は
出

願
名

称
、

括
弧
内

は
発

明
者
の

所
属

病
院
で

あ
り

、
企

業
等
と

の
共
同
出
願

を
も
含
む

【
説

明
資

料
】

資
料

５
５

：
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
高
度

先
端

医
療

技
術
の

開
発

及
び
臨

床
導

入
の
主

な
例

〔
３

１
７
頁

〕

資
料

５
６

：
国
立

病
院

機
構
の

職
務

発
明
の

流
れ

図
〔

３
１
８

頁
〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

４
臨

床
研

究
事
業
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委
員
会

と
し

て
の
評

定
理

由
）

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の
た

め
の
大
規
模

臨
床
研
究

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
６

年
度

及
び

平
成

１
７

年
度

に
Ｅ

Ｂ
Ｍ

（
根

拠
に

基
づ

く
医

療
）

推
進

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

と
し

て
、

国
立

病
院

機

開
始
し

た
９

課
題
の

患
者
登
録
（

約
１
４
，

０
０

０
例

）
が

終
了

し
、

一
部

課
題

に
つ

い
て

は
成

果
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

大
規

模
臨

床
研

究
が

順
調

に
進

展
し

て
い

る
。

ま
た

、
治

験
に

の
発
表

を
行

っ
た
。

お
い

て
は

Ｃ
Ｒ

Ｃ
（

治
験

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
の

増
員

に
よ

る
治

験
実

施
体

制
の

整
備

や
中

期

平
成

１
７

年
度
に

確
定
し
た
臨

床
研
究
活

動
実

績
評

価
表

に
基

づ
き

、
平

成
１

９
年

度
に

は
臨

床
目

標
に

掲
げ

る
治

験
総

実
施

症
例

数
の

目
標

値
を

達
成

し
た

。
そ

の
他

、
高

度
先

端
医

療
技

術
の

研
究

セ
ン

タ
ー

・
臨

床
研

究
部

の
再

構
築

、
平

成
２
０

年
度

に
は
領

域
別

研
究

力
マ
ッ

プ
を

策
定
し
、

開
発
等
に

つ
い

て
は
特

許
出

願
件

数
も
増

加
し
て
い
る

。

が
ん

、
循

環
器

な
ど

も
含

め
て

新
た

に
臨

床
研
究

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
グ

ル
ー
プ

の
構

築
に
着

手
し

た
。

以
上
の

実
績

お
よ
び

取
組

に
つ

い
て
高

く
評
価
す
る

。

国
の

医
療

政
策

に
必

要
な

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ
ク

チ
ン

（
Ｈ

５
Ｎ
１

）
の

安
全
性

・
有

効
性

を
感

染
症

指
定

医
療

機
関

等
を

含
め

た
７

６
病
院

、
５
，

９
７

１
名

（
う
ち

Ｎ
Ｈ

Ｏ
３
３

病
院

）
で

検
討

し
、

ワ
ク

チ
ン

の
ブ

ー
ス

タ
ー

効
果

、
安
全

性
を
検

証
し

た
。

（
各
委
員

の
評

定
理
由

）

ワ
ク

チ
ン

で
予
防

可
能
な
流
行

性
ウ
イ
ル

ス
性

４
疾

患
の

抗
体

価
を

１
８

，
９

１
０

名
の

Ｎ
Ｈ

Ｏ
・

国
立

病
院

機
構

の
グ

ル
ー

プ
を

活
か

し
た

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
の

安
全

性
・

有
効

職
員

に
つ

い
て

測
定

し
、

抗
体

価
の

低
い

職
員
延

べ
５
，

０
０

０
名

に
ワ
ク

チ
ン

接
種
を

行
っ

た
と

性
の
検

証
を

評
価
す

る
。

こ
ろ

、
成

人
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
有

効
率

は
７
８

．
５
～

９
５

．
３

％
で
あ

り
、

ワ
ク
チ

ン
に

よ
る

・
「

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
に

対
す

る
プ

レ
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
ワ

ク
チ

ン
の

安
全

性
の

研

感
染

症
予

防
の

可
能

性
を

示
し

た
。

究
」
（
対

象
被
験

者
５

，
５
６

１
名

）
で
は

、
２

５
病

院
で
３

，
０
１
２
例

を
２
ヶ
月
で

集
積
す

る
な

ど
、

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

政
府

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
策

［
数

値
目

標
］

に
大
き

く
貢

献
し
て

い
る

。

・
平

成
１

５
年

度
比

２
０
％

以
上

増
・
治
験

総
実

施
症
例

数
に
つ
い
て

は
、
４
，

２
５

０
例

(
平

成
１

５
年

度
比

５
２

．
４

％
増

)と
な

り
・

国
の

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
の

一
環

と
し

て
、

ワ
ク

チ
ン

開
発

に
貢

献
し

た
こ

と
も

評
価

治
験
実

施
症

例
数

４
，

２
５

０
件

中
期

計
画

の
数

値
目

標
を

大
幅

に
上

回
り

、
目
標
を
達

成
し
て
い

る
。（

業
務

実
績
４

５
頁

参
照
）

で
き
る

。

（
平
成

１
５

年
度

２
，

７
８

９
件
）

・
社

会
的

に
関

心
の

深
い

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
の

治
験

に
病

院
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活

用
し
た

参
画

に
よ
り

、
成

果
を

生
ん
で

お
り
、
政
府

の
対
策
に
大

き
く
貢
献

し
て

い
る
。
（

機
構

［
評

価
の

視
点

］
の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
と
し

て
大

い
に

評
価
し

た
い
）

・
一

般
診

療
に

役
立

つ
エ

ビ
デ

ン
ス

づ
く

り
の

た
め

、
国

立
病

実
績

：
○

・
新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
対

策
と

し
て
の

研
究
は
国
の

政
策
決
定
に

寄
与
し
お

り
評

価
す

る
。

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
臨

床
研

究
を

ど
の

よ
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
つ

い
て
は

、
平

成
１

６
年
度

課
題

は
順
調

に
症

例
登

・
ワ
ク
チ

ン
の

抗
体
検

査
、

ワ
ク

チ
ン
接

種
の
実
施
を

評
価
す
る
。

う
に

推
進

し
、

標
準

的
な

診
療

指
針

の
作

成
等

に
寄

与
し

て
録

及
び

追
跡

調
査

が
終
了
し
、

最
終
的
に

５
課

題
で

約
１

２
，

１
０

０
例

の
患

者
登

録
が

行
わ

れ
・

本
部

に
お

け
る

中
央

治
験

審
査

委
員

会
の

設
置

、
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ

の
増

員
と

配
置

病
院

の
増

加
な

い
る
か

。
た

う
え

、
一

部
課

題
に

つ
い

て
は

学
会

等
に

成
果
の
発

表
を

行
っ

た
。
平

成
１

７
年
度

課
題

の
４

ど
、
治

験
推

進
の
た

め
の

体
制

整
備
が

着
実
に
進
ん

で
い
る
。

課
題

に
つ

い
て

も
症

例
登

録
が

終
了

し
、

追
跡

調
査
に

入
っ

た
。

ま
た
４

課
題

の
一
部

に
つ

い
て

・
治
験
総

実
施

症
例
数

が
平

成
１

５
年
度

比
５
２
．
４

％
増
と
中

期
計
画
の
目

標
値
（
２

０
％
増
）

は
成

果
の

発
表
を

行
っ
た
。
平

成
１
８
年

度
課

題
の

６
課

題
に

お
い

て
は

、
一

部
課

題
に

お
い

て
を

大
幅

に
上

回
っ

て
お

り
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

も
国

立
病

院
機

構
ス

ケ

患
者

登
録

が
終

了
し

、
平

成
１

９
年

度
課

題
の

３
課
題

に
お

い
て

も
順
調

に
患

者
登
録

が
進

ん
で

ー
ル
メ

リ
ッ

ト
を
活

か
し

て
順

調
に
成

果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
は

評
価
で
き

る
。

い
る

。
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
２

課
題

の
選

定
を

行
っ

た
。

（
業

務
実

績
３

６
、

・
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

の
活

動
並

び
に

評
価

は
機

構
な

ら
で

は
の

取
組

。
今

後

３
７

頁
参

照
）

一
層
の

推
進

を
期
待

し
た

い
。

・
国
際

的
臨

床
研
究

と
し
て
、
平

成
１
６
年

度
か

ら
ア

テ
ロ

ー
ム

血
栓

性
イ

ベ
ン

ト
リ

ス
ク

を
持

つ
・

政
策

決
定

に
寄

与
す

る
調

査
研

究
は

多
施

設
機

能
の

機
構

な
ら

で
は

の
大

き
な

役
割

。
精

力
的

患
者

を
対

象
と

す
る

国
際

共
同

前
向

き
観

察
研

究
（
Ｒ

Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
ｅ

ｇ
ｉ

ｓ
ｔ
ｒ

ｙ
）

を
行

な
取
組

は
高

い
評
価

に
値

す
る

。

い
、

平
成

２
０

年
度

に
終

了
す

る
ま

で
継

続
し

て
１

，
１

２
５

例
を

追
跡

調
査

し
た

。
（

業
務

実
・

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
各

病
院

が
参

加
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

績
３

８
頁

参
照
）

デ
ン

ス
作

成
は

価
値

が
あ

り
高

く
評

価
さ

れ
る

。
ま

た
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

・
平
成

２
０

年
度
に

は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
（

Ｈ
５

Ｎ
１

）
の

小
児

適
応

医
師

主
導

治
臨

床
研

究
の

推
進

も
国

立
病

院
機

構
の

本
部

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
こ

と
か

ら
立

派
に

推
進

さ

験
２

試
験

を
神

谷
齊

及
び

中
野

貴
司

（
三

重
病

院
）
を

調
整

医
師

と
し
て

国
立

病
院
機

構
東

京
医

れ
て
い

る
。

療
セ

ン
タ

ー
を
中

心
と
し
た
１

２
病
院
２

５
４

名
で

実
施

し
た

。
同

ワ
ク

チ
ン

に
つ

い
て

は
、

平
・

豊
富

か
つ

多
様

な
症

例
を

有
す

る
国

立
病

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

て
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

成
２

１
年

度
中

に
承

認
申

請
予

定
で

あ
る

。
（

業
務

実
績

３
８

頁
参

照
）

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
着

実
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

研
究

課
題

を
単

に
採

択
す

る
だ

・
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
プ
レ
パ

ン
デ
ミ
ッ

ク
ワ

ク
チ

ン
の

安
全

性
・

免
疫

原
性

お
よ

び
交

叉
免

疫
け

で
は

な
く

、
進

捗
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
研

究
結

果
に

つ
い

て
は

成
果

発
表

を

性
に

関
す

る
研

究
を

実
施

し
、

そ
の

う
ち

本
部

で
と
り

ま
と

め
を

行
っ
た

安
全

性
に
関

す
る

研
究

行
う
な

ど
、

そ
の
管

理
も

適
切

に
行
わ

れ
て
お
り
、

評
価
で
き
る

。

に
お

い
て

は
、
感

染
症
指
定
医

療
機
関
と

国
立

病
院

機
構

６
４

病
院

で
集

積
し

た
５

，
５

６
１

例
・

国
立

病
院

機
構

の
各

病
院

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

で
治

験
も

急
速

に
進

ん
で

お
り

、
高

く
評

の
う

ち
国

立
病

院
機

構
２

５
病

院
で

３
，

０
１

２
例
を

２
カ

月
で

集
積
す

る
な

ど
、
政

府
の

新
型

価
さ
れ

る
。
ま

た
高

度
先
進

医
療
技
術
の

開
発
に
力

が
入

れ
ら
れ

て
い

る
こ

と
も
評

価
さ

れ
る
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
に

大
き

く
貢

献
し

た
。
ま
た
、
成
人

新
型

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
（

Ｈ
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
つ

い
て

、
継

続
的

に
取

組
み

着
実

に
成

果
を

あ
げ

５
Ｎ

１
）

治
験

被
験

者
を

対
象

に
し

た
追

加
交

叉
試
験

で
ワ

ク
チ

ン
の
プ

ラ
イ

ミ
ン
グ

反
応

を
証

て
い
る

。

明
し

た
。
（
業

務
実

績
３
８

頁
参

照
）

・
臨

床
研

究
組

織
の

評
価

制
度

を
活

用
し

、
組

織
の

再
構

築
活

動
度

の
向

上
に

努
め

て
お

り
評

価

・
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

調
査

・
研
究
、

情
報

発
信

機
能
の

強
化

を
目
指

し
、

第
２

で
き
る

。

期
中

期
計

画
に

盛
り

込
ん

だ
「

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
」

の
設

立
に

向
け

た
検

討
・

準
備

に
着

手
し

た
。
（

業
務

実
績

４
１

頁
参

照
）

（
次

ペ
ー

ジ
へ
続

く
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
政

策
医

療
分

野
毎

に
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
の

た
め

、
政

策
医

療
実

績
：

○
（

そ
の
他

の
意

見
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
臨

床
研

究
を

ど
の

よ
う

に
推

進
・

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

そ
の

他
の

１
１
分

野
等

に
関

す
る
共

同
研

究
に
お

い
て

は
、

・
「

中
央

治
験

審
査

委
員

会
（

Ｎ
Ｈ

Ｏ
－

Ｃ
Ｒ

Ｂ
）
」

の
設

置
は

画
期

的
。

日
本

の
治

験
の

推
進

力

し
、

政
策

医
療

分
野

の
疾

患
に

つ
い

て
標

準
的

な
診

療
・

治
平

成
１

９
年

度
に

研
究
費
の
配

分
方
法
に

新
し

い
基

準
を

月
に

作
り

、
１

課
題

あ
た

り
の

研
究

費
と

し
て

大
い

な
る

活
躍

を
期

待
し

た
い

。
当

該
委

員
会

か
ら

の
情

報
発

信
が

今
後

の
日

本
の

治

療
の
指

針
を

作
成

し
て
い

る
か

。
を

大
き

く
す

る
な

ど
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

平
成
２
０

年
度

に
お

い
て
も

厳
選

さ
れ
た

質
の

高
い

験
の
方

向
性

を
築
く

こ
と

に
な

ろ
う
。

研
究

課
題

が
集

ま
っ

た
。
（

業
務

実
績

４
０

頁
参

照
）

・
よ

り
一

層
の

、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

調
査

・
研

究
、

情
報

発
信

機
能

の
強

化

・
平

成
１

９
年

度
に

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
配

信
サ

ー
ビ
ス
を

開
始

し
た

が
、
１

５
，

６
６
２

文
献

が
ダ

を
目
指

し
た

「
総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
（

仮
称
）
」

に
期

待
し

た
い

。

ウ
ン

ロ
ー

ド
さ

れ
る

な
ど

、
積

極
的

に
活

用
さ

れ
て
お

り
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

に
大

き
く
貢

献
し

て
い

る
。
（

業
務

実
績

３
９

頁
参

照
）

・
国

立
病

院
機

構
の

医
療

向
上

の
た

め
に

、
重

要
性
及
び

緊
急

性
の

高
い
テ

ー
マ

を
取
り

上
げ

、
数

十
以

上
の

機
構

病
院

の
参

加
に

よ
る

、
政

策
決

定
へ
の

根
拠

と
な

る
情
報

を
収

集
す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

指
定

研
究

事
業

を
遂

行
し

た
。
（

業
務
実

績
４

１
頁
参

照
）

・
評

価
基

準
を

作
成

し
、

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

実
績

：
○

部
の
評

価
を

実
施

し
て
い

る
か

。
・

平
成

１
７

年
度

に
確

定
し

た
臨

床
研

究
活

動
実

績
評
価

表
に

基
づ

き
、
平

成
１

８
年
度

か
ら

実
績

に
応

じ
た

研
究

費
配

分
を

開
始

し
た

。
（

業
務
実
績

４
２

頁
参
照

）

・
平

成
１

９
年

度
に

は
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
、

臨
床

研
究

部
を

再
構

築
し

、
平

成
２

０
年

度
よ

り

１
０

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

、
６

０
臨

床
研

究
部

を
設
置

し
た
。
（

業
務

実
績
４

２
頁

参
照

）

・
平

成
２

０
年

度
に

は
領

域
別

研
究

力
マ

ッ
プ

を
策
定
し

、
が

ん
、

循
環
器

な
ど

も
含
め

て
活

動
実

績
の

高
い

病
院

を
中

心
と

し
た

新
た

な
臨

床
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
グ

ル
ー

プ
の

構
築

を
検

討
し

た
。
（

業
務

実
績

４
０

頁
参

照
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

の
必

要
な

体
制

整
備

等
を

実
績

：
○

進
め

て
い

る
か

。
治

験
実

施
症

例
数

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
・

治
験

専
門

職
を

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
配

置
病

院
を

中
心

に
５

７
病

院
に

派
遣

し
て

病
院

の
支

援
を

行
っ

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
み

、
着

実
に

進
た

。
病

院
に

お
い

て
は

、
治

験
管

理
実

務
責
任

者
に
加

え
、

臨
床

研
究
部

長
等

を
治
験

管
理

責
任

展
し
て

い
る

か
。

者
に

位
置

づ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
応

じ
た

進
捗
管

理
を

行
っ

た
。

（
業

務
実

績
４

４
頁

参
照

）

・
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ

数
を

増
や

し
、

６
４

病
院

に
１
５

３
名
を

配
置

し
た
。
（

業
務
実

績
４

５
頁

参
照
）

・
本

部
に

お
い

て
治

験
事

務
局

・
事

務
職

員
対

象
研
修
会

を
開

催
し

、
治
験

等
に

係
る
契

約
及

び
経

理
に

つ
い

て
指

導
を

行
っ

た
。
（

業
務

実
績

４
４
頁

参
照

）

・
治

験
総

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
は

、
４

，
２
５

０
例
、

平
成

１
５

年
度
か

ら
の

５
２
．

４
％

増
と

な
り

、
目

標
の

２
０

％
増

を
大

幅
に

上
回

り
、

達
成
し

て
い

る
。
（
業

務
実
績

４
５

頁
参

照
）

・
平

成
２

０
年

度
に

は
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
ワ

ク
チ
ン

（
Ｈ

５
Ｎ

１
）
の

小
児

適
応
医

師
主

導
治

験
２

試
験

を
神

谷
齊

及
び

中
野

貴
司

（
三

重
病

院
）
を

調
整

医
師

と
し
て

国
立

病
院
機

構
東

京
医

療
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
１

２
病

院
２

５
４

名
で

実
施

し
た

。
（

業
務

実
績

３
８

、
４

５
頁

参

照
）

・
受

託
研

究
実

績
は

約
４

８
億

３
，

３
０

０
万

円
で
平
成

１
９

年
度

実
績
５

６
億

３
，
５

０
０

万
円

か
ら

１
４

．
２

％
の

減
少

と
な

っ
て

い
る

。
（
業
務

実
績

４
５
頁

参
照

）

・
本

部
紹

介
の

受
託

研
究

は
５

５
プ

ロ
ト

コ
ル

で
平

成
１

９
年

度
実

績
５

４
プ

ロ
ト

コ
ル

か
ら

１
．

９
％

の
増

加
と

な
っ

て
い

る
。
（

業
務

実
績
４

６
頁

参
照
）

・
高

度
先

端
医

療
技

術
の

開
発

や
そ

の
臨

床
導

入
は

進
展

し
て

実
績

：
○

い
る

か
。

・
先

進
医

療
に

つ
い

て
、

１
２

件
の

先
進

医
療

技
術

を
２

０
病

院
に

お
い

て
導

入
し

て
い

る
。
（

業

務
実

績
４

７
頁

参
照

）

・
国

立
病

院
機

構
で

実
施

さ
れ

た
職

務
発

明
に
つ

い
て
、

権
利

化
を

進
め
て

お
り

年
々
出

願
件

数
が

増
加

し
て

い
る

。
新

た
に

９
件

の
特

許
が

公
開

特
許
公

報
に

掲
載

さ
れ
た

上
、

１
８
件

の
発

明
が

届
け

ら
れ

、
２

３
件

の
特

許
等

出
願

を
行

っ
た
。
（

業
務

実
績
４

８
頁

参
照
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
教
育
研

修
事
業

３
教
育
研
修
事
業

３
教

育
研

修
事

業
３

教
育

研
修

事
業

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

は
、

国
立

病
教

育
研

修
事

業
に

お
い

て
は

、
独

自
の

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
そ

の
有

す
る

人
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
基

づ
く

質
の

高

的
・

物
的

資
源

を
活

か
し

、
独

自
の

育
成

プ
い

臨
床

研
修

医
の

養
成

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
な

ど
、

質
の

高
い

医
制

度
の

構
築

に
よ

り
質

の
高

い
医

療
従

事

療
従
事
者
の
養
成
に
努
め

る
こ
と
。

者
の
養
成

を
行
う
。

臨
床

研
修

医
や

レ
ジ

デ
ン

ト
（

専
門

分

野
の

研
修

医
を

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

平
（
１
）
質
の
高
い
医
療
従
事
者
の
養
成

（
１

）
質

の
高

い
医

療
従

事
者

の
（

１
）

質
の

高
い

医
療

従
事

者
の

養
成

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
養

成

に
、

そ
れ

ぞ
れ

受
け

入
れ

数
の

２
０

％
の

増

加
を
図
る
こ
と
。

①
質

の
高

い
臨

床
研

修
医

や
レ

ジ
デ

①
質

の
高

い
臨

床
研

修
医

や
①

質
の
高
い
臨
床
研
修
医
や
専
修
医
の
養
成
に
基
づ
く
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築

ま
た

、
政

策
医

療
に

関
す

る
研

修
会

に
ン
ト
の
養
成

専
修

医
の

養
成

に
基

づ
く

医

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
独

自
の

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

１
．

国
立

病
院

機
構

の
病

院
を

中
心

と
す

る
独

自
の

臨
床

研
修

及
び

レ
ジ

デ
ン

ト
の

育
成

目
標

の
期

間
中

に
、

参
加

人
数

の
２

５
％

の
に

基
づ
き

、
質

の
高
い

研
修

を
実
施

構
築

国
立

病
院

機
構
の

使
命

と
し
て

「
医

療
従
事

者
の

研
修

」
が
掲

げ
ら

れ
て
い

る
が

、
そ
の

中
で

も
医

療
の
中

核
を
担
う
医

師
の
教
育
は

安
全
で

増
加

を
見

込
む

と
と

も
に

、
地

域
の

医
療

従
し

て
良
質

な
研

修
医
の

養
成

を
行
う

良
質

な
医

師
の

養
成

に
向

質
の
高

い
医

療
の
提

供
の

た
め
に

重
要

で
あ
り

重
点

的
に

取
り
組

ん
だ

。

事
者

に
対

す
る

研
修

事
業

の
充

実
を

図
る

こ
こ

と
と

し
、
平
成
１
５
年
度
に
比
し
、

け
て

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
臨

床
研

修
に

つ
い

て
は

、
管
理

型
若
し

く
は

単
独
型

研
修

指
定
病

院
と

し
て

５
６
病

院
、
協

力
型
研

修
病

院
と

し
て
１

１
５

病
院
が

指
定

さ
れ
、

と
。

中
期

目
標

の
期

間
中
に

、
国

立
病
院

開
始

し
た

専
修

医
制

度
（

後
臨

床
研

修
医

の
育
成

に
取

り
組
ん

だ
ほ

か
、
研

修
医

が
大

学
へ
回

帰
す

る
傾
向

に
あ

る
中
、

平
成

２
１

年
度
に

開
始
す
る
臨

床
研
修
マ
ッ

チ
ン
グ

機
構

と
し

て
受

け
入
れ

る
臨

床
研
修

期
臨

床
研

修
制

度
）

に
お

い
に

つ
い

て
は

、
マ
ッ

チ
数

２
８
８

名
で

あ
っ
た

。

医
数

に
つ

い
て

２
０
％

以
上

の
増
加

て
、

専
門

医
療

分
野

の
良

質

（
※
１
）
を
目
指
す
。

な
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

○
臨

床
研

修
医
の

受
入

数

併
せ

て
、

良
質

な
医

師
を

養
成

各
診

療
科

に
お

い
て

質
の

高
平
成

１
９
年

７
６

３
名

→
平
成
２

０
年

７
１

３
名

（
平

成
１
６

年
度

５
５
９

名
）

す
る

た
め

、
レ

ジ
デ
ン

ト
（

専
門
分

い
研

修
を

実
施

す
る

。
○
後

期
研

修
医
（

レ
ジ

デ
ン
ト

）
の

受
入
数

野
の

研
修

医
を

い
う

。
）

の
養

成
シ

ま
た

、
研

修
を

修
了

し
た

平
成

１
９
年

７
７

０
名
（

専
修

医
３
３

７
名

、
専

修
医
以

外
の

レ
ジ
デ

ン
ト

４
３
３

名
）

ス
テ

ム
を

見
直

し
、
平

成
１

５
年
度

医
師

の
認

定
を

行
い

、
更

に
→

平
成

２
０
年

８
１

６
名
（

専
修

医
４
６

４
名

、
専

修
医
以

外
の

レ
ジ
デ

ン
ト

３
５
２

名
）

に
比

し
、

中
期

目
標
の

期
間

中
に
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
活

用
す

る
。

国
立

病
院

機
構

と
し
て

受
け

入
れ
る

２
．

研
修

医
指

導
体

制
の

整
備

レ
ジ

デ
ン

ト
数

に
つ
い

て
２

０
％
以

「
医

師
の

臨
床
研

修
に

係
る
指

導
医

講
習
会

の
開

催
指

針
」
に

基
づ

き
、
研

修
医

に
対
す

る
指

導
を

行
う
た

め
に
必
要
な

経
験
及
び
能

力
を
有

上
の
増
加
（
※
２
）
を
目
指
す
。

し
て
い

る
臨

床
研
修

指
導

医
を
養

成
す

る
た
め

、
独

立
行

政
法
人

化
以

降
国
立

病
院

機
構
独

自
に

「
臨

床
研
修

指
導
医
養
成

研
修
会
」
を

行
い
、

平
成
２

０
年

度
に
は

計
５

回
開
催

、
１
９

０
名

が
参
加

し
、
研
修

医
の

指
導
に

あ
た

る
人
材

育
成

を
行

い
、
良
質

な
研
修

医
を

養
成
す

る
た

め
の
、

※
１

平
成
１
５
年
度

質
の
高

い
研

修
を
実

施
す

る
指
導

体
制

を
整
備

し
た

。

臨
床
研

修
医
現
員
数

４
５
５
名

３
．

Ｉ
Ｔ

を
活

用
し

た
精

神
科

領
域

に
お

け
る

多
施

設
共

同
研

修
の

実
施

※
２

平
成
１
５
年
度

精
神

科
医

療
施
設

の
教

育
の
中

で
は

、
細
か

い
手

技
の

指
導
を

要
す

る
こ
と

は
あ

ま
り
な

く
、

映
像

や
画
像

と
音
声
が
あ

れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の

レ
ジ
デ

ン
ト
現
員
数

診
療
情

報
を

指
導
医

者
と

教
育
を

受
け

る
研
修

医
の

間
で

共
有
す

る
こ

と
が
可

能
で

あ
る
。

精
神

科
医

療
に
お

け
る
こ
の
よ

う
な
教
育
指

導
の
特

８
３
０
名

色
を
踏

ま
え

、
平
成

２
１

年
２
月

か
ら

、
肥
前

精
神

医
療

セ
ン
タ

ー
を

中
心
と

し
た

、
花
巻

病
院

、
久

里
浜
ア

ル
コ
ー
ル
症

セ
ン
タ
ー
、

東
尾
張

病
院
及

び
琉

球
病
院

の
５

病
院
を

テ
レ

ビ
会
議

シ
ス

テ
ム

で
つ
な

ぎ
、

自
院
の

精
神

科
領
域

の
特

徴
を

踏
ま
え

た
テ
ー
マ
を

各
病
院
が
出

し
合
う

こ
と
な

ど
を

通
じ
、

共
通

の
講
義

、
講

演
、
症

例
検

討
会

、
及
び

個
別

の
教
育

指
導

等
を
行

う
こ

と
で

、
症
例

は
豊
富
に
あ

る
も
の
の
医

師
確
保

が
困
難

で
指

導
医
の

体
制

が
必
ず

し
も

十
分
と

は
言

え
な

い
病
院

に
お

い
て
も

、
効

果
的
な

教
育

研
修

を
行
う

こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
多

施
設
共

同
研
修

シ
ス

テ
ム
の

運
用

を
開
始

し
た

。

な
お

、
平

成
２
１

年
度

以
降
も

、
当

該
シ
ス

テ
ム

の
よ

り
効
果

的
・

効
率
的

な
運

用
を
図

っ
て

い
く

こ
と
と

し
て
い
る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

３
６

：
Ｉ
Ｔ

を
活

用
し
た

精
神

科
領
域

に
お

け
る

多
施
設

共
同

研
修
〔

２
１

４
頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築

（
医

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
構

築
）

国
立

病
院

機
構

の
組

織
や

機
能

の
特

色
を

活
か

し
て

、
医

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
１

．
い

わ
ゆ

る
後

期
臨

床
研

修
の

充
実

ス
制

度
を

構
築

し
、

本
部

採
用

の
導

入
臨
床

研
修

修
了
後

の
専

門
領
域

の
研

修
シ
ス

テ
ム

（
い

わ
ゆ
る

後
期

臨
床
研

修
）

構
築
に

我
が

国
で

い
ち
早

く
着
手
し
、

一
定
水
準
の

臨
床
能

と
併

せ
て

、
良

質
な

医
師

の
養

成
と

確
力

を
持

ち
患

者
の
目

線
に

立
っ
た

安
全

で
良
質

な
医

療
を

提
供
で

き
る

こ
と
の

で
き

る
専
門

医
を

育
成

す
る
た

め
の
シ
ス
テ

ム
作
り
に
取

り
組
む

保
に
努
め
る
。

と
と
も

に
臨

床
研
修

修
了

後
の
研

修
シ

ス
テ
ム

確
立

の
必

要
性
を

発
信

し
て
き

た
。

平
成

１
６

、
１

７
年

度
に

は
、

制
度

確
立

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、
「

国
立

病
院

機
構

専
修

医
制

度
」

と
し

て
位

置
付

け
る

と
と

も
に

研
修

実

施
の
た

め
研

修
プ
ロ

グ
ラ

ム
作
成

や
そ

の
審
査

な
ど

具
体

的
体
制

整
備

を
行
っ

た
。

平
成
１

８
年

４
月

よ
り
患

者
の
視
点
に

立
っ
た
安
全

で
良
質

な
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

の
で

き
る

専
門

医
の

育
成

を
開

始
し

た
。

平
成

１
８

年
度

に
は

１
６

７
名

（
３

７
病

院
）

、
平

成
１

９
年

度
に

は

１
９

３
名

（
４

４
病

院
）
、
平

成
２

０
年
度

に
は

１
９
８

名
（

３
３
病

院
）
、
平

成
２

１
年
度

に
は

１
６

１
名
（

３
１
病
院
）

が
研
修
を
開

始
し
て

い
る

。

ま
た

、
平

成
２
０

年
度

は
専
修

医
制

度
の
修

了
者

に
対

し
て
修

了
認

定
を
行

い
、

修
了
認

定
さ

れ
た

医
師
が

機
構
内
病
院

へ
診
療
医
と

し
て
勤

務
す
る

場
合

に
は
処

遇
上

の
優
遇

策
を

設
け
た

。

専
修

医
制

度
の
一

環
と

し
て
ア

メ
リ

カ
退
役

軍
人

病
院

等
海
外

の
医

療
現
場

へ
派

遣
す
る

専
修

医
海

外
留
学

制
度
に
お
い

て
は
、
平
成

２
０
年

度
に
お

い
て

は
６
名

の
医

師
を
派

遣
し

、
医
療

安
全

や
医

療
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

い
っ

た
手
法

を
学

ぶ
コ

ー
ス
に

参
加
し
研
修

を
行
っ
た
。

２
．

専
修

医
修

了
者

等
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施

平
成
２
１

年
３

月
、
専
修

医
制
度

を
開

始
し

て
初
め

て
の

修
了
者

７
９

名
を
対

象
に
、
後

期
研

修
施

設
選
択

の
際

の
着
眼

点
、
修
了

後
の

進
路
、

就
職
先

に
つ

い
て
の

情
報

の
有
無

等
を

内
容
と

す
る

調
査

を
行
っ

た
。

本
調
査

に
よ

り
、

①
研

修
病

院
の

選
択

の
際

は
、

当
面

、
技

術
・

知
識

を
効

率
よ

く
修

得
し

て
い

く
こ

と
が

最
大

の
関

心
事

で
あ

り
、
「

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
」

や

「
専

門
医

取
得
」

等
医
師
と
し

て
の
将
来

設
計

に
つ
い

て
の

関
心

は
、
こ

の
段

階
で
は

必
ず

し
も
高

く
な

い

②
一

方
で

、
専

修
医

修
了

後
は

、
医

師
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

は
じ

め
、

技
術

・
知

識
と

と
も

に
「

専
門

医
の

取
得

」
や

「
キ

ャ
リ

ア

ア
ッ
プ

」
を

重
要

視
す
る

よ
う

に
な
る

③
「
給
与

」
や

「
雇

用
の
安

定
」

に
つ
い

て
の
重
要

度
は

、
相
対

的
に

高
く
な

い

等
の
「

専
修

医
像
」

が
得

ら
れ
た

。
ま

た
、
院

長
等

を
対

象
に
行

っ
た

調
査
結

果
と

併
せ
て

考
え

る
と

、
国
立

病
院
機
構
専

修
医
制
度
を

よ
り
良

い
も

の
と

し
て

い
く

た
め

に
は

、
「

専
修

医
か

ら
専

修
医

修
了

後
へ

の
淀

み
の

な
い

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

」
や

「
大

学
と

の
連

携
を

通
じ

た
研

修

シ
ス
テ

ム
の

充
実
」

が
必

要
で
あ

る
こ

と
が
確

認
で

き
た

。

今
回
の
調

査
結

果
を

踏
ま
え

、
平

成
２
１

年
度
に
お

い
て

、
全
て

の
初

期
研
修

医
及

び
専

修
医
、

全
院

長
・
指

導
医

を
対
象

と
し

た
よ

り
大
規

模
な
調

査
を

行
う
こ

と
で

、
国
立

病
院

機
構
専

修
医

制
度

の
改
善

、
医

師
キ
ャ

リ
ア

パ
ス
制

度
の

確
立

に
向
け

た
取
組
を
進

め
て
い
く
こ

と
を
予

定
し

て
い

る
。

３
．

人
材

育
成

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
の

設
置

良
質
な
医

師
の

育
成

を
行
う

こ
と

は
国
立

病
院
機
構

の
重

要
な
使

命
で

あ
り
、

第
２

期
中

期
計
画

に
お

い
て
、

専
修

医
制
度

の
研

修
コ

ー
ス
や

研
修
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

充
実

、
国
立

病
院

機
構
に

就
職

し
た

医
師
の

知
識

・
技
術

の
向

上
に
向

け
た

研
修

体
制
の

整
備
、
医
師

と
し
て
の
キ

ャ
リ
ア

形
成
を

支
援

す
る
体

制
の

確
立
等

を
行

っ
て
い

く
こ

と
と

し
て
い

る
。

そ
の
た

め
、

平
成
２

１
年

４
月

、
機
構

本
部
に
「
人

材
育
成
キ
ャ

リ
ア
支

援
室

」
を

設
置

し
た

。

【
説

明
資

料
】

資
料

５
７

：
国
立

病
院

機
構
専

修
医

運
営
要

領
〔

３
１

９
頁
〕

資
料

５
８

：
国
立

病
院

機
構
専

修
医

制
度
（

い
わ

ゆ
る

後
期
臨

床
研

修
）
に

つ
い

て
〔
３

２
２

頁
〕

資
料

５
９

：
専
修

医
修

了
者
等

を
対

象
と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
〔

３
２
４

頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

構
②

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
②

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
構

築
築

度
の

構
築

専
門

看
護

師
の

育
成

を
含

む
看

護
師

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
１

．
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
実

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
を

構
築

し
、

良
引

き
続

き
、

国
立

病
院

機
構

統
平
成

１
８

年
度
よ

り
運

用
し
て

い
る

「
国
立

病
院

機
構

看
護
職

員
能

力
開
発

プ
ロ

グ
ラ
ム

」
に

よ
り

、
新
採

用
の
１
年
目

か
ら
５
年
目

ま
で
を

質
な
看
護
師
の
養
成
と
確
保
に
努
め
る
。

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

目
安
に

段
階

的
に
看

護
実

践
能
力

を
習

得
出
来

る
よ

う
教

育
体
制

の
充

実
を
図

っ
て

い
る
。

る
「

看
護

職
員

能
力

開
発

プ
ロ

ま
た

、
国

立
病
院

機
構

の
看
護

部
門

を
よ
り

一
層

魅
力

的
な
も

の
と

す
る
た

め
「

国
立
病

院
機

構
に

お
け
る

看
護
師
確
保

に
関
す
る
検

討
委
員

グ
ラ

ム
」

の
運

用
を

行
っ

て
い

会
」
に

お
い

て
検
討

し
た

次
の
施

策
を

引
き
続

き
平

成
２

０
年
度

も
実

施
し
、

キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の

充
実
を

図
っ

た
。

く
と

と
も

に
、

研
究

休
職

制
度

の
適

用
を

推
進

し
て

い
く

な
ど

(
1
)
専

任
教

育
担
当

師
長

の
配
置

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

院
内
の

教
育

研
修

に
係
る

企
画

や
、
プ

リ
セ
プ
タ

ー
に

よ
る
教

育
指

導
方
法

の
相

談
等

に
き
め

細
か

く
対
応

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め
の
教

を
充

実
し

、
良

質
な

看
護

師
の

育
担
当
看

護
師

長
を

各
病
院

の
状

況
に
応

じ
て
配
置

で
き

る
よ
う

に
し

、
新
人

看
護

師
の

教
育
支

援
の

み
な
ら

ず
、

特
定

の
看

護
単

位
を
超
え

養
成

と
確

保
に

努
め

る
。

た
連
携
や

活
動

が
可

能
と
な

り
、

よ
り
教

育
研
修
体

制
の

充
実
を

図
っ

た
。

ま
た
、

国
立

病
院

機
構
病

院
が

、
新
人

を
含
む
全

看
護

職
員
へ

の
効

果
的
な

教
育

支
援

が
で
き

る
よ

う
、
平

成
２

０
年
６

月
に

看
護

業
務
指

針
を
改
正

し
て

「
教

育
担
当

看
護

師
長
の

業
務
」
を

追
加

し
、
各

業
務

を
明
確

化
し

て
い

る
。

【
専
任

教
育
担

当
師

長
の
配

置
病

院
】

平
成
１
９

年
度

２
５

病
院

→
平
成

２
０

年
度

４
５

病
院

(
2
)
専

門
看

護
師

、
認

定
看

護
師

の
配

置

昨
今
の

医
療

・
看

護
の
高

度
化

、
多
様

化
に
伴
い

、
よ

り
専
門

的
で

水
準
の

高
い

知
識

や
技
能

を
持

っ
た
看

護
の

ス
ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

が
必
要

と
さ
れ
て

お
り

、
国

立
病
院

機
構

と
し
て

も
積
極
的

に
職

員
を
研

修
に

派
遣
し

、
各

病
院

の
特
性

に
合

わ
せ
た

認
定

看
護
師

及
び

専
門

看
護
師

を
配
置
し

、
そ

の
分

野
の
看

護
職

員
に
対

し
適
切
な

指
導

、
相
談

を
行

い
、
さ

ら
に

充
実

し
た
高

い
水

準
の
看

護
を

実
践
し

て
い

る
。

【
専
門

看
護
師

・
認

定
看
護

師
の

配
置
数

】

平
成
１
９

年
度

８
１

病
院

１
９

０
名

→
平
成

２
０

年
度

８
６

病
院

２
５

８
名

（
平
成

１
５

年
度

２
９

病
院

３
６
名
）

(
3
)
実

習
指

導
者

の
養

成

国
立
病

院
機

構
独

自
の
取

組
と

し
て
、

全
ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
が

実
習

指
導
者

講
習

会
を

実
施
す

る
こ

と
で
、

受
講

し
や
す

く
な

り
、

よ
り
多

く
の

実
習

指
導

者
の

養
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

看
護

学
生

の
実

習
指

導
体

制
、

新
人

看
護

師
教

育
担

当
者

（
プ

リ
セ

プ

タ
ー
）
へ

の
相

談
や

ア
ド
バ

イ
ス

等
の
支

援
体
制
の

充
実

が
図
ら

れ
た

。

【
国
立

病
院
機

構
が

実
施
す

る
実

習
指
導

者
講

習
会

の
受
講

者
数

】

平
成
１
７

年
度

１
カ

所
５
２

名

平
成
１
８

年
度

５
カ

所
１
９
６

名

平
成
１
９

年
度

６
カ

所
２
７
５

名

平
成
２
０

年
度

６
カ

所
２
６
１

名
延
受

講
者
数

７
８
４
名

(
4
)
研

究
休

職
制

度

高
度
専

門
的

な
医

療
の
提

供
が

で
き
る

人
材
を
確

保
す

る
た
め

、
意

欲
の
あ

る
職

員
が

退
職
す

る
こ

と
な
く

国
立

看
護
大

学
校

研
究

課
程
又

は
看
護
系

の
研

究
科

を
置
く

大
学

院
に
進

学
で
き
る

よ
う

「
研
究

休
職

制
度
」

を
創

設
し

て
い
る

。

平
成
１

８
年

度
に

は
１
名

が
、

平
成
１

９
年
度
に

は
３

名
が
研

究
休

職
し
、

国
立

病
院

機
構
の

医
療

の
向
上

の
た

め
に
、

医
療

現
場

に
お
い

て
活
躍
し

て
い

る
。

ま
た
、

平
成

２
１

年
度
に

も
新

た
に
３

名
が
大
学

院
に

進
学
し

、
そ

の
研
究

成
果

を
十

分
還
元

で
き

る
も
の

と
期

待
し
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
基

づ
く

研
修

の
実

施

全
病

院
統

一
の
研

修
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
中
で

院
外

で
の

研
修
に

お
け

る
実
践

能
力

向
上
を

評
価

項
目

と
し
た

こ
と
に
よ
り

、
所
属
病
院

が
担
っ

て
い
る

政
策

医
療
以

外
の

政
策
医

療
分

野
な
ど

自
院

で
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ

で
は

習
得
が

困
難

な
分
野

の
看

護
技

術
、
知

識
に
つ
い
て

体
験
し
な
が

ら
実
践

能
力

を
習

得
し

た
り

、
他

病
院

の
実

際
の

現
場

か
ら

自
院

の
体

制
の

見
直

し
や

個
人

の
技

術
向

上
等

に
繋

が
る

よ
う

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活

用
し
た

病
院

間
交
流

研
修

を
実
施

し
た

。
ま

た
、
引

き
続

き
各
病

院
、

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

及
び
本

部
に
お
い
て

キ
ャ
リ
ア
パ

ス
に
基

づ
く
研

修
を

実
施
す

る
と

と
も
に

、
専

門
的
な

知
識

・
技

術
を
習

得
す

る
た
め

看
護

師
を
専

門
研

修
機

関
へ
研

修
派
遣
し
た

。

【
専

門
研

修
機
関

派
遣

者
数
】

平
成

１
９
年

度
１
１

３
名

→
平
成
２

０
年

１
２

３
名

さ
ら

に
、

各
ブ
ロ

ッ
ク

単
位
で

、
看

護
師
他

関
係

医
療

従
事
者

を
対

象
に
、

医
療

安
全
に

関
す

る
制

度
の
十

分
な
理
解
や

各
病
院
の
取

組
状
況

な
ど

の
知

識
と

技
能

の
習

得
と

と
も

に
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

医
療

安
全

管
理

研
修

」
を

実
施

し
病

院
全
体

で
の

医
療
安

全
管

理
体
制

の
充

実
を
図

っ
た

。

(
1
)
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

・
病

院
に

お
け

る
研

修
の

実
施

①
幹

部
管

理
者
研

修
（

国
立
病

院
機

構
本
部

）

幹
部
看

護
師
管

理
研

修
Ⅰ

６
５

時
間

７
０
名

幹
部
看

護
師
管

理
研

修
Ⅱ

８
６

時
間

２
５
名

幹
部
看

護
師
管

理
研

修
Ⅲ

１
８

時
間

２
５
名

②
中

間
管

理
者
研

修
（

各
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

）

看
護
師

長
新
任

研
修

１
日
～

５
日
間

１
７
３
名

副
看
護

師
長
新

任
研

修
２

日
～

５
日
間

３
２
４
名

医
療
安

全
対
策

研
修

会
１

日
～

５
日
間

９
２
７
名

そ
の
他

（
新
任

教
員

研
修
、

教
育

担
当
者

研
修

）
２

８
８
名

③
幹

部
看

護
師
任

用
候

補
者
研

修
（

各
病
院

）
・
・
・

・
・

・
・
・

・
３

０
時

間

(
2
)
専

門
研

修
機

関
へ

の
研

修
派

遣
の

状
況

①
「

専
門

看
護
師

」
研

修
１

２
名

（
が

ん
看

護
５

名
感

染
症

看
護

１
名

老
人

看
護

１
名

急
性

・
重

症
看

護
１

名
慢

性
疾

患
看
護

３
名

）

②
「

認
定

看
護
師

」
研

修
６

８
名

が
ん
化

学
療
法

１
１
名

小
児

救
急

１
名

が
ん
性

疼
痛

２
名

新
生

児
集
中

ケ
ア

３
名

感
染
管

理
２
１
名

摂
食

嚥
下

２
名

緩
和
ケ

ア
７
名

皮
膚

・
排
泄

ケ
ア

１
７
名

救
急

看
護

２
名

集
中

ケ
ア

２
名

③
教

員
養

成
講
習

（
看

護
研
修

セ
ン

タ
ー
）

幹
部

教
員

養
成

コ
ー

ス
１

年
間

８
名

看
護
教

員
養
成

コ
ー

ス
１
年

間
２
７

名

（
都
道

府
県
主

催
講

習
）
看

護
教

員
養
成

コ
ー

ス
約
８
ヶ

月
８
名
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３
．

指
定

研
究

「
離

職
し

た
看

護
師

の
職

場
復

帰
を

可
能

に
す

る
要

因
分

析
」

採
用

し
た

看
護
師

の
定

着
を
推

進
す

る
こ
と

は
病

院
運

営
に
と

っ
て

重
要
な

課
題

と
な
っ

て
い

る
。

日
本
に

お
け
る
潜
在

看
護
職
員
数

は
５
５

万
人
と

も
推

計
さ
れ

、
そ

の
潜
在

看
護

師
確
保

に
あ

た
り

、
看
護

師
が

専
門
職

と
し

て
継
続

し
て

仕
事

が
で
き

る
環
境
整
備

等
を
推
進
し

て
い
く

う
え
で
、
離

職
し

た
看

護
師
の

職
場

復
帰
を

可
能

に
す
る

要
因

を
明

ら
か
に

す
る

こ
と
は

重
要

で
あ
る

と
考

え
、
平

成
２
０

年
度
に

お
い

て
、「

離

職
し
た

看
護

師
の
職

場
復

帰
を
可

能
に

す
る
要

因
分

析
」

と
し
て

指
定

研
究
を

行
っ

た
。

今
後

は
、

当
該
指

定
研

究
に
お

い
て

抽
出
さ

れ
た

課
題

を
基
に

看
護

師
の
職

場
定

着
に
向

け
た

環
境

整
備
及

び
人
材
育
成

に
努
め
る
こ

と
と
し

て
い

る
。

○
指

定
研

究
（
概

要
）

潜
在
看

護
師

や
離

職
し
て

職
場

復
帰
し

た
看
護
師

が
、

職
場
復

帰
す

る
に
あ

た
り

必
要

と
さ
れ

る
支

援
や
条

件
に

つ
い
て

明
ら

か
に

し
看
護

師
確
保
対

策
に

活
用

す
る
こ

と
を

目
的
に

、
全
国
国

立
病

院
機
構

の
看

護
師
を

対
象

に
調

査
を
行

っ
た

。
調
査

内
容

は
１
）

職
場

復
帰

す
る
に

至
っ
た
理

由
や

条
件

、
２
）

職
場

復
帰
前

の
不
安
項

目
と

復
帰
後

の
不

安
項
目

、
３

）
職

場
復
帰

前
に

必
要
な

支
援

に
つ
い

て
、

４
）

職
業
を

継
続
し
て

い
く

上
で

期
待
す

る
支

援
や
体

制
の
整
備

に
つ

い
て
、

５
）

看
護
職

を
継

続
し

て
い
く

上
で

の
支
え

や
や

り
が
い

感
に

つ
い

て
、
以

上
の
５
点

に
集

約
し

て
調
査

を
行

っ
た
。

今
後
の

課
題

と
し

て
次
の

４
点

に
つ
い

て
示
唆
さ

れ
た

。

１
．

潜
在

看
護

師
の
再

就
業

支
援
の

た
め
の
研

修
シ

ス
テ
ム

の
構

築
が
必

要

２
．

復
職

し
た

看
護
師

に
対

す
る
教

育
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
整
備

や
ス

キ
ル
ア

ッ
プ

ラ
ボ

な
ど
の

設
備

と
、
キ

ャ
リ

ア
ア
ッ

プ
支

援
が

で
き
る

教
育
専

任
の

看
護
師

長
あ

る
い
は

副
看
護
師

長
レ

ベ
ル
の

人
材

の
配
置

が
必

要

３
．

働
き

続
け

ら
れ
る

職
場

環
境
の

整
備
と
し

て
、

個
人
の

多
様

な
価
値

観
を

お
互

い
に
認

め
合

う
人
間

関
係

が
築
け

る
職

場
づ

く
り
が

看
護
管

理
者

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

に
求
め
ら

れ
る

４
．

保
育

所
の

整
備
や

勤
務

体
制
に

対
し
て
柔

軟
な

勤
務
線

表
の

工
夫
な

ど
も

再
検

討
が
必

要

特
に
、

延
長

保
育

や
夜
間

保
育

、
病
児

保
育
の
体

制
の

整
備
と

共
に

、
保
育

可
能

な
園

児
数
の

枠
を

拡
げ
る

こ
と

も
子
育

て
支

援
と

し
て
組

織
が
取
り

組
む

急
務

の
課
題

と
し

て
示
唆

さ
れ
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

６
０

：
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
看
護

師
確

保
に

関
す
る

検
討

委
員
会

報
告

書
（
概

要
）
〔
３

３
４
頁
〕

資
料

６
１

：
国
立

病
院

機
構
全

病
院

統
一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
「

Ａ
Ｃ
Ｔ

ｙ
ナ

ー
ス
」
（
抜
粋
）
〔
３
３
７

頁
〕

資
料

６
２

：
看
護

師
の

キ
ャ
リ

ア
パ

ス
制
度

〔
３

５
１

頁
〕

資
料

６
３

：
良
質

な
看

護
師
育

成
の

た
め
の

研
修

〔
３

５
４
頁

〕
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績

④
質
の
高
い
看
護
師
等
養
成

③
質

の
高

い
看

護
師

等
養

成
③

質
の

高
い

看
護

師
等

養
成

看
護

師
等

養
成

所
に

つ
い

て
は

、
第

各
養

成
所

は
、

第
三

者
に

よ

三
者

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
を

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

と
地

域
１

．
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
看

護
師

養
成

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

委
員

会
の

開
催

べ
て

の
養

成
所

に
お

い
て

実
施

し
て

教
に

開
か

れ
た

公
開

講
座

の
実

施
医
療

内
容

の
高
度

化
・

複
雑
化

や
多

職
種
か

ら
な

る
チ

ー
ム
に

よ
る

医
療
に

主
体

的
に
対

応
し

て
い

く
こ
と

の
で
き
る
看

護
師
の
養
成

及
び
今

育
の

質
を

高
め

る
と

と
も

に
、

再
編

成
に

取
り

組
む

。
後

の
附

属
養

成
所

の
方

向
性

等
の

検
討

を
目

的
に

、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

（
報

告
：

平
成

等
に
よ

り
専
任
教
官
の
充

実
を
図
る
。

ま
た

、
災

害
医

療
看

護
や

重
２

０
年

１
２

月
）
」

を
設

置
し

、
国

立
病

院
機

構
の

看
護

の
質

の
更

な
る

向
上

の
た

め
の

一
方

策
と

し
て

平
成

２
１

年
度

以
降

下
記

に
つ

い
て

取

ま
た

、
す

べ
て

の
養
成

所
は

、
地
域

心
・

筋
ジ

ス
看

護
な

ど
、

国
立

り
組
む

こ
と

と
し
て

い
る

。

医
療

へ
の

貢
献

の
た

め
、

地
域

に
開

か
病

院
機

構
に

お
け

る
特

徴
的

な

れ
た
公

開
講
座
を
実
施
す

る
。

看
護

に
つ

い
て

盛
り

込
ん

だ
カ

【
報

告
書

（
抜
粋
）
】

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

を
確

実
に

(
1)

看
護

基
礎
教

育
の

充
実

実
施

し
て

い
く

と
と

も
に

、
再

看
護

基
礎
教

育
に

お
け
る

技
術

項
目
と

卒
業

時
の

到
達
度

を
設

定
し
、

看
護

実
践
能

力
の

到
達

度
を
測

定
し
て
検
証

し
て
い
く
こ

と
に
着

編
成

に
伴

い
専

任
教

員
の

再
配

手
す
る

。

置
を

行
う

こ
と

に
よ

り
教

育
体

(
2)

教
員

の
質
の

向
上

制
の

充
実

を
図

る
。

教
員

に
必
要

な
教

育
実
践

能
力

、
看
護

実
践

能
力

、
研
究

能
力

及
び
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

能
力

を
向

上
さ
せ

る
た
め
の
取

組
を
実
施
す

る
。

(
3
)

看
護

師
長
（

教
育

担
当
）

の
配

置
増

新
採

用
者
の

卒
後

の
教
育

に
携

わ
る
こ

と
の

で
き

る
看
護

師
長

（
教
育

担
当

）
を
必

要
に

応
じ

て
配
置

を
行
う
。

(
4
)

早
期

施
設
間

異
動

の
実
施

採
用

後
、
自

分
の

適
性
と

合
っ

て
い
な

い
な

ど
、

就
職
し

た
病

院
で
の

勤
務

が
困
難

に
な

っ
た

場
合
に

国
立
病
院
機

構
内
病
院
へ

異
動
を

行
い
、

継
続
し

て
勤

務
で
き

る
よ

う
配
慮

す
る

。

(
5
)

ス
キ

ル
ア
ッ

プ
ラ

ボ
施
設

の
充

実

２
４

時
間
い

つ
で

も
看
護

技
術

が
学
習

で
き

る
よ

う
シ
ミ

ュ
レ

ー
タ
ー

な
ど

を
整
備

し
、

技
術

教
育
の

充
実
を
図
る

。

(
6
)

卒
後

研
修
制

度
の

モ
デ
ル

的
導

入

急
性

期
医
療

か
ら

慢
性
期

医
療

ま
で
看

護
を

幅
広

く
学
ぶ

こ
と

と
、
卒

後
の

リ
ア
リ

テ
ィ

シ
ョ

ッ
ク
を

最
小
限
に
し

新
採
用
者
の

離
職
防

止
及
び

職
場
定

着
を

目
的
に

院
内

・
院
外

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

の
で

き
る
研

修
制

度
を
モ

デ
ル

的
に

実
施
す

る
。

(
7
)

授
業

料
等
の

見
直

し

地
域

性
を

考
慮

し
、
各

学
校

の
実
情

に
応
じ
て

学
校

長
が
授

業
料

等
を
決

定
し

て
い

く
。

(
8
)
奨

学
金

制
度

の
見

直
し

国
立

病
院

機
構

全
病
院

に
お

い
て
、

各
病
院
で

奨
学

金
額
を

決
定

し
、
看

護
学

生
等

に
対
し

貸
与

す
る
。

ま
た

、
看
護

大
学

生
に

も
貸
与

可
能
と

す
る

よ
う

貸
与
期

間
を

３
年
か

ら
４
年
に

改
正

す
る
。

２
．

新
構

想
看

護
学

部
・

大
学

院
開

設
に

向
け

た
取

組

「
独

立
行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

」
（

平
成

１
９

年
１

２
月

２
４

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

、
「
『

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

の
主

要
な

事
務

及
び

事
業

の
改

廃
に

関
す

る
勧

告
の

方
向

性
』

に
お

け
る

指
摘

を
踏

ま
え

た
見

直
し

案
」
（

平
成

１
９

年
１

２
月

２
１

日
厚

生
労

働
省

）
が

行
革

本
部

で
決

定
さ

れ
、
「
看

護
教

育
の
変

化
の

中
で
、

医
療

と
一
体

と
な

っ
た

高
等
看

護
教
育
の
実

施
を
検
討
す

る
」
こ
と

と
さ

れ
た

。

具
体

的
に

は
、
高

度
な

看
護
実

践
能

力
を
持

ち
、

ス
キ

ル
ミ
ッ

ク
ス

に
よ
り

チ
ー

ム
医
療

を
提

供
し

て
い
く

こ
と
の
で
き

る
看
護
師
を

養
成
す

る
た

め
、

①
臨

床
実

習
を
充

実
さ

せ
た
看

護
基

礎
教
育

課
程

で
あ

る
看
護

学
部

（
４
年

間
）
、

②
高

度
な

看
護
実

践
技

術
の
獲

得
を

目
的
と

し
た

高
等

看
護
実

践
課

程
で
あ

る
大

学
院
（

２
年

間
）
、

と
の

一
貫

し
た

教
育

を
、
国

立
病

院
機
構

の
豊

富
な
医

療
現

場
と
一

体
と

な
っ

て
行
う

こ
と

と
し
、
学

校
法
人

青
葉

学
園
（

東
京
医
療

保
健

大
学
）

と
の
連

携
に

よ
り
、

平
成

２
２
年

４
月

の
開
設

に
向

け
、

文
部
科

学
省

及
び
東

京
都

な
ど
関

係
省

庁
等

と
調
整

を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

(
1
)

名
称

（
仮
称

）

・
東
京

医
療
保

健
大

学
東

が
丘

看
護
学

部

・
東
京

医
療
保

健
大

学
看

護
学

研
究
科

看
護

学
専

攻
高
度

実
践

看
護
コ

ー
ス

※
通

称
「
東

京
医

療
保
健

大
学

国
立

病
院

機
構

校
」

(
2
)

定
員

（
予
定

）

・
看
護

学
部
：

１
０

０
名

・
大

学
院

：
２
０
名



-
58

-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)

看
護

学
部
の

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

特
徴
（

予
定

）

・
基
礎

分
野
（

人
間

理
解
と

自
然

科
学
）

・
専
門

基
礎
分

野
（

健
康
問

題
の

解
決
）

・
専
門

分
野
（

あ
ら

ゆ
る
状

況
の

対
象
へ

の
看

護
と

キ
ャ
リ

ア
開

発
）

の
３
分

野
か
ら

な
る

１
２
９

単
位

以
上
を

履
修

す
る

こ
と
と

し
て

い
る
。

(
4
)

大
学

院
の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の
特

徴
（
予

定
）

必
修

４
１

単
位

、
選
択

４
単

位
（
計

４
５
単
位

）
の

科
目
に

お
い

て
ス
キ

ル
ミ

ッ
ク

ス
に
対

応
し

た
看
護

実
践

能
力
の

分
野

を
履

修
す
る

こ
と
と

し
て

い
る

。

３
．

長
崎

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

大
学

の
誘

致

長
崎

医
療

セ
ン
タ

ー
に

つ
い
て

は
、

当
該
附

属
看

護
学

校
へ
の

応
募

状
況
の

減
少

傾
向
、

入
学

辞
退

者
の
増

加
、
昨
今
の

当
該
地
域
に

お
け
る

学
生
の

大
学

志
向
等

の
地

域
事
情

を
踏

ま
え
活

水
女

子
大

学
の
強

い
意

向
に
応

え
て

同
大
学

の
看

護
学

部
と
し

て
看
護
師
の

養
成
を
行
う

こ
と
と

し
、
平

成
２

１
年
４

月
に

開
設
し

た
。

４
．

国
立

病
院

機
構

の
特

徴
を

盛
り

込
ん

だ
附

属
看

護
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

平
成

１
９

年
度
に

改
正

し
た
附

属
看

護
学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

に
よ

り
、
国

立
病

院
機
構

が
担

う
医

療
の
特

徴
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
授

業
を
引

き
続

き
実

施
し

て
い

る
。

【
追

加
し

た
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
内

容
】

・
医
療

政
策
と

国
立

病
院
・

療
養

所
が
果

た
し

て
き

た
役
割

、
国

立
病
院

機
構

の
役
割

と
機

能
、

他

・
災
害

時
の
看

護
、

重
症
心

身
障

害
児
（

者
）

へ
の

看
護
、

神
経

・
筋
難

病
患

者
へ
の

看
護

、
他

・
災
害

看
護
訓

練
、

結
核
感

染
患

者
へ
の

看
護

「
見

学
」

５
．

実
習

指
導

者
講

習
会

の
充

実
（

再
掲

）

国
立

病
院

機
構
独

自
の

取
組
と

し
て

、
全
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
が

実
習

指
導
者

講
習

会
を
実

施
す

る
こ

と
に
よ

り
、
国
立
病

院
機
構
の
提

供
す
る

医
療
の

特
徴

で
あ
る

重
症

心
身
障

害
児

（
者
）
・

進
行
性

筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者
）
・

災
害
医

療
等

に
つ
い

て
の
理
解
を

促
す
こ
と
が

出
来
る

指
導
が

行
え

る
よ
う

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
に

独
自
性

を
盛

り
込

み
運
用

し
て

い
る
。

６
．

奨
学

金
制

度
の

運
用

国
立

病
院

機
構
で

看
護

に
従
事

す
る

意
思
を

も
っ

た
附

属
看
護

学
校

学
生
等

に
対

し
、
奨

学
金

を
貸

与
す
る

制
度
を
平
成

１
８
年
度
よ

り
創
設

し
、
平

成
１

９
年
４

月
よ

り
延
べ

７
７

名
が
卒

業
し

機
構

病
院
で

勤
務

し
て
お

り
、

看
護
師

確
保

対
策

の
一
方

策
と
し
て
制

度
の
活
用
を

図
っ
て

い
る

。

ま
た

、
平

成
２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
当
該

制
度

を
積

極
的
に

活
用

で
き
る

よ
う

検
討
を

行
い

、
平

成
２
１

年
３
月
に
規

程
の
改
正
を

行
い
、

平
成

２
１

年
度

以
降

、

①
貸
与

額
を
地

域
実

情
に
合

わ
せ

た
貸
与

額
と

す
る

こ
と

②
大
学

生
に
貸

与
可

能
と
な

る
よ

う
貸
与

期
間

を
３

年
か
ら

４
年

と
す
る

こ
と

と
し

た
。

【
奨

学
金

の
貸
与

状
況

】

平
成

１
８

年
度

２
０
名

（
平
成

１
９

年
３
月

卒
業

者
１
４

名
が

、
機

構
病
院

に
勤
務
）

平
成

１
９

年
度

３
８
名

（
平
成

２
０

年
３
月

卒
業

者
１
０

名
が

、
機

構
病
院

に
勤
務
）

平
成

２
０

年
度

１
３

１
名

（
平
成

２
１

年
３
月

卒
業

者
５
３

名
が

、
機

構
病
院

に
勤
務
）
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７
．

第
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
実

施

国
立

病
院

機
構
以

外
の

教
員
な

ど
の

第
三
者

に
よ

る
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

評
価
を

平
成

２
０
年

度
ま

で
に

は
全
校

で
実
施
し
、

各
項
目
の
評

価
結
果

を
参
考

に
看

護
教
育

の
質

の
向
上

に
努

め
て
い

る
。

【
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

評
価

の
結
果

】

①
他
校

と
の
違

い
や

機
構
の

特
徴

を
打
ち

出
す

こ
と

が
で
き

る
よ

う
、
学

校
の

地
域
性

、
機

構
の

政
策
医

療
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
教

育
理
念

・
教

育
目
的

に
明

文
化
し

た
。

②
卒
業

後
の
継

続
教

育
の
考

え
方

が
教
育

目
標

か
ら

読
み
取

れ
な

い
た
め

、
日

々
の
教

育
活

動
の

中
で
実

践
し
て
い
る

こ
と
を
具
体

化
し
、

教
育

目
標
に

明
記

し
た
。

８
．

公
開

講
座

の
実

施

附
属

看
護

学
校
の

教
育

活
動
の

一
環

と
し
て

地
域

社
会

に
貢
献

す
る

た
め
、

全
学

校
で
地

域
住

民
や

地
域
の

高
校
生
な
ど

を
対
象
と
し

た
公
開

講
座

を
実

施
し

た
。

【
公

開
講

座
の
開

催
回

数
】

平
成
１

９
年

度
：
９

８
回

→
平
成

２
０
年

度
：

９
０

回

（
１
．

７
回
／

学
校

）
（
２
．

１
回

／
学

校
）

９
．

附
属

看
護

学
校

の
高

い
看

護
師

国
家

試
験

合
格

率

附
属

看
護

学
校
の

国
家

試
験
合

格
率

が
昨
年

と
同

様
全

国
平
均

を
大

き
く
上

回
る

だ
け
で

な
く

、
大

学
及
び

そ
の
他
の
３

年
課
程
の
養

成
所
別

と
比
し

て
も

上
回
っ

て
お

り
、
全

国
ト

ッ
プ
の

合
格

率
で

あ
る
。

【
看

護
師

国
家
試

験
合

格
率
】

平
成
１

９
年
３

月
発

表
者

平
成
２
０

年
３
月
発
表

者
平
成
２

１
年
３
月

発
表

者

国
立

病
院
機

構
附

属
看
護

学
校

９
８
．
４

％
９
８

．
２
％

９
７

．
８
％

全
国

平
均

９
４
．
８

％
９
４

．
６
％

９
４

．
４
％

（
大

学
・
３

年
課

程
の
養

成
所

の
合
格

率
）

・
大

学
９

７
．

３
％

９
３

．
５

％
９

７
．
５
％

・
短

期
大

学
９

３
．

５
％

９
３

．
２

％
９

２
．
０
％

・
養

成
所

９
５

．
９

％
９

５
．

９
％

９
５

．
９
％

【
説

明
資

料
】

資
料

６
４

：
質
の

高
い

看
護
師

等
養

成
〔
３

５
７

頁
〕

資
料

６
５

：
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
看
護

師
養

成
の

あ
り
方

に
関

す
る
検

討
委

員
会
報

告
書

（
概

要
）
〔

３
６

５
頁
〕
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⑤
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
普

及
の

た
め

の
研

修
人

材
④

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
④

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
修

人
材

養
成

養
成

修
人

材
養

成

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
政

策
医

療
の

推
進

の
た

め
、

１
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
修

会

て
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ

い
た

医
療

を
提

供
良

質
な

医
療

従
事

者
の

養
成

を
平
成

２
０

年
度
は

、
研

修
会
を

新
た

に
企
画

す
る

な
ど

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

の
た
め

に
必

要
な
研

修
会

を
開

催
し
人

材
の
育
成
を

行
っ
た
。

す
る

た
め

、
研

修
会

等
を

開
催

し
て

良
積

極
的

に
行

う
。

研
修

会
の

総
参
加

者
は

、
２
，

０
４

３
名
で

あ
り

、
平

成
１
５

年
度

に
比
べ

３
４

．
０
％

増
加

し
た

。

質
な

医
療

従
事

者
の

養
成

を
図

る
。

ま
ま

た
、

治
験

に
関

す
る

研
修

た
、

治
験

・
臨

床
研

究
推

進
の

た
め

の
等

を
行

い
、

引
き

続
き

治
験

・
(
1
)
質

の
高

い
治
験

・
臨

床
研
究

を
推

進
す
る

た
め

の
研

修

治
験

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
臨

床
研

究
の

推
進

を
図

る
。

に
精
通

し
た
人
材
の
養
成

を
行
う
。

な
お

、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

①
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
会

（
再

掲
）

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に

お
い
て

ワ
ー

ク
に

お
け

る
研

修
に

つ
い

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
、

治
験

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
初

級
・

３
年

以
上

）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

事
務

局
・

事
務

は
、

こ
れ

ら
の

研
修

内
容

等
の

充
実

に
て

は
、

臨
床

研
究

組
織

の
再

編
職
員
等

を
対

象
と

し
、
参
加
者

総
計

６
７

３
名
、
延

べ
１
１

回
、
２
０
日

間
の

研
修
会

を
実

施
を

実
施
し
、
中

核
と
な
る

人
材

を
養

成
し
た
。

努
め

る
と

と
も

に
、

平
成

１
５

年
度

に
及

び
研

究
実

績
を

踏
ま

え
、

次

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
当

該
期

中
期

計
画

に
向

け
、

研
修

体
②

臨
床

研
究
の

デ
ザ

イ
ン
と

進
め

方
に
関

す
る

研
修

会

研
修

会
へ

の
参

加
人

数
に

つ
い

て
２

５
系

の
立

案
に

着
手

す
る

。
国
立

病
院

機
構

内
の
多

職
種

に
わ
た

る
医
療
従

事
者

（
職
員

）
を

対
象
に

、
臨

床
疫

学
の
考

え
に

基
づ
き

、
日

常
の
臨

床
現

場
に

お
け
る

％
以
上

の
増
加
（
※
）
を

目
指
す
。

疑
問

に
つ

い
て

、
研

究
デ

ザ
イ

ン
を

作
成

で
き

る
よ

う
な

知
識

及
び

技
能

を
身

に
つ

け
る

目
的

で
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

新
た

に
、
「

臨
床

研
究
の

デ
ザ

イ
ン

と
進
め

方
に

関
す
る

研
修
会
」
を

行
っ
た
。
平
成
２

０
年

度
ま
で

に
１

８
８
名

の
職

員
が

２
日
間

の
研

修
会
に

参
加

し
た
。

※
平

成
１
５
年
度
実
績

ま
た

、
「

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

進
め

方
に

関
す

る
研

修
会

ア
ド

バ
ン

ス
ド

研
修

」
と

し
て

、
研

究
テ

ー
マ

を
持

つ
職

員
に

研
究

デ
ザ

イ

研
修
会
延
べ
参
加
人

数
ン
の
作

成
に

つ
い

て
よ
り

高
度

な
研
修

を
行
い
２

０
名

の
職
員

が
参

加
し
た

。

１
，
５
２
５
名

③
デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

修
会

臨
床

研
究

の
進

め
方
及

び
臨

床
研
究

に
お
け
る

デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

意
義

・
重

要
性
を

身
に

つ
け
る

事
を

目
的
と

し
て

、
平

成
２
０

年
度
ま

で
に

１
４

４
名
の

職
員

を
集
め

て
研
修
会

を
行

っ
た
。

(
2
)
ブ

ロ
ッ

ク
単

位
で

の
研

修

ブ
ロ
ッ

ク
単

位
で

医
療
安

全
、

臨
床
研

修
指
導
医

の
養

成
、
小

児
救

急
等
国

立
病

院
機

構
に
お

い
て

重
点
的

に
取

り
組
む

課
題

に
関

し
て
、

チ
ー
ム
医

療
推

進
を

念
頭
に

置
き

多
職
種

参
加
に
よ

る
研

修
を
実

施
し

た
。

２
．

国
立

病
院

機
構

総
合

医
学

会
の

開
催

（
再

掲
）

国
立

病
院

機
構
主

催
の

国
立
病

院
総

合
医
学

会
を

、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
を

学
会

長
施
設

、
東

京
病

院
を
副

学
会
長
施
設

と
し
て
、
東

京
国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、
「

医
療

の
心

を
求

め
て

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

開
催

し
た

。
国

立
病

院
総

合
医

学
会

を
通

じ
て

国
立

病
院

機
構

の
職

員
等

に
対
し

、
学

術
研
究

の
成

果
を
発

表
す

る
機
会

を
与

え
、

職
員
の

自
発

的
な
研

究
の

取
組
み

を
奨

励
し

、
職
員

が
行
う
研
究

レ
ベ
ル
の
向

上
を
図

り
、
ま

た
、

研
究
者

の
み

な
ら
ず

参
加

す
る
国

立
病

院
機

構
職
員

の
活

性
化
を

目
的

と
し
て

、
平

成
２

０
年
１

１
月
２
１
日

・
２
２
日
に

開
催
し

た
。 平
成

２
０

年
度
は

、
本

部
職
員

も
様

々
な
場

面
で

積
極

的
に
参

加
し

、
Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励
表

彰
と

し
て

、
病
院

運
営
の
あ
ら

ゆ
る
課
題
に

つ
い
て

様
々
な

創
意

工
夫
を

凝
ら

し
、
業

務
改

善
等
に

積
極

的
に

取
り
組

ん
だ

職
員
の

表
彰

を
行
う

等
、

国
立

病
院
総

合
医
学
会
の

質
の
向
上
を

図
っ
た

結
果
、

参
加

者
６
，

０
０

２
名
を

集
め

る
盛
大

な
学

会
と

な
っ
た

。

○
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・

パ
ネ
ル

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
・

・
・
・

・
３

０
題

○
ポ
ス

タ
ー
セ

ッ
シ

ョ
ン
・

・
・

・
１
，

５
７

３
題

○
特
別

講
演
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
２

講
演

・
加

我
君

孝
（

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

臨
床

研
究

セ
ン
タ

ー
長

）

『
医
学
教

育
の

「
温
故

知
新

」
－
オ

ラ
ン

ダ
・

英
国
・

ド
イ

ツ
・
米

国
か

ら
医
学

を
学

ん
だ

あ
と
の

未
来
』

・
山

田
邦

子
（

タ
レ
ン

ト
）

『
ワ
ハ
ハ

で
い

こ
う
！

』

【
説

明
資

料
】

資
料

６
６

：
Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及
の

た
め

の
研
修

会
実

施
状

況
〔
３

６
７

頁
〕

資
料

４
１

：
国
立

総
合

医
学
会

の
開

催
状
況

〔
２

３
７

頁
〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２

）
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

研
修

事
業

の
（

２
）

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研

修
（

２
）

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研

修
事

業
の

実
施

実
施

事
業

の
実

施

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
確

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も
地
域

の
医

療
従
事

者
を

対
象
と

し
た

研
究
会

等
に

つ
い

て
、
研

修
施

設
の
整

備
や

診
療
密

度
が

高
ま

り
診
療

現
場
の
負
荷

が
大
き
く
な

る
中
、

立
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
成

果
等

を
普

及
さ

せ
引

き
続

き
、

地
域

の
医

療
従

事
各

病
院

に
お

い
て

地
域

の
研

修
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

研
修

内
容

の
評

価
・

検
証

等
に

よ
り

内
容
の
充

実
に
努
め
、

ホ
ー
ム

る
た

め
、

各
病

院
は

、
地

域
の

医
療

従
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

の
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
等

で
参

加
を

呼
び

か
け

た
ほ

か
、
地

域
の
医

療
関
係
機
関

等
と
も
連
携

し
て
開
催

す
る

な
ど

積
極
的

に
実

施
し
た
。

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

の
開

催
内

容
や

開
催

方
法

を
吟

味
し

、
こ

の
結

果
、

１
０

９
，

４
７

９
名

（
平

成
１

５
年

度
比

４
５

．
８

％
増

）
の

参
加

を
得

る
こ

と
が

で
き

、
地

域
医
療
従
事

者
へ
向
け
た

医
療
情

に
よ
り
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
行
う
。

よ
り

多
く

の
医

療
従

事
者

の
参

報
発

信
に

貢
献

し
た

。

当
該

研
究

会
の

内
容

の
充

実
に

努
め

る
加

を
得

ら
れ

る
よ

う
地

域
の

医

と
と

も
に

、
中

期
目

標
の

期
間

の
最

終
療

機
関

に
対

し
て

参
加

を
積

極
平

成
１

９
年

度
１

１
３

，
５

８
４

名
→

平
成

２
０

年
度

１
０

９
，

４
７

９
名

（
平

成
１

５
年

度
７
５
，

１
０
２
名
）

年
度

に
お

い
て

１
４

万
人

以
上

の
参

加
的

に
働
き
か
け

る
。

（
※
）
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

※
平

成
１
５
年
度
実
績

研
究
会
延
べ
参
加
人

数

７
５
，
１
０
２
名

【
説

明
資

料
】

資
料

６
７

：
地
域

医
療

に
貢
献

す
る

研
修
事

業
へ

の
取

組
〔
３

６
８

頁
〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

５
教

育
研

修
事
業
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

初
期

臨
床

研
修

医
は

昨
年

度
よ

り
若

干
減

少
し

た
も

の
の

中
期

計
画

の
目

標
を

達
成

し
て

お
り

、
レ

ジ
デ

ン
ト

数
の

確
保

に
つ

い
て

中
期

計
画

を
達

成
で

き
て

い
な
い
が
、

医
師
、
看
護

師
と
も

ま
た

、
後

期
臨

床
研

修
医

は
受

入
数

を
増

や
し

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

も
検

討
を

重
ね

、
良

着
実

な
養

成
を

行
い

成
果

を
あ

げ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ま
た
、
国

立
病
院
機
構

独
自
の

質
の

医
師

の
養

成
を

目
指

し
て

い
る

。
専
修

医
制

度
な
ど

積
極

的
な
医

師
確

保
を
評

価
す

る
。

そ
の
他

、
看
護
師
の

教
育
体
制
の

充
実
や

精
神

科
領

域
で

は
、

病
院

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
「

多
地

域
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

を
評

価
す

る
。

施
設

共
同

研
修

事
業

」
を

開
始

し
た

。

全
看

護
職

員
へ

の
効

果
的

な
教

育
支

援
が

で
き

る
よ

う
教

育
担

当
師

長
の

配
置

を
行

い
、

看
護

職

員
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

推
進

の
基

盤
と

な
る

研
修

内
容

・
方

法
を

標
準

化
し

た
全

病
院

統
一

の
研

（
各

委
員

の
評

定
理

由
）

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

運
用

し
教

育
体

制
の

充
実
を

図
っ
て

い
る

。
・
臨

床
研

修
医
及

び
レ

ジ
デ
ン

ト
の

受
入
れ

に
積

極
的

に
取
り

組
む
と
と
も

に
、
独
自
に

「
臨
床

各
分

野
の

看
護

の
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

で
あ

る
専

門
看

護
師

及
び

認
定

看
護

師
を

配
置

し
、

充
実

し
研

修
指

導
医

養
成

研
修

会
」

を
行

い
、

研
修

医
の

指
導

者
の

人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で

い
る
点

た
高

い
水

準
の

看
護

を
実

践
し

て
い

る
。
（

平
成
１
５

年
度

２
９
病

院
３

６
名
→

平
成

２
０

年
度
８

６
は

評
価

で
き
る

。

病
院

２
５

８
名

）
・
専

修
医

の
確
保

及
び

専
修
医

修
了

者
の
国

立
病

院
機

構
へ
の

確
保
を
評
価

す
る
。

医
療

内
容

の
高

度
化

・
複

雑
化

や
チ

ー
ム

医
療

に
主

体
的

に
対

応
で

き
る

看
護

師
の

養
成

の
方

向
・

質
の

高
い

医
療

従
事

者
の

養
成

の
た

め
に

国
立

病
院

機
構

と
し

て
の
初
期

臨
床
研
修
医

の
教
育

性
等

の
検

討
を

目
的

に
、「

国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
看

護
師
養

成
の

あ
り
方

に
関

す
る
検

討
委

員
会
」

体
制
の

充
実
、

ま
た

後
期
研

修
医

へ
の
対

応
も

考
慮

さ
れ
て

体
制
を
整
え

て
い
る
こ
と

が
評
価

を
設

置
、

議
論

を
重

ね
、

平
成

２
０

年
１

２
月

に
報

告
書

を
作

成
し

た
。

今
後

は
、

①
看

護
基

礎
教

で
き

る
が

、
後

期
研

修
医

を
多

く
と

れ
る

よ
う

に
一

層
努

力
し

て
も
ら
い

た
い
。

育
の

充
実

、
②

教
員

の
質

の
向

上
、

③
卒

後
研

修
制

度
の

モ
デ

ル
的

導
入

な
ど

の
取

組
を

行
い

、
看

・
後

期
研

修
医

は
増

加
し

て
お

り
今

後
に

つ
な

が
る

も
の

に
。

護
の

質
の

向
上

に
努

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
い
る

。
・
初

期
臨

床
研
修

医
の

受
入
数

が
平

成
１
５

年
度

比
５

６
．
７

％
増
と
中
期

計
画
の
目
標

値
（
２

０
％
増

）
を
大

幅
に

上
回
っ

て
い

る
が
、

レ
ジ

デ
ン

ト
受
入

数
は
平
成
１

５
年
度
比
１

．
７
％

［
数

値
目

標
］

減
と
中

期
計
画

の
目

標
値
（

２
０

％
増
）

を
達

成
で

き
て
い

な
い
。
し
か

し
平
成
２
０

年
度
は

・
平
成
１

５
年

度
比

２
０

％
以
上

増
・

臨
床

研
修

医
の

受
入

数
に

つ
い

て
、

７
１

３
名

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

て
国

立
病

院
機
構

独
自

の
専
修

医
制

度
に
お

い
て

初
の

修
了
者

を
輩
出
し
、

専
修
医
取
得

後
の
処

臨
床
研

修
医

７
１
３

名（
平
成

１
５

年
度

４
５

５
名
）
、

５
６

．
７

％
の

増
と

、
中

期
計

画
の

目
標

値
を

達
成
し

て
い

る
。
（
業

務
実
績

５
２

頁
参

照
）

遇
上
の

優
遇
策

を
設

け
る
な

ど
、

医
師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス
制

度
の
確
立
に

向
け
て
前
進

し
て
い

レ
ジ
デ

ン
ト

数
８
１
６

名
（

平
成
１
５

年
度

８
３

０
名

）
・

レ
ジ

デ
ン

ト
数

に
つ

い
て

は
中

期
計

画
の

目
標

値
を

達
成

し
て

い
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
平

成
る

。

１
８

年
度

に
国

立
病

院
機

構
独

自
の

専
修

医
制

度
を

創
設

し
、

レ
ジ

デ
ン

ト
か

ら
専

修
医

へ
の

切
・
後

期
研

修
医
数

な
ど

数
字
の

上
で

は
目
標

値
を

下
回

っ
て
い

る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
初

期
研
修

替
を

進
め

な
が

ら
質

の
高

い
医

師
の

育
成

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

平
成

１
８

年
度

は
医

数
は

目
標
を

達
成

し
て
お

り
、

地
域
医

療
へ

の
貢

献
は
全

体
と
し
て
目

標
を
上
回
っ

て
い
る

１
６

７
名

、
平

成
１

９
年

度
は

１
９

３
名

、
平

成
２

０
年

度
は

１
９

８
名

、
平

成
２

１
年

度
は

と
言

え
る

。

１
６

１
名

と
着

実
に

専
修

医
数

は
増

加
し

て
い

る
。
（
業

務
実
績

５
２

頁
参
照

）
・
看

護
師

の
教
育

体
制

も
充
実

し
て

き
て
お

り
、

大
学

院
開
設

の
取
組
に
も

力
が
入
れ
ら

れ
て
い

・
専

修
医

制
度

の
運

用
を

通
じ

て
、

質
の

高
い

医
師
の
育

成
を

進
め

て
い
る
。
（
業
務

実
績

５
２
頁

参
る

点
は

評
価
で

き
る

。

照
）

・
Ｅ

Ｂ
Ｍ

普
及
に

お
け

る
研
修

人
材

養
成
は

患
者

支
援

の
観
点

か
ら
も
評
価

で
き
る
。
い

わ
ゆ
る

”
つ

な
ぎ

役
”
が

果
た

す
安
全

・
安

心
・
納

得
は

不
可

欠
。

・
平

成
１

５
年

度
比

２
５
％

以
上

増
・

平
成

１
５

年
度

比
３

４
．

０
％

増
加

・
Ｅ

Ｂ
Ｍ

普
及
の

た
め

の
研
修

会
の

総
参
加

者
は

平
成

１
５
年

度
比
６
２
．

４
％
増
と
中

期
計
画

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め
の
研

修
会

参
加
人

数
Ｅ

Ｂ
Ｍ

普
及

の
た

め
の

研
修

会
参

加
人

数
延

べ
２

，
０

４
３

名
で

あ
り

、
中

期
計

画
の

目
標

の
目

標
値

（
２

５
％

増
）

を
大
幅

に
上
回

っ
て

い
る

が
、
地

域
医
療
従
事

者
に
対
す
る

研
究
会

延
べ

１
，
９

０
６
名
（
平

成
１

５
年
度

１
，
５

２
５

名
）

値
を

達
成

し
て

い
る

。
（

業
務

実
績

６
０

頁
参
照
）

の
参
加

が
、
事

情
が

あ
る
に

せ
よ

１
４
万

人
以

上
と

い
う
目

標
に
対
し
て

１
１
万
人
に

と
ど
ま

っ
て
い

る
。
機

構
の

大
切
な

ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
一

つ
で

も
あ
り

今
後
も
地
道

に
取
り
組
ん

で
も
ら

・
地

域
医

療
に

貢
献

す
る
研

修
・

地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

に
つ

い
て

、
研

修
施

設
の

整
備

や
診

療
密

度
が

高
い

た
い

。

中
期

目
標

期
間

に
お
い
て

１
４

万
人
以

上
の

参
加

ま
り

診
療

現
場

の
負

荷
が

大
き

く
な

る
中

、
各

病
院

に
お

い
て

地
域

の
研

修
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

ア
・

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研
修

へ
の

参
加
者

は
１

０
万

人
を
超

え
、
平
成
１

５
年
度
と
比

し
て
４

（
平

成
１

５
年

度
７
５

，
１

０
２
人

名
）

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
研

修
内

容
の

評
価

・
検

証
等

に
よ

り
内

容
の

充
実

に
努

め
、

地
域

の
医

療
５

．
８

％
増

加
し

た
。

引
き

続
き

、
こ
の

よ
う

な
取

組
を
地

道
に
進
め
て

ほ
し
い
。

関
係

機
関

等
と

も
連

携
し

て
開

催
す

る
な

ど
積

極
的

に
実

施
し

た
。

こ
の

結
果

、
参

加
者

数
が

平

成
１

５
年

度
の

７
５

，
１

０
２

名
か

ら
平

成
２
０
年

度
は
１
０
９

，
４
７

９
名
（

４
５
．
８
％
増
）

へ
と

大
幅

に
増

加
す

る
な

ど
、

地
域

医
療

に
貢

献
す
る

研
修

の
実

施
に
取

り
組

ん
だ
。
（

業
務
実

績
（
そ

の
他

の
意
見

）

６
１

頁
参

照
）

・
目

標
は

達
成
し

て
い

る
も
の

の
研

修
医
が

平
成

１
９

年
度
に

比
し
て
減
少

し
た
原
因
分

析
が
必

要
。

［
評

価
の

視
点

］
・「

専
修

医
制

度
」
に

都
立

病
院

「
東
京

医
師
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
参

考
に
よ
り

充
実

を
。

・
独

自
の

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
質

の
高

い
臨

床
研

実
績

：
○

・
Ｉ

Ｔ
活

用
の
精

神
科

多
施
設

共
同

研
修
の

さ
ら

な
る

活
用
、

運
営
に
期
待

。

修
医

の
養

成
を

行
い

、
受

け
入

れ
研

修
医

数
に

つ
い

て
、

中
・

臨
床

研
修

医
は

平
成

１
９

年
７

６
３

名
か

ら
平

成
２
０

年
７

１
３

名
へ
と

受
入

数
が
減

少
し

た
が
、

・
専

門
及

び
認
定

看
護

師
の
増

加
が

現
場
に

及
ぼ

す
効

果
を
よ

り
具
体
的
に

ア
ピ
ー
ル
を

。

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

み
、

着
平

成
１

５
年

４
５

５
名

と
比

較
す

る
と

、
中

期
計

画
の

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。
（

業
務

実
・
青

葉
学

園
、
活

水
女

子
大
と

の
連

携
に
よ

る
看

護
師

養
成
の

取
組
に
期
待

。

実
に
進

展
し

て
い

る
か
。

績
５

２
頁

参
照

）



-
63

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
良

質
な

医
師

を
養

成
す

る
た

め
、

レ
ジ

デ
ン

ト
の

養
成

プ
ロ

実
績

：
○

グ
ラ

ム
の

見
直

し
を

行
い

、
受

け
入

れ
レ

ジ
デ

ン
ト

数
に

つ
・

レ
ジ

デ
ン

ト
の

都
市

部
集

中
、

大
学

へ
の

回
帰

傾
向

や
機

構
独

自
の

専
修

医
制

度
を

創
設

し
、

逐

い
て

の
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
取

り
次

、
レ

ジ
デ

ン
ト

か
ら

専
修

医
へ

の
切

替
を

進
め

て
い

る
過

渡
期

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

平
成

組
み

、
着

実
に

進
展
し
て

い
る

か
。

１
５

年
度

の
８

３
０

名
か

ら
平

成
２

０
年

度
の

８
１

６
名

（
１

．
７

％
減

）
へ

と
減

少
し

、
中

期

計
画

の
目

標
値

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
良

質
な

医
師

を
育

成
す

る
た

め
、

レ
ジ

デ
ン

ト
の

養

成
シ

ス
テ

ム
を

見
直

し
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

機
構

独
自

の
制

度
と

し
て

専
修

医
制

度
を

開
始

し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

研
修

１
年

目
の

専
修

医
数

が
平

成
１

８
年

度
の

１
６

７
名

か
ら

、
平

成
２

０
年

度
の

１
９

８
名

へ

と
着

実
に

増
加

す
る

な
ど

、
そ

の
進

展
が

図
ら

れ
て

お
り

、
良

質
な

医
師

の
育

成
に

貢
献

し
て

い

る
。
（

業
務

実
績

５
２

頁
参

照
）

・
ま

た
、

専
修

医
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
各

病
院

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

そ
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

集
計

し
、

連
携

を
と

り
つ

つ
質

の
高

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
に

努
め

て
い

る
。

さ

ら
に

、
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

、
複

数
の

病
院

に
お

け
る

研
修

を
行

う
な

ど
、

各
病

院

の
特

色
や

地
域

性
が

反
映

し
た

研
修

環
境

を
提

供
し
て

い
る
。
（

業
務

実
績
５

２
頁

参
照

）

・
医

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
構

築
な

ど
、

良
質

な
医

師
の

実
績

：
○

養
成

と
確

保
に

努
め
て
い

る
か

。
・

専
修

医
の

修
了

認
定

後
国

立
病

院
機

構
に

勤
務

す
る

場
合

の
処

遇
上

の
優

遇
策

を
設

け
る

と
と

も

に
、
修

了
者

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
う
こ
と

で
、
専
修

医
の
ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努
め

た
。

（
業

務
実

績
５

３
頁

参
照

）

・
Ｉ

Ｔ
を

活
用

し
た

精
神

科
領

域
に

お
け

る
多

施
設

共
同

研
修

の
実

施
に

よ
り

、
症

例
は

豊
富

に
あ

る
も

の
の

医
師

確
保

が
困

難
で

指
導

医
の

体
制

が
必

ず
し

も
十

分
と

は
言

え
な

い
病

院
に

お
い

て

も
、

効
果

的
な

教
育

研
修

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ
う

に
す

る
な

ど
、
良

質
な

医
師
の

育
成

と
確

保
に

努
め

た
。
（

業
務

実
績

５
２

頁
）

・
専

修
医

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

、
医

師
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
な

ど
を

強
力

に
推

進
す

る
た

め
、

平
成

２
１

年
４

月
、
「

人
材

育
成

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
」

を
設

置
し

た
。
（

業
務

実
績

５
３

頁
）

・
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

構
築

な
ど

、
良

質
な

看
護

実
績

：
○

師
の

養
成

と
確

保
に
努
め

て
い

る
か
。

・
全

看
護

職
員

へ
の

効
果

的
な

教
育

支
援

が
で

き
る

よ
う

教
育

担
当

師
長

の
配

置
（

平
成

１
９

年
度

２
５

病
院

→
平

成
２

０
年

度
４

５
病
院

）
を
行

っ
た
。
（

業
務

実
績
５

４
頁

参
照

）

・
看

護
師

を
対

象
と

す
る

看
護

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
推

進
の

基
盤

と
な

る
研

修
内

容
・

方
法

を
標

準
化

し
た

全
病

院
統

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
運

用
開

始
し

、
引

き
続

き
円

滑
に

運
用

し

て
い

る
。
（

業
務

実
績

５
５

頁
参

照
）

・
各

分
野

の
看

護
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
で

あ
る

専
門

看
護

師
及

び
認

定
看

護
師

を
配

置
し

、
充

実
し

た
高

い
水

準
の

看
護

を
実

践
し

て
い

る
。

（
平

成
１

５
年

度
２

９
病

院
３

６
名

→
平

成
２

０
年

度

８
６

病
院

２
５

８
名

）
（

業
務

実
績

５
４

頁
参
照
）

・
国

立
病

院
機

構
へ

就
職

す
る

意
思

を
持

っ
た

附
属

看
護

学
校

学
生

に
対

し
、

国
立

病
院

機
構

側
が

積
極

的
な

関
わ

り
を

持
ち

な
が

ら
看

護
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
観

点
か

ら
、

奨
学

金
制

度
を

平

成
２

０
年

度
も

活
用

し
、

看
護

師
確

保
の

対
策

の
一

方
策

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

よ
り

各
病

院

が
柔

軟
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

平
成

２
１

年
３

月
に
奨

学
金

貸
与

規
程
の

改
正

を
行
っ

た
。
（
業

務

実
績

５
８

頁
参

照
）

・
国

立
病

院
機

構
に

と
っ

て
必

要
な

看
護

師
の

養
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

の
段

階
か

ら
国

立
病

院
機

構
へ

の
帰

属
意

識
を

醸
成

し
、

機
構

が
担

う
医

療
に

対
す

る
使

命
感

を
育

ん
で

い
く

こ
と

を

目
的

に
、

附
属

看
護

学
校

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

政
策

医
療

全
般

の
内

容

を
追

加
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
（

業
務
実
績

５
８

頁
参
照

）

・
看

護
師

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
充

実
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
看

護
教

員
養

成
事

業
、

国
立

病
院

機
構

に
よ

る
実

習
指

導
者

養
成

講
習

会
の

開
催

、
ま

た
積

極
的

に
専

門
機

関
へ

の
研

修
派

遣

１
２

３
名

（
平

成
１

９
年

度
１

１
３

名
）

を
行

っ
た
。
（

業
務
実

績
５

４
、
５

５
頁

参
照

）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
看

護
師

等
養

成
所

に
お

け
る

第
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

実
績

：
○

評
価
を

実
施

し
て

い
る
か

。
・

全
養

成
所

に
お

い
て

、
評

価
結

果
を

参
考

と
し
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

内
容
を
変

更
し

充
実

を
図
っ

た
。

ま
た
、

専
任

教
官

配
置
の

充
実

に
取
り

組
ん

で
い

る
か

。
（

業
務

実
績

５
９

頁
参

照
）

・
平

成
１

９
年

度
末

に
閉

校
し

た
養

成
所

の
教

員
の

再
配

置
を

行
い

教
育

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

（
業

務
実

績
７

８
頁

参
照

）

・
養

成
所

に
お

け
る

地
域

に
開

か
れ

た
公

開
講

座
を

実
施

し
て

実
績

：
○

い
る
か

。
・

公
開

講
座

の
実

施
件

数
も

増
加

し
、

さ
ら

に
は

内
容
等

も
充

実
し

て
い
る
。
（
業
務

実
績

５
９
頁

参

照
）

・
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ

く
医

実
績

：
○

療
を

提
供

す
る

た
め

、
研

修
会

等
を

開
催

し
、

良
質

な
医

療
・

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
、

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

進
め

方
に

関
す

る
研

修

従
事

者
の

養
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

ま
た

、
治

験
・

臨
会

（
ア

ド
バ

ン
ス

ド
研

修
会

）
及

び
デ

ー
タ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

研
修

会
を
行

っ
た
。
（

業
務

実
績
６

０

床
研
究

推
進

の
た

め
の
人

材
養

成
に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

頁
参

照
）

・
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ

い
た

実
績

：
○

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

研
修

会
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

に
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

観
点

か
ら

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
区

分
や

治
験

、
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

た

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

み
、

着
実

に
進

展
め

の
研

修
を

行
い

、
延

べ
２

，
０

４
３

名
が

参
加

し
た

。
平

成
１

５
年

度
に

比
べ

３
４

．
０

％
増

し
て
い

る
か

。
加

し
、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
大

幅
に

上
回

り
、
目
標

を
達
成

し
た
。（

業
務
実
績
６

０
頁
参
照

）

・
各

病
院

は
、

地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

実
績

：
△

の
開

催
に

よ
り

、
地
域
医

療
へ

の
貢
献

を
行

っ
て
い

る
か

。
・

地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

に
つ

い
て

、
研

修
施

設
の

整
備

や
診

療
密

度
が

高

ま
り

診
療

現
場

の
負

荷
が

大
き

く
な

る
中

、
各

病
院

に
お

い
て

、
地

域
の

医
療

関
係

機
関

等
と

も

連
携

し
て

開
催

す
る

な
ど

積
極

的
に

実
施

し
た

結
果

、
参

加
者

数
が

平
成

１
５

年
度

の

７
５

，
１

０
２

名
か

ら
平

成
２

０
年

度
は

１
０

９
，

４
７

９
名

（
４

５
．

８
％

増
）

へ
と

大
幅

に

増
加

す
る

な
ど

、
地

域
医

療
へ

の
貢

献
を

行
っ

て
い
る

。
（
業
務

実
績

６
１
頁

参
照

）

・
当

該
研

究
会

の
内

容
の

充
実

に
努

め
る

と
と

も
に

、
中

期
計

実
績

：
△

画
に

掲
げ

る
目

標
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
み

、
着

実
に

進
・

地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

に
つ

い
て

、
研

修
施

設
の

整
備

や
診

療
密

度
が

高

展
し

て
い

る
か

。
ま

り
診

療
現

場
の

負
荷

が
大

き
く

な
る

中
、

各
病

院
に

お
い

て
地

域
の

研
修

ニ
ー

ズ
の

把
握

や
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
研

修
内

容
の

評
価

・
検

証
等

に
よ

り
内

容
の

充
実

に
努

め
、

地
域

の
医

療

機
関

等
と

も
連

携
し

て
開

催
す

る
な

ど
積

極
的

に
実
施

し
た

結
果
、
参
加

者
数
が
大
幅

に
増
加
（

平

成
１

５
年

度
比

４
５

．
８

％
増

）
す

る
な

ど
、
中
期

計
画

の
目
標

の
達

成
に

向
け
取

り
組
ん
だ
。（

業

務
実

績
６

１
頁

参
照

）

・
法

人
の

業
務

改
善

の
た

め
の

具
体

的
な

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

実
績

：
○

把
握
・

分
析

し
、

評
価
し

て
い

る
か
。
（

政
・
独

委
評

価
の
視

・
全

看
護

職
員

へ
の

効
果

的
な

教
育

支
援

が
で

き
る

よ
う

教
育

担
当

師
長

の
配

置
を

行
い

、
看

護
職

点
）
【

３
教

育
研
修

事
業
に

お
け

る
該

当
部
分

】
員

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
推

進
の

基
盤

と
な

る
研

修
内

容
・

方
法

を
標

準
化

し
た

全
病

院
統

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
運

用
し

教
育

体
制

の
充

実
を
図

っ
て

い
る
。
（

業
務
実

績
５

５
頁

参
照
）

・
各

分
野

の
看

護
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
で

あ
る

専
門

看
護

師
及

び
認

定
看

護
師

を
配

置
し

、
充

実
し

た
高

い
水

準
の

看
護

を
実

践
し

て
い

る
。

（
平

成
１

５
年

度
２

９
病

院
３

６
名

→
平

成
２

０
年

度

８
６

病
院

２
５

８
名

）
（

業
務

実
績

５
４

頁
参
照
）

・
医

療
内

容
の

高
度

化
・

複
雑

化
や

チ
ー

ム
医

療
に

主
体

的
に

対
応

で
き

る
看

護
師

の
養

成
の

方
向

性
等

の
検

討
を

目
的

に
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
看

護
師
養

成
の

あ
り
方

に
関

す
る

検
討
委

員

会
」

を
設

置
、

議
論

を
重

ね
、

平
成

２
０

年
１

２
月

に
作

成
し

た
報

告
書

に
盛

り
込

ん
だ

改
善

内

容
を

着
実

に
実

行
し

て
い

る
。

今
後

は
、

①
看

護
基

礎
教

育
の

充
実

、
②

教
員

の
質

の
向

上
、

③

卒
後

研
修

制
度

の
モ

デ
ル

的
導

入
な

ど
の

取
組

を
行

い
、

看
護

の
質

の
向

上
に

努
め

て
い

く
こ

と

と
し

て
い

る
。
（

業
務

実
績

５
７

頁
参

照
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
災
害
等

に
お
け
る
活
動

４
災
害
等
に
お
け
る
活
動

４
災

害
等
に
お
け

る
活
動

４
災

害
等

に
お

け
る

活
動

災
害

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

害
が

発
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

災
害

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

合
害

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

１
．

岩
手

・
宮

城
内

陸
地

震
に

係
る

医
療

班
の

派
遣

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
行
う
こ
と
。

に
は

、
医

療
班

の
派

遣
等

の
迅

速
か

つ
適

し
て

い
る

場
合

に
は

、
医

療
班

の
平

成
２

０
年

６
月

１
４

日
に

発
生

し
た

岩
手

・
宮

城
内

陸
地

震
に

関
し

て
、

仙
台

医
療

セ
ン

タ
ー

、
災

害
医

療
セ
ン
タ
ー

及
び
東
京
医

療
セ
ン

切
な

対
応

を
図

る
こ

と
と

す
る

。
そ

の
た

派
遣

等
の

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
タ

ー
か

ら
直

ち
に

医
療

班
を

現
地

へ
派

遣
し

た
。

め
、
災
害

医
療
研
修
等
を
充
実

す
る
。

を
図

る
。

ま
た

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

２
．

政
府

の
国

際
緊

急
援

助
隊

医
療

チ
ー

ム
へ

の
参

加

て
も

引
き

続
き

、
国

立
病

院
機

構
平

成
２

０
年

５
月

１
２

日
に

発
生

し
た

中
国

西
部

大
地

震
被

害
に

対
す

る
政

府
の

国
際

緊
急

援
助

隊
医

療
チ

ー
ム
へ
、
国

立
病
院
機
構

の
職
員

職
員

を
対

象
と

し
た

災
害

医
療

研
２

名
（

長
野

病
院

・
看

護
師

１
名

、
災

害
医

療
セ

ン
タ

ー
・

放
射

線
技

師
１

名
）

が
参

加
し

、
救

援
活

動
を

行
っ

た
。

修
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
平

成
２
０

年
５

月
２
日

か
ら

３
日
に

か
け

て
直

撃
し
た

ミ
ャ

ン
マ
ー

連
邦

に
お
け

る
サ

イ
ク

ロ
ン
被

害
に
対
す
る

政
府
の
国
際

緊
急
援

助
隊
医

療
チ

ー
ム
へ

、
国

立
病
院

機
構

の
職
員

３
名

（
災

害
医
療

セ
ン

タ
ー
・

医
師

１
名
・

看
護

師
１

名
、
ま

つ
も
と
医
療

セ
ン
タ
ー
中

信
松
本

病
院
・

薬
剤

師
１
名

）
が

参
加
し

、
救

援
活
動

を
行

っ
た

。

３
．

災
害

医
療

従
事

者
研

修
会

の
実

施
等

(
1
)
国

立
病

院
機

構
主

催
の

研
修

本
部
主

催
の

｢
災

害
医
療
従
事

者
研
修
会

｣
を
災
害

医
療

セ
ン
タ

ー
に

お
い
て

実
施

し
、

災
害
拠

点
病

院
あ
る

い
は

救
命
救

急
セ

ン
タ

ー
を
有

す
る
国
立

病
院

機
構

の
医
師

、
看

護
師
等

を
中
心
と

し
た

職
員
９

０
名

が
参
加

し
た

。

ま
た
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

に
お

い
て
も

、
管
内
の

医
師

、
看
護

師
、

事
務
職

員
等

を
対

象
に
災

害
医

療
研
修

等
を

実
施
し

た
。

平
成

１
９
年

度
９
８
名

→
平
成

２
０

年
度

９
０

名
（
平
成

１
６

年
度

９
５

名
）

(
2
)
厚

生
労

働
省

主
催

の
研

修

災
害
医

療
セ

ン
タ

ー
に
お

い
て

は
、
厚

生
労
働
省

医
政

局
か
ら

委
託

を
受
け

た
「

日
本

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

員
養
成

研
修

」
を
実

施
し

、
都

道
府
県

か
ら
推
薦

さ
れ

た
１

１
９
病

院
４

７
５
名

が
参
加
し

た
。

平
成
１
９

年
度

１
０

０
病

院
５
９

５
名

→
平
成

２
０

年
度

１
１

９
病
院

４
７

５
名

（
平

成
１
６
年
度

７
病
院
３

５
名
）

ま
た
、

大
規

模
災

害
発
生

時
に

被
災
地

域
内
の
災

害
現

場
、
患

者
が

集
中
し

た
災

害
拠

点
病
院

や
広

域
医
療

搬
送

拠
点
等

に
お

い
て

、
参
集

し
た
災
害

派
遣

医
療

チ
ー
ム

（
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

）
を
有
機

的
に

組
織
し

、
指

揮
・
命

令
を

行
う

と
と
も

に
、

消
防
、

自
衛

隊
、
自

治
体

災
害

対
策
本

部
等
関
係

機
関

と
の

調
整
な

ど
を

適
切
か

つ
速
や
か

に
行

う
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

統
括
者

を
養

成
す

る
こ
と

を
目

的
と
し

て
、

厚
生
労

働
省

医
政

局
委
託

事
業
で
あ

る
「

統
括

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
研

修
」
を

災
害
医
療

セ
ン

タ
ー
で

実
施

し
、
４

１
道

府
県

よ
り
９

９
名

が
参
加

し
た

。

平
成
１
９

年
度

４
０

都
道

府
県

７
７

名
→

平
成
２

０
年
度

４
１
都
道

府
県

９
９
名

(
3
)
そ

の
他

内
閣
府

が
主

催
す

る
政
府

の
総

合
防
災

訓
練
（
広

域
医

療
搬
送

実
働

訓
練
）

へ
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

よ
り
職

員
を

派
遣
し

た
他

、
自

治
体
、

消
防
、
警

察
等

が
主

催
す
る

災
害

関
連
訓

練
へ
職
員

を
派

遣
す
る

等
の

協
力
を

実
施

し
て

い
る
。

ま
た
、

一
般

市
民

や
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
を

対
象
と
し

た
災

害
関
連

の
展

示
、
救

急
処

置
法

等
の
イ

ベ
ン

ト
の
実

施
、

地
域
の

医
師

会
会

員
等
へ

の
救
急
蘇

生
・

Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習

会
等

を
実
施

し
て
い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
へ

の
対

応
に

つ
い

て

平
成

２
１

年
４

月
２

８
日

に
厚

生
労

働
省

は
、

メ
キ

シ
コ

、
ア

メ
リ

カ
、

カ
ナ

ダ
に

お
い

て
「

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す

る
医
療

に
関

す
る
法

律
」
に
規
定

す
る
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症
が

発
生

し
た
こ

と
を

宣
言
し

た
。

我
が

国
に

お
け

る
水

際
対

策
と

し
て

、
４

月
２

６
日

に
厚

生
労

働
省

よ
り

メ
キ

シ
コ

直
行

便
に

対
す

る
検

疫
強

化
の

通
知

が
発

出
さ

れ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
厚

生
労

働
省

の
要

請
に

基
づ

き
、

検
疫

及
び

停
留

施
設

へ
の

応
援

の
た

め
、

国
立

病
院

機
構

よ
り

医
師

、
看

護
師

を
派

遣
し

た
（
平

成
２

１
年
５

月
３
１
日
現

在
、
５
１

病
院

よ
り
、

医
師

２
１

５
名
、

看
護

師
２
７

２
名
）
。

ま
た

、
医

療
体

制
の

整
備

と
し

て
、

各
都

道
府

県
の

要
請

等
に

基
づ

き
、

発
熱

外
来

を
開

設
（

平
成

２
１

年
６

月
１

日
ま

で
の

間
に

５
０

病

院
で
開

設
）

し
、
発

熱
相
談
セ
ン

タ
ー
か
ら

紹
介

さ
れ
た

新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

疑
い
患

者
の

診
察
等

に
当

た
っ

た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

６
８

：
災
害

等
に

お
け
る

活
動

〔
３
６

９
頁

〕

資
料

６
９

：
災
害

医
療

研
修
の

実
施

〔
３
７

０
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

６
災

害
等

に
お
け
る

活
動

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

災
害
に

備
え
日

常
の

準
備
、

訓
練

等
に
努

め
て

お
り

、
岩
手

・
宮
城
内
陸

地
震
の
際
に

は
３
病

・
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

実
績

：
○

院
か

ら
直

ち
に
医

療
班

を
派
遣

し
て

い
る
。

ま
た

、
災

害
医
療

研
修
も
実
施

す
る
な
ど
、

こ
れ
ら

う
と

し
て

い
る

場
合

に
は

、
医

療
班

の
派

遣
等

の
迅

速
か

つ
・

国
立

病
院

機
構

防
災

業
務

計
画

に
よ

り
、

病
院

ご
と

に
、

広
域

災
害

に
対

応
す

る
た

め
の

医
療

班
の

取
組

に
つ

い
て

評
価

す
る

。

適
切
な

対
応

を
図

っ
て
い

る
か

。
が

編
成

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
災

害
医

療
研
修
等

が
充

実
し
て

い
る

か
。

・
平

成
２

０
年

６
月

１
４

日
に

発
生

し
た

岩
手

・
宮

城
内

陸
地

震
の

際
も

、
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
、

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

及
び

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

か
ら
直

ち
に

医
療

班
を
現

地
へ

派
遣
し

た
。

（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

（
業

務
実

績
６

５
頁

参
照

）
・
岩

手
・

宮
城
内

陸
地

震
へ
の

医
療

班
を
迅

速
に

派
遣

し
、
現

地
で
の
適
切

な
活
動
を
行

っ
た
こ

・
災

害
医

療
研

修
に

つ
い

て
は

、
本

部
主

催
の

「
災

害
医

療
従

事
者

研
修

会
」

を
災

害
医

療
セ

ン
と

は
評

価
で
き

る
。

タ
ー

に
お

い
て

実
施

し
た

ほ
か

、
厚

生
労

働
省

医
政

局
か

ら
委

託
を

受
け

た
「

日
本

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
・

国
内

・
国

外
へ

の
災

害
現

場
へ

の
積

極
的

派
遣

を
評

価
す

る
。

員
養

成
研

修
」

や
「

統
括

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

研
修

」
を

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

実
施

し
、

各
都

道
・

災
害

発
生

後
速

や
か

な
対

応
を

可
能

に
す

る
の

は
平

時
の

良
き

準
備
体
制

が
整
っ
て
い

れ
ば
こ

府
県

か
ら

推
薦

さ
れ

た
者

が
多

数
参

加
す

る
な

ど
、

災
害

発
生

時
に

迅
速

に
対

応
で

き
る

体
制

を
そ

。
ま

さ
に

広
域

に
多

施
設

を
も

つ
機

構
と

し
て

の
大

き
な

社
会
的
役
割

。
研
修
会
な

ど
人
材

整
備

す
る

た
め

の
研

修
等

を
実

施
し

て
い

る
。
（
業

務
実

績
６
５

頁
）

養
成
に

も
力
点

が
置

か
れ
国

民
の

安
全
・

安
心

へ
の

奇
与
は

大
き
い
。
組

織
的
取
組
を

高
く
評

価
し

た
い

。

・
災

害
に

対
す
る

国
立

病
院
機

構
の

前
向
き

の
取

組
は

評
価
で

き
、
今
後
も

体
制
を
充
実

さ
せ
て

災
害
対

策
に
あ

た
っ

て
も
ら

い
た

い
。

・
日

常
の

準
備
、

体
制

づ
く
り

、
訓

練
等
に

努
め

、
災

害
発
生

時
に
は
迅
速

か
つ
適
切
に

対
応
し

て
い

る
。

・
災

害
発

生
へ
の

対
応

も
重
要

だ
が

日
常
の

訓
練

も
必

要
で
あ

り
、
そ
の
面

で
も
高
い
評

価
が
で

き
る

。

・
災

害
等

の
活
動

は
、

常
日
頃

の
準

備
・
訓

練
が

必
要

で
あ
る

。
統
括
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
研
修
は

参
加
者

が
１
９

年
度
よ

り
２

２
名
増

加
す

る
な
ど

熱
心

な
取

組
み
が

う
か
が
え
る

一
方
、
災
害

医
療
従

事
者
研

修
、
日

本
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

隊
員

養
成
研

修
な

ど
や

や
参
加

者
が
減
少
し

た
も
の
も
あ

る
。
内

容
の
充

実
を
期

待
す

る
。

（
そ

の
他

の
意
見

）

・
災

害
等

に
お
け

る
活

動
は
、

平
常

時
か
ら

の
体

制
整

備
・
訓

練
が
必
要
で

あ
る
に
も
か

か
わ
ら

ず
平
常

時
で
は

そ
の

成
果
が

見
え

に
く
い

と
い

う
問

題
が
あ

る
。
し
か
し

な
が
ら
今
後

も
地
道

な
ノ
ウ

ハ
ウ
の

積
重

ね
、
及

び
そ

の
普
及

に
努

め
て

い
た
だ

く
こ
と
を
期

待
す
る
。
ま

た
、
一

般
国
民

に
も
わ

か
り

や
す
い

広
報

活
動
も

期
待

し
た

い
。

・
広

報
活

動
（
災

害
関

連
活
動

の
展

示
な
ど

）
救

急
処

置
法
の

イ
ベ
ン
ト
の

実
践
の
重
要

性
は
地

域
住
民

の
安
全

・
安

心
に
大

き
く

寄
与
す

る
も

の
。

・
災

害
医

療
従
事

者
研

修
会
に

つ
い

て
は
、

よ
り

多
く

の
職
員

が
参
加
す
る

よ
う
努
力
を

図
ら
れ

た
い

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
３

業
務

運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
企
業

会
計
原
則
の
下
、
収
支
相
償
（
経

を
達
成
す
る
た
め
に
と
る

べ
き
措
置

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

常
損

益
ベ

ー
ス

。
以

下
同

じ
。
）

の
運

営
企

業
会

計
原

則
が

適
用

さ
れ

る
こ

と
る

べ
き

措
置

個
々
の

病
院
に

お
い

て
も
可

能
な

限
り
収

支
相

償
を

目
指
す

た
め

、
事
業

規
模

、
サ
ー

ビ
ス

内
容

・
体
制

、
将
来
の
施

設
整
備
投
資

等
に
必

が
求

め
ら

れ
る

独
立

行
政

法
人

の
趣

旨
に

対
応

し
て

、
会

計
ル

ー
ル

を
見

直
す

月
次

決
算

に
つ

い
て

は
、

平
要

な
資

金
の

確
保

等
に

関
す

る
方

策
に

つ
い

て
、

現
在

の
患

者
数

等
を

前
提

に
「

人
、

物
、

資
金

」
の

最
適

化
を
図
る
経

営
改
善
計
画

（
再
生

を
十

分
に

踏
ま

え
、

国
立

病
院

機
構

の
と

と
も

に
、

部
門

別
決

算
、

月
次

決
算

成
２

０
年

度
に

お
い

て
も

引
き

プ
ラ

ン
）

を
策
定

し
、

平
成
２

０
年

度
か
ら

実
施

す
る

と
と
も

に
、

平
成
２

０
年

度
診
療

報
酬

改
定

の
影
響

を
早
急
に
把

握
し
、
新
た

な
基
準

業
務

運
営

全
般

に
わ

た
っ

て
抜

本
的

な
等

を
導

入
す

る
。

ま
た

、
財

務
面

に
お

続
き

、
全

施
設

に
お

い
て

着
実

等
の

取
得

や
効
率

的
・

効
果
的

な
医

療
の
提

供
を

通
じ

て
増
収

を
図

る
と
と

も
に

コ
ス
ト

削
減

に
努

め
た
。

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

機
い

て
は

、
国

立
病

院
機

構
全

体
と

し
て

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

部
門

構
全

体
と

し
て

収
支

相
償

の
経

営
を

目
収

支
相

償
（

経
常

損
益

ベ
ー

ス
。

以
下

別
決

算
に

つ
い

て
も

そ
の

実
施

指
し

て
業

務
の

効
率

化
を

一
層

図
る

こ
同

じ
。
）

の
経

営
を

目
指

す
。

こ
れ

ら
と

に
努

力
し

、
引

き
続

き
各

病
院

と
。

併
せ

、
以

下
の

業
務

の
効

率
化

を
推

進
が

そ
の

財
務

状
況

を
確

実
に

把

す
る
。

握
で

き
る

体
制

の
確

立
に

努
め

る
。

１
効
率
的
な
業
務
運
営
体
制
の
確

立
１

効
率

的
な
業
務
運
営
体
制
の
確
立

１
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
の

１
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
の

確
立

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

と
な

る
よ

国
立

病
院

機
構

に
お
い

て
は

、
本
部

確
立

う
、

組
織

の
役

割
分

担
の

明
確

化
、

管
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

、
院

内
組

織
及

び
職

理
体

制
の

再
編

成
、

弾
力

的
な

組
織

の
員

配
置

等
に

つ
い

て
、

効
率

的
な

運
営

構
築

を
行

い
、

加
え

て
、

そ
の

期
待

さ
が
可
能
と
な
る
組
織
と
す

る
。

れ
る

使
命

を
確

実
か

つ
効

果
的

に
果

た

せ
る

よ
う

人
員

配
置

等
に

つ
い

て
見

直
（

１
）

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
の

役
割

（
１

）
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

（
１

）
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

の
役

割
分

担
し
等
を
行
う
こ
と
。

分
担

の
役

割
分

担

ま
た

、
看

護
師

等
養

成
所

に
つ

い
て

は
、
質
の
高
い
養
成

を
行
う
と
と
も
に
、

①
役
割
分
担

①
役

割
分

担
①

役
割

分
担

効
率

的
な

運
営

の
観

点
か

ら
再

編
成

を
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
の
役
割

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
の

役

行
う
こ
と
。

分
担
を
明
確
化
し
、
同
一
業
務
を

割
分

担
に

基
づ

く
管

理
業

１
．

本
部

の
役

割

分
掌
し
な
い
体
制
と
す
る
と
と
も

務
の

充
実

を
図

っ
て

い
く
。

５
部

１
４

課
体
制

で
、

月
次
決

算
、

年
度
計

画
、

増
員

計
画
、

投
資

計
画
、

臨
床

研
究
等

の
業

務
を

病
院
と

直
接
行
う
な

ど
、
労
務
管

理
等
も

に
、
効
率
的
な
組
織
運
営
と
す
る
。

と
り

わ
け

、
ブ

ロ
ッ

ク
事

含
め
管

理
業

務
の
充

実
を

図
る
と

と
も

に
、
医

薬
品

、
医

療
機
器

及
び

医
事
会

計
シ

ス
テ
ム

の
購

入
に

係
る
共

同
入
札
を
実

施
し
た
。

こ
の
た
め
、
管
理
業
務
は
原
則
本

務
所

に
お

け
る

業
務

に
つ

さ
ら

に
、

部
門
別

決
算

の
実
施

及
び

各
病
院

の
月

次
評

価
会
の

状
況

把
握
に

努
め

、
経
営

管
理

指
標

、
委
託

費
等
契
約
実

績
の
比
較
、

並
び
に

部
が
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
地
方

い
て

は
、

引
き

続
き

病
院

改
善
事

例
の

取
り
ま

と
め

を
行
う

な
ど

に
よ
り

問
題

点
を

把
握
し

経
営

改
善
計

画
の

参
考
に

し
た

。

で
実
施
し
た
方
が
合
理
的
で
効
率

の
支

援
機

能
を

更
に

強
化

的
な
業
務
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク

し
た

管
理

業
務

を
実

施
し

２
．

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
の

役
割

毎
に
事
務
所
を
設
置
し
て
処
理
す

て
い

く
。

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

に
お

い
て
は

、
１

部
５
課

体
制

又
は

１
部
４

課
（

室
）
体

制
で

、
本
部

と
管

内
病

院
と
の

連
絡
調
整
等

の
支
援
業
務

を
行
っ

る
こ
と
と
す
る
。

た
。

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
は
、
病
院
の

ま
た

、
管

内
基
幹

病
院

の
院
長

か
ら

選
任
し

た
ブ

ロ
ッ

ク
担
当

理
事

の
下
、

管
内

の
人
事

交
流

の
促

進
を
目

的
と
す
る
人

事
調
整
会
議

を
設
置

事
務
処
理
支
援
機
能
に
重
点
を
置

し
、
管

内
の

人
事
異

動
及

び
職
員

の
採

用
を
行

い
、

併
せ

て
病
院

の
設

計
を
し

、
労

務
管
理

、
職

員
研

修
、
医

療
消
耗
品
等

の
共
同
入
札

、
再
生

い
た
組
織
運
営
と
す
る
。

プ
ラ
ン

策
定

等
の
支

援
業

務
や
監

査
指

導
を
実

施
し

た
。

３
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

及
び

支
援

（
第

２
の

２
の

４
参

照
）

平
成

２
０

年
３
月

末
に

本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の

経
営

改
善
計

画
（

再
生

プ
ラ
ン

）
を
支
援
す

る
た
め
、
経

営
手
腕

を
発
揮

し
て

い
る
院

長
及

び
副
院

長
等

に
再
生

プ
ラ

ン
特

別
顧
問

を
委

嘱
す
る

と
と

も
に
、

本
部

及
び

ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所
に

お
い
て
専
属

チ
ー
ム

を
設
け

、
年

度
計
画

に
対

し
て
経

常
収

支
が
著

し
く

下
回

っ
て
い

る
病

院
へ
の

個
別

訪
問
を

行
っ

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
効
率
的
な
管
理
組
織
体
制

②
効

率
的

な
管

理
組

織
体

制
②

効
率

的
な

管
理

組
織

体
制

平
成

１
５

年
度

末
の
８

ブ
ロ

ッ
ク
を

本
部

と
北

海
道

東
北

、
関

東

平
成

１
６

年
４

月
１

日
に

６
ブ

ロ
ッ

ク
信

越
、

東
海

北
陸

、
近

畿
、

中
１

．
６

ブ
ロ

ッ
ク

に
よ

る
効

率
的

な
管

理
業

務
の

継
続

に
改
組

す
る
。

国
四

国
及

び
九

州
ブ

ロ
ッ

ク
の

北
海

道
東

北
、
関

東
信

越
、
東

海
北

陸
、
近

畿
、

中
国

四
国
及

び
九

州
ブ
ロ

ッ
ク

の
６
ブ

ロ
ッ

ク
体

制
に
よ

る
効
率
的
な

管
理
組
織
体

制
を
継

ま
た

、
機

構
本

部
・
ブ

ロ
ッ

ク
の
職

６
ブ

ロ
ッ

ク
体

制
に

よ
る

効
率

続
し
た

。
本

部
・
ブ

ロ
ッ

ク
合
計

の
職

員
数
は

平
成

１
９

年
度
と

同
様

に
２
９

１
名

で
、
効

率
的

な
管

理
組
織

体
制
を
維
持

し
た
。

員
配

置
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度
的

な
管

理
業

務
を

継
続

す
る

。

末
の

本
省

国
立

病
院

部
及

び
地

方
厚

生
ま

た
、
営

繕
業

務
に

つ
い

て
、

２
．

組
織

的
な

内
部

監
査

の
実

施

（
支

）
局

病
院

管
理

部
の

定
員

３
８

８
質

の
向

上
と

業
務

量
に

応
じ

た
内
部

監
査

に
つ
い

て
は

、
業
務

の
適

正
か
つ

能
率

的
な

執
行
を

図
る

と
と
も

に
会

計
処
理

の
適

正
を

期
す
こ

と
を
目
的
と

し
た
内
部
監

査
計
画

名
か

ら
平

成
１

６
年

４
月

１
日

に
本

部
処

理
を

図
る

た
め

、
組

織
体

制
に

よ
り

、
新

た
に
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
も

重
点

項
目

を
定
め

、
実

施
に
当

た
っ

て
は
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

と
と
も
に
、

書
面
及
び
実

地
に
よ

・
ブ

ロ
ッ

ク
合

計
の

職
員

数
を

２
９

１
の

見
直

し
を

行
う

。
る

内
部

監
査

を
効
率

的
に

実
施
し

た
。

名
へ
見

直
し
を
行
う
。

な
お

、
平

成
２
０

年
度

か
ら
は

、
監

事
１
名

を
常

勤
化

し
、
内

部
統

制
・
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

強
化

に
努

め
た
と

こ
ろ
で
あ
り

、
平
成
２
１

年
度
に

お
い
て

は
、

本
部
組

織
内

を
見
直

し
、

内
部
監

査
を

実
施

す
る
組

織
の

明
確
化

と
専

任
職
員

の
配

置
（

本
部
業

務
監
査
室
の

新
設
）
を
行

う
こ
と

と
し

た
。

（
平
成

１
９

年
度
重

点
項

目
）

「
契
約

、
支
払

、
債

権
管
理

、
投

資
効
果

、
現

金
等

の
管
理

、
個

人
情
報

保
護

法
に
関

す
る

事
項

、
医
療

安
全
に
関
す

る
事
項
、
給

与
、
勤

務
時
間

管
理
等

に
関

す
る
事

項
」

（
平
成

２
０

年
度
重

点
項

目
）

「
契
約

、
支
払

、
収

入
管
理

、
債

権
管
理

、
投

資
効

果
、
現

金
等

の
管
理

、
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
関
す
る
事

項
、
個
人
情

報
保
護

法
に
関

す
る
事

項
、

医
療
安

全
管

理
に
関

す
る

事
項

、
給
与

、
勤

務
時
間

管
理

等
に
関

す
る

事
項

」

ま
た

、
実

地
監
査

の
標

準
化
を

目
的

と
し
て

、
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
が

行
う
実

地
監

査
に
他

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

の
監
査
担
当

者
を
試
行
的

に
参
加

（
６
箇

所
）

さ
せ
た

ほ
か

、
契
約

事
務

に
関
し

て
一

層
の

適
正
性

を
担

保
す
る

た
め

、
監
事

と
連

携
し

た
い
わ

ゆ
る
抜
打
監

査
を
実
施
し

た
。

(
1
)

書
面
監

査

各
病
院

に
お
い

て
自

己
評
価

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

に
基

づ
く
自

己
評

価
を
行

い
、

自
己
評

価
の

内
容

に
つ
い

て
書
面
に
よ

る
監
査
を
実

施
。

（
実

施
数

）
本

部
（

１
箇

所
）
、
全

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

（
６
箇

所
）

及
び

全
病
院

（
１
４
５
病

院
）
に
対
し

て
実
施
。

(
2
)

実
地
監

査

平
成
１

９
年

度
に

実
地
監

査
を

行
わ
な

か
っ
た
病

院
の

ほ
か
、

外
部

監
査
機

関
の

監
査

結
果
等

か
ら

必
要
と

認
め

る
病
院

、
監

事
や

会
計
監

査
人
か
ら

の
意

見
等

を
踏
ま

え
必

要
と
認

め
る
病
院

、
会

計
に
関

す
る

非
違
行

為
の

あ
っ

た
病
院

、
書

面
監
査

の
実

施
状
況

等
を

踏
ま

え
、
本

部
、
各
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
が

特
に

必
要
と

判
断
し
た

病
院

を
対
象

に
実

地
に
よ

る
監

査
を

実
施
。

（
実

施
数
）

１
４
５
病

院
中

、
５
６

病
院

に
対

し
実
施

（
主

な
指
摘

事
項

）

・
契
約
に

関
し

、
契
約

審
査

会
で
審

議
す

べ
き

事
案
が

諮
ら

れ
て
い

な
い

。

・
支
払
に

関
し
、
フ
ァ

ー
ム
バ

ン
キ

ン
グ
の

取
扱

い
に
つ

い
て
、
出
金

権
限
者

と
デ

ー
タ
作

成
権

限
者

と
が
同

一
人

物
と
な

っ
て

い
る
。

・
収
入
管

理
に

関
し
、

計
算

誤
り
等

に
よ

り
一

旦
領
収

し
た

領
収
証

を
廃

棄
す
る

際
、

病
院

控
え
の

み
を
廃
棄
処

理
し
て
い
る

。

・
コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

に
関

し
、
新

規
採

用
者

に
対
し

て
、

コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

推
進

規
程

等
の
周

知
が
図
ら
れ

て
い
な
い
。

(
3
)
臨

時
（

抜
打

）
監

査

平
成
２

０
年

度
臨

時
（
抜

打
）

監
査
は

、
平
成
２

０
年

１
２
月

以
降

「
書
面

監
査

で
見

る
限
り

契
約

の
不
備

が
多

い
」
な

ど
、

平
成

２
０
年

度
内
部
監

査
（

実
地

監
査
）

を
実

施
し
て

い
な
い
病

院
の

中
か
ら

７
病

院
に
対

し
て

実
施

。
監
査

結
果

に
つ
い

て
は

、
契
約

関
係

書
類

が
未
整

理
で
あ
る

も
の

、
ま

た
、
随

意
契

約
と
し

た
根
拠
に

係
る

証
憑
が

残
さ

れ
て
い

な
い

も
の

が
確
認

さ
れ

た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
０

：
平
成

２
０

年
内
部

監
査

概
要

〔
３

７
１

頁
〕

資
料

７
１

：
中
期

的
観

点
か
ら

の
個

別
病
院

の
経

営
改

善
に
つ

い
て

〔
３
７

４
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
弾
力
的
な
組
織
の
構
築

（
２

）
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

（
２

）
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

①
院

内
組

織
の

効
率

的
・

弾
力

的
な

構
①

院
内

組
織

の
効

率
的

・
弾

力
①

院
内

組
織

の
効

率
的

・
弾

力
的

な
構

築
築

的
な

構
築

効
率

的
な

体
制

の
標

準
型

に
基

づ
平

成
１

６
年

度
の

組
織

体
制

病
院
内

の
組
織

に
つ

い
て
は

各
病

院
の
地

域
事

情
や

特
性
に

考
慮

し
た
体

制
と

し
た
。

き
、

各
病

院
に

係
る

地
域

事
情

や
特

性
を

基
本

に
、

４
か

年
度

の
運

営

を
考

慮
し

た
、

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
状

況
も

踏
ま

え
つ

つ
各

病
院

に
１

．
診

療
部

門

す
る
。

係
る

地
域

事
情

や
特

性
を

考
慮

診
療

部
門

の
組
織

体
系

に
つ
い

て
は

、
部
長

数
、

医
長

数
は
部

下
数

や
、
地

域
事

情
に
考

慮
し

た
組

織
で
、

効
率
的
・
弾

力
的
な
組
織

体
制
と

し
た

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
す

し
た
。

る
。

２
．

事
務

部
門

収
益

と
費

用
を
一

元
管

理
す
る

企
画

課
、
庶

務
及

び
労

務
を
司

る
管

理
課
の

２
課

体
制
で

効
率

的
な

体
制
を

維
持
し
た
。

ま
た

、
病

床
規
模

に
応

じ
た
事

務
部

門
の
見

直
し

及
び

組
織
の

一
元

化
を
検

討
し

、
平
成

２
１

年
度

期
首
に

事
務
部
長
制

か
ら
事
務
長

制
に
２

病
院
の

移
行

と
平
成

２
０

年
４
月

に
組

織
の
一

元
化

（
松

本
病
院

と
中

信
松
本

病
院

の
事
務

部
の

統
合

）
を
１

ケ
ー
ス
実
施

し
た
。

な
お

、
平

成
２
０

年
１

２
月
１

日
に

南
横
浜

病
院

を
廃

止
し
た

こ
と

に
よ
り

事
務

長
制
病

院
で

△
１

と
な
っ

て
い
る
。

平
成

２
０

年
度

平
成
２
１

年
度

期
首

差
引

・
事
務

部
長
制

１
１
５

病
院

１
１
３
病

院
△
２
病

院

・
事
務

長
制

３
０

病
院

３
１
病

院
１
病

院
（

南
横
浜

病
院

廃
止
に

よ
る

△
１

）

３
．

臨
床

研
究

部
門

臨
床

研
究

部
門
の

組
織

体
系
に

つ
い

て
、
研

究
実

績
に

よ
る
評

価
を

基
に
組

織
の

見
直
し

に
着

手
し

、
平
成

２
１
年
度
期

首
に
臨
床
研

究
セ
ン

タ
ー
１

０
か

所
（
平

成
２

０
年
度

期
首

１
０
か

所
）
、
臨

床
研

究
部
６

１
か

所
（

平
成
２

０
年
度
期
首

６
０
か
所
）

の
体
制
と

し
た

。

②
組
織
運
営
の
方
針

②
組

織
運

営
の

方
針

②
組

織
運

営
の

方
針

ア
副

院
長
複
数
制
の
導

入
ア

副
院

長
複

数
制

の
導

入
ア

副
院

長
複

数
制

の
導

入
病

院
の

機
能

に
応

じ
て

特
命

事
項

副
院

長
複

数
制

及
び

特
命

を
担

う
副

院
長

の
設

置
を

可
能

と
す

副
院

長
を

引
き

続
き

設
置

し
副
院

長
の

役
割

と
院
内

で
の

位
置
づ

け
を
明
確

化
し

、
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は

、
院
長

等
が

非
常
勤

理
事

を
兼
ね

る
仙

台
医

療
セ
ン

る
と

と
も

に
、

副
院

長
の

役
割

と
院

て
い

く
。

タ
ー
、

東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
、

名
古
屋

医
療
セ
ン

タ
ー

、
大
阪

医
療

セ
ン
タ

ー
の

４
病

院
及
び

、
組

織
一
元

化
を

行
っ
た

ま
つ

も
と

医
療
セ

内
で
の
位

置
づ
け
を
明
確
化
す
る
。

ン
タ

ー
で

副
院

長
複

数
制

を
導

入
し

た
。

ま
た

、
そ

れ
以

外
の

病
院

に
お

い
て

も
、

機
能

に
応

じ
て

特
命

事
項

を
担

う
副

院
長

を
、

平
成

１
９
年

度
ま

で
に

設
置
し

た
医

王
病
院

に
加
え
、

平
成

２
０
年

度
新

た
に
、

西
札

幌
病

院
、
福

島
病

院
、
名

古
屋

医
療
セ

ン
タ

ー
、

大
阪
医

療
セ
ン

タ
ー

に
お

い
て
設

置
し

、
病
院

経
営
、
地

域
医

療
連
携

、
看

護
師
確

保
、

再
編

成
等
の

特
命

事
項
に

取
り

組
ん
で

い
る

。

な
お

、
２

病
院

（
北
海

道
が

ん
セ
ン

タ
ー
及
び

函
館

病
院
）

に
つ

い
て
は

複
数

副
院

長
か
ら

１
人

副
院
長

に
戻

し
て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

イ
地

域
医
療
連
携
室
の

設
置

イ
地

域
医

療
連

携
室

の
設

置
イ

地
域

医
療

連
携

室
の

設
置

す
べ

て
の

病
院

に
地

域
医

療
連

携
【

平
成

１
６

年
度

全
施

設
設

室
を

設
置

し
て

、
地

域
医

療
と

の
連

置
済

】
地
域

医
療

と
の

連
携
強

化
を

図
る
た

め
、
全
て

の
病

院
に
地

域
医

療
連
携

室
を

設
置

し
、
平

成
１

９
年
度

ま
で

に
１
１

４
病

院
で

専
任
の

携
へ
の
取

組
を
強
化
す
る
。

全
施

設
に

設
置

さ
れ

て
い

職
員
（

２
３

１
名

）
を
配

置
し

た
と
こ

ろ
で
あ
り

、
平

成
２
０

年
度

新
た
に

４
病

院
で

専
任
の

職
員

を
配
置

し
た

が
、
す

で
に

専
任

化
を
行

る
地

域
医

療
連

携
室

の
専

任
っ
て
い

た
南

横
浜

病
院
の

廃
止

に
よ
り

、
１
１
７

病
院

で
専
任

の
職

員
（
３

０
３

名
）

を
配
置

し
紹

介
率
等

の
向

上
を
図

っ
た

。

職
員

を
増

や
し

て
い

く
。

新

た
に

４
施

設
で

専
任

化
を

図
・

紹
介
率

平
成
１

９
年

度
平

成
２

０
年
度

る
。

２
０
％

未
満

１
４
病

院
→

１
３

病
院
（

△
１
病
院
）

２
０
％

以
上

４
０
％

未
満

４
０
病

院
→

３
７

病
院
（

△
３
病
院
）

４
０
％

以
上

６
０
％

未
満

５
４
病

院
→

５
２

病
院
（

△
２
病
院
）

６
０
％

以
上

８
０
％

未
満

３
２
病

院
→

３
５

病
院
（

３
病
院
）

８
０
％

以
上

６
病

院
→

８
病
院
（

２
病
院
）

・
逆
紹
介

率
平

成
１

９
年
度

平
成

２
０

年
度

２
０

％
未

満
２

２
病

院
→

２
２

病
院

（
０

病
院

）

２
０

％
以

上
４

０
％

未
満

７
０

病
院

→
５

７
病

院
（

△
１

３
病

院
）

４
０

％
以

上
６

０
％

未
満

３
４

病
院

→
４

２
病

院
（

８
病

院
）

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

１
６

病
院

→
１

２
病

院
（

△
４

病
院

）

８
０

％
以

上
４

病
院

→
１

２
病

院
（

８
病

院
）

ウ
医

療
安
全
管
理
室
の

設
置

ウ
医

療
安

全
管

理
室

の
設

置
ウ

医
療

安
全

管
理

室
の

設
置

す
べ

て
の

病
院

に
医

療
安

全
管

理
【

平
成

１
６

年
度

全
施

設
設

室
を

設
置

し
て

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

置
済

】
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

取
組

み
の

強
化

を
図

る
た

め
、

す
べ

て
の

病
院

に
医

療
安

全
管

理
室

を
設

置
し

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
に

ン
ト
へ
の

取
組
を
強
化
す
る
。

全
施

設
設

置
さ

れ
て

い
る

１
４
２

病
院

で
専

任
の
職

員
を

配
置
し

た
と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

平
成

２
０
年

度
に

お
い

て
は
、

す
で

に
専
任

化
を

行
っ
て

い
た

南
横

浜
病
院

医
療

安
全

管
理

室
の

専
任

職
の
廃
止

に
よ

り
、

１
４
１

病
院

で
専
任

の
職
員
を

配
置

し
、
各

病
院

に
お
け

る
院

内
で

の
報
告

体
制

や
責
任

体
制

を
明
確

化
し

て
い

る
。

員
を

増
や

し
て

い
く

。

エ
看

護
部
門
の
改
革

エ
看

護
部

門
の

体
制

強
化

エ
看
護
部
門
の
体
制
強
化

看
護

部
門

に
つ

い
て

は
、

病
棟

部
看

護
部

門
に

つ
い

て
は

、

門
と

外
来

部
門

の
連

携
の

推
進

を
は

病
棟

部
門

と
外

来
部

門
の

連
病
棟

部
門

に
は

必
要
な

職
員

数
は
す

べ
て
常
勤

職
員

で
配
置

し
、

外
来
部

門
に

は
看

護
師
長

等
の

管
理
者

な
ど

の
常
勤

職
員

は
配

置
す
る

じ
め

、
効

率
的

・
効

果
的

な
運

営
体

携
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

病
も
の
の

、
短

時
間

の
非
常

勤
職

員
の
確

保
が
可
能

で
あ

る
場
合

は
外

来
受
付

時
間

や
外

来
診
療

時
間

帯
に
合

わ
せ

た
非
常

勤
職

員
の

配
置
を

制
と
す
る

。
棟

部
門

に
つ

い
て

は
、

医
療

極
力
行

う
な

ど
、

サ
ー
ビ

ス
水

準
の
維

持
を
図
り

つ
つ

、
病
棟

部
門

・
外
来

部
門

の
連

携
を
行

う
な

ど
の
効

率
的

・
効
果

的
な

運
営

を
目
指

の
質

の
向

上
を

図
り

、
よ

り
し
た
看

護
師

配
置

と
し
た

。

効
率

的
・

効
果

的
な

病
院

運
ま
た

、
看

護
師

の
キ
ャ

リ
ア

パ
ス
制

度
の
充
実

の
た

め
、
専

任
の

教
育
担

当
師

長
、

認
定
看

護
師

及
び
専

門
看

護
師
を

配
置

し
体

制
整
備

営
が

行
え

る
よ

う
引

き
続

き
を
図
っ

た
。

上
位

基
準

取
得

に
必

要
な

看

護
師

の
確

保
を

図
る

と
と

も
専

任
教

育
担

当
師

長
認

定
看

護
師

専
門

看
護

師

に
、
外

来
部

門
に

つ
い

て
は
、

平
成

１
９
年

度
２
５

病
院

８
１
病

院
１
８

６
名

４
病

院
４

名

常
勤

職
員

及
び

非
常

勤
職

員
平
成

２
０
年

度
４
５

病
院

８
６
病

院
２
５

３
名

４
病

院
５

名

の
よ

り
効

率
的

な
配

置
を

行

う
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

オ
事

務
部
門
の
改
革

オ
事

務
部

門
の

改
革

オ
事

務
部

門
の

改
革

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

従
来

の
事

務
部

門
に

つ
い

て
は

、

管
理

業
務

主
体

の
組

織
か

ら
経

営
企

企
画

部
門

と
管

理
部

門
の

２
企
業

会
計

原
則

に
基
づ

く
的

確
な
経

営
状
況
の

把
握

、
経
営

状
態

を
踏
ま

え
た

適
正

な
運
営

、
経

営
戦
略

の
立

案
に
あ

た
る

企
画

課
と
、

画
重
視
の

組
織
と
す
る
。

課
体

制
に

よ
る

効
率

的
・

効
庶
務
及

び
労

務
を

司
る
管

理
部

門
に
あ

た
る
管
理

課
の

２
課
体

制
で

効
率
的

な
組

織
体

制
と
し

た
。

ま
た
、

部
門

別
決
算

を
実

施
し

、
各
部

果
的

な
運

営
を

継
続

す
る

と
門
毎
の

経
営

状
況

の
把
握

を
行

っ
た
。

な
お
、
事

務
職

に
つ
い

て
は

、
総
人

件
費

改
革

に
取
り

組
む

た
め
平

成
１

９
年
度

２
，

６
０

０
名
→

と
も

に
、

部
門

別
決

算
の

実
平
成
２

０
年

度
２

，
５
７

４
名

と
全
体

と
し
て
は

抑
制

を
図
っ

て
い

る
中
、

診
療

情
報

管
理
士

に
つ

い
て
は

平
成

１
９
年

度
４

０
名

→
平
成

施
に

努
め

る
。

２
０
年

度
６

５
名

と
振
替

増
員

し
て
い

る
。

ま
た

、
病

床
規

模
に

応
じ

さ
ら

に
、

平
成

２
０
年

度
に

お
い
て

は
、
医
事

業
務

研
修
（

受
講

者
１
６

８
名

）
を

実
施
し

、
病

院
経
営

に
お

け
る
医

事
業

務
の

重
要
性

た
体

制
の

見
直

し
を

図
る

。
を
理
解

さ
せ

る
と

と
も
に

、
診

療
部
門

に
対
し
、

経
営

的
な
視

点
か

ら
積
極

的
に

提
言

を
行
え

る
人

材
の
育

成
を

図
っ
た

。

カ
営

繕
機

能
の

強
化

カ
営

繕
機

能
の

強
化

大
規

模
建

替
病

院
に

営
繕

の
専

門
職

員
を

期
間

を
限

定
平
成

２
０

年
４

月
よ
り
、
施
設

整
備
業

務
の

現
場

に
お
け

る
工
事
の
監

理
等
を
通
じ

て
、
適
切

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル

管
理

を
図
る

と
と

も
に
、

し
て

常
駐

さ
せ

、
病

院
で

の
品

質
等

を
向

上
さ

せ
る

観
点

か
ら

、
大

規
模

建
替

病
院

の
２

病
院

(
埼

玉
病

院
、

横
浜

医
療

セ
ン

タ
ー

)
に

つ
い

て
､
営

繕
の

専
門

職
員

４
名

工
程

管
理

な
ど

体
制

の
強

化
（
各
病

院
２

名
）

を
配
置

し
、

工
事
監

理
業
務
、

病
院

内
の
調

整
業

務
及
び

本
部

と
の

連
絡
調

整
業

務
を
行

っ
た

。

を
図

る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
２

：
複
数

制
副

院
長
の

設
置

状
況
〔

３
７

７
頁

〕

資
料

７
３

：
専
任

の
職

員
を
配

置
し

た
病
院

〔
３

７
９

頁
〕

③
個

々
の

病
院

ご
と

の
総

合
的

③
個

々
の

病
院

ご
と

の
総

合
的

検
証

検
証 平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は
、

各
病
院

に
お

け
る

政
策
医

療
、

地
域
医

療
事
情
、

経
営

状
況
等

に
つ

い
て
、

こ
れ

ま
で

活
用
し

て
き

た
臨
床

評
価

指
標
、

経
営

分
析

シ
ス
テ

個
々

の
病

院
ご

と
に

、
政

策
医

ム
な
ど
に

よ
り

把
握

す
る
と

と
も

に
、
平

成
２
２
年

度
末

で
の
総

合
的

な
検
証

に
向

け
て

、
把
握

手
法

や
検
証

の
枠

組
み

に
つ

い
て

の
検
討
に

療
、

地
域

医
療

事
情

、
経

営
状

着
手
し
た

。

況
等

を
総

合
的

に
検

証
し

、
必

特
に
、

政
策

医
療

ご
と
の

収
支

状
況
等

を
分
析
す

る
手

法
や
経

営
分

析
シ
ス

テ
ム

（
第

２
の
２

の
（

５
）
の

２
参

照
）

に
お

け
る

、
政
策
医

要
な

措
置

を
講

じ
る

取
組

に
着

療
ご
と
の

損
益

計
算

・
各
種

経
営

管
理
指

標
の
算
出

機
能

の
追
加

に
つ

い
て
検

討
を

開
始

し
た
。

手
す

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
３
）
職
員
配
置

（
３

）
職

員
配

置
（

３
）

職
員

配
置

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
置

数
に

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配

つ
い

て
は

、
各

職
員

の
職

務
と

職
責

を
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
０

年
１

．
業

務
量

の
変

化
に

対
応

し
た

柔
軟

な
配

置

考
慮

し
て

、
適

切
な

も
の

と
す

る
と

と
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

各
管

理
部

門
等

各
部

門
に

お
い

て
、

常
勤

職
員

と
非

常
勤

職
員

と
に

よ
る

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

軟
な

配
置
と
し
た

。

も
に

、
業

務
量

の
変

化
に

対
応

し
た

柔
職

員
の

職
務

と
職

責
を

考
慮

し
、

軟
な
配
置
が
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。

常
勤

職
員

と
短

時
間

非
常

勤
職

(
1
)

病
棟

部
門

員
に

よ
る

業
務

量
の

変
化

に
対

病
棟

部
門

に
は

必
要

な
職

員
数

は
す

べ
て

常
勤

職
員

で
配

置
し

た
。

ま
た

、
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

に
よ

り
、
上

位
基
準

が
取

得
可

能
な
病

応
し

た
柔

軟
な

配
置

と
す

る
。

院
及
び
特

定
集

中
治

療
室
な

ど
の

施
設
基

準
が
取
得

可
能

な
病
院

に
は

必
要
な

人
員

を
配

置
し
、

収
支

の
改
善

を
図

っ
た
。

ま
た

、
職

員
一

人
当

た
り

の

生
産

性
指

標
に

着
目

し
、

職
員

(
2
)

外
来

部
門

配
置

の
見

直
し

に
着

手
す

る
。

外
来
部

門
に

は
看

護
師
長

等
の

管
理
者

な
ど
の
常

勤
職

員
は
配

置
す

る
も
の

の
、

短
時

間
の
非

常
勤

職
員
の

確
保

が
可
能

で
あ

る
場

合
は
外

来
受
付
時

間
や

外
来

診
療
時

間
帯

に
合
わ

せ
た
非
常

勤
職

員
の
配

置
を

行
っ
た

。

(
3
)

育
児
短

時
間

勤
務

育
児
休

業
法
に

定
め

る
育
児

短
時

間
勤
務

を
平

成
１

９
年
８

月
に

導
入
し

、
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

『
子

育
て
中

の
み
な
さ
ま

へ
』
等
に
よ

り
職
員

へ
周
知
し

た
と

こ
ろ

、
平
成

２
０

年
度
は

、
１
０
７

名
が

取
得
し

た
。

平
成

１
９
年

度
３
０
名

→
平
成

２
０

年
度

１
０

７
名

２
．

技
能

職
常

勤
職

員
の

離
職

後
の

不
補

充

技
能

職
に

つ
い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

１
４

３
名
を

削
減

す
る
計

画
の

と
こ
ろ

、
こ

れ
を

大
幅
に

上
回
る
２
３

９
名
の
純
減

を
図
っ

た
。 こ
れ

ま
で

の
削
減

状
況

平
成

１
６
年

度
純
減
数

２
５

８
名

純
減
率

７
．
２
％

平
成

１
７
年

度
純
減
数

２
１

１
名

純
減
率

５
．
９
％

平
成

１
８
年

度
純
減
数

２
３

６
名

純
減
率

６
．
６
％

平
成

１
９
年

度
純
減
数

２
６

３
名

純
減
率

７
．
３
％

平
成

２
０
年

度
純
減
数

２
３

９
名

純
減
率

６
．
７
％

計
純
減
数

１
，

２
０

７
名

純
減
率

３
３

．
６
％

（
純

減
数

１
，
２

０
７
名
／
Ｈ

１
６
’
期
首

３
，
５
８

７
名

）

3
．

そ
の

他
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

(
1
)
検

査
部

門
に

お
け

る
ブ

ラ
ン

チ
ラ

ボ
の

実
施

平
成
１

９
年
度

ま
で

に
導
入

し
た

埼
玉
病

院
、

宇
多

野
病
院

、
長

崎
川
棚

医
療

セ
ン
タ

ー
、

東
京

医
療
セ

ン
タ
ー
、
舞

鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、

大
阪

南
医

療
セ
ン

タ
ー

、
四
国

が
ん

セ
ン
タ

ー
及

び
高

松
医
療

セ
ン

タ
ー
の

８
病

院
に
お

い
て

引
き

続
き
実

施
し
た
。

(
2
)
給

食
業

務
の

全
面

委
託

の
実

施

平
成
１

９
年
度

ま
で

に
導
入

し
た

花
巻
病

院
、

札
幌

南
病
院

、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
、

小
諸

高
原

病
院
、

宇
多
野
病
院

、
菊
池
病
院

及
び
舞

鶴
医

療
セ

ン
タ
ー

の
７

病
院
に

お
い

て
引
き

続
き

実
施

し
た
。

ま
た

、
平
成

２
０

年
度
新

た
に

佐
賀

病
院
で

導
入
し
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
４

：
平
成

２
０

年
度
増

員
の

う
ち
特

定
集

中
治

療
室
等

の
新

設
・
増

設
に

伴
う
も

の
〔

３
８

５
頁
〕

資
料

７
５

：
技
能

職
員

職
名
別

在
職

状
況
〔

３
８

６
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
４
）
職
員
の
業
績
評
価
等
の
適

切
な
実
施

（
４

）
職

員
の

業
績

評
価

等
の

適
切

（
４

）
職

員
の

業
績

評
価

等
の

適
切

な
実

施
組

織
目

標
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
な

実
施

達
成

す
る

た
め

、
職

員
の

業
績

を
適
切

に
平

成
１

７
年

度
か

ら
実

施
し

１
．

年
俸

制
職

員
及

び
役

職
職

員
の

業
績

評
価

の
適

切
な

実
施

評
価
す
る
人
事
評
価
制
度
を

導
入
す
る
。

て
い

る
副

院
長

等
の

年
俸

制
並

平
成

１
７

年
度

か
ら

年
俸

制
を

適
用

し
て

い
る

院
長

及
び

副
院

長
等

（
医

長
以

上
の

医
師

約
２

，
４

０
０

名
）
に
つ
い

て
、
前
年
度

（
平
成

び
に

役
職

職
員

の
業

績
評

価
を

１
９

年
度

）
の

各
個

人
の

業
績

及
び

各
病

院
の

医
療

面
・

経
営

面
の

評
価

を
実

施
し

、
平

成
２

０
年

度
の

年
俸

に
反
映
さ
せ

た
。

継
続

す
る

。
ま
た

、
平

成
１
７

年
度

か
ら
全

て
の

管
理
職

（
年

俸
制

以
外

約
４

，
０
０

０
名

）
に
実

施
し

て
い

る
業
績

評
価
に
つ
い

て
、
平
成
２

０
年
度

ま
た

、
平

成
１

９
年

度
に

実
も

継
続

し
、

賞
与
及

び
年

度
末
賞

与
に

反
映
さ

せ
た

。

施
し

た
業

績
評

価
の

試
行

も
踏

ま
え

て
、

役
職

職
員

以
外

の
職

２
．

全
職

員
へ

の
業

績
評

価
の

実
施

員
に

対
し

て
も

昇
給

等
に

反
映

一
般

職
員

（
約

４
３

，
０

０
０

名
）

の
業

績
評

価
制

度
に

関
し

平
成

１
９

年
度

に
実

施
し

た
試

行
結

果
を

受
け

、
平
成
２

０
年
度
か
ら

本
格
導

す
る

業
績

評
価

制
度

を
平

成
入

し
、

平
成

２
０
年

度
後

期
の
評

価
結

果
を
平

成
２

１
年

６
月
支

給
の

賞
与
に

反
映

し
た
。

２
０

年
度

か
ら

導
入

す
る

。
ま
た

、
評

価
結
果

の
異

議
に
つ

い
て

、
業
績

評
価

の
プ

ロ
セ
ス

及
び

評
価
結

果
に

関
す
る

公
平

性
を

確
保
す

る
と
と
も
に

業
績
評
価
制

度
に
対

す
る
信

頼
を

高
め
る

た
め

、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
解
決

が
図

れ
な
い

場
合

に
、
院

内
に

お
か

れ
た
合

議
体
に
よ
る

解
決
を
図
る

制
度
を

導
入

し
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

る
解
決

６
件

（
平

成
２

０
年
４

月
～
平
成
２

１
年
３
月
の

実
績
）

合
議

体
（

委
員

会
）
に

よ
る

解
決

１
件

（
平

成
２

０
年
４

月
～
平
成
２

１
年
３
月
の

実
績
）

【
説

明
資

料
】

資
料

７
６

：
病
院

評
価

の
方
法

に
つ

い
て
〔

３
８

７
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
５
）
外
部
評
価
の
活
用
等

（
５

）
外

部
評

価
の

活
用

等
（

５
）

外
部

評
価

の
活

用
等

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

評
価

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会

結
果

を
業

務
改

善
に

積
極

的
に

反
映
さ

せ
の

平
成

１
９

年
度

ま
で

の
実

績
１

．
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
の

周
知

徹
底

る
と

と
も

に
、

会
計

監
査

人
に

よ
る
会

計
に

対
す

る
評

価
結

果
を

、
平

成
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
平

成
１

９
年

度
実

績
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
中

期
目

標
期

間
の

業
務

実
績

の
暫
定
評
価

結
果
に
つ
い

て
は
、

監
査
を
有
効
に
活
用
す
る
。

２
０

年
度

以
降

の
病

院
運

営
に

国
立

病
院

機
構

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
各

病
院

へ
の

周
知

を
行

う
こ

と
に

よ
り

病
院

運
営

に
反

映
さ

せ
る

た
め

の
意
識
付
け

を
行
っ
た
。

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

全
病

院
に

お
い

て
監

査
法

２
．

会
計

監
査

人
に

よ
る

病
院

監
査

の
実

施

人
に

よ
る

監
査

を
実

施
す

る
。

(
1
)

現
地
監

査

本
部
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
並

び
に
全

病
院
を
対

象
に

、
１
病

院
あ

た
り
１

回
の

会
計

監
査
を

受
け

、
会
計

処
理

等
の
指

摘
事

項
を

踏
ま
え

て
業
務
改

善
を

図
っ

た
。

(
2
)
重

点
施

設
監

査

５
０

箇
所

３
．

会
計

制
度

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

(
1
)
一

般
簿

記
研

修

全
病
院

の
会

計
業

務
に
携

わ
る

管
理
者

及
び
人
事

異
動

に
よ
り

初
め

て
会
計

業
務

に
携

わ
る
職

員
を

対
象
に

、
簿

記
の
基

本
的

な
仕

組
み
等

に
つ
い
て

理
解

を
深

め
、
会

計
処

理
業
務

に
お
け
る

管
理

者
の
内

部
統

制
の
質

的
向

上
を

目
的
に

、
全

国
８
箇

所
で

研
修
を

行
っ

た
（

受
講
者

数
２
５

８
名
）
。

(
2
)
財

務
会

計
習

熟
研

修
会

各
病
院

の
日

常
的

な
会
計

処
理

の
中
か

ら
特
に
重

要
で

あ
り
、

注
意

を
要
す

る
医

事
業

務
、
固

定
資

産
管
理

に
関

す
る
会

計
処

理
に

つ
い
て

理
解
を
深

め
、

さ
ら

な
る
会

計
処

理
の
習

熟
を
図
る

こ
と

を
目
的

に
全

病
院
の

会
計

業
務

に
携
わ

る
職

員
を
対

象
に

、
全
国

８
箇

所
で

研
修
を

行
っ
た
（

受
講

者
数

２
７

３
名

）
。

４
．

会
計

監
査

人
か

ら
の

助
言

会
計

監
査

人
の
実

地
監

査
に
お

い
て

発
見
さ

れ
た

業
務

上
の
改

善
事

項
や
今

後
の

課
題
が

適
時

に
本

部
に
報

告
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、

今
後
の

法
人
全

体
の

業
務
の

改
善

及
び
効

率
化

の
材
料

と
し

て
経

営
に
役

立
て

て
い
る

。

（
助

言
事

例
）

・
『
伝

票
の

保
存
方

法
に

つ
い
て

ル
ー
ル
化

さ
れ

て
お
ら

ず
、

各
病
院

の
運

用
に

任
さ
れ

て
い

る
が
統

一
の

ル
ー
ル

を
定

め
る

こ
と
が

望
ま

し
い

。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

仕
訳

表
を

利
用

し
て

伝
票

種
別

毎
に

網
羅

的
に

保
存

さ
れ

、
か

つ
、

必
要

な
時

に
随

時
参

照
で

き

る
よ
う

統
一

の
ル
ー

ル
を

定
め
た

。

・
『
棚

卸
時

に
お
け

る
実

査
に
お

い
て
、
使

用
期

限
が
過

ぎ
て

い
る
物

品
を

実
査

数
量
に

カ
ウ

ン
ト
し

な
い

よ
う
、

使
用

期
限

の
あ
る

物
品

に
つ

い
て

は
、

数
量

だ
け

で
な

く
使

用
期

限
等

も
併

せ
て

確
認

す
る

こ
と

。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

数
量

だ
け

で
な

く
使

用
期

限

も
併
せ

て
確

認
す
る

こ
と

と
し
た

。

・
『
固

定
資

産
の
管

理
に

つ
い
て

、
複
数
の

機
器

を
組
み

合
わ

せ
て
使

用
し

一
式

の
機
器

と
し

て
管
理

す
る

場
合
、

除
却

時
等

に
そ
の

範
囲

を
容

易
に

把
握

で
き

る
よ

う
一

式
の

内
訳

を
記

録
し

て
お

く
こ

と
。
』

と
の

助
言

を
受

け
、

複
数

の
機

器
の

内
訳

を
台

帳
等

に
記

載
す

る
こ

と
と

し
た

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

会
計

監
査

人
と

連
携

し
た

内
部

監
査

の
実

施
（

第
２

の
１

の
②

の
２

参
照

）

平
成

１
９

年
度
に

引
続

き
、
業

務
の

適
正
か

つ
能

率
的

な
執
行

を
図

る
と
と

も
に

会
計
処

理
の

適
正

を
目
的

に
、
会
計
監

査
人
に
お
い

て
実
施

す
る
会

計
監

査
の
実

施
状

況
等
を

踏
ま

え
つ
つ

、
諸

規
程

に
対
す

る
合

規
性
、

業
務

運
営
の

適
正

及
び

効
率
性

を
監
査
し
、

問
題
点
の
把

握
、
検

討
及
び

改
善

を
図
る

た
め

、
書
面

及
び

実
地
に

よ
る

内
部

監
査
を

実
施

し
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
０

：
平
成

２
０

年
内
部

監
査

概
要
〔

３
７

１
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
６
）
看
護
師
等
養
成
所
の
再
編

成
（

６
）

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編

成
（

６
）

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編

成
看

護
師

等
養

成
所

に
つ

い
て

は
、

専
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は
、

任
教

官
の

充
実

な
ど

に
よ

り
質

の
高
い

養
看

護
師

等
養

成
所

を
２

１
施

設
１

．
看

護
師

等
養

成
所

再
編

成
計

画
の

推
進

成
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
効

率
的
な

運
廃

止
し

、
こ

れ
に

伴
い

専
任

教
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
、

再
編

成
計

画
に

基
づ

く
養

成
所

の
再

編
成

を
終

了
し

た
。

こ
れ

に
伴

い
、

教
員

の
再
配
置
を

行
い
、
教
育

体
制
の

営
の

観
点

か
ら

再
編

成
を

行
い

、
平

成
員

の
再

配
置

を
行

う
こ

と
に

よ
充

実
を

図
っ

た
。

今
後

は
、

魅
力

あ
る

看
護

教
育

の
充

実
を

図
り

、
教

員
の

質
の

さ
ら

な
る

向
上

に
努

め
て

い
く

こ
と
と
す

る
。

１
５

年
度

の
８

０
ケ

所
か

ら
中

期
目
標

の
り

教
育

体
制

の
充

実
を

図
る

。

期
間
中
に
４
９
ケ
所
と
す
る

。

区
分

平
成

１
５

年
平

成
１

６
平

成
１

７
平

成
１

９
平

成
２

０
年

再
編

成
後

度
当
初

年
３
月

年
３
月

年
３
月

３
月

看
護

師
養

成
所

６
８

△
５

△
２

△
２

△
１
７

４
２

助
産

師
養

成
所

５
５

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
学

院
６

△
５

１

視
能

訓
練

学
院

１
１

計
８
０

△
５

△
２

△
２

△
２
２

４
９

２
．

学
校

法
人

立
等

の
看

護
学

校
・

看
護

大
学

の
誘

致

閉
校

予
定

と
な
っ

て
い

る
看
護

学
校

の
体
育

館
等

の
建

物
や
跡

地
を

有
効
に

活
用

す
る
観

点
か

ら
、

引
き
続

き
学
校
法
人

に
よ
る
看
護

系
大
学

等
の
誘

致
を

推
進
す

る
取

組
を
行

っ
た

。

○
千
葉

東
病
院

：
学

校
法
人

が
大

学
看
護

系
学

部
を

設
置

（
平

成
１

９
年
４

月
）

○
福
岡

東
医
療

セ
ン

タ
ー
：

学
校

法
人
が

看
護

大
学

を
設
置

（
平

成
２

０
年
４

月
）

○
埼
玉

病
院
：

学
校

法
人
が

看
護

系
大
学

院
を

設
置

（
平

成
２

１
年
４

月
）

○
刀
根

山
病
院

：
学

校
法
人

が
看

護
系
専

門
学

校
を

設
置
予

定
（
平

成
２

２
年
４

月
）

【
説

明
資

料
】

資
料

７
７

：
看
護

師
等

養
成
所

の
再

編
成
〔

３
９

７
頁

〕



-
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
再
編
成

業
務
の
実
施

３
再
編
成
業
務
の
実
施

３
再

編
成

業
務

の
実

施
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
法

（
平

旧
国

立
病

院
・

療
養

所
の

再
編

成
業

務

成
１

４
年

法
律

第
１

９
１

号
）

附
則

第
７

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
統

１
．

再
編

成

条
に

基
づ

く
業

務
と

し
て

、
「

国
立

病
院

・
廃

合
が

予
定

さ
れ

て
い

る
８

件
を

、
そ

の

療
養
所
の

再
編
成
・
合
理
化
の
基
本
方
針
」

経
営
に
留
意
し
つ
つ
着
実
に
実

施
す
る
。

(
1
)
西

札
幌

・
札

幌
南

（
平

成
２

２
年

３
月

）

（
昭

和
６

０
年

３
月

２
９

日
閣

議
報

告
）

北
海
道

医
療

セ
ン

タ
ー
の

開
院

時
に
新

た
な
診
療

機
能

が
発
揮

で
き

る
よ
う

西
札

幌
病

院
の
診

療
機

能
の
充

実
強

化
等
を

図
る

た
め

の
４
者

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

て
い

る
「

国
立

病
院

会
議
（
国

立
病

院
機

構
本
部

、
西

札
幌
病

院
、
札
幌

南
病

院
、
北

海
道

が
ん
セ

ン
タ

ー
）

を
鋭
意

開
催

し
、
医

師
等

職
員
の

配
置

計
画

や
医
師

・
療

養
所

の
再

編
成

計
画

」
（

平
成

１
１

年
確

保
の
状

況
、

病
棟

工
事
進

捗
の

中
で
発

生
す
る
問

題
の

解
決
や

報
告

な
ど
の

情
報

共
有

や
、
年

度
途

中
に
病

棟
閉

鎖
を
行

い
余

剰
と

な
っ
た

３
月
の
計

画
見
直
し
後
の
も
の
を
い
う
。
）

札
幌
南
病

院
の

看
護

師
職
員

を
西

札
幌
病

院
や
他
病

院
に

お
い
て

実
地

研
修
を

行
う

な
ど

、
平
成

２
２

年
３
月

統
合

を
円
滑

に
実

施
す

る
た
め

に
定

め
ら

れ
て

い
た

再
編

成
対

象
病

院
の

の
取
組
を

行
っ

た
。

う
ち

、
平

成
１

５
年

度
末

に
お

い
て

未

実
施

と
な

っ
て

い
る

１
０

病
院

に
つ

い
て

(
2
)
善

通
寺

・
香

川
小

児
（

平
成

２
６

年
度

予
定

）

的
確
に
実

施
す
る
こ
と
。

国
立
病

院
機

構
、

香
川
県

、
善

通
寺
市

等
の
関
係

機
関

と
の
、

障
害

者
自
立

支
援

法
を

踏
ま
え

た
障

害
者
医

療
の

あ
り
方

や
精

神
科

医
療
に

つ
い
て
の

県
内

提
供

体
制
並

び
に

救
命
救

急
セ
ン
タ

ー
の

設
置
に

向
け

た
調
整

な
ど

の
協

議
を
重

ね
て

き
た
こ

と
に

よ
り
、

統
合

新
病

院
の
設

計
等
に
着

手
で

き
ず

、
平
成

１
３

年
３
月

に
策
定
さ

れ
た

平
成
２

３
年

度
目
途

に
統

合
を

予
定
し

て
い

た
当
初

の
基

本
構
想

を
見

直
し

、
平
成

２
１
年
３

月
に

統
合

新
病
院

の
平

成
２
６

年
度
開
院

を
目

途
と
し

た
基

本
構
想

を
公

表
し

た
。

今
後
、
平
成
２

１
年

７
月
を

目
途

に
基
本

設
計

・
実

施
設
計

に
着
手
の
上
、
平
成
２

２
年

度
中
に

工
事

を
行

え
る
よ

う
進

め
る
予

定
で

あ
る
。

２
．

組
織

一
元

化

極
め
て
近

接
（

約
３

ｋ
ｍ
）

す
る

松
本
病

院
と
中
信

松
本

病
院
に

つ
い

て
、
医

師
確

保
の

困
難
及

び
近

年
の
経

営
悪

化
等
の

状
況

を
踏

ま
え
、

地
域
の

医
療

ニ
ー
ズ

に
適

切
に
対

応
し

両
病
院

の
機

能
分

担
・
連

携
を

推
進
す

る
た

め
、
平

成
２

０
年

４
月
１

日
に
組
織
一

元
化
を
行
い

１
組
織

２
病
院

に
よ

る
「
ま

つ
も

と
医
療

セ
ン

タ
ー
」

と
し

て
運

営
を
開

始
し

た
。
こ

の
こ

と
に
よ

り
平

成
２

０
年
度

の
決
算
は
赤

字
で
は
あ
る

も
の
の

経
常
収

支
で

前
年
度

と
比

較
し
て

約
２

億
円
程

度
改

善
さ

れ
て
い

る
。

３
．

南
横

浜
病

院
の

廃
止

（
平

成
２

０
年

１
２

月
１

日
）

南
横

浜
病

院
に
つ

い
て

は
、
近

年
、

結
核
患

者
数

が
減

少
す
る

と
と

も
に
平

均
在

院
日
数

の
縮

小
に

よ
り
入

院
患
者
が
大

幅
に
減
少
し

、
一
般

医
療
に

つ
い

て
も
近

隣
に

大
規
模

な
病

院
も
あ

る
こ

と
な

ど
か
ら

患
者

は
減
少

し
て

い
た
。

併
せ

て
、

収
支
状

況
が

極
め
て

悪
化

し
、
今

後
相

当
の

経
営
改

善
を

行
う
と

し
て

も
収
支

改
善

の
見

通
し
が

立
た
な
い
状

況
と
な
っ
て

い
た
。

こ
れ

ま
で

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

は
、
「

都
道

府
県

単
位

で
の

結
核

病
院

（
病

棟
）

の
運

営
」

を
基

本
と

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

以

上
か
ら

、
国

立
病
院

機
構

が
行
う

神
奈

川
県
内

の
結

核
医

療
に
つ

い
て

は
、
県

単
位

で
神
奈

川
病

院
に

効
率
的

に
集
約
す
る

こ
と
と
し
、

南
横
浜

病
院
に

つ
い

て
は
平

成
２

０
年
１

２
月

１
日
を

も
っ

て
廃

止
し
た

。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
８

：
ま
つ

も
と

医
療
セ

ン
タ

ー
に
つ

い
て

〔
３

９
９
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

７
効

率
的

な
業
務
運

営
体

制
の
確
立
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

技
能

職
に

つ
い

て
は

２
３

９
名

減
少

し
（

平
成

１
６
～

２
０

年
度

１
，
２

０
７

名
純
減

）
、
そ
の

結
本

部
・

ブ
ロ
ッ

ク
組

織
な
ど

役
割

分
担
の

明
確

化
と

組
織
体

制
の
整
備
を

評
価
す
る
。

ま
た
、

果
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
（

７
１

４
人

削
減
）
を

大
幅

に
上

回
り
、

目
標

を
達
成

し
た

。
内
部

統
制

・
ガ
バ

ナ
ン

ス
の
強

化
と

し
て
、

監
事

１
名

を
常
勤

化
す
る
こ
と

に
よ
る
監
査

機
能
の

ま
た

、
一

般
職

員
に

つ
い

て
平

成
２

０
年

度
か

ら
業

績
評

価
制

度
を

全
職

員
に

実
施

し
、

中
期

計
強

化
や

本
部

業
務

監
査

室
の

新
設

な
ど

を
評

価
す

る
。

画
に

掲
げ

た
人

事
評

価
制

度
を

導
入

す
る

目
標

を
達
成
し

た
。

な
お
、

技
能
職

の
削

減
に
つ

い
て

は
計
画

を
上

回
る

実
績
を

上
げ
た
が
、

業
務
の
質
が

低
下
し

な
い

よ
う

配
慮
も

求
め

た
い
。

・
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織
に

つ
い

て
、
役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

実
績

：
○

同
一

業
務

を
分

掌
し

な
い

体
制

に
す

る
な

ど
効

率
的

な
運

営
・

本
部

に
お

い
て

は
、

経
営

管
理

指
標

、
委

託
費

等
契

約
実

績
の

比
較

、
並

び
に

改
善

事
例

の
取

り

が
可
能

な
組

織
と

し
て
い

る
か

。
ま

と
め

を
行
う
な

ど
に
よ
り
問

題
点
を
把

握
す

る
こ
と

に
努

め
、
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所
に

お
い
て
は
、

(
各

委
員

の
評
定

理
由

)

本
部

と
管

内
病

院
と

の
連

絡
調

整
等

の
支

援
業

務
を

行
い

効
率

的
な

組
織

運
営

に
努

め
て

い
る

。
・

地
域

医
療

連
携

室
の

強
化

を
評

価
す

る
。

（
業

務
実

績
６

８
頁

参
照

）
・
技

能
職

の
減
少

は
大

幅
に
目

標
を

上
回
っ

て
お

り
評

価
す
る

。

・
現

場
に

お
け

る
工

事
の

監
理

等
を

通
じ

て
適

切
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

を
図

る
と

と
も

に
品

質
等

・
診

療
情

報
管

理
士

の
増

を
評

価
す

る
。

を
向

上
さ

せ
る

観
点

か
ら

、
大

規
模

建
替

病
院

の
２

病
院

（
埼

玉
病

院
、

横
浜

医
療

セ
ン

タ
ー

）
・

役
割

分
担

で
組

織
内

細
部

の
点

検
、

見
直

し
で

各
々

の
目

標
を

達
成
し
た

こ
と
は
評
価

に
値
す

に
営

繕
の

専
門

職
員

４
名

(
各

病
院

２
名

）
を

配
置

し
た

。
る

。
た

だ
、

こ
う

し
た

組
織

内
役

割
分

担
が

現
場

で
ど

の
程

度
に

受
け

入
れ

、
評

価
、

認
識
さ

（
業

務
実

績
７

２
頁

参
照

）
れ

て
い

る
か
、

混
合

に
よ
る

マ
イ

ナ
ス
は

な
い

の
か

点
検
を

。

・
業

務
運

営
の
効

率
化

の
た
め

、
本

部
と
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
の
役

割
を
明
瞭
化

し
、
病
院
毎

の
経
営

・
内

部
統

制
（

業
務

の
有

効
性

及
び

効
率

性
、

財
務

報
告

の
信

実
績

：
○

改
善
計

画
の
支

援
は

重
要
で

あ
る

。

頼
性

、
業

務
活

動
に

関
わ

る
法

令
等

の
遵

守
等

）
に

係
る

取
・

平
成

２
０

年
４

月
に

監
事

の
１

名
を

常
勤

化
す

る
と

と
も

に
、

平
成

２
１

年
４

月
に

は
、

内
部

統
・

本
部

と
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
の

役
割

分
担

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、
そ
の
管

理
職
員
数
も

２
９
１

組
に
つ

い
て

の
評

価
が
行

わ
れ

て
い
る

か
。
（
政

・
独

委
評

価
制

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

の
観

点
か

ら
本

部
に

業
務
監
査

室
を

設
置

す
る
こ

と
と

し
た
。
（

業
務
実

績
名

と
削

減
し
、

効
率

的
な
業

務
運

営
体
制

を
確

立
し

た
こ
と

は
評
価
で
き

る
。

の
視

点
）

６
９

頁
参

照
）

・
一

般
職

員
へ
の

業
務

評
価
制

度
の

拡
大
は

組
織

の
活

性
化
、

職
員
の
意
欲

向
上
等
に
つ

な
が
る

・
業

務
の

適
切

か
つ

効
率

的
な

執
行

を
図

る
と

と
も

に
会

計
処

理
の

適
正

を
目

的
に

、
会

計
監

査
人

素
晴

ら
し

い
取

組
と

し
て

高
く

評
価

で
き

る
。

に
お

い
て

実
施

す
る

会
計

監
査

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

書
面

及
び

実
地

に
よ

る
内

部
監

査
・
病

院
業

務
に
と

っ
て

最
も
大

切
な

の
は
患

者
へ

の
対

応
。
個

々
の
病
院
の

現
場
で
も
人

事
評
価

を
実

施
し

た
（

業
務

実
績

７
６

頁
参

照
）

制
度
の

良
い
影

響
を

感
じ
る

。

・
契

約
事

務
に

関
し

て
一

層
の

適
正

性
を

担
保

す
る

た
め

、
監

事
と

連
携

し
た

い
わ

ゆ
る

抜
打

監
査

・
「

独
立

行
政

法
人

整
理

合
理

化
計

画
」

に
基

づ
き

、
平

成
２

０
年

度
か

ら
監

事
１

名
が

常
勤

化

を
実

施
し

た
。
（

業
務

実
績

６
９

頁
参

照
）

し
て
お

り
、
監

事
機

能
が
強

化
さ

れ
て
い

る
。

内
部

監
査
に

つ
い
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス

・
平

成
２

０
年

３
月

に
「

独
立

行
政

法
人

国
立
病

院
機
構

に
お

け
る

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
規
程
」

の
推
進

に
関
す

る
事

項
が
重

点
項

目
に
追

加
さ

れ
て

い
る
ほ

か
、
会
計
監

査
の
結
果
等

を
踏
ま

に
基

づ
き

、
全

て
の

病
院

に
お

い
て

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
担

当
者

を
指

名
し

、
職

員
か

ら
の

疑
え

て
、

書
面

監
査

・
実

地
監

査
を

行
う

だ
け

で
な

く
、

監
事

と
連
携
し
て

臨
時
（
抜
打

）
監
査

義
や

相
談

等
を

受
け

る
窓

口
を

設
置

し
た

。
平

成
２

０
年

４
月

以
降

そ
の

取
組

を
一

層
促

進
す

る
も

行
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

平
成

２
１

年
４

月
に

は
本
部
業
務

監
査
室
が
新

設
さ
れ

た
め

に
院

内
に

従
事

す
る

派
遣

労
働

者
や

取
引

事
業
者

等
に

対
し

て
も
、
規

程
の
周
知

を
行
っ
た
。

て
お
り

、
内
部

統
制

・
ガ
バ

ナ
ン

ス
の
強

化
に

向
け

て
更
な

る
取
組
に
期

待
し
た
い
。

（
業

務
実

績
１

３
５

頁
参

照
）

・
会

計
監

査
人
の

実
地

監
査
に

お
け

る
改
善

事
項

や
今

後
の
課

題
に
つ
い
て

情
報
の
共
有

化
が
行

・
平

成
２

０
年

度
の

内
部

監
査

に
お

い
て

「
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
関

す
る

事
項

」
を

新
た

わ
れ

る
ほ

か
、

会
計

に
関

す
る

研
修

会
も

全
国

８
箇

所
で

行
わ

れ
て
い
る

こ
と
を
評
価

す
る
。

に
重

点
項

目
と

し
て

監
査

を
行

っ
た

。
（

業
務
実
績

６
９

頁
参
照

）
・
非

効
率

病
棟
の

整
理

・
集
約

等
を

行
う
一

方
で

、
各

病
院
の

機
能
・
規
模

に
よ
る
病
院

の
運
営

・
平

成
２

１
年

３
月

に
各

種
規

程
に

則
っ

た
適

正
な

会
計

事
務

の
業

務
遂

行
の

確
保

を
図

る
観

点
か

方
針

に
応

じ
た

職
員

の
適

正
配

置
を

行
う

こ
と

で
、

診
療

報
酬

上
の
上
位

基
準
の
取
得

を
図
る

ら
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

会
計

事
務

に
係
る

標
準

的
業
務

フ
ロ

ー
」
を

作
成

し
、

病
院
担

当
な

ど
、

徹
底
し

た
効

率
化
が

進
め

ら
れ
て

お
り

、
評

価
で
き

る
。

者
へ

の
周

知
・

徹
底

を
図

っ
た

。
（

業
務

実
績
８
１

頁
参

照
）

・
各

病
院

の
組

織
に

つ
い

て
は

、
効

率
的

な
体

制
の

標
準

型
に

実
績

：
○

（
そ

の
他

の
意
見

）

基
づ

き
、

病
院

の
地

域
事

情
や

特
性

を
考

慮
し

た
効

率
的

な
・

病
院

内
の

組
織

に
つ

い
て

は
、

各
病

院
の

地
域

事
情
や

特
性

に
考

慮
し
た

体
制

と
し
た

。
（
業
務

実
・
副

院
長

に
看
護

部
か

ら
の
登

用
の

一
層
の

努
力

を
期

待
し
た

い
。

体
制
と

し
て

い
る

か
。

績
７

０
頁

参
照

）
・
総

人
件

費
削
減

に
向

け
た
取

組
と

し
て
、

技
能

職
の

退
職
不

補
充
を
状
況

に
応
じ
て
実

施
し
た

・
事

務
職

に
つ

い
て

は
、
病

床
規

模
に

応
じ

た
事

務
部
門

の
見

直
し

及
び
組

織
の
一
元
化

を
検
討
し
、

の
は
よ

い
が
、

病
棟

の
整
理

、
集

約
、
事

務
職

の
削

減
等
、

業
務
の
質
を

落
と
さ
な
い

よ
う
に

平
成

２
１

年
度

期
首

に
事

務
部

長
制

か
ら

事
務

長
制

に
２

病
院

（
霞

ヶ
浦

医
療

セ
ン

タ
ー

、
石

川
慎

重
な

対
策

が
必

要
で

あ
る

。

病
院

）
の

移
行

と
平

成
２

０
年

４
月

に
組

織
の

一
元

化
（

松
本

病
院

と
中

信
松

本
病

院
の

事
務

部
・

技
能

職
の

削
減

に
つ

い
て

も
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
を

あ
げ
て
い

る
。
今
後
、

あ
る
段

の
統

合
）

を
１

ケ
ー

ス
実

施
し

た
。
（

業
務

実
績
７

０
頁

参
照
）

階
で
「

退
職
不

補
充

、
部
分

業
務

委
託
方

式
」

と
い

う
若
干

変
則
的
な
や

り
方
で
な
く

、
抜
本

的
な
業

務
改
革

、
体

制
改
革

を
行

っ
て
い

く
べ

き
で

は
な
い

か
。

・
再

編
成

業
務
に

つ
い

て
、
環

境
の

変
化
、

地
域

の
事

情
な
ど

あ
る
が
着
実

に
推
進
を
図

っ
て
も

ら
い

た
い

。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
職

員
配

置
数

に
つ

い
て

は
、

各
職

員
の

職
務

と
職

責
を

考
慮

実
績

：
○

し
て

、
適

切
な

も
の

と
す

る
と

と
も

に
、

業
務

量
の

変
化

に
・

非
効

率
病

棟
の

整
理

・
集

約
等

に
よ

る
削

減
を

図
る

な
ど

、
各

病
院

の
機

能
・

規
模

に
よ

る
病

院

対
応

し
た

柔
軟

な
配
置
が

で
き

る
仕
組

み
に

な
っ
て

い
る

か
。

の
運

営
方

針
に

応
じ

、
職

員
の

適
正

配
置

を
行

う
こ

と
等

に
よ

り
診

療
報

酬
上

の
上

位
基

準
の

取

得
等

を
図

る
と

と
も

に
、

材
料

費
、

人
件

費
、

委
託

費
等

に
係

る
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個
々

の

病
院

に
お

い
て

も
収

支
相

償
以

上
を

目
指

し
収

支
改
善

を
推

進
し

た
。
（
業
務

実
績

８
１

頁
参
照

）

・
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

離
職

後
の

常
勤

職
員

の
後

補
充

は
行

わ
ず

、
短

時
間

の
非

常
勤

職
員

で
の

補
充

又
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

で
の

対
応

に
よ

り
計
画

を
大

幅
に

上
回
る

純
減

を
図
っ

た
。
（
平

成

２
０

年
度

純
減

２
３

９
名

）
。
（

業
務

実
績

７
３
頁
参

照
）

・
職

員
の

業
績

を
適

切
に

評
価

す
る

人
事

評
価

制
度

を
導

入
し

実
績

：
○

て
い

る
か

。
・

平
成

２
０

年
４

月
に

一
般

職
員

（
４

３
，

０
０

０
名

）
へ

の
業

績
評

価
制

度
を

導
入

し
た

こ
と

に

よ
り

、
全

職
員

（
約

５
０

，
０

０
０

名
）

に
つ

い
て

業
績

評
価

を
実

施
す

る
体

制
が

整
っ

た
と

こ

ろ
で

あ
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

た
人

事
評

価
制

度
を

導
入

す
る

目
標

を
達

成
し

た
。

（
業
務

実

績
７

４
頁

参
照

）

・
職

員
の

業
績

評
価

制
度

の
信

頼
性

を
高

め
る

た
め

、
評

価
に

関
す

る
苦

情
処

理
制

度
を

導
入

し
、

制
度

の
定

着
に

努
め

る
と

と
も

に
改

善
を

進
め

て
い
る

。
（
業
務

実
績

７
４
頁

参
照

）

・
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
を

業
務

改
善

に
積

極
的

実
績

：
○

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
会

計
監

査
人

に
よ

る
会

計
監

査
・

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

意
見

も
踏

ま
え

て
、

平
成

２
０

年
度

か
ら

は
、

監
事

１
名

を
常

勤

を
有

効
に

活
用

し
て
い
る

か
。

化
し

、
内

部
統

制
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
体

制
の

強
化

に
努

め
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
平

成
２

１
年

度
に

お

い
て

も
、

本
部

組
織

内
を

見
直

し
、

内
部

監
査

を
実
施

す
る

組
織

の
明
確

化
と

専
任
職

員
の

配
置

（
本

部
業

務
監

査
室

の
新

設
）

を
行

う
こ

と
と

し
た
。
（

業
務
実

績
６

９
頁
参

照
）

・
技

能
職

の
削

減
に

よ
り

、
業

務
の

質
が

低
下

し
な

い
よ

う
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

推
進

や
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

等
、

サ
ー

ビ
ス

の
低

下
を

来
さ

な
い
よ

う
努

め
て

い
る
こ

と
ろ

で
あ
る

。
（
業
務

実

績
７

３
頁

参
照

）

・
会

計
監

査
人

の
監

査
に

お
け

る
改

善
事

項
に

つ
い

て
内

部
の

情
報

シ
ス

テ
ム

で
情

報
の

共
有

を
行

う
と

と
も

に
、

会
計

処
理

業
務

に
つ

い
て

、
広

く
管

理
者

等
の

理
解

を
深

め
、

ま
た

、
担

当
者

の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

初
心

者
向

け
と

習
熟

者
向

け
の

研
修

（
延

べ
１

６
会

場
で

開
催

）
を

実

施
し

、
職

責
に

応
じ

た
そ

れ
ぞ

れ
の

職
員

の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図

っ
た
。（

業
務
実
績

７
５

頁
参
照

）

・
看

護
師

等
養

成
所

の
再
編

成
が

着
実
に

進
展

し
て

い
る

か
。

実
績

：
○

・
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
、
看

護
師

等
養

成
所
の
再

編
成
を
終
了

し
た
。（

業
務
実
績

７
７

頁
参
照

）

・
再

編
成

に
よ

り
閉

校
し

た
学

校
の

建
物

等
の

有
効

活
用

す
る

た
め

、
学

校
法

人
等

に
よ

る
看

護
系

大
学

等
の

誘
致

を
推

進
し

た
。
（

業
務

実
績

７
７
頁

参
照

）

・
看

護
師

等
養

成
所

の
再

編
成

に
よ

り
、

指
定

規
則

本
則

に
対

応
し

た
職

員
数

と
し

看
護

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績

７
７

頁
参

照
）

・
再

編
成

業
務

に
つ

い
て

、
そ

の
経

営
に

留
意

し
つ

つ
着

実
に

実
績

：
△

実
施

し
て

い
る

か
。

・
西

札
幌

病
院

と
札

幌
南

病
院

の
統

合
に

つ
い

て
、

そ
の

経
営

に
留

意
し

つ
つ

、
平

成
２

２
年

３
月

統
合

に
向

け
た

取
組

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る
。
（

業
務

実
績
７

８
頁

参
照
）

・
善

通
寺

病
院

と
香

川
小

児
病

院
の

統
合

に
つ

い
て

、
近

年
の

医
療

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

や
新

た
な

制
度

へ
の

対
応

を
踏

ま
え

た
基

本
構

想
の

見
直

し
を

行
い

、
統

合
に

向
け

た
取

組
を

経
営

面

に
も

留
意

し
つ

つ
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
併

せ
て

、
当

初
予

定
し

て
い

た
平

成
２

３
年

度
統

合

を
平

成
２

６
年

度
統

合
に

変
更

し
た

。
（

業
務
実
績

７
８

頁
参
照

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
２

業
務

運
営

の
見

直
し

や
効

率
化

に
よ

る
収

支
改

善
収
支
改
善

収
支
改
善

に
よ

る
収

支
改

善

各
病

院
の

特
性

を
活

か
し

た
良

質
な

医
個

々
の

病
院

の
特

色
・

機
能

を
十

分
に

個
々

の
病

院
の

特
色

・
機

能
を

１
．

収
支

相
償

を
目

指
し

た
収

支
改

善
の

推
進

【
★

】

療
の

提
供

を
図

る
と

と
も

に
、

組
織

編
成

発
揮

さ
せ

る
と

と
も

に
、

院
内

の
効

率
的

十
分

に
発

揮
さ

せ
る

と
と

も
に

、
各

病
院

に
係

る
地

域
事

情
や

特
性

を
考

慮
し

た
、

よ
り

効
率

的
・

効
果

的
な

体
制

と
す

る
た

め
、

各
病

院
の

機
能
・
規
模

に
よ
る
病
院

の
運
営

や
職

員
の

適
正

配
置

な
ど

の
業

務
運

営
の

・
効

果
的

な
組

織
の

構
築

や
職

員
の

適
正

院
内

の
効

率
的

・
効

果
的

な
組

織
方

針
に

応
じ

、
職

員
の

適
正

配
置

を
行

う
こ

と
等

に
よ

り
診

療
報

酬
上

の
上

位
基

準
の

取
得

等
を

図
る

と
と

も
に

、
材
料
費

、
人
件
費
及

び
委
託

見
直

し
を

通
じ

て
、

診
療

収
入

等
の

増
収

な
配

置
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

診
療

報
酬

の
構

築
や

職
員

の
適

正
な

配
置

を
費

等
に

係
る

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
個

々
の

病
院

に
お

い
て

も
収

支
相

償
を

目
指

し
収

支
改

善
を

推
進

し
た

。

及
び

経
費

節
減

を
図

り
、

各
病

院
の

収
支

上
の

新
た

な
基

準
等

の
取

得
や

効
率

的
・

行
う

。
医

業
収

益
は

前
年

度
よ

り
約

９
７

億
円

増
加

し
た

。
さ

ら
に

費
用

の
縮

減
等

に
努

め
た

結
果

、
経

常
収

支
率

が
１

０
５

.１
%
と

な
り

、
機

構

改
善
を
促
進
す
る
こ
と
。

効
果

的
な

医
療

の
提

供
を

通
じ

て
増

収
を

ま
た

、
平

成
２

０
年

度
改

定
の

全
体

と
し

て
収

支
相

償
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

総
収

支
率

に
お

い
て

も
１

０
３

.９
％

と
な

る
と

と
も

に
、

平
成

１
６

年
度

か
ら

図
る

と
と

も
に

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
個

影
響

を
早

急
に

把
握

し
、

診
療

報
の

通
期

で
み

て
も

総
収

支
で

黒
字

と
な

っ
て

い
る

。

々
の

病
院

に
お

い
て

も
収

支
相

償
な

い
し

酬
上

の
新

た
な

基
準

等
の

取
得

や

そ
れ

以
上

を
目

指
す

。
な

お
、

収
支

相
償

効
率

的
・

効
果

的
な

医
療

の
提

供
２

．
年

度
末

賞
与

の
実

施

を
超

え
る

病
院

に
つ

い
て

は
、

実
績

が
評

を
通

じ
て

増
収

を
図

る
と

と
も

に
平

成
２

０
年

度
の

年
度

末
賞

与
に

つ
い

て
は

、
経

常
収

支
に

お
い

て
前

年
度

実
績

よ
り

成
績

が
良

く
な

っ
た

病
院
で
あ
っ

て
収
支
相
償

を
超
え

価
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
個

々
の

病
た

５
６

病
院

に
対

し
て

支
給

を
行

っ
た

。

院
に

お
い

て
も

可
能

な
限

り
収

支

相
償

を
目

指
す

。
こ

の
た

め
、

事
３

．
契

約
事

務
の

透
明

化
の

推
進

等

業
規

模
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

・
体

制

将
来

の
施

設
整

備
投

資
等

に
必

要
(
1
)

随
意

契
約

の
見

直
し

計
画

の
フ

ォ
ー

ロ
ー

ア
ッ

プ

な
資

金
の

確
保

等
に

関
す

る
方

策
「

独
立

行
政

法
人

整
理

合
理

化
計

画
の

策
定

に
係

る
基

本
方

針
」
（

平
成

１
９

年
８

月
１

０
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

平
成

１
９

年
１

２

に
つ

い
て

、
現

在
の

患
者

数
等

を
月

に
随

意
契

約
の

見
直

し
計

画
を

策
定

し
て

お
り

、
平

成
１

９
年

度
実

績
に

つ
い

て
、

平
成

２
０

年
７

月
に

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

に
公

表
し

た
。

前
提

に
「

人
、

物
、

資
金

」
の

最
当

該
見

直
し

計
画

に
お

い
て

は
、

随
意

契
約

金
額

割
合

を
平

成
１

８
年

度
実

績
の

約
４

割
ま

で
下

げ
る

こ
と

と
し

て
お
り

、
原

則
一

般
競
争

適
化

を
図

る
「

再
生

プ
ラ

ン
」

の
と

い
う

会
計

規
程

の
趣

旨
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

実
施

に
着

手
す

る
。

な
お

、
収

支
相

償
を

超
え

る
病

(
2
)
契

約
情

報
の
公

表

院
に

つ
い

て
は

、
実

績
が

評
価

さ
平

成
１

８
年

１
０

月
以

降
、

随
意

契
約

の
契

約
情

報
の

公
表

を
開

始
し

、
平

成
２

０
年

１
月

以
降

は
、

一
般

競
争

等
に
よ

っ
た

も
の

に
つ
い

れ
る

よ
う

引
き

続
き

年
度

末
賞

与
て

も
次

の
基

準
に

よ
り

公
表

し
て

お
り

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
も

引
き

続
き

公
表

を
行

っ
た

。

を
支

給
す

る
。

公
表

基
準

：
予

定
価
格

が
１

０
０
（

賃
貸
借
契

約
は

８
０
）

万
円

以
上
の

契
約

(
3
)
契

約
事

務
の

徹
底

の
た

め
の

取
り

組
み

平
成
２

０
年

６
月

に
契
約

事
務

の
競
争

性
、
公
正

性
、

透
明
性

の
確

保
、
不

正
防

止
の

観
点
か

ら
、

①
原
則

、
一

般
競
争

入
札

で
あ

る
こ
と

の
徹
底
、

②
競

争
を

行
う
旨

を
広

く
お
知

ら
せ
す
る

た
め

の
入
札

公
告

の
詳
細

な
方

法
、

③
予
定

価
格

の
積
算

方
法

、
④
事

業
者

と
の

折
衝
方

法
等
に
つ

い
て

各
病

院
へ
周

知
し

、
以
降

内
部
監
査

等
に

よ
り
、

各
病

院
で
の

実
施

を
徹

底
し
て

い
る

。

ま
た
、

契
約

事
務

に
関
し

て
一

層
の
適

正
性
を
担

保
す

る
た
め

、
監

事
と
連

携
し

た
い

わ
ゆ
る

抜
打

監
査
（

平
成

２
０
年

１
１

月
以

降
７
病

院
）
を
実

施
し

、
国

民
か
ら

疑
念

を
持
た

れ
る
こ
と

が
な

い
よ
う

な
契

約
事
務

の
遂

行
に

努
め
た

。

さ
ら
に

、
契

約
事

務
に
関

す
る

基
準
に

つ
い
て
、

会
計

検
査
院

の
指

摘
も
踏

ま
え

、
随

意
契
約

に
お

け
る
予

定
価

格
調
書

の
作

成
基

準
の
制

定
、
公
告

期
間

短
縮

の
制
限

及
び

公
募
型

競
争
見
積

の
廃

止
な
ど

、
国

の
基
準

に
準

拠
し

た
見
直

し
を

行
な
い

、
平

成
２
１

年
度

か
ら

適
用
す

る
こ
と
と

し
た

。

(
4
)
会

計
事

務
に

係
る

標
準

的
業

務
フ

ロ
ー

の
作

成

適
正
な

会
計

事
務

の
業
務

遂
行

を
確
保

す
る
観
点

か
ら

、
契
約

事
務

を
は
じ

め
、

現
金

・
出
納

の
業

務
フ
ロ

ー
を

平
成
２

１
年

３
月

に
作
成

・
周
知
し

、
各

病
院

に
お
け

る
業

務
の
標

準
化
を
図

っ
た

。

【
★

】
別

冊
：

個
別

病
院

ご
と
の

検
証

参
照
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部

に
お

い
て
承

認
し
た
中

期
的

な
個
別

病
院

毎
の
経

営
改

善
計

画
：
５

８
病

院
（
再

生
プ

ラ
ン
）

に
つ

い
て

、
毎
月

の
月
次

決
算

に
お
い

て
、

各
病
院

の
経

常
収
支

、
一

日
平

均
入
院

患
者

数
、
患

者
一

人
当
た

り
入

院
診

療
額
に

つ
い
て
、
平

成
１
９
年
度

実
績
及

び
平
成

２
０

年
度
計

画
と

の
比
較

を
行

う
な
ど

、
そ

の
進

捗
状
況

の
確

認
を
行

っ
た

と
こ
ろ

で
あ

り
、

計
画
２

カ
年
目
と
な

る
平
成
２
１

年
度
に

お
い
て

も
、

引
き
続

き
、

個
別
病

院
に

お
け
る

収
支

改
善

に
努
め

て
い

る
。

ま
た
、
経

営
手

腕
を

発
揮
し

て
い

る
院
長

及
び
副
院

長
等

に
再
生

プ
ラ

ン
特
別

顧
問

を
委

嘱
す
る

と
と

も
に
、

本
部

及
び
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
に

専
属
チ

ー
ム

を
設
け

、
年

度
計
画

に
対

し
て
経

常
収

支
が

著
し
く

下
回

っ
て
い

る
病

院
へ
の

個
別

訪
問

（
延
べ

２
５
病
院
）

を
行
う
な
ど

、
収
支

改
善

に
努

め
た

。

※
経
常

収
支

が
平

成
２
０

年
度

計
画
を

達
成
し
た

病
院

３
１

病
院

経
常

収
支

が
平

成
２
０

年
度

計
画
を

下
回
っ
た

病
院

２
７

病
院

（
う
ち

、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病

院
１

３
病

院
）

【
再
生

プ
ラ

ン
の
具

体
的

な
取
組

み
】

※
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

の
体
制

本
部

及
び

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
専
属

チ
ー
ム
を

設
置

し
、
さ

ら
に

病
院
長

、
副

院
長

等
を
本

部
特

別
顧
問

と
し

て
委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９
名

・
本

部
再

生
プ

ラ
ン

専
属

チ
ー

ム
２

３
名

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
再

生
プ

ラ
ン
専

属
チ
ー
ム

７
３
名

※
中

期
的

な
（

平
成
２

０
年

度
～
平

成
２
２
年

度
３

年
間
）

経
営

改
善
計

画
を

策
定

・
事

業
規

模
関

係
・
・

・
病
院

規
模
等

・
サ

ー
ビ

ス
内

容
関
係

・
・

・
実
施

診
療
科
等

・
サ

ー
ビ

ス
体

制
関
係

・
・

・
病
棟

編
成
、
人

員
配

置
等

・
設

備
投

資
関

係
・
・

・
医
療

機
器
更
新

計
画

、
建
物

保
守

等
計
画

・
資

金
関

係
・

・
・

中
期

の
資

金
計

画

※
現

在
の

患
者

数
、
診

療
収

益
な
ど

を
前
提
に

「
人

、
物
、

資
金

」
の
最

適
化

・
部

門
別

（
診

療
科
・

病
棟

等
）
の

収
益
・
生

産
性

に
よ
る

分
析

→
課
題
の

所
在

を
ピ
ン

ポ
イ

ン
ト
で

明
確

化

・
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
に
よ

る
分

析

→
原
因
の

把
握

、
具
体

的
な

目
標
値

の
設

定

・
機

能
強

化
・

生
産
性

の
向

上

→
外
部
環

境
分

析
な
ど

に
よ

る
実
現

可
能

性
の

検
証

・
診

療
機

能
、

規
模
、

人
員

体
制
の

見
直
し

→
ダ
ウ
ン

サ
イ

ジ
ン
グ

（
人

事
異
動

も
考

慮
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

職
員

の
給

与
水

準

医
師

を
は

じ
め
と

す
る

医
療
職

種
の

確
保
は

、
医

療
を

提
供
し

、
医

業
収
益

を
得

る
当
法

人
の

運
営

に
お
い

て
、
基
本
的

か
つ
重
要
な

事
項
で

あ
る
が

、
そ

の
確
保

は
民

間
医
療

機
関

を
含
め

て
全

国
的

に
厳
し

い
情

勢
に
あ

る
。

こ
れ

を
踏

ま
え
て

、
医

師
の
給

与
に

つ
い
て

は
、

平
成

１
７
年

度
に

年
俸
制

を
導

入
し
て

勤
務

成
績

を
反
映

さ
せ
、
平
成

１
８
年
度
に

国
の
給

与
構
造

改
革

に
伴
う

基
本

給
等
の

引
き

下
げ
を

見
送

る
な

ど
、
民

間
医

療
機
関

な
ど

の
状
況

を
踏

ま
え

な
が
ら

、
改
善
を
進

め
て
い
る
も

の
で
あ

る
が
、

民
間

医
療
機

関
の

給
与
と

は
、

ま
だ
相

当
な

開
き

が
あ
る

と
考

え
て
い

る
。

看
護

師
に

つ
い
て

は
、

民
間
医

療
機

関
に
お

け
る

給
与

の
水
準

を
考

慮
し
て

、
独

法
移
行

時
に

中
高

年
齢
層

の
一
般
看
護

師
の
給
与
カ

ー
ブ
を

フ
ラ
ッ

ト
化

し
、
ま

た
、

平
成
１

７
年

４
月
に

基
本

給
の

調
整
額

を
特

殊
業
務

手
当

に
切
り

替
え

る
と

と
も
に

そ
の
水
準
を

引
き
下
げ
る

な
ど
の

適
正
化

を
講

じ
た
と

こ
ろ

で
あ
り

、
適
切
な
対

応
を
行
っ

て
い

る
。
た
だ
し
、
看
護
師

確
保

に
つ
い

て
も
、
医
師

と
同

様
に

厳
し
い

情
勢

に
あ
る
。

事
務

・
技

術
職
員

に
つ

い
て
は

、
国

の
一
般

職
給

与
法

に
準
じ

て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
独

法
移

行
時
に

中
高
年
齢
層

の
一
般
職
員

の
給
与

カ
ー
ブ

を
フ

ラ
ッ
ト

化
す

る
な
ど

の
措

置
を
講

じ
た

と
こ

ろ
で
あ

り
、

適
切
な

対
応

を
行
っ

て
い

る
。

研
究

職
員

に
つ
い

て
は

、
国
の

一
般

職
給
与

法
に

準
じ

て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

り
、

適
切
な

対
応

を
行

っ
て
い

る
。

【
国
と

異
な

る
諸
手

当
に

つ
い
て

】

(
1
)
特

殊
業

務
手

当

国
時

代
か

ら
、

職
務

の
複

雑
・

困
難

性
に

基
づ

き
他

の
官

職
に

比
し

て
著

し
く

特
殊

な
勤

務
に

支
給

し
て

い
た

俸
給

の
調

整
額

を
、

平
成

１
７
年
度

に
民

間
医

療
機
関

の
状

況
等
の

調
査
に
基

づ
き

減
額
す

る
と

と
も
に

、
賞

与
・

退
職
手

当
の

基
礎
と

し
な

い
特
殊

業
務

手
当

と
し
て

見
直
し
た

。

(
2
)
医

師
派

遣
手

当

深
刻
な

医
師
不

足
に

あ
る
一

部
地

域
の
旧

療
養

所
型

病
院
等

に
対

し
機
構

傘
下

の
病
院

が
医

師
を

派
遣
で

き
る
よ
う
、

平
成
１
８
年

４
月
よ

り
医

師
派

遣
手
当

を
創

設
し
、

平
成

２
０
年

４
月

よ
り

拡
充
を

図
っ

た
。

(
3
)
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
搭

乗
手

当
及

び
救

急
呼

出
待

機
手

当
等

国
の
航

空
手

当
、

民
間
医

療
機

関
の
同

様
の
手
当

を
踏

ま
え
て

、
救

急
医
療

に
従

事
す

る
医
師

・
看

護
師
等

の
医

療
従
事

者
の

勤
務

の
実
態

・
特
殊
性

を
勘

案
し

、
医
師

等
の

確
保
対

策
の
観
点

か
ら

平
成
１

９
年

１
２
月

よ
り

ド
ク

タ
ー
ヘ

リ
搭

乗
手
当

、
平

成
２
０

年
４

月
よ

り
救
急

呼
出
待
機

手
当

を
創

設
し
た

。
ま

た
、
平

成
２
１
年

４
月

よ
り
、

国
に

お
い
て

救
急

医
療

及
び
産

科
医

療
を
担

う
勤

務
医
の

処
遇

改
善

を
支
援

す
る
補
助

制
度

を
創

設
し
た

こ
と

に
対
応

し
て
救
急

医
療

体
制
等

確
保

手
当
を

創
設

し
た

。

(
4
)

年
度
末

賞
与

各
病
院

毎
に

業
績

評
価
が

で
き

る
よ
う

区
分
経
理

す
る

単
一
の

独
立

行
政
法

人
に

移
行

し
た
経

緯
、

実
際
に

国
立

病
院
機

構
法

に
お

い
て
施

設
毎
に
財

務
書

類
を

作
成
す

る
こ

と
と
さ

れ
て
い
る

こ
と

を
踏
ま

え
、

病
院
毎

の
経

営
努

力
の
イ

ン
セ

ン
テ
ィ

ブ
と

し
て
医

業
収

支
が

特
に
良

好
な
病
院

の
職

員
に

対
し
、

個
々

の
病
院

の
業
績
に

応
じ

て
年
度

末
賞

与
を
支

給
す

る
制

度
を
独

立
行

政
法
人

へ
移

行
す
る

際
に

設
け

た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ

は
、

中
央
省

庁
等

改
革
基

本
法
（
独

立
行

政
法
人

の
職

員
の
給

与
に

当
該

独
立
行

政
法

人
の
業

務
の

実
績
が

反
映

さ
れ

る
も
の

で
あ
る
こ

と
）
、
独
立

行
政

法
人

通
則
法
（

法
人
の
職

員
の
給
与
は

職
員
が
発

揮
し

た
能

率
が
考

慮
さ

れ
る
も

の
で

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
こ
と
）
、

独
立
行
政

法
人

整
理

合
理
化

計
画

（
各
独

立
行
政
法

人
は

能
力
・

実
績

主
義
の

活
用

に
よ

り
役
職

員
の

給
与
等

に
そ

の
業
績

及
び

勤
務

成
績
等

を
一
層
反

映
さ

せ
る

こ
と
）

の
趣

旨
に
則

っ
た
も
の

と
位

置
づ
け

て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
１
）
業
務

運
営
コ
ス
ト
の
節
減
等

（
１
）
業
務
運
営
コ
ス
ト
の
節
減

等
（

１
）

業
務

運
営

コ
ス

ト
の

節
減

等
（

１
）

業
務

運
営

コ
ス

ト
の

節
減

等
医

薬
品

等
の

購
入

方
法

の
見

直
し

や
医

薬
品

等
の

購
入

方
法

や
業

務
委

託

業
務

委
託

の
活

用
等

を
行

う
こ
と

に
よ

の
推

進
・

点
検

等
様

々
な

取
組

を
行
う

こ

り
、

材
料

費
等

の
経

費
の

節
減
に

努
め

る
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

間

こ
と
。

を
累

計
し

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、
経

常

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

収
支

率
が

１
０

０
％

以
上

と
な

る
よ
う

費

期
目

標
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
、

用
の

節
減
等

を
図

る
。

一
般

管
理

費
（

退
職

給
付

費
用
等

を
除

く
。
）
を
１
５
％
程

度
節
減
す
る
こ

と
。

①
材
料
費

①
材

料
費

①
材
料

費
包

括
評

価
等

の
今

後
の

診
療

報
酬

改
材

料
費

率
の

抑
制

を
図

る
た

定
を

考
慮

し
つ

つ
、

後
発

医
薬

品
の

採
め

、
引

き
続

き
医

薬
品

の
共

同
１

．
共

同
入

札
の

実
施

用
促

進
、

同
種

同
効

医
薬

品
の

整
理

、
購

入
を

行
う

と
と

も
に

、
国

立
(
1
)
医

薬
品

の
共
同

入
札

共
同

購
入

等
の

調
達

方
法

及
び

対
象

品
病

院
機

構
に

お
い

て
使

用
す

る
平
成
２

０
年

７
月

か
ら
平

成
２

２
年
３

月
ま
で
を

調
達

期
間
と

す
る

医
薬
品

の
共

同
入

札
に
つ

い
て

は
、
更

に
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を
活
か

目
等

の
見

直
し

を
行

い
、

薬
品

費
と

消
医

薬
品

の
集

約
に

取
り

組
む

と
す

た
め
、

入
札

単
位

の
拡
大

（
全

国
４
エ

リ
ア
→
３

エ
リ

ア
）
を

図
る

と
と
も

に
、

購
入

医
薬
品

リ
ス

ト
の
見

直
し

（
入

札
規

模
７

，
５
６
２

耗
品

費
等

の
材

料
費

率
の

増
の

抑
制

を
と

も
に

、
在

庫
管

理
の

効
率

化
品

目
→
５

，
９

７
８

品
目
）

を
行

い
、
更

な
る
医
薬

品
費

の
抑
制

と
契

約
事
務

の
効

率
化

を
図
っ

た
。

図
る
。

等
を

推
進

し
費

用
の

節
減

を
図

ま
た

、
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

い
て

る
。

(
2
)
医

療
用

消
耗

品
等

の
共

同
入

札

適
正

に
棚

卸
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
ま

た
、

医
療

用
消

耗
品

等
に

医
療
用

消
耗

品
・

消
耗
機

材
（

延
べ
１

，
２
４
０

品
目

）
の
共

同
入

札
に
つ

い
て

は
、

九
州
ブ

ロ
ッ

ク
事
務

所
に

加
え
、

新
た

に
北

海
道
東

過
剰
な
在
庫
を
削
減
す
る
。

つ
い

て
は

、
多

様
化

し
て

い
る

北
ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お
い

て
も

実
施
し

、
材
料
費

の
抑

制
を
図

っ
た

。

昨
今

の
供

給
体

制
等

の
動

向
に

留
意

し
つ

つ
、

病
院

間
の

価
格

(
3
)
検

査
試

薬
の
共

同
入

札

情
報

を
共

有
す

る
な

ど
効

率
的

検
査
試

薬
（

７
，

４
０
７

品
目

）
の
共

同
入
札
に

つ
い

て
は
、

東
海

北
陸
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
及

び
九

州
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

加
え

、
新
た
に

な
購

入
を

目
指

し
引

き
続

き
検

残
る
４
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
に

お
い

て
実
施

し
、
医
薬

品
費

の
抑
制

を
図

っ
た
。

討
を

行
う

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

適
正

な
在

庫
管

理

(
1
)
月

次
決

算
に

よ
る

保
有

在
庫

日
数

の
把

握
と

縮
減

各
病
院

毎
に
最

低
限

必
要
な

在
庫

日
数
を

定
め

、
毎

月
末
の

保
有

在
庫
日

数
と

の
比
較

を
行

う
こ

と
に
よ

り
、
在
庫
の

縮
減
に
努
め

た
。

平
成

１
９

年
度

平
成
２

０
年
度

医
薬

品
棚

卸
資

産
３
，
１

３
１

百
万

円
→

３
，

２
１

５
百
万

円

保
有

在
庫
日

数
１
１

．
８

日
→

１
１
．
９

日

診
療

材
料

棚
卸

資
産

２
，
０

３
８

百
万

円
→

１
，

９
１

７
百
万

円

保
有

在
庫
日

数
１
１

．
９

日
→

１
１
．
２

日

(
2
)
Ｓ

Ｐ
Ｄ

（
S
up
p
ly

P
ro
c
es
s
i
ng

an
d
D
i
s
tr
i
bu
t
i
on
：

物
品

管
理

の
外

注
化

）
の

導
入

Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
導

入
に

つ
い
て

は
、

適
正
な

在
庫
管
理

を
図

る
こ
と

か
ら

、
職
員

の
業

務
省

力
化
、

診
療

材
料
の

消
費

量
管
理

の
徹

底
に

よ
る
診

療
報
酬
の

請
求

漏
れ

防
止
、

使
用

品
目
の

統
一
化
に

よ
る

費
用
削

減
、

無
在
庫

方
式

に
よ

る
在
庫

の
縮

減
な
ど

を
検

討
の
う

え
導

入
す

る
こ
と

と
し
て
い

る
。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
末

現
在

で
、
Ｓ

Ｐ
Ｄ
を
導

入
し

て
い
る

病
院

は
、
７

４
病

院
で

あ
り
、

平
成

２
０
年

度
中

に
新
た

に
導

入
し

た
病
院

は
、
３
病

院
で

あ
る

。

３
．

材
料

費
率

の
抑

制

材
料

費
に

つ
い
て

は
、

上
記
の

材
料

費
抑
制

策
等

を
実

施
す
る

こ
と

に
よ
り

材
料

費
率
を

抑
え

る
こ

と
が
で

き
た
。

平
成

１
９
年

度
平
成

２
０

年
度

材
料

費
率

２
３

．
６

％
→

２
３

．
５

％
（

△
０

．
１

％
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
人
件
費
率
等

②
人

件
費

率
等

②
人
件

費
率
等

人
事

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
適

適
正

な
人

員
の

配
置

に
努

め

正
な

人
員
の

配
置
に
努

め
る

と
と
も
に

、
る

と
と

も
に

、
業

務
委

託
に

お
１

．
業

務
委

託
契

約
の

検
証

業
務

委
託

に
つ

い
て

も
コ

ス
ト

低
減

に
け

る
病

院
間

の
契

約
価

格
や

契
各
病

院
に

お
け
る

委
託

費
の
削

減
や

効
率
的

な
業

務
委

託
契
約

を
支

援
す
る

こ
と

を
目
的

と
し

て
、

全
病
院

に
お
け
る
業

務
委
託
契
約

の
契
約

十
分

配
慮

し
た

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
約

内
容

の
比

較
を

行
う

な
ど

、
額

等
に

つ
い

て
調
査

を
実

施
し
、

同
規

模
の
病

院
と

自
院

の
契
約

額
等

に
つ
い

て
比

較
検
討

が
行

え
る

よ
う
、

平
成
２
１
年

１
月
に
そ
の

結
果
の

等
に

よ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

中
、

人
委

託
業

務
に

つ
い

て
の

検
証

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
を

行
っ

た
。

件
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
率

に
行

い
、

引
き

続
き

コ
ス

ト
低

減

つ
い

て
、

業
務

の
量

と
質

に
応

じ
た

病
に

十
分

配
慮

し
た

有
効

活
用

を
２

．
人

件
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
率

の
抑

制

院
運

営
に

適
正

な
率

を
目

指
し

て
抑

制
図

っ
て

い
く

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、

技
能

職
の

退
職
後

不
補

充
や
非

効
率

病
棟
の

整
理

・
集

約
等
を

図
る

一
方
で

、
医

療
法
及

び
診

療
報

酬
上
の

人
員
基
準
に

沿
っ
た
体
制

と
し
、

を
図

る
。

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

心
神
喪

失
者

等
医
療

観
察

法
、
障

害
者

自
立
支

援
法

等
国

の
制
度

の
創

設
や
改

正
に

伴
う
人

材
確

保
、

地
域
医

療
計
画
を
踏

ま
え
た
政
策

医
療
の

し
た

率
に

つ
い

て
、

業
務

の
量

推
進
の

た
め

の
対
応

と
と

も
に
、

医
療

サ
ー
ビ

ス
の

質
の

向
上
、

医
療

安
全
の

確
保

及
び
患

者
の

処
遇

の
改
善

等
に
も
留
意

し
つ
つ
、
必

要
な
人

と
質

に
応

じ
た

病
院

運
営

に
適

材
確
保

を
行

っ
た
結

果
、

人
件
費

率
と

委
託
費

率
を

合
計

し
た
率

に
つ

い
て
は

、
抑

え
る
こ

と
が

で
き

た
。

正
な

率
を

目
指

し
て

抑
制

を
図

平
成

１
９

年
度
実

績
５
７
．

４
％

→
平
成

２
０

年
度
実

績
５

７
．
０

％
（

平
成
２

０
年

度
計

画
５

８
．
３
％
）

る
。

３
．

検
査

部
門

に
お

け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ

の
導

入
（

再
掲

）

平
成

１
９

年
度
ま

で
に

導
入
し

た
埼

玉
病
院

、
宇

多
野

病
院
、

長
崎

川
棚
医

療
セ

ン
タ
ー

、
東

京
医

療
セ
ン

タ
ー
、
舞
鶴

医
療
セ
ン
タ

ー
、
大

阪
南
医

療
セ

ン
タ
ー

、
四

国
が
ん

セ
ン

タ
ー
及

び
高

松
医

療
セ
ン

タ
ー

病
院
の

８
病

院
に
お

い
て

引
き

続
き
実

施
し
た
。

４
．

給
食

業
務

の
全

面
委

託
の

実
施

（
再

掲
）

平
成

１
９

年
度
ま

で
に

導
入
し

た
札

幌
南
病

院
、

花
巻

病
院
、

東
京

医
療
セ

ン
タ

ー
、
小

諸
高

原
病

院
、
宇

多
野
病
院
、

菊
池
病
院
及

び
舞
鶴

医
療
セ

ン
タ

ー
の
７

病
院

に
お
い

て
引

き
続
き

実
施

し
た

。
ま
た

、
平

成
２
０

年
度

新
た
に

佐
賀

病
院

で
導
入

し
た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

７
９

：
清
掃

業
務

委
託
契

約
～

運
営
病

床
数

規
模

別
１
㎡

当
た

り
の
契

約
単

価
～
〔

４
０

０
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

③
建
築
コ
ス
ト

③
建

築
コ

ス
ト

③
建
築

コ
ス
ト

建
築

単
価

の
見

直
し

等
を

進
め

る
と

平
成

１
６

年
度

に
定

め
た「

国

と
も

に
、

コ
ス

ト
削

減
に

直
接

結
び

つ
立

病
院

機
構

に
お

け
る

建
物

整
１

．
全

面
建

替
整

備
、

病
棟

建
替

整
備

く
一

括
契

約
の

導
入

等
を

図
り

、
投

資
備

の
指

針
」

に
基

づ
き

、
引

き
平

成
２

０
年

度
は

、
全

面
建

替
整

備
の

２
病

院
１

，
２

０
０

床
［

＊
１

］
、

病
棟

建
替

整
備

の
５

病
院

１
，

１
８

６
床

に
［

＊
２

］
つ

い
て

建

の
効
率
化
を
図
る
。

続
き

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
価

替
整
備

を
決

定
し
た

。

格
の

標
準

化
を

図
る

。
＊

１
岩
国
医

療
セ

ン
タ
ー

、
統

合
新
病

院
（

善
通

寺
・
香

川
小

児
病
院

）

＊
２

長
良
医

療
セ

ン
タ
ー

、
刀

根
山
病

院
、

福
山

医
療
セ

ン
タ

ー
、
東

徳
島

病
院
、

大
牟

田
病

院

平
成

２
０

年
度

に
着

工
し

た
９

病
院

(
準

備
工

事
含

む
｡
本

体
工

事
着

工
は

７
件

)
［

＊
３

］
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

一
括
発

注
に

よ
る
工

事
期

間
の
短

縮
や

設
計
仕

様
の

標
準

化
の
取

組
み

を
引
き

続
き

実
施
し

た
結

果
、

鋼
材
等

の
主
要
建
築

資
材
価
格
が

平
均
約

７
％
値

上
が

り
す
る

な
か

、
契
約

価
格

は
平
成

１
９

年
度

と
同
水

準
(
国
時

代
の

建
築
コ

ス
ト
の
約
５

割
減
)
に

抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
た

。

＊
３

道
北
病

院
、

花
巻
病

院
、

西
埼
玉

中
央

病
院

、
横
浜

医
療

セ
ン
タ

ー
、

七
尾
病

院
、

鈴
鹿

病
院
、

松
江
医
療
セ

ン
タ
ー
、

佐
賀
病

院
、

長
崎
川

棚
医

療
セ
ン

タ
ー

２
．

建
築

コ
ス

ト
削

減

平
成

１
７

年
度
以

降
の

契
約
実

績
に

基
づ
い

て
作

成
し

て
い
る

工
事

費
標
準

単
価

の
品
目

数
及

び
価

格
の
見

直
し
を
図
り

、
当
初

の
整

備
計
画
、

基
本
・

実
施

設
計
の

積
算

に
活
用

し
、

価
格
の

適
正

化
に

努
め
た

。

・
工

事
費

標
準
単

価
の

品
目

数
の
拡

大

平
成
１

９
年

度
９

５
３

品
目

→
平

成
２

０
年

度
９

７
３

品
目

(
自

動
水

栓
類

を
追

加
)

(
1
)
当

初
整

備
計

画
の

充
実

平
成
１

９
年

度
ま

で
に
実

施
し

た
契
約

状
況
を
分

析
し
、
審

査
基
準
、
工
事

費
標
準

単
価

及
び
標

準
工

事
価

格
の
見

直
し

を
図
る

と
と

も
に
、

そ
れ
ら
を

病
院

や
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
に
情

報
提
供
す

る
こ

と
に
よ

り
、

内
容
面

、
価

格
面

に
お
い

て
精

度
の
高

い
当

初
整
備

計
画

を
行

っ
た
。

(
2
)
基

本
設

計
、

実
施

設
計

の
審

査

平
成

１
９

年
度

に
引

き
続

き
工

事
費

標
準

単
価

等
の

活
用

や
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
取

組
み

と
と

と
も

に
、

審
査

の
業

務
手

順
及

び

チ
ェ
ッ
ク

手
法

の
見

直
し
を

行
い

、
契
約

済
み
類
似

案
件

と
の
価

格
比

較
を
行

う
こ

と
に

よ
り
、

過
剰

な
仕
様

を
抑

制
す
る

仕
組

み
を

構
築
し

建
築
コ
ス

ト
の

削
減

に
努
め

た
。

(
3
)
入

札
情

報
の

情
報

提
供

の
拡

大

入
札
参

加
者

を
増

や
す
こ

と
を

目
的
と

し
て
、
業

界
紙

へ
の
情

報
提

供
に
つ

い
て

、
従

来
は
１

億
円

以
上
の

工
事

を
対
象

と
し

て
き

た
と
こ

ろ
、
平
成

２
０

年
度

よ
り
２

５
０

万
円
以

上
の
す
べ

て
の

工
事
に

拡
大

し
、
競

争
性

を
高

め
、
建

築
コ

ス
ト
削

減
に

努
め
た

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

④
医

療
機

器
購

入
費

④
医

療
機

器
購

入
費

大
型

医
療

機
器

の
導

入
費

用

の
削

減
を

図
る

た
め

、
共

同
購

１
．

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
実

施

入
に

よ
る

調
達

を
行

う
と

と
も

平
成

１
７

年
度
か

ら
実

施
し
て

い
る

共
同
入

札
に

つ
い

て
、
平
成

２
０

年
度

入
札
分

に
お

い
て
は
、
平
成

１
９

年
度
中

か
ら

手
続
き

に
着

手
し
、

に
、

医
療

機
器

購
入

価
格

の
標

よ
り
早

期
導

入
を
図

っ
た

。
併
せ

て
、

平
成
１

９
年

度
の

対
象
品

目
で

あ
る
大

型
医

療
機
器

（
Ｃ

Ｔ
・

Ｍ
Ｒ
Ｉ

・
血
管
連
続

撮
影
装
置
・

ガ
ン
マ

準
化

を
図

る
。

カ
メ
ラ

）
に

、
リ
ニ

ア
ッ

ク
・
Ｘ

線
透

視
撮
影

装
置

を
加

え
た
６

品
目

を
対
象

機
器

と
し
、

ス
ケ

ー
ル

メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し

、
保
守
費
用

を
含
め

た
総
コ

ス
ト

で
市
場

価
格

を
大
幅

に
下

回
る
価

格
で

の
購

入
と
な

る
な

ど
、
効

率
的

な
設
備

整
備

を
行

っ
た
。

（
参

考
：

共
同
入

札
対

象
品
目

）

平
成
１
７

年
度

２
品

目
（

Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
）

平
成
１
８

年
度

２
品

目
（

Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
）

平
成
１
９

年
度

４
品

目
（

Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
、

血
管
連

続
撮

影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

）

平
成
２
０

年
度

６
品

目
（

Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
、

血
管
連

続
撮

影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、
Ｘ
線
透

視
撮
影
装
置

）

２
．

医
療

機
器

の
価

格
情

報
等

の
共

有

各
病

院
に

お
い
て

、
医

療
機
器

を
よ

り
有
利

な
価

格
（

平
準
化

・
低

廉
化
）

で
購

入
す
る

た
め

の
比

較
軸
と

す
る
た
め
、

平
成
１
８
年

度
か
ら

各
病
院

で
購

入
し
た

特
に

購
入
件

数
の

多
い
医

療
機

器
（

４
０
種

類
）

の
本
体

価
格

の
情
報

を
本

部
で

集
計
・

分
類
し
、
毎

月
各
病
院
に

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
し

て
お
り

、
平

成
２
０

年
度

も
引
き

続
き

、
対

象
機
器

を
６

５
種
類

に
拡

大
し
て

、
毎

月
各

病
院
に

価
格
情
報
の

提
供
を
行
っ

た
。

ま
た

、
ラ

ン
ニ
ン

グ
コ

ス
ト
に

つ
い

て
も
、

平
成

１
９

年
度
か

ら
Ｃ

Ｔ
及
び

血
管

連
続
撮

影
装

置
の

保
守
費

用
（
管
球
情

報
）
を
情
報

提
供
し

て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

る
が

、
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は

、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
・

血
管
連

続
撮

影
装
置

及
び

リ
ニ

ア
ッ
ク

の
高
額
部
品

の
価
格
を
各

病
院
へ

情
報
提

供
を

行
っ
た

。
さ

ら
に
、

平
成

１
９
年

度
か

ら
本

部
に
お

い
て

複
数
メ

ー
カ

ー
の
放

射
線

機
器

の
基
本

的
な
仕
様
（

性
能
）
を
取

り
ま
と

め
、
各
病
院

へ
情
報
提

供
し
、
病

院
に
お
け
る

仕
様
書
作

成
事

務
の

軽
減
を

図
っ

た
。（

平
成

１
９
年

度
４

機
器
、
平
成
２
０

年
度
１
機

器
追

加
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

④
院

内
売

店
、

食
堂

、
喫

茶
、

駐
車

場
⑤

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
⑤

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
駐

車
場

等
の

運
営

、
委

託
形

態
等
の
運

営
、
委
託
形
態

駐
車

場
等

の
運

営
、

委
託

形
態

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
駐

車
場

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
院
内
売

店
・

食
堂

等
の
建

物
等

貸
付
契

約
及
び
駐

車
場

管
理
業

務
委

託
に
つ

い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

も
引
き

続
き

競
争

に
よ
る

等
に

つ
い

て
、

契
約

方
法

及
び

契
約

額
公

募
な

ど
契

約
プ

ロ
セ

ス
の

透
契

約
手
続

き
の

徹
底

を
図
っ

た
。

等
を

見
直

す
こ

と
に

よ
り

、
費

用
の

節
明

性
の

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

本
部
か

ら
各

病
院

に
対
し

て
他

病
院
の

契
約
実
績

及
び

取
組
状

況
を

情
報
提

供
し

、
各

病
院
に

お
い

て
は
そ

の
情

報
を
参

考
に

し
て

、
利
用

減
を
図
る
。

一
般

競
争

や
公

募
型

企
画

競
争

者
等
の
状

況
と

質
の

高
い
サ

ー
ビ

ス
の
徹

底
を
踏
ま

え
た

貸
付
料

収
入

の
分
析

な
ど

を
行

っ
た
結

果
、

売
上
手

数
料

の
徴

収
を

開
始

す
る
な
ど

な
ど

引
き

続
き

競
争

に
よ

る
契

貸
付
料
に

改
善

が
み

ら
れ
、

建
物

等
貸
付

契
約
は
貸

付
料

総
額
が

平
成

１
９
年

度
に

比
べ

て
約
３

．
６

％
の
増

と
な

っ
た

。

約
手

続
き

の
徹

底
を

行
う

。

ま
た

、
平

成
２

０
年

度
に

お

い
て

も
引

き
続

き
、

費
用

分
析

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

透
明

性
、

競
争

性
に

併
せ

費
用

と
収

益
の

面
に

お
い

て
も

適
切

な
契

約
に

努
め

る
。

⑤
一
般
管
理
費
の
節
減

⑥
一

般
管

理
費

の
節

減
⑥

一
般

管
理

費
の

節
減

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も

の
期

間
の

最
終

年
度

に
お

い
て

、
一

般
引

き
続

き
、

一
般

管
理

費
（

退
一

般
管

理
費

（
退

職
給

付
費

用
等

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

６
年

度
に

お
い

て
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
１

，
７

９
２

百
万

円

管
理

費
（
退

職
給
付
費

用
等

を
除
く
。
）

職
給

付
費

用
等

を
除

く
。
）

の
経

（
▲
３
２

．
８

％
）

減
少
し

、
中

期
計
画

を
達
成
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る

。
平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機

構
総
合

に
つ
い
て
、
１
５
％
以
上
節
減
を
図
る
。

費
節

減
に

努
め

る
こ

と
と

し
、

情
報
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス
テ

ム
（

Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ
ｅ
ｔ

）
の

更
改
に

伴
う

経
費
が

発
生

し
た

こ
と
な

ど
に

よ
り
、

平
成

１
９

年
度

支
出

を
上
回
る

平
成

１
５

年
度

と
比

し
て

、
こ

と
と
な

っ
た

が
、

平
成
１

５
年

度
に
比

し
、
２
，

０
６

０
百
万

円
（

▲
３
７

．
７

％
）

減
少
さ

せ
、

中
期
計

画
に

掲
げ
る

目
標

値
を

大
幅
に

１
５

％
以

上
節

減
で

き
る

体
制

上
回
っ
た

。

を
維

持
す

る
。

（
単

位
：
百
万

円
）

平
成

１
５

年
度

平
成

１
６

年
度

平
成

１
７
年

度
平
成

１
８
年

度
平
成
１

９
年
度

平
成

２
０
年

度

一
般
管

理
費

５
，

４
７
０

３
，
６

７
８

３
，
６
２

２
３
，

３
４
０

３
，

３
７
２

３
，
４
１
０

対
１
５

年
度

－
▲
１

，
７

９
２

▲
１

，
８
４

８
▲
２

，
１
３

０
▲
２
，

０
９
８

▲
２

，
０
６

０

節
減

率
－

▲
３

２
．

８
％

▲
３

３
．
８

％
▲
３

８
．
９

％
▲
３
８

．
３
％

▲
３

７
．
７

％

対
前
年

度
－

▲
１

，
７

９
２

▲
５

６
▲
２
８

２
＋

３
３

＋
３

８

節
減

率
－

▲
３

２
．

８
％

▲
１
．
５

％
▲

７
．
８

％
＋
１

．
０
％

＋
１
．
１

％

⑦
広

告
事

業
へ

の
取

組

平
成
１

８
年

度
か

ら
国
立

病
院

機
構
内

の
資
産
等

を
広

告
媒
体

と
し

て
有
効

活
用

す
る

こ
と
に

よ
る

費
用
の

節
減

や
新
た

な
収

益
を

創
出
す

る
こ
と
を

目
的

と
し

、
本
部

に
お

い
て
は

、
全
職
員

の
給

与
支
給

明
細

書
に
企

業
等

の
広

告
を
掲

載
す

る
こ
と

に
よ

り
、
給

与
袋

の
購

入
費
の

削
減
及
び

収
入

の
増

加
を
図

る
と

と
も
に

、
各
病
院

に
お

い
て
も

、
薬

袋
、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
内
掲

示
板

等
を
広

告
媒

体
と
す

る
こ

と
に

よ
り
、

費
用
の
削

減
及

び
収

入
の
増

加
を

図
っ
た

。

さ
ら
に

、
平

成
２

０
年
度

は
２

病
院
に

お
い
て
、

機
関

誌
発
行

費
用

を
企
業

等
の

広
告

を
掲
載

す
る

こ
と
に

よ
り

、
発
行

費
用

の
削

減
を
図

っ
た

。

○
削
減

し
た
費

用

給
与

支
給
明

細
書

等
の
購

入
費

用
等
の

削
減

金
額

合
計

▲
１

，
１

１
０
万

円

（
う
ち
給

与
支

給
明
細

書
▲
１
，

０
０

０
万

円
所

要
枚
数

８
７

万
枚
）

○
増
加

し
た
収

入

給
与

支
給
明

細
書

等
の
広

告
掲

載
料
収

入
金

額
合

計
１

２
４

万
円

【
説

明
資

料
】

資
料

８
０

：
給
与

支
給

明
細
書

〔
４

０
１
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

⑧
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
へ

の
取

組

平
成
１

９
年

度
か

ら
各
病

院
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用

量
を

削
減
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
て

外
部
委

託
に

よ
り
３

５
病

院
（
平

成
１

９
年

度
１
０

病
院
、
平

成
２

０
年

度
２
５

病
院

）
に
対

し
エ
ネ
ル

ギ
ー

診
断
を

実
施

し
た
。

さ
ら

に
、

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
に
係

る
整

備
を
対

象
と

し
た

助
成
金

制
度
（

平
成

１
９
年

度
創

設
）
を
活

用
し
、
平

成
２
０

年
度

に
お

い
て
は
、
１

１
病

院
が

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
目

的
と
し
た
整

備
を
し
た

。
結
果
、

所
要
整
備

費
３

．
７

億
円
に

対
し

、
年
間

１
．
４
億

円
の

コ
ス
ト

削
減

を
見
込

ん
で

い
る
。
（

投
資
回

収
２

．
７

年
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
業
務

運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

（
２
）
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関

す
る
事
項

（
２

）
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

（
２

）
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
」
（

平
成

1
7

「
行

政
改

革
の

重
要

方
針

」
（

平
成

1
7

る
事

項

年
1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

平
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

今
「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
」
（
平

１
．

人
件

費
削

減
の

取
組

み

成
1
8
年
度

以
降
の
5
年
間

に
お
い
て
国
家
公

後
５

年
間

で
５

％
以

上
の

人
件

費
削

減
の

成
1
7
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

技
能
職
の

退
職

後
不

補
充
並

び
に

非
常
勤

職
員
へ
の

切
替

及
び
ア

ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ

化
、

非
効
率

と
な

っ
て
い

る
病

棟
の
整

理
・

集
約

に
よ
り

務
員

に
準

じ
た

人
件

費
削

減
に

向
け

た
取

取
組

を
行

う
が

、
医

療
法

及
び

診
療

報
酬

踏
ま

え
、

人
件

費
削

減
の

取
組

を
収

益
に

見
合

っ
た

職
員

配
置

と
し

た
。
（
人

件
費

の
削
減

額
約

▲
７

,５
８

２
百

万
円

）

組
を

行
う

こ
と

と
す

る
が

、
医

療
法

及
び

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応

を
行

う
こ

行
う

が
、

医
療

法
及

び
診

療
報

酬
一

方
で

、
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察
法

に
基

づ
く

専
門

病
棟

の
運

営
及

び
障

害
者

自
立

支
援

法
に

基
づ

く
筋

ジ
ス
病

棟
等
に

お
け

る
療

養
介
護

診
療

報
酬

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応

と
は

も
と

よ
り

、
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応

を
事

業
等

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
必

要
な

職
員

配
置

を
引

き
続

き
行

っ
た

。

を
行

う
こ

と
は

も
と

よ
り

、
国

の
制

度
の

察
法

、
障

害
者

自
立

支
援

法
等

国
の

制
度

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
神

喪
ま

た
、

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
か

ら
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

を
招

か
な

い
よ

う
に

休
職

者
等

（
看

護
師

）
の

代
替
要

員
の
確

保
及

び
地

域
医
療

創
設

や
改

正
に

伴
う

人
材

確
保

も
含

め
政

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

失
者

等
医

療
観

察
法

、
障

害
者

自
計

画
を

踏
ま

え
た

診
療

報
酬

施
設

基
準

の
維

持
・

取
得

に
つ

い
て

実
質

配
置

に
よ

る
必

要
な

職
員

配
置

を
行

っ
た

。
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

策
医
療
の
推
進
の
た
め
の
対
応
と
と

も
に
、

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
と

と
も

立
支

援
法

等
国

の
制

度
の

創
設

や
約

８
,８

１
８
百

万
円
）

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

政
そ

の
結

果
、

常
勤

職
員

の
人

件
費

は
前

年
度

と
比

較
し

て
約

１
２

億
の

増
と

な
っ

て
い

る
。

の
確

保
及

び
患

者
の

処
遇

の
改

善
等

に
も

安
全

の
確

保
及

び
患

者
の

処
遇

の
改

善
等

策
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

と
平

成
１

９
年

度
平

成
２

０
年

度

留
意

し
つ

つ
、

適
切

な
取

組
を

進
め

る
こ

に
も
留
意
し
つ
つ
、
適
切
な
取
組
を
行
う
。

と
も

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
人

件
費

３
１

２
，

９
６

８
百

万
円

→
３

１
４

,２
０
４

百
万
円

（
１

,２
３

６
百
万
円

）

と
。

な
お

、
現

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

な
お

、
中

期
目

標
の

最
終

年
度

ま
で

に
お

向
上

、
医

療
安

全
の

確
保

及
び

患
な

お
、

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
に

つ
い

て
は

、
抑

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

度
ま

で
の

間
に

お
い

て
も

必
要

な
取

組
を

い
て
も
必
要
な
取
組
を
行
う
。

者
の

処
遇

の
改

善
等

に
も

留
意

し
平

成
１

９
年

度
実

績
５

７
．

４
％

→
平

成
２

０
年

度
決

算
５

７
．

０
％

（
平

成
２

０
年

度
計

画
５
８
．
３

％
）

行
う
こ
と
。

併
せ

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

構
造

改
つ

つ
、

適
切

な
取

組
を

行
う

。

併
せ

て
、

給
与

構
造

改
革

を
踏

ま
え

た
革

を
踏

ま
え

て
、

役
職

員
の

給
与

に
つ

い
併

せ
て

、
国

家
公

務
員

の
給

与
２

．
Ｑ

Ｃ
活

動
に

対
す

る
取

組

給
与
体
系
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

。
て
必
要
な

見
直
し
を
進
め
る
。

構
造

改
革

を
踏

ま
え

て
、

平
成

「
で

き
る

こ
と
か

ら
始

め
よ
う

！
」

を
ス
ロ

ー
ガ

ン
に

職
員
の

自
発

的
な
取

組
を

奨
励
、

評
価

し
、

表
彰
す

る
と
い
う
Ｑ

Ｃ
活
動
奨
励

表
彰
制

１
９

年
度

ま
で

に
改

正
し

た
役

職
度

も
平

成
２

０
年

度
ま

で
に

第
２

期
が

終
了

、
提

出
さ

れ
た

取
組

の
件

数
は

総
数

２
０

４
件

に
の

ぼ
る

。
毎

年
行

わ
れ
る
国

立
病
院
総
合

医
学
会

員
の

給
与

制
度

の
適

切
な

施
行

を
で

年
間

最
優

秀
賞

を
決

め
る

イ
ベ

ン
ト

も
着

実
に

実
施

し
、

年
間

を
通

し
て

活
動

を
奨

励
し

て
い

く
仕

組
み

が
定

着
し
た
。

行
っ

て
い

く
。

機
構

全
体

だ
け
で

な
く

、
各
個

別
病

院
を
み

て
も

院
内

サ
ー
ク

ル
活

動
発
表

会
が

さ
か
ん

に
行

わ
れ

る
よ
う

に
な
り
、
職

員
一
人
一
人

が
業
務

改
善
に

積
極

的
に
貢

献
す

る
と
い

う
意

識
付
け

を
広

げ
る

こ
と
が

で
き

た
。

ま
た

、
平

成
２
１

年
３

月
に
第

２
期

ま
で
の

活
動

を
集

約
し
た

Ｑ
Ｃ

活
動
事

例
集

を
発
刊

、
各

病
院

に
配
付

し
後
年
に
残

す
事
で
、
各

取
組
を

一
時
的

な
も

の
と
せ

ず
、

継
続
し

、
さ

ら
な
る

活
動

意
欲

を
促
す

よ
う

取
り
組

ん
だ

。

※
Ｑ
Ｃ

活
動
：

病
院

職
員
が

自
院

内
の
課

題
に

応
じ

て
小
グ

ル
ー

プ
を
構

成
し

、
業
務

の
質

の
向

上
を
目

指
し
て
取
り

組
む
自
主
的

活
動
。

※
第
１

期
（
平

成
１

８
年
９

月
～

平
成
１

９
年

８
月

）
及
び

第
２
期
（
平

成
１
９
年
１

２
月
～
平

成
２

０
年

８
月
）

ま
で

の
提
案

件
数

（
２

０
４

件
）

内
訳
：

医
療

サ
ー

ビ
ス
：
（

８
２

件
）
、
経

営
改
善

（
６

１
件
）
、

医
療
安

全
（

６
１
件

）

３
．

法
人

業
務

に
対

す
る

国
民

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
、

業
務

改
善

を
図

る
取

組
を

促
す

ア
プ

ロ
ー

チ

独
法

移
行

後
、
患

者
の

目
線
に

立
ち

、
国
立

病
院

機
構

全
体
の

サ
ー

ビ
ス
向

上
を

図
る
こ

と
を

目
的

に
毎
年

実
施
し
て
い

る
患
者
満
足

度
調
査

に
お
い

て
、

個
々
の

病
院

に
対
す

る
評

価
、
ニ

ー
ズ

を
把

握
し
て

お
り

、
そ
こ

か
ら

発
見
で

き
た

課
題

に
つ
い

て
は
、
個
々

の
病
院
に
お

い
て
病

院
全
体

又
は

各
職
場

単
位

で
改
善

活
動

を
行
い

業
務

改
善

を
図
っ

て
い

る
。
さ

ら
に

そ
れ
ら

の
活

動
の

一
部
は

平
成
１
８
年

度
に
創
設
し

た
国
立

病
院
機

構
Ｑ

Ｃ
活
動

奨
励

表
彰
等

に
よ

り
、
全

病
院

に
広

く
紹
介

す
る

な
ど
、

水
平

展
開
を

図
る

べ
く

取
り
組

ん
で
い
る
。

ま
た

、
各

病
院
で

は
、

地
域
住

民
の

た
め
の

講
演

会
や

健
康
祭

り
等

の
イ
ベ

ン
ト

を
実
施

し
、

地
域

住
民
の

医
療
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努

め
て
い

る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

８
１

：
で
き

る
こ

と
か
ら

始
め

よ
う
！

国
立

病
院

機
構
Ｑ

Ｃ
活

動
奨
励

表
彰

〔
４
０

２
頁

〕
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

国
民

に
よ

る
意

見
の

活
用

全
国

一
斉

に
患
者

満
足

度
調
査

を
実

施
し
、

定
形

的
な

ア
ン
ケ

ー
ト

項
目
の

評
価

や
自
由

記
載

に
よ

り
、
利

用
者
か
ら
の

指
摘
、
意
見

を
い
た

だ
く
と

と
も

に
、
そ

の
結

果
を
各

病
院

に
フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を
す

る
こ

と
で
、

Ｑ
Ｃ

活
動
な

ど
業

務
改

善
活
動

の
き
っ
か
け

と
し
、
患
者

満
足
度

を
向

上
さ

せ
る

べ
く

努
力

し
て

い
る

。
ま

た
、

全
て

の
病

院
で

患
者

・
家

族
か

ら
の

意
見

箱
を

設
置

し
て

お
り

、
常

時
、

意
見

募
集

し
タ

イ
ム

リ
ー
な

改
善

活
動
に

つ
な

げ
て
い

る
。

機
構

全
体

と
し
て

は
、

事
業
計

画
、

事
業
報

告
書

、
財

務
諸
表

等
を

公
表
す

る
と

と
も
に

、
国

立
病

院
機
構

の
業
務
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
し

国
民
の

意
見

募
集
を

行
い

、
業
務

運
営

に
適
切

に
反

映
さ

せ
る
た

め
、

本
部
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
に

意
見

募
集
の

窓
口
を
平
成

２
０
年
１
０

月
か
ら

常
時
開

設
し

、
寄
せ

ら
れ

た
意
見

を
毎

日
閲
覧

・
対

応
し

て
い
る

。

※
平

成
２

０
年
１

０
月

～
平
成

２
１

年
３
月

ま
で

に
寄

せ
ら
れ

た
件

数
：
４

３
件

（
た
だ

し
、

い
ず

れ
も
個

別
病
院
、
職

員
に
対
す
る

問
い
合

わ
せ
や

苦
情

で
あ

る
）

ま
た
、
診
療

内
容
の

わ
か

る
明

細
書
の

発
行

に
つ
い

て
、
２
か

所
の

パ
イ
ロ

ッ
ト

施
設
に

お
い

て
、
そ
の

実
施

に
か
か

る
問

題
点
を

探
る

た
め
、

職
員
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト
だ

け
で
な

く
、

患
者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト
も

実
施

し
、
全

病
院

実
施
に

向
け

た
検

討
に
反

映
さ
せ
て
い

る
。

５
．

福
利

厚
生

費
の

見
直

し
関

係

国
立

病
院

機
構
は

国
費

以
外
の

財
源
（

診
療

収
入
等

の
自

己
財
源

）
に
よ
り

、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

経
費

を
支

出
し
て

い
た

と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

独
立
行

政
法

人
の
事

務
・

事
業
の

公
共

性
、
業

務
運

営
の

効
率
性

及
び

国
民
の

信
頼

確
保
の

観
点

か
ら

、
国
に

お
け
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
経
費

の
取
扱

い
を

踏
ま
え

、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
経

費
に

つ
い

て
は
、

病
院

か
ら
の

支
出

を
行
わ

な
い

よ
う

平
成
２

０
年
８
月
に

文
書
に
よ
り

周
知
徹

底
を

図
っ

た
。

な
お

、
平

成
２
０

年
度

の
支
出

に
つ

い
て
は

、
既

に
実

施
済
み

で
未

払
い
の

も
の

以
外
の

経
費

に
つ

い
て
は

支
出
し
な
い

も
の
と
し
、

既
に
契

約
し
た

も
の

で
も
、

病
院

経
費
に

よ
る

支
出
で

は
な

く
、

全
額
自

己
負

担
と
し

た
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

８
業

務
運

営
の
見
直

し
や

効
率
化
に
よ

る
収

支
改
善

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

（
１
）
業
務

運
営
コ

ス
ト

の
節
減
等

一
般

管
理

費
に

つ
い

て
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

３
７

．
７

％
の

節
減

を
行

い
中

期
計

画
に

掲
一

般
管

理
費

の
削

減
に

つ
い

て
中

期
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

た
こ
と
を
評

価
す
る
。
ま

た
、
再

（
２
）
業
務

運
営
の

効
率

化
に
関
す

る
事

項
】

げ
る

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
り

、
目

標
を

達
成

し
た
。

生
プ

ラ
ン

の
着
実

な
実

施
や
医

療
機

器
の
共

同
入

札
等

に
よ
る

コ
ス
ト
節
減

を
評
価
す
る

。

［
数

値
目

標
］

・
平

成
１

５
年

度
比

１
５
％

以
上

節
減

・
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

３
７

．
７

％
縮

減
し

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

（
各

委
員

の
評

定
理

由
）

一
般
管

理
費

の
節

減
４

，
６

５
０
百

万
円

っ
た

（
３

，
４

１
０

百
万

円
）
。
（

業
務

実
績

８
９
参
照

）
・
病

院
全

体
又
は

各
職

場
単
位

で
の

改
善
活

動
を

集
約

し
た
事

例
集
を
発
刊

し
、
業
務
改

善
の
取

（
平
成

１
５

年
度

５
，
４

７
０
百

万
円

）
組

内
容

に
つ
い

て
水

平
展
開

が
図

ら
れ
て

い
る

。
ま

た
、
特

に
早
急
な
経

営
改
善
着
手

が
必
要

な
５
８

病
院
に

つ
い

て
、
中

期
的

な
個
別

病
院

毎
の

経
営
改

善
プ
ラ
ン
（

再
生
プ
ラ
ン

）
に
沿

［
評

価
の

視
点

］
っ

て
収

支
改
善

に
努

め
た
結

果
、

３
１
病

院
が

年
度

計
画
の

経
常
収
支
を

上
回
っ
た
こ

と
は
評

・
各

病
院

の
特

色
・

機
能

を
十

分
発

揮
さ

せ
る

と
と

も
に

、
効

実
績

：
○

価
で

き
る

。

率
的

な
組

織
編

成
や
職
員

の
適

正
配
置

を
行

う
こ
と

に
よ

り
、

・
各

病
院

の
機

能
・

規
模

に
よ

る
病

院
の

運
営

方
針

に
応

じ
、

職
員

の
適

正
配

置
を

行
う

こ
と

等
に

・
業

績
の

良
い

病
院

に
対

し
て

、
年

度
末

賞
与

を
支

給
す

る
な

ど
、
各
病
院

に
お
け
る
経

営
努
力

診
療

収
入

等
の

増
収

及
び

経
費

節
減

に
努

め
、

個
々

の
病

院
よ

り
診

療
報

酬
上

の
上

位
基

準
の

取
得

等
を

図
る

と
と

も
に

、
材

料
費

、
人

件
費

、
委

託
費

等
に

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
で

き
た

点
は

、
今

後
の

業
務

改
善

・
運
営
効

率
化
を
進
め

る
上
で

に
お

い
て

収
支

相
償

な
い

し
そ

れ
以

上
を

目
指

し
て

取
り

組
係

る
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個
々

の
病

院
に

お
い

て
も

収
支

相
償

以
上

を
目

指
し

収
支

改
善

を
推

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
も

つ
な

が
り

、
評

価
す

る
。

ん
で
い

る
か

。
進

し
た

。
（

業
務

実
績

８
１

頁
参

照
）

・
業

務
運

営
コ
ス

ト
の

節
約
の

た
め

に
行
っ

て
き

た
材

料
費
の

節
減
や
医
療

機
器
の
共
同

入
札
等

・
業

務
の

効
率

化
に

よ
る

各
種

指
導

件
数

の
増

加
等

に
よ

る
増

収
や

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

等
の

に
よ

る
コ

ス
ト

節
減

は
高

く
評

価
さ

れ
る

。

人
件

費
削

減
等

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

な
ど

「
人

、
物

、
資

金
」

の
最

適
化

を
図

っ
た

再
生

プ
ラ

ン
・

建
築

コ
ス

ト
の

削
減

を
評

価
す

る
。

（
３

カ
年

計
画

）
の

１
年

目
を

遂
行

し
た

。
ま

た
、

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
年

度
計

画
に

対
し

経
・

医
業

収
益

の
増

加
、

費
用

の
縮

減
の

努
力

の
結

果
総

収
支

で
黒

字
を
評
価

す
る
。

常
収

支
が

著
し

く
悪

化
し

て
い

る
病

院
に

対
し

て
は
個

別
訪

問
を

行
う
な

ど
収

支
改
善

に
努

め
た
。

・
職

員
給

与
水
準

の
見

直
し
な

ど
適

切
な
対

応
努

力
の

中
、
医

師
派
遣
手
当

、
救
急
呼
出

待
機
手

（
業

務
実

績
８

２
頁

参
照

）
当

な
ど

医
師
の

給
与

に
反
映

。

・
医

療
職

の
確
保

と
い

う
難
し

い
業

務
で
あ

る
が

給
与

面
の
改

善
や
、
ま
た

経
常
収
支
が

前
年
を

・
収

支
相

償
を

超
え

る
病

院
に

つ
い

て
、

実
績

が
評

価
さ

れ
る

実
績

：
○

上
回
っ

た
病
院

で
は

賞
与
を

支
給

と
い
っ

た
点

は
評

価
で
き

る
。

仕
組

み
を

導
入

し
て
い
る

か
。

・
経

常
収

支
に

お
い

て
前

年
度

実
績

よ
り

良
く

な
っ

た
病

院
で

あ
っ

て
、

収
支

相
償

を
超

え
た

５
６

・
医

師
の

給
与

水
準

が
高

い
点

に
つ

い
て
は

、
我

が
国

に
お
い

て
勤
務
医
の

確
保
が
極
め

て
困
難

病
院

に
対

し
て

年
度

末
賞

与
を

支
給

し
た

。
（
業
務

実
績

８
１
頁

参
照

）
で

あ
り

、
国
と

し
て

勤
務
医

の
負

担
軽
減

・
処

遇
改

善
の
必

要
性
を
認
め

て
い
る
状
況

で
あ
る

こ
と
、

他
の
設

置
主

体
の
医

師
給

与
水
準

と
比

べ
て

決
し
て

高
い
水
準
で

な
い
こ
と
等

か
ら
、

・
法

人
の

業
務

改
善

の
た

め
の

具
体

的
な

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

実
績

：
○

社
会
的

な
理
解

の
得

ら
れ
る

水
準

と
な
っ

て
い

る
も

の
と
評

価
す
る
。

把
握
・

分
析

し
、

評
価
し

て
い

る
か
。
（

政
・
独

委
評

価
の
視

・
各

病
院

に
お

け
る

経
営

努
力

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
し

て
、

経
常

収
支

が
前

年
度

実
績

よ
り

良
く

・
広

告
事

業
の

取
組

の
中

、
給

与
支

給
明
細

書
の

実
例

な
ど

小
さ

い
が
前
向

き
な
姿
勢
と

し
て
評

点
）
【
第

２
の
２

業
務
運
営

の
見

直
し

や
効
率

化
に

よ
る

収
な

っ
た

病
院

で
あ

っ
て
、
収

支
相

償
を

超
え

た
５
６

病
院

に
対
し

て
年

度
末

賞
与
を

支
給

し
た
。（

業
価
。

今
後

一
層
の

努
力

を
期

待
し
た

い
。

支
改
善

該
当

部
分

】
務

実
績

８
１

頁
参

照
）

・
数

値
目

標
で
あ

る
一

般
管
理

費
に

つ
い
て

、
１

５
％

以
上
の

節
減
目
標
に

対
し
て
３
８

％
節
減

・
特

に
早

急
な

経
営

改
善

着
手

が
必

要
な

５
８

病
院

が
部

門
毎

の
生

産
性

に
着

目
す

る
な

ど
し

て
、

と
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る

。
た

だ
、

こ
の

２
年

度
微

増
傾

向
に

あ
る
の
で

、
現
在
の
水

準
の
維

改
善

項
目

を
検

討
し

、
行

動
目

標
を

明
確

化
し

た
中
期

的
な

個
別

病
院
毎

の
経
営
改
善

プ
ラ
ン
（

再
持

に
更

に
努
力

し
て

も
ら
い

た
い

。

生
プ

ラ
ン

）
を

策
定

し
、

平
成

２
０

年
３

月
末

に
本

部
が

承
認

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
平

成
２

０
・
「

随
意

契
約

見
直

し
計

画
」

の
実

施
に

よ
り

、
平

成
１

９
年

度
比

で
件

数
８

．
０

％
、

金
額

で

年
度

に
お

い
て

は
、

３
か

年
計

画
の

１
か

年
目

を
遂
行

し
た
。
（

業
務

実
績
８

２
頁

参
照

）
９
．
２
％

減
少
し

て
お

り
、
競

争
性
の

な
い

随
意
契

約
の

減
少

に
積
極

的
に

取
り
組

ん
で

い
る
。

・
各

該
当

病
院

が
再

生
プ

ラ
ン

に
沿

っ
た

経
営

改
善

に
努

め
る

と
と

も
に

、
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
経

費
に

つ
い

て
病

院
か

ら
の

支
出

を
行

わ
な
い
よ
う

平
成
２
０
年

８
月
に

所
で

は
、

月
次

決
算

で
そ

の
進

捗
状

況
を

確
認

し
、

ま
た

、
年

度
計

画
に

対
し

経
常

収
支

が
著

し
文

書
に

よ
り

周
知

徹
底

が
図

ら
れ

て
お

り
、

法
人

の
福

利
厚

生
費
に
つ
い

て
必
要
な
見

直
し
が

く
下

回
っ

て
い

る
病

院
に

対
し

て
、

再
生

プ
ラ

ン
特

別
顧

問
を

活
用

し
て

の
個

別
訪

問
を

行
う

な
行

わ
れ

て
い

る
。

ど
、

収
支

改
善

に
努

め
、

５
８

病
院

中
３

１
病

院
が
年

度
計

画
の

経
常
収

支
を

上
回
っ

た
。
（
業

務

実
績

８
２

頁
参

照
）

・
毎

年
実

施
し

て
い

る
患

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

、
個

々
の

病
院

に
対

す
る

評
価

、
ニ

ー
ズ

を
把

（
次

ペ
ー

ジ
へ

続
く

）

握
し

て
お

り
、

そ
こ

か
ら

発
見

で
き

た
課

題
に

つ
い

て
は

、
個

々
の

病
院

に
お

い
て

、
病

院
全

体

又
は

各
職

場
単

位
で

改
善

活
動

を
行

い
、

業
務

改
善
を

図
っ

て
い

る
。
（
業
務

実
績

９
１

頁
参
照

）

・
そ

れ
ら

活
動

の
一

部
は

、
平

成
１

８
年

度
に

創
設

し
た

「
国

立
病

院
機

構
Ｑ

Ｃ
活

動
奨

励
表

彰
」

制
度

で
、

職
員

に
よ

る
自

主
的

な
業

務
改

善
活

動
と

し
て

表
彰

し
、

業
務

改
善

意
欲

の
向

上
を

図

る
と

と
も

に
、

平
成

２
０

年
度

に
は

機
関

誌
「

Ｎ
Ｈ

Ｏ
だ

よ
り

」
や

提
出

さ
れ

た
全

２
０

４
件

の

取
組

を
集

約
し

た
事

例
集

を
発

刊
し

、
取

組
内

容
の
水

平
展

開
を

図
っ
た
。
（
業
務

実
績

９
１
頁

参

照
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
契

約
方

式
等

、
契

約
に

係
る

規
程

類
に

つ
い

て
、

整
備

内
容

実
績

：
○

（
そ

の
他

の
意
見

）

や
運
用

の
適

切
性

等
、
必
要
な

評
価

が
行

わ
れ
て

い
る

か
。（

政
・

契
約

事
務

に
関

す
る

基
準

に
つ

い
て

、
随

意
契

約
に
お

け
る

予
定

価
格
調

書
の
作
成
基

準
の
制
定
、

・
法

人
業

務
に
対

す
る

国
民
の

ニ
ー

ズ
の
把

握
や

意
見

活
用
の

さ
ら
な
る
努

力
を
。

・
独

委
評

価
の

視
点
）

公
告

期
間

短
縮

の
制

限
及

び
公

募
型

競
争

見
積

の
廃

止
な

ど
、

国
の

基
準

に
準

拠
し

た
見

直
し

を
・

人
件

費
削

減
対

策
も

評
価

で
き

る
が

、
病

院
業

務
を

考
え
る

と
妥
当
な
範

囲
で
の
削
減

が
望
ま

行
い

（
平

成
２

１
年

３
月

）
、

平
成

２
１

年
度
か
ら

適
用

す
る
こ

と
と

し
た
。

れ
、
慎

重
な
対

策
が

必
要
で

あ
る

。

ま
た

、
平

成
２

１
年

３
月

に
契

約
事

務
の

業
務

フ
ロ

ー
を

作
成

・
周

知
し

、
各

病
院

に
お

け
る

業
・

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
７

年
度

の
基

準
値

３
０

４
，

５
２
６
百

万
円
に
対
し

平
成
２

務
の

標
準

化
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績

８
１

頁
参
照

）
０

年
度

は
３
１

２
，

０
６
３

百
万

円
と
２

．
４

％
の

増
加
と

な
っ
て
い
る

。
こ
れ
は
、

総
人
件

費
削
減

に
向
け

て
技

能
職
の

退
職

不
補
充

等
に

よ
り

１
６
４

億
円
の
削
減

（
対
基
準
値

△
５
．

・
契

約
事

務
手

続
に

係
る

執
行

体
制

や
審

査
体

制
に

つ
い

て
、

実
績

：
○

４
％
）

を
行
っ

て
い

る
が
、

他
の

設
置
主

体
で

は
代

替
困
難

な
医
療
の
体

制
整
備
な
ど

、
国
立

整
備

・
執

行
等

の
適

切
性

等
、

必
要

な
評

価
が

行
わ

れ
て

い
・

内
部

牽
制

強
化

の
観

点
か

ら
一

定
額

以
上

の
契

約
に

つ
い

て
は

、
直

接
契

約
に

関
与

し
な

い
職

員
病

院
機

構
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

２
４

０
億

円
の

増
加
と
な
っ

た
た
め
で
あ

る
。
今

る
か
。
（

政
・

独
委
評

価
の
視

点
）

で
構

成
さ

れ
る

契
約

審
査

委
員

会
に

諮
る

と
と

も
に

、
内

部
監

査
に

お
い

て
実

行
状

況
を

監
査

し
後

５
年

間
で

５
％

以
上

の
削

減
を

実
施
す

る
こ

と
は

困
難

な
見

込
み
で
あ

る
が
、
総
人

件
費
の

て
い

る
。
さ

ら
に

、
平

成
２

０
年

度
よ

り
契
約
事
務

に
関
し
て
一

層
の
適
正

性
を

担
保

す
る
た

め
、

抑
制
に

更
な
る

努
力

が
必
要

で
あ

る
。

監
事

と
連

携
し

た
い

わ
ゆ

る
抜

打
監

査
を

実
施

し
、

国
民

か
ら

疑
念

を
持

た
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
・

契
約

事
務

に
関

す
る

基
準

は
、

平
成

２
１

年
３

月
に

国
の

基
準

に
準
拠
し

て
見
直
し
が

行
わ
れ

う
な

契
約

事
務

の
遂

行
に

努
め

た
。
（

業
務

実
績

８
１

頁
参

照
）

（
適

用
は

平
成

２
１

年
度

）
、

契
約

事
務

の
業

務
フ

ロ
ー

の
作

成
・

周
知

な
ど

一
定

の
整

備
が

図
ら
れ

て
い
る

。
運

用
の
適

切
性

に
関
し

て
は

、
監

事
と
連

携
し
た
臨
時

（
抜
打
）
監

査
を
実

・
個

々
の

契
約

に
つ

い
て

、
競

争
性

・
透

明
性

の
確

保
の

観
点

実
績

：
○

施
し
て

い
る
が

、
契

約
書
類

の
未

整
理
等

の
不

備
が

確
認
さ

れ
て
お
り
、

よ
り
厳
正
に

契
約
事

か
ら
、

必
要

な
検

証
・
評

価
が

行
わ
れ

て
い

る
か

。
（

政
・

独
・

平
成

２
０

年
６

月
に

契
約

事
務

の
競

争
性

、
公
正

性
、
透
明
性

の
確

保
、
不
正

防
止
の

観
点

か
ら
、

務
を
実

施
す
る

こ
と

が
望
ま

れ
る

。

委
評

価
の

視
点

）
①

原
則

、
一

般
競

争
入

札
で

あ
る

こ
と

の
徹

底
、

②
競

争
を

行
う

旨
を

広
く

お
知

ら
せ

す
る

た
め

・
医

師
の

給
与

水
準

が
国

家
公

務
員

と
比

し
て

高
い
が

、
全
国

的
な
医
師
確

保
が
厳
し
い

情
勢
の

の
入

札
公

告
の

詳
細

な
方

法
、

③
予

定
価

格
の

積
算

方
法

、
④

事
業

者
と

の
折

衝
方

法
等

に
つ

い
中

で
、

基
本

給
等

の
引

き
下

げ
の

見
送

り
や

年
俸

制
に

よ
る

勤
務
成
績
の

反
映
な
ど
処

遇
改
善

て
各

病
院

へ
周

知
・

徹
底

を
図

り
、

２
０

年
度

に
お

け
る

内
部

監
査

（
５

６
病

院
）

に
お

い
て

徹
を

進
め

て
い

る
た

め
で

あ
る

。
そ

れ
で

も
な

お
、

公
立

病
院

・
民
間
病
院

よ
り
給
与
水

準
が
下

底
し

た
。
（

業
務

実
績

８
１

頁
参

照
）

回
っ
て

お
り
、

社
会

的
な
理

解
が

得
ら
れ

る
範

囲
内

と
思
わ

れ
る
。

・
国

家
公

務
員

と
比

べ
て

給
与

水
準

の
高

い
法

人
に

つ
い

て
、

実
績

：
○

以
下

の
よ

う
な

観
点

か
ら

厳
格

な
チ

ェ
ッ

ク
が

行
わ

れ
て

い
・

医
師

を
は

じ
め

と
す

る
医

療
職

種
の

確
保

の
当

法
人

の
運

営
に

お
け

る
重

要
性

並
び

に
厳

し
い

情

る
か

。
勢

を
踏

ま
え

て
、

国
の

給
与

制
度

を
基

本
と

し
つ

つ
、

平
成

１
７

年
か

ら
の

年
俸

制
導

入
、

独
立

●
給

与
水

準
の

高
い

理
由

及
び

講
ず

る
措

置
（

法
人

の
設

行
政

法
人

移
行

当
初

か
ら

の
年

度
末

賞
与

制
度

な
ど

、
病

院
・

職
員

の
業

績
を

反
映

さ
せ

る
給

与

定
す

る
目

標
水

準
を
含

む
）
に

つ
い
て

の
法

人
の

説
明

が
、

制
度

を
採

用
し

て
い

る
。
（

業
務

実
績

８
３

頁
参

照
）

国
民

に
対

し
て

納
得
の

得
ら

れ
る
も

の
と

な
っ
て

い
る

か
。

・
さ

ら
に

、
平

成
２

１
年

度
か

ら
の

救
急

医
療

体
制

等
確

保
手

当
な

ど
、

繁
忙

な
業

務
や

人
材

確
保

●
法

人
の

給
与

水
準

自
体

が
社

会
的

な
理

解
の

得
ら

れ
る

が
困

難
な

業
務

に
対

す
る

給
与

面
の

評
価

を
重

視
し

た
処

遇
の

改
善

を
進

め
る

と
と

も
に

、
民

間

水
準

と
な

っ
て

い
る
か

。
医

療
機

関
の

給
与

水
準

・
勤

務
条

件
等

を
を

踏
ま

え
て

給
与

カ
ー

ブ
の

フ
ラ

ッ
ト

化
や

、
基

本
給

（
政

・
独

委
評

価
の

視
点
）

の
調

整
額

制
度

の
見

直
し

を
行

う
な

ど
、

社
会

一
般

情
勢

に
適

応
し

た
給

与
水

準
と

な
る

よ
う

努

め
て

い
る

。
（

業
務

実
績

８
３

頁
参

照
）

・
平

成
２

０
年

度
ラ

ス
パ

イ
レ

ス
指

数
に

お
い
て

は
、
医

師
（

対
国

家
公
務

員
医

療
職
（

一
）
）
の

み

が
国

水
準

よ
り

高
い

（
１

１
６

．
７

（
た
だ

し
、
地

域
差

補
正

後
１

０
９

．
８
）
）

が
、
こ

れ

は
上

記
の

よ
う

な
医

師
確

保
の

困
難

性
（

特
に

地
方

に
お

け
る

医
師

不
足

）
等

を
考

慮
し

た
こ

と

に
よ

る
も

の
で

あ
る

が
、

そ
れ

で
も

な
お

、
給

与
水

準
は

、
公

立
病

院
を

下
回

り
、

民
間

病
院

と

は
相

当
な

開
き

が
あ

る
状

況
を

踏
ま

え
る

と
、

社
会

的
な

理
解

が
得

ら
れ

る
給

与
水

準
で

あ
る

と

考
え

て
い

る
。
（

業
務

実
績

８
３

頁
参

照
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
中

期
計

画
に

掲
げ

る
経

常
収

支
率

に
係

る
目

標
の

達
成

に
向

実
績

：
○

け
て

、
医

薬
品

等
の

購
入

方
法

や
業

務
委

託
の

推
進

・
点

検
・

医
薬

品
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
０

年
６

月
に

共
同

入
札

を
実

施
し

、
平

成
２

０
年

７
月

か

等
の

取
組

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
費

用
の

節
減

等
を

図
っ

て
ら

平
成

２
２

年
３

月
ま

で
の

長
期

契
約

を
締

結
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
そ

の
後

の
市

場
の

い
る

か
。

状
況

を
踏

ま
え

、
平

成
２

０
年

１
０

月
以

降
の

契
約

価
格

に
つ

い
て

価
格

交
渉

の
上

、
変

更
契

約

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
検

査
試

薬
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
０

年
１

０
月

か
ら

新
た

に
全

ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お

い
て

共
同

入
札

を
実

施
し

、
更
な

る
医

薬
品

費
の
抑

制
を

図
っ
た

。
（
業
務

実

績
８

４
頁

参
照

）

・
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
投

資
効

果
が

見
込

め
る

医
療

機
器

整
備

を
重

点
的

に
行

う
こ

と
と

し
、

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
対

象
を

拡
大

す
る

な
ど

効
率

的
な

設
備

投
資

を
行

う
こ

と
で

一

層
の

費
用

の
削

減
を

図
る

と
と

も
に

、
内

部
資

金
の

活
用

を
進

め
る

こ
と

で
、

長
期

借
入

金
の

縮

減
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績

８
８

頁
参

照
）

・
委

託
費

の
削

減
を

図
る

観
点

か
ら

、
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
も

引
き

続
き

、
全

病
院

に
お

け
る

外
部

委
託

の
契

約
額

等
の

調
査

を
実

施
し

、
同

規
模

の
病

院
と

自
院

の
契

約
額

等
に

つ
い

て
比

較

検
討

が
行

え
る

よ
う

、
そ

の
結

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ
ク

を
行

っ
た
。
（

業
務
実

績
８

６
頁

参
照
）

・
後

発
医

薬
品

の
採

用
促

進
、

同
種

同
効

医
薬

品
の

整
理

、
共

実
績

：
○

同
購

入
等

の
調

達
方
法
及

び
対

象
品
目

等
の

見
直
し

を
行

い
、

・
平

成
１

９
年

度
の

医
薬

品
購

入
実

績
情

報
ベ

ー
ス

に
６

，
３

５
８

を
掲

載
品

目
と

し
て

整
理

し
標

薬
品

費
と

消
耗

品
費

等
の

材
料

費
率

の
増

の
抑

制
を

進
め

て
準

的
医

薬
品

一
覧

を
作

成
し

、
本

一
覧

を
各

病
院
へ
周

知
し
、
病

院
に
お
け

る
標

準
化

を
進
め

た
。

い
る
か

。
（

業
務

実
績

１
４

頁
参

照
）

ま
た

、
棚

卸
し

を
行

い
適

正
な

在
庫

管
理

に
取

り
組

ん
で

い
・

材
料

費
に

つ
い

て
は

、
共

同
入

札
を

は
じ

め
と

す
る

材
料

費
抑

制
策

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り

る
か

。
材

料
費

率
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

た
（

平
成

１
９

年
度

２
３

．
６

％
→

平
成

２
０

年
度

２
３
．

５
％
）
。
（

業
務

実
績

８
５

頁
参

照
）

・
各

病
院

毎
に

最
低

限
必

要
な

在
庫

日
数

を
定

め
、

毎
月

末
の

保
有

在
庫

日
数

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
在

庫
の

縮
減

に
努

め
た

。
（

業
務
実
績

８
５

頁
参
照

）

・
適

正
な

人
員

の
配

置
等

に
取

り
組

み
、

人
件

費
率

と
委

託
費

実
績

：
○

率
を

合
計

し
た

率
に

つ
い

て
、

業
務

の
量

と
質

に
応

じ
た

病
・

技
能

職
の

退
職

不
補

充
、

非
効

率
病

棟
の

整
理

・
集

約
を

図
る

一
方

で
、

医
療

法
及

び
診

療
報

酬

院
運

営
に

適
正

な
率
を
目

指
し

て
抑
制

を
図

っ
て
い

る
か

。
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

体
制

と
し

、
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察
法

や
障

害
者

自
立

支
援

法
等

国
の

制
度

に
基

づ
く

人
材

確
保

、
地

域
医

療
計

画
を

踏
ま

え
た

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
と

と

も
に

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

、
医

療
安

全
の

確
保

及
び

患
者

の
処

遇
の

改
善

等
に

も
留

意

し
つ

つ
、

必
要

な
人

材
確

保
を

図
っ

た
。
（

業
務
実

績
９

１
頁
参

照
）

・
委

託
費

の
削

減
を

図
る

観
点

か
ら

、
全

病
院

に
お
け
る

外
部

委
託

の
契
約

額
等
の
調
査

を
実
施
し
、

同
規

模
の

病
院

と
自

院
の

契
約

額
等

に
つ

い
て

比
較

検
討

が
行

え
る

よ
う

、
そ

の
結

果
の

フ
ィ

ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
た

。
（

業
務

実
績

８
６

頁
参
照
）

・
平

成
２

０
年

度
の

人
件

費
と

委
託

費
を

合
計

し
た

率
は

５
７

．
０

％
と

な
り

、
平

成
１

９
年

度
実

績
は

５
７

．
４

％
に

比
し

て
０

．
４

％
の

抑
制

を
図
っ

た
。
（
業

務
実

績
８
６

頁
参

照
）

・
病

院
建

築
単

価
の

見
直

し
等

を
進

め
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

実
績

：
○

削
減

に
結

び
つ

く
一

括
契

約
の

導
入

等
を

図
る

な
ど

、
投

資
・

建
築

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
主

要
建

築
資

材
が

平
均

７
％

上
昇

の
な

か
、

建
築

コ
ス

ト
は

１
９

年

の
効
率

化
を

図
っ

て
い
る

か
。

度
と

同
水

準
（

国
時

代
の

約
５

割
）

に
抑

制
す

る
こ
と

が
で

き
た

。

（
業

務
実

績
８

７
頁

参
照

）

・
院

内
売

店
、

食
堂

、
喫

茶
、

駐
車

場
等

に
つ

い
て

、
適

切
に

実
績

：
○

契
約

方
法

等
の

見
直
し
が

行
わ

れ
て
い

る
か

。
・

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

の
建

物
等

貸
付

契
約

及
び

駐
車

場
管

理
業

務
委

託
に

つ
い

て
は

、
引

き

続
き

競
争

に
よ

る
契

約
手

続
き

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
対

１
９

年
度

比
、

約
３

．
６

％
の

収
入

増

と
な

っ
た

。
（

業
務

実
績

８
９

頁
参

照
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
一

般
管

理
費

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

実
績

：
○

成
に

向
け

て
取

組
み
、
着

実
に

進
展
し

て
い

る
か
。

・
一

般
管

理
費

に
つ

い
て

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
３

７
．

７
％

の
節

減
を

行
い

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。
（

業
務

実
績
８

９
頁

参
照
）

・
人

件
費

に
つ

い
て

、
「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
」
（

平
成

１
７

実
績

：
○

年
１

２
月

２
４

日
閣

議
決

定
）

を
踏

ま
え

、
平

成
１

８
年

度
・

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

非
効

率

以
降

の
５

年
間

に
お

い
て

５
％

以
上

の
削

減
を

行
う

た
め

の
病

棟
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の

整
理

・
集

約
に
よ

り
収
益

に
見

合
っ

た
職
員

配
置

と
し
た

。
（
人
件

費

取
組
を

進
め

た
か

。
の

削
減

額
約

▲
７

，
５

８
２

百
万

円
）

一
方

、
国

の
制

度
の

創
設

や
改

正
に

基
づ

く
人

材
配

置
、

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
か

ら
医

療
サ

ー

ビ
ス

の
低

下
を

招
か

な
い

よ
う

に
休

職
者

等
（

看
護

師
）

の
代

替
要

員
の

確
保

及
び

地
域

医
療

計

画
を

踏
ま

え
た

診
療

報
酬

施
設

基
準

の
維

持
・

取
得

に
つ

い
て

実
質

配
置

に
よ

る
必

要
な

職
員

配

置
を

行
っ

た
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

約
８

，
８
１

８
百

万
円
）
。

そ
の

結
果

、
常

勤
職

員
の

人
件

費
は

前
年

度
と

比
較
し

て
約

１
２

億
円
の

増
と

な
っ
て

い
る
。
（

業

務
実

績
９

１
頁

参
照

）

・
平

成
２

０
年

度
に

お
け

る
国

立
病

院
機

構
の

総
人

件
費

改
革

の
対

象
と

な
る

人
件

費
は

、
３

，
１

２
１

億
円

（
注

）
で

あ
り

、
総

人
件

費
改

革
の

基
準

値
で

あ
る

平
成

１
７

年
度

の
人

件
費

３
，

０

４
５

億
円

と
比

較
す

る
と

７
６

億
円

の
増

と
な

っ
て
い

る
が

、

(
1
)
総

人
件

費
削

減
に

向
け

た
取

組
と

し
て

①
技

能
職

の
退

職
不

補
充

②
非

効
率

病
棟

の
整

理
・

集
約

、
事

務
職
の
削

減

③
独

法
移

行
時

の
給

与
カ

ー
ブ

の
変

更
・
調
整

額
の

廃
止

等
に

よ
り

１
６

４
億

円
の

削
減

（
対

基
準

値
△
５

．
４

１
％
）

を
行

い
、

(
2
)
一

方
、

国
立

病
院

機
構

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

の
人

件
費

増
と

し
て

、

①
他

の
設

置
主

体
で

は
代

替
困

難
な

医
療
の
体

制
整

備
（
心

神
喪

失
者
等

医
療

観
察

法
や
障

害

者
自

立
支

援
法

等
）

②
地

域
医

療
計

画
を

踏
ま

え
た

救
命

救
急
、
周

産
期

等
の
救

急
医

療
を
は

じ
め

と
し

た
政
策

医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

、
医

療
サ

ー
ビ
ス
の

質
の

向
上
、

医
療

安
全
の

確
保

及
び

患
者
の

処

遇
改

善
等

の
た

め
の

体
制

整
備

③
医

師
不

足
解

消
に

向
け

た
取

組
・

救
急
医
等

の
処

遇
改
善

及
び

地
域
医

療
と

の
連

携
強
化

の

た
め

の
体

制
整

備

等
に

よ
り

２
４

０
億

円
増

加
し

た
こ

と
に

よ
る
も

の
で

あ
る
。

・
引

き
続

き
、

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

、
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

非
効

率
病

棟
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の

整
理

・
集

約
等

に
よ

り
人

件
費

削
減

を
図

っ
て

い
く

が
、

国

立
病

院
機

構
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
く

た
め

に
は

一
定

の
人

件
費

増
は

避
け

ら
れ

な
い

も

の
と

な
っ

て
い

る
。

（
注

）
総

人
件

費
改

革
の

対
象

人
件

費
か

ら
除

か
れ

る
給

与
改

定
分

（
平

成
１

９
年

度
給

与
改

定

に
伴

う
２

１
億

円
の

増
）

を
除

い
た

も
の

（
業

務
実
績

１
３

６
頁

参
照
）

・
国

家
公

務
員

の
給

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
、

役
職

員
の

給
与

実
績

：
○

に
つ

い
て

必
要

な
見
直
し

を
進

め
た
か

。
・

役
員

報
酬

に
つ

い
て

は
、

国
家

公
務

員
の

給
与

構
造

改
革

に
準

じ
て

役
員

報
酬

規
程

の
改

正
を

行

い
、

平
成

１
８

年
４

月
１

日
に

施
行

し
た

。
ま

た
、

職
員

給
与

に
つ

い
て

も
国

家
公

務
員

の
給

与

構
造

改
革

に
準

じ
て

職
員

給
与

規
程

を
改

正
し

、
平
成

１
８

年
７

月
１
日

に
施

行
し
た

。

・
法

人
の

福
利

厚
生

費
に

つ
い

て
、

法
人

の
事

務
・

事
業

の
公

実
績

：
○

共
性

、
業

務
運

営
の

効
率

性
及

び
国

民
の

信
頼

確
保

の
観

点
・

国
立

病
院

機
構

は
国

費
以

外
の

財
源

（
診

療
収

入
等

の
自

己
財

源
）

に
よ

り
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ

か
ら
、

必
要

な
見

直
し
が

行
わ

れ
て
い

る
か
。
（

政
・

独
委
評

ン
経

費
を

支
出

し
て

い
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

独
立

行
政

法
人

の
事

務
・

事
業

の
公

共
性

、
業

務

価
の

視
点

）
運

営
の

効
率

性
及

び
国

民
の

信
頼

確
保

の
観

点
か

ら
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

経
費

に
つ

い
て

は
、

病
院

か
ら

の
支

出
を

行
わ

な
い

よ
う

平
成

２
０

年
８
月

に
文

書
に

よ
り
周

知
徹

底
を
図

っ
た
。
（

業

務
実

績
９

２
頁

参
照

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
３
）
医
療

資
源
の
有
効
活
用

（
３
）
医
療
資
源
の
有
効
活
用

（
３

）
医

療
資

源
の

有
効

活
用

（
３

）
医

療
資

源
の

有
効

活
用

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

様
々

な
人

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

・
物

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人

的
・

物
的

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

た
的

資
源

及
び

そ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
有

的
・

物
的

資
源

及
び

そ
の

ネ
ッ

め
、

医
療

機
器

や
病

床
の

稼
働

率
の

向
効

に
活

用
し

て
、

経
営

改
善

を
図

る
た

ト
ワ

ー
ク

を
有

効
に

活
用

し
て
、

上
を
図

り
、
経
営
改
善
を
行
う
こ
と
。

め
、
以

下
の
取
組
を
実
施
す
る
。

経
営

改
善

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を
実
施

す
る
。

①
医
療
機
器
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

①
医

療
機

器
の

効
率

的
な

利
用

①
医

療
機

器
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
既

に
整

備
済

の
医

療
機

器
等

に
つ

い
の

推
進

て
は

、
そ

の
効

率
的

な
使

用
に

努
め

、
稼

働
率

の
低

い
医

療
機

器
等

１
．

稼
働

数
の

向
上

稼
働

率
の

向
上

を
図

る
。

な
お

、
稼

働
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
地

域
平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き
、

各
病

院
に
お

い
て

、
Ｃ

Ｔ
，
Ｍ

Ｒ
Ｉ

及
び
ガ

ン
マ

カ
メ
ラ

の
稼

働
数

目
標
の

設
定
や
稼
働

数
向
上
に
向

け
た
要

率
の

向
上

が
見

込
ま

れ
な

い
医

療
機

器
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
因

分
析

、
人

材
を
有

効
に

活
用
し

た
勤

務
体
制

の
見

直
し

を
図
っ

た
こ

と
、
ま

た
、

平
成
１

８
年

度
よ

り
各
病

院
の
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
リ

ニ
ア
ッ

に
つ

い
て

は
、

他
の

医
療

機
関

と
の

共
し

、
そ

の
効

率
的

な
使

用
に

努
ク

及
び

血
管

連
続
撮

影
装

置
の
稼

働
実

績
に
つ

い
て

本
部

で
集
計

・
分

析
し
、

当
該

機
器
に

携
わ

る
医

師
、
技

師
等
の
配
置

状
況
や
、
稼

働
件
数

同
利
用
を
推
進
す
る
。

め
て

稼
働

率
の

向
上

を
図

る
。

の
高

い
病

院
の

稼
働

件
数

向
上

の
た

め
の

取
組

等
の

情
報

を
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し

２
６
６

，
６

６
７
件

（
２

３
．
４

％
）

稼
働
総

数
が

増
加

し
た
。

２
．

他
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

の
推

進

各
病

院
の

み
の
利

用
で

は
十
分

な
稼

働
が
見

込
め

な
い

医
療
機

器
に

つ
い
て

は
、

地
域
の

医
療

機
関

や
医
師

会
等
へ
の
医

療
機
器
の
整

備
状
況

の
説
明

、
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

、
病
院

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
及

び
病

院
主
催

の
研

修
会
な

ど
の

場
を
活

用
し

た
広

報
活
動

を
積
極
的
に

実
施
し
、
他

の
医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

を
促

進
し

た
。

新
入

院
患

者
の

増
加

、
医

療
機

器
の

更
新

に
よ

る
機

能
向

上
等

に
よ

り
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し

３
０
，

７
２

２
件
（

１
０

８
．
６

％
）

と
利
用

数
が

増
加

し
、
地

域
に

お
け
る

有
効

利
用
が

大
幅

に
進

ん
だ
。

稼
働

総
数

共
同
利

用
数

医
療

機
器

名
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

平
成

1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

7
59

,
1
41

94
4
,
90

4
18

5
,7

6
3

24
.
5
%

13
,5

01
28

,5
0
6

1
5,

0
0
5

11
1.

1
%

Ｍ
Ｒ

Ｉ
2
80

,
5
81

38
1
,
57

2
10

0
,9

9
1

36
.
0
%

11
,4

24
27

,5
9
2

1
6,
1
6
8

14
1.
5
%

ガ
ン
マ
カ

メ
ラ

（
SP
E
CT
、
ｼ
ﾝﾁ
ｸ
ﾞﾗ
ﾌｨ
ｰ）

1
02
,
4
75

8
2
,
38
8

△
2
0
,0
8
7

△
19
.
6
%

3
,3
57

2
,9
0
6

△
4
5
1

△
1
3.
4
%

計
1,

1
42

,
1
97

1
,
40

8
,
86

4
26

6
,6

6
7

23
.
4
%

28
,2

82
59

,0
0
4

3
0,
7
2
2

10
8.
6
%

※
平

成
２

０
年

度
の
時

間
外

の
稼
働

数
（

）
は

稼
働

総
数

に
占
め

る
割

合

Ｃ
Ｔ

：
1
00
,
7
01
（

1
0
.7
％

）
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
：

1
7
,2
7
1
（

4
.5
％

）
、

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

（
SP
E
CT
、

ｼ
ﾝﾁ
ｸﾞ
ﾗ
ﾌｨ
ｰ
）
：

5
8
3
（

0
.
7
％

）

※
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
の
稼

働
件

数
は
、

院
内

で
は
高

機
能

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等
へ

の
移

行
、
地

域
で

は
院
外

の
Ｐ

Ｅ
Ｔ

へ
の
紹

介
等
を
進
め

て
い
る
た
め

減
少
。

1
台

あ
た

り
稼

働
数

1
台

あ
た

り
共

同
利

用
数

医
療

機
器

名
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
％

)
平

成
1
5
年

度
平

成
2
0
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
％

)

Ｃ
Ｔ

4
,
0
54

5
,
30

8
1
,2

5
4

30
.
9
%

71
1
6
0

8
9

12
5.

6
%

Ｍ
Ｒ

Ｉ
2
,
1
89

2
,
78

5
5
9
6

27
.
2
%

90
2
0
1

1
1
1

12
3.
8
%

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

（
SP

E
CT

、
ｼ
ﾝﾁ

ｸ
ﾞﾗ

ﾌｨ
ｰ）

9
76

80
8

△
1
6
8
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
病
床
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

②
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
推

②
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

に
進

よ
り

、
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
も

１
．

病
棟

の
稼

働
状

況
に

応
じ

た
整

理
・

集
約

と
と

も
に

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

る
引

き
続

き
、

病
診

連
携

・
病

病
病
診

・
病

病
連
携

に
よ

る
紹
介

率
・

逆
紹
介

率
の

向
上

等
に
よ

り
地

域
に
お

け
る

連
携
体

制
を

強
化

す
る
一

方
で
、
平
均

在
院
日
数
の

短
縮
化

等
に
よ
り
、
収
支
の
改
善
に
努
め
る
。

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
平

均
在

等
に
よ

り
病

床
稼
働

が
非

効
率
と

な
っ

て
い
る

病
棟

や
、

稼
働
率

は
悪

く
は
な

い
が

医
療
内

容
の

高
度

化
等
に

よ
り
退
院
を

促
進
す
る
こ

と
で
不

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
と

と
も

要
と
な

る
病

床
等
を

整
理

・
集
約

し
病

床
稼
働

の
効

率
化

を
図
っ

た
。

こ
れ
に

よ
り

、
患
者

数
を

上
回

る
過
大

な
提
供
体
制

に
起
因
す
る

大
幅
な

に
、

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

赤
字
拡

大
を

防
止
す

る
と

と
も
に

、
医

療
内
容

の
充

実
と

医
療
人

材
の

効
率
的

な
配

置
を
図

っ
た

。

る
等

に
よ

り
、

収
支

の
改

善
に

努
め

る
。

（
平

成
２

０
年

度
）

（
平

成
１

９
年

度
）

ま
た

、
効

率
的

な
配

置
を

行
（

内
訳

）
集

約
数

（
内

訳
）

集
約

数

う
た

め
に

病
棟

の
稼

働
状

況
に

一
般
病

床
１
４

病
院

７
１
５

床
一
般

病
床

１
３
病

院
６
７
３
床

応
じ

た
病

棟
構

成
の

見
直

し
を

結
核
病

床
７

病
院

２
４
６

床
結
核

病
床

５
病

院
２
２
２
床

検
討

し
、

整
理

・
集

約
の

実
施

精
神
病

床
３

病
院

１
３
１

床
精
神

病
床

３
病

院
１
８
９
床

に
努

め
る

。
合
計

２
４

病
院

１
，

０
９
２

床
（

２
７

個
病
棟

）
合

計
２

１
病

院
１

，
０
８
４
床

（
２
３
個
病

棟
）

(
1
)

一
般
病

床

一
般
病

床
に

つ
い

て
は
、

医
療

密
度
の

向
上
に
よ

り
生

ず
る
平

均
在

院
日
数

の
減

と
い

う
積
極

的
な

理
由
や

、
大

学
か
ら

の
医

師
の

引
き
揚

げ
と
い
う

消
極

的
な

理
由
に

よ
り

、
在
院

患
者
が
減

少
し

病
床
稼

働
率

が
著
し

く
低

下
す

る
状
況

が
長

期
化
す

る
病

院
に
お

い
て

、
病

棟
の
整

理
・
集
約

を
図

っ
た

。
当
該

人
員

に
つ
い

て
は
、
病

院
内

の
他
病

棟
で

の
活
用

に
よ

る
上

位
基
準

取
得

や
、
他

病
院

へ
の
異

動
、

新
規

採
用
の

抑
制
等
に

よ
り

、
在

院
患
者

数
に

見
合
っ

た
適
正
な

提
供

体
制
の

確
立

を
進
め

て
い

る
。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て

は
、

１
７
個

病
棟
（
７

１
５

床
）
を

休
棟

な
ど
に

よ
り

集
約

し
た
ほ

か
、

結
核
病

床
と

の
ユ
ニ

ッ
ト

化
も

実
施
し

た
。

(
2
)
結

核
病

床
（

再
掲

）

結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、

結
核

の
入
院

患
者
数
及

び
病

床
利
用

率
は

低
下
傾

向
に

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病

棟
運
営

の
た

め
、

複
数
の

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る

病
院

に
お
い

て
は
、
病

棟
の

休
棟
ま

た
は

廃
止
、
ま

た
、
単

一
の
結
核

病
棟

を
保

有
し
て

い
る

病
院
に

お
い

て
は
、

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上

、
一

般
病
床

と
の
ユ
ニ

ッ
ト

化
を
行

う
な

ど
の
取

組
を

進
め

て
い
る

。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て

は
、

７
個
病

棟
（
２
４

６
床

）
を
休

棟
な

ど
に
よ

り
集

約
し

た
ほ
か

、
一

般
病
床

と
の

ユ
ニ
ッ

ト
化

も
５

例
実
施

し
た

。

平
成
１

９
年

度
平

成
２
０

年
度

延
入
院
患

者
数

（
結
核

）
６
２
７

，
９

９
４

名
→

５
６
４
，

６
６

７
名

病
床
利
用

率
（

結
核
）

６
０

．
２

％
→

５
８
．

７
％

(
3
)
精

神
病

床
（

急
性

期
型

へ
の

移
行

と
医

療
観

察
法

病
棟

の
実

施
）

精
神
病

床
に

つ
い

て
は
、

国
の

精
神
病

床
に
係
る

方
針

（
１
０

年
間

で
約
７

万
床

（
全

精
神
病

床
の

約
２
５

％
）

削
減
）

を
踏

ま
え

、
既
存

の
精
神
病

棟
に

長
期

入
院
す

る
患

者
を
中

心
に
地
域

移
行

等
を
進

め
病

院
全
体

と
し

て
の

機
能
を

急
性

期
型
に

移
行

を
図
る

一
方

で
、

当
該
集

約
に
伴
い

生
じ

る
看

護
職
員

の
再

教
育
等

を
行
い
、

高
い

密
度
の

精
神

医
療
を

行
う

医
療

観
察
法

病
棟

の
ス
タ

ッ
フ

と
し
て

再
配

置
を

進
め
て

い
る

。

平
成
２

０
年

度
に

お
い
て

は
、

３
個
病

棟
（
１
３

１
床

）
を
休

棟
す

る
こ
と

な
ど

に
よ

り
集
約

し
た

ほ
か
、

医
療

観
察
法

病
棟

へ
の

再
配
置

も
１
例
実

施
し

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

医
療

の
質

の
向

上
を

伴
っ

た
収

支
の

改
善

○
各

病
院

に
お
い

て
、
地

域
医

療
連
携

の
活

動
強
化
、
救
急
患

者
等

の
積
極

的
受

入
れ
、
病

床
管
理

委
員

会
の

運
営
な

ど
の

取
組
み

に
よ

っ
て
、

病
床
の
効

率
的

な
利

用
及
び

新
規

患
者
数

の
増
加
等

を
図

っ
て
い

る
。

ま
た
、

紹
介
率

・
逆

紹
介
率

の
向

上
、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス

の
推

進
等
に

よ
っ

て
平
均

在
院

日
数

の
短
縮

等
を
図
り
、

診
療
報
酬
上

の
上
位

基
準
を
積

極
的

に
取

得
す
る

と
と

も
に
、

地
域
医
療

支
援

病
院
及

び
地

域
が
ん

診
療

連
携

拠
点
病

院
の

新
規
指

定
を

受
け
る

な
ど

、
医

療
の
質

の
向
上
を

伴
っ

た
収

支
の
改

善
に

努
め
た

。

平
成

１
９
年

度
平

成
２
０

年
度

・
地
域

医
療
連

携
室

の
専
任

化
１

１
６
病

院
→

１
１
７

病
院

（
＋
１
病

院
）

・
紹
介

率
５

１
．
１

％
→

５
３

．
９

％
（

＋
２
．
８

％
）

・
逆
紹

介
率

３
６
．
９

％
→

４
２

．
７

％
（

＋
５
．
８

％
）

・
救
急

搬
送
件

数
１
３

４
千
件

／
年

→
１
３
４

千
件

／
年

（
＋
０
千

件
）

・
新
入

院
患
者

数
５
６

５
千
人

／
年

→
５
６
１

千
人

／
年

（
△
４
千

人
）

・
ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ

ス
実
施

件
数

２
２
６

，
８
４

５
件

→
２
４

３
，
７

２
９

件
（
＋
１

６
，
８
８
４

件
）

・
地
域

医
療
支

援
病

院
２

３
病
院

→
３
３

病
院

（
＋
１
０
病

院
）

・
地
域

が
ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

３
１
病
院

→
３
１

病
院

（
＋

０
病

院
）

・
都
道

府
県
が

ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

２
病
院

→
２

病
院

（
＋

０
病

院
）

○
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
へ

の
移
行

に
よ

る
医
療

の
標

準
化

へ
の
取

組
み

や
医
療

安
全

管
理
体

制
の

充
実

を
図
り

、
安
心
・
安

全
な
医
療
の

提
供
及

び
医
療
の

質
の

向
上

に
努
め

た
。

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
平
成
１

９
年

度
２

２
病

院
→

平
成
２

０
年
度

３
０
病
院

（
＋

８
病

院
）

※
平
成

２
１
年

度
：

Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象

＝
４
１

病
院

（
＋

１
１
病

院
）
、
準

備
病

院
＝
５

病
院

・
医

療
安

全
管
理

室
の

専
任
化

平
成
１

９
年

度
１
４
２

病
院

→
平
成

２
０
年

度
１
４

１
病
院

（
△
１
病
院

）

（
南
横
浜

病
院
廃
止
に

よ
る
△
１
）

（
主
な

施
設
基

準
の

取
得
状

況
）

・
一

般
病
棟

入
院

基
本
料

（
７

：
１
）

→
８
病
院

が
新

た
に
取

得

・
一

般
病
棟

入
院

基
本
料

（
１

０
：
１

）
→

５
病
院

が
新

た
に
取

得

・
地

域
連
携

診
療

計
画
管

理
料

→
１
５
病

院
が

新
た
に

取
得

・
栄

養
管
理

実
施

加
算

→
全
病
院

が
実

施
済

・
外

来
化
学

療
法

加
算

→
８
病
院

が
取

得
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
医
療
機

器
・
施
設
設
備
に
関
す
る
事
項

２
医
療
機
器
・
施
設
設
備
に
関

す
る
計
画

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関

す
２

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

関
す

る
計

画
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
整

備
す

る
医

療
る

計
画

費
用

対
効

果
や

法
人

全
体

の
財

務
を

総
合

機
器

・
施

設
設

備
に

つ
い

て
は

、
別

紙
４

長
期

借
入

等
及

び
自

己
資

金
を

１
．

医
療

機
器

整
備

の
考

え
方

的
に
勘
案

し
て
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

の
と
お
り
と
す
る
。

活
用

し
て

、
長

期
債

務
の

縮
減

を

図
り

つ
つ

、
必

要
な

整
備

量
を

確
（

全
体

的
な

枠
組

み
）

保
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
経

営

状
況

を
勘

案
し

た
医

療
機

器
・

施
○

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

各
病

院
の

医
療

機
器

等
に

か
か

る
減

価
償

却
費

と
前

年
度

の
経

常
収

支
を

基
本

に
、
各

病
院

毎
に

当
該
年

設
設

備
の

整
備

を
行

う
。

度
の
投

資
枠

の
設

定
を
行

い
、

当
該
投

資
枠
の
範

囲
内

で
、
各

病
院

の
裁
量

で
整

備
を

行
っ
て

い
る

。

平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

機
構
全

体
で
総
額

約
２

７
７
億

円
の

投
資
枠

を
計

上
し

各
病
院

の
医

療
機
器

の
計

画
的
更

新
と

医
療

内
容
の

充
実
、

投
資

回
収

の
早
期

化
を

図
っ
た

。

ま
た

、
通

常
の

投
資
枠

の
他

に
、
地

域
医
療
体

制
の

変
動
等

に
よ

り
新
た

な
診

療
科

を
設
け

る
必

要
が
あ

る
場

合
な
ど

に
、

収
支

が
確
保

さ
れ
る

範
囲

内
で

、
追
加

的
に

投
資
枠

を
用
意
す

る
仕

組
み
を

整
備

し
、
各

病
院

の
機

動
的
な

体
質

変
換
を

支
援

し
て
い

る
。

平
成

２
０
年

度
に
お

い
て

、
２

病
院
を

対
象

に
計
４

．
９
億
円

の
追

加
枠
を

設
定

し
、
対

象
病

院
の

活
性
化

、
地

域
医
療

の
向

上
に
つ

な
げ

て
い

る
。

（
本
部
の

関
与

・
支

援
）

○
定
め

ら
れ

た
投

資
枠
の

中
で

各
病
院

が
ど
の
よ

う
な

機
器
を

購
入

す
る
か

は
、

収
支

計
算
に

基
づ

き
病
院

自
ら

判
断
す

る
こ

と
が

原
則
で

あ
る
が

、
５
千

万
以

上
の
大

型
医

療
機
器

に
つ

い
て

は
、
病
院

が
行
う

収
支

計
算
が

適
正

か
ど
う

か
を

本
部

で
検
証

す
る

も
の
と

し
て

い
る
。

検
証
の

際
に

は
、
稼
働

件
数
見

込
み
、
費

用
の

見
込

み
等
を

確
認

し
、
必

要
に
応
じ
稼

働
状
況
改

善
の

た
め

の
情
報

提
供

等
を
行

っ
て

い
る
。

○
平
成

１
８

年
度

か
ら
は

キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
が

赤
字

の
病
院

等
に

つ
い
て

は
、

当
該

病
院
の

医
療

機
器
の

購
入

に
つ
い

て
、

借
入

利
子
の

一
定
割

合
を

本
部

と
し
て

補
助

す
る
な

ど
、
経
営

が
苦

し
い
病

院
の

再
投
資

を
支

援
す

る
枠
組

み
を

新
た
に

設
け

、
平
成

２
０

年
度

は
３
病

院
が
対

象
と

な
っ

て
い
る

。

○
さ
ら

に
、
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
は

次
の

と
お

り
投
資

枠
を
拡
大
す

る
た
め
の
措

置
を
講
じ

る
こ

と
に

よ
り
、
整
備

の
促
進

を
図

っ
た
。

①
治
験

を
推

進
す

る
た
め

に
治

験
収
支

の
投
資
枠

へ
の

反
映
を

拡
大

②
老
朽

化
し

た
機

器
を
多

く
保

有
し
て

お
り
減
価

償
却

費
が
少

な
く

必
要
な

機
器

整
備

が
困
難

な
病

院
に
対

し
て

の
追
加

枠
の

設
定

③
病
院

に
直

接
交

付
さ
れ

る
国

や
地
方

公
共
団
体

か
ら

の
補
助

金
等

に
よ
る

投
資

に
つ

い
て
、

投
資

枠
の
枠

外
と

す
る
措

置

○
中
期
目

標
（

中
期

計
画
期

間
中

の
医
療

機
器
整
備

投
資

額
５
０

０
億

円
）
に

対
す

る
進

捗

平
成

１
６

年
度

平
成

１
７
年

度
平

成
１

８
年
度

平
成

１
９
年
度

平
成
２

０
年
度

中
期

計
画

期
間

中
の

投
資

額
１

０
０

億
円

１
５

４
億

円
１

３
３

億
円

１
３

５
億

円
１
７

９
億

円

（
内

部
資

累
計

額
１

０
０

億
円

２
５

４
億

円
３

８
７

億
円

５
２

２
億

円
７
０

１
億

円

金
含

む
）

投
資
額

に
対
す

る
割

合

（
累

計
額

／
５
０

０
億

円
）

２
０
．

０
％

５
０

．
８

％
７
７
．

４
％

１
０

４
．
４

％
１
４
０

．
２

％

※
各

年
度

に
投

資
決

定
し

た
医

療
機

器
整

備
に

か
か

る
投

資
額

を
計

上
。

(
支

払
サ

イ
ト

を
２

ヶ
月

と
し

て
い

る
た

め
、

平
成

２
１

年

５
月

ま
で

の
支

払
額
を

計
上

し
て
い

る
。
)



-
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1
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

施
設

整
備

の
考

え
方

（
全
体
的

な
枠

組
み
）

○
施
設

整
備

に
つ

い
て
は

、
医

療
機
器

と
は
異
な

り
事

前
に
算

定
式

に
基
づ

く
投

資
枠

を
示
す

こ
と

が
困
難

で
あ

る
こ
と

か
ら

、
個

別
に
整

備
の
必

要
性

が
あ

る
事
案

ご
と

に
本
部

で
審
査
す

る
仕

組
み
と

し
て

お
り
審

査
の

着
眼

点
の
標

準
化

や
、
審

査
結

果
の
全

病
院

へ
の

提
供
等

に
よ
り

業
務

の
標

準
化
を

図
る

と
と
も

に
、
整
備

計
画

の
承
認

か
ら

供
用
開

始
ま

で
の

標
準
期

間
を

定
め
進

行
管

理
を
行

い
、

整
備

の
迅
速

化
を
図

っ
た

。

平
成

１
９

年
度

に
お
い

て
は

、
整
備

計
画
作
成

時
に

意
見
聴

取
等

を
行
う

と
と

も
に

、
業
務

手
順

（
フ
ロ

ー
チ

ャ
ー
ト

）
を

標
準

化
し
、

整
備
計

画
の

質
の

向
上
を

図
る

枠
組
み

を
設
け
た

。

平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

、
病
院

が
償
還
計

画
を

作
成
す

る
た

め
の
要

領
を

本
部

が
作
成

し
た

。
こ
れ

に
よ

り
病
院

で
の

償
還

計
画
の

作
成
及

び
各

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
お
け

る
病
院
へ

の
支

援
の
迅

速
化

を
図
っ

た
。

○
資
金

的
に

自
立

し
て
い

る
病

院
の
投

資
の
自
由

度
・

機
動
性

を
拡

大
す
る

観
点

か
ら

、
自
己

資
金

に
よ
り

整
備

す
る
案

件
に

つ
い

て
は
、

平
成
２

１
年

度
か

ら
５
年

間
の

投
資
枠

(
上
限

２
．
５

億
円

)
を

設
定

し
、
投

資
枠

内
で

あ
れ
ば

病
院

の
判
断

で
整

備
可
能

と
す

る
枠

組
み
を

新
た
に

設
け

た
。

（
参
考
）

対
象

病
院

：
平
成

２
０

年
度
決

算
時
点
に

お
け

る
再
生

プ
ラ

ン
の
最

終
目

標
達

成
病
院

対
象

整
備

：
１
件

当
た

り
１
億

円
未
満
の

規
模

の
工
事

（
本
部
の

支
援

）

○
平
成

１
８
年

度
か

ら
医
療

機
器

と
同
様

に
、

キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ

ー
が
赤

字
の

病
院
等

に
対

し
、

当
該
病

院
の
借
入
利

子
の
一
定
割

合
を
本

部
と
し

て
補
助

す
る

な
ど
、

経
営

が
苦
し

い
病

院
の

再
投
資

を
支

援
す
る

枠
組

み
を
設

け
、

平
成

２
０
年

度
は
３
病
院

が
対
象
と
な

っ
て
い

る
。

（
特
別
の

事
情

に
応
じ

た
投

資
）

○
病

棟
病

院
建

替
等

を
行

う
場

合
に

は
、

病
院

が
自

己
資

金
１

/３
を

用
意

す
る

こ
と

を
原

則
と

し
て

い
る

が
、

整
備

に
伴

う
収

益
増

加
や

費
用
削

減
に

よ
り

将
来
の

収
益

が
確
保

さ
れ
る
と

き
は
、
自
己

資
金

１
/３

が
な
く
て

も
投

資
を
進

め
る

枠
組

み
を
明

確
化

し
、
黒

字
病
院
、

赤
字
病

院
に

関
わ

ら
ず
、

病
院

機
能
を

向
上
さ
せ

る
部

門
を
中

心
に

投
資
す

る
こ

と
に

よ
り
、

患
者

の
療
養

環
境

の
改
善

と
、

病
院

の
経
営

体
力
の

向
上

及
び

自
立
性

を
高

め
る
整

備
を
進
め

て
い

る
。

○
平
成

２
０

年
度

に
お
い

て
は

自
立
経

営
が
困
難

な
病

院
の
病

棟
建

替
等
整

備
の

た
め

、
平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き
病

院
の

資
金

繰
り
の

健
全
化

を
図

る
観

点
か
ら

国
時

代
の
長

期
債
務
に

係
る

元
金
の

う
ち

１
割
以

内
の

免
除

や
、
国

時
代

の
長
期

債
務

の
１
０

年
の

平
準

化
に
よ

る
支
援

措
置

を
講

じ
た
。

○
平

成
２

０
年

度
は

、
自

己
資

金
１

/
３

の
確

保
を

求
め

な
い

病
棟

建
替

整
備

と
し

て
、

刀
根

山
病

院
、

福
山

医
療

セ
ン

タ
ー

及
び

東
徳

島

病
院
の

３
病

院
（

旧
病
院

１
カ

所
、
旧

療
養
所
２

カ
所

）
を
決

定
し

た
。

（
参

考
）

・
平

成
２

０
年

度
病

棟
建

替
に

際
し

自
己

資
金

１
/
３

を
確

保
し

て
い

る
病

院
は

長
良

医
療

セ
ン

タ
ー

、
岩

国
医

療
セ

ン
タ

ー
(
全

面
建

替
)

及
び

大
牟
田

病
院

・
再
編

統
合
に

係
る

建
替
整

備
と

し
て
、

善
通

寺
病

院
と
香

川
小

児
病
院

と
の

統
合
病

院
の

建
替

整
備
を

平
成
２
１
年

３
月
に
決
定

し
た
。
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-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

○
特
別

事
情
に

よ
る

病
棟
建

替
整

備

赤
字

病
院

黒
字
病

院
合

計

平
成
１
７

年
度

－
－

５
ヶ
所

１
，
２
１

９
床

５
ヶ
所

１
，
２

１
９
床

平
成
１
８

年
度

２
ヶ

所
５

２
０
床

１
０
ヶ
所

２
，
９
１

２
床

１
２

ヶ
所

３
，
４

３
２
床

平
成
１
９

年
度

１
ヶ

所
６
０
床

９
ヶ
所

１
，
８
３

８
床

１
０

ヶ
所

１
，
８

９
８
床

平
成
２
０

年
度

－
－

３
ヶ
所

９
４

６
床

３
ヶ
所

９
４

６
床

（
平

成
２

０
年

度
に
病

棟
建

替
等
整

備
の

投
資
決

定
を

し
た

病
院
）

○
福
山

医
療

セ
ン

タ
ー
（

建
替

病
床
数

３
７
０
床
）
、
東
徳

島
病

院
(
同
２
７

６
床

)
、

刀
根

山
病
院

（
同

３
０

０
床
）
、

長
良
医

療
セ

ン
タ
ー

（
同

１
８

０
床

）
、

大
牟

田
病

院
（

同
６

０
床

）
、

岩
国

医
療

セ
ン

タ
ー

（
同

５
３

０
床

：
全

面
建

替
）
、

香
川

小
児

・
善

通
寺

病
院

（
同

６

７
０
床

：
統

合
病

院
）

○
中
期

目
標
（

中
期

計
画
期

間
中

の
施
設

設
備

整
備

投
資
額

１
，

４
８
４

億
円

）
に
対

す
る

進
捗

平
成
１
６

年
度

平
成
１
７

年
度

平
成

１
８
年

度
平

成
１

９
年
度

平
成
２
０

年
度

中
期

計
画

期
間

中
の

投
資

額
５

６
１

億
円

３
２

３
億

円
１

８
９

億
円

１
０

２
億

円
１
２

４
億
円

（
内

部
資

累
計

額
５

６
１

億
円

８
８

４
億

円
１

，
０

７
３

億
円

１
，

１
７

５
億

円
１
，
２
９

９
億
円

金
含
む

）

投
資
額

に
対

す
る
割

合

（
累

計
額
／
１
，
４

８
４
億

円
）

３
７
．

８
％

５
９
．
６

％
７
２

．
３
％

７
９

．
２
％

８
７

．
５
％

※
国

時
代

の
建
築

コ
ス

ト
の
約

５
０

％
減
（

業
務

実
績

８
９
頁

参
照

）

※
投

資
額

は
、
各

年
度

に
投
資

決
定

し
た
施

設
設

備
整

備
に
か

か
る

金
額
の

う
ち

、
第
１

期
中

期
計

画
期
間

中
に
支
払
い

が
発
生
す
る

金
額

を
計
上
。
（

支
払
サ

イ
ト

を
２

ヶ
月
と

し
て

い
る
た

め
、

平
成
２

１
年

５
月

ま
で
の

支
払
額
を
計

上
し
て
い
る

。
）



-
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3
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

病
棟

建
替

等
（

大
型

案
件

）
整

備
決

定
後

の
償

還
性

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

○
建

替
整

備
が
決

定
し

た
病
院

は
、

当
該
整

備
に

係
る

債
務
を

返
済

し
て
い

く
こ

と
に
な

る
こ

と
か

ら
、
平

成
１
９
年
度

以
降
毎
年
健

全
な
病

院
経

営
を

促
す
た

め
、

決
定
さ

れ
た

整
備
の

償
還

計
画

に
つ
い

て
継

続
的
な

検
証

を
行
い

、
償

還
困

難
と
認

め
ら
れ
る
経

営
状
況
と
な

っ
た
場

合
は

、
償

還
性
が

確
保

さ
れ
る

ま
で

の
間
整

備
の

凍
結

又
は
、

費
用

削
減
等

に
よ

る
経
営

改
善

を
実

施
し
て

い
る
。

（
検

証
項

目
）

①
前
年

度
実
績

と
決

定
時
の

収
支

差

※
前

年
度
実

績
が

決
定
時

よ
り

悪
化
し

た
場

合
は

、
当
該

年
度

実
績
に

お
け

る
１
０

年
以

内
の

キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー

累
積
状
況

②
前
年

度
実
績

と
決

定
時
の

患
者

数
・
診

療
点

数
の

比
較

○
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
償

還
計

画
の

検
証

の
結

果
、

高
崎

病
院

、
愛

媛
病

院
、

福
岡

東
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
都

城
病

院
に

対
し

て

本
部
の
指

導
に

よ
る

経
営
改

善
を

実
施
し

た
。

ま
た
、

平
成
１

８
年

度
に
建

替
整

備
を
決

定
し

た
も

の
の
、

そ
の

後
の
経

営
状

況
の
悪

化
に

よ
り

建
替
整

備
を
凍
結
し

て
い
た
大
分

医
療
セ

ン
タ
ー
に

つ
い

て
は

、
経
営

改
善

及
び
建

替
計
画
の

見
直

し
を
行

い
、

債
務
の

償
還

可
能

性
を
検

証
し

た
上
で

改
め

て
建
替

整
備

の
実

施
を
決

定
し
た
。

４
．

自
己

資
金

を
積

極
的

に
活

用
し

た
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

医
療

機
器
整

備
・

施
設

整
備
に

つ
い

て
、
自

己
資

金
や
契

約
価

格
の

合
理
化

に
よ
り
、
外

部
か
ら
の
新

た
な
借

り
入
れ

を
せ

ず
、
必

要
な

整
備
量

を
確

保
し
た

。

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

総
支

払
額

１
５

３
億

円
（

内
訳

：
病

院
の

自
己

資
金

４
５

億
円

、
預

託
金

等
１

０
８

億
円

）
で

あ
り

、
平

成

１
９
年

度
と

比
較
し

て
９

．
２
％

増
と

な
っ
た

。

施
設

整
備

に
つ
い

て
は

、
総
支

払
額

４
１
７

億
円

（
内

訳
：
病

院
の

自
己
資

金
５

１
億
円

、
預

託
金

等
３
６

６
億
円
）
で

あ
り
、
平
成

１
９
年

度
比
較

し
て

９
７
．

６
％

増
(
病
院

の
自
己

資
金

は
５
０

％
増

)
と

な
っ

た
。

※
医
療

機
器

整
備
及

び
施

設
整
備

の
総

支
払
額

は
平

成
２

０
年
４

月
～

平
成
２

１
年

３
月
の

期
間

中
の

支
払
分

で
あ
り
、
平

成
１
９
年
度

以
前
の

投
資

決
定

整
備
に

係
る

支
払
額

が
含

ま
れ
て

い
る

。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

９
業

務
運

営
の
見
直

し
や

効
率
化
に
よ

る
収

支
改
善

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

（
３
）
医
療

資
源
の

有
効

活
用
】

病
診

連
携

・
病

病
連

携
の

推
進

等
に

よ
り

、
平

均
在

院
日

数
を

機
構

全
体

で
０

．
６

日
短

縮
す

る
医

療
機

器
の

効
率

的
利

用
・

稼
働

数
向

上
の

た
め

の
取

組
努

力
で
稼
働
総

数
・
共
同
利

用
数
が

と
と

も
に

、
高

額
医

療
機

器
に

つ
い

て
も

、
平

成
１

５
年

度
実

績
に

対
し

て
稼

働
件

数
で

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。

ま
た

、
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備
に
つ
い

て
、
新
た
な

借
入
は

２
６

６
，

６
６

７
件

（
２

３
．

４
％

）
、

共
同

利
用
件

数
で

３
０
，

７
２

２
件
（

１
０

８
．

６
％
）

と
行
わ

ず
、

自
己
資

金
の

積
極
的

活
用

等
で
必

要
な

整
備

量
を
確

保
し
て
い
る

。

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
り
、

目
標
を

達
成

し
た

。
以

上
の

実
績
お

よ
び

取
組
に

つ
い

て
高
く

評
価

す
る

。

ま
た

、
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

に
つ

い
て

は
、

当
該

整
備

に
係

る
償

還
性

を
前

提
と

し
、

中

期
目

標
に

定
め

る
長

期
債

務
の

縮
減

に
つ

い
て

当
初

予
定

を
超

え
る

速
度

で
縮

減
す

る
一

方
で

、
内

部
資

金
の

活
用

等
で

、
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
の

水
準

で
、

必
要

な
整

備
量

を
確

保
し

て
い

（
各

委
員

の
評

定
理

由
）

る
。

・
平

均
在

院
日
数

を
機

構
全
体

で
０

．
６
日

短
縮

し
て

い
る
こ

と
は
評
価
で

き
る
が
、
新

規
患
者

数
が
平

成
１
９

年
度

に
比
し

て
４

千
人
減

少
し

て
お

り
、
収

支
改
善
に
向

け
て
よ
り
積

極
的
な

［
数

値
目

標
］

取
組
を

期
待
し

た
い

。

・
平

成
１

５
年

度
比

４
０
％

以
上

増
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

は
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
０

８
．

６
％

と
大

幅
に

増
え

・
医

療
機

器
の

効
率

的
利

用
・

稼
働

数
向
上

の
た

め
の

取
組
努

力
で
稼
働
総

数
・
共
同
利

用
数
が

Ｍ
Ｒ
Ｉ

等
の

高
額

医
療
機

器
の

共
同
利

用
数

て
お

り
（

５
９

，
０

０
４

件
）

中
期

計
画

の
目

標
値
（

４
０

％
）

を
大
幅

に
上

回
っ
た

。
（
業
務

実
大

き
く

増
加
し

目
標

を
上
回

っ
て

い
る
。

５
９

，
０
０

４
件

績
９

７
頁

参
照

）
・
自

己
資

金
を
積

極
的

に
活
用

し
、

外
部
か

ら
の

借
入

な
し
で

医
療
機
器
、

施
設
整
備
を

必
要
量

（
平

成
１

５
年
度

２
８

，
２
８

２
件

）
確

保
し

て
い
る

こ
と

は
大
い

に
評

価
し
う

る
。

・
Ｃ

Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

等
の
医

療
機

器
の

共
同
利

用
、
一
般
病

棟
の
稼
働
率

の
向
上

［
評

価
の

視
点

］
な

ど
、

努
力
が

着
実

に
実
っ

て
き

て
い
る

。
紹

介
率

お
よ
び

逆
紹
介
率
も

か
な
り
高
く

な
っ
て

・
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

実
績

：
○

い
る
が

、
さ
ら

に
病

診
連
携

を
一

層
高
め

て
紹

介
率

、
逆
紹

介
率
を
上
げ

て
も
ら
い
た

い
。

の
短

縮
を

図
る

と
と

も
に

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

る
等

に
・

地
域

連
携

室
に

つ
い

て
は

、
す

べ
て

の
病

院
で

設
置

さ
れ

て
お

り
、

病
診

連
携

等
を

推
進

し
て

い
・

地
域

連
携

の
推

進
に

よ
り

、
紹

介
率

、
逆

紹
介

率
の

大
幅

な
増

加
、
平
均

在
院
日
数
の

短
縮
等

よ
り
、

収
支

の
改

善
に
努

め
て

い
る
か

。
る

。
（

業
務

実
績

２
８

頁
参

照
）

を
図
り

、
医
療

の
質

の
向
上

を
伴

っ
た
収

支
の

改
善

と
し
て

大
い
に
成
果

を
あ
げ
て
い

る
。

・
地

域
に

お
け

る
一

貫
し

た
医

療
、

病
診

連
携

等
を

推
進

す
る

た
め

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

・
全

病
院

に
お

け
る

地
域

連
携

室
の

設
置

や
、

地
域

連
携

パ
ス

実
践
病
院
の

増
加
な
ど
、

地
域
連

を
５

３
病

院
で

実
施

し
た

。
（

業
務

実
績

２
２
頁
参

照
）

携
に
着

実
に
取

り
組

ん
で
お

り
、

紹
介
率

・
逆

紹
介

率
の
大

幅
な
向
上
や

平
均
在
院
日

数
の
短

・
地

域
連

携
の

推
進

に
よ

り
、

紹
介

率
は

平
成
１

５
年
度

比
１

７
．

１
％
増

（
５

３
．
９

％
）
、
逆

紹
縮

と
い

っ
た
具

体
的

な
数
値

に
そ

の
成
果

が
現

れ
て

い
る
こ

と
は
高
く
評

価
で
き
る
。

こ
れ
ら

介
率

は
平

成
１

５
年

度
比

１
８

．
３

％
増

（
４

２
．

７
％

）
と

な
っ

て
お

り
、

地
域

医
療

支
援

病
の

結
果

、
入

院
基

本
料

等
の

上
位

基
準

取
得

に
つ

な
が

り
収

支
改
善
に
寄

与
し
て
い
る

。

院
も

平
成

２
０

年
度

中
に

、
新

た
に

１
０

病
院

が
指
定

を
受

け
３

３
病
院

と
な

っ
た
。
（

業
務
実

績
・
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
は

財
政

融
資
資

金
等

外
部

か
ら
新

た
な
借
入
を

行
わ
ず
、
各

病
院
の

２
８

頁
、

２
９

頁
参

照
）

平
成
１

９
年
度

の
決

算
状
況

を
踏

ま
え
た

医
療

機
器

整
備
の

投
資
枠
を
設

定
し
、
必
要

か
つ
無

・
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
新

規
患

者
数

に
つ

い
て

は
前

年
度

に
比

し
減

少
し

て
い

る
も

の
の

（
△

駄
の

な
い

投
資

が
行

わ
れ

た
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

４
千

人
但

し
、

対
平

成
１

６
年

度
＋

３
５

千
人
）
、
平

均
在
院

日
数

を
機
構

全
体

で
０

．
６
日

短
・
資

金
的

自
立
を

達
成

し
て
い

る
病

院
の
自

己
資

金
に

よ
る
整

備
の
自
己
判

断
は
現
場
の

や
る
気

縮
す

る
と

と
も

に
入

院
基

本
料

等
の

上
位

基
準

を
取

得
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

収
支

改
善

に
努

め
を

支
援

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
も

の
と

し
て

評
価

に
値

す
る

。

て
い

る
。
（

業
務

実
績

９
９

、
１

１
１

頁
参

照
）

・
医

療
機

器
お
よ

び
施

設
整
備

に
関

し
て
、

自
己

資
金

を
積
極

的
に
活
用
し

て
、
必
要
な

整
備
量

を
確
保

し
た
こ

と
は

高
く
評

価
さ

れ
る
。

ま
た

高
額

医
療
機

器
の
共
同
利

用
数
も
増
加

し
て
い

る
こ
と

も
評
価

さ
れ

る
。

・
病

床
利

用
に
お

い
て

も
大
幅

な
赤

字
拡
大

の
防

止
な

ど
大
き

な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
拡

大
・
医

療
の

質
向
上

の
成

果
を

評
価
す

る
。

（
そ

の
他

の
意
見

）

・
勝

ち
組

に
な
り

得
な

い
病
院

の
活

性
化
支

援
に

も
十

分
な
配

慮
を
。



-
10

5
-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
医

療
機

器
の

稼
働

率
の

向
上

、
他

の
医

療
機

関
と

の
共

同
利

実
績

：
○

用
な

ど
、

効
率

的
な
利
用

を
推

進
し
て

い
る

か
。

・
高

額
医

療
機

器
の

稼
働

総
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
て

２
６

６
，

６
６

７
件

（
２

３
．

４
％

）
増

加
し

た
。
【

対
平

成
１

９
年
度

４
０
，
８

２
８

件
（
３

％
）

増
】

ま
た
、

共

同
利

用
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
３

０
，

７
２

２
件

（
１

０
８

．
６

％
）

と

大
幅

に
増

加
し

、
中

期
計

画
上

の
目

標
で

あ
る

４
０
％

を
大

幅
に

上
回
っ

た
。
【
対

平
成

１
９
年

度

２
，
０

１
８
件

（
３
．
５
％

）
増
】
（

業
務
実
績

９
７

頁
参
照

）

・
患

者
の

利
便

性
の

向
上

を
図

る
た

め
時

間
外

利
用

を
積

極
的

に
促

し
、

Ｃ
Ｔ

に
つ

い
て

は
、

全
体

稼
働

数
の

約
１

割
弱

と
な

っ
た

。
ま

た
、

患
者

の
侵

襲
性

の
低

下
、

地
域

資
源

の
有

効
活

用
の

取

組
も

進
め

て
お

り
、

例
え

ば
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
は

、
院

内
で

は
高

機
能

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

へ
の

移
行

、
地

域

で
は

院
外

の
Ｐ

Ｅ
Ｔ

へ
の

紹
介

等
が

進
ん

で
い

る
。
（
業

務
実
績

９
７

頁
参
照

）

・
費

用
対

効
果

や
法

人
全

体
の

財
務

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
、

実
績

：
○

必
要

な
医

療
機

器
・

施
設

設
備

の
整

備
を

中
期

計
画

に
沿

っ
・

平
成

２
０

年
度

ま
で

の
累

計
で

は
、

内
部

資
金

の
活

用
等

で
、

投
資

額
に

つ
い

て
は

中
期

計
画

に

て
行

っ
て

い
る

か
。

お
け

る
目

標
数

値
の

水
準

で
事

業
が

進
ん

だ
。

ま
た

、
整

備
量

に
つ

い
て

は
契

約
価

格
の

合
理

化

に
よ

り
十

分
な

量
を

確
保

し
た

。
（

業
務

実
績
１
２

１
頁

参
照
）

・
ま

た
平

成
１

９
年

度
、

２
０

年
度

に
は

、
機

構
発

足
後

に
投

資
を

決
め

た
病

棟
建

替
等

が
続

け
て

竣
工

し
た

が
、

そ
れ

を
含

め
て

も
中

期
計

画
に

定
め

る
長

期
債

務
縮

減
目

標
が

達
成

で
き

た
（

業

務
実

績
１

２
１

頁
参

照
）

・
投

資
に

係
る

機
構

全
体

の
金

額
的

な
枠

組
み

（
長

期
債

務
の

縮
減

等
）

の
下

、
各

病
院

に
お

け
る

投
資

内
容

等
の

向
上

を
図

る
た

め
、

建
物

整
備

・
医
療

機
器

に
共

通
し
て

、

①
各

病
院

の
個

別
の

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
投

資
が

で
き

る
よ

う
、

特
別

事
情

の
投

資
の

枠
組

み
を

明
確

化
し

、
そ

の
積

極
的

な
運

用
を
本

格
的
に

始
め

た
と

と
も
に

、

②
各

病
院

が
実

際
の

投
資

を
早

く
で

き
る

よ
う
、
本

部
手

続
を

平
成
１

７
年
度
よ
り

早
期
化
し
、

③
さ

ら
に

各
病

院
の

投
資

判
断

が
適

切
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

各
病

院
に

お
け

る
実

際
の

契
約

状
況

を
本

部
で

集
約

し
、

各
病

院
に

提
供
す

る
体
制

を
整

備
し

た
。
（
業
務

実
績

８
７

頁
参
照

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
（

４
）

診
療

事
業

以
外

の
事

業
に

係
る

費
用

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
の

節
減

等
の
節
減

の
節
減
等

る
費

用
の

節
減

等

臨
床

研
究

事
業

や
教

育
研

修
事

業
に

診
療

事
業

以
外

の
事

業
、

特
に

運
営

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も

つ
い

て
は

、
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

や
費

交
付

金
対

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
自

引
き

続
き

、
診

療
事

業
以

外
の

授
業

料
等

の
自

己
収

入
の

確
保

に
努

め
己

収
入

の
確

保
や

費
用

節
減

に
努

め
る

事
業

、
特

に
運

営
費

交
付

金
対

る
と

と
も

に
、

費
用

の
節

減
に

努
め

、
こ

と
に

よ
り

、
新

規
拡

充
業

務
を

除
い

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
自

己
収

臨
床

研
究

や
教

育
研

修
の

効
率

化
を

図
て

、
そ

の
費

用
の

う
ち

運
営

費
交

付
金

入
の

確
保

や
費

用
節

減
に

努
め

る
こ
と
。

等
の

割
合

を
低

下
さ

せ
る

。
ま

た
、

運
る

。

営
費

交
付

金
対

象
事

業
以

外
の

事
業

に

つ
い
て
も
効
率
化
を
図
る
。

①
臨
床
研
究
事
業

①
臨

床
研

究
事

業
①

臨
床

研
究

事
業

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

も

外
部
の
競
争
的
研
究
費
の
獲
得
に
努
め
、

引
き

続
き

、
本

部
研

究
課

が
窓

１
．

競
争

的
研

究
費

獲
得

の
た

め
の

推
進

及
び

助
言

中
期

目
標

の
期

間
中

に
お

い
て

、
更

な
口

と
な

り
、

競
争

的
資

金
の

獲
平
成

１
９

年
度
に

引
き

続
き
、
競
争
的

資
金

の
獲
得

の
た

め
、
事

業
を
実

施
す

る
省
庁

な
ど

か
ら
研

究
内

容
や

応
募
に

か
か

る
情
報

を
入

手
し
、

る
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
適

正
得

の
た

め
の

情
報

収
集

、
情

報
各

病
院

に
対

し
、
情

報
提

供
や
手

続
き

に
か
か

る
助

言
を

行
う
と

と
も

に
、
臨

床
研

究
部
の

活
動

実
績

の
評
価

及
び
臨
床
研

究
セ
ン
タ
ー

に
お
け

な
評

価
を

行
っ

て
研

究
の

効
率

化
に

努
提

供
、

他
省

庁
等

と
の

連
絡

調
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
機

能
評

価
の
評

価
項

目
に
、

競
争

的
研

究
費
獲

得
額

を
設
け

る
こ

と
に
よ

っ
て

、
競

争
的
研

究
費
獲
得
の

イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が

め
る
。

整
、

申
請

書
の

作
成

等
に

関
す

働
き
、

獲
得

金
額
が

１
９

年
度
に

比
べ

て
大
幅

に
増

加
し

て
い
る

。

る
研

究
者

の
支

援
を

行
う

。

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
す

べ
（

平
成
１

９
年

度
）

（
平

成
２

０
年
度

）

て
の

病
院

を
結

ぶ
治

験
ネ

ッ
ト

・
厚

生
労

働
科
学

研
究

費
１
５

億
４
，

９
３

１
万

円
→

１
６
億
７

，
７

６
１
万

円
(１

９
年
度
対

１
０

８
．

３
％

)

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

受
託

研
究

・
文

部
科

学
研
究

費
２

億
５
，

０
７

５
万

円
→

１
億
９

，
１

２
６
万

円
(１

９
年
度
対

７
６

．
３

％
)

費
額

の
増

を
図

る
と

と
も

に
、

・
そ

の
他

の
競
争

的
資

金
５

億
４
，

７
４

５
万

円
→

８
億
２

，
３

１
５
万

円
(１

９
年
度
対

１
５

０
．

４
％

)

実
施

率
の

改
善

等
質

の
向

上
を

（
合

計
）

２
３

億
４
，

７
５

２
万

円
→

２
６
億
９

，
２

０
３
万

円
(１

９
年
度
対

１
１
４
．

７
％

)

目
指

す
。

（
平
成
１

５
年

度
１

７
億

９
，

０
７
５

万
円
）

２
．

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
（

第
１

の
２

の
（

２
）

参
照

）

１
４

６
病

院
に
わ

た
る

治
験
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活

用
し

、
受
託

研
究

件
数
を

増
加

さ
せ
る

こ
と

で
受

託
研
究

費
の
獲
得
を

増
や
す
と
と

も
に
、

実
施
症

例
数

の
増
加

に
努

め
、
治

験
の

質
の
向

上
を

図
っ

た
。

な
お

、
前

年
度
に

比
べ

て
治
験

実
施

症
例
数

が
減

少
し

て
い
る

が
、

比
較
的

単
純

な
治
験

に
つ

い
て

は
、
民

間
医
療
機
関

で
行
わ
れ
る

こ
と
が

多
く
、

国
立

病
院
機

構
は

入
院
治

験
を

は
じ
め

と
す

る
難

易
度
の

高
い

治
験
を

扱
う

こ
と
が

多
く

な
っ

て
き
て

い
る
。

○
受

託
研

究
実
績

約
５
６
億

３
，

５
０
０

万
円

→
約
４

８
億

３
，
３

０
０

万
円
（

対
平

成
１

９
年
度

△
１
４
．
２

％
）

（
平
成

１
５

年
度

約
２

９
億
２

，
３

０
０

万
円
）

○
治

験
実

施
症
例

数
４
，

８
０
３

件
→

４
，
２

５
０

件
（
対

平
成

１
９

年
度
△

１
１
．
５
％

）

（
平
成

１
５

年
度
約

２
，

７
８
９

件
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
教
育
研
修
事
業

②
教

育
研

修
事

業
②

教
育

研
修

事
業

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

平
成

２
０

年
度

か
ら

は
、

看

業
料

、
受

託
研

修
料

等
に

つ
い

て
、

民
護

師
等

養
成

所
に

係
る

入
学

金
１

．
看

護
師

等
養

成
所

の
入

学
金

及
び

授
業

料
の

改
定

間
の

水
準

を
考

慮
の

上
、

そ
の

適
正

化
及

び
授

業
料

を
各

養
成

所
に

お
平
成

２
０

年
度
に

お
け

る
看
護

師
等

養
成
所

の
入

学
金

及
び
授

業
料

に
つ
い

て
は

、
以
下

の
金

額
を

下
限
と

す
る
改
定
を

行
っ
た
。

に
努

め
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
い

て
以

下
を

下
限

と
し

て
改

定

期
目

標
の

期
間

中
に

、
授

業
料

等
の

改
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

教
(
1
)
看

護
師

、
助
産

師
、

視
能
訓

練
士

定
及

び
費

用
の

縮
減

を
図

り
、

教
育

研
育

研
修

事
業

の
収

支
率

の
改

善
検
定

料
２
０

，
０
０

０
円

（
２
０

，
０

０
０
円

）

修
事

業
に

お
け

る
収

支
率

を
２

０
％

以
を

図
っ

て
い

く
。

入
学

金
１

８
０

，
０
０

０
円

（
１

８
０

，
０

０
０
円

）

上
改
善
す
る
。

○
看
護

師
、
助
産
師
、
視
能
訓
練
士

授
業

料
４

０
０

，
０
０

０
円

（
３

６
０

，
０

０
０
円

）

検
定

料
20
,
00
0
円
（

2
0,
0
0
0円

）

入
学

金
1
80
,
00
0
円
（
1
8
0,
0
0
0円

）
(
2
)
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

授
業

料
4
00
,
00
0
円
（
3
6
0,
0
0
0円

）
検
定

料
２
６

，
０
０

０
円

（
２
６

，
０

０
０
円

）

○
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士

入
学

金
４

５
０

，
０
０

０
円

（
３

８
１

，
０

０
０
円

）

検
定

料
26
,
00
0
円
（

2
6,
0
0
0円

）
授
業

料
８

３
０

，
０
０

０
円

（
６

９
３

，
０

０
０
円

）

入
学

金
4
50
,
00
0
円
（
3
8
1,
0
0
0円

）

授
業

料
8
30
,
00
0
円
（
6
9
3,
0
0
0円

）
※

カ
ッ
コ

内
は

平
成
１

９
年

度
単
価

（
※
カ
ッ
コ
内
は
平
成
１
９
年
度
単
価
）

２
．

教
育

研
修

事
業

の
収

支
率

の
改

善

教
育

研
修

事
業
に

つ
い

て
、
授

業
料

等
の
改

定
、

効
率

的
な
運

営
を

行
う
こ

と
に

よ
り
収

支
率

が
平

成
１
５

年
度
比
で
３

７
．
０
ポ
イ

ン
ト
増

の
改
善

と
な

り
、
中

期
計

画
を
達

成
し

た
。

平
成
１

５
年
度

収
支
率
２

７
．

４
％

→
平
成

２
０
年

度
収
支
率

６
４
．
４

％

（
対

平
成
１

５
年

度
比

３
７

．
０
ポ

イ
ン

ト
増

）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

１
０

業
務

運
営
の
見

直
し

や
効
率
化
に

よ
る

収
支
改

善
（

総
合

的
な

評
定

）
（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

（
４
）
診
療

事
業
以

外
の

事
業
に
係

る
費

用
の
節
減
等

】
自

己
収

入
を

確
保

す
べ

く
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
や

寄
附

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

外
部

競
争

的
資

金
は

目
標

を
上

回
る

な
ど

積
極

的
な

獲
得

に
取

り
組
ん
で

お
り
評
価
で

き
る
。

め
、

臨
床

研
究

の
活

動
度

が
高

い
病

院
に

臨
床

研
究

部
を

設
置

す
る

な
ど

基
盤

の
整

備
を

進
め

、
外

ま
た

、
教

育
研

修
事

業
に

お
い

て
は

、
効

率
的

な
運

営
等

に
よ

り
収
支
率
の

改
善
を
図
り

、
目
標

部
競

争
的

資
金

獲
得

額
の

増
加

を
図

っ
て

い
る
。

を
達

成
し

た
こ
と

を
評

価
す
る

。

ま
た

、
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
は

、
授

業
料
等

の
改

定
、
効
率

的
な
運

営
に

よ
り
改

善
を

図
り
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
り
、

目
標
を

達
成

し
た

。

（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

・
競

争
的

研
究
費

の
獲

得
が
前

年
度

を
上
回

り
、

研
究

費
獲
得

の
意
欲
が
向

上
し
て
い
る

こ
と
は

［
数

値
目

標
］

評
価
で

き
る
。

教
育

研
究
事

業
に

関
す
る

財
務

状
況

も
改
善

し
、
中
期
計

画
に
掲
げ
る

目
標
値

・
平

成
１

５
年

度
比

２
０
％

以
上

改
善

・
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
は

、
授

業
料

等
の

改
定

、
効

率
的

な
運

営
に

よ
り

改
善

を
図

る
こ

と
に

を
上

回
っ

て
い

る
。

教
育

研
修

事
業

４
７

．
４

％
よ

り
、

収
支

率
は

平
成

１
５

年
度

比
３

７
．

０
％

の
改

善
と

な
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

・
競

争
的

研
究

費
に

つ
い

て
、

平
成

１
９
年

度
と

比
し

て
文
部

科
学
研
究
費

は
減
少
し
た

も
の
の

（
平
成

１
５

年
度

２
７

．
４

％
）

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
全

体
と

し
て
は

１
４

．
７
％

増
（

平
成
１

５
年

度
比

５
０
．

３
％
増
）
と

大
幅
に
増
加

し
て
お

教
育

研
修

事
業

収
支

率
６

４
．

４
％

（
業
務

実
績
１

０
７

頁
参

照
）

り
、
積

極
的
に

外
部

競
争
的

研
究

費
の
獲

得
に

努
め

て
い
る

。

・
臨

床
研

究
業
務

に
関

わ
る
運

営
費

交
付
金

の
微

増
に

つ
い
て

は
新
規
拡
充

業
務
等
に
よ

る
も
の

［
評

価
の

視
点

］
実

績
：

○
で

あ
り

、
外
部

資
金

の
獲
得

な
ど

自
己
収

入
の

確
保

に
は
努

力
し
て
い
る

。

・
診

療
事

業
以

外
の

事
業

、
特

に
運

営
費

交
付

金
対

象
事

業
に

・
自

己
収

入
を

確
保

す
べ

く
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
や

寄
附

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

・
治

験
の

維
持

を
評

価
す

る
。

つ
い

て
は

、
自

己
収

入
の

確
保

や
費

用
節

減
に

努
め

る
こ

と
め

、
臨

床
研

究
の

活
動

度
が

高
い

病
院

に
臨

床
研

究
部

を
設

置
す

る
な

ど
基

盤
の

整
備

を
進

め
て

・
治

験
に

つ
い

て
は

実
数

と
し

て
は

減
少

し
て

い
る

が
内

容
的

に
は

大
き

な
評

価
に

値
す

る
取

に
よ

り
､
新

規
拡

充
業

務
を

除
い

て
､
そ

の
費

用
の

う
ち

運
営

い
る

。
（

業
務

実
績

１
０

６
頁

参
照

）
組

。

費
交
付

金
等

の
割

合
を

低
下
さ

せ
て

い
る
か

。
・

臨
床

研
究

業
務

に
お

け
る

費
用

に
対

す
る

運
営

費
交

付
金

の
割

合
は

、
前

年
度

に
比

べ
微

増
・
教

育
研

修
事
業

の
収

支
率
に

つ
い

て
、
平

成
１

５
年

度
比
３

７
．
０
％
改

善
と
中
期
計

画
の
目

（
４

９
．

７
％

→
５

０
．

１
％

）
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

臨
床

研
究

セ
標

値
（

２
０

％
以

上
改

善
）

を
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る

こ
と

は
高
く
評
価

で
き
る
。

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

の
入

れ
替

え
に

よ
り

、
か
所

数
が

増
加

（
平
成

１
９

年
度

５
８
か
所

→

平
成

２
０

年
度

７
０

か
所

）
し

た
こ

と
や

、
研

究
費

を
増

額
（

平
成

１
９

年
度

２
１

億
円

→

平
成

２
０

年
度

２
５

億
円

）
し

た
た

め
で
あ

る
。

な
お

、
外

部
資

金
の

獲
得

な
ど

自
己

収
入

の
確

保
に
は

努
め

て
い

る
（
平

成
１

９
年
度

４
４
億

円

→
平

成
２

０
年

度
５

１
億

円
）
。

・
臨

床
研

究
事

業
に

つ
い

て
は

、
外

部
の

競
争

的
研

究
費

の
獲

実
績

：
○

得
等

に
努

め
、

研
究

の
推

進
と

効
率

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
・

平
成

２
０

年
度

は
外

部
競

争
的

資
金

獲
得

額
が

対
平

成
１

５
年

度
比

で
５

０
．

３
％

増
加

し
て

お

か
。

り
、

研
究

の
推

進
が

行
わ

れ
て

い
る

。
（

業
務
実
績

１
０

６
頁
参

照
）

・
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
は

、
授

業
料

等
の

改
定

及
び

費
用

実
績

：
○

の
縮

減
を

図
り

、
教

育
研

修
事

業
に

お
け

る
収

支
率

を
中

期
・

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

は
、

授
業

料
等

の
改

定
、

効
率

的
な

運
営

に
よ

り
３

７
．

０
％

の
改

善

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

改
善

さ
せ

て
い

る
を

図
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
を

達
成
し

た
。
（
業

務
実
績

１
０

７
頁
参

照
）

か
。



-
10

9
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
（

５
）

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
導

入
等

Ｉ
Ｔ

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進
化
の
推
進

化
の
推
進

等
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進

企
業

会
計

原
則

へ
の

移
行

に
伴

う
新

会
計

処
理

に
必

要
な

す
べ

て
の

病
院

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
確

実
な

１
．

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

た
な

会
計

処
理

へ
適

切
に

対
応

す
る

た
共
通
の
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

稼
働

を
引

き
続

き
図

る
こ

と
に

よ
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
は

、
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
事

務
処

理
と

月
次

・
年

次
の

決
算

処
理

、
そ

れ
に

伴
う

財
務
諸
表
の

作
成
を
行
う

シ
ス
テ

め
、

Ｉ
Ｔ

化
の

推
進

を
図

り
、

各
病

院
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

行
う

と
と

り
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
ム

で
あ

り
、

本
シ

ス
テ

ム
に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
た

財
務

諸
表

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
早

期
に

経
営

状
況

の
把

握
が
行
え

る
。

の
財

務
分

析
を

行
う

な
ど

、
業

務
の

効
も

に
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
等

等
病

院
の

財
務

状
況

の
分

析
を

行
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
は

、
事

務
担

当
者

の
負

担
を

増
す

こ
と

な
く

精
度

管
理

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
入

力
内
容
の
正

否
に
つ
い
て

簡
便
に

率
的
な
運
営
に
努

め
る
こ
と
。

病
院

の
財

務
状

況
が

分
析

可
能

な
も

の
う

。
行

え
る

仕
訳

や
伝
票

入
力

項
目
の

誤
り

を
チ
ェ

ッ
ク

す
る

禁
則
仕

訳
機

能
を
導

入
す

る
こ
と

に
よ

り
、

起
票
誤

り
に
よ
る
手

戻
り
を
大
幅

に
削
減

と
す

る
こ

と
に

よ
り

経
営

改
善

を
進

め
ま

た
、

各
病

院
は

、
月

次
で

部
し

、
ま

た
、

資
産
別

固
定

資
産
明

細
表

、
期
間

指
定

可
能

な
仕
訳

表
、

複
数
月

連
結

で
出
力

可
能

な
未

収
金
・

未
払
金
・
買

掛
金
整
理
簿

と
い
っ

る
。

門
別

の
決

算
を

行
い

、
毎

月
の

財
た

新
規

帳
票

出
力

を
可

能
と

し
、

決
算

業
務

の
省

力
化

を
図

っ
た

。

務
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
加

え
て

、
独

立
行

政
法

人
会

計
基

準
改

訂
に

伴
う

対
応

や
ま

つ
も

と
医

療
セ

ン
タ

ー
経

営
統

合
及

び
南

横
浜

病
院
廃
止
の

組
織
変
更
に

伴
う
対

毎
翌

月
２

５
日

頃
に

財
務

状
況

に
応

等
、

随
時

シ
ス

テ
ム

の
対

応
を

行
っ

た
。

係
る

評
価

会
を

開
催

し
、

そ
の

経
な

お
、

平
成

２
１

年
４

月
か

ら
稼

動
す

る
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

へ
の

デ
ー

タ
移

行
が

必
要

と
な

る
未

払
金

・
買
掛
金
情

報
等
の
デ
ー

タ
抽
出

営
状

況
の

分
析

を
行

い
、

問
題

点
作

業
を

行
っ

た
。

等
に

対
す

る
改

善
を

行
う

。

情
報

化
統
括
責

任
者
（

Ｃ
Ｉ

Ｏ
）

２
．

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

（
部

門
別

決
算

等
）

を
中

心
と

す
る

Ｉ
Ｔ

化
推

進
体

制
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
は

、
財
務

会
計
シ

ス
テ

ム
等
の

デ
ー

タ
を
利

用
し

て
、
部

門
別
・

診
療

科
別
損

益
計

算
書

や
各
種

経
営

管
理
指

標
の

算
出
、

を
強

化
し

、
レ

セ
プ

ト
オ

ン
ラ

イ
他

施
設

と
の

各
種

経
営

管
理

指
標

の
比

較
が

可
能

な
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
こ

れ
に

よ
り

部
門

毎
の

経
営

状
況

の
把

握
や
他
病

院
と
の
比
較

に
よ
る

ン
請

求
へ

の
積

極
的

な
対

応
を

図
問

題
点

の
把

握
を

行
い

、
経

営
改

善
の

た
め

の
参

考
資

料
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。

る
と

と
も

に
、

医
事

会
計

シ
ス

テ
な

お
、

独
立

行
政

法
人

化
以

降
、

部
門

別
決

算
に

お
い

て
は

、
費

用
の

各
部

門
へ

の
配

分
方

法
等

の
精

度
向

上
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ

る
が
、

ム
の

標
準

化
及

び
そ

の
普

及
を

通
今

後
も

更
な

る
精

度
向

上
に

努
め

る
。

じ
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

を

図
る

。
３

．
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化

(
1
)
標

準
仕

様
書

導
入

の
目

的
・

効
果

①
標

準
化

さ
れ
た

仕
様

書
に
よ

り
機

構
の
共

通
の

情
報

イ
ン
フ

ラ
と

し
て
各

病
院

の
医
事

会
計

シ
ス

テ
ム
を

整
備
す
る
。

こ
れ
に

よ
り
、

診
療

情
報
の

共
有

化
を
早

急
に

進
め

、
国
立

病
院

機
構
の

一
体

的
事
業

運
営

基
盤

を
一
層

強
固
な
も
の

と
す
る
。

②
各

病
院

の
契
約

事
務

の
負
担

軽
減

、
合
理

化
及

び
ス

ケ
ー
ル

メ
リ

ッ
ト
を

活
か

し
た
Ｉ

Ｔ
投

資
費

の
低
減

を
図
る
。

(
2
)
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
標

準
仕

様
書

の
周

知

①
具
体

的
な
周

知
方

法

国
立

病
院

機
構

総
合
情

報
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス

テ
ム

の
掲
示

板
に

標
準
仕

様
書

を
公

開
。
（
平
成

２
０

年
９

月
掲
載
。
）

②
標
準

仕
様
の

特
徴

ア
）

レ
セ

プ
ト

オ
ン
ラ

イ
ン

請
求
対

応
を
は
じ

め
、

全
国
の

機
構

病
院
に

お
い

て
ベ

ン
ダ
ー

や
病

院
の
属

性
、

規
模
に

か
か

わ
ら

ず
標
準

的
に

使
用

で
き
る

仕
様

。

イ
）
通

常
、
医

事
会

計
シ
ス

テ
ム

と
は

別
個
販

売
さ
れ
て

い
る
「

入
力

チ
ェ

ッ
ク
・

自
動

算
定

機
能
」
、「

Ｄ
Ｐ

Ｃ
調
査

デ
ー

タ
作

成
機
能
」

を
標

準
搭

載
。

ウ
）

病
床
管

理
業

務
、
地

域
連

携
室
業

務
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
コ
ー

デ
ィ

ン
グ
の

各
機

能
に
つ

い
て

は
オ

プ
シ
ョ

ン
と
し
て
各

病
院
の
要
望

に
よ
り

選
択
可

能
。



-
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0
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
共

同
入

札
の

実
施

①
第
１

回
共
同

入
札

（
九
州

エ
リ

ア
７
病

院
対

象
。

平
成
２

０
年

１
０
月

２
０

日
開
札

。
）

現
導

入
費
用

と
比

較
し
１

．
４

億
円
の

削
減

効
果

（
削
減

率
約

５
０
％

）
。

②
第
２

回
共
同

入
札

（
北
海

道
～

関
東
エ

リ
ア

１
５

病
院
対

象
。

平
成
２

１
年

３
月
１

９
日

開
札

。
）

現
導

入
費
用

と
比

較
し
８

．
１

億
円
の

削
減

効
果

（
削
減

率
約

６
０
％

）
。

③
第
３

回
共
同

入
札

（
関
西

、
中

四
国
エ

リ
ア

１
２

病
院
対

象
。

平
成
２

１
年

４
月
１

７
日

開
札

。
）

現
導

入
費
用

と
比

較
し
２

．
６

億
円
の

削
減

効
果

（
削
減

率
約

４
０
％

）
。

４
．

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

同
分

析
シ

ス
テ

ム

国
立

病
院

機
構
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

活
用
し

各
病

院
の

医
事
会

計
シ

ス
テ
ム

に
蓄

積
さ
れ

た
診

療
情

報
（
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ

）
を
収
集
・

分
析
す

る
こ
と

で
、

患
者
別

の
診

療
行
為

の
比

較
や
医

療
の

質
に

係
る
統

計
の

作
成
、

疾
患

別
・
患

者
毎

の
コ

ス
ト
把

握
や
そ
れ
を

用
い
た
ベ
ン

チ
マ
ー

ク
分
析

な
ど

を
行
う

と
と

も
に
、

そ
れ

を
情
報

発
信

し
て

い
く
こ

と
に

よ
り
、

国
立

病
院
機

構
が

担
う

医
療
の

質
の
向
上
及

び
我
が
国
の

医
療
の

均
て
ん

化
に

資
す
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
「
診

療
情

報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

及
び
同

分
析

シ
ス
テ

ム
」

の
構

築
に
取

り
組
み
、
平

成
２
１
年
４

月
か
ら

運
用

を
開

始
し

た
。

５
．

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

政
策

医
療

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
活

か
し

た
調
査

研
究

・
情

報
発
信

機
能

の
強
化

を
目

指
し
、

標
準

化
し

た
医
事

会
計
シ
ス
テ

ム
や
診
療
情

報
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
を

活
用

す
る

形
で

、
平

成
２

１
年

度
か

ら
の

第
２

期
中

期
計

画
に

盛
り

込
ん

だ
「

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
」

の
設

立
に

向
け

た
検
討

・
準

備
に
着

手
し

た
。

【
説

明
資

料
】

資
料

８
２

：
部
門

別
決

算
の
概

要
〔

４
０
４

頁
〕
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1
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

評
価

会

(
1
)
評

価
会

の
概

要

す
べ
て

の
病

院
に

お
い
て

毎
月

の
２
５

日
を
目
途

と
し

て
、
前

月
の

月
次
決

算
状

況
に

お
け
る

経
営

状
況
の

分
析

を
行
う

た
め

「
評

価
会
」

を
開
催
し

て
い

る
。
月
次
決

算
に

よ
り
当

該
月

の
患
者

数
や

収
支

状
況
等

を
基

に
「

平
均

在
院

日
数

」
、「

患
者

１
人
１

日
当

収
支
」
、「

新
患
率
」
、

「
人
件
費

率
」
、
「
材

料
費
率
」
、
「
患
者
紹

介
率
」
等

の
分

析
を
行

い
「

平
均
在

院
日

数
短

縮
の
た

め
の

院
内
ヒ

ア
リ

ン
グ
の

実
施
」
、
「

患
者
確

保
の
た
め

の
具

体
策

の
検
討
」
、
「
費
用
抑

制
方
策
」

等
、

早
い
段

階
で

問
題
点

に
対

す
る

対
応
策

の
検

討
及
び

実
施

を
行
う

こ
と

に
よ

り
、
す

べ
て
の
職

員
の

経
営

に
対
す

る
参

加
意
識

の
向
上
を

図
る

こ
と
が

で
き

、
病
院

全
体

が
一

丸
と
な

っ
て

経
営
改

善
を

進
め
る

こ
と

が
で

き
た
。

ま
た
、

病
棟

単
位

で
の
患

者
数

の
動
向

や
在
院
日

数
の

状
況
な

ど
を

分
析
し

、
病

棟
毎

の
問
題

点
や

対
応
策

を
検

討
す
る

こ
と

が
で

き
た
。

(
2
)
各

病
院

で
実

施
さ

れ
た

経
営

改
善

の
具

体
策

と
効

果
等

○
平
均

在
院
日

数
の

縮
減
等

に
よ

る
上
位

基
準

の
取

得

→
上
位

基
準
取

得
病

院
数
：

入
院

基
本
料

６
０

病
院

増
加
（

対
平

成
１
９

年
度

）

入
院

基
本
料

等
加

算
４
３
６

病
院

で
新
規

取
得

（
累
積

１
５

７
９

病
院
）

特
定

入
院
料

３
９

病
院

で
新
規

取
得

（
累
積

３
３

９
病

院
）

特
掲

診
療
料

７
０
６

病
院

で
新
規

取
得

（
累
積

３
１

０
４

病
院
）

（
※

病
院
数

は
、

加
算

等
の
種

類
ご

と
に
カ

ウ
ン

ト
し
て

い
る

た
め

重
複
す

る
）

○
督
促

の
強
化

や
退

院
時
精

算
の

徹
底
等

に
よ

る
医

業
未
収

金
（

患
者
自

己
負

担
分
）

の
改

善

→
前
年

度
債
権

：
平

成
１
６

年
度

回
収
率

７
９

.３
％

→
平
成

１
７

年
度
回

収
率

８
２

．
６
％

→
平
成

１
８
年

度
回

収
率
８

３
.０

％
→

平
成
１
９

年
度
回
収

率
８

４
.２

％
→
平
成

２
０
年
度
回

収
率
８
３
．

３
％

○
適
正

な
在
庫

管
理

○
病
診

連
携
の

強
化

や
地
域

の
老

健
施
設

と
の

連
携

に
よ
り

地
域

医
療
の

充
実

を
図
っ

た
。

○
病
診

連
携
に

よ
る

後
方
支

援
病

院
と
し

て
の

紹
介

率
の
向

上
と

逆
紹
介

率
の

安
定

→
患
者

紹
介
率

（
年

間
平
均

）
：
平
成

１
６

年
度
４

０
.５

％
→

平
成
１

７
年

度
４
２

.７
％

→
平
成

１
８
年

度
４

７
．
４

％
→

平
成
１

９
年

度
５

１
．
１

％
→

平
成
２

０
年

度
５
３

．
９

％

→
逆
紹

介
率
（

年
間

平
均
）
：

平
成
１

６
年

度
２
８

.７
％

→
平

成
１
７

年
度

３
３

.２
％

→
平
成

１
８
年

度
３

２
．
２

％
→

平
成
１

９
年

度
３

６
．
９

％
→

平
成
２

０
年

度
４
２

．
７

％

○
地
域

住
民
を

交
え

た
講
演

会
や

各
種
研

修
会

（
生

活
習
慣

病
・

成
人
病

・
認

知
症
な

ど
の

予
防

教
室
や

市
民
公
開
講

座
等
）
の
開

催

７
．

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
実

施
状

況

改
正

省
令

施
行
日

が
、

平
成
２

１
年

４
月
１

日
で

あ
る

病
院
６

４
か

所
の
う

ち
、

平
成
２

０
年

度
ま

で
に
前

倒
し
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を

導
入
し

た
病

院
は
４

６
か

所
で
あ

っ
た

。
残
り

１
３

病
院

に
つ
い

て
も

平
成
２

１
年

４
月
診

療
分

の
請

求
よ
り

導
入
対
応
済

で
あ
る
。
ま

た
、
５

病
院
に

つ
い

て
は
、

医
事

会
計
シ

ス
テ

ム
更
新

時
に

合
わ

せ
て
対

応
す

る
な
ど

と
し

て
社
会

保
険

診
療

報
酬
支

払
基
金
に
対

し
所
要
の
手

続
き
を

取
っ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

り
、
平

成
２

１
年
度

中
に

対
応

予
定
で

あ
る

。

さ
ら

に
施

行
日
が

平
成

２
２
年

４
月

１
日
で

あ
る

病
院

９
か
所

の
う

ち
、
４

病
院

に
お
い

て
、

平
成

２
０
年

度
ま
で
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請

求
を
開

始
し
た

。
残

り
５
病

院
に

つ
い
て

も
改

正
省
令

に
定

め
る

期
限
ま

で
に

導
入
予

定
で

あ
る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

８
３

：
施
設

基
準

上
位
基

準
の

取
得
状

況
〔

４
０

５
頁
〕
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2
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

８
．

電
子

政
府

へ
の

協
力

(
1
)
ペ

イ
ジ

ー
（

Ｐ
ａ

ｙ
－

ｅ
ａ

ｓ
ｙ

）
の

利
用

財
政
融

資
資

金
の

償
還
や

社
会

保
険
料

等
の
国
庫

金
の

納
付
に

つ
い

て
は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

バ
ン

キ
ン
グ

で
支

払
が
可

能
な

「
ペ

イ
ジ
ー

（
Ｐ

ａ
ｙ

－
ｅ

ａ
ｓ

ｙ
）
」

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

１
９

年
９

月
か

ら
本

部
に

お
い

て
利

用
し

て
い

る
銀

行
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ

ム
を
電
話

回
線

型
か

ら
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

型
に
変
更

し
、

ペ
イ
ジ

ー
の

利
用
を

開
始

し
た

。
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
も
引

き
続

き
利

用
し
、

支
払
業
務

の
効

率
化

及
び
事

故
防

止
を
図

る
こ
と
が

で
き

た
。

平
成

１
９
年

度
延
べ
３

１
回

平
成

２
０
年

度
延
べ
６

０
回

(
2
)
国

税
電

子
申

告
・

納
税

シ
ス

テ
ム

（
ｅ

－
Ｔ

ａ
ｘ

）
の

利
用

政
府

の
Ｉ

Ｔ
新

改
革

戦
略

（
平

成
１

８
年

１
月

１
９

日
Ｉ

Ｔ
戦

略
本

部
決

定
）

に
定

め
ら

れ
た

国
に

対
す

る
申

請
･
届

出
等

の
手

続
の

オ
ン

ラ
イ
ン
利

用
率

の
向

上
及
び

支
払

業
務
の

効
率
化
並

び
に

事
故
防

止
の

観
点
か

ら
、

平
成

２
０
年

１
月

よ
り
本

部
か

ら
納
税

す
る

消
費

税
及
び

源
泉
所
得

税
に

つ
い

て
、
国

税
電

子
申
告

・
納
税
シ

ス
テ

ム
（
ｅ

－
Ｔ

ａ
ｘ
）

の
利

用
を

開
始
し

た
。

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

も
引

き
続
き

利
用
し
、

業
務

の
効

率
化
に

努
め

た
。

平
成

１
９
年

度
延
べ

６
回

平
成

２
０
年

度
延
べ
２

４
回



-
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3
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

（
６
）
業
務

・
シ
ス
テ
ム
最
適
化

（
６
）
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化

（
６

）
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
（

６
）

業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

平
成

１
９

年
度

に
策

定
し

た
国

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
、

シ
ス

テ
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

１
．

最
適

化
の

実
施

ム
構

成
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
ム

構
成

及
び

調
達

方
式

の
見

直
し

を
行

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
画

を
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
）

の
更

改
に

あ
た

っ
て
は
、
平

成
１
９
年
１

０
月
に

う
こ

と
に

よ
り

、
シ

ス
テ

ム
コ

ス
ト

削
う

こ
と

に
よ

り
、

シ
ス

テ
ム

コ
ス

ト
削

実
施

し
て

い
く

。
策

定
し

た
『

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

）
に

お
け

る
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化

減
、

シ
ス

テ
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
減

、
シ

ス
テ

ム
調

達
に

お
け

る
透

明
性

計
画
』

に
基

づ
き
、

最
適

化
を
実

施
し

た
。

の
確

保
及

び
業

務
運

営
の

合
理

化
を

図
の

確
保

及
び

業
務

運
営

の
合

理
化

を
図

平
成

２
１

年
４
月

か
ら

新
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

シ
ス

テ
ム

の
稼
働

を
開

始
し
、

一
部

シ
ス
テ

ム
に

つ
い

て
は
、

６
月
ま
で
の

間
、
並
行
稼

働
を
行

る
こ
と
。

る
た

め
、

体
制

整
備

を
行

い
、

上
記

シ
い

、
７

月
に

新
シ
ス

テ
ム

へ
の
全

面
切

替
を
実

施
し

、
本

格
稼
働

を
開

始
す
る

予
定

で
あ
る

。

こ
の

た
め

、
上

記
シ

ス
テ

ム
に

係
る

ス
テ

ム
に

係
る

シ
ス

テ
ム

監
査

及
び

刷

刷
新

可
能

性
調

査
等

を
平

成
１

８
年

度
新

可
能

性
調

査
を

平
成

１
８

年
度

中
に

【
具

体
的

内
容
】

中
に

実
施

し
、

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
平

成
実

施
し

、
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

平
成

１
９

◎
業
務

の
効

率
化
・

合
理

化

１
９

年
度

末
ま

で
に

業
務

・
シ

ス
テ

ム
年

度
中

に
業

務
・

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

○
サ

ー
バ

の
集
中

化
に

よ
る

デ
ー
タ

の
一

元
化

の
最
適

化
計
画
を

策
定
し
、

公
表
す
る

計
画
を
策
定
し
、
公
表
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ

ま
で

、
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
、

病
院

の
拠

点
毎

に
設

置
さ

れ
た

サ
ー

バ
に

保
持

さ
れ

て
い

た
人

事
給

与
デ

ー
タ

や
財

務
デ

ー

こ
と
。

平
成

２
０

年
度

よ
り

最
適

化
に

着
手

す
タ

を
中

央
の

保
守

セ
ン

タ
ー

に
設

置
さ

れ
た

サ
ー

バ
で

一
元

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

デ
ー

タ
の

整
合

性
を

確
保

し
、

業
務

の
効

率
化

を

る
。

図
っ

た
。

ま
た
、

サ
ー
バ

の
二

重
化

が
低
コ

ス
ト

で
可
能

と
な

り
、
安

全
性

・
信

頼
性
の

向
上
を
図
っ

た
。

○
シ

ス
テ

ム
の
統

廃
合

シ
ス
テ

ム
の
利

用
状

況
を

勘
案
し

た
上

で
、
利

用
頻

度
の
少

な
い

シ
ス

テ
ム
を

廃
止
す
る
と

と
も
に
、
我

が
国
の
医

療
の

均
て

ん
化
に

資
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
た

「
診
療

情
報

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
及
び

同
分

析
シ

ス
テ
ム

」
な
ど
新
規

シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た

。

《
新
規
導

入
シ

ス
テ
ム

》

①
診
療
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

及
び

同
分
析

シ
ス

テ
ム

・
診
療

情
報
を

収
集

し
、
疾

病
別

の
稼

働
額
実

績
や

科
別
の

収
益

比
較
等

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析
を

行
う
た
め
の

シ
ス
テ
ム

②
医
療
安

全
情

報
シ

ス
テ
ム

・
病
院

で
医
療

事
故

等
情
報

に
係

る
デ

ー
タ
を

作
成

し
、
本

部
・

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

へ
報
告

す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム

・
本
部

は
集
計

し
た

デ
ー
タ

を
基

に
分

析
を
行

う

③
治
験
管

理
シ

ス
テ

ム

・
本
部

、
病
院

で
契

約
を
行

う
治

験
等

受
託
研

究
の

情
報
を

管
理

す
る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

・
受
託

し
た
契

約
の

進
捗
管

理
及

び
収

支
管
理

を
行

う

◎
利
便

性
の

維
持
・

向
上

○
デ

ー
タ

連
携
の

見
直

し

人
事
異

動
に
伴

う
異

動
者

情
報
に

つ
い

て
、
シ

ス
テ

ム
側
の

一
括

取
り

込
み
を

可
能
と
し
、

手
入
力
部
分

を
省
略
す

る
な

ど
、

作
業
時

間
の

削
減

を
図
る

た
め

の
シ

ス
テ
ム

設
計

・
開
発

を
行

っ
た
。

○
要

件
定

義
の
明

確
化

利
用

者
の

業
務

ニ
ー

ズ
（

性
能

目
標

値
、

必
要

な
検

索
項

目
、

画
面

・
帳

票
レ

イ
ア

ウ
ト

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

端
末

等
の

台
数

）
を

明

確
に

し
た

要
件

定
義

書
を

作
成

し
た

。
性

能
要

件
、

検
索

項
目

、
画

面
・

帳
票

レ
イ

ア
ウ

ト
を

明
確

に
す

る
こ

と
で

、
レ

ス
ポ

ン
ス

速
度

を
改

善
し

、
ユ
ー

ザ
の

利
便

性
、
操

作
性

の
向
上

を
図

っ
た
。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

回
線

帯
域

の
増
強

【
平

成
１
９

年
度

に
実
施

済
み

】

各
病

院
に

お
け

る
回

線
帯

域
を

１
２

８
Ｋ

ｂ
ｐ

ｓ
か

ら
１

０
Ｍ

ｂ
ｐ

ｓ
へ

変
更

す
る

こ
と

で
、

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

レ
ス

ポ
ン

ス
（

応

答
時

間
）

を
改

善
し

、
ユ

ー
ザ

の
利

便
性

、
操

作
性

の
向

上
を

図
る

一
方

、
一

般
競

争
入

札
に

よ
り

、
回

線
使

用
料

（
年

間

△
７

，
３

１
５

万
円

）
の

削
減

を
図

っ
た

。
ま

た
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

回
線

及
び

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

を
二

重
化

し
、

シ
ス

テ
ム

の
稼

働
停

止
時

間
を

最
小
限

に
抑

え
、

信
頼
性

の
向

上
を
図

っ
た

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

◎
安
全

性
・

信
頼
性

の
確

保

○
冗

長
化

に
よ
る

信
頼

性
の

向
上

サ
ー

バ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

回
線

及
び

機
器

を
冗

長
化

（
二

重
化

）
構

成
に

し
、

シ
ス

テ
ム

の
稼

働
停

止
時

間
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と

で
、

信
頼

性
の
向

上
を

図
っ

た
。

○
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ

構
成

の
見

直
し

各
種

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

サ
イ

ク
ル

に
つ

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

の
内

容
に

よ
り

、
適

切
と

判
断

さ
れ

る
サ

イ
ク

ル
に

短

縮
し

、
安

全
性
・

信
頼

性
の

確
保
を

図
っ

た
。

◎
経
費

削
減

最
適

化
前

約
１

０
４

億
円

で
あ

っ
た

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
経

費
に

つ
い

て
は

、
最

適
化

後
約

８
０

億
円

と
な

り
、

約
２

４
億

円
の

経
費

削
減
が

見
込

ま
れ
る

。

※
「
最

適
化
前

約
１
０
４

億
円

」
に
つ

い
て

は
、

人
事
給

与
シ

ス
テ
ム

及
び

財
務
会

計
シ

ス
テ

ム
開
発

経
費
（
約
１

３
億
円
）
及

び
平
成

１
４

年
度
か

ら
平

成
１
８

年
度

ま
で
の

５
年

間
の

運
用
経

費
（

約
９
１

億
円

）
を
基

に
算

出

※
「
最

適
化
後

約
８
０
億

円
」

に
つ
い

て
は

、
新

Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ
シ

ス
テ

ム
へ
の

切
替

に
必

要
な
初

度
経
費
（
シ

ス
テ
ム
設
計

・
開
発

費
、

ハ
ー
ド

ウ
ェ

ア
購
入

費
等

）
及
び

平
成

２
１

年
度
か

ら
平

成
２
５

年
度

ま
で
の

５
年

間
の

運
用
経

費
の
総
額
（

平
成
２
１
年

４
月
１

日
現

在
）

［
経
費

削
減
の

主
な

要
因
］

○
ハ

ー
ド

ウ
ェ
ア

、
市

販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

費
用
の

削
減

保
守

セ
ン

タ
ー

へ
の

サ
ー

バ
集

中
化

に
よ

り
、

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

、
病

院
の

各
拠

点
に

設
置

す
る

サ
ー

バ
に

は
各

種
シ

ス
テ

ム

を
稼

働
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

市
販

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
及

び
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

機
能

が
不

要
と

な
っ

た
。

こ
の

た
め

、
現

行
よ

り
ス

ペ
ッ

ク
の

低
い

サ
ー

バ
で

の
運

用
が

可
能

と
な

り
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
市

販
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
導

入
費

用
及

び
保

守
費

用
の

経
費

削
減
を

図
る

こ
と

が
で
き

た
。

○
市

販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

を
活

用
し
た

開
発

費
用
の

削
減

シ
ス

テ
ム

設
計

・
開

発
に

あ
た

っ
て

は
、

市
販

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

機
構

独
自

の
開

発
部

分
を

減

ら
し

、
開

発
費
用

の
抑

制
や

開
発
期

間
の

短
縮
を

図
っ

た
。

○
運

用
監

視
時
間

帯
の

見
直

し
【
平

成
１

９
年
度

に
実

施
済
み

】

休
日
・

夜
間
の

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

利
用

状
況
や

障
害

発
生
状

況
及

び
費

用
対
効

果
等
を
踏
ま

え
た
上
で
、
「
２
４
時

間
３
６
５
日

」
か
ら

「
平

日
（

業
務
繁

忙
期

の
土

日
を
含

む
）

９
時
～

２
１

時
」
に

見
直

す
こ

と
等
に

よ
り
経
費
削

減
を
図
っ
た

。

○
競

争
入

札
及
び

分
離

調
達

方
式
の

導
入

競
争

入
札

（
総

合
評

価
落

札
方

式
）

と
す

る
と

と
も

に
、

①
シ

ス
テ

ム
設

計
・

開
発

、
②

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
③

運
用

、
④

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
回

線
な

ど
毎
に

、
分

離
調

達
を
行

い
、

専
門
分

野
に

強
い
業

者
と

契
約

す
る
こ

と
で
シ
ス
テ

ム
の
品
質
向

上
と
経
費

削
減

を
図

っ
た
。

ま
た

、
調

達
（

総
合

評
価

落
札

方
式

等
）

に
よ

る
事

業
者

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
業

務
・

シ
ス

テ
ム

に
対

す
る

理
解

度
、

仕
様

書
の

理

解
度

及
び

設
計
・

開
発

能
力

な
ど
を

中
心

に
選
定

基
準

を
作
成

・
公

表
し

、
調
達

の
透
明
性
を

確
保
し
た
。

○
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

調
達

に
つ

い
て

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
社

製
な

ど
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

使
用

権
（

ラ
イ

セ
ン

ス
）

の
購

入
に

あ
た

っ
て

は
、

政
府

機
関

向
け

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

ラ

イ
セ

ン
ス

制
度
（

購
入

台
数

に
応
じ

た
ラ

イ
セ
ン

ス
料

金
の
割

引
優

遇
制

度
）
を

利
用
し
て
経

費
削
減
を
図

っ
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

最
適

化
の

評
価

・
検

証

最
適

化
の

実
施
内

容
状

況
に
つ

い
て

、
予
め

、
策

定
し

た
最
適

化
効

果
指
標

の
目

標
値
等

に
基

づ
き

、
平
成

２
１
年
度
に

評
価
を
行
う

予
定
で

あ
る

。

３
．

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

標
準

化
（

再
掲

）

全
国

の
機

構
病
院

に
お

い
て
ベ

ン
ダ

ー
や
病

院
の

属
性

、
規
模

に
か

か
わ
ら

ず
標

準
的
に

使
用

で
き

る
仕
様

を
国
立
病
院

機
構
総
合
情

報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
シ

ス
テ
ム

の
掲

示
板
に

公
開

し
、
３

４
病

院
を

対
象
に

、
３

回
に
分

け
共

同
入
札

を
実

施
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

１
１

業
務

運
営
の
見

直
し

や
効
率
化
に

よ
る

収
支
改

善
（

総
合

的
な

評
定

）
（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

（
５
）
財
務

会
計
シ

ス
テ

ム
の
導
入

等
Ｉ

Ｔ
化
の
推
進

精
度

が
向

上
さ

れ
蓄

積
さ

れ
て

き
た

デ
ー

タ
に

よ
り

、
月

次
決

算
に

お
い

て
、

高
い

精
度

で
の

経
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

活
用

と
改

善
等

を
通

じ
、

各
病

院
の

会
計
処
理
の

迅
速
化
や
精

度
の
向

（
６
）
業
務

・
シ
ス

テ
ム

最
適
化
】

営
状

況
の

把
握

・
分

析
・

対
応

等
を

行
っ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

経
営

改
善

を
進

め
る

こ
と

が
で

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
毎

月
の

評
価

会
の

開
催

で
の

経
営

状
況
の
把
握

・
分
析
等
の

精
度
向

き
た

。
上
に

努
め

て
い
る

。
ま

た
、
サ

ー
バ

の
集
中

化
や

医
事

会
計
シ

ス
テ
ム
の
標

準
化
や
共
同

入
札
の

実
施

等
に

よ
る
投

資
の

低
減
に

努
め

た
。

・
会

計
処

理
に

必
要

な
す

べ
て

の
病

院
共

通
の

財
務

会
計

シ
ス

実
績

：
○

以
上
の

実
績
お

よ
び

取
組
に

つ
い

て
高
く

評
価

す
る

。

テ
ム
を

導
入

し
、
部

門
別
決

算
や

月
次
決

算
を

適
切

に
行

い
、

・
事

務
担

当
者

の
負

担
を

増
や

す
こ

と
な

く
精

度
管

理
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

伝
票

入
力

の
項

目
誤

適
切

な
業

務
運

営
と

経
営

改
善

の
た

め
に

有
効

に
利

用
し

て
り

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
禁

則
仕

訳
機

能
の

導
入

等
に

よ
り

起
票

誤
り

に
よ

る
手

戻
り

を
大

幅
に

削
減

い
る
か

。
さ

せ
、

ま
た

、
新

規
帳

票
出

力
を

可
能

と
し

て
決

算
業

務
の

省
力

化
を

図
っ

た
。
（

業
務
実

績
（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

１
０

９
頁

参
照

）
・
財

務
会

計
シ
ス

テ
ム

の
精
度

向
上

を
評
価

す
る

。

・
シ

ス
テ

ム
の
大

幅
な

向
上
に

よ
り

経
費
削

減
や

医
療

政
策
へ

の
貢
献
を
実

現
し
つ
つ
あ

る
。

・
各

病
院

の
経

営
状

況
の

比
較

等
病

院
の

財
務

状
況

を
分

析
す

実
績

：
○

・
財

務
会

計
シ
ス

テ
ム

に
つ
い

て
は

各
病
院

の
経

営
状

況
の
分

析
の
た
め
、

よ
り
有
効
に

活
用
し

る
こ

と
に

よ
り

、
経
営
改

善
に

取
り
組

ん
で

い
る
か

。
・

月
次

決
算

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

精
度

が
向

上
さ

れ
蓄

積
さ

れ
て

き
た

デ
ー

タ
に

よ
り

、
各

病
う

る
よ

う
機
能

の
充

実
に
努

め
、

毎
月
の

評
価

会
の

開
催
な

ど
経
営
改
善

に
十
分
活
用

し
て
い

院
で

開
催

さ
れ

る
評

価
会

で
は

、
か

な
り

の
精

度
で

の
経

営
状

況
の

把
握

・
分

析
・

対
応

等
を

迅
る

。

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

経
営

改
善

を
進

め
る

こ
と
が

で
き

た
。

・
禁

則
仕

分
機
能

の
導

入
に
よ

り
、

起
票
誤

り
に

よ
る

手
戻
り

を
大
幅
に
削

減
す
る
と
と

も
に
、

具
体

的
に

は
、

新
規
帳

票
を
出

力
可

能
と
す

る
こ

と
に
よ

り
決

算
業

務
の
省

力
化
を
図
る

な
ど
、
財
務

会
計
シ

○
平

均
在

院
日

数
の

縮
減

に
よ

る
上

位
基

準
の

取
得

ス
テ
ム

の
改
善

を
行

っ
て
い

る
こ

と
は
評

価
で

き
る

。

○
督

促
の

強
化

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
改

善
・
シ

ス
テ

ム
構
成

の
見

通
し
、

サ
ー

バ
の
集

中
化

等
を

評
価
す

る
。

○
地

域
医

療
の

充
実

・
国

立
病

院
機

構
の

統
合

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
用

い
て

業
務

が
効

率
的

に
処

理
さ

れ
る

よ
う

に
な

○
病

診
連

携
に

よ
る

紹
介

率
や

逆
紹

介
率

の
改

善
り

、
国

立
病
院

機
構

の
業
務

が
大

幅
に
改

善
し

た
。

財
務
会

計
シ
ス
テ
ム

で
は
、
早
期

に
経
営

○
適

正
な

在
庫

管
理

状
況
の

把
握
が

可
能

と
な
り

、
医

事
会
計

シ
ス

テ
ム

の
標
準

化
に
よ
っ
て

各
病
院
の
運

営
基
盤

な
ど

で
あ

る
。
（

業
務

実
績

１
０

９
頁

参
照

）
が

し
っ

か
り
出

来
上

が
っ
て

き
た

よ
う
に

思
わ

れ
る

。
以
上

の
よ
う
な
総

合
シ
ス
テ
ム

の
活
用

に
よ
り

、
各
病

院
の

診
療
情

報
を

収
集
、

分
析

す
る

こ
と
が

可
能
と
な
り

、
各
病
院
の

診
療
情

・
シ

ス
テ

ム
構

成
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
い

、
シ

ス
テ

実
績

：
○

報
の
把

握
と
と

も
に

、
医
療

の
質

の
向
上

へ
の

貢
献

が
期
待

で
き
る
。
全

体
と
し
て
高

く
評
価

ム
コ

ス
ト

の
削

減
、

業
務

運
営

の
合

理
化

、
シ

ス
テ

ム
調

達
・

サ
ー

バ
の

集
中

化
に

よ
る

デ
ー

タ
の

一
元

化
及

び
シ

ス
テ

ム
の

統
廃

合
な

ど
、

シ
ス

テ
ム

構
成

の
さ

れ
る

。

に
お
け

る
透

明
性

の
確
保

等
を

図
っ
た

か
。

見
直

し
を

行
い

、
業

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

図
っ
た

。
（
業
務

実
績

１
１
５

頁
参

照
）

・
医

事
会

計
シ
ス

テ
ム

に
つ
い

て
、

３
４
病

院
の

共
同

入
札
で

１
２
億
円
の

削
減
が
図
ら

れ
た
こ

・
デ

ー
タ

連
携

の
見

直
し

、
要

件
定

義
の

明
確

化
及

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
回

線
帯

域
の

増
強

に
よ

り
、

と
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
全

病
院

共
通

の
機

能
を

網
羅

し
た

標
準
仕
様

書
の
作
成
・

公
開
す

利
便

性
の

維
持

・
向

上
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績
１

１
３

頁
参
照

）
る

こ
と

で
国
立

病
院

機
構
の

共
通

イ
ン
フ

ラ
を

整
備

し
た
こ

と
は
活
気
的

な
取
組
で
あ

り
、
高

・
サ

ー
バ

な
ど

の
機

器
の

二
重

化
及

び
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
構

成
の

見
直

し
に

よ
り

、
安

全
性

・
信

頼
性

く
評

価
で

き
る

。

の
確

保
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績

１
１

４
頁

参
照
）

・
月

次
決

算
デ
ー

タ
作

成
を
評

価
す

る
。

・
競

争
入

札
、

分
離

調
達

を
行

う
な

ど
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
い

、
最

適
化

前
の

シ
ス

テ
ム

経
費

・
月

次
決

算
デ

ー
タ

に
基

づ
く

評
価

会
の

開
催

に
よ

り
、

す
べ

て
の
病
院
に

お
い
て
、
職

員
の
参

と
比

較
し

て
約

２
４

億
円

（
見

込
み

）
の

経
費

削
減
を

図
っ

た
。
（
業

務
実
績

１
１

４
頁

参
照
）

加
意
識

の
向
上

が
図

ら
れ
、

病
院

全
体
が

一
丸

と
な

っ
て
経

営
改
善
の
推

進
に
取
り
組

む
姿
勢

・
調

達
（

総
合

評
価

落
札

方
式

等
）

に
よ

る
事

業
者

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
予

め
選

定
基

準
を

作
成

は
高

く
評

価
で

き
る

。

・
公

表
し

、
調

達
の

透
明

性
を

確
保

し
た

。
（
業
務

実
績

１
１
４

頁
参

照
）

・
優

れ
た

機
能
を

導
入

し
最
大

限
デ

ー
タ
を

利
用

・
活

用
し
真

の
意
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

が
図
ら

れ
大
き

く
経
営

改
善

に
つ
な

げ
た

こ
と
は

高
い

評
価

に
値
す

る
。

・
業

務
・

シ
ス

テ
ム

の
監
査

及
び

刷
新
可

能
性

調
査

を
踏

ま
え

、
実

績
：

○
・
昨

年
ま

で
の
懸

案
事

項
で
も

あ
っ

た
「
未

収
金

問
題

」
の
改

善
努
力
は
大

い
に
評
価
。

平
成

１
９

年
度

ま
で

に
、

業
務

・
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
最

適
・
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
シ
ス

テ
ム

（
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
）
に

お
・
地

域
住

民
を
交

え
た

講
演
会

や
研

修
会
の

開
催

は
評

価
に
値

し
、
今
後
は

地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

化
計

画
を

策
定

・
公

表
し

、
そ

の
後

速
や

か
に

そ
の

計
画

を
け

る
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
計

画
」

を
平

成
１

９
年

度
に

策
定

・
公

表
し

た
後

、
直

ち
に

次
期

と
の

協
働

に
発

展
さ

せ
て

戴
き

た
い

。

実
施
し

た
か

。
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

シ
ス

テ
ム

の
要

件
定

義
に

着
手
し
、
平
成

２
０

年
度
よ

り
最
適
化
を

実
施
し
た
。

（
業

務
実

績
１

１
３

、
１

１
４

頁
参

照
）

（
そ

の
他

の
意
見

）

実
績

：
○

・
高

度
機

能
の
Ｉ

Ｔ
化

に
は
維

持
・

管
理
に

も
大

き
な

費
用
が

か
か
る
だ
け

に
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー

・
診

療
情

報
の

共
有

化
を

進
め

る
た

め
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
に

取
り

組
み

、
第

２
期

中
期

マ
ン

ス
の

さ
ら

な
る

向
上

を
努

力
し

て
ほ

し
い

。

計
画

に
盛

り
込

ん
だ

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

に
お

い
て

、
医

療
の

質
の

向
上

や
医

療
政

策
・

業
務

シ
ス

テ
ム

最
適

化
に

つ
い

て
は

、
２

１
年

度
に

新
シ

ス
テ

ム
の
本
格

稼
働
を
開
始

し
た
と

へ
の

貢
献

に
向

け
た

診
療

情
報

の
分

析
を

行
う

た
め
の

基
盤

整
備

に
取
り

組
ん

だ
。
（
業

務
実
績

１
こ

ろ
で

あ
り
、

目
標

値
等
に

も
と

づ
き
実

施
さ

れ
る

評
価
検

証
の
結
果
を

み
て
、
評
価

を
行
い

１
１

頁
参

照
）

た
い

。

・
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
標

準
仕

様
書

の
導

入
に

よ
り

、
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
た

Ｉ
Ｔ

投
資

・
標

準
化

し
た

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

や
診

療
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を
も
と
に

、
診
療
報
酬

を
始
め

費
の

低
減

や
レ

セ
プ

ト
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

対
応

の
促
進

を
図

っ
た
。
（

業
務
実

績
１

０
９

頁
参
照

）
我

が
国

の
医
療

政
策

に
資
す

る
情

報
分
析

・
発

信
力

を
高
め

る
よ
う
な
取

組
を
期
待
し

た
い
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
４

財
務
内
容
の
改
善
に

関
す
る
事
項

第
３

予
算
、
収
支
計
画
及
び
資

金
計
画

第
３

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
第

３
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

「
第

３
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

「
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
計

画

る
事

項
」

で
定

め
た

事
項

に
配

慮
し

た
中

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ

期
計

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

き
措

置
」

で
定

め
た

計
画

を
確

実
に

実

よ
る

運
営

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
中

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
国

立
病

院
機

構

期
目

標
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

全
体
の
財
務
内
容
の
改
善
を
図
る
た
め
、

期
末
の
財
務
内
容
の
改
善
を
図
る
こ

と
。

以
下
の
目
標
を
達
成
す
る
。

１
経
営
の

改
善

１
経
営
の
改
善

１
経

営
の

改
善

１
経

営
の

改
善

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

間
を

累
計

し
中

期
目

標
の

期
間

の
５

年
間

を
累

計
し

平
成

２
０

年
度

の
予

定
損

益
計

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

１
．

５
期

連
続

の
経

常
収

支
黒

字

１
０
０
％
程
度
と
す
る
こ

と
。

１
０
０
％

以
上
と
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

１
０

２
．

５
％

と
す

る
。

平
均

在
院

日
数
の

短
縮

や
地
域

連
携

に
よ
る

診
療

報
酬

に
か
か

る
上

位
基
準

の
取

得
、
新

規
患

者
の

増
加
等

の
経
営
改
善

に
向
け
た
努

力
を
行

う
と
と

も
に

赤
字
病

院
の

赤
字
を

圧
縮

す
る
た

め
経

営
指

導
を
積

極
的

に
実
施

し
た

。

結
果

と
し

て
、
経

常
費

用
が
対

前
年

度
１
４

億
円

の
減

に
な
る

一
方

で
、
医

業
収

益
は
前

年
度

と
比

べ
９
７

億
の
増
と
な

っ
た
こ
と
に

よ
り
経

常
収
支

３
９

，
２
３

８
百

万
円
、

経
常

収
支
率

１
０

５
．

１
％
の

黒
字

と
な
り

、
平

成
１
６

年
度

の
経

常
収
支

１
９
６
百
万

円
、
平
成
１

７
年
度

の
経
常

収
支

３
，
５

６
４

百
万
円

、
平

成
１
８

年
度

の
経

常
収
支

１
２

，
４
０

７
百

万
円
、

平
成

１
９

年
度
の

経
常
収
支
２

８
，
９
２
３

百
万
円

の
黒
字

に
対

し
、
５

期
連

続
で
黒

字
と

な
り
、

大
幅

に
経

営
改
善

さ
れ

た
。

ま
た
、
平

成
１

６
年

度
決

算
に

お
い
て

７
６

病
院
あ

っ
た

赤
字
病

院
（
再
編

施
設
を
除
く

）
に
つ

い
て

は
、
４

１
病
院
（

△
３
５
）
に
減

少
し
、

赤
字
額

に
つ

い
て
も

２
５

８
億
円

か
ら

１
１
２

億
円

（
△

１
４
６

億
円

）
と
な

り
大

幅
に
改

善
さ

れ
た

。

２
．

総
収

支
の

黒
字

化

平
成
２
０

年
度

に
お

い
て
も

、
純

利
益
２

９
，
９
９

６
百

万
円
の

黒
字

と
な
り

、
総

収
支

の
黒
字

が
維

持
さ
れ

て
い

る
。

総
収

支
額

平
成
１

６
年
度

△
１
，

５
６

１
百
万

円

平
成
１

７
年
度

＋
３
２

７
百
万

円

平
成
１

８
年
度

＋
８
，

９
７

５
百
万

円

平
成
１

９
年
度

＋
２
３
，

８
９

２
百
万

円

平
成
２

０
年
度

＋
２
９
，

９
９

６
百
万

円
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

医
業

未
収

金
の

解
消

平
成

１
７

年
度

に
作

成
し

た
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

債
権

回
収

事
務

の
手

引
」
（

１
８

年
度

一
部

改
訂

）
に

つ
い

て
、

平
成

２
０

年
度

に

お
い
て

も
、

基
本
的

な
回

収
フ
ロ

ー
の

追
加
等

の
改

訂
を

行
い
、

自
院

に
適
し

た
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

作
成

す
る
よ

う
各
病
院
へ

周
知
し
た
と

こ
ろ
で

あ
る
。

平
成

２
０
年

度
に

お
い
て

は
、

特
に
、

出
産

育
児

一
時
金

の
現

物
給
付

制
度

利
用
の

促
進

す
る

等
、
医

業
未
収
金
の

更
な
る
発
生

防
止
及

び
回

収
に

取
組

ん
だ

。

な
お

、
債

権
管

理
業

務
の

う
ち

、
支

払
案

内
業

務
等

に
つ

い
て

、
民

間
事

業
者

の
創

意
工

夫
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
す

る
た

め
、
「

競
争

の
導

入

に
よ
る

公
共

サ
ー
ビ

ス
の

改
革
に

関
す

る
法
律

」
に
基

づ
き
、
市

場
化

テ
ス
ト

に
よ

る
民
間

競
争

入
札

を
実
施
（

平
成
２

０
年

６
月
３

０
日

開
札
）

し
た

。

８
２

病
院

が
、
落

札
者

で
あ
る

日
立

キ
ャ
ピ

タ
ル

債
権

回
収
株

式
会

社
と
平

成
２

０
年
７

月
３

１
日

付
で
契

約
を
締
結
し

、
平
成
２
０

年
１
０

月
か
ら

平
成

２
３
年

１
０

月
ま
で

（
３

年
間
）

の
業

務
委

託
を
開

始
し

た
。
平

成
２

１
年
３

月
末

時
点

で
委
託

額
７
４
６
百

万
円
に
対
し

て
、
入

金
額
１

８
百

万
円
（

入
金

率
２
．

４
％

）
と
な

っ
て

い
る

。

※
医
業

未
収
金

残
高

（
不
良

債
権

相
当
分

）

平
成
１

９
年
度

（
平

成
２

０
年
１

月
末

現
在
）

→
平
成

２
０

年
度

（
平
成

２
１
年
１
月

末
現
在
）

未
収
金
債

権
４

，
１

６
０

百
万
円

→
４
，

１
５

５
百

万
円
（

△
５
百

万
円
）

破
産
更

生
債

権
２

，
５

２
１

百
万
円

→
２
，

６
７

７
百

万
円
（

１
５
６
百

万
円
）

医
業

未
収

金
１

，
６

３
９

百
万

円
→

１
，

４
７

８
百

万
円

（
△

１
６
１
百

万
円
）

※
医
業

収
益
に

対
す

る
医
業

未
収

金
の
割

合

医
業
収
益

医
業
未
収
金

割
合

平
成

１
９

年
度

（
平

成
２

０
年

１
月

末
現

在
）

1
,
30
8
,1
8
4
百

万
円

（
1
8
.4
～

2
0.
1）

1
,
6
39
百

万
円

0
.1
25

％

平
成

２
０

年
度

（
平

成
２

１
年

１
月

末
現

在
）

1
,
34
8
,4
9
5
百

万
円

（
1
9
.4
～

2
1.
1）

1
,
4
78
百

万
円

0
.1
10

％

※
法
的

措
置
実

施
件

数

平
成
１

９
年
度

（
平

成
２

０
年
１

月
末

現
在
）

→
平

成
２

０
年
度

（
平
成
２
１

年
１
月
末
現

在
）

支
払
督
促

制
度

８
４
件

→
１

５
５
件

少
額

訴
訟

９
件

→
１
０
件

訴
訟

３
５
件

→
３
６
件

計
１

２
８

件
→

２
０
１
件

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

及
び

支
援

（
再

掲
）

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部

に
お

い
て
承

認
し
た
中

期
的

な
個
別

病
院

毎
の
経

営
改

善
計

画
（
再

生
プ

ラ
ン
）

を
平

成
２
０

年
４

月
よ

り
実
施

し
て
い

る
。

業
務
の

見
直

し
に
よ

る
効

率
化
や

各
種

指
導

件
数
の

増
加

に
よ
る

増
収

、
廉
価

代
替

品
へ

の
切
り

替
え
に
よ
る

費
用
削
減
な

ど
の
改

善
計
画

を
遂

行
し
て

お
り

、
月
次

決
算

で
進
捗

状
況

を
確

認
し
、

ま
た

、
年
度

計
画

に
対
し

て
経

常
収

支
が
著

し
く
下
回
っ

て
い
る
病
院

に
対
し

て
、
再

生
プ

ラ
ン
特

別
顧

問
、
本

部
及

び
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に
よ

る
個

別
訪
問

を
行

う
な
ど

、
収

支
改

善
に
努

め
た
。

※
経
常

収
支

が
平

成
２
０

年
度

計
画
を

達
成
し
た

病
院

３
１

病
院

経
常

収
支

が
平

成
２
０

年
度

計
画
を

下
回
っ
た

病
院

２
７

病
院

（
う
ち

、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病

院
１

３
病

院
）

【
説

明
資

料
】

資
料

８
４

：
経
営

の
改

善
〔
４

１
５

頁
〕

資
料

８
５

：
平
成

２
０

年
度
医

業
未

収
金
に

係
る

法
的

措
置
等

実
施

状
況
〔

４
２

６
頁
〕

資
料

７
１

：
中
期

的
観

点
か
ら

の
個

別
病
院

の
経

営
改

善
に
つ

い
て

〔
３
７

４
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

１
２

経
営

の
改
善
】

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

５
期
連

続
経
常

収
支

黒
字
、

さ
ら

に
は
通

期
に

お
け

る
経
常

収
支
率
は
１

０
２
．
２
％

と
な
っ

［
数
値
目

標
］

て
お

り
目

標
達
成

を
高

く
評
価

す
る

。

・
５

年
間

で
累

計
し

た
損

益
計

算
で

経
常

収
支

率
１

０
０

％
以

平
成

１
６

年
度

か
ら

平
成

２
０

年
度

ま
で

の
５

年
間

で
累

計
し

た
損

益
計

算
で

経
常

収
支

率
は

上
１

０
２

．
２

％
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

を
達

成
し

た
。
（
業

務
実
績

１
１

７
頁
参

照
）

（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

［
評

価
の

視
点

］
・
５

期
連

続
経
営

収
支

黒
字
か

つ
５

期
連
続

経
常

収
支

対
前
年

改
善
（
増
益

）
ま
た
５
期

連
続
総

・
中

期
計

画
で

掲
げ

た
経

常
収

支
率

に
係

る
目

標
値

の
達

成
に

実
績

：
○

収
支
増

益
と
本

当
に

素
晴
ら

し
い

経
営
実

績
で

、
５

年
間
累

計
で
経
常
収

支
率
を
１
０

０
％
以

向
け

て
取

り
組

み
、
着
実

に
進

展
し
て

い
る

か
。

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

や
地

域
連

携
に

よ
る

診
療

報
酬

上
位

基
準

の
取

得
な

ど
経

営
改

善
に

向
け

上
と

す
る

と
い

う
目

標
を
大

幅
に

上
回
っ

て
お

り
高

く
評
価

で
き
る
。

た
収

益
の

増
加

や
、

経
費

削
減

等
の

努
力

を
行

い
、

５
期

連
続

の
黒

字
（

経
常

収
支

）
か

つ
、

大
・

個
々

の
病

院
に

お
い

て
も

、
平

成
１

６
年

度
と

比
し

て
経

常
収

支
に
お
い

て
赤
字
病
院

数
・
赤

幅
な

改
善

と
な

り
、

中
期

計
画

で
掲

げ
た

目
標

を
達
成

し
た

。
字

額
が

減
少
し

て
お

り
、
大

幅
に

収
支
改

善
が

行
わ

れ
た
こ

と
は
高
く
評

価
で
き
る
。

（
平

成
２

０
年

度
経

常
収

支
＋

３
９

２
億

円
、

経
常

収
支

率
１

０
５

．
１

％
）

（
業

務
実

績
・
職

員
の

適
性
配

置
等

に
よ
る

診
療

報
酬
上

の
上

位
基

準
の
取

得
に
よ
る
収

入
増
と
、
材

料
費
・

１
１

７
頁

参
照

）
人

件
費

・
委
託

費
等

の
コ
ス

ト
削

減
の
結

果
、

約
３

０
０
億

円
の
当
期
総

利
益
を
上
げ

る
こ
と

・
個

々
の

病
院

毎
で

は
、

平
成

１
６

年
度

決
算

と
比

し
て

経
常

収
支

に
お

い
て

赤
字

病
院

が
減

少
が

で
き

、
高

く
評

価
で

き
る

。

（
△

３
５

病
院

）
す

る
と

と
も

に
赤

字
額

に
つ

い
て

も
減

少
（

△
１

４
６

億
円

）
し

、
大

幅
な

収
・

コ
ス

ト
削

減
や

個
々

の
病

院
に

お
け

る
収

支
改

善
の

取
組

に
よ

り
、
当
期

利
益
３
０
０

億
円
を

支
改

善
が

さ
れ

た
。
（

業
務

実
績

１
１

７
頁

参
照
）

達
成
し

た
。
利

益
剰

余
金
に

つ
い

て
は
、

平
成

２
０

年
度
は

第
１
期
中
期

目
標
の
最
終

年
度
の

・
総

収
支

に
つ

い
て

も
昨

年
を

大
き

く
上

回
り
４

期
連
続

で
純

利
益

を
出
す

こ
と

が
で
き

た
。
（
業

務
た

め
積

立
金
と

し
て

整
理
し

て
お

り
、
目

的
積

立
金

と
し
て

い
な
い
。
こ

れ
ら
の
積
立

金
は
新

実
績

１
１

７
頁

参
照

）
規

投
資

及
び
過

去
の

債
務
の

償
還

等
に
充

て
る

資
金

と
し
て

次
期
中
期
目

標
期
間
へ
繰

越
を
行

っ
て
お

り
、
安

定
的

な
業
務

遂
行

の
上
で

必
要

な
範

囲
内
で

あ
る
。

・
当

期
総

利
益

（
又

は
当

期
総

損
失

）
の

発
生

要
因

が
明

ら
か

実
績

：
○

・
こ

れ
ま

で
問
題

と
な

っ
て
い

た
医

業
未
収

金
の

解
消

へ
の
対

策
が
少
し
ず

つ
実
っ
て
き

て
い
る

に
さ

れ
て

い
る

か
。

ま
た

、
当

期
総

利
益

（
又

は
当

期
総

損
・

各
病

院
の

機
能

・
規

模
に

よ
る

病
院

の
運

営
方

針
に

応
じ

、
職

員
の

適
正

配
置

を
行

う
こ

と
等

に
こ

と
も

評
価

で
き

る
。

失
）

の
発

生
要

因
の

分
析

を
行

っ
た

上
で

、
当

該
要

因
が

法
よ

り
診

療
報

酬
上

の
上

位
基

準
の

取
得

等
を

図
る

と
と

も
に

、
材

料
費

、
人

件
費

、
委

託
費

等
に

・
医

業
未

収
金

の
解

消
に

向
け

、
従

来
か

ら
の

努
力

に
加

え
、

市
場
化
テ
ス

ト
に
よ
る
民

間
競
争

人
の

業
務

運
営

に
問

題
等

が
あ

る
こ

と
に

よ
る

も
の

か
を

検
係

る
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個
々

の
病

院
に

お
い

て
も

収
支

相
償

以
上

を
目

指
し

収
支

改
善

を
推

入
札

に
よ

る
債

券
回

収
会

社
へ

の
業

務
委

託
も

開
始

し
て

お
り

、
今

後
の

成
果
を

期
待

し
た
い
。

証
し

、
業

務
運

営
に

問
題

等
が

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
進

し
た

。

に
は

当
該

問
題

等
を
踏
ま

え
た

評
価
が

行
わ

れ
て
い

る
か

。
こ

れ
に

よ
り

、
経

常
費

用
が

対
前

年
度

１
４

億
円

の
減

に
な

る
一

方
で

、
医

業
収

益
は

前
年

度
と

（
政

・
独

委
評

価
の
視
点

）
比

べ
９

７
億

円
の

増
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
経

常
収

支
３

９
，

２
３

８
百

万
円

、
当

期
総

利
益

（
そ

の
他

の
意

見
）

（
具

体
的

取
組

）
２

９
，

９
９

６
百

万
円

と
な

っ
た

。
・
医

業
未

収
金
回

収
の

業
務
委

託
（

市
場
化

テ
ス

ト
）

の
費
用

対
効
果
は
今

後
を
着
目
す

べ
き
で

１
億

円
以

上
の

当
期

総
利

益
が

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
目

な
お

、
平

成
２

０
年

度
は

第
一

期
中

期
目

標
の

最
終

年
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

平
成

２
０

年
度

に
あ

る
が

、
回

収
業

者
と

の
業

務
委

託
に

お
い

て
患

者
の

個
人

情
報
取
扱
い

に
つ
い
て
は

責
任
あ

的
積

立
金

を
申

請
し

な
か

っ
た

理
由

の
分

析
に

つ
い

て
留

意
の

利
益

剰
余

金
に

つ
い

て
は

積
立

金
と

し
て

整
理

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
目

的
積

立
金

の
申

請
は

る
対

応
を

し
っ

か
り

と
確

認
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

す
る
。

し
て

い
な

い
。
（

業
務

実
績

１
１

７
、

１
２

６
頁
参

照
）

・
債

務
者

毎
に
督

促
計

画
を
策

定
し

、
支
払

督
促

制
度

の
実
施

件
数
も
増
加

さ
せ
て
医
業

未
収
金

の
回
収

に
向
け

て
努

力
を
行

っ
て

い
る
が

、
破

産
更

生
債
権

の
金
額
は
増

加
し
て
お
り

、
そ
の

要
因
分

析
が
行

わ
れ

て
い
な

い
。

ま
た
、

平
成

２
０

年
度
に

は
８
２
病
院

に
お
い
て
債

権
回
収

・
貸

付
金

、
未

収
金

等
の

債
権

に
つ

い
て

、
回

収
計

画
が

策
定

実
績

：
○

会
社
と

契
約
を

締
結

し
業
務

委
託

を
開
始

し
て

い
る

が
、
大

き
な
効
果
は

上
が
っ
て
い

な
い
。

さ
れ

て
い

る
か

。
回

収
計

画
が

策
定

さ
れ

て
い

な
い

場
合

、
・

平
成

１
７

年
度

に
作

成
し

た
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

債
権

回
収

事
務

の
手

引
」

に
つ

い
て

、
医

業
未

収
金

の
解

消
に

向
け

て
更

な
る

努
力

を
図

ら
れ

た
い

。

そ
の

理
由

の
妥

当
性
に
つ

い
て

の
検
証

が
行

わ
れ
て

い
る

か
。

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

、
基

本
的

な
回

収
フ

ロ
ー

の
追

加
等

の
改

正
を

行
い

、
各

病
院

へ
周

知
・

医
業
未

収
金
の

解
消

に
向
け

、
様

々
な
取

組
が

行
わ

れ
て
い

る
が
、
市
場

化
テ
ス
ト
に

よ
る
民

（
政

・
独

委
評

価
の
視
点

）
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

ま
た

、
定

期
的

に
医

業
未

収
金

の
残

高
調

査
及

び
調

査
結

果
の

情
報

間
で

の
債

権
回

収
な

ど
効

果
が

見
え

に
く

い
部

分
も

あ
り
、

着
実
な
取
組

を
期
待
す
る

。

提
供

を
行

う
と

と
も

に
そ

の
縮

減
に

努
め

る
よ

う
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

病
院

に
お

い
て

は
、

出

産
育

児
一

時
金

の
現

物
給

付
制

度
の

利
用

促
進

に
よ

る
発

生
防

止
や

債
務

者
毎

の
督

促
計

画
（

回

収
計

画
）

を
策

定
す

る
な

ど
し

て
、

そ
の

回
収

に
努

め
て

お
り

、
い

わ
ゆ

る
不

良
債

権
相

当
分

残

高
は

、
平

成
２

１
年

１
月

末
現

在
で

４
，

１
５

５
百

万
円

と
前

年
同

月
に

対
し

て
５

百
万

円
減

少

さ
せ

た
。
（

業
務

実
績

１
１

８
頁

参
照

）



-
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0
-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
回

収
計

画
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

の
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

実
績

：
○

か
。

評
価

に
際

し
、

ⅰ
）

貸
倒

懸
念

債
権

・
破

産
更

生
債

権
・

毎
月

１
０

日
ま

で
に

前
月

末
時

点
に

お
け

る
患

者
個

人
別

の
未

収
金

リ
ス

ト
を

作
成

し
て

お
り

、

等
の

金
額

や
そ

の
貸

付
金

等
残

高
に

占
め

る
割

合
が

増
加

し
更

に
収

納
期

限
を

３
月

以
上

引
き

続
き

未
収

金
と

な
っ

て
い

る
も

の
の

残
高

の
推

移
を

経
理

責
任

て
い

る
場

合
、

ⅱ
）

計
画

と
実

績
に

差
が

あ
る

場
合

の
要

因
者

へ
報

告
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
適

宜
、

未
収

金
の

管
理

状
況

に
つ

い
て

、
管

理
診

療
会

議
等

分
析
を

行
っ

て
い

る
か
。
（
政

・
独

委
評

価
の
視

点
）

に
諮

る
な

ど
し

て
未

収
金

の
縮

減
に

努
め

て
お

り
、

平
成

２
１

年
１

月
末

現
在

の
医

業
収

益
に

対

す
る

医
業

未
収

金
の

割
合

は
、

０
．

１
１

％
と

前
年

同
月

末
と

比
較

し
０

．
０

１
５

％
（

減
少

相

当
額

２
０

８
百

万
円

）
改

善
さ

せ
た

。
（

業
務
実
績

１
１

８
頁
参

照
）

・
回

収
状

況
等

を
踏

ま
え

回
収

計
画

の
見

直
し

の
必

要
性

等
の

実
績

：
○

検
討
が

行
わ

れ
て

い
る
か
。
（

政
・

独
委

評
価
の

視
点

）
・

こ
れ

ま
で

の
回

収
状

況
等

を
踏

ま
え

、
具

体
的

数
値

目
標

（
医

業
収

益
に

対
す

る
医

業
未

収
金

の

割
合

０
．

１
１

％
の

低
減

を
図

る
）

を
第

２
期

中
期
計

画
に

盛
り

込
ん
だ
。
（
業
務

実
績

１
１
８

頁

参
照

）



-
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1
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
固
定
負
債
割
合
の
改
善

２
固
定
負
債
割
合
の
改
善

２
固

定
負
債
割
合

の
改
善

２
固
定

負
債

割
合

の
改

善
各

病
院

の
機

能
の

維
持

を
図

り
つ

つ
、

各
病

院
の

機
能

の
維

持
を

図
り

つ
つ

、
平

成
２

０
年

度
の

長
期

借
入

等

投
資

の
効

率
化

を
進

め
、

国
立

病
院

機
構

投
資

を
抑

制
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
機

の
予

定
枠

を
５

９
５

億
円

（
平

成
１

．
病

院
の

機
能

維
持

に
必

要
な

整
備

を
行

い
つ

つ
負

債
の

減
少

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

構
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）

１
９

年
度

か
ら

繰
り

越
さ

れ
る

も

減
ら

す
こ

と
に

よ
り

財
務

内
容

の
改

善
を

を
減
少
さ

せ
る
。

の
を

含
む

）
と

す
る

と
と

も
に

、
(
1
)

建
築

単
価

の
見

直
し

図
る
こ
と

。
そ

の
た

め
、

個
々

の
病

院
に

お
け

る
建

内
部

資
金

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
引

き
続

き
、

建
物

整
備

に
お

け
る

建
築

コ
ス

ト
を

引
き

下
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

整
備

内
容

を
確

保
し

つ
つ
整
備

総
額
の
縮
減

を
図
っ

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

機
構

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
た

。

は
、

長
期

借
入

金
等

の
償

還
確

実
性

等
を

等
の

残
高

）
を

減
少

さ
せ

る
。

確
保

す
る

と
と

も
に

、
一

定
の

自
己

資
金

(
2
)
医

療
機

器
整

備
の

投
資

枠

を
用
意
す

る
こ
と
を
原
則
と
す

る
。

１
予

算
別

紙
１

病
院
の

機
能

維
持

に
必
要

な
医

療
機
器

へ
の
投
資

を
適

切
に
行

う
た

め
、
各

病
院

の
平

成
１
９

年
度

の
決
算

状
況

を
踏
ま

え
た

投
資

枠
を
設

２
収

支
計

画
別

紙
２

定
し
た
。

１
予

算
別
紙
１

３
資

金
計

画
別

紙
３

ま
た
、

平
成

２
０

年
度
か

ら
、

治
験
収

支
を
反
映

さ
せ

る
な
ど

投
資

枠
の
拡

大
を

図
る

と
と
も

に
、

投
資
の

回
収

や
効
果

に
つ

い
て

も
十
分

２
収
支
計
画

別
紙
２

検
証
を
行

い
、

必
要

か
つ
無

駄
の

な
い
投

資
を
行
っ

た
。

３
資
金
計
画

別
紙
３

(
3
)
内

部
資

金
の

活
用

内
部
資

金
を

活
用

す
る
こ

と
に

よ
り
、

病
院
に
対

し
償

還
期
間

の
短

い
貸
付

設
定

や
償

還
方
法

の
多

様
化
を

行
い

、
病
院

が
投

資
内

容
に
見

合
っ
た
償

還
期

間
等

を
選
択

し
や

す
い
も

の
と
し
た

。

な
お
、

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

自
己
資
金

や
預

託
金
等

内
部

資
金
を

活
用

す
る

こ
と
に

よ
り

、
財
政

融
資

資
金
等

外
部

か
ら

新
た
な

借
入
を
行

わ
ず

、
必

要
な
投

資
を

行
っ
た

。

○
中
期

目
標

（
中
期

計
画

期
間
中

総
投

資
額
１

，
９

８
４

億
円
）

に
対

す
る
進

捗

平
成

１
６

年
度

平
成
１

７
年

度
平
成

１
８
年

度
平

成
１
９

年
度

平
成

２
０
年
度

中
期
計
画

期
間

中
の
総

投
資

額
６

６
１
億

円
４
７
７

億
円

３
２

２
億
円

２
３

７
億
円

３
０

３
億

円

（
内
部

資
金
含

む
）
累

計
額

６
６
１
億

円
１
，

１
３
８

億
円

１
，
４
６

０
億
円

１
，

６
９
７
億

円
２
，

０
０

０
億

円

総
投
資
額

に
対

す
る
割

合

（
累
計
額

／
１

，
９
８

４
億

円
)

３
３
．
３

％
５
７
．

４
％

７
３

．
６
％

８
５

．
５
％

１
０

０
．
８
％

※
総

投
資

額
は

、
各

年
度

に
投

資
決

定
し

た
医

療
機

器
・

施
設

設
備

整
備

に
か

か
る

金
額

の
う

ち
、

第
１

期
中

期
計

画
期

間
中

に
支

払
い

が
発

生
す
る

金
額

を
計
上

。
（
支
払

サ
イ

ト
を
２

ヶ
月

と
し

て
い
る

た
め

、
平
成

２
１

年
５
月

ま
で

の
支

払
額
を

計
上
し
て
い

る
。
）

○
平
成

２
０

年
度
長

期
借

入
金
等

借
入

実
績

区
分

計
画

実
績

差
額

財
政

融
資
資

金
５

３
５
億

円
０
億

円
▲
５

３
５

億
円

財
投

機
関
債

５
０
億

円
０
億

円
▲

５
０

億
円

民
間

借
入

１
０
億

円
０
億

円
▲

１
０

億
円

合
計

５
９
５
億

円
０
億

円
▲
５

９
５

億
円

※
財
政
融

資
資

金
２
５

５
億

円
は

、
平
成

２
１

年
度
へ

繰
越

○
固
定

負
債

残
高
の

推
移

（
）

内
は

１
６
年

度
期

首
か

ら
の
減

少
率

平
成
１
６

年
度

期
首

平
成

１
７

年
度
期

末
平
成
１

８
年
度
期

末
平
成
１

９
年

度
期
末

平
成
２

０
年
度

期
末

７
，
４
７
１
億
円

７
，
２
２
３
億
円

６
，
９
２
５
億
円

６
，
５
０

１
億
円

５
，
９

７
１
億
円

（
※

）
（
▲
３
．
３
％
）

（
▲
７
．
３
％
）

（
▲
１
３
．
０
％
）

（
▲
２
０
．
１
％
）
(
※
)

※
改
革
推

進
公

共
投
資

国
立

病
院

及
療
養

所
施

設
費
（

１
３

３
億
円

）
を

含
め

た
承
継

時
の
長
期
借

入
金
は
、
７

，
６
０
４

億
円

で
あ

り
、

▲
２
１

．
５

％
の
減

と
な

る
。



-
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2
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

資
金

の
運

用

時
価

又
は

為
替
相

場
の

変
動
等

の
影

響
を
受

け
る

資
金

及
び
運

用
は

な
い
。

【
説

明
資

料
】

資
料

８
６

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

中
期

計
画

別
紙

１
中
期
計

画
（
平

成
１

６
年
度

か
ら
平
成
２

０
年
度
）
の
予

算
〔

４
２

８
頁
〕

資
料

８
７

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

中
期

計
画

別
紙

２
中
期
計

画
（

平
成
１

６
年

度
か

ら
平
成

２
０
年
度
）

の
収
支
計
画

〔
４

２
９

頁
〕

資
料

８
８

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

中
期

計
画

別
紙

３
中
期
計

画
（

平
成
１

６
年

度
か

ら
平
成

２
０
年
度
）

の
資
金
計
画

〔
４

３
０

頁
〕

資
料

８
９

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

年
度

計
画

別
紙

１
平
成
２

０
年

度
予
算

〔
４

３
１

頁
〕

資
料

９
０

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

年
度

計
画

別
紙

２
平
成
２

０
年

度
収
支

計
画

〔
４

３
２
頁

〕

資
料

９
１

：
独
立

行
政

法
人
国

立
病

院
機
構

年
度

計
画

別
紙

３
平
成
２

０
年

度
資
金

計
画

〔
４

３
３
頁

〕



-
12

3
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
機
構
が

承
継
す
る
債
務
の
償
還

４
機
構
が
承
継
す
る
債
務
の
償

還
３

機
構

が
承

継
す

る
債

務
の

償
還

３
機

構
が

承
継

す
る

債
務

の
償

還
承

継
し

た
債

務
の

処
理

を
確

実
に

行
う

企
業

会
計

原
則

に
基

づ
く

、
会

計
処

理
平

成
２

０
年

度
の

償
還

を
約

定

こ
と
。

へ
と

変
わ

る
こ

と
か

ら
、

国
立

病
院

機
構

ど
お

り
行

う
。

１
．

財
政

融
資

資
金

の
繰

上
げ

償
還

全
体

と
し

て
、

収
支

相
償

を
目

指
す

と
と

機
構

が
承

継
し

た
過

去
債

務
に

つ
い

て
、

財
政

融
資

資
金

借
入

金
の

繰
上

償
還

（
１

７
．

2
億

円
）

を
行

っ
た

。
ま

た
、

繰
上

償
還

に
よ

っ
て

も
に

、
借

入
金

の
元

利
償

還
を

確
実

に
行

支
払
っ

た
補

償
額
（

４
３

百
万
円

）
と

当
初
支

払
予

定
利

息
（
４

６
百

万
円
）

と
の

差
額
は

、
３

百
万

円
と
な

っ
て
い
る
。

う
。

２
．

約
定

ど
お

り
の

確
実

な
償

還

当
初

、
予

定
し
て

い
た

平
成
２

０
年

度
分
に

つ
い

て
も

、
約
定

ど
お

り
償
還

を
確

実
に
行

っ
た

。

平
成
２

０
年

度
償
還

額

元
金

４
９

，
９
６

６
，

８
８

２
千
円

利
息

１
５

，
３
２

５
，

５
７

８
千
円

合
計

６
５

，
２
９

２
，

４
６

０
千
円

（
う
ち

繰
上

償
還
額

）

元
金

１
，
６

７
３

，
９

２
６
千

円

補
償

額
４
２

，
８

３
７
千

円

合
計

１
，
７

１
６

，
７

６
３
千

円



-
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-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
４

短
期
借
入
金
の
限
度
額

第
４

短
期

借
入

金
の

限
度

額
第

４
短

期
借

入
金

の
限

度
額

１
限
度
額

１
１
０
，
０
０
０
百
万
円

１
限

度
額

２
想
定
さ
れ
る
理
由

１
１

０
，

０
０

０
百

万
円

平
成
２

０
年
度

に
お

け
る
短

期
借

入
金
は

な
い

。

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

２
想

定
さ

れ
る

理
由

よ
る
資
金
不
足
へ
の
対
応

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅

②
業

績
手

当
（

ボ
ー

ナ
ス

）
の

支
給

延
等

に
よ

る
資

金
不

足
へ

の

等
、

資
金

繰
り

資
金
の

出
費

へ
の
対

対
応

応
②

業
績

手
当

（
ボ

ー
ナ

ス
）

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

の
支

給
等

、
資

金
繰

り
資

金

退
職

手
当

の
支

給
等
、

偶
発

的
な
出

の
出
費
へ
の

対
応

費
増
へ
の
対
応

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生

に
伴

う
退

職
手

当
の

支
給
等
、

偶
発

的
な

出
費

増
へ

の
対
応



-
12

5
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
第
５

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の
計
画

に
供
し

よ
う
と
す
る
と
き

は
そ
の
計
画

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

そ
の

計
画

平
成
２

０
年
度

に
お

け
る
重

要
な

財
産
の

譲
渡

、
又

は
担
保

に
供

す
る
計

画
は

な
い
。



-
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6
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
６

剰
余
金
の
使
途

第
６

剰
余

金
の

使
途

第
６

剰
余

金
の

使
途

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ

は
、

将
来

の
投

資
（

病
院

建
物

の
整

備
た

場
合

は
、

将
来

の
投

資
（

病
平

成
２

０
年

度
決

算
に

お
け

る
利

益
剰

余
金

は
、

積
立

金
２

３
９

億
を

加
え

、
５

３
９

億
円

を
計

上
し

た
。

こ
れ

ら
の

利
益

剰
余

金
に

つ

・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）

に
院

建
物

の
整

備
・

修
繕

、
医

療
い
て

は
、

第
一
期

中
期
目
標
の

最
終
年
度

で
あ

る
こ
と

か
ら

、
積

立
金
と

し
て

整
理
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る
。
（

会
計

基
準
第

８
０

条
第

３
項
に

充
て
る
。

機
器

等
の

購
入

等
）
に

充
て

る
。

よ
る

運
営

費
交
付

金
の
振
替
額

（
執
行
残

額
）

３
２
億

円
に

つ
い

て
は
、

国
庫

返
納
予

定
）

ま
た

、
平

成
１

８
年

度
決

算
に

お
け

る
利

益
剰

余
金

７
７

億
円

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
０

年
３

月
に

厚
生

労
働

大
臣

か
ら

目
的

積
立

金
の

承
認

を
受

け
て
お

り
、
平
成
２

０
年
度
に

お
い

て
、
医

療
機

器
整

備
等
１

４
７

億
円
（

補
助

金
除
く

）
の

一
部

に
充
て

た
。

な
お

、
国

立
病

院
機

構
は

、
医

療
観

察
法

、
障

害
者

自
立

支
援

法
に

基
づ

く
政

策
医

療
を

含
め

、
各

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
も

対
応

し
て

質
の

高
い

医
療

の
提

供
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

こ
れ

ら
の

医
療

を
安

定
的

、
確

実
に

提
供

す
る

た
め

に
は

、
築

４
０

年
を

経
過

し
老

朽

化
し

て
い

る
建
物

の
更
新
築
に

加
え
、
耐

用
年

数
を
経

過
し

た
医

療
機
器

の
更

新
が
必

要
で

あ
る
。

さ
ら

に
、

独
法

移
行

時
に

承
継

し
た

約
７

，
４

７
１

億
円

（
平

成
２

０
年

度
期

末
残

高
５

，
０

８
０

億
円

）
の

債
務

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

目
標

期
間

中
に

お
い

て
も

２
，

０
３

２
億

円
を

償
還

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

支
払

に
充

て
る

資
金

も
必

要
で

あ

り
、

経
営

基
盤

の
安

定
化

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

利
益

剰
余

金
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

医
療

の
提

供
に

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
新

規

投
資

及
び

過
去

債
務

の
償

還
に

充
当

す
る

資
金

と
し

て
必

要
な

額
の

範
囲

内
で

あ
り

、
安

定
的

な
業

務
遂

行
の

た
め

に
過

大
な

利
益

と
は

な
っ

て
い

な
い
。

利
益

剰
余

金

平
成
１
６

年
度

―

平
成
１
７

年
度

―

平
成
１
８

年
度

７
７
億

円

平
成
１
９

年
度

３
１

６
億

円
（
う

ち
施

設
設

備
整
備

積
立

金
７
７

億
円

）

平
成
２
０

年
度

５
３

９
億

円
（
う

ち
積

立
金

２
３
９

億
円

※
会

計
基

準
第
８

０
条

第
３

項
に
よ

る
運
営
費
交

付
金
の
振
替

額
（
執

行
残
額

）
３

２
億
円

に
つ

い
て
は

、
国

庫
返
納

）



-
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7
-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

【
評
価
項
目

１
３

固
定

負
債
割
合

の
改

善
、
重
要
な

財
産

の
譲
渡

等
】

（
総

合
的

な
評

定
）

（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

固
定

負
債

割
合

に
つ

い
て

、
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

２
１

．
５

％
減

少
（

５
９

７
，

１
４

５
固

定
負

債
割

合
の

改
善

は
、

中
期

計
画

の
目

標
を

大
幅

に
上

回
る
実
績
を

あ
げ
て
お
り

高
く
評

百
万

円
）

し
て

お
り

、
中

期
目

標
を

大
幅

に
上
回

り
、
目

標
を

達
成

し
た
。

価
す

る
。
ま

た
、
繰

上
償
還

に
よ

る
将
来

の
債

務
負
担

軽
減

に
資

す
る
取

組
に

つ
い
て

評
価

す
る
。

［
数

値
目

標
］

・
固

定
負

債
割

合
１

割
削
減

６
８
４
，

４
１

４
百

万
円

・
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

２
１

．
５

％
減
少

し
て
お

り
、
目
標

を
大

幅
に

上
回
っ

た
。（

５
９
７

，
（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

（
承
継

時
長

期
借

入
金
７

６
０

，
４
６

０
百

万
円

）
１

４
５

百
万

円
）
。
（

業
務

実
績

１
２

１
頁

参
照

）
・
固

定
負

債
割
合

に
つ

い
て
、

平
成

１
５
年

度
比

２
１

．
５
％

削
減
と
中
期

計
画
の
目
標

値
（
１

０
％
削

減
）
を

大
幅

に
上
回

っ
て

達
成
し

た
こ

と
は

高
く
評

価
で
き
る
。

［
評

価
の

視
点

］
・
固

定
負

債
割
合

は
、
中
期

目
標
を
大
幅

に
上
回
り
目

標
を
達
成

し
た

こ
と

は
高
く

評
価

さ
れ
る
。

・
投

資
を

抑
制

的
に

行
い

、
固

定
負

債
の

減
少

を
図

っ
て

い
る

実
績

：
○

財
政
融

資
資
金

の
繰

上
償
還

を
行

っ
た
こ

と
は

素
晴

ら
し
く

、
さ
ら
に
平

成
２
０
年
度

に
お
け

か
。

・
内

部
資

金
の

活
用

や
建

築
コ

ス
ト

の
合

理
化

な
ど

に
よ

り
、

中
期

目
標

を
上

回
る

整
備

を
確

保
し

る
短

期
借

入
金

も
な

し
で

済
ま

す
こ

と
が

で
き

た
こ

と
は

評
価

で
き
る
。

ま
た

、
個

々
の

病
院

に
お

け
る

建
物

や
大

型
医

療
機

器
の

つ
つ

、
長

期
借

入
金

残
高

に
つ

い
て

は
、

対
前

年
度

８
．

２
％

、
５

３
０

億
円

の
減

少
（
平

成
・
投

資
１

０
０
．

８
％

（
目
標

達
成

）
を
評

価
す

る
。

投
資

に
当

た
っ

て
、

長
期

借
入

金
等

の
償

還
確

実
性

等
や

一
１

９
年

度
は

６
．

１
％

、
４

２
４

億
円

減
）
と

な
っ
た

。
・
各

病
院

毎
に
平

成
１

９
年
度

決
算

状
況
を

踏
ま

え
た

医
療
機

器
整
備
の
投

資
枠
を
設
定

し
、
必

定
の

自
己

資
金

等
を

含
め

、
基

本
的

な
考

え
方

等
は

整
備

さ
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

に
お

い
て

は
、

中
期

目
標

の
１

０
％

削
減

を
遥

か
に

上
回

る
２

１
．

５
％

要
か

つ
無

駄
の

な
い

投
資

を
行

う
と

と
も

に
、

内
部

資
金

を
活

用
し
た
こ

と
も
あ
り
、

平
成
２

れ
て
い

る
か

。
削

減
と

な
っ

た
。

０
年
度

で
は
借

入
実

績
が
な

か
っ

た
こ
と

は
高

く
評

価
で
き

る
。

（
業

務
実

績
１

２
１

頁
参

照
）

・
内

部
資

金
の
活

用
や

建
築
コ

ス
ト

の
合
理

化
（

国
時

代
の
半

減
）
に
よ
り

、
中
期
計
画

の
目
標

を
上
回

る
機
器

、
施

設
整
備

を
行

い
な
が

ら
、

長
期

債
務
残

高
を
毎
年
大

幅
に
減
少
さ

せ
て
き

・
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
に

つ
い

て
、

計
画

と
実

績
と

を
比

実
績

：
〇

て
い

る
。

較
し
て

乖
離

が
あ

る
場
合
、
そ
の

理
由
は

合
理

的
な

も
の

か
。

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

や
地

域
連

携
に

よ
る

診
療

報
酬

上
位

基
準

の
取

得
な

ど
、

経
営

改
善

に
向

・
リ

ス
ク

の
あ

る
資

金
運

用
は

行
っ

て
い

な
い

。
短

期
借

入
も

計
画
的
な
資

金
運
用
に
よ

り
行
っ

け
た

収
益

の
増

加
や

、
経

費
削

減
の

努
力

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
て

い
な

い
。

借
入

金
の

元
利

償
還

も
確

実
に

行
っ

て
い

る
。

堅
実
で
あ
り

問
題
は
な
い

。

を
も

っ
て

経
営

改
善

に
繋

げ
た

。
（

業
務

実
績
１
１

７
頁

参
照
）

・
借

入
金

の
元
利

償
還

を
確
実

に
行

っ
て
い

る
ほ

か
、

一
部
繰

上
償
還
も
実

施
し
て
お
り

、
将
来

・
投

資
に

当
た

っ
て

は
、
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

契
約
状

況
の

分
析

に
よ
る

算
定
方
法
の

見
直
し
や
、

の
経
営

健
全
性

を
図

る
観
点

か
ら

も
高
く

評
価

で
き

る
。

投
資

へ
の

内
部

資
金

（
病

院
の

自
己

資
金

、
預

託
金

等
）

の
活

用
に

よ
り

、
必

要
な

整
備

量
を

確
・

財
政

融
資

資
金

１
７

．
２

億
円

の
繰

上
償

還
を

評
価

す
る

。

保
し

つ
つ

、
長

期
借

入
金

を
抑

制
し

た
。
（

業
務
実

績
１

２
１
頁

参
照

）
・
利

益
剰

余
金
に

つ
い

て
は
、

老
朽

化
し
た

建
物

の
更

新
築
や

医
療
機
器
の

更
新
、
独
法

移
行
時

に
承
継

し
た
債

務
の

償
還
等

に
充

て
る
資

金
と

し
て

必
要
な

額
の
範
囲
内

で
あ
り
、
過

大
な
利

益
と
な

っ
て
い

な
い

。

・
資

金
の

運
用

で
あ

っ
て

、
時

価
又

は
為

替
相

場
の

変
動

等
の

実
績

：
－

影
響

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

も
の

に
つ

い
て

、
次

の
事

項
・

時
価

又
は

為
替

相
場

の
変

動
等

の
影

響
を

受
け

る
資
金

及
び

運
用

は
な
い
。
（
業
務

実
績

１
２
２

頁

が
明
ら

か
に

さ
れ

て
い
る

か
。
（
ⅱ

に
つ

い
て
は

事
前

に
明

ら
参

照
）

か
に
さ

れ
て

い
る

か
。
）

ⅰ
資

金
運

用
の
実
績

ⅱ
資

金
運

用
の

基
本

的
方

針
（

具
体

的
な

投
資

行
動

の

意
思

決
定

主
体

、
運

用
に

係
る

主
務

大
臣

、
法

人
、

運
用

委

託
先

間
の

責
任

分
担
の
考

え
方

等
）
、
資

産
構
成

、
運

用
実

績

を
評
価

す
る

た
め

の
基
準
（

以
下
「
運

用
方

針
等

」
と

い
う

。
）

（
政
・

独
委

評
価

の
視
点

）

・
資

金
の

性
格

、
運

用
方

針
等

の
設

定
主

体
及

び
規

定
内

容
を

実
績

：
－

踏
ま

え
て

、
法

人
の

責
任

に
つ

い
て

十
分

に
分

析
し

て
い

る
・

時
価

又
は

為
替

相
場

の
変

動
等

の
影

響
を

受
け

る
資
金

及
び

運
用

は
な
い
。
（
業
務

実
績

１
２
２

頁

か
。
（
政

・
独
委

評
価

の
視
点

）
参

照
）
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
短

期
借

入
金

に
つ

い
て

、
借

入
理

由
や

借
入

額
等

の
状

況
は

実
績

：
○

適
切
な

も
の

と
認

め
ら
れ

る
か

。
・

計
画

的
な

資
金

運
用

を
行

い
、
短

期
借

入
金

を
必
要

と
し
な
か
っ

た
。（

業
務

実
績
１

２
４

頁
参
照

）

・
借

入
金

の
元

利
償

還
を
確

実
に

行
っ
て

い
る

か
。

実
績

：
〇

・
一

部
、

繰
上

償
還

を
行

う
と

と
も

に
、

約
定

ど
お
り
確

実
に

償
還

を
行
っ

た
。
（
業

務
実

績
１
２

３

頁
参

照
）

［
評

価
の

視
点

］

・
固

定
資

産
等

の
活

用
状

況
等

に
つ

い
て

の
評

価
が

行
わ

れ
て

実
績

：
―

い
る

か
。

活
用

状
況

等
が

不
十

分
な

場
合

は
、

そ
の

原
因

の
・

平
成

２
０

年
度

に
お

け
る

重
要

な
財

産
の

譲
渡

、
又
は

担
保

に
供

す
る
計

画
は

な
か
っ

た
。
（
業

務

妥
当

性
や

有
効

活
用

又
は

処
分

等
の

法
人

の
取

組
に

つ
い

て
実

績
１

２
５

頁
参

照
）

の
評
価

が
行

わ
れ

て
い
る

か
。
（
政

・
独

委
評
価

の
視

点
）

・
利

益
剰

余
金

が
計

上
さ

れ
て

い
る

場
合

、
国

民
生

活
及

び
社

実
績

：
○

会
経

済
の

安
定

等
の

公
共

上
の

見
地

か
ら

実
施

さ
れ

る
こ

と
・

国
立

病
院

機
構

は
、

医
療

観
察

法
、

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

政
策

医
療

を
含

め
、

各
地

域

が
必

要
な

業
務

を
遂

行
す

る
と

い
う

法
人

の
性

格
に

照
ら

し
の

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
し

て
質

の
高

い
医

療
の
提

供
を
行

っ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

過
大

な
利

益
と

な
っ

て
い

な
い

か
に

つ
い

て
評

価
が

行
わ

れ
こ

れ
ら

の
医

療
を

安
定

的
、

確
実

に
提

供
す

る
た

め
に

は
、

築
４

０
年

を
経

過
し

老
朽

化
し

て
い

て
い
る

か
。
（
政

・
独

委
評
価

の
視

点
）

る
建

物
の

更
新

築
に

加
え

、
耐

用
年

数
を

経
過

し
た
医

療
機

器
の

更
新
が

必
要

で
あ
る

。

さ
ら
に
、
独
法
移
行
時
に
承
継
し
た
約
７
，
４
７
１
億
円
（
平
成
２
０
年
度
期
末
残
高

５
，

０
８

０

億
円

の
債

務
に

つ
い

て
、

第
二

期
中

期
目

標
期

間
中

に
お

い
て

も
２

，
０

３
２

億
円

を
償

還
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

支
払

に
充

て
る

資
金

も
必

要
で

あ
り

、
経

営
基

盤
の

安

定
化

が
不

可
欠

で
あ

る
。

利
益

剰
余

金
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

医
療

の
提

供
に

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
新

規
投

資
及

び
過

去

債
務

の
償

還
に

充
当

す
る

資
金

と
し

て
必

要
な

額
の

範
囲

内
で

あ
り

、
安

定
的

な
業

務
遂

行
の

た

め
に

過
大

な
利

益
と

は
な

っ
て

い
な

い
。
（

業
務
実

績
１

２
６
頁

参
照

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
５

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
第

７
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

項
営
に
関

す
る
事
項

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
人
事
に
関
す
る
計
画

１
人
事

に
関
す
る
計
画

１
人

事
に

関
す

る
計

画
１

人
事

に
関

す
る

計
画

国
民

の
医

療
需

要
や

医
療
環

境
の
変

化
に

応
え

、
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
①

方
針

①
方

針
①

方
針

提
供

し
て

い
く

た
め

に
、

医
師

等
の

医
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に

療
従

事
者

を
適

切
に

配
置

す
る

一
方

、
し

て
い
く

た
め

、
医
師

、
看

護
師
等

提
供

し
て

い
く

た
め

、
医

師
、

１
．

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
及

び
療

養
介

護
事

業
へ

の
対

応
（

再
掲

）

技
能

職
に

つ
い

て
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
の

医
療
従

事
者

数
に
つ

い
て

は
、
医

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

数
患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

向
上

の
た
め

、
看

護
師
の

指
示

の
下

、
入
浴

、
食

事
、
排

泄
等

の
ボ
デ

ィ
ー

タ
ッ

チ
を
主

と
し
て
行
う

と
と
も
に
夜

勤
に
も

グ
等

に
努

め
、

一
層

の
効

率
化

を
図

る
療

を
取
り

巻
く

状
況
の

変
化

に
応
じ

に
つ

い
て

は
、

医
療

を
取

り
対

応
で

き
る

新
た

な
職

種
と

し
て

、
「

療
養

介
助

職
」

を
平

成
１

７
年

度
に

創
設

し
た

。
ま

た
、

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

筋
ジ

ス
病

棟
等

こ
と
。

て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
に

お
け

る
療

養
介
護

事
業

の
実
施

に
必

要
な
人

員
も

含
め

、
平
成

１
９

年
度
ま

で
に

４
３
病

院
で

療
養

介
助
員

を
４
０
９
名

を
配
置
し
た

。

ま
た

、
必

要
な

人
材

の
育

成
や

能
力

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

て
は
、

柔
軟

に
対

応
す

る
。

さ
ら

に
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

は
新
た

に
６

病
院

で
療
養

介
助

員
を
６

４
名

配
置
（

全
体

で
１

５
４
名

配
置
）
し
、

そ
の
結
果
国

立
病
院

開
発

、
人

事
評

価
や

異
動

を
適

切
に

行
業

務
の
簡

素
化

・
迅
速

化
、

ア
ウ
ト

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

機
構
全

体
で

は
４
９

病
院

で
５
６

３
名

配
置
し

た
。
（
１

９
年

度
４
０

９
名

→
２

０
年
度

５
６
３
名

＋
１
５
４
名

）

う
こ
と

の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

ソ
ー

シ
ン

グ
化

等
に
よ

る
効

率
化
を

て
は

、
業

務
の

簡
素

化
・

迅
今
後

も
療

養
介
護

事
業

に
お
け

る
患

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た
め

、
引

き
続
き

介
護

必
要
度

に
応

じ
た

療
養
介

助
員
の
充
実

強
化
を
図
る

こ
と
と

図
る
こ
と
。

図
る
。

速
化

、
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
し

て
い

る
。

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
及

化
等

に
よ

る
効

率
化

を
図

る
。

び
有

効
活

用
を

図
る
た

め
、

ブ
ロ
ッ

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

２
．

技
能

職
の

離
職

後
の

不
補

充
並

び
に

非
常

勤
化

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
の

継
続

（
再

掲
）

ク
内

で
の

職
員

一
括
採

用
を

行
う
と

保
及

び
有

効
活

用
を

図
る

た
技
能

職
に

つ
い
て

は
、

業
務
の

簡
素

化
・
迅

速
化

を
図

り
、
常

勤
職

員
の
離

職
後

の
後
補

充
は

行
わ

ず
、
短

時
間
の
非
常

勤
職
員
で
の

後
補
充

と
も

に
ブ

ロ
ッ

ク
内
で

の
人

事
交
流

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
の

職
又

は
、

ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン

グ
化
を

図
っ

た
。

を
促

進
す

る
た

め
の
人

事
調

整
会
議

員
一

括
採

用
を

行
う

と
と

も
な
お

、
業

務
委
託

に
つ

い
て
も

、
検

査
部
門

に
お

け
る

ブ
ラ
ン

チ
ラ

ボ
は
、

平
成

１
９
年

度
ま

で
に

導
入
し

た
８
病
院
、

給
食
業
務
の

全
面
委

の
設

置
を

行
う

ほ
か
、

有
為

な
人
材

に
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人

事
託

は
、

平
成

１
９
年

度
ま

で
に
７

病
院

、
平
成

２
０

年
度

新
た
に

佐
賀

病
院
で

導
入

し
、
引

き
続

き
効

果
的
な

運
営
を
行
っ

た
。

の
育

成
や

能
力

の
開
発

を
行

う
た
め

交
流

を
促

進
す

る
よ

う
人

事

の
研
修
を
実
施
す
る
。

調
整

会
議

の
運

営
を

行
う

ほ
３

．
良

質
な

人
材

の
確

保
及

び
有

効
活

用

か
、

有
為

な
人

材
の

育
成

や
良
質

な
人

材
の
確

保
及

び
有
効

活
用

を
図
る

た
め

、
平

成
２
０

年
度

に
お
い

て
も

引
き
続

き
、

院
長

の
選
任

に
あ
た
っ
て

は
、
適
材
適

所
を
徹

能
力

の
開

発
を

行
う

た
め

の
底

し
、

ま
た

、
職
員

の
採

用
に
あ

た
っ

て
は
、

ブ
ロ

ッ
ク

単
位
で

実
施

す
る
と

と
も

に
ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人
事

交
流
を
促
進

す
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ

研
修

を
実

施
す

る
。

ク
担
当

理
事

が
任
命

権
を

有
す
る

職
員

の
人
事

異
動

の
調

整
を
行

う
人

事
調
整

会
議

を
開
催

し
、

平
成

２
１
年

４
月
１
日
付

け
人
事
異
動

等
に
つ

き
、
適

正
に

調
整
を

行
っ

た
。
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0
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

研
修

の
実

施

有
為

な
人

材
育
成

や
能

力
の
開

発
を

行
う
た

め
、

国
立

病
院
機

構
本

部
研
修

委
員

会
に
よ

り
研

修
計

画
（
平

成
２
０
年
３

月
）
を
策
定

し
、
実

施
し

た
。

平
成

２
０

年
度
の

計
画

に
お
い

て
も

平
成
１

９
年

度
に

引
き
続

き
、

院
長
・

副
院

長
等
の

管
理

・
監

督
者
に

必
要
な
病
院

の
管
理
運
営

に
関
す

る
知
識

の
習

得
及
び

管
理

運
営
能

力
の

向
上
を

図
る

た
め

、
院
長

研
修

、
副
院

長
研

修
、
統

括
診

療
部

長
研
修

並
び
に
事
務

（
部
）
長
研

修
等
を

実
施
し

、
ま

た
、
業

績
評

価
制
度

の
導

入
に
伴

う
評

価
者

の
客
観

的
で

公
平
な

立
場

で
評
価

を
行

う
た

め
の
研

修
等
を
実
施

し
た
。

な
お

、
平

成
２
０

年
度

に
実
施

し
た

研
修
は

、
以

下
の

と
お
り

で
あ

る
。

(
1
)
国

立
病

院
機

構
本

部
に

お
け

る
院

長
研

修
・

業
績

評
価

に
係

る
研

修
等

の
実

施

院
長

研
修

２
０

名

副
院

長
研
修

２
４
名

統
括

診
療
部

長
研

修
２

２
名

事
務

部
長
研

修
２
６
名

評
価

者
研
修

４
０
６
名

な
ど
、

３
１
コ
ー

ス
実

施
２
，

６
６
９

名
が

受
講

(
2
)
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

研
修

等
の

実
施

１
５
７
コ

ー
ス

実
施

５
，
６
２

１
名

が
受

講

(
3
)
病

院
に

お
け

る
感

染
管

理
研

修
等

の
実

施

３
，
１
４

２
コ

ー
ス
実

施
１
２

２
，

２
２

５
名
が

受
講

５
．

医
師

確
保

対
策

の
推

進

(
1
)
女

性
医

師
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
実

施

女
性
医

師
が

子
育

て
を
し

な
が

ら
働
き

や
す
い
職

場
環

境
を
整

備
す

る
こ
と

及
び

子
育

て
等
で

臨
床

現
場
か

ら
離

れ
て
い

る
女

性
医

師
に
対

し
て
復
職

支
援

を
行

う
こ
と

に
よ

り
、
女

性
医
師
を

確
保

す
る
こ

と
を

目
的
と

し
て

「
女

性
医
師

支
援

モ
デ
ル

事
業

」
を
平

成
１

９
年

度
か
ら

平
成
２
０

年
度

ま
で

の
２
か

年
計

画
で
１

５
病
院
に

お
い

て
実
施

し
た

。

な
お
、

平
成

２
１

年
度
に

お
い

て
、
モ

デ
ル
事
業

を
実

施
し
た

１
５

病
院
に

対
し

ア
ン

ケ
ー
ト

を
行

い
、
事

業
の

成
果
を

検
証

し
、

今
後
の

対
応
策
を

検
討

す
る

こ
と
と

し
て

い
る
。

(
2
)
Ｉ

Ｔ
を

活
用

し
た

精
神

科
領

域
に

お
け

る
多

施
設

共
同

研
修

の
実

施
（

再
掲

）

精
神
科

医
療

施
設

の
教
育

の
中

で
は
、

細
か
い
手

技
の

指
導
を

要
す

る
こ
と

は
あ

ま
り

な
く
、

映
像

や
画
像

と
音

声
が
あ

れ
ば

、
ほ

と
ん
ど

の
診
療
情

報
を

指
導

医
と
教

育
を

受
け
る

研
修
医
の

間
で

共
有
す

る
こ

と
が
可

能
で

あ
る

。
精
神

科
医

療
に
お

け
る

こ
の
よ

う
な

教
育

指
導
の

特
色
を
踏

ま
え

、
平

成
２
１

年
２

月
か
ら

、
肥
前
精

神
医

療
セ
ン

タ
ー

を
中
心

と
し

た
、

花
巻
病

院
、

久
里
浜

ア
ル

コ
ー
ル

症
セ

ン
タ

ー
、
東

尾
張
病
院

及
び

琉
球

病
院
の

５
病

院
を
テ

レ
ビ
会
議

シ
ス

テ
ム
で

つ
な

ぎ
、
自

院
の

精
神

科
領
域

の
特

徴
を
踏

ま
え

た
テ
ー

マ
を

各
病

院
が
出

し
合
う
こ

と
な

ど
を

通
じ
、

共
通

の
講
義

、
講
演
、

症
例

検
討
会

、
及

び
個
別

の
教

育
指

導
等
を

行
う

こ
と
で

、
症

例
は
豊

富
に

あ
る

も
の
の

医
師
確
保

が
困

難
で

指
導
医

の
体

制
が
必

ず
し
も
十

分
と

は
言
え

な
い

病
院
に

お
い

て
も
、
効

果
的

な
教
育

研
修

を
行
う

こ
と

が
で
き

る
よ

う
、

多
施
設
共

同
研

修
シ

ス
テ
ム

の
運

用
を
開

始
し
た
。

な
お
、

平
成

２
１

年
度
以

降
も

、
当
該

シ
ス
テ
ム

の
よ

り
効
果

的
・

効
率
的

な
運

用
を

図
っ
て

い
く

こ
と
と

し
て

い
る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

３
６

：
Ｉ
Ｔ

を
活

用
し
た

精
神

科
領
域

に
お

け
る

多
施
設

共
同

研
修
〔

２
１

４
頁
〕
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1
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)
医

師
の

処
遇

改
善

（
諸

手
当

の
改

善
）

○
平
成

１
８
年

に
創

設
し
た

医
師

数
が
医

療
法

標
準

の
７
０

％
以

下
等
の

病
院

へ
緊
急

医
師

派
遣

制
度
に

よ
り
派
遣
さ

れ
た
医
師
に

対
す
る

医
師
派

遣
手

当
を

平
成
２

０
年

４
月
に

引
き
上
げ

。

ま
た

、
同

時
に

、
緊
急

医
師

派
遣
制

度
以
外
で

実
施

さ
れ
て

い
る

医
師
確

保
又

は
病

院
の
機

能
の

補
完
・

向
上

を
目
的

と
す

る
機

構
病
院

間
の
医

師
派

遣
の

活
用
を

図
る

た
め
、

医
師
派
遣

手
当

の
支
給

対
象

に
追
加

。

○
夜

間
の

手
術

・
分

娩
等

の
業

務
に

備
え

て
待

機
を

行
う

医
師

等
の

処
遇

の
改

善
を

図
る

た
め

、
救

急
呼

出
待

機
手

当
を

創
設

し
、

平
成

２
０
年

４
月

に
施

行
。

○
国
に

お
い
て

救
急

医
療
及

び
産

科
医
療

を
担

う
勤

務
医
の

処
遇

改
善
を

支
援

す
る
補

助
制

度
を

創
設
し

た
こ
と
に
対

応
し
て
救
急

医
療
体

制
等
確

保
手

当
を

創
設
し

、
平

成
２
１

年
４
月
に

施
行

。

○
国
が
、
医
師
の

給
与

に
つ

い
て
、
初
任

給
調

整
手

当
を
引

き
上

げ
し
た

こ
と

に
伴
い

、
地
方
の

病
院

に
勤

務
す
る

医
師

が
多
い

こ
と

か
ら
、

国
と
の

均
衡

を
図

る
た
め

医
師

手
当
の

引
き
上
げ

を
実

施
、
平

成
２

１
年
４

月
に

施
行

。

(
4
)
そ

の
他

○
医
師

の
給

与
そ

の
他

に
つ

い
て

記
載

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
『

け
っ

こ
う

い
い

ぞ
!
!

Ｎ
Ｈ

Ｏ
』
を

、
大

学
等

関
係

機
関

へ
配

布
し

て
い

る
。

○
平
成

１
８

年
度

に
医
師

確
保

が
困
難

な
国
立
病

院
機

構
病
院

で
の

診
療
に

あ
た

る
こ

と
を
希

望
し

た
定
年

予
定

医
師
が

引
き

続
き

勤
務
で

き
る
シ

ニ
ア

フ
ロ

ン
テ
ィ

ア
制

度
を
創

設
し
た
と

こ
ろ

で
あ
る

。
平

成
１
９

年
度

に
お

い
て
１

人
実

績
が
あ

る
が

、
該
当

医
師

に
つ

い
て
さ

ら
に
平

成
２

２
年

３
月
に

勤
務

延
長
を

実
施
す
る

と
と

も
に
、

平
成

２
０
年

度
に

お
い

て
は
、

退
職

予
定
医

師
（

１
名
）

に
対

し
平

成
２
２

年
３
月

末
ま

で
勤

務
延
長

を
実

施
し
た

。

○
特
に

医
師

確
保

に
問
題

の
あ

る
病
院

に
つ
い
て

は
、

大
学
等

関
係

機
関
へ

の
医

師
派

遣
の
働

き
か

け
に
お

い
て

、
本
部

が
主

導
的

役
割
を

果
た
し

て
い

る
。



-
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2
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

看
護

師
確

保
対

策
の

推
進

（
再

掲
）

医
療

内
容

の
高
度

化
・

複
雑
化

や
多

職
種
か

ら
な

る
チ

ー
ム
に

よ
る

医
療
に

主
体

的
に
対

応
し

て
い

く
こ
と

の
で
き
る
看

護
師
の
養
成

及
び
今

後
の

附
属

養
成

所
の

方
向

性
等

の
検

討
を

目
的

に
、
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

（
報

告
：

平
成

２
１

年
２

月
）
」

を
設

置
し

、
国

立
病

院
機

構
の

看
護

の
質

の
更

な
る

向
上

の
た

め
の

一
方

策
と

し
て

平
成

２
１

年
度

以
降

下
記

に
つ

い
て

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

【
報

告
書

（
抜
粋
）
】

(
1
)

看
護

基
礎
教

育
の

充
実

看
護

基
礎
教

育
に

お
け
る

技
術

項
目
と

卒
業

時
の

到
達
度

を
設

定
し
、

看
護

実
践
能

力
の

到
達

度
を
測

定
し
て
検
証

し
て
い
く
こ

と
に
着

手
す

る
。

(
2
)

教
員

の
質
の

向
上

教
員

に
必
要

な
教

育
実
践

能
力

、
看
護

実
践

能
力

、
研
究

能
力

及
び
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

能
力

を
向

上
さ
せ

る
た
め
の
取

組
を
実
施
す

る
。

(
3
)

看
護

師
長
（

教
育

担
当
）

の
配

置
増

新
採

用
者
の

卒
後

の
教
育

に
携

わ
る
こ

と
の

で
き

る
看
護

師
長

（
教
育

担
当

）
を
必

要
に

応
じ

て
配
置

を
行
う
。

(
4
)

早
期

施
設
間

異
動

の
実
施

採
用

後
、
自

分
の

適
性
と

合
っ

て
い
な

い
な

ど
、

就
職
し

た
病

院
で
の

勤
務

が
困
難

に
な

っ
た

場
合
に

国
立
病
院
機

構
内
病
院
へ

異
動
を

行
い
、

継
続
し

て
勤

務
で
き

る
よ

う
配
慮

す
る

。

(
5
)

ス
キ

ル
ア
ッ

プ
ラ

ボ
施
設

の
充

実

２
４

時
間
い

つ
で

も
看
護

技
術

が
学
習

で
き

る
よ

う
シ
ミ

ュ
レ

ー
タ
ー

な
ど

を
整
備

し
、

技
術

教
育
の

充
実
を
図
る

。

(
6
)

卒
後

研
修
制

度
の

モ
デ
ル

的
導

入

急
性

期
医
療

か
ら

慢
性
期

医
療

ま
で
看

護
を

幅
広

く
学
ぶ

こ
と

と
、
卒

後
の

リ
ア
リ

テ
ィ

シ
ョ

ッ
ク
を

最
小
限
に
し

新
採
用
者
の

離
職
防

止
及
び

職
場
定

着
を

目
的
に

院
内

・
院
外

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

の
で

き
る
研

修
制

度
を
モ

デ
ル

的
に

実
施
す

る
。

(
7
)

授
業

料
等
の

見
直

し

地
域

性
を

考
慮

し
、
各

学
校

の
実
情

に
応
じ
て

学
校

長
が
授

業
料

等
を
決

定
し

て
い

く
。

(
8
)
奨

学
金

制
度

の
見

直
し

国
立

病
院

機
構

全
病
院

に
お

い
て
、

各
病
院
で

奨
学

金
額
を

決
定

し
、
看

護
学

生
等

に
対
し

貸
与

す
る
。

ま
た

、
看
護

大
学

生
に

も
貸
与

可
能
と

す
る

よ
う

貸
与
期

間
を

３
年
か

ら
４
年
に

改
正

す
る
。

【
奨

学
金

の
貸
与

状
況

】

国
立
病

院
機

構
で

看
護
に

従
事

す
る
意

思
を
も
っ

た
看

護
学
生

に
対

し
、
奨

学
金

を
貸

与
す
る

制
度

を
平
成

１
８

年
度
よ

り
創

設
し

、
平
成

１
９
年
４

月
よ

り
延

べ
７
７

名
が

卒
業
し

機
構
病
院

で
勤

務
し
て

お
り

、
看
護

師
確

保
対

策
一
方

策
と

し
て
制

度
の

活
用
を

図
っ

て
い

る
。

平
成

１
８
年

度
２
０

名
（

平
成
１

９
年

３
月

卒
業
者

１
４

名
が
、

機
構

病
院
に

勤
務

）

平
成

１
９
年

度
３
８

名
（

平
成
２

０
年

３
月

卒
業
者

１
０

名
が
、

機
構

病
院
に

勤
務

）

平
成

２
０
年

度
１
３
１

名
（

平
成
２

１
年

３
月

卒
業
者

５
３

名
が
、

機
構

病
院
に

就
職

）

そ
の

他
に

、

(
1
)
急

性
期

医
療

を
提

供
し

て
い

る
病

院
と

慢
性

期
医

療
を

提
供

し
て

い
る

病
院

に
勤

務
し

て
い

る
看

護
師

と
が

病
院

間
交

流
研

修
を

行
い

、
実

際
の

現
場

で
体
験

し
学

ぶ
こ
と

に
よ

り
、
看

護
師

確
保

困
難
病

院
が

担
っ
て

い
る

政
策
医

療
分

野
の

看
護
等

に
つ
い
て
も

興
味
を
持
た

せ
、
病

院
間

異
動

を
推
進

し
職

員
の
キ

ャ
リ

ア
形
成

及
び

組
織

活
性
化

の
た

め
の
素

地
を

創
る
た

め
の

取
組

を
行
っ

た
。

(
2
)
潜

在
看

護
師

に
対

す
る

離
職

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
解

消
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

最
近

の
看

護
の

動
向

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

た
公

開
講

座
や

講
習

会
を

積
極

的
に
実

施
し

、
平
成

２
１

年
４
月

に
は

、
当

該
参
加

者
か

ら
２
５

名
を

採
用
し

て
い

る
。

○
潜

在
看

護
師
を

対
象

と
し
た

研
修

会
・
講

習
会

実
施

回
数
・

・
・

・
・
・

４
７

病
院

７
３

回
２
７
９

名
参
加
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3
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)
夜

間
看

護
等

手
当

の
単

価
改

定
を

実
施

し
、

平
成

２
１

年
４

月
に

施
行

。

(
4
)
指

定
研

究
「

離
職

し
た

看
護

師
の

職
場

復
帰

を
可

能
に

す
る

要
因

分
析

」

採
用

し
た

看
護

師
の

定
着

を
推

進
す

る
こ

と
は

病
院

運
営

に
と

っ
て

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

日
本

に
お

け
る

潜
在

看
護

職
員

数
は

５
５
万
人

と
も

推
計

さ
れ
、

そ
の

潜
在
看

護
師
確
保

に
あ

た
り
、

看
護

師
が
専

門
職

と
し

て
継
続

し
て

仕
事
が

で
き

る
環
境

整
備

等
を

推
進
し

て
い
く
う

え
で

、
離

職
し
た

看
護

師
の
職

場
復
帰
を

可
能

に
す
る

要
因

を
明
ら

か
に

す
る

こ
と
は

重
要

で
あ
る

と
考

え
、
平

成
２

０
年

度
に
お

い
て

、
「

離
職
し
た

看
護
師
の
職

場
復
帰
を

可
能

に
す
る

要
因

分
析

」
と
し

て
指

定
研
究

を
行

っ
た
。

今
後
は

、
当

該
指

定
研
究

に
お

い
て
抽

出
さ
れ
た

課
題

を
基
に

看
護

師
の
職

場
定

着
に

向
け
た

環
境

整
備
及

び
人

材
育
成

に
努

め
て

い
く
こ

と
と
し
て

い
る

。

○
指
定

研
究
（

概
要

）

潜
在

看
護

師
や

離
職
し

て
職

場
復
帰

し
た
看
護

師
が

、
職
場

復
帰

す
る
に

あ
た

り
必

要
と
さ

れ
る

支
援
や

条
件

に
つ
い

て
明

ら
か

に
し
看

護
師
確

保
対

策
に

活
用
す

る
こ

と
を
目

的
に
、
全

国
国

立
病
院

機
構

の
看
護

師
を

対
象

に
調
査

を
行

っ
た
。

調
査

内
容
は

１
）

職
場

復
帰
す

る
に
至

っ
た

理
由

や
条
件

、
２

）
職
場

復
帰
前
の

不
安

項
目
と

復
帰

後
の
不

安
項

目
、

３
）
職

場
復

帰
前
に

必
要

な
支
援

に
つ

い
て

、
４
）

職
業
を

継
続

し
て

い
く
上

で
期

待
す
る

支
援
や
体

制
の

整
備
に

つ
い

て
、
５

）
看

護
職

を
継
続

し
て

い
く
上

で
の

支
え
や

や
り

が
い

感
に
つ

い
て
、

以
上

の
５

点
に
集

約
し

て
調
査

を
行
っ
た

。

今
後
の

課
題

と
し

て
次
の

４
点

に
つ
い

て
示
唆
さ

れ
た

。

(
1
)

潜
在

看
護

師
の
再

就
業

支
援
の

た
め
の
研

修
シ

ス
テ
ム

の
構

築
が
必

要

(
2
)

復
職

し
た

看
護
師

に
対

す
る
教

育
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
整
備

や
ス

キ
ル
ア

ッ
プ

ラ
ボ

な
ど
の

設
備

と
、
キ

ャ
リ

ア
ア
ッ

プ
支

援
が

で
き
る

教
育
専
任

の
看

護
師
長

あ
る

い
は
副

看
護

師
長

レ
ベ
ル

の
人

材
の
配

置
が

必
要

(
3
)

働
き

続
け

ら
れ
る

職
場

環
境
の

整
備
と
し

て
、

個
人
の

多
様

な
価
値

観
を

お
互

い
に
認

め
合

う
人
間

関
係

が
築
け

る
職

場
づ

く
り
が

看
護
管
理

者
の

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
に

求
め

ら
れ

る

(
4
)

保
育

所
の

整
備
や

勤
務

体
制
に

対
し
て
柔

軟
な

勤
務
線

表
の

工
夫
な

ど
も

再
検

討
が
必

要

特
に
、

延
長

保
育
や

夜
間

保
育
、

病
児

保
育

の
体
制

の
整

備
と
共

に
、

保
育
可

能
な

園
児

数
の
枠

を
拡
げ
る
こ

と
も
子
育
て

支
援
と

し
て
組
織

が
取

り
組
む

急
務

の
課
題

と
し

て
示

唆
さ
れ

た
。

７
．

障
害

者
雇

用
に

対
す

る
取

組

障
害

者
の

雇
用
の

促
進

等
に
関

す
る

法
律
（

昭
和
３
５

年
法

律
第

１
２
３

号
）
に
基

づ
く
、
法

定
雇

用
率
（

常
用

労
働

者
に

対
し
て

２
．
１
％
）

の
達

成
を

維
持

す
べ

く
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

り
障

害
者

の
雇

用
に

努
め

た
結

果
、

平
成

２
１

年
４

月
１

日
現

在
で

２
．
４

２
％

と
維
持

し
て

い
る
。

【
説

明
資

料
】

資
料

９
２

：
療
養

介
助

職
配
置

病
院

〔
４
３

４
頁

〕

資
料

２
７

：
長
期

療
養

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向
上

等
〔

１
７

３
頁
〕

資
料

９
３

：
研
修

実
施

状
況
〔

４
３

５
頁
〕

資
料

６
５

：
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
看
護

師
養

成
の

あ
り
方

に
関

す
る
検

討
委

員
会
報

告
書

（
概

要
）
〔

３
６

５
頁
〕

資
料

９
４

：
潜
在

看
護

師
対
象

の
公

開
講
座

等
の

各
病

院
の
取

組
〔

４
５
５

頁
〕

資
料

９
５

：
国

立
病

院
機

構
の

医
師

処
遇

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
け

っ
こ

う
い

い
ぞ

!
!

Ｎ
Ｈ

Ｏ
」
〔
４

６
３
頁
〕

資
料

９
６

：
国
立

病
院

機
構
の

子
育

て
支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
「

子
育

て
中
の

み
な

さ
ま
へ

」
〔

４
７

４
頁

〕
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4
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

②
人
員
に
係
る
指
標

②
人

員
に

係
る

指
標

②
人

員
に

係
る

指
標

国
立

病
院

機
構

の
平

成
１

６
年

度
期

首
技

能
職

に
つ

い
て

、
平

成
２

０

に
お

け
る

常
勤

職
員

数
を

４
６

，
６

０
７

年
度

に
お

い
て

、
１

４
３

人
の

純
１

．
技

能
職

の
削

減
（

再
掲

）

人
と

す
る

も
の

の
、

医
師

、
看

護
師

等
の

減
を

図
る
。
（

※
中

期
計

画
△
７

技
能

職
に

つ
い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
に
お

い
て

１
４

３
名
の

削
減

を
計
画

の
と

こ
ろ
、

こ
れ

を
上

回
る
２

３
９
名
の
純

減
を
図
っ
た

。

医
療

従
事

者
は

、
医

療
ニ

ー
ズ

に
適

切
に

１
４

人
÷

５
＝

１
４

２
．

８
人

）

対
応

す
る

た
め

に
、

変
動

が
見

込
ま

れ
る

こ
れ

ま
で

の
削
減

状
況

も
の

で
あ

り
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
お

平
成

１
６
年

度
純
減

数
２
５

８
名

純
減

率
７
．
２

％

い
て

は
、

適
正

な
人

員
配

置
等

に
よ

り
人

平
成

１
７
年

度
純
減

数
２
１

１
名

純
減

率
５
．
９

％

件
費
率
等

の
抑
制
に
努
め
る
。

平
成

１
８
年

度
純
減

数
２
３

６
名

純
減

率
６
．
６

％

特
に

、
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
平
成

１
９
年

度
純
減

数
２
６

３
名

純
減

率
７
．
３

％

標
の

期
間

中
７

１
４

人
（

※
）

の
純

減
を

平
成

２
０
年

度
純
減

数
２
３

９
名

純
減

率
６
．
７

％

図
る
。

計
純
減

数
１

，
２
０

７
名

純
減

率
３

３
．
６

％
（

純
減
数

１
，

２
０

７
名
／

Ｈ
１
６
’
期

首
３
，
５
８

７
名
）

（
※

平
成

１
５

年
度

の
技

能
職

員
定

員
数
の
２
割
相
当
）

（
参
考
）

中
期

目
標

の
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み

１
，
６
０
９
，
５
９
４
百
万
円

た
だ

し
、

上
記

の
額

は
、

役
員

報
酬

並

び
に

職
員

基
本

給
、

職
員

諸
手

当
、

超
過

勤
務

手
当

、
休

職
者

給
与

及
び

国
際

機
関

等
派

遣
職

員
給

与
に

相
当

す
る

範
囲

の
費

用
で
あ
る
。
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5
-

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

第
８

整
理

合
理

化
計

画
等

に
基

づ
第

８
整

理
合

理
化

計
画

等
に

基
づ

く
取

組
く

取
組

独
立

行
政

法
人

整
理

合
理

化
１

．
随

意
契

約
の

見
直

し
に

つ
い

て
（

再
掲

）

計
画

（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
4
日

閣
平
成

１
８

年
８
月

に
会

計
規
程

の
改

正
を
行

い
、

同
年

１
０
月

か
ら

原
則
一

般
競

争
入
札

に
よ

る
こ

と
と
し

、
随
意
契
約

に
よ
る
こ
と

が
で
き

議
決

定
）

及
び

「
独

立
行

政
法

る
基
準

を
国

の
会
計

法
令

に
準
じ

た
も

の
と
し

た
。

人
国

立
病

院
機

構
の

主
要

な
事

平
成

１
９

年
１
２

月
に
「

随
意

契
約
の

見
直

し
計
画
」
を
策
定

し
、
平
成
２

０
年
７
月
に

平
成
１
９

年
度

実
績

を
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

公
表

し
た
。

務
及

び
事

業
の

改
廃

に
関

す
る

ま
た

、
平

成
２
０

年
１

月
以
降

は
、

予
定
価

格
が

１
０

０
万
円

（
賃

貸
借
契

約
は

８
０
万

円
）

以
上

の
契
約

に
つ
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表

勧
告

の
方

向
性

」
に

お
け

る
指

し
て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
り

、
平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
も

、
内
部

監
査

等
を
通

じ
て

適
正
な

契
約

の
実

施
に
つ

い
て
徹
底
を

行
っ
た
。

摘
事

項
を

踏
ま

え
た

見
直

し
案

さ
ら

に
、

平
成
２

０
年

６
月
に

契
約

事
務
の

競
争

性
、

公
正
性

、
透

明
性
の

確
保

、
不
正

防
止

の
観

点
か
ら

、
①
原
則
、

一
般
競
争
入

札
で
あ

（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
1
日

厚
生

労
る

こ
と

の
徹

底
、
②

競
争

を
行
う

旨
を

広
く
お

知
ら

せ
す

る
た
め

の
入

札
公
告

の
詳

細
な
方

法
、

③
予

定
価
格

の
積
算
方
法

、
④
事
業
者

と
の
折

働
省

策
定

）
を

踏
ま

え
①

平
成

衝
方
法

等
に

つ
い
て

各
病

院
へ
周

知
す

る
と
と

も
に

、
契

約
事
務

に
関

し
て
一

層
の

適
正
性

を
担

保
す

る
た
め

、
監
事
と
連

携
し
た
い
わ

ゆ
る
抜

２
０

年
度

か
ら

講
ず

べ
き

措
置

打
監
査

を
実

施
し
、

国
民

か
ら
疑

念
を

持
た
れ

る
こ

と
が

な
い
よ

う
な

契
約
事

務
の

遂
行
に

努
め

た
。

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

②
非

公
務

員
化

に
つ

い
て

平
成

２
０

２
．

人
件

費
削

減
の

取
組

（
再

掲
）

年
度

中
に

結
論

が
得

ら
れ

る
よ

技
能

職
の

退
職
後

不
補

充
並
び

に
非

常
勤
職

員
へ

の
切

替
及
び

ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン

グ
化
、

非
効

率
と

な
っ
て

い
る
病
棟
の

整
理
・
集
約

に
よ
り

う
所

要
の

検
証

等
を

行
う

な
ど

収
益
に

見
合

っ
た
職

員
配

置
と
し

た
。
（

人
件

費
の

削
減

額
約

▲
７

,
５

８
２

百
万

円
）

次
期

中
期

計
画

策
定

に
向

け
た

一
方

で
、

心
神
喪

失
者

等
医
療

観
察

法
に
基

づ
く

専
門

病
棟
の

運
営

及
び
障

害
者

自
立
支

援
法

に
基

づ
く
筋

ジ
ス
病
棟
等

に
お
け
る
療

養
介
護

所
要

の
準

備
を

行
う

。
事

業
等

国
の

制
度
の

創
設

や
改
正

に
伴

う
必
要

な
職

員
配

置
を
引

き
続

き
行
っ

た
。

ま
た

、
医

療
機
関

で
あ

る
こ
と

か
ら

医
療
サ

ー
ビ

ス
の

低
下
を

招
か

な
い
よ

う
に

休
職
者

等
（

看
護

師
）
の

代
替
要
員
の

確
保
及
び
地

域
医
療

計
画

を
踏

ま
え

た
診

療
報

酬
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配

置
を

行
っ

た
。
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

約
８
,
８
１

８
百

万
円
）

そ
の

結
果

、
常
勤

職
員

の
人
件

費
は

前
年
度

と
比

較
し

て
約
１

２
億

の
増
と

な
っ

て
い
る

。

平
成

１
９

年
度

平
成

２
０
年

度

人
件

費
３
１
２

，
９

６
８
百

万
円

→
３
１

４
,２

０
４
百

万
円
（

１
,２

３
６

百
万
円
）

な
お

、
人

件
費
率

と
委

託
費
率

を
合

計
し
た

率
に

つ
い

て
は
、

抑
え

る
こ
と

が
で

き
た
。

平
成
１

９
年
度

実
績

５
７

．
４

％
→

平
成
２

０
年
度

決
算

５
７

．
０

％
（
平

成
２

０
年

度
計
画

５
８
．
３

％
）

３
．

民
間

競
争

入
札

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
支

払
案

内
等

業
務

委
託

に
つ

い
て

（
再

掲
）

医
業

未
収

金
の

支
払

案
内

業
務

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

た
め

、
「

競
争

の
導

入
に

よ
る

公
共

サ
ー

ビ
ス
の

改
革

に
関
す

る
法

律
」
に

基
づ

き
、
市

場
化

テ
ス

ト
に
よ

る
民

間
競
争

入
札

を
実
施

（
平

成
２

０
年
６

月
３
０
日
開

札
）
し
た
。

８
２

病
院

が
、
落

札
者

で
あ
る

日
立

キ
ャ
ピ

タ
ル

債
権

回
収
株

式
会

社
と
平

成
２

０
年
７

月
３

１
日

付
で
契

約
を
締
結
し

、
平
成
２
０

年
１
０

月
か
ら

平
成

２
３
年

１
０

月
ま
で

（
３

年
間
）

の
業

務
委

託
を
開

始
し

た
。
平

成
２

１
年
３

月
末

時
点

で
委
託

額
７
４
６
百

万
円
に
対
し

て
、
入

金
額
１

８
百

万
円
（

入
金

率
２
．

４
％

）
と
な

っ
て

い
る

。

４
．

内
部

統
制

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

に
向

け
た

体
制

整
備

に
つ

い
て

国
立

病
院

機
構
に

お
い

て
は
、

業
務

の
適
正

な
執

行
を

図
る
こ

と
な

ど
を
目

的
と

し
た
内

部
監

査
の

実
施
な

ど
に
よ
り
内

部
統
制
を
図

っ
て
き

た
と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
更

な
る
内

部
統

制
機
能

の
強

化
を

図
る
た

め
、

平
成
２

０
年

３
月
に

、
国

立
病

院
機
構

の
役
職
員
の

一
人
ひ
と
り

に
法
令

遵
守
の

周
知

徹
底
を

図
る

と
と
も

に
、

法
令
等

を
遵

守
す

る
こ
と

に
よ

り
社
会

規
範

を
尊
重

し
、

高
い

倫
理
観

を
持
っ
て
業

務
活
動
を
行

っ
て
い

く
こ
と

を
目

的
と
し

た
「

独
立
行

政
法

人
国
立

病
院

機
構

に
お
け

る
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
推

進
規

程
」

を
制
定

し
た
。

平
成

２
０

年
度
に

お
い

て
は
、

当
該

規
程
を

国
立

病
院

機
構
本

部
の

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に
掲

載
し

公
表

す
る
こ

と
に
よ
り
そ

の
推
進
に
努

め
る
と

と
も
に

、
全

病
院
で

コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン

ス
担
当

者
を

設
置

し
、
管

理
診

療
会
議

等
に

お
い
て

当
該

規
程

の
趣
旨

等
に
つ
い
て

周
知
を
図
り

、
平
成

２
０
年

度
内

部
監
査

の
重

点
項
目

と
し

て
当
該

規
程

や
そ

の
趣
旨

等
の

定
着
を

図
っ

た
。

ま
た

、
平

成
２
０

年
度

か
ら
は

、
監

事
１
名

を
常

勤
化

し
、
内

部
統

制
・
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

強
化

に
努

め
た
と

こ
ろ
で
あ
り

、
平
成
２
１

年
度
に

お
い
て

も
、

本
部
組

織
内

を
見
直

し
、

内
部
監

査
を

実
施

す
る
組

織
の

明
確
化

と
専

任
職
員

の
配

置
（

本
部
業

務
監
査
室
の

新
設
）
を
行

う
こ
と

と
し

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
０

年
度

計
画

平
成

２
０

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

保
有

資
産

の
主

な
有

効
活

用
に

つ
い

て

保
有

資
産

に
つ
い

て
は

、
学
校

法
人

や
自
治

体
な

ど
と

調
整
し

、
病

院
機
能

と
の

相
乗
効

果
が

図
ら

れ
る
貸

付
を
行
う
こ

と
と
し
て
い

る
。
平

成
２
０

年
度

に
は
、

刀
根

山
病
院

の
宿

舎
跡
地

を
保

育
所

を
運
営

す
る

社
会
福

祉
法

人
に
、

ま
た

長
崎

医
療
セ

ン
タ
ー
の
敷

地
及
び
学
生

宿
舎
を

看
護
大

学
を

運
営
す

る
学

校
法
人

に
貸

し
付
け

る
契

約
を

締
結
し

た
。

（
参
考

）
年

間
貸

付
料

刀
根

山
病
院

３
，
３

９
９

，
６
６

９
円

長
崎

医
療
セ

ン
タ

ー
６
，
１

５
２

，
０
０

０
円

６
．

総
人

件
費

削
減

に
つ

い
て

(
1
)
国

立
病

院
機

構
の

平
成

２
０

年
度

に
お

け
る

総
人

件
費

改
革

の
対

象
と

な
る

人
件

費
は

、
３

，
１

２
１

億
円

（
注

）
で

あ
り

、
総

人
件

費
改

革
の

基
準

値
で
あ

る
平

成
１
７

年
度

の
人
件

費
３

，
０

４
５
億

円
と

比
較
す

る
と

７
６
億

円
の

増
と

な
っ
て

い
る
。

（
注
）

総
人
件

費
改

革
の
対

象
人

件
費
か

ら
除

か
れ

る
給
与

改
定

分
（
平

成
１

９
年
度

給
与

改
定

に
伴
う

２
１
億
円
の

増
）
を
除
い

た
も
の

(
2
)
総

人
件

費
削

減
に

向
け

た
取

組
と

し
て

①
技

能
職

の
退

職
不

補
充

②
非
効

率
病

棟
の

整
理
・

集
約

、
事
務

職
の
削
減

等

③
独
法

移
行

時
の

給
与
カ

ー
ブ

の
変
更

・
調
整
額

の
廃

止

な
ど
を
行

っ
た

結
果

、
削
減

額
は

平
成
１

８
年
度
か

ら
平

成
２
０

年
度

ま
で
の

３
年

間
で

１
６
４

億
円

と
な
り

、
総

人
件
費

改
革

の
基

準
値
で

あ
る
平
成

１
７

年
度

の
人
件

費
３

，
０
４

５
億
円
の

５
．

４
１
％

の
削

減
を
行

っ
た

。

(
3
)
一

方
、

国
立

病
院

機
構

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

の
人

件
費

増
と

し
て

、

①
他
の

設
置

主
体

で
は
代

替
困

難
な
医

療
の
体
制

整
備

（
心
神

喪
失

者
等
医

療
観

察
法

や
障
害

者
自

立
支
援

法
等

）

②
地
域

医
療

計
画

を
踏
ま

え
た

救
命
救

急
、
周
産

期
等

の
救
急

医
療

を
は
じ

め
と

し
た

政
策
医

療
の

推
進
の

た
め

の
対
応

、
医

療
サ

ー
ビ
ス

の
質
の

向
上

、
医

療
安
全

の
確

保
及
び

患
者
の
処

遇
改

善
等
の

た
め

の
体
制

整
備

③
医
師

不
足

解
消

に
向
け

た
取

組
、
医

師
等
の
処

遇
改

善
及
び

地
域

医
療
と

の
連

携
強

化
の
た

め
の

体
制
整

備

な
ど
を
行

っ
た

結
果

、
平
成

１
８

年
度
か

ら
平
成
２

０
年

度
ま
で

の
３

年
間
で

２
４

０
億

円
の
増

と
な

っ
て
い

る
。

（
総

人
件

費
改

革
の
対

象
人

件
費
総

額
の

推
移
）

平
成
１
７

年
度

平
成
１

８
年

度
平
成

１
９
年

度
平

成
２
０

年
度

（
基
準
年

度
）

総
人
件

費
改
革

の
対

象

人
件
費

総
額
（

百
万

円
）

３
０

４
，

５
２

５
３

０
５
，

９
５

７
３
１
０

，
８
２
７

３
１

２
，

０
６

３

対
平
成

１
７

年
度
比

率
（

％
）

１
０
０
．

０
１

０
０

．
５

１
０

２
．
１

１
０

２
．

５

（
参

考
人

件
費

削
減
額

の
推

移
）

平
成
１
８

年
度

平
成
１

９
年

度
平
成

２
０
年

度

人
件
費

削
減
額

（
百

万
円
）

▲
３
，

２
２

４
▲
５
，

６
７

７
▲
７

，
５
８

２

平
成
１

７
年
度

基
準

額
に

対
す
る

累
計
削

減
率

（
％
）

▲
１

．
０

６
▲
２

．
９

２
▲

５
．
４

１
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

【
評
価
項
目

１
４

人
事

に
関
す
る

計
画

】
（

総
合

的
な

評
定

）
（
委

員
会

と
し
て

の
評

定
理
由

）

技
能

職
に

つ
い

て
は

２
３

９
名

減
少

し
（

平
成

１
６
～

２
０

年
度

１
，
２

０
７

名
純
減

）
、
そ
の

結
技

能
職

の
削
減

に
つ

い
て
は

、
中

期
計
画

を
大

幅
に

上
回
っ

て
お
り
評
価

す
る
。
医
師

不
足
、

果
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
（

７
１

４
名

削
減
）
を

大
幅

に
上

回
り
、

目
標

を
達
成

し
た

。
看
護

師
不

足
の
折

か
ら

、
医
師

確
保

に
向
け

た
処

遇
改

善
の
取

組
や
看
護
師

確
保
対
策
の

推
進
を

評
価

す
る

。

［
数

値
目

標
］

・
技

能
職

に
つ

い
て

中
期
目

標
期

間
中
に

７
１

４
名

の
純

減
・

技
能

職
に

つ
い

て
は

２
３

９
名

減
少

し
（

平
成

１
６
～

２
０

年
度

１
，
２

０
７

名
純
減

）
、
そ
の

結

果
、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値
（

７
１

４
名
削
減
）
を

大
幅
に

上
回

り
、
目

標
を
達

成
し

た
。（

業
（
各

委
員

の
評
定

理
由

）

務
実

績
７

３
頁

参
照

）
・
医

療
介

助
員
６

４
名

増
を
評

価
す

る
。

・
数

値
目

標
で
あ

る
技

能
職
の

削
減

に
つ
い

て
は

大
幅

に
目
標

を
上
回
る
実

績
を
あ
げ
て

い
る
。

［
評

価
の

視
点

］
実

績
：

○
・
医

師
の

接
遇
改

善
を

評
価
す

る
。

・
法

人
の

業
務

改
善

の
た

め
の

具
体

的
な

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

・
病

院
長

を
は

じ
め

と
し

た
管

理
・

監
督

者
に

対
す

る
研

修
を

実
施

し
、

病
院

の
管

理
運

営
に

関
す

・
女

医
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
を

評
価

す
る

。

把
握
・

分
析

し
、

評
価
し

て
い

る
か
。
（

政
・
独

委
評

価
の

視
る

知
識

の
習

得
及

び
管

理
運

営
能

力
の

向
上
を

図
っ
て

い
る
。
（

業
務

実
績
１

３
０

頁
参

照
）

・
障

害
者

雇
用
率

２
．

４
２
％

（
法

定
雇
用

率
の

達
成

）
を
評

価
す
る
。

点
）
【

第
７

そ
の
他

主
務
省

令
で

定
め

る
業
務

運
営

に
関
す

・
業

務
能

力
向

上
の

た
め

の
医

事
業

務
研

修
や

病
院

経
営

研
修

、
医

療
機

関
に

お
け

る
実

習
な

ど
実

・
随

意
契

約
の
見

直
し

計
画
を

策
定

、
公
表

し
透

明
性

に
努
め

て
い
る
。
競

争
性
の
な
い

随
意
契

る
事

項
該

当
部

分
】

践
的

な
知

識
・

技
術

等
の

習
得

を
目

的
と

し
た

各
種

専
門

研
修

を
実

施
し

、
職

員
の

能
力

開
発

の
約

が
着

実
に

減
少

し
て

き
て

い
る

が
、

今
後

と
も
医

療
事
業

の
特
殊
性
は

考
慮
し
つ
つ

も
更
な

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
（

業
務

実
績

１
３

０
頁
参
照

）
る

減
少

に
努
め

て
も

ら
い
た

い
。

・
「

随
意

契
約

見
直

し
計

画
」

の
実

施
に

よ
り

、
平

成
１

９
年

度
比

で
件

数
８

．
０

％
、

金
額

で

・
「
随

意
契

約
見
直

し
計

画
」
の

実
施

・
進

捗
状
況

や
目

標
達

成
実

績
：

○
９
．
２
％

減
少
し

て
お

り
、
競

争
性
の

な
い

随
意
契

約
の

減
少

に
積
極

的
に

取
り
組

ん
で

い
る
。

に
向

け
た

具
体

的
取

組
状

況
に

つ
い

て
、

必
要

な
評

価
が

行
・

平
成

１
９

年
１

２
月

に
「

随
意

契
約

の
見

直
し

計
画

」
を

策
定

し
、

平
成

２
０

年
７

月
に

平
成

・
総

人
件

費
改

革
に

つ
い

て
は

、
給

与
カ

ー
ブ

の
変

更
、

事
務

職
の
削
減
、

技
能
職
削
減

な
ど
努

わ
れ
て

い
る

か
。
（
政

・
独
委

評
価

の
視

点
）

１
９

年
度

実
績

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表

し
た

。
業
務

実
績

１
３

５
頁
参

照
）

め
て
い

る
が
、

医
師

不
足
解

消
対

策
な
ど

医
療

事
業

の
特
殊

性
に
起
因
す

る
も
の
も
多

く
、
総

・
平

成
１

８
年

８
月

に
会

計
規

程
の

改
正

を
行

い
、

原
則

一
般

競
争

に
よ

る
こ

と
と

し
、

こ
れ

に
つ

じ
て

適
切

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
評

価
し

う
る

。

い
て

、
平

成
１

９
年

度
以

降
内

部
監

査
等

を
通

じ
て

徹
底

を
図

っ
て

き
た

。
ま

た
、

平
成

２
０

年
・

全
職

員
へ

の
業

務
評

価
制

度
の

導
入

や
、

Ｑ
Ｃ

活
動

等
の

職
員

の
自
発
的

な
取
組
を
奨

励
・
表

度
に

お
い

て
は

、
６

月
に

改
め

て
原

則
一

般
競

争
に

よ
る

こ
と

等
に

つ
い

て
徹

底
す

る
通

知
を

発
彰

す
る

な
ど

、
職

員
が

積
極

的
に

能
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

な
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い

る
。

出
す

る
と

と
も

に
、

監
事

と
連

携
し

た
い

わ
ゆ

る
抜

打
監

査
を

実
施

し
、

そ
の

点
検

を
行

っ
た

。
・

職
員

の
適

性
配

置
に

よ
り

、
効

率
的

な
運

営
を

行
う

一
方

で
、

医
師
や
看

護
師
を
は
じ

め
各
職

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

に
よ

り
、

競
争

性
の

な
い

随
意
契

約
の

状
況

が
次
の

と
お

り
減
少

し
た

。
種

ご
と

に
能
力

開
発

が
行
わ

れ
て

い
る
点

は
評

価
で

き
る
。

・
１

８
年

度
実

績
３

，
６

０
０

件
（

３
５

．
０
％

）
５

３
６

億
円
（

２
６

．
２
％

）
・
非

効
率

病
棟
の

整
理

・
効
率

化
に

よ
る
削

減
の

一
方

で
、
人

材
確
保
の
た

め
の
処
遇
改

善
も
評

・
１

９
年

度
実

績
３

，
１

４
５

件
（

３
４

．
０
％

）
５

４
４

億
円
（

２
４

．
９
％

）
価

に
値

す
る

。

・
２

０
年

度
実

績
２

，
４

８
３

件
（

２
６

．
０
％

）
３

６
３

億
円
（

１
５

．
７
％

）
・
平

成
２

０
年
度

に
お

い
て
廃

止
し

た
看
護

師
等

養
成

所
や
建

て
替
え
の
た

め
使
用
し
な

い
病
棟

（
業

務
実

績
１

３
５

頁
参

照
）

等
に
つ

い
て
、

企
業

会
計
基

準
に

よ
る
減

損
損

失
（

４
５
億

円
）
を
計
上

し
て
い
る
。

減
損
し

た
建
物

に
つ
い

て
は

今
後
除

却
し

、
除
却

後
の

土
地

は
病
棟

・
宿
舎
等
の

建
て
替
え
時

や
病
院

・
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
す

る
た

め
に

、
医

師
、

看
護

実
績

：
○

機
能
と

の
相
乗

効
果

が
図
ら

れ
る

貸
付
等

に
よ

り
有

効
活
用

を
行
う
予
定

で
あ
り
、
順

調
に
取

師
等

の
医

療
従

事
者
を
適

切
に

配
置
し

て
い

る
か
。

・
女

性
医

師
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
、

Ｉ
Ｔ

を
利

用
し

た
多

施
設

共
同

研
修

の
実

施
、

医
師

確
保

り
組

ん
で

い
る

。

ま
た

、
適

正
な

人
員

配
置

等
に

よ
り

人
件

費
等

の
抑

制
に

努
困

難
病

院
へ

の
医

師
派

遣
手

当
の

実
施

、
救

急
医

療
に

従
事

す
る

医
師

の
処

遇
改

善
等

に
よ

り
、

め
て
い

る
か

。
医

師
確

保
を

図
っ

た
。
（

業
務

実
績

１
３

０
頁
参
照

）

・
看

護
師

確
保

の
具

体
的

対
策

を
検

討
す

る
委

員
会

で
決

定
し

た
看

護
師

確
保

を
推

進
し

て
い

く
た

（
次

ペ
ー

ジ
へ

続
く

）

め
、

具
体

的
対

策
を

順
次

実
施

し
、

平
成

１
８

年
度

創
設

の
奨

学
金

制
度

に
よ

る
奨

学
生

が
国

立

病
院

機
構

病
院

に
延

べ
７

７
名

が
勤

務
し

て
い

る
。

ま
た

、
各

病
院

に
お

い
て

、
潜

在
看

護
師

の
対

象
と

し
た

研
修

会
や

講
習

会
を

積
極

的
に

実
施

し

た
。
（

業
務

実
績

１
３

２
頁

参
照

）

・
非

効
率

病
棟

の
整

理
・

集
約

等
に

よ
る

削
減

を
図

る
一

方
で

、
国

の
制

度
に

基
づ

く
人

材
確

保
、

地
域

医
療

計
画

を
踏

ま
え

た
医

療
法

及
び

診
療

報
酬

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
体

制
等

、
政

策
医

療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
と

と
も

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全

の
確

保
及

び
患

者

の
処

遇
の

改
善

等
に

も
留

意
し

つ
つ

、
必

要
な

人
材

確
保

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
人

件
費

の
抑

制

に
努

め
つ

つ
適

正
な

人
員

配
置

を
行

っ
た

。
（
業
務

実
績

１
３
５

頁
参

照
）

・
効

率
的

な
人

員
配

置
を

図
る

と
と

も
に

、
給

与
カ

ー
ブ

の
フ

ラ
ッ

ト
化

、
基

本
給

の
調

整
額

の
見

直
し

に
よ

り
、

人
件

費
の

抑
制

を
図

っ
た

。
（
業
務

実
績

８
２
頁

参
照

）

・
技

能
職

等
の

職
種

に
つ
い

て
は
、
業
務
の

簡
素

化
・

迅
速

化
、

実
績

：
○

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
等
に
よ
る
効
率
化
を
図
り
、
中
期
計
画
に
掲
げ

・
技
能
職
に
つ
い
て
は
２
３
９
名
減
少
し
（
平
成
１
６
～
２
０
年
度
１
，
２
０
７
名
純
減
）
、
そ
の
結
果
、

る
目
標
値
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
着
実
に
進
展
し
て
い
る
か
。

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
（

７
１

４
名

削
減
）
を

大
幅

に
上
回

っ
た
。（

業
務
実
績
７

３
頁
参
照

）



-
13

8
-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
良

質
な

人
材

の
確

保
、

育
成

・
能

力
開

発
、

人
事

評
価

等
に

実
績

：
○

（
そ

の
他

の
意
見

）

つ
い

て
、

適
切

に
行

う
よ

う
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
図

っ
て

い
・

平
成

２
０

年
４

月
に

全
職

員
に

つ
い

て
、

業
績

評
価

制
度

を
導

入
し

、
定

期
的

な
人

事
評

価
の

結
・

技
能

職
の

削
減

が
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

に
値
す
る

も
、
現
場
に

お
い
て

る
か

。
果

に
応

じ
た

処
遇

の
決

定
、

人
材

育
成

・
能

力
開

発
等

の
人

事
上

の
措

置
を

と
る

基
盤

を
整

備
し

問
題

は
生

じ
て

い
な

い
の

が
気

に
な

る
。
一
方
、
機

構
と

し
て

の
役
割

を
果

た
す
人

件
費

増
（
３

た
。

ま
た

、
Ｑ

Ｃ
活

動
等

の
職

員
の

自
発

的
な

取
組

を
奨

励
・

表
彰

し
、

職
員

の
積

極
的

な
能

力
年

間
で

２
４

０
億

円
）

必
要

な
人

材
が

適
材

適
所

に
配

置
さ

れ
て
い
る
こ

と
に
安
心
も

。

発
揮

を
促

し
た

。
（

業
務

実
績

７
４

、
９

１
頁
参
照

）
・
技

術
職

の
離
職

後
に

業
務
に

支
障

の
な
い

よ
う

に
不

補
充
を

実
行
し
、
ま

た
可
能
な
範

囲
で
ア

・
有

為
な

人
材

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
、

理
事

長
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
理

事
及

び
各

病
院

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
を

行
う

な
ど

人
件

費
の

削
減

努
力

は
評

価
で

き
る
。
た

だ
し
病
院
事

業
で
は

長
が

、
所

属
す

る
職

員
の

研
修

の
必

要
性

を
把

握
し
、

研
修

の
計

画
を
立

て
実

施
し
た

。
（
業
務

実
医

師
や

看
護
師

の
獲

得
が
極

め
て

大
切
で

あ
り

、
民

間
と
の

給
与
差
を
考

慮
し
た
給
与

の
検
討

績
１

３
０

頁
参

照
）

が
大
切

で
あ
り

、
安

易
な
人

件
費

削
減
は

問
題

で
あ

る
。
近

年
病
院
に
お

け
る
事
務
職

員
の
仕

・
障

害
者

雇
用

に
つ

い
て

は
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

る
雇

用
促

進
の

取
組

に
よ

事
は

著
し

く
増

加
し

て
お

り
、

そ
の

点
も

十
分

に
考

慮
し

た
人

件
費
対
策

が
必
要
で
あ

る
。

り
、

障
害

者
の

雇
用

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
３

５
年

法
律

第
１

２
３

号
）

に
基

づ
く

、
・

総
人

件
費

削
減

に
向

け
て

、
常

に
効

率
化

を
図

る
こ

と
は

必
要

で
あ
る
が

、
医
療
現
場

に
お
い

法
定

雇
用

率
（

常
用

労
働

者
に

対
し

て
２

．
１

％
）
の

達
成

を
維

持
し
た
。
（
平
成

２
１

年
４
月

１
て

は
、

国
民
・

患
者

の
安
全

を
図

る
上
で

職
員

体
制

の
充
実

化
が
求
め
ら

れ
、
そ
れ
が

医
療
安

日
現

在
で

２
．

４
２

％
）
（

業
務

実
績

１
３

３
頁
参

照
）

全
、
良

質
な
医

療
の

提
供
、

診
療

報
酬
上

の
単

価
ア

ッ
プ
に

も
つ
な
が
る

。
こ
う
い
っ

た
医
療

現
場
、

現
業
の

特
性

も
加
味

す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。

・
「
独

立
行

政
法
人

整
理

合
理
化

計
画
」
（

平
成

19
年

12
月

24
実

績
：

○
・
独

法
化

ス
タ
ー

ト
当

時
に
流

れ
て

い
た
医

療
現

場
へ

の
市
場

原
理
導
入
の

空
気
で
現
場

が
本
気

日
閣

議
決

定
）

で
処

分
等

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

資
産

に
つ

い
・

保
有

資
産

に
つ

い
て

は
、

自
ら

の
業

務
運

営
に

有
効

活
用

す
る

ほ
か

、
学

校
法

人
や

社
会

福
祉

法
に

な
っ

て
改

善
に

取
り

組
ん

だ
結

果
の

成
果

と
し

て
大

い
な

る
評
価
は
し

つ
つ
も
、
必

要
な
こ

て
の

処
分

等
の

取
組

状
況

が
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
る

か
。

そ
人

な
ど

と
調

整
し

、
病

院
機

能
と

の
相

乗
効

果
が

図
ら

れ
る

貸
付

等
を

行
っ

て
い

る
。

と
ま

で
削

減
と

い
う

姿
勢

に
つ

い
て

は
冷

静
に

見
直

し
、

機
構

の
本
部
機

能
が
正
し
く

現
場
を

の
上

で
取

組
状

況
や

進
捗

状
況

等
に

つ
い

て
の

評
価

が
行

わ
ま

た
、
国

立
病

院
機

構
に

お
い

て
は

減
損

損
失

の
認

識
を

企
業

会
計

基
準

に
よ
り
行
っ

て
い
る
が
、

支
援

し
、

ひ
い

て
は

患
者

・
国

民
の

「
安

全
」
「

安
心

・
納

得
」

に
つ

な
が

る
も

の
で

あ
る

こ

れ
て
い

る
か
。
（

政
・

独
委
評

価
の

視
点

）
看

護
師

等
養

成
所

の
再

編
成

や
老

朽
化

し
た

病
棟

の
建

替
計

画
を

進
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

と
を

切
望

す
る

こ
と

を
あ

え
て

の
提

言
と

し
て

加
え

さ
せ

て
戴

く
。

２
０

年
度

は
、
廃

止
し

た
看

護
師

等
養

成
所

や
建
て
替

え
の

た
め

使
用
し

な
い
病
棟
等

に
つ
い
て
、

減
損

を
認

識
し

た
。

減
損

を
認

識
し

た
建

物
に

つ
い

て
は

、
今

後
除

却
す

る
こ

と
と

し
、

除
却

後
の

土
地

は
、

病
棟

・

宿
舎

等
の

建
て

替
え

に
有

効
活

用
す

る
ほ

か
、

病
院

機
能

と
の

相
乗

効
果

が
図

ら
れ

る
貸

付
等

に

よ
り

有
効

活
用

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
（

平
成

２
０

年
度

減
損

損
失

額
４

５
億

円
）
（

業

務
実

績
１

３
６

頁
参

照
）

・
総

人
件

費
改

革
取

組
開

始
か

ら
の

経
過

年
数

に
応

じ
、

取
組

実
績

：
○

が
順

調
で

あ
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

、
法

人
の

取
組

の
適

切
・

平
成

２
０

年
度

に
お

け
る

国
立

病
院

機
構

の
総

人
件

費
改

革
の

対
象

と
な

る
人

件
費

は
、

性
に

つ
い

て
検

証
が

行
わ

れ
て

い
る

か
。

ま
た

、
今

後
、

削
３

，
１

２
１

億
円

（
注

）
で

あ
り

、
総

人
件

費
改

革
の

基
準

値
で

あ
る

平
成

１
７

年
度

の
人

件
費

減
目

標
の

達
成

に
向

け
法

人
の

取
組

を
促

す
も

の
と

な
っ

て
３

，
０

４
５

億
円

と
比

較
す

る
と

７
６

億
円
の

増
と
な

っ
て

い
る

が
、

い
る
か

。
（

政
・

独
委

評
価

の
視

点
）

(
1
)
総

人
件

費
削

減
に

向
け

た
取

組
と

し
て

①
技

能
職

の
退

職
不

補
充

②
非

効
率

病
棟

の
整

理
・

集
約

、
事

務
職
の
削

減

③
独

法
移

行
時

の
給

与
カ

ー
ブ

の
変

更
・
調
整

額
の

廃
止

等
に

よ
り

１
６

４
億

円
の

削
減

（
対

基
準

値
△
５

．
４

１
％
）

を
行

い
、

(
2
)
一

方
、

国
立

病
院

機
構

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

の
人

件
費

増
と

し
て

、

①
他

の
設

置
主

体
で

は
代

替
困

難
な

医
療
の
体

制
整

備
（
心

神
喪

失
者
等

医
療

観
察

法
や
障

害

者
自

立
支

援
法

等
）

②
地

域
医

療
計

画
を

踏
ま

え
た

救
命

救
急
、
周

産
期

等
の
救

急
医

療
を
は

じ
め

と
し

た
政
策

医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

、
医

療
サ

ー
ビ
ス
の

質
の

向
上
、

医
療

安
全
の

確
保

及
び

患
者
の

処

遇
改

善
等

の
た

め
の

体
制

整
備

③
医

師
不

足
解

消
に

向
け

た
取

組
・

救
急
医
等

の
処

遇
改
善

及
び

地
域
医

療
と

の
連

携
強
化

の

た
め

の
体

制
整

備

等
に

よ
り

２
４

０
億

円
増

加
し

た
こ

と
に

よ
る
も

の
で

あ
る
。

・
引

き
続

き
、

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

、
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

非
効

率
病

棟
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の

整
理

・
集

約
等

に
よ

り
人

件
費

削
減

を
図

っ
て

い
く

が
、

国

立
病

院
機

構
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
く

た
め

に
は

一
定

の
人

件
費

増
は

避
け

ら
れ

な
い

も

の
と

な
っ

て
い

る
。

（
次

ペ
ー
ジ

へ
続

く
）



-
13

9
-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

決
算

の
人

件
費

率
と

委
託

費
率

を
併

せ
た

率
(
対

医
業

収
益

)
５

７
．

０
％

は
、

平
成

１
７

年
度

決
算

（
５

７
．

８
％

）
に

比
べ

て
、

０
．

８
％

低
下

し
て

お
り

、
人

件
費

増

を
上

回
る

自
己

収
入

を
得

て
い

る
。

（
注

）
総

人
件

費
改

革
の

対
象

人
件

費
か

ら
除

か
れ

る
給

与
改

定
分

（
平

成
１

９
年

度
給

与
改

定

に
伴

う
２

１
億

円
の

増
）

を
除

い
た

も
の

（
業

務
実
績

１
３

６
頁

参
照
）
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（参考１） 

財 務 状 況 

 

①当期総利益又は総損失  総利益（総損失）        ３００億円

②利益剰余金又は繰越欠損金 利益剰余金（繰越欠損金）    ５３９億円

③-1 当期独立行政法人国立病院

機構運営費交付金債務 
      ４７９億円（執行率９４．４％）

※ 経常収益８，０４６億円のうち、運営費交付金の占める割合は、５．６％（４５４億円：医療機器の購入費用等を除く）

であり、国期間の債務（退職手当等）の３２６億円を除くと、１．６％（１２８億円）となる。 

④利益の発生要因 

及び 

目的積立金の申請状況 

 各病院の機能・規模による病院の運営方針に応じ、職

員の適正配置を行うこと等により診療報酬上の上位基準

の取得等を図るとともに、材料費、人件費及び委託費等

に係るコスト削減に努め、個々の病院においても収支相

償以上を目指し収支改善を推進した。 

これにより、経常費用が対前年度１４億円の減になる

一方で、医業収益は前年度と比べ９７億円の増となった

ことにより、経常収支３９，２３８百万円、当期総利益

２９，９９６百万円となった。 

なお、平成２０年度は第１期中期目標の最終年度であ

ることから、平成２０年度の利益剰余金については積立

金として整理したところであり、目的積立金の申請はし

ていない。  

⑤100 億円以上の利益剰

余金又は繰越欠損金が

生じている場合の対処

状況 

国立病院機構は、医療観察法、障害者自立支援法に基

づく政策医療を含め、各地域のニーズにも対応した質の

高い医療の提供を行っているところである。 

これらの医療を安定的、確実に提供するためには、築

４０年を経過し老朽化している建物の更新築に加え、耐

用年数を経過した医療機器の更新が必要である。 

さらに独法移行時に継承した約７，４７１億円（平成

２０年度期末残高５，０８０億円）の債務について、第

２期中期目標期間中においても、２，０３２億円を償還

しなければならないことから、それらの支払に充てる資

金も必要である。 

これらの理由から、国立病院機構の安定的な運営のた

め、利益剰余金については、積立金として整理の上、次

期中期目標期間への繰越を行ったところである。 



（参考２） 

保有資産の管理・運用等 

 

①保有資産の管理・処

分の状況 

保有資産については、自らの業務運営に有効活

用するほか、学校法人や社会福祉法人などと調整

し、病院機能との相乗効果が図られる貸付等を

行っている。 

また、国立病院機構においては減損損失の認識

を企業会計基準により行っているが、看護師等養

成所の再編成や老朽化した病棟の建替計画を進め

ていることから、平成２０年度は、廃止した看護

師等養成所や建て替えのため使用しない病棟等に

ついて、減損を認識した。 

減損を認識した建物については、今後除却する

こととし、除却後の土地は、病棟・宿舎等の建て

替えに有効活用するほか、病院機能との相乗効果

が図られる貸付等により有効活用を行うこととし

ている。 

（平成２０年度 減損損失額 ４５億円） 

 

 



（参考３） 

人 件 費 管 理 

 

①給与水準・総人件費の

状況 

【給与水準の状況について】 

医師をはじめとする医療職種の確保は、医療を提

供し、医業収益を得る当法人の運営において、基本

的かつ重要な事項であるが、その確保は民間医療機

関を含めて全国的に厳しい情勢にある。 

  これを踏まえて、医師の給与については、平成

１７年度に年俸制を導入して勤務成績を反映させ、

平成１８年度に国の給与構造改革に伴う基本給等の

引き下げを見送るなど、民間医療機関などの状況を

踏まえながら、改善を進めているものであるが、民

間医療機関の給与とは、まだ相当な開きがある。 

  看護師については、民間医療機関における給与の

水準を考慮して、独法移行時に中高年齢層の一般看

護師の給与カーブをフラット化し、また、平成１７

年４月に基本給の調整額を特殊業務手当に切り替え

るとともにその水準を引き下げるなどの適正化を講

じたところであり、適切な対応を行っている。ただ

し、看護師確保についても、医師と同様に厳しい情

勢にある。 

 事務・技術職員については、国の一般職給与法に

準じているところであるが、独法移行時に中高年齢

層の一般職員の給与カーブをフラット化するなどの

措置を講じたところであり、適切な対応を行ってい

る。 

 研究職員については、国の一般職給与法に準じて

いるところであり、適切な対応を行っている。 

（以下付属資料のとおり） 

 

【総人件費の状況について】 

(1) 国立病院機構の平成 20 年度における総人件費

改革の対象となる人件費は、312,063 百万円(注)

であり、総人件費改革の基準値である平成 17 年度

の人件費 304,526 百万円と比較すると 7,537 百万



円の増となっている。 

(注)総人件費改革の対象人件費から除かれる給与改

定分（平成 19 年度給与改定に伴う 2,141 百万円の

増）を除いたもの 

(2) 総人件費削減に向けた取組として 

 ① 技能職の退職不補充 

 ② 非効率病棟の整理・集約、事務職の削減等 

 ③ 独法移行時の給与カーブの変更・調整額の廃

止 

   などを行った結果、削減額は平成 18 年度から平

成 20 年度までの 3年間で 16,483 百万円となり、

総人件費改革の基準値である平成 17 年度の人件

費 304,526 百万円の 5.41％の削減を行った。 

(3) 一方、国立病院機構としての役割を果たすため

の人件費増として 

 ① 他の設置主体では代替困難な医療の体制整備

(心神喪失者等医療観察法や障害者自立支援法等）

 ② 地域医療計画を踏まえた救命救急、周産期等

の救急医療をはじめとした政策医療の推進のた

めの対応、医療サービスの質の向上、医療安全

の確保及び患者の処遇改善等のための体制整備

 ③ 医師不足解消に向けた取組、医師等の処遇改

善及び地域医療との連携強化のための体制整備

などを行った結果、平成 18 年度から平成 20 年

度までの3年間で24,020百万円の増となってい

る。 

   引き続き、技能職の退職後不補充、非常勤職員

への切替及びアウトソーシング化、非効率病棟と

なっている病棟の整理・集約等により人件費削減

を図っていくが、国立病院機構としての役割を果

たしていくためには一定の人件費増は避けられな

いものとなっている。 

また、平成 20 年度決算の人件費率と委託費率を

併せた率（対医業収益）57.0%は、平成 17 年度決

算（57.8%）に比べて、0.8%低下しており、人件費

増を上回る自己収入を得ている。 



②福利厚生費の見直し

状況 

国立病院機構は国費以外の財源（診療収入等の自

己財源）により、レクリエーション経費を支出して

いたところであるが、独立行政法人の事務・事業の

公共性、業務運営の効率性及び国民の信頼確保の観

点から、レクリエーション経費については、病院か

らの支出を行わないよう平成２０年８月に文書によ

り周知徹底を図った。 

 



様式 １　公表されるべき事項

独立行政法人国立病院機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　① 平成２０年度における役員報酬についての業績反映のさせ方

　② 役員報酬基準の改定内容

法人の長

理事

事（非常勤）

法人の評価が標準の場合における業績年俸の評価率を改正した。

法人の評価が標準の場合における業績年俸の評価率を改正した。

平成19年度の厚生労働省独立行政法人評価委員会の当法人の評価項目毎の評価が全

項目「Ａ」以上であったことから、役員報酬規程では、業績年俸の評価率を110/100までの

増額ができるところ、平成１9年度決算における各病院の収支状況などを考慮して、全役員

の業績年俸の評価率を100/100として、前年度並みとした。

別 添
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理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

２　役員の報酬等の支給状況

平成２０年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

23,501 14,532 6,644 2,325 （地域手当）
４月１日
（再任）

千円 千円 千円 千円

1,908 （地域手当）

128 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

483 （地域手当）

△ 6 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,167 （地域手当）

60 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

４月１日
（再任）

４月１日
（再任）

7月11日

7月11日5,984

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

法人の長

前職

Ｃ理事 10,833

＊

Ｂ理事

A理事 19,418 11,928 5,453

3,023 2,484 ◇

7,293 2,312 ◇

なし。

法人の評価が標準の場合における業績年俸の評価率を改正した。

なし。

千円 千円 千円 千円

1,618 （地域手当）

61 （通勤手当）

４月１日
（再任）

Ｄ理事 16,421 10,116 4,625 ＊
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千円 千円 千円 千円

1,618 （地域手当）

110 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,618 （地域手当）

193 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,440 1,440 （　　　　）
４月１日
（再任）

＊

千円 千円 千円 千円

1,440 1,440 （　　　　）
４月１日
（再任）

千円 千円 千円 千円

1,397 （地域手当）

176 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,440 1,440 （　　　　）
４月１日
（再任）

注１：「地域手当」とは、民間の賃金、物価及び生計費が特に高い地域に在勤する役員に支給して
　　　いるものである。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付している。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
      独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。
注３：上記の他、当法人の病院長又は副院長が本務であるため、役員報酬が支給されない非常勤
　　　理事が７人いる。
注４：「Ｂ理事」の通勤手当の支給額が負の値となっているのは 平成２０年３月に支給した通勤手当

４月１日
（再任）

4,625

Ｂ監事
（非常勤）

14,304

Ｅ理事 16,469 10,116 4,625 ◇

＊

Ｈ理事
（非常勤）

A監事

4月1日

8,736 3,994 4月1日

Ｆ理事

Ｇ理事
（非常勤）

16,552 10,116
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注４：「Ｂ理事」の通勤手当の支給額が負の値となっているのは、平成２０年３月に支給した通勤手当
　　　（６ヶ月定期券分）について、平成２０年７月の退任に伴い返納が生じたためである。

３　役員の退職手当の支給状況（平成２０年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

6,501 4 0 平成20年3月31日 1.2 ＊

千円 年 月

該当者なし

注１：「摘要」欄には、独立行政法人評価委員会による業績の評価等、退職手当支給額の決定に至った

事由を記入している。
注２：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付している。
　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

摘　　要

監事

法人の長

A理事

法人での在職期間

平成１９年度退職者であるが、平成２０年
１２月に業績勘案率決定のため平成２０
年度に退職手当支給。
業績勘案率は厚生労働省独立行政法人
評価委員会の決定による。
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　② 職員給与決定の基本方針
　ア 給与水準の決定に際しての考慮事項とその考え方

　イ 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方

　① 人件費管理の基本方針

第１期中期計画における人事に関する計画として、「良質な医療を効率的に提供していくため、医

師、看護師等の医療従事者数については、医療を取り巻く状況の変化に応じて柔軟に対応す

る。」、「技能職等の職種については、業務の簡素化・迅速化、アウトソーシング化等による効率化

を図る。」こととしており、当該計画に基づき、適切な人員配置に努めるとともに業務委託について

もコスト低減に十分配慮した有効活用を図ること等により、中期目標期間中、人件費率と委託費率

を合計した率について、業務の量と質に応じた病院運営に適切な率を目指して抑制を図る。

職員の給与水準は、独立行政法人通則法第57条第３項の規定に基づき、一般職の職員の給与に

関する法律の適用を受ける国家公務員の給与、民間企業の従業員の給与及び業務の実績などを

考慮して決定している。

中央省庁等改革基本法第３８条第１項第６号の規定等に基づき、職員の業績を給与に反映してい

る。

- 3 -

〔能率、勤務成績が反映される給与の内容〕

　ウ 平成２０年度における給与制度の主な改正点

救急医療業務に従事する医師等の給与改善[H20.4.1改正]
　①　夜間・休日の救急患者への診療等のための呼出に備えて、自宅等で待機を行う医師及び
　　看護師等の医療職職員に対する手当として、救急呼出待機手当を創設した。

　②　医師派遣手当の対象範囲の見直し
　　・　医師確保困難な国立病院機構の病院への医師派遣時の手当額を改善した。
　　・　国立病院機構の病院間での診療連携・機能補完のための医師派遣について、支給対象に
　　　加えた。

給与種目 制度の内容

賞与：業績年俸
院長及び医長以上の医師について、前年度の業務の実績を考慮の上、80/100から
120/100の範囲内で定める割合を前年度の業績年俸に乗じた額を支給

賞与：業績手当
（業績反映部分）

常勤職員（年俸制職員を除く。）について、業績に応じて定める割合を算定基礎額に乗じた
額を支給

賞与：業績手当
（年度末賞与）

当該年度の医業収支が特に良好な病院の職員に対して、職員の業績に応じて、定める割
合を算定基礎額に乗じた額を支給

基本給：昇給 常勤職員（院長を除く）の勤務成績に応じて、５段階の昇給を行う。

- 3 -
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２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況（年俸制適用者以外）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

36,529 39.3 5,416 3,988 65 1,428
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,401 42.4 6,486 4,749 97 1,737
人 歳 千円 千円 千円 千円

6 48.0 7,941 5,790 47 2,151
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,555 40.0 10,731 8,252 66 2,479
人 歳 千円 千円 千円 千円

24,235 37.5 4,942 3,626 55 1,316
人 歳 千円 千円 千円 千円

4,611 40.9 5,684 4,179 97 1,505
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,281 51.2 5,146 3,731 67 1,415
人 歳 千円 千円 千円 千円

405 42.9 7,018 5,082 83 1,936
人 歳 千円 千円 千円 千円

681 41.7 5,473 4,030 73 1,443
人 歳 千円 千円 千円 千円

354 35.9 3,477 2,622 64 855

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

注２：上記の「医療職種（病院医師）」については 年俸制が適用される医長以上の医師は含まれない

福祉職種
（児童指導員等）

療養介助職種

事務・技術

区分

常勤職員

うち所定内人員

研究職種

教育職種
（看護師等養成所職員）

技能職種
（看護補助者等）

うち賞与平均年齢
平成20年度の年間給与額（平均）

総額

医療職種
（病院医師）

医療職種
（医療技術職）

医療職種
（病院看護師）

- 4 -

注２：上記の「医療職種（病院医師）」については、年俸制が適用される医長以上の医師は含まれない。

注３：「教育職種（高等専門学校教員）」については、該当する職員がいないため、欄を記載していない。

人 歳 千円 千円 千円 千円

1
人 歳 千円 千円 千円 千円

1

注１：医療職種（病院看護師）については、該当者が２人以下のため、個人の情報が特定されるおそれのあることから、

　　　人員以外は記載していない。

注２：上記職種以外の職種については、該当する職員がいないため、欄を記載していない。

人 歳 千円 千円 千円 千円

2
人 歳 千円 千円 千円 千円

2

注１：医療職種（病院看護師）については、該当者が２人以下のため、個人の情報が特定されるおそれのあることから、

　　　人員以外は記載していない。

注２：上記職種以外の職種については、該当する職員がいないため、欄を記載していない。

・「在外職員」、「非常勤職員」については該当する職員がいないため、表を記載していない。

・平成20年度を通じて在職し、かつ、平成21年4月1日に在職する職員（休職等により給与が減額された者を除く）
　の状況である。

　①　職種別支給状況（年俸制適用者）
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,163 51.4 15,144 11,211 86 3,933
人 歳 千円 千円 千円 千円

127 61.1 18,753 13,121 89 5,632
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,036 50.8 14,919 11,092 86 3,827

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

注２：「在外職員」、「非常勤職員」については該当する職員がいないため、表を記載していない。

医療職種
（病院医師）

医療職種
（病院看護師）

再任用職員

医療職種
（病院看護師）

任期付職員

常勤職員

院長

在外職員」、 非常勤職員」 該当す 職員 、表 記載 。

注３：平成20年度を通じて在職し、かつ、平成21年4月1日に在職する職員（休職等により給与が減額された者を除く）
　　　の状況である。

注４：上記職種以外の職種については、該当する職員がいないため、欄を記載していない。
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②

（事務・技術職員）

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

（事務・技術職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
平均年齢人員分布状況を示すグループ

年間給与の分布状況（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職員（病院看護師））〔在外
職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、⑤まで同じ。〕
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４４－４７

歳

４８－５１

歳

５２－５５
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５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

国の平均給与額

第１四分位

人千円
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第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

　 ・本部課長 30 49.2 9,634 9,905 10,297

　 ・本部係員 50 28.3 3,463 3,731 4,075

　 ・地方係長 1,134 43.4 5,455 6,497 7,604

（研究職員）

注：各年齢階層の在職人員が２人以下のため、個人の情報が特定されるおそれのあることから、グラフに表示していない。

（研究職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

 　・研究室長 3 52.8 － 8,595 －

　 ・研究員 2 － －

注１：本法人には、本部課長相当職が置かれていないため、原則として「本部課長」を掲げるところ、代わりに「研究室長」を

代表的に職位として掲げた また 「主任研究員」に該当する職員は存在しないため 表示していない

平均年齢人員分布状況を示す

人員 平均平均年齢

平均

分布状況を示すグループ
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　　　代表的に職位として掲げた。また、「主任研究員」に該当する職員は存在しないため、表示していない。

注２：研究室長の在職人員が３人のため、第１・第３分位を表示していない。

注３：研究員の在職人員が２人のため、個人の情報が特定されるおそれのあることから、人員以外を表示していない。
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（医療職員（病院医師））

（医療職員（病院医師））

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

　・診療科長 1,413 48.9 13,472 14,196 14,932

　 ・医師 1,555 40.0 9,827 10,665 11,576

注：上記の医療職員（病院医師）には、年俸制が適用される医長以上の医師が含まれる。以下、④及び⑤において同じ。

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢 平均
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（医療職員（病院看護師））

（医療職員（病院看護師））

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

　 ・看護師長 1,527 49.0 7,002 7,385 7,788

　 ・看護師 19,169 35.0 3,819 4,534 5,316

注：上記の医療職員（病院看護師）には、任期付職員（１人）が含まれる。

平均分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
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③

（事務・技術職員）

区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

標準的 一般職員 係長 班長（地方） 課長（地方） 事務長 事務部長 事務部長 事務部長
な職位 主査（本部） 係長（本部） 専門職（本部） 課長 課長（本部） 部長（本部） 部長（本部）

人 人 人 人 人 人 人 人 人

2,401 595 841 456 84 334 80 8 3
（割合） （24.8%） （35.0%） （19.0%） （3.5%） （13.9%） （3.3%） （0.3%） （0.1%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59
～
20

59
～
28

59
～
36

59
～
41

59
～
33

59
～
40

59
～
55

58
～
47

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

4,446
～

1,763

5,694
～

2,608

6,992
～

3,832

7,180
～

5,497

8,178
～

5,642

8,876
～

6,326

8,859
～

6,823

9,429
～

9,086
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

5,993
～

2,479

7,667
～

3,768

9,333
～

5,393

9,521
～

7,347

11,229
～

7,630

12,465
～

8,841

12,583
～

10,067

13,365
～

12,986

（研究職員）

区分 計 １級 ２級 ３級

標準的 研究員 研究室長 研究部長
な職位

人 人 人 人

6 2 4 0
（割合） （33 3%） （66 7%） （0 0%）

 職級別在職状況等（平成２１年４月１日現在）（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職
員（病院看護師））

所定内給
与年額(最
高～最低)

年齢（最高
～最低）

年間給与
額(最高～

最低)

人員

人員

- 7 -

（割合） （33.3%） （66.7%） （0.0%）
歳 歳 歳

56
～
47

千円 千円 千円

6,587
～

6,091
千円 千円 千円

9,211
～

8,203

注：１級の在職人員が２人のため、当該個人の情報が特定されるおそれのあることから、人員以外の事項については記載していない。

（医療職員（病院医師））

区分 計 医療職（一）

標準的 一般医師
な職位

人 人

1,555 1,555
（割合） （100.0%）

歳

64
～
29

千円

11,701
～

5,284
千円

14,713
～

6,908

年間給与
額(最高～

最低)

年間給与
額(最高～

最低)

年齢（最高
～最低）

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

所定内給
与年額(最
高～最低)

人員
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（医療職員（病院医師（年俸制職員）））

区分 計 副院長等年俸１級 副院長等年俸２級

標準的 部長

な職位 医長
人 人 人

2,036 1,714 322
（割合） （84.2%） （15.8%）

歳 歳

67
～
33

67
～
40

千円 千円

14,535
～

6,544

14,791
～

9,794
千円 千円

21,662
～

9,508

20,845
～

12,360

（医療職員（病院看護師））

区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的 准看護師 助産師 副看護師長 看護師長 副看護部長 看護部長 看護部長
な職位 看護師 副総看護師長 総看護師長

人 人 人 人 人 人 人 人

24,235 1,175 19,209 2,050 1,524 155 100 22
（割合） （4.8%） （79.3%） （8.5%） （6.3%） （0.6%） （0.4%） （0.1%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59
～

59
～

59
～

59
～

58
～

59
～

62
～

所定内給
与年額(最
高～最低)

人員

人員

年齢（最高
～最低）

副院長
統括診療部長
臨床研究ｾﾝﾀｰ長
臨床研究部長

年間給与
額(最高～

最低)

年齢（最高
～最低）

- 8 -

23 22 28 32 44 49 53
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

4,454
～

2,040

5,571
～

2,236

5,744
～

2,866

6,822
～

3,698

7,182
～

5,251

8,334
～

5,986

9,382
～

6,603
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

6,040
～

2,776

7,608
～

3,080

7,760
～

4,023

9,005
～

5,081

9,588
～

7,044

11,098
～

8,389

13,211
～

9,346

（医療職員（病院看護師（任期付職員）））

区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的 准看護師 助産師 副看護師長 看護師長 副看護部長 看護部長 看護部長
な職位 看護師 副総看護師長 総看護師長

人 人 人 人 人 人 人 人

1
（割合）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

注：医療職員（病院看護師（任期付職員））における該当者は１人のため、当該個人の情報が特定されるおそれのあることから、

　　「職級」及び「標準的な職位」を除き記載していない。

所定内給
与年額(最
高～最低)

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

年間給与
額(最高～

最低)

人員

年齢（最高
～最低）
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④

（事務・技術職員）

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

56.2 57.8 57.0
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 43.8 42.2 43.0

％ ％ ％

         最高～最低 53.5～29.4 53.1～28.0 49.9～33.8
％ ％ ％

63.7 65.4 64.6
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 36.3 34.6 35.4

％ ％ ％

         最高～最低 48.2～32.4 44.9～25.9 46.1～29.6

（研究職員）

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

55.7 56.5 56.2
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 44.3 43.5 43.8

％ ％ ％

         最高～最低 45.8～41.8 52.2～38.1 49.4～39.8
％ ％ ％

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

賞与（平成２０年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職
員（病院看護師））

- 9 -

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低

注：一般職員における該当者が２人であることから、当該個人の情報が特定されるおそれがあることから、記載していない。

（医療職員（病院医師））

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

0.7 0.2 0.4
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 99.3 99.8 99.6

％ ％ ％

         最高～最低 100～35.1 100～31.2 100～33.3
％ ％ ％

63.3 64.9 64.1
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 36.7 35.1 35.9

％ ％ ％

         最高～最低 41.8～28.1 45.0～27.4 42.9～30.4

注：管理職員に該当する者について、一般医師が平成２０年度内に昇任により副院長等年俸制になった職員が含まれている。

（医療職員（病院看護師））

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

55.6 56.8 56.3
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 44.4 43.2 43.7

％ ％ ％

         最高～最低 53.1～31.0 52.6～30.0 50.0～32.8
％ ％ ％

63.2 64.2 63.7
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

管理
職員

一律支給分（期末相当）

区分

一般
査定支給分（勤勉相当）
（平均） 36.8 35.8 36.3

％ ％ ％

         最高～最低 44.5～28.0 57.1～24.8 46.6～30.0

般
職員
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⑤

（事務・技術職員）
対国家公務員（行政職（一）） 97.7
対他法人 91.3

（研究職員）
対国家公務員（研究職） 81.7
対他法人 81.3

（医療職員（病院医師））
対国家公務員（医療職（一）） 116.8

（医療職員（病院看護師））
対国家公務員（医療職（三）） 94.0

すべての独立行政法人を一つの法人とみなした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を１００

給与水準の比較指標について参考となる事項

○事務・技術職員

地域勘案

　　として、法人が現に支給している給与費から算出される指数をいい、人事院において算出

対国家公務員　　  ９７．７

注：　当法人の年齢別人員構成をウエイトに用い、当法人の給与を国の給与水準（「対他法人」においては、

項目 内容

職員と国家公務員及び他の独立行政法人との給与水準（年額）の比較指標（事務・技術職員／研究職員／医
療職員（病院医師）／医療職員（病院看護師）)

- 10 -

地域勘案　　　　　　 １０２．０

参考 学歴勘案　　　　　　 　９８．１

地域・学歴勘案　　　 １０２．１

○研究職員

地域勘案　　　　　  　８２．６

参考 学歴勘案　　　　　　　８４．６

地域・学歴勘案　　　　７８．８

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.3％
（国からの財政支出額　528億円、支出予算の総額　8,443億円：平成20年
度予算）

【検証結果】
当法人の事務職員の基本給及び諸手当の制度並びにその水準について
は、国の一般職給与法に準じているところであるが、独法移行時に中高年
齢層の一般職員の給与カーブをフラット化するなどの措置を講じたところ
であり、適切な対応を行っていると考えている。

指数の状況

講ずる措置
引き続き、一般職給与法適用の国家公務員の給与、民間企業の従業員の
給与及び業務の実績などを考慮し適切に対応していく。

項目 内容

指数の状況

対国家公務員　　　８１．７

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.3％
（国からの財政支出額　528億円、支出予算の総額　8,443億円：平成20年
度予算）

【検証結果】
当法人の研究職員の基本給及び諸手当の制度については、国の一般職
給与法に準じているところであり、適切なものと判断する。

引き続き 般職給与法適用の国家公務員の給与 民間企業の従業員の
講ずる措置

引き続き、一般職給与法適用の国家公務員の給与、民間企業の従業員の
給与及び業務の実績などを考慮し適切に対応していく。
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○病院医師

地域勘案　　　　　　１０９．８

参考 学歴勘案　　　　　　１１６．８

地域・学歴勘案　　　１０９．８

項目 内容

指数の状況

対国家公務員　　１１６．８

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

①　国の病院医師に対する初任給調整手当においては、医師確保が困難
な地方の手当額がより高くなる制度となっており、機構においてもほぼ準ず
る制度（医師手当）を導入しているところであるが、機構においては、地方
に勤務する職員の割合が高いこと。
　　 （地域手当1～3級地　初任給調整手当・医師手当５種月10万円
　　　人員構成　国　51.0%、機構13.7%）
　　 （地域手当非支給地　初任給調整手当・医師手当 1～3種 月31～
　　　21万円人員構成　国13.7%,機構45.2%）
　　 　注）国の地域手当支給地別人員構成は、平成20年国家公務員給与
　　　　　等実態調査（医療職（一））の公表データより算出
②　当法人の医師の基本給等については、医師確保にかかる当法人の各
病院並びに他の設置主体の状況に鑑みて、国の引下げを行う際にも従前
の水準に据置いたこと。 （国の俸給表の平均改定率　平成17年12月　△
0.3%、平成18年4月給与構造改革　△5.2%)
③　医長以上の医師への年俸制において、前年度の診療によって得られ
た収入の一定割合等を原資として、勤務成績が良好な医師について、各
年度に支給する業績年俸（賞与）を前年度の額の最大１．２倍まで増額で
きる仕組みを導入していること。
　　また、医長以上の医師については、病院における管理職として、国の俸
給の特別調整額に準じた役職手当の支給対象としていること。
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　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.3％
（国からの財政支出額　528億円、支出予算の総額　8,443億円：平成20年
度予算）

【検証結果】

医師の確保は、当法人の主たる事業かつ目的である医療の提供に不可欠
であり、また、経営上においても、全収益の約９割を占める医業収益にかか
る基本的かつ重要な事項であり、全国的な医師確保が厳しい情勢を踏ま
えると、医師の処遇の改善が法人の運営上の重要課題の一つとなってい
る。処遇改善への給与面の対応として、基本給等の引下げの見送り、年俸
制による勤務成績の反映など、漸次改善を進めているものであり、適切な
対応であると考えている。
　また、他の設置主体の病院給与を示す資料は次のとおりであり、国立
(国、当法人、労働者健康福祉機構を含み、国立大学法人は含まれない。)
と公立（都道府県・市町村立）・医療法人の給与水準と比較した場合に、民
間病院の医師と大きな格差が生じているところである。
○直近の医療経済実態調査結果（平成19年６月調査）職種別常勤職員１
人当たり平均給料月額等より、一般病院医師の年収を推計
　 　国立　1333万円（100.0）、公立1427万円(107.1)、医療法人1603万円
（120.3）
 

講ずる措置
引き続き、国家公務員の医師の給与、公立・民間医療機関の医師の給
与、当法人の医師確保の状況や医師が確保できない場合に法人の事業
運営に与える影響を総合的に考慮して、適切に対応していく。
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○病院看護師

地域勘案　　　　　　 ９４．９

参考 学歴勘案　　　　　　 ９３．４

地域・学歴勘案　　　 ９３．９

項目 内容

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.3％
（国からの財政支出額　528億円、支出予算の総額　8,443億円：平成20年
度予算）

【検証結果】
　当法人の看護師の給与については、民間給与の水準を考慮して、独法
移行時に中高年齢層の一般看護師の給与カーブのフラット化、基本給の
調整額の廃止による特殊業務手当の創設による水準の引下げなど適切な
対応を行ってきたところであるが、看護師の確保については、医師と同様
に厳しい状況にある。
　なお、国の給与水準と比較を行う場合には、当法人の看護師は大多数
が地域手当の非支給地で勤務している（53.0%）が、国においては、非支給
地に所在している国立ハンセン病療養所において、俸給の調整額（平成２
０年度においては、賞与反映分込みで年間　約68万円）が支給されている
という特殊要因がある。

講ずる措置

引き続き、国家公務員の看護師の給与、民間医療機関の看護師の給与、
当法人の看護師確保の状況や確保できない場合に法人の事業運営に与
える影響を総合的に考慮して、適切に対応していく。

指数の状況

対国家公務員　　　９４．０

- 12 -

○比較対象職員の状況

　・医療職種（病院医師）

　・医療職種（病院看護師）

年俸制適用者以外に係る①表（職種別支給状況）の常勤職員欄の1,555人及び年俸制適用者に係
る①表（同）の常勤職員欄の医療職種（病院医師）2,036人　　計3,591人
3,591人の平均年齢 46.1歳、平均年間給与額 13,106千円

年俸制適用者以外に係る①表（職種別支給状況）の常勤職員欄の24,235人及び任期付職員欄の1
人
計24,236人
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Ⅲ　総人件費について

当年度
（平成20年度）

前年度
（平成19年度）

千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(A)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｂ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｃ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(D)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項
①人件費の主な増減要因等

（△ 6.7）
退職手当支給額

中期目標期間開始時（平
成16年度）からの増△減

（11.8） 8,821,73524,899,090

1,235,163 （3.8）

区　　分

11,597,561314,203,948

22,817,734

312,968,784

△ 2,884,704

△ 1,848,388△ 2,445,820 （△ 4.1）56,775,354

（3.9）418,696,126 418,908,811
最広義人件費

△ 212,684 （△ 0.1）

22,272,157 （54.9）

15,686,202

福利厚生費
59,221,175

　第１期国立病院機構中期計画（平成１６～２０年度）において、人件費率等について
『人事に関する計画に基づき、適正な人員の配置に努めるとともに、業務委託についても
コスト低減に十分配慮した有効活用を図ること等により、中期目標の期間中、人件費率と
委託費率を合計した率について、業務の量と質に応じた病院運営に適正な率を目指して抑
制を図る 』とされている

（△ 3.2）

2,626,932
非常勤役職員等給与

（△ 11.2）

（0.4）
給与、報酬等支給総額

比較増△減

24,446,694 △ 1,628,960

- 13 -

　　（人件費率＋委託費率）　 ※(人件費＋委託費)／医業収益

平成１９年度決算　５７．４％　→　平成２０年度決算　５７．０％（△０．４％）

　○給与、報酬等支給総額の主な増減要因

・ 技能職職員の不補充によるもの

・ 非効率病棟の整理・集約、事務職員の削減等によるもの

・

・ 基本給の調整額の廃止及び手当化によるもの

・

・

・

　○最広義人件費の主な増減要因

・

・ 職員の退職者数の減少によるもの

・ 後期臨床研修医などの非常勤職員数の増加によるもの

・ 麻酔医等の医師を臨時に招聘するための謝金の増加によるもの

医師不足解消に向けた取り組み、救急医等の処遇改善及び地域医療との連携強化
のための体制整備によるもの

平成１６年４月の独法移行時の中高年齢層の一般職員の給与カーブの見直しに伴
う現給保障措置の終了(H19.12.31)による基本給の支給額が減少したことによる

地域医療計画を踏まえた救命救急、周産期等の救急医療をはじめとした政策医療
の推進のための対応、医療サービスの質の向上、医療安全の確保及び患者の処遇
改善等のための体制整備によるもの

恩給公務員期間を有する退職職員に係る負担金（国家公務員共済年金に係る整理
資源）の減少によるもの

人件費が増加する一方で、人件費率等が低下していることは、当法人の経営努力によっ
て、増加した人件費を大きく上回る自己収入を得たことを示している。

心神喪失者等医療観察法、障害者自立支援法等の他の設置主体では代替困難な医
療の体制整備によるもの

制を図る。』とされている。
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　ⅰ）主務大臣が中期目標において示した人件費削減の取組に関する事項

併せて、給与構造改革を踏まえた給与体系の見直しを進めること。

　ⅱ）中期目標において設定した削減目標、給与構造改革を踏まえた見直し方針

　ⅲ）上記ⅱ)の進ちょく状況

基準年度
（平成17
年度）

平成18
年度

平成19
年度

平成20
年度

304 525 998 305 957 856 312 968 784 314 203 948
給与、報酬等支給総額

（千円）

②行革推進法、行政改革の重要方針（平成17年12月24日閣議決定）による人件費削減の取組の状況

　第１期中期計画において、『今後５年間で５％以上の人件費削減の取組を行う
が、医療法及び診療報酬上の人員基準に沿った対応を行うことはもとより、心神
喪失者等医療観察法、障害者自立支援法等国の制度の創設や改正に伴う人材確保
も含め政策医療の推進のための対応とともに、医療サービスの質の向上、医療安
全の確保及び患者の処遇の改善等にも留意しつつ、適切な取組を行う。併せて、
国家公務員の給与構造改革を踏まえて、役職員の給与について必要な見直しを進
める。』こととしている。

　また、給与構造改革については、国の給与制度の見直しに併せて平成１８年７
月１日から実施した。

年　　　度

「行政改革の重要方針」（平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、平成１
８年度以降の５年間において国家公務員に準じた人件費削減に向けた取組を行う
こととするが、医療法及び診療報酬上の人員基準に沿った対応を行うことはもと
より、国の制度の創設や改正に伴う人材確保も含め政策医療の推進のための対応
とともに、医療サービスの質の向上、医療安全の確保及び患者の処遇の改善等に
も留意しつつ、適切な取組を進めること。なお、現（注：第１期）中期目標期間
の最終年度までの間においても必要な取組を行うこと。

総人件費改革の取組状況

- 14 -

304,525,998 305,957,856 312,968,784 314,203,948

0.5 2.8 3.2

0.5 2.1 2.5

(1) 国立病院機構の平成20年度における総人件費改革の対象となる人件費は、312,063百万円
 　(注)であり、総人件費改革の基準値である平成17年度の人件費304,526百万円と比較すると
 　7,537百万円の増となっている。
(注)総人件費改革の対象人件費から除かれる給与改定分（平成19年度給与改定に伴う2,141百
  万円の増）を除いたもの
(2) 総人件費削減に向けた取組として
　①　技能職の退職不補充
　②　非効率病棟の整理・集約、事務職の削減等
　③　独法移行時の給与カーブの変更・調整額の廃止
　  などを行った結果、削減額は平成18年度から平成20年度までの3年間で16,483百万円とな
  り、総人件費改革の基準値である平成17年度の人件費304,526百万円の5.41％の削減を行っ
  た。
(3) 一方、国立病院機構としての役割を果たすための人件費増として、
　①　他の設置主体では代替困難な医療の体制整備(心神喪失者等医療観察法や障害者自立支
    援法等）
　②　地域医療計画を踏まえた救命救急、周産期等の救急医療をはじめとした政策医療の推進
    のための対応、医療サービスの質の向上、医療安全の確保及び患者の処遇改善等のための
    体制整備
　③　医師不足解消に向けた取組、医師等の処遇改善及び地域医療との連携強化のための体制
    整備
　  などを行った結果、平成18年度から平成20年度までの3年間で24,020百万円の増となって
  いる。
  引き続き、技能職の退職後不補充、非常勤職員への切替及びアウトソーシング化、非効率病
棟となっている病棟の整理・集約等により人件費削減を図っていくが、国立病院機構としての
役割を果たしていくためには一定の人件費増は避けられないものとなっている。
　また、平成20年度決算の人件費率と委託費率を合わせた率５７．０％は、平成17年度決算
（57.8%）に比べて、０．８％低下しており、人件費増を上回る自己収入を得ている。

（千円）

人件費削減率（補正値）
（％）

人件費削減率
（％）

Ⅳ 法人が必要と認める事項
特になし。
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（参考４） 

契   約 

 

①契約に係る規程類、体

制の整備状況 

国立病院機構おいては、 

・  平成１８年８月に会計規程を改正し、原則一

般競争によることとするとともに、各病院にお

ける契約事務については、一定額以上の契約に

ついて、直接契約に関与しない職員で構成され

る契約審査委員会に諮り牽制を行う 

など、契約の適正化等を図ってきたが、さらに平成

２０年度においては以下の取組を行っている。 

・ 平成２０年６月には、原則一般競争であるこ

とを改めて周知するとともに、一者応札となら

ないよう１０日以上の公告期間の徹底や幅広い

広告方法などについて各病院へ周知徹底を

図った。 

・ これらの各病院での契約事務の取り組みにつ

いては、内部監査の重点項目として位置づけ、

その実行状況を監査している。 

・ さらに、平成２１年６月に一者応札・一者応

募にかかる改善方策について、ホームぺージへ

公表している。 

・ 独立行政法人における契約の適正化（依頼）(平

成 20 年 11 月 14 日総務省行政管理局長事務連

絡)を踏まえ、随意契約における予定価格調書の

作成基準の制定、公告期間短縮の制限廃止など

について、契約方式に係る規程を国の基準に準

拠した形で見直し、平成２１年度から適用する

こととした。 

・ また、平成２０年度においては、契約事務に

関して一層の適正性を担保するため、監事と連

携したいわゆる抜打監査（７病院）を実施し、

国民から疑念を持たれることのないような契約

事務の徹底に努めた。 

・ なお、再委託に関しては、会計規程において

全面委託を禁止しており、一部委託については

あらかじめ経理責任者が内容を審査したうえ

で、契約することができることとしている。 



②「随意契約見直し計

画」の実施・進捗状況 

随意契約見直し計画の実施・進捗状況については、

以下のとおりである。 

・ 平成１９年１２月に「随意契約の見直し計画」

を策定し、平成２０年７月に平成１９年度実績

をホームページに公表した。 

・ すでに、平成１８年８月に会計規程の改正を

行い原則一般競争によることとし、これについ

て、平成１９年度以降内部監査等を通じて徹底

を図ってきた。さらに平成２０年度においては、

６月に改めて原則一般競争によること等につい

て徹底する通知を発出し徹底するとともに、監

事と連携したいわゆる抜打監査を実施し、その

点検を行った。これらの取り組みにより、競争

性のない随意契約の平成２０年度契約に占める

割合が平成１９年度に対し、件数で８．０％、

金額で９．２％減少した。 

  ・平成１９年度実績 

 ３，１４５件(34.0%) ５４４億円( 24.9%) 

 ・平成２０年度実績 

２，４８３件(26.0%) ３６３億円(15.7%)  

 

 



（参考４の２） 

 

Ⅰ 平成２０年度の実績【全体】

 件数 金額 

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

競争入札 
７，０７５件

( 74.0%)

１，９４６億円

( 84.3%)

企画競争 
件

― (    %)

億円

― (    %)

随意契約 
２，４８３件

( 26.0%)

３６３億円

( 15.7%)

合 計 
９，５５８件

( 100%)

２，３０９億円

( 100%)

※１ 随意契約については、予定価格が少額である場合（予算決算及び会計令第 99 条第二

号から第七号までの金額を超えないもの）を除く。 

※２ 不落随契については、競争入札に含む。 

 

 

 

Ⅱ 平成２０年度の実績【同一所管法人等】

 件数 金額 

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

競争入札 
２１件

( 6.0%)

３億円

( 5.0%)

企画競争 
件

― (    %)

億円

― (    %)

随意契約 
３２７件

( 94.0%)

５７億円

(95.0%)

合 計 
３４８件

( 100%)

６０億円

( 100%)

※１ 随意契約については、予定価格が少額である場合（予算決算及び会計令第 99 条第二

号から第七号までの金額を超えないもの）を除く。 

※２ 不落随契については、競争入札に含む。 

 



 

 

Ⅲ 平成２０年度の実績【同一所管法人等以外の者】

 件数 金額 

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

競争入札 
７，０５４件

( 76.6%)

１，９４３億円

( 86.4%)

企画競争 
件

―  (    %)

億円

―  (    %)  

随意契約 
２，１５６件

( 23.4%)

３０６億円

( 13.6%)

合 計 
９，２１０件

( 100%)

２，２４９億円

( 100%)

※１ 随意契約については、予定価格が少額である場合（予算決算及び会計令第 99 条第二

号から第七号までの金額を超えないもの）を除く。 

※２ 不落随契については、競争入札に含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



随意契約見直し計画 
 

平成 19年 12月 
独立行政法人国立病院機構 

 
 
 
１．随意契約の見直し計画 
（１）平成１８年度において、締結した随意契約について点検・見直

しを行い、以下のとおり、随意契約によることが真にやむを得ない

ものを除き、順次可能なものから一般競争入札等に移行することと

した。 
 
【全体】 

平成１８年度実績 見直し後 
  

件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（14.6％） （16.0％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 640 101

（50.7％） （41.6％）
競争入札 

2,228 263

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（7.7％）

796

（4.6％）

96 - -

（92.3％） （95.4％） （34.8％） （42.4％）
随意契約 

3,600 536 1,528 268

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 4,396  632  4,396  632

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 
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【同一所管法人等】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（7.0％） （3.6％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 30 2

（13.3％） （6.3％）
競争入札 

57 4

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（5.5％）

24

（7.5％）

5 - -

（94.5％） （92.5％） （79.8％） （90.1％）
随意契約 

406 62 343 60

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 430  67  430  67

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 

 

 

【同一所管法人等以外の者】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（15.4％） （17.5％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 610 99

（54.8％） （45.8％）
競争入札 

2,171 258

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（19.5％）

772

（16.0％）

90 - -

（80.5％） （84.0％） （29.8％） （36.7％）
随意契約 

3,194 475 1,185 208

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 3,966  565 3,966  565

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 



 
２．随意契約見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み及び移行時期 
 
（１）契約情報の充実 

契約の透明性を確保するため、現在実施している随意契約に係

る情報の公開に加え、競争契約に係る情報の公開についても、厚

生労働省基準により実施する。 
（平成１９年１２月までに措置を講じ、平成２０年１月１日施行） 

 
（２）随意契約の見直しの徹底 
   随意契約見直し計画に基づく見直しの達成状況について、内部

監査を通じて把握し、見直しの徹底を指導していく。 
（平成１９年度より実施） 
 

 



（参考５） 

内 部 統 制 

 

①内部統制に係る取組

状況 

国立病院機構においては、これまでも、業務の適

正な執行を図ることなどを目的とした内部監査の実

施やコンプライアンス推進規程の制定など、内部統

制の充実に取り組んできたところであり、主な取組

としては、 

・ 平成２０年４月に監事の１人を常勤化すると

ともに、平成２１年４月には、内部統制・ガバ

ナンス強化の観点から本部に業務監査室を設置

することとした。 

・ 業務の適切かつ効率的な執行を図るとともに

会計処理の適切を目的に、会計監査人において

実施する会計監査の実施状況を踏まえつつ、書

面及び実地による内部監査を実施した。 

・ 契約事務に関して一層の適正性を担保するた

め、監事と連携したいわゆる抜打監査を実施し

た。 

・ 平成２０年３月に「独立行政法人国立病院機

構におけるコンプライアンス推進規程」に基づ

き、全ての病院において、コンプライアンス担

当者を指名し、職員からの疑義や相談等を受け

付ける窓口を設置した。平成２０年４月以降そ

の取り組みを一層促進するために院内に従事す

る派遣労働者や取引事業者等に対しても、規程

の周知を行った。 

・ 平成２０年度の内部監査において「コンプラ

イアンスの推進に関する事項」を新たに重点項

目として監査を行った。 

・ 平成２１年３月に各種規程等に則った適正な

会計事務の業務遂行の確保を図る観点から、「国

立病院機構における会計事務に係る標準的業務

フロー」を作成し、病院担当者への周知・徹底

を図った。 

 

 



（参考６） 

業務改善のための役職員のイニシアティブ等 

 

①業務改善のための役

職員のイニシアティブ

等の取組状況 

国立病院機構では、業務改善のための役職員のイ

ニシアティブ等の取組として、以下のことを行って

いる。 

・ 毎年実施している患者満足度調査において、

個々の病院に対する評価、ニーズを把握してお

り、そこから発見できた課題については、個々

の病院において、病院全体又は各職場単位で改

善活動を行い、業務改善を図っている。 

これらの活動の一部は、平成１８年度に創設

した「国立病院機構ＱＣ活動奨励表彰」制度で、

職員による自主的な業務改善活動として表彰

し、業務改善意欲の向上を図るとともに、導入

当初より機関誌「ＮＨＯだより」に掲載し、平

成２０年度には、提出された全２０４件の取組

を集約した事例集を発刊することにより、全病

院に対し、取組内容の水平展開を図った。 

・ 病院長をはじめとした管理・監督者に対する

研修を実施し、国立病院機構の職員として必要

な病院の管理運営に関する知識の習得及び管理

運営能力の向上を図ってきた。 

また、業務能力の向上のための医事業務研修

や病院経営研修、医療機関における実習など実

践的な知識・技術等の習得を目的とした各種専

門研修を実施し、職員の能力開発の取り組みを

行っている。 

・ 特に、最大の職員数（全職員数約５万人のう

ち約３万人）を占める看護師については、効果

的な教育支援ができるよう教育担当看護師長の

配置を行い、看護職員のキャリアパス制度推進

の基盤となる研修内容・方法を標準化した全病

院統一の研修ガイドラインを運用し教育体制の

充実を図っている。 

  また、各分野の看護のスペシャリストである



専門看護師及び認定看護師を配置し、充実した

高い水準の看護を実践している。 

  さらに、医療内容の高度化・複雑化やチーム

医療に主体的に対応できる看護師の養成の方向

性等の検討を目的に、「国立病院機構における看

護師養成のあり方に関する検討委員会」を設置、

議論を重ね、平成２０年１２月に作成した報告

書に盛り込んだ改善内容を着実に実行してい

る。 

・ 各病院における経営努力のインセンティブと

して、経常収支が前年度実績より良くなった病

院であって収支相償を超える病院に年度末賞与

を支給する制度を平成１６年度から設けてお

り、平成２０年度においては、５６病院に対し

て支給を行った。 

・ 特に早急な経営改善の着手が必要な５８病院

について、部門毎の生産性に着目するなどして、

改善項目を検討し、行動目標を明確化した中期

的な個別病院毎の経営改善計画（再生プラン）

を策定し、平成２０年３月末に本部が承認した

ところであり、平成２０年度においては、３カ

年計画の１カ年目を遂行した。 

  各該当病院が再生プランに沿った経営改善に

努めるとともに、本部・ブロック事務所では、

月次決算でその進捗状況を確認し、また、年度

計画に対して経常収支が著しく下回っている病

院に対して、再生プラン特別顧問を活用しての

個別訪問を行うなど、収支改善に努め、５８病

院中３１病院が年度計画の経常収支を上回っ

た。 

 

 




